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ドコモ　W-CDMA・GSM/GPRS方式
このたびは、「FOMA SO905iCS」をお買い上げいただきまして、まことにありがとうございます。
ご利用の前に、あるいはご利用中に、この取扱説明書およびその他のオプション機器に添付の個
別取扱説明書をよくお読みいただき、正しくお使いください。取扱説明書に不明な点がございま
したら、裏面のお問い合わせ先にご連絡ください。
FOMA SO905iCSは、お客様の有能なパートナーです。大切にお取り扱いの上、末長くご愛用
ください。

FOMA端末のご使用にあたって
● FOMA端末は無線を使用しているため、トンネル・地下・建物の中など電波の届かない所、屋外でも電波の弱
い所およびFOMAサービスエリア外ではご使用になれません。また、高層ビル・マンションなどの高層階で見
晴らしのよい場所であってもご使用になれない場合があります。なお、電波が強く、アンテナマークが3本表示
されている状態で、移動せずに使用している場合でも通話が切れることがありますので、ご了承ください。

● 公共の場所、人の多い場所や静かな場所などでは、まわりの方の迷惑にならないようにご使用ください。
● FOMA端末は電波を利用している関係上、第三者により通話を傍受されるケースもないとはいえません。しか
し、W-CDMA・GSM/GPRS方式では秘話機能をすべての通話について自動的にサポートしますので、第三
者が受信機で傍受したとしても、ただの雑音としか聞き取れません。

● FOMA端末は音声をデジタル信号に変換して無線による通信を行っていることから、電波状態の悪い所へ移動
するなど、送信されてきたデジタル信号を正確に復元することができない場合には、実際の音声と異なって聞
こえる場合があります。

● お客様はSSLをご自身の判断と責任においてご利用することを承諾するものとします。お客様によるSSLのご
利用にあたり、ドコモおよび別掲の認証会社はお客様に対しSSLの安全性などに関し何ら保証を行うものでは
なく、万一何らかの損害が発生したとしても一切責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。

 認証会社 ： 日本ベリサイン株式会社、サイバートラスト株式会社、グローバルサイン株式会社、RSAセキュ
リティ株式会社、セコムトラストシステムズ株式会社

● このFOMA端末は、FOMAプラスエリアおよびFOMAハイスピードエリアに対応しております。
● このFOMA端末は、ドコモの提供するFOMAネットワークおよびドコモのローミングサービスエリア以外では
ご使用になれません。

 The FOMA terminal can be used only via the FOMA network provided by DoCoMo and 
DoCoMo’s roaming area.

● お客様ご自身でFOMA端末に登録された情報内容（電話帳、スケジュール、テキストメモ、伝言メモ、音声メモ、
テレビ伝言メモなど）は、別にメモを取るなどして保管してくださるようお願いします。FOMA端末の故障や
修理、機種変更やその他の取り扱いなどによって、万一、登録された情報内容が消失してしまうことがあっても、
当社としては責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

● 大切なデータはmicroSDメモリーカードに保存することをおすすめします。また、パソコンをお持ちの場合は、
ドコモケータイdatalinkを利用して電話帳やメール、スケジュールなどの情報をパソコンに転送・保管できます。

● 本書のご使用にあたって
 本FOMA端末は、きせかえツールに対応しております。（P.123）きせかえツールを利用してメニュー画面のデ
ザインを変更した場合、メニューの種類によっては、使用頻度にあわせてメニュー構成が変わるものがあります。
また、メニュー項目に割り当てられている番号が適用されないものがあります。

 この場合、本書での説明どおりに操作できないため、スタンダードメニューに切り替えるか、メニュー設定を
リセットしてください。（P.35、124）

本書の最新情報は、ドコモのホームページよりダウンロードできます。
・ 「取扱説明書（PDFファイル）」ダウンロード
 （http://www.nttdocomo.co.jp/support/trouble/manual/download/index.html）
※ URLおよび掲載内容については、将来予告なしに変更することがあります。
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本書の見かた/引きかた
本書では、FOMA端末を正しくお使いいただくために、操作のしかたを操作手順ごと
に画面例などを交えて説明しています。

■ 本書の引きかたについて
本書では、次のような検索方法で、お客様の用途に応じて、機能やサービスの説明ページを検
索することができます。

次ページで詳しく説明しております。

◆ 索引から（P.478）
あらかじめわかっている機能名・サービス名や、ディスプレイに表示される機能名から検
索できます。

◆ かんたん検索から（P.4）
知りたい機能や知っていると便利な機能を目的別や機能名で検索できます。

◆ 表紙インデックスから（表紙）
「表紙」→「章扉（章の最初のページ）」→「説明ページ」の順に設定したい機能の説明ページを
検索できます。章扉には詳しい目次を記載しています。

◆ 目次から（P.6）
機能別に分類された章ごとに目的や機能名から検索できます。

◆ 主な機能から（P.8）
新機能や便利な機能など、SO905iCSの主な機能から検索できます。

◆ メニュー一覧から（P.420）
FOMA SO905iCSの画面に表示されるメニューおよびお買い上げ時の設定内容を一覧表
でまとめています。

◆ クイックマニュアルから（P.490）
よく使う機能などの操作手順が簡潔に記載されています。外出の際に切り離してお持ちい
ただけます。また、クイックマニュアル「海外利用編」も記載しておりますので、海外で
FOMA端末をご利用いただく際にご活用ください。

● この「FOMA SO905iCS 取扱説明書」の本文中においては、「FOMA SO905iCS」を「FOMA
端末」と表記させていただいております。あらかじめご了承ください。

● 本書ではmicroSDメモリーカードを使用した機能の説明をしていますが、その機能のご利
用にあたっては、別途microSDメモリーカードが必要となります。

 ・ microSDメモリーカードについて（P.306）
● 本書の内容の一部、または全部を無断転載することは、禁止されています。
● 本書の内容に関しては、将来予告なしに変更することがあります。
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「発信者番号通知」をさまざまな方法で探してみましょう。

索引から（P.478）
あらかじめわかっている機能名・サービス名や、ディスプレイに表示される機能名から検索
できます。

発信者番号通知

選択

発信者番号通知設定
発信者番号通知確認

ＭＥＮＵ　

  Bookmark登録 .........184
パーソナルデータロック

 ................................137
バイブレータ  ................110
バイリンガル .................128
発信者番号通知 ................45
発信条件 .........................60
発信頻度 .........................55
発信方法 .........................60
発着信番号表示設定 .......121
発着信表示設定 ..............121
番号通知お願いサービス

 ................................395

呼出時間設定 ..........
ｉモード通信中着信設定

プッシュトーク設定 ....
プッシュトーク電話帳 .
グループ設定 ..........
削除 ......................
登録 ......................
ネットワーク接続 ....
発信 ......................

プッシュトークプラス .
プラスジョグ ..............
フルブラウザ ..............
アクセス設定 ..........

  
P.45
「発信者番号
通知」の説明
ページへ

   

かんたん検索から（P.4）
知りたい機能や知っていると便利な機能を目的別や機能名で検索できます。

通話に便利な機能を知りたい

電話番号を知らせたい/知られたくない  ..................発信者番号通知（P.45）
音声電話通話中にテレビ電話に切り替えたい  .......テレビ電話切替（P.54）
通話を保留したい  ................................................通話中保留（P.68）
相手の声の音量を変えたい  ...................................受話音量（P.112）

  
P.45
「発信者番号
通知」の説明
ページへ

 

表紙インデックスから（表紙）
「表紙」→「章扉（章の最初のページ）」→「説明ページ」の順に設定したい機能の説明ページを検
索できます。章扉には詳しい目次を記載しています。

かんたん検索/
目次/注意事項

ご使用前の確認

電話/テレビ電話

プッシュトーク

電話帳

  
ご使用前の確認

各部の名称と機能...........................................
FOMA端末の開きかた/閉じかた......................
スタイルについて...........................................
ディスプレイの見かた ....................................
メニューの選択方法 .......................................
FOMAカードを使う ......................................
電池パックの取付けかた/取外しかた ................
FOMA端末を充電する ...................................
電池残量の確認のしかた .................................
電源を入れる/切る..........................................
初期設定を行う..............................................
日付・時刻をあわせる ....................................
相手に自分の電話番号を通知する.....................
自分の電話番号を確認する ..............................

2

......................  26

......................  29

......................  29

......................  30

......................  33

......................  36

......................  39

......................  40

.........〈電池残量〉 42

...〈電源ON/OFF〉 43

.........〈初期設定〉 43

....〈日付時刻設定〉 44

.〈発信者番号通知〉 45

....〈電話番号表示〉 45

  
P.45
「発信者番号
通知」の説明
ページへ
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■ 操作説明のページ構成

45

ご
使
用
前
の
確
認

相手に自分の電話番号を通知する 〈発信者番号通知〉

電話をかけたとき、相手の電話機（ディスプレイ）にお客様の電話番号をお知らせする
ことができます。
・ 発信者番号は、お客様の大切な情報です。通知する際には、十分にご注意ください。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NWサービス］→［発信者番号通知］→［発信者番号通
知設定］を選び  を押す
ネットワーク暗証番号入力画面が表示されます。

 2 ［通知する］/［通知しない］を選び  を押す

発信者番号通知の
設定を
選んでください

　　通知する
　　通知しない

［通知する］ ： 相手にお客様の電話番号を通知します。
［通知しない］ ： 相手にお客様の電話番号を通知しません。
発信者番号通知が設定されます。
設定内容を確認する場合
メニューで［設定］→［管理］→［NWサービス］→［発信者番号通知］→［発
信者番号通知確認］を選択します。

● 電話をかけたときに発信者番号通知をお願いする旨のガイダンスが聞こえた場合は、発信者
番号通知設定を［通知する］に設定するか相手の電話番号の前に「186」を付けておかけ直しく
ださい。知っておくと便利

なこと、補足情報、
注意事項などを記
載しています。

インデックス

操作のポイントと
なる画面を記載し
ています。

操作手順を順番に
説明しています。

ページ番号

機能名

章タイトル
機能の概要や目的など
を記載しています。

操作に関する補足説明な
どを記載しています。

タイトル

画面に表示される選択肢
と説明を記載しています。

機能の注意事項や制限情
報などを記載しています。

※ 上記のページはサンプルです。実際のページとは異なります。

■ メニューの表記
本書では、メニューを選択する操作を次のように省略して表記しています。

 実際の操作

 （MENU）を押す

  画面設定

待受画面設定
照明設定
省電力モード
　　　　　　１分
メニュー設定
きせかえ設定
アニメーション設定
文字サイズ設定

  で［設定］にカー
ソルをあわせ、  
（選択）を押す

  発着信通話

着信設定
不在お知らせ
　　　　　　ＯＮ
テレビ電話設定
発着信表示設定
発着信補助
通話設定
通話品質
イヤホン設定
セルフモート゛　　　ＯＦＦ
メロテ゛ィコール設定

  で［発着信通話］
にカーソルをあわせ、

 （選択）を押す

  着信設定

電話着信
テレビ電話着信
プッシュトーク着信
メール着信
メッセージＲ着信
メッセージＦ着信

  で［着信設定］
にカーソルをあわせ、

 （選択）を押す

     

 本書の表記例
メニューで［設定］→［発着信通話］→［着信設定］を選び  を押す
● 本書に記載している画面およびイラストはイメージです。実際の製品とは異なる場合があり
ます。

実際のボタン 本書での表記● 本書に記載しているボタンは、一部を省略・変形し
て記載しています。ご了承ください。

● 本書に記載している画面は、本体色WHITEのきせかえメニュー（White Scrapbook）、カラー
テーマ設定（ホワイト&ゴールド）で、時計種類を［デジタル時計5］に設定した状態で記載し
ています。ディスプレイの時計表示位置は、お買い上げ時の表示位置とは異なります。

● 本書では、「ICカード機能に対応したおサイフケータイ対応ｉアプリ」を「おサイフケータイ
対応ｉアプリ」と記載しています。
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かんたん検索
知りたい機能をわかりやすい言葉から調べたいときにご活用ください。

通話に便利な機能を知りたい

電話番号を知らせたい/知られたくない  ..................発信者番号通知（P.45）
音声電話通話中にテレビ電話に切り替えたい  .......テレビ電話切替（P.54）
通話を保留したい  ................................................通話中保留（P.68）
相手の声の音量を変えたい  ...................................受話音量（P.112）

出られない電話にこうしたい

電話に出ないで保留したい .....................................応答保留（P.68）
通話を控える必要があることを伝えたい ................公共モード（ドライブモード）（P.69）

公共モード（電源OFF）（P.70）
用件を録音/録画したい .........................................伝言メモ/テレビ伝言メモ（P.72）

メロディや着信ランプを変えたい

着信相手ごとに着信音などを変えたい .....................指定着信音/指定ランプ色（P.97）
着信音を変えたい .................................................着信音/着信完了音（P.109）
着信音の音量を変えたい ......................................着信音量/着信完了音量（P.109）
着信を振動でも知りたい ........................................バイブレータ（P.110）
着信ランプの色を変えたい ...................................ランプ色（P.110）
ボタンを押したときの音を消したい ....................ボタン確認音量（P.111）
ボタンロックを解除するときの音を消したい ......ボタンロック解除音（P.111）
マナーモードにしたい .........................................マナーモード（P.115）

画面表示を変えたい/知りたい

画面のアイコンの意味を知りたい...........................ディスプレイの見かた（P.30）
メニューの表示を切り替えたい ............................メニュー設定（P.35）
待受画面を変えたい .............................................待受画面設定（P.117）
待受画面にカレンダーを表示させたい... .................待受画面設定（P.118）
文字の大きさを変えたい ......................................文字サイズ設定（P.127）
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メールを使いこなしたい

デコメールを送りたい ..........................................デコメール作成・送信（P.208）
画像を送りたい ....................................................ファイル添付（P.212）
メールを自動で振り分けて保存したい ..................受信振分条件/送信振分条件（P.226）

カメラを使いこなしたい

撮影するサイズを変えたい ....................................サイズ選択（P.159）
パノラマ撮影がしたい .........................................パノラマ撮影（P.165）
フォトライト/フラッシュを点灯/発光したい .........フォトライト（P.174）

フラッシュ（P.174）
microSDメモリーカードに直接保存したい ........保存先選択（P.177）
撮影した画像を表示したい ...................................マイピクチャ（P.290）

安心して電話を使いたい

紛失したときなど離れた所からFOMA端末をロックしたい ....おまかせロック※（P.136）
シークレット登録した内容を表示したい ...............シークレット表示（P.141）
番号非通知の電話を受けたくない ..........................非通知着信拒否（P.144）
電話帳未登録の人からの電話を受けたくない .........登録外着信拒否（P.146）
万一のデータ消失に備え電話帳などを保存しておきたい ....電話帳お預かりサービス※（P.147）

※ おまかせロックは有料サービスです。電話帳お預かりサービスはお申し込みが必要な有料
サービスです。

こんなこともできます

電池の消費を抑えたい ..........................................省電力モード（P.122）
QRコードやバーコードを取り込みたい ...............バーコードリーダー（P.183）
GPS機能を使いたい ............................................GPS機能（P.264）
microSDメモリーカードを使いたい ..................microSDメモリーカード（P.306）
赤外線で情報をやりとりしたい ..............................赤外線通信（P.327）
音楽を聞きたい ....................................................ミュージックプレーヤー（P.342）
めざましとして使いたい .......................................めざまし時計（P.360）
電卓として使いたい ..............................................電卓（P.372）
海外で携帯電話を使いたい .....................................国際ローミング（P.410）
最新のソフトウェアにしたい ................................ソフトウェア更新（P.456）
セキュリティを最新の状態にしたい ......................スキャン機能（P.462）

・ かんたん検索以外での機能の検索方法については、「本書の見かた/引きかた」をご参照ください。（P.1）
・ よく使う機能などの操作手順はクイックマニュアルに記載しています。（P.490）
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FOMA端末のご使用にあたって
本書の見かた/引きかた ........................................1
かんたん検索 ......................................................4
FOMA SO905iCSの主な機能 .............................8
SO905iCSを使いこなす！ ................................10
安全上のご注意（必ずお守りください） .................12
取り扱い上の注意について .................................19
知的財産権について ..........................................21
本体付属品および主なオプション品について ........24

ご使用前の確認 25
各部の名称と機能、FOMA端末の開閉、スタイル、ディスプレイ、メニュー、FOMAカード、
電池パック、充電、電池残量、電源、初期設定、日付時刻設定、発信者番号通知、電話番号
表示

電話/テレビ電話 49
電話/テレビ電話をかける、テレビ電話切替/音声電話切替、リダイヤル/着信履歴、着もじ、
WORLD CALL、電話/テレビ電話を受ける、エニーキーアンサー、着信中オープン動作設定、
通話中クローズ動作設定、公共モード、伝言メモ/テレビ伝言メモ、キャラ電発信、テレビ
電話設定など

プッシュトーク 79
プッシュトークとは、プッシュトーク発信、プッシュトーク着信、プッシュトーク電話帳登
録、プッシュトーク電話帳発信、プッシュトーク電話帳削除、プッシュトーク設定など

電話帳 93
電話帳について、FOMA端末電話帳登録、FOMAカード電話帳登録、グループ設定、電話
帳表示、電話帳検索、電話帳設定、電話帳修正、電話帳削除、登録件数確認、ツータッチダ
イヤル、電話帳お預かりサービスなど

音/画面/照明設定 107
着信設定、本体音設定、受話音量、マナーモード、待受画面設定、アニメーション設定、発
着信表示設定、照明設定、メニュー設定、きせかえ設定、きせかえメニュー、文字サイズ設
定、バイリンガルなど

あんしん設定 129
暗証番号について、暗証番号変更、FOMAカード設定、PINロック解除、オールロック、
おまかせロック、セルフモード、パーソナルデータロック、ダイヤル発信制限、ボタンロッ
ク、履歴表示設定、シークレット表示、メールセキュリティ設定、データセキュリティ設定、
着信許可/拒否、非通知着信拒否、着信呼出動作設定、登録外着信拒否、電話帳お預かりサー
ビスなど

カメラ 149
静止画撮影、カメラの基本機能、撮影モード、動画撮影、撮影時設定、カメラ調整、カメラ
動作設定、バーコードリーダーなど

ｉモード/ｉモーション/ｉチャネル 185
ｉモードとは、ｉモードメニュー、サイト表示、ｉモードパスワード変更、インターネット
接続、ブックマーク、画面メモ、画像取得、ダウンロード、ｉモード設定、SSL証明書操作、
ユーザ証明書操作、ｉモーションとは、ｉモーション取得、ｉチャネルとは、ｉチャネル表
示、ｉチャネル設定など

メール 205
ｉモードメールとは、メールメニュー、ｉモードメール作成・送信、デコメール作成・送信、
テンプレート、ファイル添付、ｉモードメール保存、メール選択受信、ｉモード問合せ、受
信メール/送信メール/保存メール、メール設定、メッセージR/メッセージF、緊急速報「エリ
アメール」とは、エリアメール設定、SMS作成・送信など

目 次
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ｉアプリ 237
ｉアプリとは、ダウンロード、ｉアプリ実行、自動起動/自動起動設定、ｉアプリ待受画面、
ｉアプリ管理など

おサイフケータイ/トルカ 253
おサイフケータイとは、おサイフケータイ対応ｉアプリ起動、トルカとは、トルカ取得、ト
ルカ表示、トルカ管理、トルカ設定、ICカード通知設定、ICカードロックなど

GPS機能 263
現在地確認、位置提供、現在地通知、位置履歴など

フルブラウザ 279
ホームページ表示、ボタン操作、ブックマーク管理、フルブラウザ設定

データ表示/編集/管理 289
マイピクチャ、音楽付スライドショー、静止画編集、ｉモーション、動画編集、キャラ電、ミュー
ジック、メロディ、きせかえツール、microSDメモリーカード、データBOX、赤外線通信、
ｉC通信、マイドキュメントなど

Music&Videoチャネル/音楽再生 337
Music&Videoチャネルとは、ミュージックプレーヤーとは、音楽データ転送、着うたフル®

ダウンロード、音楽データ再生、プレイリスト管理、ミュージックプレーヤー設定など
・ 「着うたフル」は株式会社ソニー・ミュージックエンタテインメントの登録商標です。

その他の便利な機能 351
マルチアクセス、マルチタスク、オープン時内容編集、ライフタイムカレンダー、ブログ投
稿、めざまし時計、スケジュール、マイセレクト、音声メモ、通話時間表示・通話料金表示、
電卓、テキストメモ、ジョグ設定、設定リセット、データ一括削除など

文字入力 381
文字入力、定型文入力、絵文字・記号入力、文字コピー、学習情報リセット、ダウンロード
辞書など

ネットワークサービス 391
留守番電話サービス、キャッチホン、転送でんわサービス、迷惑電話ストップサービス、番
号通知お願いサービス、デュアルネットワークサービス、英語ガイダンス、サービスダイヤ
ル、通話中着信動作選択、遠隔操作設定、マルチナンバー、2in1など

パソコン接続 403
データ通信について、ご使用になる前に、データ転送（OBEX™通信）の準備と流れ、デー
タ通信の準備と流れ、ATコマンド、CD-ROMについて、ドコモケータイdatalinkのご紹介

海外利用 409
国際ローミングの概要、利用できるサービス、電話をかける、電話を受ける、ネットワークサー
チ設定、優先ネットワーク設定、オペレータ名表示設定、ローミングガイダンス設定、海外
用サービスなど

付録/外部機器連携/困ったときには 419
メニュー一覧、Picture Motion Browserで楽しむ、故障かな？と思ったら、ソフトウェア
更新、スキャン機能、主な仕様など

索引/クイックマニュアル 477
索引、クイックマニュアル、クイックマニュアル「海外利用編」
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FOMA SO905iCSの主な機能
FOMAとは、第三世代移動通信システム（IMT-2000）の世界標準規格のひとつとして
認定されたW-CDMA方式をベースとしたドコモのサービス名称です。

ｉモードだからスゴイ！
ｉモードは、ｉモードメニューサイト（番組）やｉモード対応ホームページから
便利な情報をご利用いただけるほか、手軽にメールのやりとりができるオンラ
インサービスです。

デコメール、デコメ絵文字
デコメール/デコメ絵文字にも対応してお
り、メール本文の文字の色・大きさや背景
色を変えたり、画像や動く絵文字を挿入す
ることができます。（P.208）

メガｉアプリ、直感ゲーム
ｉアプリをサイトからダウンロードするこ
とにより、ゲームを楽しんだり自動的に株
価や天気情報などを更新させたりすること
ができます。
大容量のメガｉアプリ対応のため、高精細
3Dゲームや長編ロールプレイングゲーム
なども楽しむことができます。
また、ケータイを「傾ける」といった感覚
的な操作で楽しむ直感ゲームにも対応。
（P.238）

高速通信対応
FOMAハイスピードエリア対応で、受信最
大3.6Mbps、送信最大384kbpsの高速通
信を行うことができます。（P.404）

国際ローミング
日本国内でお使いのFOMA端末・電話番号・
メールアドレスが海外でもそのまま使えます
（GSM・3Gエリアに対応）。音声電話、テレ
ビ電話、ｉモード、ｉモードメール、SMS、ネッ
トワークサービスを利用できます。（P.410）

GPS
GPSを使って取得した位置情報を利用して、
今いる場所の地図や周辺情報を探したり、自分
の位置をメール添付して通知したり、目的地
までのナビゲーションが可能です。地図アプ
リをプリインストールしており、手軽に高精
細な地図を利用することができます。（P.264）

着うたフル®、うた・ホーダイ、
Music&Videoチャネル※、ビデオクリップ
※ お申し込みが必要な有料サービスです。
1曲まるごと楽曲をダウンロードできる着
うたフル®や、ケータイ1つで定額で好きな
曲を好きなだけ楽しめるうた・ホーダイに
対応。
また、事前に設定するだけで、夜間に自
動でダウンロードして音楽番組などを楽
しめるMusic&Videoチャネルに対応。
SO905iCSなら動画付きの番組も楽しめ
ます。さらに、10MBまでのｉモーション
に対応しているので1曲まるごとのミュー
ジッククリップなどを楽しめるビデオク
リップにも対応しています。（P.338、344）

おサイフケータイ、トルカ
おサイフケータイ対応ｉアプリをダウン
ロードすることで、サイトからFOMA端末
内のICカードに電子マネーを入金したり、
残高や利用履歴を確認したりできるように
なります。さらにドコモのクレジットサー
ビス「DCMX」のｉアプリをプリインストー
ルしています。（P.244） また、機種変更な
どのFOMA端末お取り替え時でもICカード
内データを簡単に移行できる「ｉCお引っこ
しサービス」にも対応しています。
トルカは読み取り装置（リーダー /ライ
ター）やサイトなどから取得が可能な電子
カードで、メールや赤外線通信を使って簡
単に交換できます。（P.256）

きせかえツール
ｉモードからお気に入りのキャラクターの
画面などをダウンロードして、待受やメ
ニュー画面などを一括して変更することが
できます。SO905iCSなら利用頻度にあわ
せてメニューの表示順序の入れ替えも可能
で、メニュー画面を自分好みにカスタマイ
ズすることができます。（P.123、125）
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＋JOG（プラスジョグ）
ジョグを上下に回して項目を素早く選択で
きます。4方向ボタンと組み合わせると、
より操作しやすくなります。（P.28）

まちうけ文庫
待受画面が表示されるたびに、豆知識や雑
学、絵本などの多彩な情報が次々と表示さ
れるユニークなFlashコンテンツが、あら
かじめ8件用意されています。
データBOXのマイピクチャの［プリインス
トール］フォルダから、お好みのコンテン
ツを選んで待受画面に設定し、楽しむこと
ができます。（P.118）

クイックデコレーション機能
楽しいデコメールを簡単なステップでご利
用いただけます。（P.210）

“POBox Pro 2.0”と便利な文字入力
予測変換機能“POBox Pro 2.0”（Predictive 
Operation Based On eXample Pro 2.0）
を搭載。“POBox Pro 2.0”内の候補を   

  で上下左右に移動でき、目的の語句を選
択できます。また、タブの切り替えで語句候補
リストを素早く選ぶことができます。（P.383）

マルチアクセス
音声通話とパケット通信を同時に利用できま
す。通話中にｉモードメールを受信したり、
ｉモード中に通話したりできます。（P.352）

 
高精細なワイドVGA液晶ディスプレイ
ディスプレイに2.7インチ高画質フルワイ
ド液晶を搭載。インターネットホームペー
ジの閲覧をはじめメール、ｉモードも大画
面で快適に楽しめます。

 
ライフタイムカレンダー

画像、メール、スケジュール、電話帳（誕
生日）などのデータをカレンダーから表示
し、FOMA端末に保存されているお客様の
想い出をより楽しく演出します。（P.355）

赤外線通信/赤外線リモコン
赤外線を利用して他のFOMA端末などと
データのやりとりを行ったり、テレビなど
の赤外線リモコンに対応した機器を操作し
たりできます。また、高速赤外線通信規格
IrSimple™機能に対応し、高画質な画像を
対応機器に高速で転送できます。（P.327、
331）

あんしん設定（P.129）

おまかせロック
FOMA端末を紛失した際にお申し出により
そのFOMA端末にロックをかけられ、解除
もできます。お問い合わせ先については取
扱説明書裏面をご覧ください。（P.136）な
お、おまかせロックは有料サービス＊です。
＊ ご利用の一時中断と同時、もしくは一時中断
中に申し込まれた場合は無料になります。

・ おまかせロックは、ご契約者の方からのお申
し出により、ロックがかかるサービスです。
ご契約者の方とFOMA端末をご利用されて
いるお客様が異なる場合、ご契約者の方から
のお申し出があればロックがかかることがあ
りますので、ご了承ください。

電話帳お預かりサービス
FOMA端末の電話帳、画像、メールを、お預
かりセンターに保存し、紛失時などにお預かり
センターに保存したデータをFOMA端末に復
元できるサービスです。さらに、お預かりセン
ターに保存したデータをパソコンを利用して編
集・管理ができ、編集したデータをFOMA端
末に反映することもできます。
電話帳お預かりサービスご利用にあたっての注
意事項およびご利用方法の詳細などについて
は『ご利用ガイドブック（ｉモード＜FOMA＞
編）』、お問い合わせ先については取扱説明書裏
面をご覧ください。なお、本サービスはお申し
込みが必要な有料サービスです。（P.147）

豊富なネットワークサービス

・ 留守番電話サービス（有料）（P.392） ・ キャッチホン（有料）（P.393）
・ 転送でんわサービス（無料）（P.393） ・ 迷惑電話ストップサービス（無料）（P.394）
・ 番号通知お願いサービス（無料）（P.395） ・ デュアルネットワークサービス（有料）（P.395）
・ 英語ガイダンス（無料）（P.395） ・ マルチナンバー（有料）（P.397）
・ 2in1（有料）（P.398）
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SO905iCSを使いこなす！

テレビ電話

離れている相手と顔を見ながら会話するこ
とができます。お買い上げ時の状態で、相
手の声がスピーカーから聞こえるように
なっているため、すぐに会話を始めること
ができます。また、通常の音声通話中でも
電話を切ることなくテレビ電話へ切り替え
ることができます。（P.50）

相手の画像

自分の画像

着もじ

電話をかけて相手を呼び出している間、相
手の着信画面にメッセージを表示させるこ
とができます。着信側はメッセージを見て
相手の用件、気持ちを事前に知ることがで
きます。（P.58）

着もじ　緊急連絡です

着信中

プッシュトーク

発信者

発信

着信者 着信者
着信者

着信者
（発言者）

もうすぐ着きます

プッシュトーク電話帳から相手を選んで  
を押すだけのかんたん操作で複数の人（自分を
含めて最大5人まで）と通信できます。（P.80）

ｉチャネル

ニュースや天気などのグラフィカルな情報を受信できます。
さらに、チャネル一覧でお好きなチャネルを選択することにより、Flash（P.189）で作られた
リッチな詳細情報を取得できます。（P.202）

未契約 契約後

　→　　最高１０℃　　１０

接続
（ｉチャネル）

※ お申し込みが必要な有料サービスです。
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カメラ

有効画素数約510万画素、デジタルズームに加えて光学3.0倍ズームを採用。顔検出オート
フォーカスやスマイルシャッター、高輝度LEDフラッシュなど本格的な撮影機能を搭載し、本
格的なデジタルカメラとしてご利用いただけます。動画にも光学ズームを利用でき、最大640
×480ドットまでの動画を撮影可能です。
また、撮影した画像を簡単な操作でブログに投稿できる「ブログ投稿」機能や、デコフォト撮影、
パノラマ撮影、画像への位置情報付加機能など楽しくて便利な機能が満載です。（P.150）
視覚的かつダイナミックな操作によりすばや
い設定が可能なグラフィカルメニュー

人の顔を美しく撮影するための顔検出機能
（最大3人検出）

本端末の待受画面に
適したサイズで撮影します

サイズ選択

待受（４８０×８６４）

2in1

Aモード

電話番号：090-AAAA-AAAA
アドレス：XXA@docomo.ne.jp
電話帳　：Aモード用

Aモードで
電話・メール

Bモード

電話番号：090-BBBB-BBBB
アドレス：XXB@docomo.ne.jp
電話帳　：Bモード用

Bモードで
電話・メール

デュアルモード

電話帳A・B
メールBOX A・B
発着信履歴A・B
留守番電話A・B
・・

電話帳B
メールBOX B
発着信履歴B
留守番電話B
・・

電話帳A
メールBOX A
発着信履歴A
留守番電話A
・・

1つの携帯電話で、2つの電話番
号と2つのメールアドレスが使え、
専用のモード機能を利用すること
で、あたかも2つの携帯電話を使
い分けるようにご利用いただけ
るサービスです。電話帳やメール
BOX、リダイヤル/着信履歴、待
受画面なども1台で「Aモード」「B
モード」に分けて別々に管理でき
るほか、A・B両モードを同時に
管理できる「デュアルモード」で利
用することもできます。（P.398）
※ お申し込みが必要な有料サービスです。

ミュージックプレーヤー

音楽CD

パソコン

着うたフル®配信サイト

FOMA端末
（microSDメモリーカード）

音楽配信サイトからダウン
ロードした着うたフル®や、
Windows Media Playerや
ナップスター ®を利用して
microSDメモリーカードに保
存した音楽データをミュージッ
クプレーヤーで再生できます。
また、Music&Videoチャネル
で配信予約した音楽番組を夜間
に自動でダウンロードし、最大
約1時間の長時間番組を再生で
きます。（P.338、342）
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安全上のご注意（必ずお守り
ください）
ご使用の前に、この「安全上のご注意」を
よくお読みの上、正しくお使いください。
また、お読みになったあとは大切に保管
してください。
ここに示した注意事項は、お使いになる
人や、他の人への危害、財産への損害を
未然に防ぐための内容を記載しています
ので、必ずお守りください。

■ 次の表示の区分は、表示内容を守らず、
誤った使用をした場合に生じる危害や
損害の程度を説明しています。

この表示は、取り扱い
を誤った場合、「死亡ま
たは重傷を負う危険が
切迫して生じることが
想定される」内容です。
この表示は、取り扱いを
誤った場合、「死亡また
は重傷を負う可能性が
想定される」内容です。
この表示は、取り扱い
を誤った場合、「傷害を
負う可能性が想定され
る場合および物的損害
のみの発生が想定され
る」内容です。

■ 次の絵表示の区分は、お守りいただく
内容を説明しています。

禁止（してはいけないこと）を示
します。

分解してはいけないことを示す
記号です。

水がかかる場所で使用したり、
水に濡らしたりしてはいけない
ことを示す記号です。

濡れた手で扱ってはいけないこ
とを示す記号です。

指示に基づく行為の強制（必ず
実行していただくこと）を示し
ます。

電源プラグ
を抜く

電源プラグをコンセントから抜
いていただくことを示す記号
です。

■ 「安全上のご注意」は下記の6項目に分
けて説明しています。

FOMA端末、電池パック、アダプタ（充電器含む）、
FOMAカードの取り扱いについて（共通） ... 12

FOMA端末の取り扱いについて ................ 14
電池パックの取り扱いについて ................. 16
アダプタ（充電器含む）の取り扱いについて .... 17
FOMAカードの取り扱いについて ............. 18
医用電気機器近くでの取り扱いについて .... 18

FOMA端末、電池パック、アダプタ（充電器含
む）、FOMAカードの取り扱いについて（共通）

  火のそば、直射日光の当たる場所、
炎天下の車内などの高温の場所で使
用、保管、放置しないでください。
機器の変形、故障や、電池パックの
漏液、発熱、破裂、発火、性能や寿
命の低下の原因となります。また、
ケースの一部が熱くなり、やけどの
原因となることがあります。

  分解、改造をしないでください。ま
た、ハンダ付けしないでください。
火災、けが、感電などの事故または
故障の原因となります。また、電池
パックを漏液、発熱、破裂、発火さ
せる原因となります。

  濡らさないでください。
水やペットの尿などの液体が入ると
発熱、感電、火災、故障、けがなど
の原因となります。使用場所、取り
扱いにご注意ください。
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  FOMA端末に使用する電池パック
およびアダプタ（充電器含む）は、ド
コモグループ各社が指定したものを
使用してください。
指定品以外のものを使用した場合
は、FOMA端末および電池パック
やその他の機器を漏液、発熱、破裂、
発火、故障させる原因となります。
電池パック SO02、卓上ホルダ 
SO08、FOMA ACアダプタ 01/02、
FOMA DCアダプタ 01/02、FOMA 
補助充電アダプタ 01、FOMA 乾電
池アダプタ 01、FOMA 海外兼用 
ACアダプタ 01、FOMA 充電機能
付USB接続ケーブル 01/02
※ その他互換性のある商品につい
てはドコモショップなど窓口ま
でお問い合わせください。

  電子レンジなどの加熱調理機器や高
圧容器に、電池パック、FOMA端末、
アダプタ（充電器含む）、FOMAカー
ドを入れないでください。
電池パックを漏液、発熱、破裂、発
火させたり、FOMA端末、アダプ
タ（充電器含む）の発熱、発煙、発火
や回路部品を破壊させる原因となり
ます。

  強い衝撃を与えたり、投げ付けたり
しないでください。
電池パックの漏液、発熱、破裂、発火
や機器の故障、火災の原因となります。

  充電端子や外部接続端子に導電性異
物（金属片・鉛筆の芯など）が触れな
いようにしてください。また、内部
に入れないようにしてください。
ショートによる火災や故障の原因と
なります。

  ガソリンスタンドなど引火性ガスが発
生する場所に立ち入る場合は必ず事前
に携帯電話の電源をお切りください。

  また充電もしないでください。ガス
に引火する恐れがあります。
ガソリンスタンド構内などでおサイ
フケータイをご利用になる際は必ず
事前に電源を切った状態で使用して
ください。
（ICカードロックを設定されている
場合にはロックを解除した上で電源
をお切りください）

  使用中、充電中、保管時に、異臭、
発熱、変色、変形など、いままでと
異なるときは、直ちに次の作業を
行ってください。
1. 電源プラグをコンセントやシ
ガーライタソケットから抜く。

2. FOMA端末の電源を切る。
3. 電池パックをFOMA端末から取
り外す。

そのまま使用すると発熱、破裂、発
火または電池パックの漏液の原因と
なります。

  ぐらついた台の上や傾いた場所な
ど、不安定な場所には置かないでく
ださい。
落下して、けがや故障の原因となり
ます。

  湿気やほこりの多い場所や高温にな
る場所には、保管しないでください。
故障の原因となります。

  子供が使用する場合は、保護者が取
り扱いの内容を教えてください。ま
た、使用中においても、指示どおり
に使用しているかをご注意ください。
けがなどの原因となります。

  乳幼児の手の届かない場所に保管し
てください。
誤って飲み込んだり、けがなどの原
因となったりします。

次ページにつづく
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  FOMA端末をアダプタ（充電器含む）
に接続した状態で長時間連続使用さ
れる場合には特にご注意ください。
充電しながらｉアプリやテレビ電話
などを長時間行うとFOMA端末や
電池パック・アダプタ（充電器含む）
の温度が高くなることがあります。
温度の高い部分に直接長時間触れる
とお客様の体質や体調によっては肌
に赤みやかゆみ、かぶれなどが生じ
たり、低温やけどの原因となる恐れ
があります。

FOMA端末の取り扱いについて

  赤外線ポートを目に向けて送信しな
いでください。
目に影響を与える可能性がありま
す。また、他の赤外線装置に向けて
送信すると誤動作するなどの影響を
与える場合があります。

  ライトの発光部を人の目に近づけて
点灯発光させないでください。
視力障害の原因となります。また、
目がくらんだり驚いたりしてけがな
どの事故の原因となります。

  エアバッグの近くのダッシュボード
など、エアバッグの展開による影響
が予想される場所にFOMA端末を
置かないでください。
エアバッグが展開した場合、FOMA
端末が本人や他の人などに当たり、
けがなどの事故や故障および破損の
原因となります。

  医用電気機器などを装着している場
合は、胸ポケットや内ポケットへの
装着はおやめください。
FOMA端末を医用電気機器などの近
くで使用すると、医用電気機器など
の故障の原因となる恐れがあります。

  FOMA端末内のFOMAカードや
microSDメモリーカード挿入口に水
などの液体や金属片、燃えやすいも
のなどの異物を入れないでください。
火災、感電、故障の原因となります。

  自動車などの運転者に向けてライト
を点灯しないでください。
運転の妨げとなり、事故の原因とな
ります。

  航空機内や病院など、使用を禁止さ
れた区域では、FOMA端末の電源
を切ってください。
電子機器や医用電気機器に影響を与
える場合があります。また、自動的
に電源が入る機能を設定している場
合は、設定を解除してから電源を
切ってください。
医療機関内における使用については
各医療機関の指示に従ってください。
また、航空機内での使用などの禁止
行為をした場合、法令により罰せら
れることがあります。

  ハンズフリーに設定して通話する際
は、必ずFOMA端末を耳から離し
てください。また、イヤホンマイ
クをFOMA端末に装着し、ゲーム
や音楽再生をする場合は、適度なボ
リュームに調節してください。
音量が大きすぎると難聴の原因とな
ります。
また、周囲の音が聞こえにくいと、
事故の原因となります。

  心臓の弱い方は、着信バイブレータ
（振動）や着信音量の設定に注意して
ください。
心臓に影響を与える可能性があり
ます。

  屋外で使用中に、雷が鳴り出したら、
すぐに電源を切って安全な場所に移
動してください。
落雷、感電の原因となります。
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  高精度な制御や微弱な信号を取り扱
う電子機器の近くでは、FOMA端
末の電源を切ってください。
電子機器が誤動作するなどの影響を
与える場合があります。
※ ご注意いただきたい電子機器の例
 補聴器、植込み型心臓ペースメー
カおよび植込み型除細動器、その
他の医用電気機器、火災報知器、
自動ドア、その他の自動制御機器
など。植込み型心臓ペースメーカ
および植込み型除細動器、その他
の医用電気機器をご使用される
方は、当該の各医用電気機器メー
カもしくは販売業者に電波によ
る影響についてご確認ください。

  万が一、ディスプレイ部やカメラの
レンズを破損した際には、割れたガ
ラスや露出したFOMA端末の内部
にご注意ください。
ディスプレイ部やカメラのレンズの
表面には、プラスチックパネルを使
用しガラスが飛散りにくい構造と
なっておりますが、誤って割れた破
損部や露出部に触れますと、けがの
原因となります。

  ストラップなどを持ってFOMA端
末を振り回さないでください。
本人や他の人などに当たり、けがな
どの事故や故障および破損の原因と
なります。

  モーショントラッキングご利用にあ
たっては、必ず周囲の安全を確認し、
FOMA端末をしっかりと握り、必
要以上に振り回さないでください。
モーショントラッキングは、FOMA
端末を傾けたり振ったりして操作を
する機能です。振り過ぎなどが原因
で、人や物などに当たり、重大な事
故や破損などにつながる可能性があ
ります。

  FOMA端末に金属製などのスト
ラップを付けている場合は、モー
ショントラッキングご利用の際、ス
トラップが人や物などに当たらない
ようご注意ください。
けがなどの事故や故障および破損の
原因となります。

  磁気カードなどをFOMA端末に近づ
けたり、挟んだりしないでください。
キャッシュカード、クレジットカー
ド、テレホンカード、フロッピーディ
スクなどの磁気データが消えてしま
うことがあります。

  FOMA端末に磁気を帯びたものを
近づけないでください。
強い磁気を近づけると誤作動を引き
起こす可能性があります。

  誤ってディスプレイを破損し、液晶
が漏れた場合には、液体を口にした
り、吸い込んだり、皮膚につけたり
しないでください。

  液晶が目や口に入った場合には、す
ぐにきれいな水で洗い流し、直ちに
医師の診断を受けてください。

  また、皮膚や衣類に付着した場合は、
すぐにアルコールなどで拭き取り、
石鹸で水洗いしてください。
失明や皮膚に傷害を起こす原因とな
ります。

  着信音が鳴っているときや、FOMA
端末でメロディを再生しているとき
などは、スピーカーに耳を近づけな
いでください。
難聴になる可能性があります。

  自動車内で使用した場合、車種に
よっては、まれに車載電子機器に影
響を与える場合があります。
安全走行を損なう恐れがありますの
で、その場合は使用しないでください。

次ページにつづく
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  お客様の体質や体調によっては、か
ゆみ、かぶれ、湿疹などが生じるこ
とがあります。異状が生じた場合は、
直ちに使用をやめ、医師の診療を受
けてください。
下記の箇所に金属を使用しています。
使用箇所 素　材 表面処理
カメラリング ニッケル クロムメッ

キ仕上げ
プラスジョグ アルミニ

ウム合金
アルマイト
仕上げ

  FOMA端末を開閉する際は、指や
手のひら、ストラップなどを挟まな
いようにご注意ください。
けがなどの事故や破損の原因となり
ます。

電池パックの取り扱いについて
■ 電池パックのラベルに記載されている
表示により、電池の種類をご確認くだ
さい。
表　示 電池の種類
Li-ion リチウムイオン電池

 

  端子に針金などの金属類を接触させ
ないでください。また、金属製ネッ
クレスなどと一緒に持ち運んだり、
保管したりしないでください。
電池パックを漏液、発熱、破裂、発
火させる原因となります。

  電池パックをFOMA端末に取り付
けるときに、うまく取り付けできな
い場合は、無理に取り付けないでく
ださい。また、電池パックの向きを
確かめてから取り付けてください。
電池パックを漏液、発熱、破裂、発
火させる原因となります。

  火の中に投下しないでください。
電池パックを漏液、発熱、破裂、発
火させる原因となります。

  釘を刺したり、ハンマーで叩いたり、
踏みつけたりしないでください。
電池パックを漏液、発熱、破裂、発
火させる原因となります。

  電池パック内部の液体が目の中に
入ったときは、こすらず、すぐにき
れいな水で洗った後、直ちに医師の
診療を受けてください。
失明の原因となります。

  落下による変形や傷など外部からの
衝撃により電池パックに異常が見ら
れた場合は、直ちに使用をやめてく
ださい。
電池パックの漏液、発熱、破裂、発
火や機器の故障、火災の原因となり
ます。

  所定の充電時間を超えても充電が完
了しない場合は、充電をやめてくだ
さい。
電池パックを漏液、発熱、破裂、発
火させる原因となります。

  電池パックが漏液したり、異臭がす
るときは、直ちに使用をやめて火気
から遠ざけてください。
漏液した液体に引火し、発火、破裂
の原因となります。

  ペットが電池パックに噛みつかない
ようご注意ください。
電池パックの漏液、発熱、破裂、発
火や機器の故障、火災の原因となり
ます。

  一般のゴミと一緒に捨てないでくだ
さい。
発火、環境破壊の原因となります。
不要になった電池パックは、端子に
テープなどを貼り、絶縁してからド
コモショップなど窓口にお持ちいた
だくか、回収を行っている市町村の
指示に従ってください。
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  濡れた電池パックを充電しないでく
ださい。
電池パックを発熱、発火、破裂させ
る原因となります。

  電池パック内部の液体が皮膚や衣服
に付着した場合は、直ちに使用をや
めてきれいな水で十分に洗い流して
ください。
皮膚に傷害を起こす原因となります。

アダプタ（充電器含む）の取り扱い
について

  アダプタ（充電器含む）のコードや電
源コードが傷んだら使用しないでく
ださい。
感電、発熱、火災の原因となります。

  ACアダプタや卓上ホルダは、風呂
場などの湿気の多い場所では使用し
ないでください。
感電の原因となります。

  DCアダプタはマイナスアース車専
用です。プラスアース車には使用し
ないでください。
火災の原因となります。

  雷が鳴り出したら、FOMA端末、
アダプタ（充電器含む）には触れない
でください。
落雷、感電の原因となります。

  コンセントやシガーライタソケッ
トにつながれた状態で充電端子を
ショートさせないでください。また、
充電端子に手や指など、身体の一部
を触れさせないでください。
火災、故障、感電、傷害の原因とな
ります。

  充電中は、充電器および卓上ホルダ
を安定した場所に置いてください。
また、充電器および卓上ホルダを布
や布団でおおったり、包んだりしな
いでください。
FOMA端末が外れたり、熱がこも
り、火災、故障の原因となります。

  アダプタ（充電器含む）のコードや電
源コードの上に重いものをのせたり
しないでください。
感電、火災の原因となります。

  濡れた手でアダプタ（充電器含む）の
コード、コンセントに触れないでく
ださい。
感電の原因となります。

  指定の電源、電圧で使用してください。
誤った電圧で使用すると火災や故障
の原因となります。海外で使用する
場合は、海外で利用可能なACアダ
プタを使用してください。
ACアダプタ ：AC100V
DCアダプタ ：DC12V・24V
（マイナスアース車専用）
海外で利用可能なACアダプタ
 ：AC100～240V
（家庭用交流コンセントのみに接
続すること）

  DCアダプタのヒューズが万が一切
れた場合は、必ず指定のヒューズを
使用してください。
指定外のヒューズを使用すると、火
災、故障の原因となります。指定
ヒューズに関しては、個別の取扱説
明書でご確認ください。

  電源プラグに付いたほこりは、拭き
取ってください。
火災の原因となります。

  ACアダプタをコンセントに差し込
むときは、金属製ストラップなどの
金属類を触れさせないように注意
し、確実に差し込んでください。
感電、ショート、火災の原因となり
ます。

次ページにつづく
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  アダプタ（充電器含む）をコンセント
やシガーライタソケットから抜く場
合は、アダプタ（充電器含む）のコー
ドや電源コードを無理に引っ張らず、
電源プラグを持って抜いてください。
コードを引っ張るとコードが傷つ
き、感電、火災の原因となります。

 

電源プラグ
を抜く

 長時間使用しない場合は、電源プラ
グをコンセントから抜いてください。
感電、火災、故障の原因となります。

 

電源プラグ
を抜く

 万が一、水などの液体が入った場合
は、直ちにコンセントやシガーライ
タソケットから電源プラグを抜いて
ください。
感電、発煙、火災の原因となります。

 

電源プラグ
を抜く

 お手入れの際は、電源プラグをコン
セントやシガーライタソケットから
抜いて行ってください。
感電の原因となります。

FOMAカードの取り扱いについて

  FOMAカード（IC部分）を取り外す
際は切断面にご注意ください。
手や指を傷つける可能性があります。

医用電気機器近くでの取り扱いに
ついて
■ 本記載の内容は「医用電気機器への電
波の影響を防止するための携帯電話端
末等の使用に関する指針」（電波環境協
議会）に準ずる。

  医療機関の屋内では次のことを守っ
て使用してください。
・ 手術室、集中治療室（ICU）、冠
状動脈疾患監視病室（CCU）には
FOMA端末を持ち込まないでく
ださい。

・ 病棟内では、FOMA端末の電源
を切ってください。

・ ロビーなどであっても付近に
医用電気機器がある場合は、
FOMA端末の電源を切ってくだ
さい。

・ 医療機関が個々に使用禁止、持ち
込み禁止などの場所を定めてい
る場合は、その医療機関の指示に
従ってください。

・ 自動的に電源が入る機能が設定
されている場合は、設定を解除し
てから、電源を切ってください。

  満員電車の中など混雑した場所で
は、付近に植込み型心臓ペースメー
カおよび植込み型除細動器を装着し
ている方がいる可能性がありますの
で、FOMA端末の電源を切るよう
にしてください。
電波により植込み型心臓ペースメー
カおよび植込み型除細動器の作動に
影響を与える場合があります。

  植込み型心臓ペースメーカおよび植
込み型除細動器を装着されている
場合は、装着部からFOMA端末は
22cm以上離して携行および使用し
てください。
電波により植込み型心臓ペースメー
カおよび植込み型除細動器の作動に
影響を与える場合があります。

  自宅療養などにより医療機関の外
で、植込み型心臓ペースメーカおよ
び植込み型除細動器以外の医用電気
機器を使用される場合には、電波に
よる影響について個別に医用電気機
器メーカなどにご確認ください。
電波により医用電気機器の作動に影
響を与える場合があります。
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取り扱い上の注意について
◆ 共通のお願い
● 水をかけないでください。
・ FOMA端末、電池パック、アダプタ（充
電器含む）、FOMAカードは防水仕様に
はなっておりません。風呂場など、湿気
の多い場所でのご使用や、雨などがかか
ることはおやめください。また、身に付
けている場合、汗による湿気により内部
が腐食し故障の原因となります。調査の
結果、これらの水濡れによる故障と判明
した場合、保証対象外となり修理できな
いことがありますので、あらかじめご了
承願います。なお、保証対象外ですので
修理を実施できる場合でも有料修理とな
ります。

● お手入れは乾いた柔らかい布（めがね
拭きなど）で拭いてください。
・ FOMA端末のディスプレイは、カラー液
晶画面を見やすくするため、特殊コーティ
ングを施してある場合があります。お手
入れの際に、乾いた布などで強く擦ると、
ディスプレイに傷がつく場合があります。
取り扱いには十分ご注意いただき、お手
入れは乾いた柔らかい布（めがね拭きな
ど）で拭いてください。また、ディスプレ
イに水滴や汚れなどが付着したまま放置
すると、シミになったり、コーティング
がはがれることがあります。

・ アルコール、シンナー、ベンジン、洗剤
などで拭くと、印刷が消えたり、色があ
せたりすることがあります。

● 端子は時々乾いた綿棒で清掃してくだ
さい。
・ 端子が汚れていると接触が悪くなり、電
源が切れることがあります。また、充電
不十分の原因となりますので、汚れたと
きは、端子を乾いた布、綿棒などで拭い
てください。

● エアコンの吹き出し口の近くに置かな
いでください。
・ 急激な温度の変化により結露し、内部が
腐食し故障の原因となります。

● FOMA端末や電池パックなどに無理
な力がかからないように使用してくだ
さい。

・ 多くのものが詰まった荷物の中に入れた
り、衣類のポケットに入れて座ったりす
るとディスプレイ、内部基板、電池パッ
クなどの破損、故障の原因となります。

 また、外部接続機器を外部接続端子やイ
ヤホンマイク端子に差した状態の場合、
コネクタ破損、故障の原因となります。

● FOMA端末、アダプタ（充電器含む）、
卓上ホルダに添付されている個別の取
扱説明書をよくお読みください。

● ディスプレイは金属などで擦ったり
引っかいたりしないでください。
・ 傷つくことがあり故障、破損の原因とな
ります。

◆ FOMA端末についてのお願い
● 極端な高温、低温は避けてください。
 温度は5℃～35℃、湿度は45％～85％
の範囲でご使用ください。

● 一般の電話機やテレビ・ラジオなどを
お使いになっている近くで使用すると、
影響を与える場合がありますので、な
るべく離れた場所でご使用ください。

● お客様ご自身でFOMA端末に登録され
た情報内容は、別にメモを取るなどし
て保管してくださるようお願いします。
・ 万が一、登録された情報内容が消失して
しまうことがあっても、当社としては責
任を負いかねますので、あらかじめご了
承ください。

● 外部接続端子やイヤホンマイク端子に
外部接続機器を接続する際に斜めに差
したり、差した状態で引っ張ったりし
ないでください。
・ 故障、破損の原因となります。

● ストラップなどを挟んだまま、FOMA
端末を閉じないでください。
・ 故障、破損の原因となります。

● 使用中、充電中、FOMA端末は温かく
なりますが、異常ではありません。そ
のままご使用ください。

● カメラを直射日光の当たる場所に放置
しないでください。
・ 素子の退色・焼付きを起こす場合があり
ます。
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● 通常はイヤホンマイク端子カバー、外
部接続端子カバー、microSDメモリー
カード挿入口カバーをはめた状態でご
使用ください。
・ ほこり、水などが入り故障の原因となり
ます。

● リアカバーを外したまま使用しないで
ください。
・ 電池パックが外れたり、故障、破損の原
因となったりします。

● FOMA端末のディスプレイ部分の背面
に、ラベルやシールを貼らないでくだ
さい。
・ FOMA端末を開閉する際にラベルやシー
ルが引っかかり、故障、破損の原因とな
ります。

● microSDメモリーカードの使用中は、
microSDメモリーカードを取り外し
たり、FOMA端末の電源を切ったりし
ないでください。
・ データの消失、故障の原因となります。

◆ 電池パックについてのお願い
● 電池パックは消耗品です。
・ 使用状態などによって異なりますが、十
分に充電しても使用時間が極端に短く
なったときは電池パックの交換時期です。
指定の新しい電池パックをお買い求めく
ださい。

● 充電は、適正な周囲温度（5℃～35℃）
の場所で行ってください。

● 初めてお使いのときや、長時間ご使用
にならなかったときは、ご使用前に必
ず充電してください。

● 電池パックの使用時間は、使用環境や
電池パックの劣化度により異なります。

● 電池パックの使用条件により、寿命が
近づくにつれて電池パックが膨れる場
合がありますが、問題ありません。

● 電池パックは、電池残量なしの状態で
保管、放置をしないでください。
・ 電池パックの性能や寿命を低下させる原
因となります。

◆ アダプタ（充電器含む）についてのお
願い

● 充電は、適正な周囲温度（5℃～35℃）
の場所で行ってください。

● 次のような場所では、充電しないでく
ださい。
・ 湿気、ほこり、振動の多い場所
・ 一般の電話機やテレビ・ラジオなどの近く

● 充電中、アダプタ（充電器含む）が温か
くなることがありますが、異常ではあ
りません。そのままご使用ください。

● DCアダプタを使用して充電する場合
は、自動車のエンジンを切ったまま使
用しないでください。
・ 自動車のバッテリーを消耗させる原因と
なります。

● 抜け防止機構のあるコンセントをご使
用の場合、そのコンセントの取扱説明
書に従ってください。

● 強い衝撃を与えないでください。また、
充電端子を変形させないでください。
・ 故障の原因となります。

◆ FOMAカードについてのお願い
● FOMAカードの取り付け/取り外しに
は、必要以上に力を入れないようにし
てください。

● 使用中、FOMAカードが温かくなるこ
とがありますが、異常ではありません。
そのままご使用ください。

● 他のICカードリーダー /ライターなど
にFOMAカードを挿入して使用した結
果として故障した場合は、お客様の責
任となりますので、ご注意ください。

● IC部分はいつもきれいな状態でご使用
ください。

● お手入れは乾いた柔らかい布（めがね
拭きなど）で拭いてください。

● お客様ご自身でFOMAカードに登録さ
れた情報内容は、別にメモを取るなどし
て保管してくださるようお願いします。
・ 万が一、登録された情報内容が消失して
しまうことがあっても、当社としては責
任を負いかねますので、あらかじめご了
承ください。
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● 環境保全のため、不要になったFOMA
カードはドコモショップなど窓口にお
持ちください。

● 極端な高温・低温は避けてください。

● ICを傷つけたり、不用意に触れたり、
ショートさせたりしないでください。
・ データの消失、故障の原因となります。

● FOMAカードを落としたり、衝撃を与
えたりしないでください。
・ 故障の原因となります。

● FOMAカードを曲げたり、重いものを
のせたりしないでください。
・ 故障の原因となります。

● FOMAカードにラベルやシールなどを
貼った状態で、FOMA端末に取付けな
いでください。
・ 故障の原因となります。

◆ FeliCaリーダー /ライターについて
● FOMA端末のFeliCaリーダー /ライ
ター機能は、無線局の免許を要しない
微弱電波を使用しています。

● 使用周波数は13.56MHz帯です。周囲
に他のリーダー /ライターをご使用の
場合、十分に離してお使いください。
また、他の同一周波数帯を使用の無線
局が近くにないことを確認してお使い
ください。

◆ 注意
● 改造されたFOMA端末は絶対に使用し
ないでください。改造した機器を使用
した場合は電波法に抵触します。
FOMA端末は、電波法に基づく特定無線設
備の技術基準適合証明等を受けており、そ
の証として「技適マーク 」がFOMA端末の
銘版シールに表示されております。
FOMA端末のネジを外して内部の改造を
行った場合、技術基準適合証明等が無効と
なります。
技術基準適合証明等が無効となった状態で
使用すると、電波法に抵触しますので、絶
対に使用されないようにお願いいたします。

● 自動車などを運転中の使用にはご注意
ください。
・ 運転中は、携帯電話を保持して使用する
と罰則の対象となります。

 やむを得ず電話を受ける場合は、ハンズ
フリーで「かけ直す」ことを伝え、安全な
場所に停車してから発信してください。

● FeliCaリーダー /ライター機能は日本
国内で使用してください。
・ FOMA端末のFeliCaリーダー /ライター
機能は日本国内での無線規格に準拠して
います。

 海外でご利用になると罰せられることが
あります。

● ICカード認証機能は日本国内で使用し
てください。
・ FOMA端末のICカード認証機能は日本国
内での無線規格に準拠し認定を取得して
います。

 海外でご使用になると罰せられることが
あります。

知的財産権について
◆ 著作権・肖像権について
お客様が本製品を利用して撮影またはサイトや
インターネットホームページからダウンロード
などにより取得した文章、画像、音楽、ソフト
ウェアなど、第三者が著作権を有するコンテン
ツは、私的使用目的の複製や引用など著作権法
上認められた場合を除き、著作権者に無断で複
製、改変、公衆送信などすることはできません。
実演や興行、展示物などには、私的使用目的で
あっても撮影または録音を制限している場合が
ありますのでご注意ください。
また、お客様が本製品を利用して本人の同意な
しに他人の肖像を撮影したり、撮影した他人の
肖像を本人の同意なしにインターネットホーム
ページに掲載するなどして不特定多数に公開す
ることは、肖像権を侵害するおそれがあります
のでお控えください。

次ページにつづく
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◆ 商標について
・ 「FOMA」「mova」「ｉモード」「ｉチャネル」
「プッシュトーク」「プッシュトークプラス」
「トルカ」「ｉアプリ」「ｉアプリDX」「ｉモー
ション」「ｉエリア」「デコメール」「着もじ」
「キャラ電」「メッセージF」「mopera U」
「mopera」「DoPa」「WORLD CALL」
「WORLD WING」「マルチナンバー」「着
モーション」「First Pass」「デュアルネット
ワーク」「おサイフケータイ」「ｉCお引っこ
しサービス」「イマドコサーチ」「イマドコか
んたんサーチ」「ケータイお探しサービス」
「DCMX」「iD」「Music&Videoチャネル」
「メロディコール」「公共モード」「セキュリ
ティスキャン」「電話帳お預かりサービス」
「おまかせロック」「パケ・ホーダイ」「ファミ
リーワイドリミット」「2in1」「うた・ホーダ
イ」「きせかえツール」「sigmarion」「musea」
「Vライブ」「ビジュアルネット」「IMCS」
「OFFICEED」「エリアメール」「直感ゲーム」
および「FOMA」ロゴ「i-mode」ロゴ「i-αppli」
ロゴ「DCMX」ロゴ「iD」ロゴ「Music&Video
チャネル」ロゴ「HIGH SPEED」ロゴはNTT
ドコモの商標または登録商標です。

・ キャッチホンは日本電信電話株式会社の登
録商標です。

・ フリーダイヤルサービス名称とフリーダイ
ヤルロゴマークはNTTコミュニケーション
ズ株式会社の登録商標です。

・ McAfee®、マカフィー ®は米国法人McAfee, 
Inc.またはその関係会社の米国またはその
他の国における登録商標です。

・ Gガイド、G-GUIDE、Gガ
イドモバイル、G-GUIDE 
MOBILE、およびGガイド
関連ロゴは、米Gemstar-TV 
Guide International, Inc.お
よびその関係会社の日本国内
における登録商標です。

・ QuickTimeは、米国および他の国々で登録
された米国Apple Inc.の登録商標です。

・ Powered by JBlend™, Copyright 
2002-2008 Aplix Corporation. All 
rights reserved.

 JBlendおよびJBlendに関連する商
標は、日本およびその他の国におけ
る株式会社アプリックスの商標また
は登録商標です。

・ 「 」はフェリカネットワークス株式会社の
登録商標です。

・ microSDロゴは商標です。

・ 「マルチタスク/Multitask」は日本電気株式
会社の登録商標です。

・ Microsoft®、Windows®、Windows Vista®

は米国Microsoft Corporationの米国および
その他の国における商標または登録商標です。

・ Windows Media®は、米国Microsoft 
Corporationの米国およびその他の国にお
ける商標または登録商標です。

・ 「ナップスター」は、Napster, LLC.の米国
内外における登録商標です。

・ Mascot Capsule®は株式会社エイチアイ
の商標です。

・ 「PostPet」はソネットエンタテインメント
株式会社の登録商標です。

・ 「POBox」、「POBox Pro」、「Cyber-shot」、
「サイバーショット」、「Cyber-shot」ロゴは
ソニー株式会社の商標または登録商標です。

・ 「スマイルシャッター」は、ソニーマーケティ
ング株式会社の商標です。

・ 「BestPic」はSony Ericsson Mobile 
Communications ABの登録商標です。

・ 「クロスデコパレット」「ライフタイムカレ
ンダー」「デコ絵つくーる」「待受ピクチャー
ギャラリー」「+JOG」「エリクル」「まちうけ
文庫」はソニー・エリクソン・モバイルコミュ
ニケーションズ株式会社の商標または登録
商標です。

・ JavaおよびJavaに関連する商標は、米
国およびその他の国における米国Sun 
Microsystems, Inc.の商標または登録商標
です。

・ ImageStarはアイニックス株式会社の登録
商標です。

・ QRコードは株式会社デンソーウェーブの登
録商標です。

・ IrSimple™、IrSS™またはIrSimpleShot™
は、Infrared Data Association®の商標です。

・ その他、本書で記載するシステム名、製品
名は、一般的に各開発メーカの登録商標ま
たは商標です。なお、本文中では、™、®マー
クは表記していません。
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◆ その他
・ 本製品はAdobe Systems 

IncorporatedのFlash®

Lite™ お よ びAdobe® 
Reader®テクノロジーを
搭載しています。

 Flash Lite copyright © 1995-2007 
Adobe Macromedia Software LLC. All 
rights reserved.

 Adobe Reader copyright © 1984-2007 
Adobe Systems Incorporated. All 
rights reserved.

 Adobe、Flash、Flash LiteおよびReader
はAdobe Systems Incorporated（アドビ
システムズ社）の米国ならびにその他の国に
おける登録商標または商標です。

・ 本製品はジェスチャーテックの技術を搭載
しております。

 Copyright © 2007, Gesture Tek, Inc. 
All rights reserved.

・ コンテンツ所有者は、WMDRM（Windows 
Media digital rights management）技術
によって著作権を含む知的財産を保護して
います。本製品は、WMDRMソフトウェア
を使用してWMDRM保護コンテンツにアク
セスします。

 WMDRMソフトウェアがコンテンツを保護
できない場合、保護コンテンツを再生また
はコピーするために必要なソフトウェアの
WMDRM機能を無効にするよう、コンテンツ
所有者はMicrosoftに要求することができます。

 無効にすることで保護コンテンツ以外のコ
ンテンツが影響を受けることはありません。
保護コンテンツを利用するためにライセン
スをダウンロードする場合、Microsoftがラ
イセンスに無効化リストを含める場合があ
りますのであらかじめご了承ください。コ
ンテンツ所有者はコンテンツへのアクセス
に際し、WMDRMのアップグレードを要求
することがあります。アップグレードを拒
否した場合、アップグレードを必要とする
コンテンツへのアクセスはできません。

・ 本 製 品 は、 株 式 会 社
ACCESSのNetFront 
Browser、NetFront 
Sync Clientを搭載して
います。

 ACCESS、NetFrontは、日本国およびそ
の他の国における株式会社ACCESSの商標
または登録商標です。

 Copyright © 2007 ACCESS CO., LTD. 
All rights reserved.

・ 本製品の一部分に、Independent JPEG Group
が開発したモジュールが含まれています。

・ ＦｅｌｉＣａはソニー株式会社が開発した非接
触ＩＣカードの技術方式です。ＦｅｌｉＣａは
ソニー株式会社の登録商標です。

・ Powered by Mascot Capsule®

・ Built with Linter Database.
 Copyright © 2006-2007 株式会社ブライセン
 Copyright © 1990-2003 Relex, Inc., All 

rights reserved.
・ 「POBox」は株式会社ソニーコンピュータサ
イエンス研究所とソニー・エリクソン・モ
バイルコミュニケーションズ株式会社が共
同開発した技術です。

・ 本製品は、MPEG-4 Visual Patent Portfolio 
Licenseに基づきライセンスされており、お
客様が個人的かつ非営利目的において以下に
記載する場合においてのみ使用することが認
められています。
- MPEG-4 Visualの規格に準拠する動画
（以下、MPEG-4 Video）を記録する場合

- 個人的かつ非営利的活動に従事する消費
者によって記録されたMPEG-4 Videoを
再生する場合

- MPEG-4よりライセンスを受けた提供者
により記録されたMPEG-4 Videoを再生
する場合

 プロモーション、社内用、営利目的などそ
の他の用途に使用する場合には、米国法人
MPEG LA, LLCにお問い合わせください。

・ 本製品にはSymbian Software 
Ltd.よりライセンス供与された
ソフトウェアが含まれています。

 Symbian、Symbian OS、およびすべての
Symbian関連の商標およびロゴはSymbian 
Software Ltd.の商標または登録商標です。

 © 1998-2007 Symbian Software Ltd. 
All rights reserved.

◆ Windowsの表記について
・ Windows 2000は、Microsoft® Windows® 

2000 Professional operating systemの
略です。

・ Windows XPは、Microsoft® Windows® 
XP Professional operating system、また
はMicrosoft® Windows® XP Home Edition 
operating systemの略です。

・ Windows Vistaは、Windows Vista®（Home 
Basic、Home Premium、Business、
Enterprise、Ultimate）の略です。
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本体付属品および主なオプション品について

■ 本体付属品

FOMA SO905iCS
（保証書、リアカバー SO09 含む）

取扱説明書（本書）
（クイックマニュアル添付 P.490）

FOMA SO905iCS用CD-ROM
（「パソコン接続マニュアル」（PDF形式）、
「区点コード一覧」（PDF形式）収録）

電池パック SO02

Li-io
n

■ 主なオプション品

FOMA ACアダプタ 01/02
（保証書、取扱説明書 付き）

卓上ホルダ SO08
（取扱説明書 付き）

・ その他のオプション品について（P.439）
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各部の名称と機能..........................................................................................................  26
FOMA端末の開きかた/閉じかた .....................................................................................  29
スタイルについて..........................................................................................................  29
ディスプレイの見かた ...................................................................................................  30
メニューの選択方法 ......................................................................................................  33
FOMAカードを使う .....................................................................................................  36
電池パックの取付けかた/取外しかた ...............................................................................  39
FOMA端末を充電する ..................................................................................................  40
電池残量の確認のしかた ...................................................................................〈電池残量〉 42
電源を入れる/切る......................................................................................〈電源ON/OFF〉 43
初期設定を行う ................................................................................................〈初期設定〉 43
日付・時刻をあわせる .................................................................................〈日付時刻設定〉 44
相手に自分の電話番号を通知する ...............................................................〈発信者番号通知〉 45
自分の電話番号を確認する ...........................................................................〈電話番号表示〉 45
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各部の名称と機能

 インカメラ
静止画や動画を撮影（P.155、170）したり、テ
レビ電話時に自分側の映像を送信（P.50）する
ときに使用します。
 ディスプレイ（P.30）
 充電ランプ/FeliCaサイン
充電中は赤色に点灯します。（P.41）
ｉC通信中や読み取り機と通信可能な範囲にな
ると緑色に点灯します。（P.255、332）
  メールボタン
待受画面で押すとメールメニュー（P.206）を表
示し、1秒以上押すとｉモード問合せ（P.216、
231）をします。
ガイド表示の項目を選択します。（P.33）
  メニューボタン
メニューを表示します。（P.33、353）
  発信/ハンズフリー切替ボタン
音声電話をかけるときや音声電話、テレビ電話、
プッシュトークの通話を開始するときに押します。
通話中に押すとハンズフリーのON/OFFを切り替えます。（P.53）






























 







 

  









 



平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）の接続方法

 ダイヤルボタン
電話番号や文字を入力します。（P.430）
待受画面で  を1秒以上押すとリセット画
面を表示します。（P.376）
待受画面で  を1秒以上押して端末暗証番号を
入力すると2in1設定画面を表示します。（P.399）
待受画面で  を1秒以上押すと現在地確認
を行います。（P.264）
   /ICカードロックボタン
待受画面で1秒以上押すとICカード機能をロック/解除し
ます。解除するときは端末暗証番号を入力します。（P.262）
 受話口
相手の声がここから聞こえます。
 プラスジョグ（P.28）
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 着信ランプ
電話がかかってきたときやメールを受信したとき
に点滅します。不在着信や新着メール/未読メッセー
ジがあるときは、点滅してお知らせします。（P.126）
GPSで位置情報を確認するときに点滅します。（P.264）
 ｉモード/ｉアプリボタン
待受画面で押すとｉモードメニュー（P.186）、
1秒以上押すとｉアプリフォルダ一覧画面
（P.239）を表示します。
ガイド表示の項目を選択します。（P.33）
 ｉチャネルボタン
テレビ電話をかけるときや受けるときに押しま
す。（P.52、66）
待受画面で押すとチャネル一覧画面（P.202）、1秒以上
押すとミュージックプレーヤーを起動します。（P.345）
ガイド表示の項目を選択します。（P.33）
  クリアボタン
操作を中止します。
ｉアプリ待受画面で押すとソフトを操作できます。（P.247）
待受画面で1秒以上押すと通知情報アイコンを
消去します。（P.32）
  電源/終了/応答保留ボタン
電話の電源を入れるときや切るときに押します。（P.43）
通話を終了するときやマルチタスクの機能を終
了するときにも押します。
音声電話、テレビ電話着信中に押すと応答を保
留できます。（P.68）
  #/公共モード（ドライブモード）ボタン
待受画面で1秒以上押すと公共モード（ドライ
ブモード）を設定/解除します。（P.69）
 送話口（マイク）
自分の声をここから伝えます。手などでふさが
ないようにしてください。
 リアカバー（P.39）
 FeliCaマーク
ICカードが搭載されています。
このマークを読み取り機にかざしておサイフケータ
イを利用します。ｉC通信機能が搭載されたFOMA
端末とこのマークを重ねあわせてデータを送受信で
きます。ICカードは取外せません。（P.255、331）
 フォトライト/フラッシュ
アウトカメラで撮影するときに点灯/発光でき
ます。（P.174）
 アウトカメラ
静止画や動画を撮影（P.155、170）したり、テ
レビ電話時に周囲の映像を送信（P.50）すると
きに使用します。
 FOMAアンテナ
アンテナは本体に内蔵されています。よりよい
条件で通話するために、アンテナ部を手でおお
わないようにしてお使いください。
 レンズカバー
待受画面またはメニュー画面でスライドして開
くとカメラモードになります。
カメラモード中にスライドして閉じるとカメラ
モードを終了します。（P.150）

 セルフタイマーランプ
カメラモード中に点灯し、撮影中やセルフタイ
マー起動中に点滅します。（P.150、173）
 スピーカー
着信音などがここから鳴ります。
  マナー /  ボタン
待受画面で押すとマナーモード設定画面
（P.116）を表示し、1秒以上押すとマナーモー
ド（P.115）を設定/解除します。
表示内容を画面単位で前の画面にスクロールします。
  メモ/  ボタン
待受画面で押すと伝言メモ画面（P.73）を表示し、
1秒以上押すと伝言メモを設定/解除します。（P.72）
表示内容を画面単位で次の画面にスクロールします。
  再生ボタン
待受画面で1秒以上押すと静止画や動画を表
示/再生します。（P.300、301）
  シャッターボタン
待受画面で1秒以上押すとカメラモードになりま
す。（P.150）
カメラで撮影するときに押します。（P.155、170）
静止画撮影時に半押しするとオートフォーカス
撮影できます。（P.155）
 充電端子（P.41）
 外部接続端子
ACアダプタ（別売）、FOMA 充電機能付USB
接続ケーブル 01/02（別売）などを接続するた
めの端子です。カバーを無理に引っ張らないで
ください。（P.41、315）
 microSDメモリーカード挿入口
microSDメモリーカードをここから挿入します。
カバーを無理に引っ張らないでください。（P.307）
 イヤホンマイク端子
平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）などを接
続します。イヤホンジャック変換アダプタ（別
売）を使用すると従来のスイッチ付イヤホンマ
イク（別売）などもご利用になれます。カバーを
無理に引っ張らないでください。（P.374）
  ロックキー
スライドするとボタンをロック/解除します。（P.140）
  プッシュトークボタン
プッシュトークを発信するときや通話を開始す
るときに押します。（P.82、84）
待受画面で1秒以上押すとプッシュトーク電話
帳を表示します。（P.85）
 明るさセンサー
周囲の明るさを感知して、ディスプレイの明る
さとボタンの照明のON/OFFを自動的に調節
します。（P.121）
 赤外線ポート
赤外線通信を行うとき（P.327）やリモコンとし
て使うとき（P.331）は、ここを通信相手の機器
に向けます。
 ストラップ取付け部
ストラップを取付ける場所です。

次ページにつづく
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＋JOG（プラスジョグ）

左ボタン 上ボタン 右ボタン

下ボタン ジョグ

操　作 本書の表記 説　明

上ボタン

カーソルを上に移動します。1秒以上押
すと連続してカーソルが移動します。
待受画面で押すとデータBOXが表示さ
れます。

下ボタン

カーソルを下に移動します。1秒以上押
すと連続してカーソルが移動します。
待受画面で押すと電話帳が表示され
ます。

左ボタン

カーソルを左に移動します。1秒以上押
すと連続してカーソルが移動します。
また、前の画面に戻ります。
待受画面で押すと着信履歴が表示され
ます。

右ボタン

カーソルを右に移動します。1秒以上押
すと連続してカーソルが移動します。
また、次の画面に進みます。
待受画面で押すとリダイヤルが表示さ
れます。

ジョグ

選択した項目を決定します。
上下に回すとカーソルを上下に移動し
ます。
回し続けるとカーソルが連続して移動
します。
待受画面で上に回すとデータBOXが表
示され、下に回すと電話帳が表示され
ます。
文字入力時、語句候補リスト内での動
作を設定することができます。（P.385）

● 横画面で操作するときは、4方向ボタンの表記はFOMA端末を横向きにしたときの配置に
従っています。通常利用時の   が   に、   が   にそれぞれ対応しています。
またジョグの回転方向も通常操作の上下が左右になります。

● ジョグのスクロール量や待受画面での回転時に起動する機能を設定したり、ジョグを利用し
ないように設定することができます。（P.376）
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FOMA端末の開きかた/閉じかた
FOMA端末を開閉するときは、FOMA端末を手で持って行ってください。
開く場合はディスプレイ側の本体前面部を上方向にスライドさせます。閉じる場合は
ディスプレイ側の本体前面部を下方向にスライドさせます。

● FOMA端末を開くときは、ボタンに指が触れないようにしてください。誤動作の原因となり
ます。

スタイルについて
本FOMA端末は、縦向きまたはFOMA端末を90度傾けた横向きでご利用いただくこ
とができます。

■ 縦向き ■ 横向き

通常は縦向きで利用します。

カメラ利用時は横向きで撮影します。また、
横向きで利用できる機能もあります。
・ 横向きで利用できる機能は次のとおり
です。
- 静止画撮影（P.155）
- 動画撮影（P.170）
- フルブラウザ（P.281）
- 画像表示（P.300）
- 動画再生（P.301）
- 横画面表示の待受ピクチャーギャラ
リー（P.119）

- 音楽付スライドショー（P.291）
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ディスプレイの見かた
・ カメラモード中のアイコンの詳細は、P.154をご覧ください。
・ ディスプレイの時計表示位置は変更することができます。（P.118）

　→　　最高１０℃　　１０

着信あり　　　　　　１件

～

～

時計表示（P.44、118）

通知情報表示（P.32）

ｉチャネルのテロップ（P.203）

 ガイド表示（P.33）

 / / /  電波受信レベル
 （強 弱）
 /  ｉモード中（P.187）/ｉモード通信中
 /  パケット通信中/パケット通信データ送受信中
  フルブラウザ起動中
  フルブラウザ中（P.280）
  フルブラウザ通信中
  フルブラウザ起動中（PCモード）
  フルブラウザ中（PCモード）
  フルブラウザ通信中（PCモード）
  （フルブラウザ通信中はアイコンがア

ニメーションになります）
  圏外
  セルフモード設定中（P.137）
  FOMAカード以外のカード挿入中
  赤外線機能実行中（P.329）/ｉC通信

中（P.332）
  赤外線リモコン使用中（P.331）
  SSLサイト表示中（P.187）/SSLサイトからダウ

ンロードしたｉアプリのソフト起動中（P.240）/
ソフトウェア更新でSSL通信中（P.459）

 / /
  未読ｉモードメールあり（P.214）/未

読SMSあり（P.235）/未読ｉモード
メールと未読SMSあり

 / /
  FOMA端末内の受信ｉモードメール・SMSが満

杯/FOMAカード内のSMSが満杯/FOMA端末内の受信
ｉモードメール・SMSとFOMAカード内のSMSが満杯

 /  ｉモードセンターにメールあり/ｉモードセンターが満杯
  未読エリアメールあり（P.233）
 /  未読メッセージR/Fあり（P.230）/FOMA

端末内のメッセージR/Fが満杯
 /  ｉモードセンターにメッセージR/F

あり/ｉモードセンターが満杯
 /  未読メッセージRあり（P.230）、FOMA端

末内のメッセージFが満杯/未読メッセージR
あり、ｉモードセンターにメッセージFあり

 /  未読メッセージRあり（P.230）、ｉモードセンター
のメッセージFが満杯/FOMA端末内のメッセージ
Rが満杯、ｉモードセンターのメッセージFが満杯

 /  未読メッセージFあり（P.230）、FOMA端末
内のメッセージRが満杯/未読メッセージFあ
り、ｉモードセンターにメッセージRあり

 /  未読メッセージFあり（P.230）、ｉモードセンター
のメッセージRが満杯/FOMA端末内のメッセージ
Rが満杯、ｉモードセンターにメッセージFあり

 /  ｉモードセンターにメッセージRあり、FOMA端末内
のメッセージFが満杯/ｉモードセンターにメッセージ
Rあり、ｉモードセンターのメッセージFが満杯
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 /  ｉモードセンターのメッセージRが満
杯、ｉモードセンターにメッセージFあ
り/ｉモードセンターのメッセージRが満
杯、FOMA端末内のメッセージFが満杯

  GPS位置提供中/位置提供許可期間
中で、位置提供許可中

  位置提供許可期間中で、位置提供拒否中
  GPS測位中
 （青）/ （赤）
  3Gネットワーク接続中（パケット

通信可）/3Gネットワーク接続中（パ
ケット通信不可）

 /  GSMネットワーク接続中/GPRS
ネットワーク接続中

 /  ｉアプリ（ｉアプリ待受画面）実行
中/ｉアプリ DX実行中

 /  ｉアプリ待受画面設定中/ｉアプリ
DX待受画面設定中（P.247）

  USBモード設定が通信モード（P.315）
  USBモード設定がmicroSDモード（P.315）
 / / /  
  USBモード設定がMTPモードで接続

中/転送中/転送完了/エラー（P.315）
  ハンズフリー対応機器を利用中（P.65）
  シークレット表示を［ON］に設定中（P.141）
  microSDメモリーカード装着中（P.307）
  （挿入時アクセス準備中は点滅）
  microSDメモリーカード管理情報更

新中（P.314）
  音声通話中
  テレビ電話通話中（P.50）
  プッシュトーク通信中（P.80）
  プッシュトークプラス利用中（P.89）
  64Kデータ通信中
 / /
  起動中タスク1件/2件/3件以上（P.353）
  （ミュージックプレーヤー再生中は 

が になります）
  ミュージックプレーヤー内データ更新中
 / / /
  電池残量（P.42）
  現在時刻（待受画面が表示されていな

いときに24時間表示）
・ 時計種類を［ピクト時計］に設定し
ているときは、待受画面にも表示
されます。（P.118）

  電話着信バイブレータ設定中（P.110）
  メール着信バイブレータ設定中（P.110）
  電話着信とメール着信バイブレータ

設定中（P.110）
  電話着信音量OFF（P.109）
  メール着信完了音量OFF（P.109）
  電話着信とメール着信完了音量OFF（P.109）
  マナーモード設定中（ はピンク）（P.115）
  サイレントモード設定中（P.115）
  オリジナルマナーモード設定中（

は青）（P.115）
  公共モード（ドライブモード）設定中（P.69）
  パーソナルデータロック設定中（P.138）
  ダイヤル発信制限設定中（P.139）
  パーソナルデータロックとダイヤル

発信制限設定中（P.138、139）
  ICカードロック設定中（P.262）
  Music&Videoチャネル予約中（P.339）
  めざまし時計設定中（P.362）
  スケジュールアラーム設定中（P.364）
  めざまし時計とスケジュールアラー

ム設定中（P.362、364）
 /
  伝言メモ設定中（ は白）（P.72）
  未再生伝言メモあり（ は水色）
  未再生伝言メモなし（ は青）
 /
  伝言メモ設定OFF（伝言メモあり）
  （ はグレー）
  未再生伝言メモあり（ は水色）
  未再生伝言メモなし（ は青）
  に録音件数を表示します。録音件

数が満杯になると「 」を表示します。
 /
  テレビ伝言メモ設定中（ は緑）（P.72）
  未再生テレビ伝言メモあり（ は水色）
  未再生テレビ伝言メモなし（ は青）
 /
  テレビ伝言メモ設定OFF（伝言メモあり）
  （ はグレー）
  未再生テレビ伝言メモあり（ は水色）
  未再生テレビ伝言メモなし（ は青）
  に録画件数を表示します。録画件

数が満杯になると「 」を表示します。
  ボタンロック設定中（P.140）

 
● FOMA端末のディスプレイは非常に高度な技術を駆使して作られておりますが、一部に点灯
しないドット（点）や常時点灯するドット（点）が存在する場合があります。故障ではありませ
んので、あらかじめご了承ください。

次ページにつづく
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通知情報表示

電話がかかってきて応答できなかった場合など、通知情報表示にアイコンを表示して
お知らせします。アイコンは新着順に左から表示されます。
アイコンにカーソルをあわせると文字情報が表示され、選択すると通知情報を確認で
きます。アイコンは通知情報を確認するか、  を1秒以上押すと消去されます。
アイコン 文字情報 内　容

着信あり X件※1 音声電話、テレビ電話、プッシュトーク、64Kデータ通信
の不在着信がありました。（P.71）

新着メールあり X件※2 ｉモードメール/SMSを受信しました。（P.214、235）
センターに  あり ｉモードセンターにメールが保管されています。（P.215）
新着メッセージR X件 メッセージRを受信しました。（P.230）
新着メッセージF X件 メッセージFを受信しました。（P.230）
新規トルカあり X件 読み取り機でトルカを取得しました。（P.256）
新規伝言メモあり 伝言メモが録音されました。（P.72）
新規テレビ伝言メモあり テレビ伝言メモが録画されました。（P.72）

※3 料金上限値超過 積算料金が上限値を超えました。（P.371）
留守番メッセージ X件※1 留守番電話サービスセンターに伝言メッセージが保存され

ました。（P.392）
USBケーブル接続中 FOMA 充電機能付USB接続ケーブル 01/02（別売）などを

接続中です。（P.315）
電話帳更新失敗 お預かりセンターとの電話帳の自動更新に失敗しました。

（P.105）
待受解除 
セキュリティエラー

ｉアプリ待受画面セキュリティエラーが発生しました。
（P.247）

Music&Videoチャネル
更新成功

Music&Videoチャネルのダウンロードに成功しました。
（P.339）

Music&Videoチャネル
更新失敗

Music&Videoチャネルのダウンロードに失敗しました。
（P.339）

応答 X件 位置情報提供の要求がありました。（P.270）
ソフトウェア更新完了 ソフトウェア更新が完了しました。（P.460）

※4

ソフトウェア更新説明あり ソフトウェア更新の確認情報があります。（P.460）
ソフトウェア更新通知 ソフトウェア更新が必要です。（P.458）
ソフトウェア更新予告 ソフトウェアがダウンロードされました。ソフトウェアを

書換えます。（P.458）
※3 パターンデータ更新成功 パターンデータの自動更新が成功しました。（P.464）
※3 パターンデータ更新推奨 パターンデータの自動更新に失敗しました。更新を行う必

要があります。（P.464）
※3 起動中機能あり 起動中の機能があります。（ｉアプリ待受画面を除く）

（P.353）

※1 2in1のモードがデュアルモードのときは、Aナンバー /Bナンバーで別々に件数が表示されます。
※2 2in1のモードがデュアルモードのときは、Aアドレス宛のメールとBアドレス宛のメールの合

計件数が表示されます。
※3  を1秒以上押しても、アイコンは消去されません。
※4 通知情報が2つ以上あるときは、「ソフトウェア更新説明あり」を確認すると、「ソフトウェア

更新通知」または「ソフトウェア更新予告」が表示されます。
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ガイド表示

FOMA端末の機能を利用するには、ガイド表示に従って4方向ボタン（上下左右ボタ
ン）、ジョグ、メールボタン、ｉモード/ｉアプリボタン、メニューボタン、ｉチャネ
ルボタンを操作します。

画面表示 操　作 画面表示 操　作

リンク ｉチャネル
ｉモードメール

ＭＥＮＵ　  を押します。 ｉチャネルリンク ｉモードメール
ＭＥＮＵ　  を押します。

ｉチャネルリンク ｉモードメール
ＭＥＮＵ　

 を押すか、  
を上に回します。 ｉチャネルリンク ｉモードメール

ＭＥＮＵ　  を押します。

ｉチャネルリンク ｉモードメール
ＭＥＮＵ　

 を押すか、  
を下に回します。 ｉチャネルリンク ｉモードメール

ＭＥＮＵ　  を押します。

ｉチャネルリンク ｉモードメール
ＭＥＮＵ　  を押します。 ｉチャネルリンク ｉモードメール

ＭＥＮＵ　  を押します。

ｉチャネルリンク ｉモードメール
ＭＥＮＵ　  を押します。

● お買い上げ時は、待受画面にガイド表示が表示されません。表示する場合は、ソフトキー表
示を［ON］に設定してください。（P.117）

● サイトやｉアプリのソフトによっては、上記と異なることがあります。

メニューの選択方法
 （MENU）を押すと、メニュー画面が表示されます。メニュー画面は、［きせかえ

メニュー］/［スタンダードメニュー］/［マイセレクト］から選ぶことができます。
・ お買い上げ時はきせかえメニューが表示されます。
・ 起動時に表示するメニューやスタンダードメニューのアイコンの設定を変更したり、きせかえ
メニューを入れ替えることができます。（P.122、125）

   

 本体色：SILVER 本体色：WHITE 本体色：PINK

次ページにつづく
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きせかえメニュー
メニュー名 説　明

マイセレクト マイセレクトを利用するときに使用します。
イメージング カメラ、ムービー、ブログ投稿、音楽付スライドショー、待受ピクチャー

ギャラリーを利用するときに使用します。
ｉモード ｉモード、フルブラウザを利用するときに使用します。
メール ｉモードメール、SMSを利用するときに使用します。
ｉアプリ ｉアプリを利用するときに使用します。
電話 電話帳、履歴、プッシュトーク電話帳、伝言メモなど、主に電話に関

わる機能を利用するときに使用します。
データBOX マイピクチャ、ミュージック、Music&Videoチャネル、ｉモーション、

メロディ、マイドキュメント、きせかえツール、キャラ電などのデー
タを利用するときに使用します。

Music ミュージックプレーヤー、Music&Videoチャネルを利用するときに
使用します。

おサイフケータイ ICカード一覧、DCMX、トルカを利用するときに使用します。
電話番号表示 電話番号表示を利用するときに使用します。
LifeKit バーコードリーダー、赤外線受信、microSD、カメラ、ムービー、

ライフタイムカレンダー、めざまし時計、スケジュール、テキストメモ、
電卓、電話帳お預かりサービス、GPSを利用するときに使用します。

設定 画面設定、発着信通話、アプリケーション設定、ロック/セキュリティ、
管理などの項目を設定するときに使用します。

 
● スタンダードメニューのガイドは、  （ヘルプ）/  （ヘルプ閉）を押して表示/非表示を切り
替えることができます。

● 薄く表示されているときは、その機能を実行できません。
● 他の機能が起動しているときやUSBモード設定を［MTPモード］に設定してパソコンと接続
した場合、  を押すとスタンダードメニューが表示されます。

● お買い上げ時のきせかえメニューは本体色によって異なり、表示されるメニューはきせか
えツールによって異なります。本書での説明は本体色WHITEのきせかえメニュー（White 
Scrapbook）、カラーテーマ設定（ホワイト&ゴールド）を基準に記載します。

● スタンダードメニューのメニュー一覧はP.420を参照してください。

メニュー画面から機能を選択する
メニュー画面を操作して機能を簡単に実行できます。

 1  （MENU）を押す
メニュー画面が表示されます。

 2   でメニューを選び  を押す
各機能が選択されます。

● メニュー画面ではダイヤルボタンを押して機能を実行できます。ダイヤルボタンで実行でき
る機能については、メニュー一覧（P.420）をご覧ください。
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機能メニューから機能を選択する
機能メニューとは、各機能の補助的な役割を果たすメニューです。
機能メニューが利用できるときは、ガイド表示に［機能］と表示されます。  を押すと、
利用できる機能メニューが一覧表示されます。
・ 機能メニューの内容は、機能や画面によって異なります。詳しくは各機能の操作説明をご覧く
ださい。

・ 機能メニューに表示されている数字や記号のダイヤルボタンを押すと機能が実行できます。

機能 新規選択ＭＥＮＵ　

テキストメモ一覧　　１／４

　沖縄行きの航空券
　ミルクとさとう
　０９０ＸＸＸＸＸＸＸＸ
　１２３４５

  

ＭＥＮＵ　
リスト閉 選択

　修正
　削除
　テキストメモコヒ゜ー
　ｍｉｃｒｏＳＤ保存
　赤外線送信
　ｉＣ送信

  

選択リスト閉
ＭＥＮＵ　

　修正
　削除
　テキストメモコヒ゜ー
　ｍｉｃｒｏＳＤ保存
　赤外線送信
　ｉＣ送信

　１件削除
　選択削除
　全件削除

   

  （機能）    ＋ 

● 薄く表示されているときは、その機能メニューを実行できません。

メニュー表示を切り替える
表示されるメニュー（きせかえメニュー、スタンダードメニュー、マイセレクト）を一
時的に切り替えることができます。
・ お買い上げ時、待受画面で  を押したときに表示される起動メニューはきせかえメニューで
す。起動メニューを変更する場合は、変更したいメニューを表示し、  （メニュー切替）を1秒
以上押します。

 1 待受画面で  （MENU）を押し、  （メニュー切替）を押す
 きせかえメニュー  スタンダードメニュー  マイセレクト
     

    

    
  （メニュー切替）  （メニュー切替）

 （メニュー切替）

● きせかえツールを利用してメニュー画面のデザインを変更した場合、メニューの種類によっ
ては、使用頻度にあわせてメニュー構成が変わるものがあります。また、メニュー項目に割
り当てられている番号が適用されないものがあります。

 この場合、本書での説明どおりに操作できないため、スタンダードメニューに切り替えるか、
メニュー設定をリセットしてください。（P.124）
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FOMAカードを使う
FOMAカードとは、電話番号などのお客様情報が記録されるカードです。FOMA端
末に挿入して使用します。

FOMAカードの取付けかた/取外しかた

FOMAカードの取付けや取外しは、FOMA端末の電源を切りFOMA端末を閉じて電
池パックを取外してから、手で持って行ってください。
・ FOMAカードを無理に取付けようとすると、FOMAカードが壊れることがありますのでご注意
ください。

■ 取付けかた

1 ツメ部を引いてトレイ
を引き出す
トレイが止まる所まで引き
出します。

ツメ部

2 IC面を上にしてFOMA
カードをトレイにのせる
FOMAカードとトレイの
切り欠き部をあわせてくだ
さい。
切り欠き部

3 トレイを奥まで押し込む

■ 取外しかた

 1 ツメ部を引いてトレイを引き出す
 2 FOMAカードを指先で持ち上げて取外す

● FOMAカードをトレイから取外すときに、電池パックの端子を傷つけないようにご注意くだ
さい。

● 取外したFOMAカードはなくさないようにご注意ください。

FOMAカードの暗証番号について

FOMAカードには、「PIN1コード」「PIN2コード」という2つの暗証番号があります。
ご契約時はどちらも「0000」に設定されていますが、4～8桁の任意の数字に変更でき
ます。（P.133）
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FOMAカード動作制限機能について

FOMA端末にはお客様のデータやファイルを保護するための機能としてFOMAカー
ド動作制限機能が搭載されています。FOMA端末にお客様のFOMAカードを取付け
ている状態でテレビ伝言メモを録画したり、サイトやメールなどからファイルやデー
タを取得すると、それらのデータやファイルにはFOMAカード動作制限機能が自動的
に設定されます。
・ FOMAカードを差し替えた場合やFOMAカードが取付けられていない場合、FOMAカード動
作制限機能が設定されたデータやファイルは表示、再生、赤外線通信、ｉC通信、メール添付
などができなくなります。

・ 動作制限の対象となるデータは次のとおりです。
 - 画像（GIFアニメ、Flash、スタンプ・フレームを含む） - デコメ絵文字
 - 電話帳お預かりセンターからダウンロードした画像 - 動画/ｉモーション
 - ダウンロードしたきせかえツール - キャラ電
 - 着うた®/着うたフル® - トルカ（詳細）に含まれる画像
 - ｉモードメールに添付されているファイル（トルカを除く） - メロディ
 - ファイル（メロディ /画像）が添付されているメッセージR/F - PDFデータ
 - メールテンプレート（動作制限の対象となるデータを含む場合） - テレビ伝言メモ
 - デコメールや署名に挿入されている画像 - コンテンツ移行対応のデータ
 - ｉアプリ（ｉアプリ待受画面を含む） - ダウンロード辞書
 - 画面メモ（動作制限の対象となるデータを含む場合）
 - ダウンロードしたブログ投稿サービス情報ファイル
 - PDFデータから画面切出しをした画像（ダウンロードしたPDFデータのみ）
・ FOMAカード動作制限が付いているデータには「 」が表示されます。データによっては「 」が
表示されず、データを選択したときにメッセージが表示されることがあります。

・ 「着うた」は株式会社ソニー・ミュージックエンタテインメントの登録商標です。

● FOMAカード動作制限機能の対象になっているデータを待受画面や発着信画像、着信音など
に設定しているとき、別のFOMAカードに差し替えたり、FOMAカードを挿入せずに使用
したりすると、音や画像の設定はお買い上げ時の状態に戻ります。この場合、設定されてい
る音や画像と、実際に鳴動する音や表示される画像が異なることがあります。

● 赤外線通信、ｉC通信、microSDメモリーカード、ドコモケータイdatalinkなどのデータ
送受信（OBEX™通信）機能を利用して入手したデータや内蔵のカメラで撮影した画像には、
FOMAカード動作制限機能が設定されません。

● 他のｉチャネル対応端末へFOMAカードを差し替えた場合、テロップは表示されなくなりま
す。情報が自動更新されるか、  （ｉチャネル）を押して最新の情報を受信すると、テロッ
プが自動的に流れるようになります。

FOMAカードに保存される設定

次の設定はFOMAカードに保存されます。FOMAカードを差し替えると、差し替え
たFOMAカードに保存されている設定が有効になります。
- バイリンガル - SSL証明書 - SMS設定 - FOMAカード設定

次ページにつづく
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FOMAカードの機能差分について

FOMAカード（青色）は、FOMAカード（緑色/白色）とは次のように機能が異なります。

項　目 FOMAカード
（青色）

FOMAカード
（緑色/白色） 参　照

FOMAカード電話帳に登録可能な電話番号の桁数 最大20桁 最大26桁 P.98
FirstPassを利用するためのユーザ証明書操作 利用不可 利用可 P.199
WORLD WINGサービスの利用 利用不可 利用可 P.38
サービスダイヤル（［ドコモ故障問合せ］、［ドコモ
総合案内・受付］の利用）

利用不可 利用可 P.396

WORLD WINGについて
WORLD WINGとは、FOMAカード（緑色/白色）とサービス対応端末で、海外でも同じ携帯電
話番号で発信や着信ができるドコモのFOMA国際ローミングサービスです。
※ 2005年9月1日以降にFOMAサービスをご契約いただいたお客様は、お申し込み不要です。
ただし、FOMAサービスご契約時に不要である旨をお申し出いただいたお客様や途中でご
解約されたお客様は、再度お申し込みが必要です。

※ 2005年8月31日以前にFOMAサービスをご契約で「WORLD WING」をお申し込みいただ
いていないお客様は、お申し込みが必要です。

・ 一部ご利用いただけない料金プランがございます。
・ 万一、FOMAカード（緑色/白色）を海外で紛失・盗難された場合は、速やかにドコモへご連
絡いただき、利用中断の手続きを取ってください。お問い合わせ先については、取扱説明
書裏面の「総合お問い合わせ先」をご覧ください。なお、紛失・盗難されたあとに発生した
通話・通信料もお客様のご負担となりますのでご注意ください。
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電池パックの取付けかた/取外しかた
電池パックの取付け/取外しは、必ずFOMA端末の電源を切りFOMA端末を閉じて
行ってください。
・ 電池パックを無理に取付けようとすると、FOMA端末の端子が壊れることがあります。
・ 力を入れすぎたり、下記以外の方法でリアカバーの取付け/取外しを行ったりすると破損するお
それがあります。

■ 取付けかた
1 リアカバーのくぼみ部
分を指で押しながら矢
印の方向にスライドし
て取外す

くぼみ部分

2 電池パックのリサイク
ルマークのある面を上
にして、FOMA端末と
電池パックの端子をあ
わせてはめ込む

端子

3 リアカバーを約3mm
開けた状態でFOMA
端末の溝にあわせ、矢
印の方向にスライドし
て取付ける

■ 取外しかた
1 リアカバーのくぼみ部
分を指で押しながら矢
印の方向にスライドし
て取外す
くぼみ部分

2 電池パックのツメ部を
持って矢印の方向に持
ち上げて取外す

ツメ部

電池パックについて

FOMA端末の性能を十分に発揮するために、電池パック SO02をご利用ください。
■ 電池パックの寿命
電池パックは消耗品です。充電を繰り返すごとに1回で使える時間が、次第に短くなっていき
ます。
1回で使える時間がお買い上げ時に比べて半分程度になったら、電池パックの寿命が近づいて
いますので、早めに交換することをおすすめします。また、電池パックの使用条件により、寿
命が近づくにつれて電池パックが膨れる場合がありますが問題ありません。
充電しながらｉアプリやテレビ電話などを長時間行うと電池パックの寿命が短くなることがあ
ります。

環境保全のため、不要になった電池パックはNTT DoCoMoまたは代理店、
リサイクル協力店などにお持ちください。 Li-ion
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FOMA端末を充電する
お買い上げ時、電池パックは十分に充電されていません。必ず充電してからお使いく
ださい。

充電について
・ 詳しくはFOMA ACアダプタ 01/02（別売）、FOMA 海外兼用 ACアダプタ 01（別売）、

FOMA DCアダプタ 01/02（別売）の取扱説明書をご覧ください。
・ FOMA ACアダプタ 01はAC100Vのみに対応しています。また、FOMA ACアダプタ 02お
よびFOMA 海外兼用 ACアダプタ 01はAC100Vから240Vまで対応しています。

・ ACアダプタのプラグ形状はAC100V用（国内仕様）です。AC100Vから240V対応のACアダプ
タを海外で使用する場合は、渡航先に適合した変換プラグアダプタが必要です。なお、海外旅
行用の変圧器を使用しての充電は行わないでください。

・ 別売りのACアダプタ、卓上ホルダ、DCアダプタに接続するときは、必ずFOMA端末に電池パッ
クを取付けてください。電池パックが取付けられていないと、充電できません。

・ 充電中にテレビ電話、データ通信、ｉアプリなどを使用すると、FOMA端末が高温になり充電
が停止されることがあります。また、FOMA端末が高温のときに充電すると、充電が開始され
ないことがあります。この場合は、FOMA端末の温度が下がるのを待って再度充電してください。

・ FOMA端末の充電ランプが赤色に点滅したときは、FOMA端末の温度が下がるのを待ったり、
電池パックを取付け直してください。

 それでも点滅する場合は、電池パックの不良も考えられます。直ちに充電を中止して、ドコモ
ショップなど窓口にご相談ください。

・ 電源を入れたまま長時間（1日以上）充電しないでください。充電が完了してもFOMA端末の電
源が入っていると、電池残量が減少します。この場合は再度充電を行いますが、再充電の途中
でFOMA端末を取外した場合、次のような状態になることがあります。
- 電池残量が少ない - 電池警告音が鳴る - 短時間しか使えない

■ 充電時間・使用時間の目安
充電時間

（ACアダプタ）
ネット
ワーク

3G/GSM
切替 連続待受時間 連続通話時間

約140分 FOMA/3G 3G 移動時：約380時間 音声電話時　：約220分
テレビ電話時：約120分自動 移動時：約360時間

静止時：約520時間
GSM 自動 静止時：約290時間 音声電話時　：約230分

・ 充電時間とは、FOMA端末の電源を切って、電池パックが空の状態から充電した時間の目安で
す。FOMA端末の電源を入れて充電した場合、充電時間は長くなります。

・ 連続通話時間とは、電波を正常に送受信できる状態で通話に使用できる時間の目安です。
・ 連続待受時間とは、FOMA端末を閉じて電波を正常に受信できる状態での時間の目安です。静
止時の連続待受時間とは、FOMA端末を閉じて電波を正常に受信できる静止状態での平均的な
利用時間です。移動時の連続待受時間とは、FOMA端末を閉じて電波を正常に受信できるエリ
ア内で「静止」「移動」と「圏外」を組み合わせた状態での平均的な利用時間です。

・ 電池の充電状態、機能設定状況、気温などの使用環境、利用場所の電波状態（電波が届かない、
または弱い）などにより、通話（通信）・待受時間は約半分程度になることがあります。ｉモード
通信を行うと通話（通信）・待受時間は短くなります。また、通話やｉモード通信をしなくても、
ｉモードメールの作成、ダウンロードしたｉアプリやｉアプリ待受画面の起動、データ通信や
マルチアクセスの実行、カメラやミュージックプレーヤーの使用などによっても通話（通信）・
待受時間は短くなります。
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充電のしかた
別売りの卓上ホルダ SO08とFOMA ACアダプタ 01/02を組み合わせて充電します。
卓上ホルダ、ACアダプタの取扱説明書も必ずご覧ください。
電池パック単体での充電はできません。

1

5

2

3

4

刻印面を外側にし
て水平に差し込むACアダプタ

ACアダプタ

接続端子

充電ランプ

 1 卓上ホルダの接続端子（ACアダプタ）
に、ACアダプタのコネクタを、刻印
面を外側にして水平に差し込む

 2 ACアダプタの電源プラグを起こし、
AC100Vコンセントに差し込む

 3 電池パックを取付けたFOMA端末を
差し込む
充電が開始され、充電ランプが赤色に点灯
します。充電が完了すると充電ランプが消
灯します。
電源を入れたまま充電した場合
電池残量アイコンが点滅し、充電確認音
が鳴ります。充電が完了すると電池残量
アイコンが点灯し、充電確認音が鳴ります。
・ 充電確認音は、本体音設定で鳴らな
いように設定することもできます。
（P.111）

 4 充電が完了したら、卓上ホルダを押さ
えながらFOMA端末を上方向に持ち上
げて外す

 5 ACアダプタの電源プラグをAC100V
コンセントから抜く

■ ACアダプタのみで充電する場合

刻印面を上にして
水平に差し込む

端子カバーを
開ける

リリースボタン

・ ACアダプタを取外す場合は、必ずリリー
スボタンを押しながら水平に引き抜いて
ください。無理に引き抜こうとすると故
障の原因となります。

■ DCアダプタで充電する場合
別売りのFOMA DCアダプタ 01/02を使用
すると、自動車のシガーライタソケット（12V/
24V）から充電できます。詳しくはDCアダプ
タの取扱説明書をご覧ください。

電源ランプ

コネクタ

充電ランプ

プラグ

刻印面を上にして
水平に差し込む

端子カバーを
開ける

次ページにつづく
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● 充電中にiC通信を行ったり、読み取り機と通信可能な範囲に入ると、充電ランプとFeliCaサ
インが同時に点灯します。

● 長時間使用しないときは、ACアダプタの電源プラグをコンセントから抜いてください。
● ストラップなどをFOMA端末と卓上ホルダの間に挟まないようにしてください。
● DCアダプタのヒューズ（2.0A）は消耗品ですので、交換に際してはお近くのカー用品店など
でお買い求めください。

電池残量の確認のしかた 〈電池残量〉

ディスプレイに電池残量の目安が表示されます。
表　示 電池パックの状態

十分残っています。
少なくなっています。
ほとんど残っていません。充電してください。

 （点滅） 残量ゼロです。充電してください。

 

操作を終了して
充電してください

  
　　充電してください

● 電池残量がゼロに近くなると右の画面が表示され、警
告音が鳴ります。警告音は、他の音が鳴っている場合
など鳴らないことがあります。電池残量分がゼロにな
ると再度警告音が鳴り起動中の機能を終了します。通
話中の場合は受話口から警告音が鳴り、約20秒後に再
度警告音が鳴ると通話が終了します。充電が行われな
い場合、約60秒後に自動的に電源が切れます。

電池残量を音と表示で確認する
・ ボタン確認音量を［OFF］に設定しているときは、確認音は鳴りません。（P.111）

 1 メニューで［設定］→［管理］→［電池残量］を選び  を押す
現在の電池の残量がイラストで表示され、残量のレベルにあわせて確認音が鳴ります。
電池残量

 
電池残量

 
電池残量

 
電池残量

 十分残っています。 少なくなっています。 ほとんど残っていません。 残量ゼロです。
 （ピーピーピー） （ピーピー） 充電してください。（ピー） 充電してください。（無音）
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電源を入れる/切る 〈電源ON/OFF〉

・ 電源を入れるとソフトウェア更新を自動で実行することを通知する画面が表示されることがあ
ります。（P.456）

 1  （PWR）を2秒以上押す
電源が入りディスプレイとボタンの照明が点灯し、アニメーションが表
示されます。しばらくすると待受画面になります。
・ PIN1コード入力設定を［ON］に設定している場合は、PIN1コード入
力画面が表示されます。PIN1コードを入力して  （OK）を押しま
す。（P.131）

電源を切る場合
 （PWR）を2秒以上押します。

● FOMAカードを差し替えた場合（おまかせロック中を除く）、電源を入れたときに4～8桁の
端末暗証番号を入力する必要があります。正しく入力すると、待受画面が表示されます。端
末暗証番号の入力を5回連続して失敗すると、電源が切れます。（ただし、再度電源を入れる
ことは可能です）

初期設定を行う 〈初期設定〉

日付時刻設定、端末暗証番号変更など基本的な機能の設定を［初期設定］から行うこと
ができます。設定内容の詳細はそれぞれのページをご覧ください。

■ 設定できる項目
画面表示 設定内容

日付時刻設定 FOMA端末の日付と時刻を設定できます。（P.44）
暗証番号変更 端末暗証番号を変更できます。（P.132）
ボタン確認音量 ボタンを押したときに鳴る音の音量を設定します。（P.111）
位置提供可否設定 位置情報を提供するかどうかを設定します。（P.271）
文字サイズ一括
設定

電話帳、履歴、メール、ｉモードのサイトや文字入力画面の文字の大きさを
設定します。（P.127）

 1 メニューで［設定］→［管理］→［初期設定］を選び  を押す

日付時刻設定
暗証番号変更　　　　未
ボタン確認音量　　　１
位置提供可否設定
　　　　　　　　　　未
文字サイズ一括設定
　　　　　　　　　　未

初期設定

 2 各項目を設定する
● データ一括削除を行ったり、端末暗証番号、位置提供可否設定、文字サイズ一括設定を変更
していないと、FOMA端末の電源を入れたときに「初期設定が未完了です　実行しますか」と
表示されます。［はい］を選択すると操作1の画面が表示され、初期設定を行うことができます。
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日付・時刻をあわせる 〈日付時刻設定〉

日付・時刻のあわせかたには、ドコモのネットワークから取得した時刻情報をもとに
FOMA端末の時刻を自動で補正する方法と、手動で時刻を設定する方法があります。
例： 自動的に時刻を補正する場合

 1 メニューで［設定］→［管理］→［日付時刻設定］を選び  を押す

自動時刻時差補正
　　　　　　　　　ＯＮ
手動時刻設定

日付時刻設定 ［自動時刻時差補正］ ： 自動的に時刻を補正します。
［手動時刻設定］ ： 手動で時刻を入力します。手動時刻設定で時刻を

設定すると自動時刻時差補正は［OFF］になります。

 2 ［自動時刻時差補正］に［ON］を選択する
［ON］ ： 自動で日付や時刻を補正します。
［OFF］ ： 自動で日付や時刻は補正されません。手動時刻設定で時刻を設定してください。
手動で時刻を設定する場合
［手動時刻設定］→［はい］を選択し、年月日を2000/1/1～2050/12/31の範囲で、時刻を24
時間制（00:00～23:59）で入力し、タイムゾーンを選択して  （完了）を押します。

● 自動時刻時差補正を［ON］に設定した場合、日付時刻はFOMAカードを取付けた状態で、電
源をONにしたときなどに自動補正されます。ただし、数秒程度の誤差が生じることがあり
ます。次の場合は自動補正できません。

 ‐ 圏外時（電波状態によっては、圏外時でなくても補正できないことがあります）
 ‐ ｉアプリ起動中
● 設定した日付時刻は電池パックを交換しても保持されます。ただし、電池パックを外した状
態または空の状態でFOMA端末を放置すると、日付時刻が「----/--/--［］ --:--」にリセットさ
れることがあります。その場合は、再度日付時刻を設定してください。

● 日付時刻が設定されていないと、現在時刻アイコン、スケジュール、めざまし時計、ｉアプ
リの自動起動、カレンダー /時計表示など、時計を利用する機能が利用できません。また、
リダイヤルや着信履歴、カメラで撮影した画像などの日付時刻が記録されません。

● 国際ローミング中に接続している通信事業者のネットワークによる時刻補正情報を受信した
場合は、自動時刻時差補正を［ON］に設定していると、自動的に時刻が補正されます。

 時差補正が行われると、リダイヤル、着信履歴、メールの送受信などの日時が現地時間に補
正され、「 」が表示されます。ただし、海外のネットワークによっては、時差補正が行われ
ないことがあります。



45

ご
使
用
前
の
確
認

相手に自分の電話番号を通知する 〈発信者番号通知〉

電話をかけたとき、相手の電話機（ディスプレイ）にお客様の電話番号をお知らせする
ことができます。
・ 発信者番号は、お客様の大切な情報です。通知する際には、十分にご注意ください。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NWサービス］→［発信者番号通知］→［発信者番号通
知設定］を選び  を押す

 2 ［通知する］/［通知しない］を選び  を押す
発信者番号通知が設定されます。
設定内容を確認する場合
メニューで［設定］→［管理］→［NWサービス］→［発信者番号通知］→［発信者番号通知確認］
を選択します。

● プッシュトークを発信するときの発信者番号の通知/非通知も、発信者番号通知設定に従い
ます。

● 電話をかけたときに発信者番号通知をお願いする旨のガイダンスが聞こえた場合は、発信者
番号通知設定を［通知する］に設定するか相手の電話番号の前に「186」を付けておかけ直しく
ださい。ただし、プッシュトークでは「186」を付けても発信者番号は通知されません。

● 発信者番号通知は、圏外時は設定できません。

自分の電話番号を確認する 〈電話番号表示〉

お客様の電話番号を確認できます。また、ご自分の名前やメールアドレスなどを登録
することもできます。
・ 電話番号表示がシークレット登録されていると、お客様の電話番号以外の内容は表示されませ
ん。すべて表示するにはシークレット表示を［ON］に設定してください。

・ お買い上げ時はBモードの電話番号表示画面にBナンバーが表示されません。表示するには契約
問合せを行ってください。（P.47）

 1 メニューで［電話番号表示］を選び  を押す

　０９０ＸＸＸＸＸＸＸＸ
　ｄｏｃｏｍｏ．ｔａｒｏ．△△＠ｄｏｃｏｍ
　ｏ．ｎｅ．ｊｐ
　ドコモ太郎
　ト゛コモタロウ
　ＯＦＦ

　　基本 　　詳細 ［ ］にお客様の電話番号が表示されます。電話番号以外のマイデータを
登録しているときは、その内容も表示されます。
電話をかける場合

 を押し、電話番号にカーソルをあわせ、  を押します。
プッシュトークを発信する場合

 を押し、電話番号にカーソルをあわせ、  を押します。
ｉモードメールを送信する場合

 を押し、メールアドレスにカーソルをあわせ、  （メール）を押
します。

画像を確認する場合
 を押し、画像にカーソルをあわせ、  （見る）を押します。

2in1のモードがデュアルモードのときにAモード/Bモードの電話番号表
示画面を切り替える場合

 （Aナンバー）/  （Bナンバー）を押します。

次ページにつづく
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● Bモードの電話番号表示画面からはプッシュトーク発信できません。
● 2in1利用中に、FOMAカードの差し替え（2in1契約者→2in1契約者）を行う場合、正しいB
ナンバーを取得するために、2in1機能OFF（P.400）を行ってから、再度2in1をONにしてく
ださい。

 FOMAカードの差し替え（2in1契約者→2in1未契約者）を行う場合は、2in1機能OFFを行っ
てください。

● 2in1利用中に、FOMAカードを差し替える場合は、Bモードで個人情報の全項目リセットを
行ってください。（P.47）

個人情報を登録する
お客様の名前、住所やメールアドレスなどの個人情報を登録できます。登録した個人
情報は、電話番号表示画面で確認したり、文字入力画面で引用できます。

 1 電話番号表示画面で  （編集）を押す

　０９０ＸＸＸＸＸＸＸＸ

　　ＯＦＦ

　　基本 　　詳細

 2 基本画面の各項目を登録する
アイコン 設定内容

お客様のメールアドレスを半角の英数字・記号50文字以内で入力します。
お客様の名前を全角16文字、半角32文字以内で入力します。
名前を入力すると、フリガナが自動的に入力されます。
・ 修正する場合は、半角32文字以内で入力します。
シークレット登録の［ON］/［OFF］を選択します。
・ シークレット登録した内容を表示する場合は、シークレット表示を［ON］に設定
します。
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 3  を押し、詳細画面の各項目を登録する
アイコン 設定内容

画像をデータBOXのマイピクチャ /ｉモーションから選択または撮影します。
・ 設定可能なファイルは次のとおりです。

カテゴリ ファイル形式 ファイルサイズ 画像サイズ
マイピクチャ GIF/JPEG 100Kバイト以下［QVGA（240×320）］以下
ｉモーション※ MP4 10Mバイト以下 ［VGA（640×480）］以下
※ ｉモーションによっては設定できないことがあります。

・ サイズの大きい画像は、表示に時間がかかる場合があります。
・ カメラで撮影する場合は、［カメラ］/［ムービー］を選択し、撮影します。（P.155、

170） 撮影できる画像サイズは次のとおりです。
静止画 ［QVGA（240×320）］以下
動画 ［VGA（640×480）］以下

・ 画像を指定しない場合は、［指定なし］を選択します。
・ 画像を確認する場合は、画像にカーソルをあわせ、  （見る/再生）を押します。
自宅などの郵便番号を半角数字7桁以内で入力します。
自宅などの住所を全角64文字、半角128文字以内で入力します。
自宅などの電話番号を26桁以内で入力します。
自宅などのメールアドレスを半角の英数字・記号50文字以内で入力します。
勤務先などの名前を全角64文字、半角128文字以内で入力します。
勤務先などの郵便番号を半角数字7桁以内で入力します。
勤務先などの住所を全角64文字、半角128文字以内で入力します。
勤務先などの電話番号を26桁以内で入力します。
勤務先などのメールアドレスを半角の英数字・記号50文字以内で入力します。
誕生日を1900/01/01～2050/12/31の範囲で入力します。

 4  （完了）を押す
個人情報が登録されます。
お買い上げ時の状態に戻す場合
電話番号表示画面で機能メニュー［全項目リセット］→［はい］を選択します。

Bモードの電話番号表示画面にBナンバーを登録する場合
Bモードの電話番号表示画面で機能メニュー［契約問合せ］を選択します。

● ［ ］にはお客様の電話番号、［ ］、［ ］にはマルチナンバーで設定した付加番号を表示しま
す。修正や削除はできません。

● お買い上げ時、メールアドレスは表示されません。お客様が取得されたメールアドレスは、
 （ｉモード）→［ｉMenu］→［料金＆お申込・設定］→［メール設定］→［メールアドレス設定

（アドレス確認）］でご確認ください。また、メールアドレスを変更した場合は、あわせて電
話番号表示画面の内容も変更してください。

● 2in1利用中に、FOMAカードを差し替える場合は、Bモードで個人情報の全項目リセットを
行ってください。（P.46）
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テレビ電話とは
テレビ電話機能は、ドコモのテレビ電話に対応した端末どうしで利用できます。テレ
ビ電話を利用すると、お互いの映像を見ながら通話できます。また、自分の映像の代
わりに静止画や代替画像、キャラ電などを表示できます。
ドコモのテレビ電話は「国際標準の3GPP※1で標準化された、3G-324M※2」に準拠し
ています。異なる方式を利用しているテレビ電話とは接続できません。
※1 3GPP（3rd Generation Partnership Project）
 第三世代移動通信システム（IMT-2000）に関する共通技術仕様開発のために設置された地域

標準化団体。
※2 3G-324M
 第三世代携帯テレビ電話の国際規格。

テレビ電話通話中の画面の見かた







  






 ：テレビ電話通話中
 TV画像（大）
 お買い上げ時は、相手の画像を表示
 TV画像（小）
 お買い上げ時は、自分の画像を表示
 通話時間
 時：分：秒の形式で表示
 送信画像の状態
 ：カメラ画像送信中
 ：静止画送信中
 ：キャラ電送信中
 ズーム倍率
 ズーム倍率をバー表示
 ：ハンズフリーON
 ：フォトライト点灯
 モード
 ：全体アクションを操作できるモード
 ：パーツアクションを操作できるモード
 ：プッシュ信号（DTMF）を送信できるモード



電
話
／
テ
レ
ビ
電
話

51

テレビ電話通話中の操作

操　作 ボタン操作
カメラ画像/代替画像を切り替
える

 （自画像/代替）を押します。押すたびにカメラ画像/代替画像
が切り替わります。

カメラを切り替える  （カメラ切替）を押します。押すたびにインカメラ/アウトカメ
ラが切り替わります。
レンズカバーを開閉してもインカメラ/アウトカメラが切り替わり
ます。

ハンズフリーを切り替える  （ ）を押します。押すたびにON/OFFが切り替わります。
画像をズームイン/ズームアウ
トする

アウトカメラで撮影中に、  （ズームイン）/  （ズームアウト）を
押します。

通話を保留にする 機能メニュー［通話中保留］を選択します。解除するときは  を
押します。

画面表示を切り替える 機能メニュー［テレビ電話画面設定］を選択します。
送信画像の画質を切り替える 機能メニュー［送信画質設定］を選択します。通話を終了すると、

テレビ電話設定の送信画質設定で設定した画質に戻ります。
代替画像を選択する 機能メニュー［代替画像選択］を選択します。
フォトライトのON/OFFを切
り替える

機能メニュー［フォトライト］を選択します。（アウトカメラ利用時
のみ）

自分の電話番号を表示する 機能メニュー［自局電話番号表示］を選択します。
音声電話に切り替える 機能メニュー［音声電話切替］を選択します。（テレビ電話をかけた

場合のみ）

● アウトカメラへの切り替え中にレンズカバーが閉じていると、「レンズカバーをあけてくだ
さい」と表示され、アウトカメラへの切り替えは行われず、自画像が送信されます。

電話/テレビ電話をかける
電波の受信レベルを確認し、電話番号を入力します。
例： 音声電話をかける場合

 1 待受画面で電話番号を入力する
・ 電話番号は80桁まで入力できます。
・ 同一市内への通話でも、必ず市外局番を付けてください。
電話番号を押し間違えた場合

 を押すと、右端から1桁ずつ削除されます。  を1秒以上押すと、
すべて削除されます。

次ページにつづく
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 2  を押す
発信中 相手の電話につながると「ルルル…」という呼出音が聞こえます。

テレビ電話をかける場合
 （テレビ電話）を押します。相手が応答すると、相手側に自分の画

像が送信され、相手の声がスピーカーから聞こえるハンズフリーに切
り替わります。

2in1のモードがデュアルモードの場合
［Aナンバー］/［Bナンバー］を選択します。（P.398）

「ツーツーツー」という音が聞こえる場合
話し中です。  を押して、しばらく待ってからおかけ直しください。

ガイダンスが聞こえる場合
ガイダンスの指示に従い、おかけ直しください。

 3 通話が終わったら  を押す

● 着もじの送信方法はP.59、条件を指定して音声電話/テレビ電話をかける方法はP.60をご覧
ください。

● 音声電話の場合、操作2→操作1の順番でも電話をかけられます。  を押して電話番号を
入力したあと、約5秒経過すると自動的に電話がかかります。

● 代替画像を送信して通話しているときもデジタル通信料がかかります。
● テレビ電話がかからなかった場合、画面に次のメッセージが表示されます。なお、通話する
相手の機種やネットワークサービスのご契約の有無により、実際の相手の状況とメッセージ
の表示が異なることがあります。

メッセージ 説　明
電話番号をご確認の上お
かけ直しください

使われていない電話番号です。

お話中です 相手が話し中です。
（相手の端末によっては、パケット通信中の場合にも表示される
ことがあります）

パケット通信中です 相手がパケット通信中です。
電波の届かない所にいる
か電源が切れています

相手が電波の届かない所にいるか、電源が入っていません。

発信者番号通知をONに
してください

発信者番号非通知で接続した場合に表示されます。（ビジュアル
ネットなどへの発信時）

音声電話でおかけ直しく
ださい

転送でんわサービスを設定していて転送先がテレビ電話非対応
端末の場合に表示されます。
（2007年12月現在、相手が留守番電話サービスを設定している
場合も表示されることがあります）

接続できませんでした 上記のいずれにも該当しない場合に表示されます。
ｉモードから接続してく
ださい

ｉモード公式サイトを一度閲覧してからテレビ電話をかけてVラ
イブを視聴してください。

上限額を超過しているた
め接続できません

リミット機能付プラン（タイプリミット、ファミリーワイドリ
ミット）の上限額を超えています。

● FOMA端末から緊急通報（110番、119番、118番）にテレビ電話発信した場合は、自動的に
音声電話発信となります。
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● テレビ電話非対応端末にかけた場合や、相手がテレビ電話対応端末でも圏外にいる場合や電
源を切っている場合は接続できません。テレビ電話非対応端末にかけた場合で、音声自動再
発信の設定を［ON］に設定しているときは、テレビ電話接続前に相手から切断され、音声電
話として電話をかけ直します。ただし、ISDN同期64kbpsやPIAFSのアクセスポイント、
3G-324Mに対応していないISDNのテレビ電話など（2007年12月現在）、間違い電話をした
場合は、このような動作にならない場合があります。通話料が発生する場合もありますので
ご注意ください。

ハンズフリーを利用する
通話中にハンズフリーに切り替えると、相手の声などがスピーカーから聞こえ通話で
きます。
例： 音声電話でハンズフリーにする場合

 1 通話中に  （ ）を押す
通話中

通話時間　　　　　　０：０３

ハンズフリーに切り替わり、「 」が表示されます。
解除する場合
もう一度  （ ）を押します。
・ 通話が終了すると、ハンズフリーも解除されます。

● FOMA端末に向かって約30cm以内の距離でお話しください。

ポーズ、タイマー、＋を入力する
電話番号にポーズ、タイマー、＋を最大80桁まで入力して電話をかけることができ
ます。
ポーズ、タイマー、＋は、電話番号と組み合わせて電話帳に登録できます。
・ ポーズとタイマーは音声電話のみに有効です。

ポーズ「P」を入力する

チケットの予約や自宅の留守番電話の再生時などに電話番号とプッシュ信号の間に「P
（ポーズ）」を入力すると、ポーズ（P）で区切ってプッシュ信号を送信します。

 1 電話番号入力画面で  を押す
「P」が入力されます。
電話帳に登録したプッシュ信号を送信する場合
電話帳から電話をかけ、プッシュ信号が表示されたら  （発信）を押します。

● 受信側の機器によってはプッシュ信号を受信できないことがあります。

次ページにつづく
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タイマー「T」を入力する

外線番号に続けて内線番号をダイヤルするときなどは、外線番号と内線番号の間に「T
（タイマー）」を入力します。外線番号に続いて一定の秒数が経過したあとに内線番号
が発信されます。タイマー（T）1つにつき約1秒の間隔をとり、連続入力して間隔を長
くすることができます。

 1 電話番号入力画面で  を1秒以上押す
「T」が入力されます。

「＋」を入力する

国際ダイヤルアシスト設定の自動変換機能設定が［ON］のとき、電話番号の先頭に「＋」
を入力すると、設定した国際アクセス番号（お買い上げ時は「009130010」）を自動的
に付加して発信します。

 1 待受画面で  を1秒以上押す
「＋」が入力されます。

● 「＋」のあとに電話番号以外を入力したり、「＋」だけを入力しても発信できないことがあります。

音声電話/テレビ電話を切り替える 〈テレビ電話切替/音声電話切替〉

電話をかけた側は、通話中に音声電話とテレビ電話を切り替えることができます。
・ 音声テレビ電話切り替え対応端末どうしでご利用いただけます。また、電話を受けた側がテ
レビ電話切替通知を［切替機能通知開始］に設定しておく必要があります。（P.78）

例： 音声電話からテレビ電話に切り替える場合

 1 音声電話通話中に  （機能）を押し、［テレビ電話切替］を選び  を押す

テレヒ゛電話への
切替を行いますか

　　　はい
　　　いいえ

［はい］ ： 音声電話からテレビ電話に切り替えます。
［いいえ］ ： 切り替えず、音声電話に戻ります。
テレビ電話から音声電話に切り替える場合
機能メニュー［音声電話切替］→［はい］を選択します。音声電話に切り
替わると、ハンズフリーがOFFになります。

 2 ［はい］を選び  を押す
テレビ電話切替中

    

相手の画像
相手側の設定に
より、代替画像
が表示されるこ
とがあります。

   

切り替え中はアニメーションが表示され、電話を切り替える旨のガイダンスが流れます。
テレビ電話に切り替わると、相手側に自分の画像が送信され、相手の声がスピーカーから聞
こえるハンズフリーに切り替わります。
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● パケット通信中の場合は、パケット通信を切断してテレビ電話に切り替えます。
● 相手側が保留中またはパケット通信中はテレビ電話に切り替えられません。
● 切り替えには、約5秒かかります。なお、電波状態により切り替えに時間がかかる場合があ
ります。

● 電波状態によっては音声電話/テレビ電話を切り替えられず、接続が切れてしまう場合があり
ます。

● 「テレビ電話切替中」/「音声電話切替中」と表示されている間は料金が課金されません。
● 通話時間は、通話を切り替えるたびに0秒から開始されます。通話が終了すると、音声電話
とテレビ電話の積算通話時間が表示されます。

リダイヤル/着信履歴を利用する 〈リダイヤル/着信履歴〉

以前にかけたり受けたりした電話の日時・電話番号/名前は、履歴としてそれぞれ30
件まで記録され、電話番号/名前が日時の新しい順に一覧表示されます。プッシュトー
クの場合は、グループ名/先頭のメンバー名が表示されます。
・ 2in1利用時はAナンバーとBナンバーのリダイヤル/着信履歴がそれぞれ30件まで記録されま
す。2in1のモードがデュアルモードのときや2in1をOFFにしている場合、両方のリダイヤ
ル/着信履歴が日時の新しい順にそれぞれ30件まで表示されます。

・ Aナンバーの履歴とBナンバーの履歴は色別表示されます。表示される色はきせかえ設定のカ
ラーテーマ設定により変わります。（P.124）

 また、2in1の発着信番号表示設定で、Bナンバーの色を［濃］/［淡］から選択することができます。
（P.400）

 リダイヤル 発信頻度 着信履歴

　２／１３　１０：３２
　ドコモ二郎
　２／１２　１０：３０
０９０ＸＸＸＸＸＸＸＸ
　２／１２　　９：３５
　ドコモ一郎
　２／１１　１０：３２
　携帯はる子
　２／１０　２２：１５
　○○○同好会
　２／１０　１０：２８
　携帯あき子

着信 頻度 リダイヤル




 

　ドコモ一郎
　ドコモ二郎
　ドコモ二郎
　携帯あき子
　携帯はる子
　○○○同好会
　０９０ＸＸＸＸＸＸＸＸ
　携帯あき子
　△△△クラブ
　０３ＸＸＸＸＸＸＸＸ
　０８０ＸＸＸＸＸＸＸＸ
　携帯なつ子

着信 リダ　発信頻度





 

　２／１３　１０：３２
　ドコモ二郎
　２／１２　１０：３０
０９０ＸＸＸＸＸＸＸＸ
　２／１２　　９：３５
　ドコモ一郎
　２／１１　１０：３２
　携帯はる子
　２／１０　２２：１５
　○○○同好会
　２／１０　１０：２８
　携帯あき子

頻度 リダ　着信履歴




 電話の種類
/ ※ 音声電話発信/着信 / 音声電話不在着信（発信頻度の場合は「 」が表示）
/ ※ テレビ電話発信/着信 / テレビ電話不在着信（発信頻度の場合は「 」が表示）
/ 64Kデータ通信着信 / 64Kデータ通信不在着信
/ プッシュトーク発信/着信 / プッシュトーク不在着信

/ / プッシュトーク種類（1人の相手）/（複数の相手）/（プッシュトークプラス）
着もじあり（着信履歴のみ）

※ 伝言メモが録音/録画されている場合、「 」が表示されます。
 電話番号種別

携帯電話1 携帯電話2 一般電話
テレビ電話 自宅電話 会社電話
自宅FAX 会社FAX クイックキャスト

・ パーソナルデータロック設定中は表示されません。

次ページにつづく
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例： リダイヤルを表示する場合

 1 待受画面で  （ ）を押す
リダイヤル画面が表示されます。
着信履歴を表示する場合
待受画面で  （ ）を押します。

発信頻度を表示する場合
リダイヤル画面で  を押します。

電話番号を表示する場合
電話帳に登録されている場合は、電話番号の代わりに名前と電話番号種別が表示されます。

 を押すと、名前と電話番号の表示を一時的に切り替えることができます。プッシュトー
クのグループ名が表示されている場合は、切り替わりません。

音声電話をかける場合
履歴にカーソルをあわせ、  を押します。

テレビ電話をかける場合
履歴にカーソルをあわせ、  （テレビ電話）を押します。

プッシュトークを発信する場合
履歴にカーソルをあわせ、  を押します。

メールを送信する場合
電話帳に電話番号とメールアドレスを登録している場合は、メールを送信できます。履歴
にカーソルをあわせ、機能メニュー［メールで返信］→メールアドレスを選択し、メールを
作成して送信します。

プッシュトーク電話帳のグループに登録する場合
プッシュトーク電話帳に登録されている複数の相手とプッシュトーク通信したときは、プッ
シュトーク（ ）の着信履歴にカーソルをあわせ、  （登録）を押し、グループを選択して 

 （完了）を押します。

● 同じ電話番号に電話をかけた場合、リダイヤルには最新の1件のみが記録されます。ただし、
プッシュトークを発信した場合、複数の相手とのプッシュトークは毎回記録されます。

● 通話中に音声電話とテレビ電話を切り替えた場合、最初に発信/着信した電話の履歴が記録さ
れます。

● ダイヤルインをご利用の方からの着信の場合、相手のダイヤルイン番号と異なった電話番号
が表示されることがあります。

● 着信履歴から音声電話/テレビ電話をかけた場合、着信履歴に記録されている着もじは送信さ
れません。

● 国際ローミング中に日時が現地時間に補正された場合は、名前/電話番号の横に「 」が表示
されます。（P.44）
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リダイヤル/着信履歴の詳細情報を表示する

 1 履歴画面で履歴を選び  （詳細）を押す
リダイヤルの場合 着信履歴の場合
リダイヤル　　　　　通知

　　２／１０（日）
　１０：０５
　ドコモ太郎
　０９０ＸＸＸＸＸＸＸＸ
　付加番号１
　０９０ＸＸＸＸＸＸＸＸ マルチナンバーの種類

電話の種類

電話番号種別

 
着信履歴

　　２／１０（日）
　１０：０５
　ドコモ太郎
　０９０ＸＸＸＸＸＸＸＸ
　１２秒
　付加番号１
　０９０ＸＸＸＸＸＸＸＸ
　緊急連絡です

マルチナンバーの種類

電話の種類

電話番号種別
不在着信の呼び出し時間

着もじメッセージ

・ マルチナンバーの種類は次のアイコンで確認できます。
基本契約番号 付加番号1 付加番号2

● プッシュトークの履歴を選択した場合は、［ ］グループ名、［ ］発信者名（着信履歴のみ）と
メンバー全員が表示されます。

リダイヤル/着信履歴を削除する
電源を切っても履歴は消えません。他の人に見られたくないときは、削除してくだ
さい。
・ リダイヤル/発信頻度のどちらか一方を削除すると、両方が削除されます。

例： 履歴を1件削除する場合

 1 履歴画面で履歴を選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。
複数選択して削除する場合
機能メニュー［削除］→［選択削除］を選択し、履歴を複数選択して  （完了）を押し、［はい］
を選択します。

すべて削除する場合
機能メニュー［削除］→［全件削除］を選択し、端末暗証番号を入力して［はい］を選択します。

 2 ［削除］→［1件削除］→［はい］を選び  を押す
履歴が1件削除されます。

● 2in1利用時に全件削除を行うと、2in1のモードにかかわらず、AナンバーとBナンバーのす
べての履歴が削除されます。
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着もじを設定する 〈着もじ〉

音声電話やテレビ電話をかけるときに相手の着信中画面にメッセージ（着もじ）を送信
し、あらかじめ用件を伝えることができます。

　緊急連絡です

着信中

着もじ
通話を開始すると着もじは表示されなくなります。
着もじは着信履歴の詳細画面で確認できます。（P.57）

・ 着もじの詳細や対応機種については、ドコモのホームページまたは『ご利用ガイドブック（ネッ
トワークサービス編）』をご覧ください。

・ 着もじの送信側は料金がかかります。受信側は料金がかかりません。
・ 着もじはプッシュトークに対応していません。
・ 海外での利用時は、着もじメッセージを送受信できません。

着もじメッセージを編集する
着もじメッセージを10件まで登録できます。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NWサービス］→［着もじ］→［メッセージ作成］を選
び  を押す
着もじメッセージを削除する場合
着もじメッセージにカーソルをあわせ、機能メニュー［1件削除］→［はい］を選択します。
すべての着もじメッセージを削除する場合は、機能メニュー［全件削除］を選択し、端末暗
証番号を入力して［はい］を選択します。

 2  （編集）を押し、着もじメッセージを入力する
絵文字・記号・全角・半角を問わず10文字以内で入力します。
着もじメッセージが登録されます。

着もじの受信条件を設定する
着もじを受信したときの表示を設定します。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NWサービス］→［着もじ］→［メッセージ表示設定］
を選び  を押す
メッセージ表示設定

　すべて表示
　電話帳登録番号のみ
　番号通知ありのみ
　表示しない

［すべて表示］ ： すべての着もじを受信して表示します。
［電話帳登録番号のみ］ ： 電話帳に登録されている相手からの着もじのみ

受信して表示します。電話帳にシークレット登
録した相手からの着もじは、シークレット表示
を［ON］に設定しないと受信できません。

［番号通知ありのみ］ ： 発信者番号を通知している相手からの着もじの
み受信して表示します。

［表示しない］ ： すべての着もじを受信・表示しません。
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 2 着もじの表示方法を選び  を押す
着もじの受信条件が設定されます。

着もじメッセージを付けて電話をかける
着もじメッセージを付けて音声電話やテレビ電話をかけることができます。

 1 待受画面で電話番号を入力し、  （オプション）を押す
オプション発信画面が表示されます。

 2 ［着もじ］を選び  を押す

着もじ入力方法を
選択してください

　指定なし
　メッセーシ゛作成
　メッセーシ゛選択

［指定なし］ ： 着もじメッセージを付けずに電話をかけます。
［メッセージ作成］ ： 着もじメッセージを作成して電話をかけます。

絵文字・記号・全角・半角を問わず10文字以内
で入力します。

［メッセージ選択］ ： 登録した着もじメッセージを選択して電話をか
けます。（着もじメッセージを登録しているとき
のみ表示されます）

［送信メッセージ履歴］ ： 送信した着もじメッセージを選択して電話をか
けます。10件まで記録されます。（送信した着
もじメッセージがあるときのみ表示されます）

 3 着もじメッセージを作成/選択する
着もじメッセージが作成/選択されます。

 4 他の発信条件を選び  （発信）を押す
発信中

　緊急連絡です

選択した着もじメッセージ、発信条件に従って電話がかかります。

● 相手側に着もじが届いた場合、「 」が表示され、送信料金がかかります。
● 相手側に着もじが届かなかった場合、「 」が表示されます。この場合、送信料金はかかりま
せん。（相手が着もじ対応端末でない場合やメッセージ表示設定で設定している着信以外の
着信の場合など）

● 相手が次のような設定・状態の場合、相手側に着もじは届かず、着信履歴にも記録されません。
また、発信側には「 」や「 」が表示されず、送信料金はかかりません。

 - 圏外時 - 電源OFF時 - 公共モード（ドライブモード）中
 - 伝言メモの応答時間を0秒に設定しているときなど
● 電波状態により、相手側に着もじが届いていても発信側に「 」や「 」が表示されないことが
あります。この場合、送信料金はかかります。

● 音声自動再発信を［ON］に設定している場合、テレビ電話発信時に着もじを付けると、音声
電話で再発信したときも着もじが送信されます。
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1回の通話ごとに発信者番号を通知/非通知にする 〈186/184〉

電話をかけたとき、相手に自分の電話番号（発信者番号）を通知するかどうかを設定し
ます。
・ 発信者番号は、お客様の大切な情報です。発信者番号を通知する際には、十分にご注意ください。
発信者番号の通知/非通知は次のいずれかの方法で設定できます。
あらかじめ一括して設定 発信者番号通知設定で、［通知する］/［通知しない］を設定します。（P.45）
電話帳に設定 電話番号に「186/184」を付けて電話帳に登録します。（P.95）
電話をかけるときに設定 電話番号を入力したあとにオプション発信画面の番号通知に［通知発

信］/［非通知発信］を設定します。（P.60）
電話番号を入力する前に「186/184」を入力します。（P.51）
発信者番号を通知する場合

186＋ 相手先電話番号 ＋  を押します。
発信者番号を通知しない場合

184＋ 相手先電話番号 ＋  を押します。

● 「186/184」を付けて  を押し発信した場合、「186/184」が付いた電話番号がリダイヤル
に記録されます。

● 「186/184」を付けてプッシュトーク発信しても発信者番号を通知/非通知にすることはでき
ません。

条件を指定して電話をかける
電話の種類や、電話番号を相手に通知するかどうかなどの発信条件を、電話をかける
ときにオプション発信画面でそのつど設定できます。

 1 待受画面で電話番号を入力し、  （オプション）を押す
オプション発信

電話番号

発信方法
　　　音声電話
番号通知
　　　　　指定なし
テレビ電話送信画像
　　　自画像
着もじ
　　　指定なし
プレフィックス

［発信方法］ ： ［音声電話］/［テレビ電話］/［プッシュトーク］/
［SMS］を選択します。

［番号通知］ ： 相手に電話番号を通知するかどうかを選択しま
す。［指定なし］を選択した場合、発信者番号通
知設定に従います。

［テレビ電話送信画像］ ： テレビ電話をかけるときに送信する画像を選択
します。

［着もじ］ ： 着もじメッセージを作成/選択します。（P.59）
［プレフィックス］ ： 登録したプレフィックス（P.61）を選択して音声

電話/テレビ電話をかけます。（プレフィックス
を登録しているときのみ表示されます）

［国際プレフィックス］ ： 登録した国際アクセス番号（P.63）を選択して音
声電話/テレビ電話をかけます。（先頭に「＋」が
付いている電話番号を入力しているときのみ表
示されます）

［国番号］ ： 登録した国番号（P.63）を選択して音声電話/テ
レビ電話をかけます。

［2in1発信ナンバー］ ： 2in1のモードがデュアルモードのときに発信番
号を選択します。

［マルチナンバー］ ： マルチナンバー発信を［ON］に設定していると
きに発信番号を選択します。
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 2 各項目を設定する
 3  （発信）を押す

設定した発信条件に従って電話がかかります。

● 発信条件を付けると電話番号が81桁以上になる場合は、発信条件の［プレフィックス］、［国
際プレフィックス］、［国番号］を設定しても発信できません。

プレフィックスを設定する 〈プレフィックス設定〉

電話をかけるときに電話番号の先頭に付加する特定の番号（プレフィックス）を3件ま
で登録できます。

 1 メニューで［設定］→［発着信通話］→［発着信補助］→［プレフィックス設定］を選び 
 を押す

プレフィックス設定

番号

番号

番号

 2 番号を選び  を押す
番号入力画面が表示されます。

 3 プレフィックスを入力し、  （確定）を押す
26桁以内で入力します。

国際電話を利用する 〈WORLD CALL〉

WORLD CALLはドコモの携帯電話からご利用いただける国際電話サービスです。
・ FOMAサービスをご契約のお客様は、ご契約時にあわせて「WORLD CALL」もご契約いただ
いています。（ただし、不要のお申し出をされた方を除きます）

■ 電話番号を入力して国際電話をかける
009130 － 010 － 国番号 － 地域番号（市外局番）－ 相手先電話番号
・ 上記の操作方法をFOMA端末の電話帳に登録できます。
・ 地域番号（市外局番）が「0」で始まる場合には、「0」を除いてダイヤルしてください。（ただし、
イタリアの一般電話などにおかけになる場合は「0」が必要です）

次ページにつづく
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■ 「＋」を利用して国際電話をかける
電話番号の先頭に「＋」を入力すると、「009130010」などの国際アクセス番号を入力すること
なく、国際電話をかけることができます。（P.54）
・ お買い上げ時は国際ダイヤルアシスト設定の自動変換機能設定が［ON］に設定されているた
め、国際アクセス番号が自動的に入力されます。

 （1秒以上）－ 国番号 － 地域番号（市外局番）－ 相手先電話番号
・ 上記の操作方法をFOMA端末の電話帳に登録できます。
・ 地域番号（市外局番）が「0」で始まる場合には、「0」を除いてダイヤルしてください。（ただし、
イタリアの一般電話などにおかけになる場合は「0」が必要です）

・ 通話先は世界約240の国と地域です。
・ 「WORLD CALL」の料金は毎月の通話料とあわせてご請求いたします。
・ 申込手数料・月額使用料は無料です。
・ 一部ご利用いただけない料金プランがございます。
・ 国際電話ダイヤル手順の変更について
 携帯電話などの移動体通信は、「マイライン」サービスの対象外であるため、 WORLD CALLに
ついても「マイライン」サービスをご利用いただけませんが、「マイライン」サービスの導入に伴
い携帯電話などから国際電話をご利用になる場合のダイヤル手順が変更となりました。従来の
ダイヤル手順（上記ダイヤル手順から「010」を除いたもの）ではご利用いただけませんのでご注
意ください。

・ WORLD CALLについては、取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ先」までお問い合わせくだ
さい。

・ ドコモ以外の国際電話サービス会社をご利用になるときは、各国際電話サービス会社に直接お
問い合わせください。

・ 海外の特定3G携帯端末をご利用のお客様に対しては、上記ダイヤル方法のあとにテレビ電話発
信すると国際テレビ電話がご利用いただけます。
※ 接続可能な国および通信事業者などの情報についてはドコモのホームページをご覧ください。
※ 国際テレビ電話の接続先の端末によっては、FOMA端末に表示される相手側の画像が乱れた
り、接続できない場合があります。

WORLD CALL以外の番号を設定する
日本から国際電話をかけるときに電話番号の先頭に付加する国際アクセス番号を3件
まで、国番号を30件まで登録できます。国際アクセス番号は、電話をかけるときに「＋」
を入力すると自動で番号を付加できます。また、電話帳などから電話をかけるときに
電話番号の先頭の「0」を国番号に自動的に変換できます。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NWサービス］→［国際ダイヤルアシスト設定］を選
び  を押す
国際タ゛イヤルアシスト設定

自動変換機能設定
　　　　　　　　　ＯＮ
国際フ゜レフィックス設定
　　　　　　Ｗｏｒｌｄ　Ｃａｌｌ
国番号設定
　　　　　　　　　日本

［自動変換機能設定］ ： 国際アクセス番号を自動で付加するかどう
かを設定します。

［国際プレフィックス設定］ ： 国際アクセス番号の登録と自動付加番号の
設定を行います。発信時のオプション発
信画面で［国際プレフィックス］を選択して
国際アクセス番号を付加することもでき
ます。

［国番号設定］ ： 国番号を登録します。発信時のオプション
発信画面で［国番号］を選択して国番号を付
加できます。
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 2 ［自動変換機能設定］に［ON］/［OFF］を選択する
［ON］ ： 国際プレフィックス設定で設定した付加番号を電話をかけるときに自動付加します。
［OFF］ ： 自動付加しません。

 3 ［国際プレフィックス設定］を選び  を押す
国際プレフィックス設定画面が表示されます。

 4 登録欄を選び  を押す
国際電話１

名称
　　　Ｗｏｒｌｄ　Ｃａｌｌ
国際アクセス番号
　　　００９１３００１０

 5 名称欄に名称を入力し、国際アクセス番号欄に国際アクセス番号を入力する
名称は全角10文字、半角20文字以内、国際アクセス番号は10桁以内で入力します。

 6  （完了）を押し、  を押す
国際アクセス番号が登録されます。
自動付加番号にする場合
登録欄にカーソルをあわせ、  （自動付加）を押します。自動付加番号に「 」が表示されます。

 7 ［国番号設定］を選び  を押す
国番号設定画面が表示されます。

 8 登録欄を選び  を押す
国番号２３

国名称

国番号

 9 国名称欄に国名称を入力し、国番号欄に国番号を入力する
国名称は全角7文字、半角14文字以内、国番号は5桁以内で入力します。
・ 国番号にはあらかじめ「＋」が入力されています。

 10  （完了）を押す
国番号が登録されます。
自動付加番号にする場合
登録欄にカーソルをあわせ、  （自動付加）を押します。自動付加番号に「 」が表示されます。

サブアドレスを指定して電話をかける 〈サブアドレス設定〉

サブアドレスを指定して特定の電話機や通信機器を呼び出すように設定できます。
・ Vライブでコンテンツを選択するときにも利用します。

 1 メニューで［設定］→［発着信通話］→［発着信補助］→［サブアドレス設定］を選び 
 を押す

［ON］ ： 「 」以降をサブアドレスとして認識します。
［OFF］ ： 「 」以降をサブアドレスとして認識しません。

次ページにつづく
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 2 ［ON］/［OFF］を選び  を押す
サブアドレス設定が設定されます。
サブアドレスを指定して電話をかける場合
待受画面で電話番号＋  ＋サブアドレスの形式で入力し、  または  （テレビ電話）
を押します。

● サブアドレス設定を［ON］に設定していても、電話番号の先頭の「 」、発信時のオプション
発信画面のプレフィックス/国際プレフィックス/国番号で入力した番号の直後の「 」は、サ
ブアドレスの区切りとしては認識されず電話番号として認識されます。

途切れた通話を再接続するときのアラームを設定する 〈再接続アラーム音〉
音声電話、テレビ電話、プッシュトークの通話中に、トンネルやビルの陰などで電波
の状態が悪くなり通話が途切れても、そのあとすぐに電波の状態がよくなったときは
自動的に再接続します。通話を再接続しているときのアラーム音を設定できます。

 1 メニューで［設定］→［発着信通話］→［通話設定］→［再接続アラーム音］を選び  を押す
［高音］ ： アラーム音が高音で鳴ります。
［低音］ ： アラーム音が低音で鳴ります。
［OFF］ ： アラーム音は鳴りません。

 2 アラーム音の種類を選び  を押す
再接続中のアラーム音が設定されます。

● 電波が途切れている間、相手は無音状態になります。
● ご利用状態や電波の状態により再接続が可能な時間は異なります。目安としては約10秒間で、
再接続されるまでの時間も通話料がかかります。

周囲の騒音を抑えて通話を明瞭にする 〈ノイズキャンセラ〉

音声電話、テレビ電話の通話中や、伝言メモの応答メッセージ再生時の周囲の騒音を
抑えることができます。

 1 メニューで［設定］→［発着信通話］→［通話品質］→［ノイズキャンセラ］を選び  を押す
［ON］ ： 周囲の騒音を抑えます。
［OFF］ ： 周囲の騒音を抑えません。

 2 ［ON］/［OFF］を選び  を押す
ノイズキャンセラが設定されます。

車の中で手を使わずに話す 〈車載ハンズフリー〉

FOMA端末を車載ハンズフリーキット 01（別売）やカーナビなどのハンズフリー対応
機器と接続することにより、ハンズフリー対応機器から音声電話の発着信などの操作
ができます。
ハンズフリー対応機器の操作については、各ハンズフリー対応機器の取扱説明書をご
覧ください。なお、車載ハンズフリーキットをご利用時には、FOMA 車載ハンズフリー
接続ケーブル 01（別売）が必要です。
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● 着信時の画面表示や着信音などの動作は、FOMA端末の設定に従います。
● ハンズフリー対応機器から音を鳴らす設定にしている場合、FOMA端末でマナーモード設定
中や着信音量を［OFF］に設定中でもハンズフリー対応機器から着信音が鳴ります。

● FOMA端末とハンズフリー対応機器を接続しても、公共モード（ドライブモード）、伝言メモ
は通常どおり動作します。

● FOMA端末から音を鳴らす設定にしている場合、通話中にFOMA端末を閉じたときの動作
は通話中クローズ動作設定に従います。また、ハンズフリー対応機器から音を鳴らす設定に
している場合、通話中クローズ動作設定にかかわらず、FOMA端末を閉じても通話を継続し
ます。

● 車載ハンズフリーキット 01を利用中は、「 」が表示されます。市販の車載アダプタを利用中
は、「 」が表示されることがあります。

電話/テレビ電話を受ける
音声電話/テレビ電話がかかってくると、着信ランプの点滅、着信音、バイブレータ
などでお知らせします。着信時の動作は、着信設定やマナーモードなどの設定により
異なります。
例： 音声電話を受ける場合

 1 電話がかかってきたら  を押す

　緊急連絡です

着信中

通話中

通話時間　　　　　　０：０３

着もじ（P.58）

相手が電話番号を通知してきた場合は、電話番号が画面に表示されます。
テレビ電話を受けた場合
相手側に自分の画像が送信され、相手の声がスピーカーから聞こえる
ハンズフリーに切り替わります。

相手が電話番号を通知した場合
電話帳に登録していると、相手の電話番号と名前が表示されます。同
じ電話番号を複数の名前で電話帳に登録した場合、メモリ番号の若い
名前が表示されます。電話帳に登録した指定電話着信音、指定発着信
画像、指定電話ランプ色が動作します。

相手が電話番号を通知していない場合
その理由が表示されます。
非通知理由 内　容
非通知設定 発信者の意思により発信者番号を通知しないで発信した

場合
公衆電話 公衆電話などから発信した場合
通知不可能 海外からの着信や一般電話から各種転送サービスを経由

しての着信など、発信者番号を通知できない相手から発
信した場合（ただし、経由する電話会社により発信者番号
が通知されることもあります）

留守番電話サービスセンターに接続する場合
機能メニュー［留守番転送］を選択します。

転送先に転送する場合
機能メニュー［転送でんわ］を選択します。

着信を拒否する場合
機能メニュー［着信拒否］を選択します。

次ページにつづく
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 2 通話が終わったら  を押す

● 音声電話の場合、  の代わりに  （通話）を押しても応答できます。エニーキーアンサー
を［ON］に設定していると、  ～ 、 、  でも応答できます。（P.67）

● テレビ電話の場合、  の代わりに  （テレビ電話）を押しても応答できます。  （代替）
を押すと、代替画像で応答できます。（P.76）

● 着信中オープン動作設定を［応答する］に設定しているときは、FOMA端末を開くだけで音声
電話/テレビ電話に応答できます。（P.67）

● マナーモード設定中にテレビ電話がかかってきた場合、電話を受けるとハンズフリーをON
にするかどうかを確認する画面が表示されます。ハンズフリー通話しない場合は、［いいえ］
を選択してください。

● テレビ電話のハンズフリー機能は、あらかじめ［OFF］に設定することもできます。（P.77）
● 通話中に「ププ…ププ…」という音（通話中着信音）が聞こえることがあります。
 留守番電話サービス、転送でんわサービス、キャッチホンのいずれかをご契約いただき、通
話中着信動作選択を［通常着信］に設定すると、通話中に別の電話がかかってきたときに「プ
プ…ププ…」という通信中着信音が聞こえ、以下の動作が可能です。

 ＜ご契約の内容＞
 - 留守番電話サービス…… 留守番電話サービスセンターへ転送できます。
 - 転送でんわサービス…… 転送先へ転送できます。
 - キャッチホン…………… 通話中の電話を保留にし、かかってきた電話に応答できます。

音声電話/テレビ電話を切り替えて電話を受ける
電話をかけた側は、通話中に音声電話とテレビ電話を切り替えることができます。電
話をかけた側が音声電話からテレビ電話に切り替えた場合、電話を受けた側はカメラ
画像を送信するかどうかを選択できます。
・ 音声テレビ電話切り替え対応端末どうしでご利用いただけます。あらかじめテレビ電話切替
通知を［切替機能通知開始］に設定してください。（P.78）

例： 音声電話からテレビ電話に切り替えられた場合

 1 音声電話通話中に自画像送信確認画面が表示されたら［はい］を選び  を押す
テレビ電話切替中

　自分の画像を
　相手に表示して
　よろしいですか

　　　はい
　　　いいえ

切り替え中はアニメーションが表示され、電話を切り替える旨のガイダ
ンスが流れます。

［はい］ ： 相手側にカメラ画像が送信されます。
［いいえ］ ： 相手側にお買い上げ時に登録されている画像が送信されます。
テレビ電話から音声電話に切り替えられた場合
自動的に音声電話になります。音声電話に切り替わると、ハンズフリー
が［OFF］になります。

テレビ電話に切り替わると、相手側に自分の画像が送信され、相手の声
がスピーカーから聞こえるハンズフリーに切り替わります。
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ダイヤルボタンを押して電話に出られるようにする 〈エニーキーアンサー〉
音声電話やプッシュトークがかかってきたとき、  の代わりに、ダイヤルボタンを
押して応答できるように設定できます。

 1 メニューで［設定］→［発着信通話］→［発着信補助］→［エニーキーアンサー］を選び 
 を押す

［ON］ ：  ～ 、 、  でも音声電話やプッシュトークに応答できます。
［OFF］ ：  ～ 、 、  では音声電話やプッシュトークに応答できません。
  、  （通話）（プッシュトークの場合は 、 、  （応答））で応答します。

 2 ［ON］/［OFF］を選び  を押す
エニーキーアンサーが設定されます。

FOMA端末を開いて電話に出られるようにする 〈着信中オープン動作設定〉
音声電話、テレビ電話、プッシュトークを着信したときに、  の代わりにFOMA
端末を開くだけで応答できるように設定します。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［本体スライド設定］→［着信中オープン動作設定］を
選び  を押す
［応答する］ ： FOMA端末を開いて音声電話、テレビ電話、プッシュトークに応答できます。
［応答しない］ ： FOMA端末を開いても音声電話、テレビ電話、プッシュトークに応答できま

せん。

 2 ［応答する］/［応答しない］を選び  を押す
着信中オープン動作設定が設定されます。

通話中にFOMA端末を閉じたときの動作を設定する 〈通話中クローズ動作設定〉
音声電話やテレビ電話の通話中にFOMA端末を閉じて、通話を終了、保留または継続
にすることができます。また、プッシュトーク通信中にFOMA端末を閉じて、通信を
終了、継続またはハンズフリーに切り替えることができます。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［本体スライド設定］→［通話中クローズ動作設定］を
選び  を押す
通話中クロ－ス゛動作設定

音声電話／テレビ電話
　　　　　　通話継続
プッシュトーク
　　　スピーカー通話

［音声電話/テレビ電話］ ： 音声電話/テレビ電話の通話中にFOMA端末を
閉じたときの動作を設定します。

［プッシュトーク］ ： プッシュトーク通信中にFOMA端末を閉じた
ときの動作を設定します。（P.91）

 2 ［音声電話/テレビ電話］に通話中クローズ動作設定を選択する
［保留］ ： 通話を保留にします。FOMA端末と相手の両方にメロディ（浜辺の歌）が流れま

す。テレビ電話中は、お買い上げ時に登録されている画像が送信されます。
［ミュート］ ： 音声を消して通話を保留にします。テレビ電話中は代替画像が送信されます。（P.76）
［通話切断］ ： 通話を終了します。
［通話継続］ ： 通話を継続します。
音声電話/テレビ電話通話中の通話中クローズ動作設定が設定されます。

次ページにつづく
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● 平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）接続時は、通話中クローズ動作設定が無効となり、
FOMA端末を閉じても通話を継続します。テレビ電話中にFOMA端末を閉じた場合は代替
画像が送信されます。

相手と小さい声で話す 〈ささやき通話〉

音声電話の通話中、小さな声で話しても相手には普通の音量で聞こえるように設定し
ます。

 1 通話中に  を押す

ささやき通話　　　　１２：３４

通話中 ささやき通話に切り替わり、「ささやき通話」が表示されます。
解除する場合
もう一度  を押します。
・ 通話が終了すると、ささやき通話も解除されます。

自分の音声を相手に聞こえないようにする 〈通話中保留〉

音声電話、テレビ電話の通話中に保留にして、自分の声を相手に聞こえないようにで
きます。
・ 通話保留中でも、電話をかけた方には通話料がかかります。

 1 通話中に  （機能）を押し、［通話中保留］を選び  を押す
FOMA端末と相手の両方にメロディ（浜辺の歌）が流れます。テレビ電話中は、お買い上げ時
に登録されている画像が送信されます。
通話中保留を解除する場合

 を押します。

すぐに電話に出られないときに保留にする 〈応答保留〉

音声電話、テレビ電話がかかってきたときにすぐに出られない場合は、保留にできます。
・ 応答保留中でも、電話をかけた方には通話料がかかります。

例： 音声電話を応答保留にする場合

 1 電話がかかってきたら  （HLD）を押す

通話時間　　　　　　０：０３

応答保留 応答保留の状態になります。
相手には現在電話に出られない旨のガイダンスが流れます。テレビ電話
中は、お買い上げ時に登録されている画像が送信されます。
・ 応答保留中に  を押すと、保留中の電話が切れます。
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 2 電話に出られる状態になったら  を押す
保留が解除され、通話できます。

● 留守番電話サービス、転送でんわサービスをご契約の場合は、着信中に機能メニュー［留守
番転送］、［転送でんわ］を選択すると、サービスをご利用いただけます。

公共モード（ドライブモード）を利用する 〈公共モード（ドライブモード）〉

公共モードは、公共性の高い場所でのマナーを重視した自動応答サービスです。公共
モードを設定すると、電話をかけてきた相手に運転中もしくは通話を控える必要のあ
る場所（電車、バス、映画館など）にいるため電話に出られない旨のガイダンスが流れ、
通話を終了します。
・ 公共モードは「 」が表示されているときでも設定/解除できます。
・ 本機能は、データ通信中はご利用できません。

 1 待受画面で  （ ）を1秒以上押す
公共モードが設定され、「 」が表示されます。
・ マナーモードを同時に設定しているときは、公共モードの設定が優先
されます。

解除する場合
待受画面で  （ ）を1秒以上押します。公共モードが解除され、
「 」が消えます。

■ 公共モード（ドライブモード）を設定すると
・ 電話がかかってきても、着信音は鳴らず応答できません。不在着信の通知情報アイコンが表
示され、着信履歴に記録されます。電話をかけてきた相手には「ただいま運転中もしくは携
帯電話の利用を控えなければならない場所にいるため、電話に出られません。後ほどおかけ
直しください。」という公共モードのガイダンスが流れ、通話を終了します。

・ プッシュトーク着信しても、応答できません。不在着信の通知情報アイコンが表示され、着
信履歴に記録されます。複数の相手とのプッシュトーク通信の場合、相手のプッシュトーク
通信中画面に「運転中」と表示されます。

・ 通常どおり電話をかけることができます。
・ 次の音が鳴りません。また、バイブレータなども動作しません。

 - 着信音 - めざまし時計のアラーム音 - スケジュールアラーム音
 - 電池警告音 - 通話料金上限値通知アラーム音 - ｉアプリのソフト音
 - 充電確認音 - トルカ取得完了音 - 現在地確認音
 - 現在地通知音 - 位置提供/許可音 - 位置提供/確認音
・ 公共モード（ドライブモード）と各ネットワークサービスを同時に設定しているときの着信動
作については、ネットワークサービスと公共モード（ドライブモード/電源OFF）設定中の着
信動作（P.71）をご覧ください。
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公共モード（電源OFF）を利用する 〈公共モード（電源OFF）〉

公共モード（電源OFF）は、公共性の高い場所でのマナーを重視した自動応答サービス
です。公共モード（電源OFF）を設定すると、電源をOFFにしているときに着信した場
合、電話をかけてきた相手に電源を切る必要がある場所（病院、飛行機、電車の優先
席付近など）にいるため電話に出られない旨のガイダンスが流れ、通話を終了します。

 1       ＋  を押す
公共モード（電源OFF）が設定されます。（待受画面上の変化はありません）
解除する場合

      ＋  を押します。
設定内容を確認する場合

      ＋  を押します。

■ 公共モード（電源OFF）を設定すると
・ 電源OFF時、サービスエリア外、電波の届かない場所にいる場合、電話をかけてきた相手に
は「ただいま携帯電話の電源を切る必要がある場所にいるため、電話に出られません。後ほど
おかけ直しください。」という公共モード（電源OFF）のガイダンスが流れ、通話を終了します。

・ プッシュトーク着信しても応答できません。複数の相手とのプッシュトーク通信の場合、相
手のプッシュトーク通信中画面に「 不参加」と表示されます。

・ 公共モード（電源OFF）と各ネットワークサービスを同時に設定しているときの着信動作につ
いては、ネットワークサービスと公共モード（ドライブモード/電源OFF）設定中の着信動作
（P.71）をご覧ください。
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ネットワークサービスと公共モード（ドライブモード/電源OFF）設定中の着信動作
サービス名 音声電話を着信した場合 テレビ電話を着信した場合
留守番電話
サービス※1

公共モードのガイダンスが流れたあと、
留守番電話サービスセンターに接続され
ます。

公共モードの映像ガイダンスは流れず
に、留守番電話サービスセンターに接続
されます。

転送でんわ
サービス
※1※2

公共モードのガイダンスが流れたあと、
転送先に転送されます。

公共モードの映像ガイダンスは流れず
に、転送先に転送されます。転送先が
3G-324Mに準拠したテレビ電話に対応
していない場合は切断されます。

迷惑電話
ストップ
サービス

・ 相手を迷惑電話着信拒否に登録して
いる場合、接続できなかった旨のガイ
ダンスが流れたあと、切断されます。

・ 相手を迷惑電話着信拒否に登録して
いない場合、公共モードのガイダン
スが流れたあと、切断されます。

・ 相手を迷惑電話着信拒否に登録して
いる場合、接続できなかった旨の映
像ガイダンスが流れたあと、切断さ
れます。

・ 相手を迷惑電話着信拒否に登録して
いない場合、公共モードの映像ガイ
ダンスが流れたあと、切断されます。

番号通知
お願い
サービス

・ 相手が電話番号を通知していない場
合、番号通知お願いのガイダンスが
流れたあと、切断されます。

・ 相手が電話番号を通知している場合、
公共モードのガイダンスが流れたあ
と、切断されます。

・ 相手が電話番号を通知していない場
合、番号通知お願いの映像ガイダン
スが流れたあと、切断されます。

・ 相手が電話番号を通知している場合、
公共モードの映像ガイダンスが流れ
たあと、切断されます。

※1 留守番電話サービスの呼び出し時間または転送でんわサービスの呼び出し時間を0秒に設
定した場合、公共モードのガイダンスは流れず、着信履歴にも記録されません。

※2 電話をかけてきた相手に流れるガイダンスの有無は、転送でんわサービスの「1429」番で
設定できます。

不在着信を確認する 〈不在着信〉

かかってきた電話に出られなかったときや新着メールがあったときなどは、待受画面
に通知情報アイコン（P.32）が表示されます。
音声電話、テレビ電話、プッシュトーク、64Kデータ通信に応答できなかったときは、
待受画面に「 」が表示されます。電話がかかってきた日時と相手は着信履歴で確認で
きます。（P.55）

 1 待受画面で  （リンク）を押し、通知情報アイコンを選ぶ

着信あり　　　　　　１件

通知情報の文字情報が表示されます。
着信履歴を確認する場合
「 」（着信あり）を選択します。
通知情報アイコンを消す場合

 を1秒以上押します。着信履歴を表示しても「 」は消えます。

文字情報
通知情報アイコン
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電話に出られないときに用件を録音/録画する 〈伝言メモ/テレビ伝言メモ〉

伝言メモ・テレビ伝言メモを設定しておくと、電話に出られないときに相手のメッセー
ジを録音/録画します。
・ 伝言メモ、テレビ伝言メモそれぞれについて最大3件、1件につき約15秒まで録音/録画可能です。
伝言メモが3件録音されていると、伝言メモは動作しません。また、テレビ伝言メモが3件録画
されていると、テレビ伝言メモは動作しません。不要な伝言メモ/テレビ伝言メモを削除してく
ださい。

・ 公共モード（ドライブモード）設定中、伝言メモ/テレビ伝言メモは動作しません。

 1 待受画面で  を1秒以上押す
伝言メモ/テレビ伝言メモが設定され、「 」「 」が表示されます。
伝言メモ/テレビ伝言メモを解除する場合
待受画面で  を1秒以上押します。伝言メモ/テレビ伝言メモが解除
されます。

● 圏外のときは、伝言メモは動作しません。留守番電話サービス（有料）をご利用ください。

電話がかかってくると

通知情報アイコン
文字情報

ドコモ一郎

応答メッセージ再生中

新規伝言メモあり

設定した応答時間が経過すると、応答メッセージが相手に流れます。
相手と話す場合

 を押します。
テレビ電話がかかってきた場合
応答メッセージと応答画像が相手に流れます。相手と話す場合は、

 （テレビ電話）を押します。  （代替）を押すと代替画像で応答で
きます。

待受画面に「 」（新規伝言メモあり）または「 」（新規テレビ伝言メモあ
り）の通知情報アイコンが表示されます。
文字情報を表示する場合
待受画面で  （リンク）を押し、「 」または「 」にカーソルをあわ
せます。

伝言メモ/テレビ伝言メモを再生する場合
待受画面で  （リンク）を押し、「 」または「 」を選択します。

通知情報アイコンを消す場合
 を1秒以上押します。伝言メモ/テレビ伝言メモを再生しても「 」

「 」は消えます。
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伝言メモの動作を設定する

 1 待受画面で  を押し、［伝言メモ設定］を選び  を押す
伝言メモ設定

設定　　　　　　　ＯＦＦ
応答時間　　　　　０１３　秒
　　　　　　　（０００－１２０）
テレヒ゛伝言メモ応答画像
　　　　テレヒ゛電話動作中
テレヒ゛伝言メモ録画画像
　　　　テレヒ゛電話動作中

 2 ［応答時間］に伝言メモが応答するまでの時間を入力する
000～120秒の範囲で入力します。

 3 ［テレビ伝言メモ応答画像］にデータBOXのマイピクチャから応答時に送信する画
像を選択する
・ 設定可能なファイルは次のとおりです。

カテゴリ ファイル形式 ファイルサイズ 画像サイズ
マイピクチャ GIF/JPEG 50Kバイト以下 ［QCIF（横176×縦144）］以下

※ ファイル制限がある画像、フレーム画像などは設定できません。

 4 ［テレビ伝言メモ録画画像］にデータBOXのマイピクチャから録画時に送信する画
像を選択する
・ 設定可能なファイルは次のとおりです。

カテゴリ ファイル形式 ファイルサイズ 画像サイズ
マイピクチャ GIF/JPEG 50Kバイト以下 ［QCIF（横176×縦144）］以下

※ ファイル制限がある画像、フレーム画像などは設定できません。

 5  （完了）を押す
伝言メモの動作が設定されます。

 
● 留守番電話サービスまたは転送でんわサービスと伝言メモを同時に設定する場合、伝言メモ
を優先させるには、本機能の応答時間を留守番電話サービスまたは転送でんわサービスの呼
び出し時間よりも短く設定してください。
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着信中の電話に出られないときに用件を録音する 〈クイック伝言メモ〉
伝言メモを設定していなくても、音声電話やテレビ電話がかかってきたときに伝言メ
モを一時的に動作できます。
・ 伝言メモが3件録音されていると、電話がかかってきたときにクイック伝言メモは動作できま
せん。また、テレビ伝言メモが3件録画されていると、テレビ電話がかかってきたときにクイッ
ク伝言メモは動作できません。

 1 着信中に  を押す

ドコモ一郎

応答メッセージ再生中 応答メッセージが相手に流れます。
相手と話す場合

 を押します。
テレビ電話がかかってきた場合
応答メッセージと応答画像が相手に流れます。相手と話す場合は、

 （テレビ電話）を押します。  （代替）を押すと代替画像で応答で
きます。

伝言メモ・テレビ伝言メモ・音声メモを再生/削除する
録音された伝言メモ/テレビ伝言メモや音声メモ（P.369）は、再生したり削除したりで
きます。

伝言メモ・テレビ伝言メモ・音声メモを再生する

例：伝言メモを再生する場合

 1 待受画面で  を押し、［伝言メモ再生］を選び  を押す
伝言メモ再生

　　２／１２　　９：３５
　ドコモ一郎
　　２／　５　２２：００
　非通知設定
　　２／　５　　７：５０
　携帯あき子

テレビ伝言メモを再生する場合
待受画面で  を押し、［テレビ伝言メモ再生］を選択します。

音声メモを再生する場合
待受画面で  を押し、［音声メモ再生］を選択します。

電話番号を表示する場合
電話帳に登録されている場合は、電話番号の代わりに名前と電話番号
種別が表示されます。  を押すと、名前と電話番号の表示を一時的
に切り替えることができます。音声メモは切り替わりません。

 2 伝言メモを選び  （再生）を押す
伝言メモ再生

　　２／１２　　９：３５
　ドコモ一郎

伝言メモが再生されます。
再生を途中で停止する場合

 （停止）を押します。
前後の伝言メモを再生する場合
再生中に  で前の伝言メモ、  で次の伝言メモを再生できます。
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伝言メモ・テレビ伝言メモ・音声メモを削除する
録音できる件数は、伝言メモが3件、テレビ伝言メモが3件、音声メモが3件です。不
要な伝言メモ・テレビ伝言メモ・音声メモは削除してください。
例：伝言メモを1件削除する場合

 1 待受画面で  を押し、［伝言メモ再生］を選び  を押す
テレビ伝言メモを削除する場合
待受画面で  を押し、［テレビ伝言メモ再生］を選択します。

音声メモを削除する場合
待受画面で  を押し、［音声メモ再生］を選択します。

すべて削除する場合
機能メニュー［全件削除］を選択し、端末暗証番号を入力して［はい］を選択します。

 2 伝言メモを選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 3 ［1件削除］→［はい］を選び  を押す
伝言メモが削除されます。

キャラ電を利用する
テレビ電話で通話するときに、カメラ画像の代わりにキャラクタを送信できます。ダ
イヤルボタンを押してキャラクタを動かしたり、キャラクタによっては、送話口から
の音声に反応して口を動かしたりします。
・ お買い上げ時に登録されているキャラ電のアクション一覧については、P.302をご覧ください。

 1 待受画面で  （ ）を押し、［キャラ電］を選び  を押す
キャラ電一覧が表示されます。

 2 キャラ電を選び  （機能）を押し、［キャラ電発信］を選び  を押す
電話番号入力方法選択画面が表示されます。

 3 入力方法を選び  を押し、電話番号を入力する

 4  （テレビ電話）を押す

©SEGA

キャラ電を代替画像にしてテレビ電話がかかります。
全体アクションモードとパーツアクションモードを切り替える場合

 （切替）を押します。
アクション一覧を表示する場合

 （一覧）を押します。
プッシュ信号（DTMF）を送信するモードに切り替える場合
機能メニュー［DTMF送出モード］を選択します。

キャラ電のアクションを実行するモードに切り替える場合
機能メニュー［アクション入力モード］を選択します。

● プッシュ信号（DTMF）を送信するモードにすると、キャラ電のアクションが実行できなくな
ります。
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テレビ電話の動作を設定する 〈テレビ電話設定〉

テレビ電話中の画面表示を設定する
テレビ電話中のTV画像（大）とTV画像（小）に表示される画像を設定します。

 1 メニューで［設定］→［発着信通話］→［テレビ電話設定］→［テレビ電話画面設定］を
選び  を押す
［相手大自分小］ ： TV画像（大）に相手の画像、TV画像（小）に自分の画像を表示します。
［相手小自分大］ ： TV画像（大）に自分の画像、TV画像（小）に相手の画像を表示します。
［相手のみ］ ： TV画像（大）に相手の画像のみ表示します。
［自分のみ］ ： TV画像（大）に自分の画像のみ表示します。

 2 表示方法を選び  を押す
テレビ電話画面設定が設定されます。

相手側に送信する映像を設定する
テレビ電話をかけたときに相手にカメラ画像を送信するかどうか、また、カメラ画像
を送信しない場合の代替画像をマイピクチャまたはキャラ電から設定します。

 1 メニューで［設定］→［発着信通話］→［テレビ電話設定］→［送信画像設定］を選び 
 を押す

送信画像設定

自画像送信　　　　ＯＮ
代替画像
　　　　　　　　アイアイ

 2 ［自画像送信］に［ON］/［OFF］を選択する
［ON］ ： テレビ電話をかけたときに相手にカメラ画像を送信します。
［OFF］ ： テレビ電話をかけたときに相手に代替画像を送信します。

 3 ［代替画像］にデータBOXのマイピクチャ /キャラ電から代替画像を選択する
・ 設定可能なファイルは次のとおりです。

カテゴリ ファイル形式 ファイルサイズ 画像サイズ
マイピクチャ GIF/JPEG 50Kバイト以下 ［QCIF（横176×縦144）］以下
キャラ電 － 100Kバイト以下 －

※ ファイル制限がある画像、フレーム画像などは設定できません。
送信画像設定が設定されます。
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テレビ電話の画質を設定する
相手に送信する画像の画質を設定します。

 1 メニューで［設定］→［発着信通話］→［テレビ電話設定］→［送信画質設定］を選び 
 を押す

［画質優先］ ： 画質を重視して送信します。
［標準］ ： 画質と動きのバランスをとって送信します。
［動き優先］ ： 動きを重視して送信します。

 2 送信する画像の画質を選び  を押す
送信画質設定が設定されます。

テレビ電話がつながらなかったときに音声電話で再発信する
テレビ電話がつながらなかったとき、自動的に音声電話をかけ直します。テレビ電話
がつながったときは、音声電話で再発信しません。

 1 メニューで［設定］→［発着信通話］→［テレビ電話設定］→［音声自動再発信］を選び 
 を押す

［ON］ ： 音声電話をかけ直します。
［OFF］ ： 音声電話をかけ直しません。

 2 ［ON］/［OFF］を選び  を押す
音声自動再発信が設定されます。

● 音声電話で再発信した場合の通話料は、デジタル通信料ではなく通話料になります。

ハンズフリー機能を利用する
テレビ電話の通話中に、ハンズフリーを利用するかどうかを設定します。

 1 メニューで［設定］→［発着信通話］→［テレビ電話設定］→［ハンズフリー］を選び 
 を押す

［ON］ ： テレビ電話通話中、相手の声がスピーカーから聞こえます。
［OFF］ ： テレビ電話通話中、相手の声が受話口から聞こえます。

 2 ［ON］/［OFF］を選び  を押す
ハンズフリーが設定されます。

● 平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）接続時は、ハンズフリーの設定にかかわらず、イヤホ
ンマイクでの通話になります。

次ページにつづく
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ｉモード中にテレビ電話がかかってきたときの応答方法を設定する
ｉモード、メールの送受信などのパケット通信中にテレビ電話がかかってきた場合の
応答方法を設定します。

 1 メニューで［設定］→［発着信通話］→［テレビ電話設定］→［パケット通信中着信設
定］を選び  を押す
［テレビ電話優先］ ： テレビ電話を着信します。テレビ電話に応答すると、通信中のパケッ

ト通信を切断します。
［パケット通信優先］ ： テレビ電話の着信を拒否し、パケット通信を継続します。着信履歴に

は記録されます。
［留守番電話］ ： かかってきたテレビ電話を留守番電話サービスセンターに接続し

ます。
［転送でんわ］ ： かかってきたテレビ電話を転送先に接続します。

 2 ｉモード通信中にテレビ電話がかかってきたときの応答方法を選び  を押す
パケット通信中着信設定が設定されます。

音声電話とテレビ電話の切り替えについて設定する 〈テレビ電話切替通知〉
自分のFOMA端末が音声電話/テレビ電話の切り替えに対応していることを、相手に
通知するかどうかを設定します。
・ サービスエリア外や電波の届いていない場所や音声通話中、テレビ電話通話中は、設定できま
せん。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NWサービス］→［テレビ電話切替通知］を選び  
を押す
テレビ電話切替通知

切替機能通知開始
切替機能通知停止
切替通知設定確認

 2 ［切替機能通知開始］→［はい］を選び  を押す
通知しない場合
［切替機能通知停止］→［はい］を選択します。
設定内容を確認する場合
［切替通知設定確認］を選択します。
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プッシュトークとは
 を1秒以上押してプッシュトーク電話帳を呼び出し、相手を選んで  を押す

だけの簡単操作で複数の人（自分を含めて最大5人まで）と通信できます。  を押す
（発言する）ごとにプッシュトーク通信料が課金されます。
・ プッシュトークの詳細や対応機種については、ドコモのホームページまたは『ご利用ガイドブッ
ク（ネットワークサービス編）』をご覧ください。

プッシュトークプラス
自分も含め最大20人までとプッシュトーク通信ができるサービスです。ネットワーク上の共有
電話帳を利用したり、メンバーの状態を確認できたりするなど、より便利にプッシュトークを
ご利用いただけます。
※ 操作方法などの詳細については、お申し込み時にお渡しするご案内をご覧ください。
※ 別途プッシュトークプラスのご契約が必要です。

プッシュトーク通信中の画面の見かた

　　ドコモ一郎

プッシュトーク通信中

　○○○同好会
ドコモ一郎　　　　参加
ドコモ三郎　　　　参加
ドコモ二郎　　　　不参加
０９０ＸＸＸＸＸＸＸＸ　　　呼出中











  ： プッシュトーク通信中
  ： ハンズフリーON
 現在の発言者
 電話番号（電話帳に登録されている場合はメンバー名）を
表示

 ［自分］ ： 自分が発言者のとき（発言可能）
 ［非通知］ ： 発信者の番号通知設定が［非通知］のとき
 ［？］  ： 発言者が特定できないとき
 （表示なし） ： 発言者がいないとき（空き状態）
 グループ名
 グループ発信した発信者の画面にのみ表示
 メンバー
 電話番号（電話帳に登録されている場合はメンバー名）を
表示

 ［非通知］ ： 発信者の番号通知設定が［非通知］のとき
 通信状態
 参加 ： プッシュトークの発信者
 参加 ： プッシュトーク通信に参加中
 呼出中※ ： 相手を呼び出し中
 不参加※ ： 相手がプッシュトークを終了、または応答し

ない/圏外/電源OFF中
 運転中※ ： 公共モード（ドライブモード）設定中
※ 複数の相手とのプッシュトーク通信の場合のみ表示され
ます。
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プッシュトーク通信中の操作

操　作 ボタン操作
発言する 発言権が開放状態のときに  を押している間だけ発言できます。

他のメンバーが発言権を持っているときは、  を押しても発言権
を取得できません。

メンバーを追加する  （追加）を押します。プッシュトークを発信した場合のみ操作でき
ます。

ハンズフリーを切り替える  （ ）を押します。押すたびにON/OFFが切り替わります。
受話音量を調節する   を押します。
プッシュトークを終了する  を押します。
音声電話を受ける  を押します。（P.65）

音声電話を受けた場合、プッシュトーク通信は終了されます。
プッシュトーク中に音声電話がかかってきた場合の動作は設定でき
ます。（P.90）

● 1回の発言権で、お話しできる時間は制限があります。制限時間に達すると、取得中の発言
権は開放されます。また、一定時間発言権の取得者がいない場合はプッシュトーク通信が終
了します。

● プッシュトークの通信状態が変更されたり、発言権を取得すると信号音が鳴ります。
● プッシュトーク通信中、ｉモードはご利用になれません。
● 他の機能が起動している場合、発言権を取得することはできません。ただし、プッシュトー
クで発言中に他の機能が起動した場合、  を押している間は発言することができます。

● プッシュトーク通信中にテレビ電話、データ通信、プッシュトークを着信した場合、着信履
歴を残し、プッシュトークが継続されます。
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プッシュトーク発信する
・ 音声電話、テレビ電話、データ通信中、2in1のモードをBモードに設定中は、プッシュトーク
発信できません。

・ ｉモード通信中にプッシュトーク発信した場合、ｉモード通信が切断されます。また、ｉアプ
リ実行中にプッシュトーク発信した場合、ｉアプリが中断されます。

・ 2in1のBナンバーでプッシュトーク、プッシュトークプラスを利用することはできません。

 1 待受画面で電話番号を入力する
 2  を押す

　０９０ＸＸＸＸＸＸＸＸ

プッシュトーク発信中

　　自分

０９０ＸＸＸＸＸＸＸＸ　　　参加

プッシュトーク通信中

発信すると信号音がスピーカーから聞こえるハンズフリーに切り替わり
ます。

発言する場合
発言権が開放状態のときに  を押します。  を押している間だ
け発言できます。

 3 通信が終わったら  を押す

● プッシュトークでは、緊急通報（110番、119番、118番）に電話をかけることができません。
● 「186/184」を付けてプッシュトーク発信しても発信者番号を通知/非通知にすることはでき
ません。

● プッシュトーク発信するときの発信者番号の通知/非通知は、発信者番号通知設定に従いま
す。（P.45）

● 発信者番号通知設定を［通知する］に設定して発信した場合、追加したメンバーを含むすべて
のメンバーに発信者やすべてのメンバーの電話番号が通知されます。［通知しない］に設定し
て発信した場合、追加したメンバーを含むすべてのメンバーには、発言者やメンバーの欄に
すべて［非通知］と表示されます。

● オプション発信画面の番号通知で［通知発信］/［非通知発信］を指定してプッシュトーク発信
すると、選択した発信条件に従って発信者（自分）とすべてのメンバーの電話番号が、すべて
のメンバーに通知/非通知されます。

● プッシュトーク発信する際に、発信者番号通知設定と発信時にオプションで番号通知を同時
に設定したときの優先順位は次のとおりです。
1. 発信時のオプション発信画面で選択した発信条件
2. 発信者番号通知設定
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履歴からプッシュトーク発信する
リダイヤル、着信履歴からプッシュトーク発信できます。
・ 2in1利用時は、Bナンバーの履歴からはプッシュトーク発信できません。

例： 着信履歴からプッシュトーク発信する場合

 1 待受画面で  （ ）を押す
着信履歴画面が表示されます。

 2 着信履歴を選び  を押す
発信すると信号音が聞こえます。

● 複数でプッシュトーク通信中にメンバーの通信が切断された場合、他のメンバー間で通信が
継続している間は、リダイヤル/着信履歴からその通信に復帰できます。終了していた場合は、
新規の発信となります。

プッシュトーク通信中にメンバーを追加する
プッシュトークを発信した場合、プッシュトーク通信中にメンバーを追加することが
できます。メンバーは最大通信人数（自分を含めて最大5人）まで追加でき、不参加だっ
たメンバーを再度呼び出すこともできます。
例： プッシュトーク電話帳からメンバーを選択する場合

 1 プッシュトーク通信中に  （追加）を押す
追加方法選択画面が表示されます。
［Pトーク電話帳参照］ ： プッシュトーク電話帳から選択します。
［電話帳参照］ ： FOMA端末電話帳から選択します。
［直接入力］ ： 電話番号を直接入力します。

 2 ［Pトーク電話帳参照］を選び  を押す

携帯あき子
携帯なつ子
携帯はる子
ドコモ一郎
ドコモ二郎

メンバー グループからメンバーを選択する場合
 （グループ）を押し、グループを選択します。

 3 メンバーを選び  を押す
選択したメンバーに「 」が表示されます。

 4  （完了）を押す
追加メンバー参照画面が表示されます。

 5  （発信）を押す

　　自分

携帯あき子　　　　参加
ドコモ一郎　　　　参加
ドコモ二郎　　　　参加
携帯はる子　　　　呼出中

プッシュトーク通信中 選択したメンバーを呼び出します。

次ページにつづく
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● プッシュトーク通信中に追加したメンバーは、リダイヤル/着信履歴の詳細情報に表示されま
せん。

● プッシュトーク対応機種を使用している相手はメンバーに追加できます。ただし、非対応機
種では、画面上には追加したメンバーは表示されず、信号音も鳴りません。

プッシュトーク着信する
プッシュトーク着信すると、着信ランプの点滅、着信音、バイブレータなどでお知ら
せします。着信時の動作は、着信設定やマナーモードなどの設定により異なります。
・ 音声電話中にプッシュトーク着信した場合、プッシュトークはつながりません。不在着信の通
知情報アイコンが表示され、着信履歴に記録されます。テレビ電話、データ通信中にプッシュトー
ク着信した場合、プッシュトークはつながりません。着信履歴にも記録されません。

・ ｉモード通信中にプッシュトーク着信した場合、ｉモード通信中着信設定の設定に従います。

 1 プッシュトークを着信したら  または  を押す

　ドコモ一郎

　ドコモ三郎
　ドコモ二郎
　０９０ＸＸＸＸＸＸＸＸ

フ°ッシュトークＧｒ着信中

　　ドコモ二郎

ドコモ一郎　　　　参加
ドコモ三郎　　　　参加
ドコモ二郎　　　　参加
０９０ＸＸＸＸＸＸＸＸ　　　呼出中

プッシュトーク通信中

応答すると、相手の声がスピーカーから聞こえるハンズフリーに切り替
わります。
応答しない場合

 を押します。

画面にはメンバー名が表示されます。電話帳に登録されていないメンバー
の場合は、電話番号が表示されます。
・ プッシュトークの発信者が、発信者番号通知設定を［通知する］に設定
している場合は、すべてのメンバーのメンバー名/電話番号が表示され
ます。発信者が、発信者番号通知設定を［通知しない］に設定している
場合は、すべてのメンバーが「非通知」で表示されます。

発言する場合
発言権が開放状態のときに  を押します。  を押している間だ
け発言できます。

 2 通信が終わったら  を押す

●  または  の代わりに、  （応答）を押してもプッシュトークに応答できます。エニー
キーアンサーを［ON］に設定していると、  ～ 、 、  でもプッシュトークに応
答できます。（P.67） 着信中オープン動作設定を［応答する］に設定しているときは、FOMA
端末を開くだけでプッシュトークに応答できます。（P.67）

● プッシュトーク着信は応答保留できません。
● 着信拒否に登録している相手が発信したプッシュトークを着信した場合、着信拒否されます。
不在着信の通知情報アイコンが表示され、着信履歴に記録されます。
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プッシュトーク電話帳を登録する
プッシュトーク電話帳は、1,000件のメンバーを登録できます。
プッシュトーク電話帳に登録するメンバーは、FOMA端末電話帳にも登録する必要が
あります。FOMA端末電話帳データ1件につき電話番号1件のみをプッシュトーク電
話帳に登録できます。プッシュトーク電話帳のメンバー名には、FOMA端末電話帳で
登録した名前が表示されます。
・ 2in1のモードがBモードの場合、プッシュトーク電話帳は登録できません。
・ 2in1のモードがデュアルモードの場合、電話帳2in1設定が［B］に設定された電話帳データは、
プッシュトーク電話帳に登録できません。

・ 2in1のモードがAモードの場合、電話帳2in1設定が［B］に設定されたメンバーは表示されま
せん。

 1 待受画面で  を1秒以上押し、  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［新規］を選び  を押す
登録方法選択画面が表示されます。
［電話帳参照］ ： FOMA端末電話帳から選択します。
［直接入力］ ： FOMA端末電話帳にデータを新規登録してからプッシュトーク電話帳に登

録します。
・ FOMA端末電話帳登録（P.95操作3～6）と同じ操作を行ってください。

 3 ［電話帳参照］を選び  を押す
FOMA端末電話帳が表示されます。

 4 データ→電話番号を選び  を押す
　詳細 　設定　基本

ドコモ太郎
　０１５
　０９０ＸＸＸＸＸＸＸＸ

プッシュトーク電話帳に登録され、FOMA端末電話帳のデータに「 」が
表示されます。

● FOMA端末電話帳にシークレット登録した相手をプッシュトーク電話帳に登録した場合、
プッシュトーク電話帳に表示されません。表示する場合は、シークレット表示を［ON］に設
定してください。（P.141）

グループを設定する
グループに複数のメンバーを登録しておくと、登録した複数のメンバーに同時にプッ
シュトーク発信できます。
プッシュトーク電話帳のグループは20件まで登録できます。1件のグループには、メ
ンバーを19人まで登録できます。

次ページにつづく
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グループを登録する

 1 待受画面で  を1秒以上押し、  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［グループ設定］を選び  を押す
グループ設定画面が表示されます。
グループ番号を表示する場合
グループアイコンが登録されている場合は、グループ番号の代わりにグループアイコンが
表示されます。  を押すと、グループアイコンとグループ番号の表示を一時的に切り替
えることができます。

 3 グループを選び  を押す
グループ３編集

グループ名
　　　グループ３
アイコン

 4 ［グループ名］にグループ名を入力する
全角10文字、半角21文字以内で入力します。

 5 ［アイコン］にグループアイコンを選択する
 6  （完了）を押す

プッシュトーク電話帳のグループが設定されます。

グループにメンバーを登録する

 1 待受画面で  を1秒以上押し、  （グループ）を押す
グループリスト画面が表示されます。

 2 グループを選び  を押す
グループ内メンバーリスト画面が表示されます。

 3  （編集）を押す

携帯あき子
携帯なつ子
携帯はる子
ドコモ一郎
ドコモ二郎

メンバー選択　　　　４／１９

 4 メンバーを選び  を押す
選択したメンバーに「 」が表示されます。
メンバーの選択をすべて解除する場合

 （全解除）を押します。

 5  （完了）を押す
グループにメンバーが登録されます。
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プッシュトーク電話帳を利用してプッシュトーク発信する
プッシュトーク電話帳にメンバーを登録すると、複数のメンバーにプッシュトーク発
信できます。
・ 2in1のモードがBモードの場合、プッシュトーク電話帳は利用できません。
・ 2in1のモードがデュアルモードの場合、電話帳2in1設定が［B］に設定されたメンバーは利用で
きません。

 1 待受画面で  を1秒以上押し、メンバーを選び  を押す

携帯あき子
携帯なつ子
携帯はる子
ドコモ一郎
ドコモ二郎

メンバー 選択したメンバーに「 」が表示されます。
電話番号を表示する場合

 を押すと、名前と電話番号の表示を一時的に切り替えることがで
きます。

 2  を押す

　
　携帯あき子
　携帯はる子
　ドコモ一郎
　ドコモ二郎

フ°ッシュトークＧｒ発信中

　　自分

携帯あき子　　　　呼出中
携帯はる子　　　　参加
ドコモ一郎　　　　参加
ドコモ二郎　　　　参加

プッシュトーク通信中

発信すると信号音が聞こえます。

発言する場合
発言権が開放状態のときに  を押します。  を押している間だ
け発言できます。

 3 通信が終わったら  を押す

グループからプッシュトーク発信する

 1 待受画面で  を1秒以上押し、  （グループ）を押す

　○○○同好会
　△△△クラブ
　○△○愛好会
　グループ４
　グループ５
　グループ６
　グループ７
　グループ８
　グループ９
　グループ１０
　グループ１１
　グループ１２

グループ グループ番号を表示する場合
グループアイコンが登録されている場合は、グループ番号の代わりに
グループアイコンが表示されます。  を押すと、グループアイコン
とグループ番号の表示を一時的に切り替えることができます。

次ページにつづく



プ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ク

88

 2 グループを選び  を押す

　○○○同好会
　携帯あき子
　携帯はる子
　ドコモ一郎
　ドコモ二郎

フ°ッシュトークＧｒ発信中

　　自分

　○○○同好会
携帯あき子　　　　呼出中
携帯はる子　　　　参加
ドコモ一郎　　　　参加
ドコモ二郎　　　　参加

プッシュトーク通信中

発信すると信号音が聞こえます。
グループから特定のメンバーを選択して発信する場合
グループ→メンバーを選択し、  を押します。

発言する場合
発言権が開放状態のときに  を押します。  を押している間だ
け発言できます。

 3 通信が終わったら  を押す

● プッシュトークのグループに発信する場合、メンバーが5人以上登録されていても、発信で
きるのは4人までとなります。

プッシュトーク電話帳を削除する
プッシュトーク電話帳のメンバーは3とおりの方法で削除できます。
例： 1件ずつ削除する場合

 1 待受画面で  を1秒以上押す
複数選択して削除する場合
機能メニュー［削除］→［選択削除］を選択し、メンバーを複数選択して  （削除）を押し、［は
い］/［電話帳からも削除］を選択します。

すべて削除する場合
機能メニュー［削除］→［全件削除］を選択し、端末暗証番号を入力して［はい］/［電話帳から
も削除］を選択します。
・ 2in1利用時は、電話帳2in1設定のすべてのモードのメンバーを削除する旨の画面が表
示されます。［はい］を選択すると電話帳2in1設定のすべてのモードのメンバーが削除さ
れます。

グループをお買い上げ時の状態に戻す場合
 （グループ）を押し、グループにカーソルをあわせ、機能メニュー［グループリセット］

→［はい］を選択します。

 2 メンバーを選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 3 ［削除］→［1件削除］→［はい］を選び  を押す
選択したメンバーが削除されます。
FOMA端末電話帳からも削除する場合
［削除］→［1件削除］→［電話帳からも削除］を選択します。
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プッシュトーク電話帳を使いこなす 〈プッシュトークプラス〉

ネットワークに接続し、プッシュトークプラスを利用します。（P.80）
・ プッシュトークプラスをご契約のお客様のみ利用できます。

 1 待受画面で  を1秒以上押し、  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［ネットワーク接続］→［はい］を選び  を押す
ネットワークに接続されます。

プッシュトークの動作を設定する 〈プッシュトーク設定〉

自動応答するかどうかを設定する
プッシュトーク着信時に、ハンズフリーで自動応答するかどうかを設定します。

 1 メニューで［設定］→［アプリケーション設定］→［プッシュトーク設定］→［自動応答
設定］を選び  を押す
［自動応答する］ ： プッシュトークを着信したときにハンズフリーで自動的に応答します。

マナーモード設定中は自動応答しません。
［自動応答しない］ ： プッシュトークを着信したときに  または  などを押して応答し

ます。

 2 ［自動応答する］/［自動応答しない］を選び  を押す
自動応答設定が設定されます。

呼び出し時間を設定する
自動応答設定で［自動応答しない］に設定した場合、プッシュトークの着信音を鳴らす
時間を設定します。

 1 メニューで［設定］→［アプリケーション設定］→［プッシュトーク設定］→［呼出時間
設定］を選び  を押す
01～60秒の範囲で入力します。

 2 プッシュトークの着信音を鳴らす時間を入力する
呼出時間設定が設定されます。

次ページにつづく
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プッシュトーク通信中に音声電話がかかってきたときの応答方法を設定する
プッシュトーク通信中に音声電話がかかってきた場合の応答方法を設定します。

 1 メニューで［設定］→［アプリケーション設定］→［プッシュトーク設定］→［通信中着
信設定］を選び  を押す
［通常着信］ ： 音声電話を着信し、応答できます。
［着信拒否］ ： 音声電話の着信を拒否します。不在着信の通知情報アイコンが表示され、着

信履歴に記録されます。
［留守番電話］ ： かかってきた音声電話を留守番電話サービスセンターに接続します。
［転送でんわ］ ： かかってきた音声電話を転送先に接続します。

 2 プッシュトーク通信中に音声電話がかかってきたときの応答方法を選び  を
押す
通信中着信設定が設定されます。

ｉモード中にプッシュトークを着信するかどうかを設定する
ｉモード中またはｉモード通信中にプッシュトークを着信した場合、ｉモードを切断
してプッシュトークを着信するかどうかを設定できます。

 1 メニューで［設定］→［アプリケーション設定］→［プッシュトーク設定］→［ｉモード
通信中着信設定］を選び  を押す
［プッシュトーク優先］ ： プッシュトークを着信し、ｉモードを切断します。プッシュトーク

終了後に元の画面に戻ります。
［ｉモード優先］ ： プッシュトークを着信せず、ｉモードを継続します。着信履歴には

記録されません。

 2 優先する機能を選び  を押す
ｉモード通信中の優先機能が設定されます。

ハンズフリー機能を利用する
プッシュトーク通信中に、ハンズフリーを利用するかどうかを設定します。

 1 メニューで［設定］→［アプリケーション設定］→［プッシュトーク設定］→［ハンズフ
リー］を選び  を押す
［ON］ ： プッシュトーク通信中、相手の声がスピーカーから聞こえます。
［OFF］ ： プッシュトーク通信中、相手の声が受話口から聞こえます。

 2 ［ON］/［OFF］を選び  を押す
ハンズフリーが設定されます。

● 平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）接続時は、ハンズフリーの設定にかかわらず、イヤホ
ンマイクでの通話になります。

● マナーモード設定中は、ハンズフリーの設定にかかわらず、ハンズフリーでの応答はできま
せん。
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プッシュトーク通信中にFOMA端末を閉じたときの動作を設定する
プッシュトーク通信中にFOMA端末を閉じて、通信を終了またはハンズフリーに切り
替えることができます。通信を継続することもできます。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［本体スライド設定］→［通話中クローズ動作設定］→
［プッシュトーク］を選び  を押す
［通話継続］ ： プッシュトーク通信を継続します。
［スピーカー通話］ ： プッシュトーク通信中は、相手の声がスピーカーから聞こえます。
［終話］ ： プッシュトーク通信を終了します。

 2 通信中にFOMA端末を閉じたときの動作を選び  を押す
通話中クローズ動作設定が設定されます。

● 平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）接続時は、通話中クローズ動作設定が無効となり、
FOMA端末を閉じてもイヤホンマイクで通話を継続します。





93

電話帳

FOMA端末で使用できる電話帳について .........................................................................  94
FOMA端末電話帳に登録する ...........................................................〈FOMA端末電話帳登録〉 95
FOMAカード電話帳に登録する .....................................................〈FOMAカード電話帳登録〉 98
リダイヤルや着信履歴などから電話帳に登録する ..............................................................  99
グループを登録する ..................................................................................〈グループ設定〉 100
電話帳を表示する........................................................................................................  101
電話帳を検索する........................................................................................〈電話帳検索〉 102
電話帳の表示を設定する ..............................................................................〈電話帳設定〉 102
電話帳を修正する........................................................................................〈電話帳修正〉 103
電話帳を削除する........................................................................................〈電話帳削除〉 103
電話帳の登録状況を確認する ......................................................................〈登録件数確認〉 104
少ないボタン操作で電話をかける ........................................................〈ツータッチダイヤル〉 104
電話帳お預かりセンターに保存（復元・更新）する ............................〈電話帳お預かりサービス〉 105



電
話
帳

94

FOMA端末で使用できる電話帳について
FOMA端末では、さまざまな機能を設定できるFOMA端末電話帳、他のFOMA端末
でも利用できるFOMAカード電話帳の2種類の電話帳があります。お客様の用途にあ
わせて使い分けてください。
・ FOMA端末電話帳の登録データを利用して作成するプッシュトーク専用のプッシュトーク電話
帳も使用できます。（P.85）

各電話帳の登録内容は次のとおりです。
登録内容 FOMA端末電話帳 FOMAカード電話帳
件数 1,000件まで登録できます。 50件まで登録できます。
グループ グループ0～19に分類できます。 グループ0～10に分類できます。
電話番号
の登録

1件の電話帳につき3番号まで、電話帳全体で
3,000番号まで登録できます。
1つの番号をプッシュトーク電話帳に登録できます。

1件の電話帳につき1番号登録でき
ます。

［ 一般電話］［ 携帯電話1］のような9種類のア
イコンを選択できます。

アイコンは選択できません。「 」
が自動的に登録されます。

メール
アドレス
の登録

1件の電話帳につき3アドレスまで、電話帳全体で
3,000アドレスまで登録できます。
また、1アドレスにつきシークレットコードを1件
登録できます。

1件の電話帳につき1アドレス登録
できます。

［ 携帯メール1］［ 自宅メール］のような5種類
のアイコンを選択できます。

アイコンは選択できません。「 」
が自動的に登録されます。

画像の
登録

1件の電話帳につき指定発着信画像1件、指定代替
画像1件を登録できます。それぞれ電話帳全体で
1,000件まで登録できます。

画像は登録できません。

その他の
データの
登録

1件の電話帳につき名前、フリガナ、メモリ番号、
位置情報、郵便番号、住所、誕生日を1件登録で
きます。
また、1件の電話帳につき指定電話着信音、指定
メール着信完了音、指定電話ランプ色、指定メー
ルランプ色を1種類設定でき、シークレット登録
もできます。

1件の電話帳につき名前、フリガ
ナを1件登録できます。

グループ
の登録

1件のグループにつきグループ名、グループアイ
コンを1件登録できます。

1件のグループにつきグループ名
を1件登録できます。［ グループ
なし］のグループ名は変更できま
せん。また、アイコンは選択でき
ません。

1件のグループにつき指定発着信画像、指定電話
着信音、指定メール着信完了音、指定電話ランプ
色、指定メールランプ色を1種類登録できます。

設定できません。

・ お客様のFOMAカードを他のFOMA端末に取付けても、FOMAカード内の電話帳データを利
用できます。
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● 発着信画像、着信音、着信ランプの優先順位は、P.111をご覧ください。
● シークレット登録した相手から電話がかかってきたり、メールを受信すると、通常の着信音・
着信画像・着信ランプ色が動作し、名前は表示されません。シークレット登録した相手の設
定や、シークレット登録した相手が含まれるグループの設定を有効にする場合は、シークレッ
ト表示を［ON］に設定してください。

● 2in1利用時は、2in1のモードによって利用できる電話帳が自動的に切り替わります。電話
帳登録時には、2in1のモードに対応する電話帳2in1設定が自動的に登録されます。電話帳
2in1設定をデータやグループごとに変更することもできます。（P.399）

● ドコモショップなど窓口にて機種変更時などに新機種へ登録内容をコピーする場合、仕様に
よってはFOMA端末にコピーできないこともありますので、あらかじめご了承ください。

FOMA端末電話帳に登録する 〈FOMA端末電話帳登録〉

FOMA端末電話帳には1,000件のデータを登録できます。

 1 待受画面で  （ ）を押し、  （新規）を押す

 2 ［本体メモリ］を選び  を押す

　　０００
　　　グループなし

　　　一般電話

　　　携帯メール１ 

　　ＯＦＦ 

　詳細 　設定　基本 FOMAカード電話帳に登録する場合
［FOMAカード（UIM）］を選択します。（P.98）

 3 基本画面の各項目を登録する
アイコン 設定内容

名前を全角16文字、半角32文字以内で入力します。
名前を入力すると、フリガナが自動的に入力されます。
・ 修正する場合は、半角32文字以内で入力します。
メモリ番号を000～999の範囲で入力します。空いている最小のメモリ番号が自動
的に入力されています。名前/電話番号/メールアドレスを入力して変更できます。
グループを選択します。［ グループなし］が自動的に入力されています。名前/電
話番号/メールアドレスを入力して変更できます。
電話番号1番号につき26桁以内で入力します。ポーズ（P）、タイマー（T）、「＋」、「＃」、
サブアドレスの区切り（ ）を登録できます。
・ 先頭に「184」、「186」を付けて登録すると、SMSの宛先として電話番号を選択
しても送信できません。

電話番号種別アイコンを選択します。［ 一般電話］が自動的に入力されています。
電話番号を入力して変更できます。
メールアドレス1アドレスにつき半角の英数字・記号50文字以内で入力します。
・ メールの送信先がｉモード端末（mova端末含む）のときは、メールアドレスの@
以降を省略することもできます。

メールアドレス種別アイコンを選択します。［ 携帯メール1］が自動的に入力され
ています。メールアドレスを入力して変更できます。

次ページにつづく
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アイコン 設定内容
相手がメールアドレス（電話番号@docomo.ne.jp）にシークレットコードを登録し
ている場合、そのシークレットコードを入力します。メールを送信するときにその
シークレットコードが自動的に付加されます。
・ メールアドレスを「電話番号＋シークレットコード@docomo.ne.jp」と電話帳に
登録している場合は、シークレットコードを登録するとその相手にメール送信や
返信ができなくなります。メールアドレスを「電話番号@docomo.ne.jp」に変更
してから、シークレットコードを登録してください。

・ 入力したシークレットコードは「＊＊＊＊」で表示されます。シークレット表示を
［ON］に設定しているときのみ、数字で表示されます。
・ 自分のシークレットコードの登録については、『ご利用ガイドブック（ｉモード
＜FOMA＞編）』をご覧ください。

シークレット登録の［ON］/［OFF］を選択します。
・ シークレット登録した内容を表示する場合は、シークレット表示を［ON］に設定
します。

 4  を押し、詳細画面の各項目を登録する
アイコン 設定内容

音声電話/テレビ電話の発着信時、メールの受信直後、電話帳1件表示時に表示する
指定発着信画像を、データBOXのマイピクチャ /ｉモーションから選択または撮影
します。
・ 設定可能なファイルは次のとおりです。

カテゴリ ファイル形式 ファイルサイズ 画像サイズ
マイピクチャ GIF/JPEG 100Kバイト以下［QVGA（240×320）］以下
ｉモーション※ MP4 10Mバイト以下 ［VGA（640×480）］以下
※ ｉモーションによっては設定できないことがあります。

・ サイズの大きい画像は、表示に時間がかかる場合があります。
・ カメラで撮影する場合は、［カメラ］/［ムービー］を選択し、撮影します。（P.155、

170） 撮影できる画像サイズは次のとおりです。
静止画 ［QVGA（240×320）］以下
動画 ［VGA（640×480）］以下

・ 画像を指定しない場合は、［指定なし］を選択します。
・ 画像を確認する場合は、画像にカーソルをあわせ、  （見る/再生）を押します。
現在地確認、位置履歴、画像から位置情報を付加します。（P.277）位置情報を登録
すると「位置情報あり」が表示されます。
郵便番号を半角数字7桁以内で入力します。
住所を全角64文字、半角128文字以内で入力します。
誕生日を1900/01/01～2050/12/31の範囲で入力します。
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 5  を押し、設定画面の各項目を登録する
アイコン 設定内容

テレビ電話通話時に送信する指定代替画像を、データBOXのマイピクチャ /キャラ
電から選択します。
・ 設定可能なファイルは次のとおりです。

カテゴリ ファイル形式 ファイルサイズ 画像サイズ
マイピクチャ GIF/JPEG 50Kバイト以下 ［QCIF（176×144）］以下
キャラ電 － 100Kバイト以下 －

・ 代替画像を指定しない場合は、［指定なし］を選択します。送信画像設定（P.76）
で設定した代替画像または自分の画像が送信されます。

音声電話/テレビ電話の着信時、メールの受信直後に鳴動する指定電話着信音/指定
メール着信完了音をデータBOXのミュージック/ｉモーション/メロディから選択し
ます。
・ 設定可能なファイルは次のとおりです。着うた®は［ｉモーション］から選択でき
ます。
カテゴリ ファイル形式 ファイルサイズ 画像サイズ

ミュージック※ AAC-LC/
HE-AAC

5Mバイト以下 －

ｉモーション※ MP4 10Mバイト以下 ［VGA（640×480）］以下
メロディ SMF/MFi 350Kバイト以下 －
※ ファイルによっては設定できないことがあります。
［ミュージック］から再生範囲が指定されている着うたフル®を選択した場合、設
定方法選択画面が表示されます。［まるごと設定］を選択した場合は、着うたフル®

の曲全体が着信音に設定されます。［オススメ設定］を選択した場合は、着うたフ
ル®の指定された再生範囲が着信音に設定されます。

・ 着信音を指定しない場合は、［指定なし］を選択します。
・ 着信音を鳴らさない場合は、［サイレント］を選択します。
・ 着信音を確認する場合は、着信音にカーソルをあわせ、  （聞く/再生）を押します。
音声電話/テレビ電話の着信時、メールの受信直後に点滅する指定電話ランプ色/指
定メールランプ色を選択します。ランプ色にカーソルをあわせると、着信ランプが
点滅します。
・ ランプ色を指定しない場合は、［指定なし］を選択します。

 6  （完了）を押す
入力した内容がFOMA端末電話帳に登録されます。

● 指定発着信画像、指定着信音、指定ランプ色に［指定なし］を設定した場合、グループ設定に
登録されている発着信画像、着信音、ランプ色がそれぞれ動作します。グループ設定に登録
されていない場合は、着信設定（P.108）やアニメーション設定（P.120）に従います。

● 指定メール着信完了音に映像と音声が含まれるｉモーションを設定した場合、メールの受信
完了時にｉモーションの画像が表示されます。

● 指定発着信画像にｉモーションを設定した場合、音声電話/テレビ電話発信時にはアニメー
ション設定の画像が表示されます。

● 指定着信音にｉモーションや着うたフル®を設定したり、指定発着信画像にｉモーションを
設定した場合、設定内容が変更されることがあります。



電
話
帳

98

FOMAカード電話帳に登録する 〈FOMAカード電話帳登録〉

FOMAカード電話帳には50件のデータを登録できます。

 1 待受画面で  （ ）を押し、  （新規）を押す

 2 ［FOMAカード（UIM）］を選び  を押す

　　　グループなし

　　　　　基本 FOMA端末電話帳に登録する場合
［本体メモリ］を選択します。（P.95）

 3 各項目を登録する
アイコン 設定内容

名前を全角10文字、半角21文字以内で入力します。全角と半角が混在している場
合や半角カタカナが含まれている場合は、10文字までしか登録できません。
名前を入力すると、フリガナが自動的に入力されます。
・ 修正する場合は、全角カナ12文字、半角英数字25文字以内で入力します。全角
と半角が混在している場合は、12文字までしか登録できません。

グループを選択します。名前/電話番号/メールアドレスを入力すると、グループ 
［ グループなし］が自動的に入力されます。
電話番号を26桁（FOMAカードの種類によっては20桁）以内で入力します。
メールアドレスを半角の英数字・記号50文字以内で入力します。記号を入力した場
合は、最大入力文字数まで登録できないことがあります。
・ メールの送信先がｉモード端末（mova端末含む）のときは、メールアドレスの@
以降を省略することもできます。

 4  （完了）を押す
入力した内容がFOMAカード電話帳に登録されます。

● FOMA端末電話帳からコピーしたり、赤外線通信・ｉC通信などで受信したデータは、正し
く登録できないことがあります。
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リダイヤルや着信履歴などから電話帳に登録する
履歴に記録されている電話番号をそのまま電話帳に登録できます。
例：着信履歴をFOMA端末電話帳に新規登録する場合

 1 待受画面で  （ ）を押す
リダイヤルを登録する場合
待受画面で  （ ）を押します。

 2 着信履歴を選び  （登録）を押す
登録先選択画面が表示されます。

 3 ［通常電話帳］を選び  を押す
登録方法選択画面が表示されます。
プッシュトーク電話帳に登録する場合
［プッシュトーク電話帳］→プッシュトークの電話番号を選択します。

 4 ［新規登録］を選び  を押す
保存先選択画面が表示されます。
［追加登録］を選択した場合
電話帳から項目を追加登録するデータを選択します。

 5 ［本体メモリ］を選び  を押す
電話帳編集画面が表示されます。
FOMAカード電話帳に登録する場合
［FOMAカード（UIM）］を選択します。

 6 各項目を登録する
・ FOMA端末電話帳登録（P.95操作3～5）またはFOMAカード電話帳登録（P.98操作3）と同
じ操作を行ってください。

 7  （完了）を押す
登録した内容がFOMA端末電話帳に登録されます。
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グループを登録する 〈グループ設定〉

FOMA端末電話帳のグループは20件、FOMAカード電話帳のグループは10件登録で
きます。
・ FOMAカード電話帳の［ グループなし］は変更できません。

例： FOMA端末電話帳のグループを登録する場合

 1 電話帳で  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［グループ設定］を選び  を押す
グループ設定

　グループなし
　友達
　会社
　グループ３
　グループ４
　グループ５
　グループ６
　グループ７
　グループ８
　グループ９
　グループ１０
　グループ１１

グループ番号を表示する場合
グループアイコンが登録されている場合は、グループ番号の代わりに
グループアイコンが表示されます。  を押すと、グループアイコン
とグループ番号の表示を一時的に切り替えることができます。

グループを並べ替える場合
 （並べ替え）を押し、グループを選択し、移動先にカーソルをあわ

せて  （移動先）を押し、  （完了）を押します。

 3 グループを選び  を押す
　基本 　設定

　　グループなし

 4 ［ ］にグループ名を入力する
全角10文字、半角21文字以内で入力します。FOMAカード電話帳で全角と半角が混在して
いる場合や半角カタカナが含まれている場合は、10文字までしか登録できません。
・ FOMAカード電話帳の場合は操作7に進みます。

 5 ［ ］にグループアイコンを選択する

 6  を押し、指定発着信画像、指定着信音、指定ランプ色を登録する
・ FOMA端末電話帳登録（P.95操作3～5）の指定発着信画像、指定電話着信音/指定メール着
信完了音、指定電話ランプ色/指定メールランプ色の登録と同じ操作を行ってください。

 7  （完了）を押す
グループが設定されます。

● 電話帳登録とグループ設定の指定発着信画像、指定着信音、指定ランプ色を同時に設定して
いる場合は、電話帳登録の設定が優先されます。
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電話帳を表示する
電話帳からさまざまな操作を行うことができます。
例： FOMA端末電話帳を表示する場合

 1 待受画面で  （ ）を押す
か さ な は ま や らた

ドコモ一郎
ドコモ三郎
ドコモ二郎
ドコモ太郎

・ 2in1のモードがデュアルモードの場合、電話帳2in1設定を次のアイコ
ンで確認できます。

Aモード Bモード 共通

表示する電話帳を切り替える場合
機能メニュー［FOMAカードへ切替］/［本体へ切替］を選択します。
FOMAカード電話帳には「 」が表示されます。

表示形式を切り替える場合
 （表示切替）を押し、［あかさたな順］/［グループ順］/［メモリ番号

順］/［電話番号順］を選択します。
電話帳のデータをメールに添付する場合
データにカーソルをあわせ、機能メニュー［メール添付］を選択します。

電話をかける場合
データにカーソルをあわせ、  を押します。

 2 データを選び  を押す
　詳細 　設定　基本

ト゛コモタロウ
０１５
友達
０９０ＸＸＸＸＸＸＸＸ
ｄｏｃｏｍｏ．ｔａｒｏ．△△＠ｄｏｃｏ
ｍｏ．ｎｅ．ｊｐ
ＯＦＦ

ドコモ太郎

テレビ電話をかける場合
電話番号にカーソルをあわせ、  （テレビ電話）を押します。

プッシュトークを発信する場合
電話番号にカーソルをあわせ、  を押します。

メールを送信する場合
メールアドレスにカーソルをあわせ、  （メール）を押します。

発着信画像を確認する場合
 を押し、発着信画像にカーソルをあわせ、  （見る）を押します。

位置情報を利用する場合
 を押し、［ 位置情報あり］にカーソルをあわせ、  を押します。

位置情報の詳細を表示する場合
 を押し、［ 位置情報あり］にカーソルをあわせ、  （詳細）を押し

ます。
指定代替画像を確認する場合

 を押し、指定代替画像にカーソルをあわせ、  （見る）を押します。
着信音を確認する場合

 を押し、着信音にカーソルをあわせ、  （聞く）を押します。
着信ランプを確認する場合

 を押し、着信ランプにカーソルをあわせ、  （確認）を押します。
画像表示を切り替える場合

 を押すと、画像の表示/非表示を一時的に切り替えることができ
ます。

● 2in1のモードがデュアルモードのときは、発信時のオプション発信画面で発信番号を選択し
て電話をかけることができます。（P.60）
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電話帳を検索する 〈電話帳検索〉

電話帳でフリガナやメモリ番号、電話番号を入力して、目的のデータを直接探すこと
ができます。
例： 表示形式があいうえお順の場合

 1 待受画面で  （ ）を押す

 2 フリガナを入力する

ドコモ一郎
ドコモ三郎
ドコモ二郎
ドコモ太郎

タ　　　　　　　　カナＡａ１２

か さ な は ま や らた 1文字ずつ入力するたびに、最も近いフリガナのデータにカーソルが移動
します。
表示形式がグループ順の場合
フリガナを入力します。1文字ずつ入力するたびに、グループ内の最
も近いフリガナのデータにカーソルが移動します。

表示形式がメモリ番号順の場合
メモリ番号を入力します。1文字ずつ入力するたびに、最も近いメモ
リ番号のデータにカーソルが移動します。

表示形式が電話番号順の場合
電話番号を入力します。1文字ずつ入力するたびに、最も近い電話番
号のデータにカーソルが移動します。

電話帳の表示を設定する 〈電話帳設定〉

電話帳起動時に表示する電話帳の種類、文字サイズ、電話帳1件表示時の画像の有無
などを設定できます。

 1 電話帳で  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［電話帳設定］を選び  を押す
電話帳設定

起動時電話帳設定
　　本体電話帳
文字サイズ　　　　　　
　　　　　　　　　　中
画像表示設定
　　　画像表示する
画像保存／添付
　　　　　　　　有効

［起動時電話帳設定］ ： 電話帳を呼び出したときに表示する電話帳を選択
します。

［文字サイズ］ ： 電話帳の文字サイズを［超大］、［特大］、［大］、［中］
から選択します。

［画像表示設定］ ： 電話帳を1件表示するときに指定発着信画像に設
定した画像を表示するかどうかを選択します。

［画像保存/添付］ ： microSDメモリーカードに電話帳のデータを保
存するときや、メールに添付するときに、指定発
着信画像に設定した画像を保存するかどうかを選
択します。

 3 ［起動時電話帳設定］に［本体電話帳］/［FOMAカード電話帳］を選択する

 4 ［画像表示設定］に［画像表示する］/［画像表示しない］を選択する
 5 ［画像保存/添付］に［有効］/［無効］を選択する
［有効］ ： 画像を保存します。
［無効］ ： 画像を保存しません。
電話帳設定が設定されます。
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電話帳を修正する 〈電話帳修正〉

 1 電話帳でデータを選び  を押す

 2  （修正）を押す
電話帳編集画面が表示されます。

 3 各項目を修正する
・ FOMA端末電話帳登録（P.95操作3～5）またはFOMAカード電話帳登録（P.98操作3）と同
じ操作を行ってください。

 4  （完了）を押す
修正した内容が電話帳に登録されます。

電話帳を削除する 〈電話帳削除〉

電話帳のデータは3とおりの方法で削除できます。
・ 電話番号順に表示設定している場合、［1件削除］および［選択削除］は選択できません。

例：1件ずつ削除する場合

 1 待受画面で  （ ）を押す

ドコモ一郎
ドコモ三郎
ドコモ二郎
ドコモ太郎

か さ な は ま や らた 複数選択して削除する場合
機能メニュー［削除］→［選択削除］を選択し、データを複数選択して 

 （完了）を押し、［はい］を選択します。
・ データ選択画面で1文字ずつ入力するたびに、最も近いフリガナま
たはメモリ番号のデータにカーソルが移動します。

電話帳をすべて削除する場合
機能メニュー［削除］→［全件削除］を選択し、端末暗証番号を入力して
［はい］を選択します。

 2 データを選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 3 ［削除］→［1件削除］→［はい］を選び  を押す
選択したデータが削除されます。

● 削除するデータがプッシュトーク電話帳に登録されている場合は、プッシュトーク電話帳か
らも削除されます。FOMA端末電話帳の全件削除を行うと、プッシュトーク電話帳のグルー
プ設定がお買い上げ時の状態に戻ります。
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電話帳の登録状況を確認する 〈登録件数確認〉

FOMA端末電話帳やFOMAカード電話帳に登録されているデータの件数およびシー
クレット登録されているデータの件数を確認できます。

 1 電話帳で  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［登録件数確認］を選び  を押す
登録件数確認

登録メモリ　　　　　４５０
シークレット登録　　　５
ＦＯＭＡカート゛登録メモリ　　　２０

［登録メモリ］ ： FOMA端末電話帳に登録されているデー
タの件数（シークレット登録件数を含む）

［シークレット登録］ ： FOMA端末電話帳にシークレット登録さ
れているデータの件数（シークレット表示
を［ON］に設定しているときのみ表示され
ます）

［FOMAカード登録メモリ］ ： FOMAカード電話帳に登録されている
データの件数

少ないボタン操作で電話をかける 〈ツータッチダイヤル〉

メモリ番号000～009に登録されている相手には、簡単に電話をかけることができま
す。よくかける電話番号は、メモリ番号の000～009に登録しておくと便利です。
・ シークレット表示を［OFF］に設定しているとき、シークレット登録されている電話番号へは、
ツータッチダイヤルで電話をかけることはできません。

例：メモリ番号001で登録されている相手に電話をかける場合

 1 待受画面でメモリ番号の下1桁（0～9）を入力する
メモリ番号に登録されているデータを確認する場合
メモリ番号（1桁または2桁）を入力し、  または  を押します。入力
したメモリ番号の一覧が表示されます。

 2  を押す
約5秒経過すると、メモリ番号001に登録されている相手の1件目の電話番号に電話がかかり
ます。
テレビ電話をかける場合

 （テレビ電話）を押します。
メールを送信する場合

 （メール）を押します。
SMSを送信する場合

 （メール）を1秒以上押します。

● メモリ番号010～099で登録されている相手へは、メモリ番号の下2桁（10～99）を入力して
電話をかけたりメール/SMSを送信したりすることができます。
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電話帳お預かりセンターに保存（復元・更新）する 〈電話帳お預かりサービス〉
電話帳お預かりサービスを利用してFOMA端末電話帳をお預かりセンターに保存でき
ます。保存した電話帳はお預かりセンターに接続して、更新/復元できます。
・ 本サービスはお申し込みが必要な有料サービスです。サービスの詳細は、『ご利用ガイドブック
（ｉモード＜FOMA＞編）』をご覧ください。
・ FOMAカード電話帳は保存できません。

電話帳を保存/更新/復元する

 1 メニューで［LifeKit］→［電話帳お預かりサービス］→［お預かりセンターに接続］
を選び  を押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。
電話帳からお預かりセンターに接続する場合
電話帳で機能メニュー［お預かりセンター接続］を選択します。

 2 端末暗証番号を入力し、  （OK）を押す
お預かりセンター接続確認画面が表示されます。

 3 ［はい］を選び  を押す
お預かりセンターに接続され、データの更新が実行されます。更新が完了すると更新結果画
面が表示されます。

● 他の機能を起動している場合、電話帳の自動更新に失敗することがあります。この場合、待
受画面に「 」（電話帳更新失敗）が表示されます。

電話帳の画像を送信するかどうかを設定する
電話帳に登録している指定発着信画像（JPEG画像/GIF画像）をお預かりセンターに送
信するかどうかを設定できます。

 1 メニューで［LifeKit］→［電話帳お預かりサービス］→［お預かりサービス設定］を
選び  を押す
お預かりサービス設定画面が表示されます。

 2 ［電話帳画像送信設定］に［送信する］/［送信しない］を選択する
電話帳画像送信設定が設定されます。

通信履歴を表示する
お預かりセンターとの通信履歴を30件まで記録できます。
・ 通信履歴が30件を超えると、古い履歴から順番に上書きされます。

 1 メニューで［LifeKit］→［電話帳お預かりサービス］→［通信履歴表示］を選び  
を押す
通信履歴表示画面が表示されます。

 2 履歴を選び  を押す
更新結果画面が表示されます。
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電話やメール着信時の音/画像/ランプなどを設定する 〈着信設定〉
音声電話、テレビ電話、プッシュトークを着信したときやメールを受信したときなど
着信の種類ごとに、着信音、着信音量、着信画像、バイブレータ、着信ランプの色を
設定できます。
例： メール着信を設定する場合

 1 メニューで［設定］→［発着信通話］→［着信設定］を選び  を押す
着信設定

電話着信
テレビ電話着信
プッシュトーク着信
メール着信
メッセージＲ着信
メッセージＦ着信

 2 ［メール着信］を選び  を押す
メール着信

＜着信中設定＞
着信中画像
　　　Ｗｈｉｔｅ　Ｓｃｒａｐｂｏｏｋ
＜着信完了設定＞
着信完了画像
　　　Ｗｈｉｔｅ　Ｓｃｒａｐｂｏｏｋ
着信完了音
　　　　　　　着信音１
着信完了音量　　　　４
バイブレータ　　　ＯＦＦ
ランプ色　　　　　Ｃ９
鳴動時間設定　　　０４秒

テレビ電話着信の場合
［電話着信に連動］に［ON］を選択すると、電話着信の設定に従います。
メッセージR着信/メッセージF着信の場合
［メール着信に連動］に［ON］を選択すると、メール着信の設定に従い
ます。

 3 ［着信中画像］にデータBOXから画像を選択する
・ 設定可能なファイルは次のとおりです。
 電話着信・テレビ電話着信

カテゴリ ファイル形式 ファイルサイズ 画像サイズ
マイピクチャ GIF/JPEG 250Kバイト以下 ［待受（480×864）］以下、

GIFアニメは横480×縦288以下
SWF 100Kバイト以下 －

ｉモーション※ MP4 10Mバイト以下 ［VGA（640×480）］以下

 メール着信・メッセージR着信・メッセージF着信
カテゴリ ファイル形式 ファイルサイズ 画像サイズ

マイピクチャ GIF/JPEG 250Kバイト以下 ［待受（480×864）］以下、
GIFアニメは横480×縦288以下

SWF 100Kバイト以下 －

※ ｉモーションによっては設定できないことがあります。
着信画像を確認する場合
着信画像にカーソルをあわせ、  （見る/再生）を押します。
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 4 ［着信完了画像］にデータBOXから画像を選択する
・ 設定可能なファイルは次のとおりです。

カテゴリ ファイル形式 ファイルサイズ 画像サイズ
マイピクチャ GIF/JPEG 250Kバイト以下 ［待受（480×864）］以下、

GIFアニメは横480×縦288以下
SWF 100Kバイト以下 －

着信完了画像を確認する場合
着信完了画像にカーソルをあわせ、  （見る）を押します。

 5 ［着信完了音］にデータBOXのミュージック/ｉモーション/メロディから着信音を
選択する
・ 設定可能なファイルは次のとおりです。着うた®は［ｉモーション］から選択できます。

カテゴリ ファイル形式 ファイルサイズ 画像サイズ
ミュージック※ AAC-LC/

HE-AAC
5Mバイト以下 －

ｉモーション※ MP4 10Mバイト以下 ［VGA（640×480）］以下
メロディ SMF/MFi 350Kバイト以下 －

※ ファイルによっては設定できないことがあります。映像のみのｉモーションは設定で
きません。プッシュトーク着信は音声のみのｉモーション（歌手の歌声など映像のない
ｉモーション）のみ設定できます。

［ミュージック］から再生範囲が指定されている着うたフル®を選択した場合
設定方法選択画面が表示されます。［まるごと設定］を選択した場合は、着うたフル®の曲全
体が着信音に設定されます。［オススメ設定］を選択した場合は、着うたフル®の指定された
再生範囲が着信音に設定されます。

着信音を鳴らさない場合
［サイレント］を選択します。
着信音を確認する場合
着信音にカーソルをあわせ、  （聞く/再生）を押します。

 6 ［着信完了音量］に着信音の音量を設定する
［OFF］、［1～6］から選択します。
・ 電話着信・テレビ電話着信・プッシュトーク着信の場合、［STEP DOWN］、［STEP UP］
を設定できます。［STEP DOWN］は約6秒ごとに音が小さくなり、［STEP UP］は約6秒ご
とに音が大きくなります。

［OFF］に設定する場合
レベル1で  を押します。電話着信を［OFF］に設定した場合は「 」、メール着信を［OFF］
に設定した場合は「 」、電話着信とメール着信の両方を［OFF］に設定した場合は「 」が待
受画面に表示されます。

次ページにつづく
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 7 ［バイブレータ］に振動パターンを設定する
バイブレータ選択

　　　パターン１
　　　パターン２
　　　メロディ連動
　　　ＯＦＦ

［パターン1］ ： 振動/停止を繰り返します。
［パターン2］ ： 長めの振動/停止を繰り返します。
［メロディ連動］ ： メロディのバイブレータパターンにあわせて振動しま

す。着信音を［サイレント］に設定している場合やバイ
ブレータパターンが指定されていないメロディの場合
は、［パターン1］で振動します。

［OFF］ ： バイブレータを設定しません。
電話着信のバイブレータを設定した場合は「 」、メール着信のバイブレー
タを設定した場合は「 」、電話着信とメール着信の両方のバイブレータ
を設定した場合は「 」が待受画面に表示されます。
振動を確認する場合
振動パターンにカーソルをあわせ、  （確認）を押します。

 8 ［ランプ色］にランプ色を選択する
12色のランプ色、［C13:ALL］（12色が順番に点滅）から選択します。
カーソルをあわせると、着信ランプが点滅します。

 9 ［鳴動時間設定］を選び  を押す
・ 鳴動時間設定は、メール着信・メッセージR着信・メッセージF着信に設定できます。

 10 ［設定］に着信音の［ON］/［OFF］を選択する

 11 ［鳴動時間］に着信音を鳴らす時間を入力する
01～30秒の範囲で入力します。

 12  （完了）を押す
鳴動時間設定が設定されます。

■ プリインストールメロディ一覧
曲　名 曲　名 曲　名

着信音1～5 Cuckoo Clock ※ Pilsner
Symphony ※ School Chime Brilliance ※
Tsuki ※ Ecosound ※ Typewriter ※
Pavane Elevator Vibe x Vibe
Raindrop ※ Giant Gong Get Many Bananas!
Forest ※ Whistle ※

※ 3Dサウンド対応（P.111）

■ プリインストールミュージック一覧
曲　名

Active
Cat
Natural Life
Stylish
What Can U Do
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● 音声電話/テレビ電話/メールの着信音、着信画像、着信ランプ色が複数設定されている場合、
優先順位は次のとおりです。

 1. 電話番号設定の着信音（マルチナンバーの付加番号に電話がかかってきた場合）
 2. 電話帳登録の指定着信音、指定発着信画像、指定ランプ色
 3. グループ設定の指定着信音、指定発着信画像、指定ランプ色
 4. 2in1のBナンバー着信設定の着信音
 5. 着信設定の着信音、着信画像、ランプ色
 ただし、着信音にｉモーションや着うたフル®を設定したり、着信画像にｉモーションを設
定した場合、優先順位が異なることがあります。

● 着信音量は着信中も調節できます。どちらで調節しても最後に設定した音量になります。
● 着信音にｉモーションや着うたフル®を設定したり、着信画像にｉモーションを設定した場
合、設定内容が変更されることがあります。

FOMA端末の音を設定する 〈本体音設定〉

ボタンロック解除時や充電を開始/完了したときの効果音のON/OFF、3Dサウンドを
ステレオスピーカーから再生するかどうか、ボタン確認音の音量を設定できます。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［本体音設定］を選び  を押す
本体音設定

ボタン確認音量　　　１
ボタンロック解除音
　　　　　　　　　ＯＮ
ステレオ・３Ｄサウンド
　　　　　　　　　ＯＮ
充電確認音　　　　ＯＮ

［ボタン確認音量］ ： ボタンを押したときに鳴るボタン確認音の
音量を設定します。

［ボタンロック解除音］ ： ボタンロックを解除するときに効果音を鳴
らすかどうかを設定します。

［ステレオ・3Dサウンド］ ： 3Dサウンドを3次元の立体音響でステレオ
スピーカーから再生するかどうかを設定し
ます。

［充電確認音］ ： 充電開始時/完了時に効果音を鳴らすかどう
かを設定します。

 2 ［ボタン確認音量］にボタン確認音の音量を設定する
［OFF］、［1～2］から選択します。

 3 ［ボタンロック解除音］に［ON］/［OFF］を選択する

 4 ［ステレオ・3Dサウンド］に［ON］/［OFF］を選択する

 5 ［充電確認音］に［ON］/［OFF］を選択する
FOMA端末の音が設定されます。

● ボタンロック解除音、充電確認音は、他の音が鳴っている場合など鳴らないことがあります。
● 3Dサウンド機能とは、ステレオスピーカー（または平型ステレオイヤホンセット（別売））を
使用して、立体的に広がりのある音や空間的に移動する音を作り出す機能です。3Dサウン
ド対応のｉアプリによるゲームや着信音を臨場感あふれるサウンドでお楽しみいただけま
す。本機能は、FOMA端末を約40cm（個人差があります）離し、正面になるように持ったと
きに効果が現れます。左右にずらしたり、距離が適切でない場合は、効果が薄れてしまいま
すのでご注意ください。立体感の感じかたには個人差があります。違和感を感じる場合は、
ステレオ・3Dサウンドを［OFF］に設定してください。



音
／
画
面
／
照
明
設
定

112

相手の声の音量を調節する 〈受話音量〉

音声電話、テレビ電話、プッシュトーク中の相手の声の大きさをレベル1（最小）～レ
ベル6（最大）の6段階に調節できます。

 1 メニューで［設定］→［発着信通話］→［通話設定］→［受話音量］を選び  を押す
受話音量画面が表示されます。

 2   で音量を調節し、  （OK）を押す
［1～6］から選択します。
受話音量が設定されます。

● 通話中に   を押しても、音量を調節できます。どちらで調節しても、最後に設定した音
量になります。

Flash再生時の音量を調節する 〈効果音設定〉

Flash画像を再生したときの音の大きさをOFF（消音）、レベル1（最小）～レベル6（最
大）の7段階に調節できます。

 1 ｉモードメニューで［ｉモード設定］→［効果音設定］を選び  を押す

 2 効果音の音量を設定する
［OFF］、［1～6］から選択します。
Flash再生時の音量が設定されます。

● Flash画像（P.189）再生中に機能メニュー［効果音設定］を選択しても、音量を調節できます。
● Flash画像によっては、効果音が鳴らないものもあります。

ｉアプリ実行中の音量を調節する 〈ソフト音量設定〉

ｉアプリ実行中の音の大きさをOFF（消音）、レベル1（最小）～レベル6（最大）の7段階
に調節できます。

 1 メニューで［ｉアプリ］→［ｉアプリ設定］→［ソフト音量設定］を選び  を押す
ソフト音量設定画面が表示されます。

 2 ソフトの音量を設定する
［OFF］、［1～6］から選択します。
ｉアプリ実行中の音量が設定されます。
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ｉアプリの音を優先するかどうかを設定する 〈ｉアプリ再生音優先設定〉
ミュージックプレーヤーとｉアプリを同時に起動しているときに、ｉアプリの音を優
先するかどうかを設定できます。

 1 メニューで［ｉアプリ］→［ｉアプリ設定］→［ｉアプリ再生音優先設定］を選び  
を押す

 2 ［優先する］/［優先しない］を選び  を押す
［優先する］ ： ｉアプリの音が聞こえます。
［優先しない］ ： ミュージックプレーヤーやMusic&Videoチャネルの音が聞こえます。

● ｉアプリ再生音優先設定を［優先する］に設定していても、ｉアプリの音が鳴らない場合があ
ります。

● ミュージックプレーヤーやMusic&Videoチャネルの音が出ていない場合、［優先しない］に
設定してもｉアプリの音が鳴ります。

GPS機能利用時の音/ランプを設定する
現在地確認、現在地通知、位置情報を通知・確認したときに鳴る音の大きさ、バイブレー
タ、着信ランプの動作を設定できます。
例：現在地確認の音/ランプを設定する場合

 1 メニューで［LifeKit］→［GPS］→［GPS設定］→［音/ランプ設定］を選び  を押す
音／ランプ設定

現在地確認
現在地通知
位置提供／許可
位置提供／確認

［現在地確認］ ： 現在地確認を行ったときの動作を設定します。
［現在地通知］ ： 現在地通知を行ったときの動作を設定します。
［位置提供/許可］ ： サービスごとの利用設定が「許可」のときに、位置情報

の提供を要求されたときの動作を設定します。
［位置提供/確認］ ： サービスごとの利用設定が「毎回確認」のときに、位置

情報の提供を要求されたときの動作を設定します。

 2 ［現在地確認］を選び  を押す
現在地確認

音量　　　　　　　　ＯＦＦ
バイブレータ　　　ＯＦＦ
ランプ　　　　　　ＯＮ

 3 ［音量］に音の音量を設定する
［OFF］、［1～6］から選択します。
［OFF］に設定する場合
レベル1で  を押します。

 4 ［バイブレータ］にバイブレータの［ON］/［OFF］を選択する

 5 ［ランプ］に着信ランプの［ON］/［OFF］を選択する
・ 現在地確認、現在地通知に設定できます。

 6  （完了）を押す
GPS機能利用時の音/ランプが設定されます。



音
／
画
面
／
照
明
設
定

114

通話が切れそうなときにアラームで知らせる 〈音声通話品質アラーム〉

音声電話の通話中に電波の状態が悪くて通話が切れてしまいそうなとき、アラーム音
を鳴らして事前にお知らせすることができます。

 1 メニューで［設定］→［発着信通話］→［通話品質］→［音声通話品質アラーム］を選び 
 を押す

［高音］ ： アラーム音が高音で鳴ります。
［低音］ ： アラーム音が低音で鳴ります。
［OFF］ ： アラーム音は鳴りません。

 2 アラーム音の種類を選び  を押す
音声通話品質アラームが設定されます。

● 急に電波状態が悪くなった場合は、アラーム音が鳴らずに通話が切れてしまうことがあり
ます。

イヤホンだけから着信音を鳴らす 〈イヤホン切替設定〉

平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）を接続した場合、着信音の鳴る場所を設定でき
ます。着信音だけではなく、めざまし時計/スケジュールのアラーム音なども設定し
た場所から鳴ります。
・ 音声電話、テレビ電話、プッシュトークの着信音は［イヤホンのみ］に設定しても、約20秒経過
するとイヤホンとスピーカーの両方から鳴ります。

 1 メニューで［設定］→［発着信通話］→［イヤホン設定］→［イヤホン切替設定］を選び 
 を押す

［イヤホンのみ］ ： イヤホンからのみ鳴ります。
［イヤホン＋スピーカー］ ： イヤホンとスピーカーの両方から鳴ります。

 2 ［イヤホンのみ］を選び  を押す
イヤホンからのみ鳴るようになります。
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呼び出し音を変える 〈メロディコール設定〉

電話をかけてきた相手に流す呼出音を、季節感のあるメロディや人気の楽曲などに変
更できます。
・ 本サービスはお申し込みが必要な有料サービスです。サービスの詳細は『ご利用ガイドブック
（ネットワークサービス編）』をご覧ください。

 1 メニューで［設定］→［発着信通話］→［メロディコール設定］を選び  を押す
サイト接続確認画面が表示されます。

 2 ［はい］を選び  を押す
メロディコールのサイトに接続されます。

 3 各項目を設定する
・ 設定方法については、『ご利用ガイドブック（ネットワークサービス編）』をご覧ください。

● テレビ電話、プッシュトークから発信された場合は、メロディコールは流れません。
● メロディコール設定を選択すると、 ｉモードサイトに接続され、パケット通信料がかかりま
す。ただし、設定サイトのパケット通信料は無料です。

電話から鳴る音を消す 〈マナーモード〉

周囲の迷惑にならないよう、電話から出る音を消すマナーモードを設定できます。
マナーモードは3種類あります。マナーモード設定（P.116）で選択できます。
・ マナーモード設定中でも、カメラのシャッター音は鳴ります。

 1 待受画面で  を1秒以上押す
マナーモードが設定され、現在のマナーモードの種類に対応したアイコ
ンが表示されます。

マナーモード（ はピンク）
サイレントモード
オリジナルマナーモード（ は青）

マナーモードを解除する場合
待受画面で  を1秒以上押します。マナーモードが解除され、「 /

/ 」が消えます。

次ページにつづく
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■ 各モードの動作一覧

マナーモード サイレントモード
 オリジナルマナーモード

初期設定 設定範囲
バイブレータ
（P.110）※1

各設定に従う
（［OFF］設定時は
パターン1で振動）

OFF OFF パターン1/パター
ン2/メロディ連動/
各設定に従う/OFF

電話着信音量
（P.109）※2

OFF OFF SD（STEP DOWN）SU（STEP UP）/
SD（STEP DOWN）/
6～1/OFF

メール着信完了音量
（P.109）※3

OFF OFF 4 6～1/OFF

アラーム音量
（P.361、365）

OFF OFF 4 6～1/OFF

ボタン確認音量
（P.111）※4

OFF OFF 1 2～1/OFF

ボタンロック解除音
（P.111）

OFF OFF ON ON/OFF

充電確認音（P.111） OFF OFF ON ON/OFF
電池警告音（P.42）※5 OFF＋バイブレータ OFF ON※6 ON/OFF※6
ささやき通話（P.68） ON OFF OFF ON/OFF

※1 音声電話、テレビ電話、プッシュトーク、メール、メッセージR/F、めざまし時計、スケジュー
ルアラームのバイブレータに共通の設定です。

※2 音声電話、テレビ電話、プッシュトークの着信音量、通話料金上限値通知アラーム音に共
通の設定です。

※3 メール、メッセージR/Fの着信完了音量に共通の設定です。
※4 電池残量確認音に共通の設定です。
※5 通話中は設定にかかわらず、電池警告音が受話口から鳴ります。ただし、通話中保留の場

合は画面表示のみで電池警告音は鳴りません。
※6 電池警告音が［ON］の場合、バイブレータの設定にかかわらず、バイブレータが振動します。

● 音声電話の通話中に  を押すと、ささやき通話が設定/解除されます。

マナーモードを変更する 〈マナーモード設定〉

マナーモードの種類を「マナーモード」、「サイレントモード」、「オリジナルマナーモー
ド」の3種類から選択します。

 1 待受画面で  を押す
マナーモード設定

設定　　　　　　　ＯＦＦ
モード選択
　　マナーモード
オリシ゛ナルマナーモート゛

 2 ［モード選択］にマナーモードの種類を選択する
 3  （完了）を押す

マナーモードの種類が変更されます。
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オリジナルマナーモードを変更する
オリジナルマナーモードの動作をお好みにあわせて登録できます。設定できる項目の
内容については、各モードの動作一覧（P.116）をご覧ください。
例：電池警告音を設定する場合

 1 待受画面で  を押し、［オリジナルマナーモード］を選び  を押す
オリジナルマナーモード

バイブレータ
　　　　　　　　　　ＯＦＦ
電話着信音量　　　　ＳＤ
メール着信完了音量
　　　　　　　　　　４
アラーム音量　　　　４
ボタン確認音量　　　１
ボタンロック解除音
　　　　　　　　　ＯＮ
充電確認音　　　　ＯＮ
電池警告音　　　　ＯＮ
ささやき通話　　　ＯＦＦ

 2 ［電池警告音］に［ON］/［OFF］を選択する
電池警告音の設定が変更されます。

待受画面の表示を変更する 〈待受画面設定〉

待受画面に表示する画像、画像の画質、カレンダー /時計の表示、ガイド表示の表
示/非表示を設定できます。

 1 メニューで［設定］→［画面設定］→［待受画面設定］を選び  を押す
待受画面設定

待受画面
　　　Ｗｈｉｔｅ　Ｓｃｒａｐｂｏｏｋ
表示画質設定
　　　　　　　Ｓｈａｒｐ
カレンタ゛ー／時計表示設定
ソフトキー表示　　ＯＦＦ
ホ゛タンロック中カメラ起動
　　　　　起動しない

［待受画面］ ： 待受画面に表示する画像またはｉアプリ
のソフトを設定します。

［表示画質設定］ ： 待受画面に表示する画像の画質を設定し
ます。

［カレンダー /時計表示設定］ ： 待受画面に表示するカレンダー /時計の
種類、文字色、時計の表示形式と配置を
設定します。

［ソフトキー表示］ ： 待受画面にガイド表示を表示するかどう
かを設定します。

［ボタンロック中カメラ起動］ ： ボタンロック設定中に、レンズカバーを
スライドしてカメラを起動できるかどう
かを設定します。

 2 ［待受画面］にデータBOXのマイピクチャ /ｉモーションから画像を選択する
・ 設定可能なファイルは次のとおりです。

カテゴリ ファイル形式 ファイルサイズ 画像サイズ
マイピクチャ GIF/JPEG 500Kバイト以下 ［1M（1280×960）］以下

SWF 100Kバイト以下 －
ｉモーション※ MP4 10Mバイト以下 ［VGA（640×480）］以下

※ ｉモーションによっては設定できないことがあります。
JPEG画像を選択した場合
表示パターン選択画面が表示されます。［表示方向］に［縦］/［横］を選択し、［大きさ］に［等
倍］/［画面サイズ］/［2倍］を選択して、  （完了）を押します。

次ページにつづく
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GIF画像を選択した場合
表示パターン選択画面が表示されます。［大きさ］に［等倍］/［画面サイズ］/ ［2倍］を選択し
て、  （完了）を押します。

ｉアプリ待受画面を設定する場合
［ｉアプリ一覧］を選択し、ｉアプリソフト一覧からｉアプリの待受画面対応ソフトを選択
します。

待受ピクチャーギャラリーを設定する場合
［待受ピクチャーギャラリー］を選択します。（P.119）
まちうけ文庫を設定する場合
マイピクチャの［プリインストール］フォルダ内の［世界遺産1］、［世界遺産2］、［四字熟語］、
［魚へんの漢字］、［日本の首相］、［日本の温泉］、［歴史上の名言］、［恋の格言］から選択します。
画像を表示しない場合
［設定なし］を選択します。
画像を確認する場合
画像にカーソルをあわせ、  （見る/再生）を押します。

 3 ［表示画質設定］に表示画質を選択する
［Sharp］ ： 映像の輪郭がくっきりした画質です。
［Normal］ ： 自然さを重視した標準的な画質です。
［Dynamic］ ： 映像の輪郭とコントラストを重視した鮮やかな画質です。

 4 ［カレンダー /時計表示設定］を選び  を押す
カレンタ゛ー／時計表示設定

カレンダー種類
　　ＯＦＦ
カレンタ゛ー文字色　　　黒
時計種類
　　　　デジタル時計５
時計表示形式　　　１２ｈ
配置設定

 5 ［カレンダー種類］にカレンダーの種類を選択する
［ライフタイムカレンダー（週）］ ： 1週間のライフタイムカレンダーを表示します。
［ライフタイムカレンダー（月）］ ： 1ヶ月のライフタイムカレンダーを表示します。
［カレンダー1ヶ月（小）］ ： 1ヶ月（小）のカレンダーを表示します。
［カレンダー1ヶ月（大）］ ： 1ヶ月（大）のカレンダーを表示します。
［カレンダー2ヶ月］ ： 2ヶ月のカレンダーを表示します。
［OFF］ ： カレンダーを表示しません。

 6 ［カレンダー文字色］にカレンダーの文字色を選択する
・土曜日、休祝日の文字色は変わりません。

 7 ［時計種類］に時計の種類を選択する
［デジタル時計1～5］、［アナログ時計］、［ピクト時計］、［OFF］から選択します。

 8 ［時計表示形式］にディスプレイに表示する時計の表示形式を選択する
［12h］ ： 12時間制で表示します。
［24h］ ： 24時間制で表示します。

 9 ［配置設定］を選び  を押す
配置選択画面が表示されます。

 （切替）でカレンダー /時計を切り替え、     で表示位置を選択します。
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 10  （完了）を押す
カレンダー /時計の配置が設定されます。

 11  を押し、［ソフトキー表示］に［ON］/［OFF］を選択する
ソフトキー表示が設定されます。

 12 ［ボタンロック中カメラ起動］に［起動しない］/［起動する］を選択する
［起動しない］ ： ボタンロック設定中は、レンズカバーをスライドしてもカメラを起動できま

せん。
［起動する］ ： ボタンロック設定中に、レンズカバーをスライドしてカメラを起動できます。

● 待受画面にｉモーションやｉアプリ待受画面が設定されているときに、ｉチャネルのテロッ
プを表示する設定に変更すると、待受画面を解除するかどうかの確認画面が表示されます。
［はい］を選択すると、待受画面に設定されたｉモーションやｉアプリ待受画面は解除され、
きせかえメニューの画像に変更されます。

● ｉチャネルのテロップを表示しているときに、待受画面にｉモーションやｉアプリ待受画面
を設定すると、テロップを解除するかどうかの確認画面が表示されます。［はい］を選択する
と、テロップは表示されなくなります。待受画面の設定をｉモーションやｉアプリ待受画面
以外に変更すると、テロップが自動的に流れるようになります。

● 待受画面にｉモーションを設定した場合、FOMA端末を開いたり、待受画面に戻ったり、待
受画面で  を押すなどすると再生され、最初の1コマ目が待受画像として表示されます。
再生中はカレンダーは表示されません。

● 待受画面にFlash画像やGIFアニメ、待受ピクチャーギャラリーを設定した場合、FOMA端
末を開いたり、待受画面に戻ったり、待受画面で  を押すなどすると再生され、一定時
間再生後に停止します。停止したときの画像が待受画像として表示されます。再開する場合
は  を押してください（ただしｉチャネルのテロップ表示中は  を押しても再開され
ません）。待受画面に設定したFlash画像の効果音は鳴りません。

● まちうけ文庫の表示内容は、用例・解釈の一例を採用したものとなっています。

待受ピクチャーギャラリーを設定する
指定したフォルダ内の複数の画像を、フレームを用いて待受画面に自動表示します。画
像は指定した周期またはFOMA端末の電源を入れたときに切り替わります。
・ 待受ピクチャーギャラリーには、データBOXのマイピクチャに保存されているJPEG画像を利
用できます。

 1 メニューで［イメージング］→［待受ピクチャーギャラリー］を選び  を押す
待受ヒ゜クチャーキ゛ャラリー

フレーム選択
　　　コルクボード（縦用
画像更新タイミング
　　　　　１時間ごと
利用画像フォルダ
待受画像を今すぐ更新

 2 ［フレーム選択］に利用するフレームを選択する
［コルクボード（縦用）］、［スウィート（縦用）］、［バルーン（縦用）］、［ミュージアム（縦用）］、［タ
イル（縦用）］、［シンプル（縦用）］、［シングル（縦用）］、［ウィンドウ（横用）］、［マガジン（横用）］、
［ランダムに表示］から選択します。
フレームを確認する場合
フレームにカーソルをあわせ、  （見る）を押します。

次ページにつづく
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 3 ［画像更新タイミング］に画像を更新する周期を選択する
［30分ごと］、［1時間ごと］、［3時間ごと］、［6時間ごと］、［12時間ごと］、［1日ごと］から選
択します。

 4 ［利用画像フォルダ］を選び  を押す
利用画像フォルダ選択画面が表示されます。
フォルダ指定を［設定しない］にする場合
フォルダ指定欄にカーソルをあわせ、  （リセット）を押し、［はい］を選択します。

 5 フォルダ指定欄にデータBOXのマイピクチャからフォルダを選択し、  を押す
・ フォルダは5個まで指定できます。

 6 ［待受画像を今すぐ更新］に［はい］/［いいえ］を選択する
 7  （待受設定）を押す

待受画面に待受ピクチャーギャラリーが設定されます。

● 画像の更新は、待受ピクチャーギャラリーを待受画面に設定した時点からの経過時間ではな
く、FOMA端末内部にあらかじめ設定された時刻を起点として画像更新タイミングで設定し
た周期で更新されます。

電話発信時/メール送信時の画像を設定する 〈アニメーション設定〉

音声電話やテレビ電話の発信時やメールの送信時などに表示される画像を設定でき
ます。
例：電話をかけるときの画像を設定する場合

 1 メニューで［設定］→［画面設定］→［アニメーション設定］を選び  を押す
アニメーション設定

電話発信画像
　　　Ｗｈｉｔｅ　Ｓｃｒａｐｂｏｏｋ
テレビ電話発信画像
　　　Ｗｈｉｔｅ　Ｓｃｒａｐｂｏｏｋ
メール送信画像
　　　Ｗｈｉｔｅ　Ｓｃｒａｐｂｏｏｋ
問合せ画像
　　　Ｗｈｉｔｅ　Ｓｃｒａｐｂｏｏｋ

［電話発信画像］ ： 音声電話発信中の画像を設定します。
［テレビ電話発信画像］ ： テレビ電話発信中の画像を設定します。
［メール送信画像］ ： ｉモードメール、SMS送信中の画像を設定し

ます。
［問合せ画像］ ： ｉモード問合せ、SMS問合せ中の画像を設定し

ます。

 2 ［電話発信画像］にデータBOXのマイピクチャから画像を選択する
・ 設定可能なファイルは次のとおりです。

カテゴリ ファイル形式 ファイルサイズ 画像サイズ
マイピクチャ GIF/JPEG 250Kバイト以下 ［待受（480×864）］以下、

GIFアニメは横480×縦288以下
SWF 100Kバイト以下 －

画像を確認する場合
画像にカーソルをあわせ、  （見る）を押します。

● 発着信表示設定の電話帳指定画像表示を［ON］に設定した場合、音声電話とテレビ電話の発
信時は電話帳の指定発着信画像が表示されます。
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発着信時の表示を設定する 〈発着信表示設定〉

電話帳に登録した指定発着信画像や名前を表示するかどうかを設定できます。

 1 メニューで［設定］→［発着信通話］→［発着信表示設定］を選び  を押す
発着信表示設定

電話帳指定画像表示
　　　　　　　　　ＯＮ
名前表示　　　　　ＯＮ
発着信番号表示設定
　　　　　　　指定なし

［電話帳指定画像表示］ ： 電話帳の指定発着信画像を表示するかどうかを
設定します。

［名前表示］ ： 電話帳の名前を表示するかどうかを設定します。
［発着信番号表示設定］ ： 音声電話、テレビ電話の発着信時の表示や履歴

表示、受信/送信メール一覧の文字の色を設定し
ます。

 2 ［電話帳指定画像表示］に［ON］/［OFF］を選択する
［ON］ ： 音声電話、テレビ電話の発着信時に電話帳の指定発着信画像で設定した画像を表

示します。
［OFF］ ： 音声電話、テレビ電話の発着信時はアニメーション設定/着信設定で設定した画像

を表示します。

 3 ［名前表示］に［ON］/［OFF］を選択する
［ON］ ： 音声電話、テレビ電話、プッシュトークの発着信時、メール/SMSの受信直後に電

話帳の名前を表示します。
［OFF］ ： 音声電話、テレビ電話、プッシュトークの発着信時、メール/SMSの受信直後に電

話帳の名前を表示しません。

 4 ［発着信番号表示設定］に表示する文字の色を選択する
［濃］ ： 音声電話、テレビ電話の発着信時の表示や履歴表示、受信/送信メール一覧の

文字を濃い色にします。
［淡］ ： 音声電話、テレビ電話の発着信時の表示や履歴表示、受信/送信メール一覧の

文字を淡い色にします。
［指定なし］ ： 文字の色を指定しません。
・ 2in1がONの場合は、Aナンバー・Aアドレスの情報が発着信番号表示設定で設定した文字
色で表示されます。Bナンバー・Bアドレスの情報を色分けして表示する場合は、2in1設
定の発着信番号設定で設定できます。（P.400）

ディスプレイとボタンの照明を設定する 〈照明設定〉

ディスプレイの明るさやボタンの照明のON/OFF、ディスプレイの照明を点灯させる
かどうかを設定できます。

 1 メニューで［設定］→［画面設定］→［照明設定］を選び  を押す
照明設定

自動設定　　　　　ＯＮ
明るさ調節　　　　　３
ボタンライト調節
　　　　　　　　　ＯＮ
常時点灯設定

［自動設定］ ： ディスプレイの明るさとボタンの照明のON/OFF
を、周囲の明るさにあわせて明るさセンサーで自
動調節するかどうかを設定します。

［明るさ調節］ ： ディスプレイの照明の明るさを設定します。
［ボタンライト調節］ ： ボタンの照明を点灯させるかどうかを設定します。
［常時点灯設定］ ： 充電中や撮影中などにディスプレイの照明を常時

点灯させるかどうかを設定します。

 2 ［自動設定］に自動調節の［ON］/［OFF］を選択する

次ページにつづく
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 3 ［明るさ調節］にディスプレイの照明の明るさを設定する
［1～5］から選択します。
お買い上げ時の明るさに戻す場合

 （リセット）を押します。

 4 ［ボタンライト調節］にボタンの照明の［ON］/［OFF］を選択する

 5 ［常時点灯設定］を選び  を押す
常時点灯設定

充電時　　　　　　ＯＦＦ
テレビ電話中　　　ＯＮ
インターネット中
　　　　　　　　　ＯＦＦ
静止画撮影中　　　ＯＮ
動画撮影中　　　　ＯＮ
動画再生中　　　　ＯＮ

［充電時］ ： 充電時に照明を常時点灯させるかどうかを設定し
ます。

［テレビ電話中］ ： テレビ電話中に照明を常時点灯させるかどうかを
設定します。

［インターネット中］ ： サイトやインターネットホームページ表示中に照
明を常時点灯させるかどうかを設定します。

［静止画撮影中］ ： 静止画撮影中に照明を常時点灯させるかどうかを
設定します。

［動画撮影中］ ： 動画撮影中に照明を常時点灯させるかどうかを設
定します。

［動画再生中］ ： 動画再生中に照明を常時点灯させるかどうかを設
定します。

 6 各項目に常時点灯の［ON］/［OFF］を選択し、  を押す

● 常時点灯設定の［充電時］を［ON］に設定した場合、充電完了までに時間がかかることがあり
ます。

● 自動設定を［ON］にすると、明るさ調節の設定値を基準として自動調節します。

画面表示の消費電力を節約する 〈省電力モード〉

一定時間操作を行わなかったとき、画面の表示を自動的にオフにして消費電力を節約
します。画面表示オフになるまでの時間を設定できます。

 1 メニューで［設定］→［画面設定］→［省電力モード］を選び  を押す

 2 省電力モードを起動するまでの時間を選び  を押す
［1分］、［3分］、［5分］、［10分］、［15分］、［30分］から選択します。

● ボタンロック設定中は、省電力モードの設定にかかわらず、何も操作しないで約15秒経過す
ると省電力モードになります。

● 常時点灯設定が［ON］に設定されている機能の操作中、音楽付スライドショー再生中、ソフ
トウェア更新（書換え）中、カメラ起動中は、省電力モードは起動しません。

● 電話の着信、めざまし時計/スケジュールアラームの起動などにより、省電力モードが解除さ
れることがあります。

メニューの表示を変更する 〈メニュー設定〉

待受画面で  （MENU）を押したときに表示するメニューを切り替えたり、スタン
ダードメニュー画面の12個のアイコンの画像を設定したりできます。



音
／
画
面
／
照
明
設
定

123

例：ｉモードのアイコンを設定する場合

 1 メニューで［設定］→［画面設定］→［メニュー設定］を選び  を押す
メニュー設定

起動メニュー設定
　　きせかえメニュー
アイコン設定

［起動メニュー設定］ ： 待受画面で  （MENU）を押したときに表示す
るメニューを設定します。

［アイコン設定］ ： スタンダードメニュー画面に表示するアイコンを
設定します。（P.33）

 2 ［起動メニュー設定］に表示するメニューを選択する
［きせかえメニュー］ ： きせかえメニューを表示します。
［スタンダードメニュー］ ： スタンダードメニューを表示します。
［マイセレクト］ ： マイセレクトのメニューを表示します。

 3 ［アイコン設定］を選び  を押す
アイコン設定画面が表示されます。
・ 起動メニュー設定が［スタンダードメニュー］のときのみ設定できます。

 4 ［ｉモード］にデータBOXのマイピクチャから画像を選択する
・ 設定可能なファイルは次のとおりです。

カテゴリ ファイル形式 ファイルサイズ 画像サイズ
マイピクチャ GIF/JPEG 250Kバイト以下 ［待受（480×864）］以下、

GIFアニメは横480×縦288以下

・ 画像サイズが60×80ドットを超える画像は、縮小表示されます。
画像を確認する場合
画像にカーソルをあわせ、  （見る）を押します。

● アイコンにGIFアニメを設定した場合、1コマ目の画像が表示されます。

きせかえツールを利用する 〈きせかえ設定〉

きせかえツールを利用すると、きせかえメニュー、着信音、待受画面、アイコン、配
色パターンなどを一括して変更できます。ｉモードサイトや「PlayNow by SO」など
からダウンロードしたきせかえツールを使うこともできます。（P.305）
・ きせかえツールで設定可能な項目は次のとおりです。
画面
- 待受画面 - 電話発信画像 - テレビ電話発信画像
- メール送信画像 - 問合せ画像 - 電話着信画像
- テレビ電話着信画像 - メール着信中画像 - メール着信完了画像
- メッセージR着信中画像 - メッセージR着信完了画像 - メッセージF着信中画像
- メッセージF着信完了画像 - 電池残量アイコン - 電波受信レベルアイコン
- メニューアイコン - カラーテーマ - きせかえメニュー
音
- 電話着信音 - テレビ電話着信音 - プッシュトーク着信音
- メール着信完了音 - メッセージR着信完了音 - メッセージF着信完了音
- めざまし時計アラーム音 - スケジュールアラーム音

・ きせかえツールによっては、設定できない画面や音があります。

次ページにつづく
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例： きせかえツールを設定する場合

 1 メニューで［設定］→［画面設定］→［きせかえ設定］を選び  を押す
きせかえ設定

きせかえツール
　　　Ｗｈｉｔｅ　Ｓｃｒａｐｂｏｏｋ
カラーテーマ設定
　　　ホワイト＆ゴールド

［きせかえツール］ ： きせかえツールを設定します。
［カラーテーマ設定］ ： 背景色や配色パターンなどの色を一括で設定し

ます。

 2 ［きせかえツール］にデータBOXのきせかえツールからデータを選択する
画像を確認する場合
画像にカーソルをあわせ、  （見る）を押します。

カラーテーマを設定する場合
［カラーテーマ設定］にカラーテーマを選択します。

● 2in1利用時は、きせかえツールを設定しても次の項目は変更されません。
- デュアルモードおよびBモードの待受画面
- Bナンバーの電話着信音、電話発信画像、電話着信画像、テレビ電話着信音、テレビ電話
着信画像、テレビ電話発信画像

- Bアドレスのメール着信完了音、メール着信中画像、メール着信完了画像、メール送信
画像

● お買い上げ時に登録されているきせかえツールを削除した場合は、「PlayNow by SO」から
ダウンロードできます。

 ［ｉMenu］→［メニュー /検索］→［ケータイ電話メーカー］→［PlayNow by SO］
● きせかえツールを利用してメニュー画面のデザインを変更した場合、メニューの種類によっ
ては、使用頻度にあわせてメニュー構成が変わるものがあります。また、メニュー項目に割
り当てられている番号が適用されないものがあります。

 この場合、本書での説明どおりに操作できないため、スタンダードメニューに切り替えるか、
メニュー設定をリセットしてください。（P.35、124）

● きせかえツールに［ドコモダケ］を設定している場合は、［基本メニュー呼び出し］を選択する
と、一時的に通常のメニュー構成に戻すことができます。

● きせかえツールによっては、バイリンガルを英語表示に設定していても、メニューが日本語
で表示されることがあります。

メニュー画面をリセットする
きせかえメニューの画面をお買い上げ時の状態に戻します。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［リセット］→［メニュー画面リセット］を選び  
を押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。
・ 待受画面で  を1秒以上押してもリセット画面が表示されます。 ［メニュー画面リセッ
ト］を選び  を押してください。

 2 端末暗証番号を入力し、  （OK）を押す
メニュー画面リセット確認画面が表示されます。

 3 ［はい］を選び  を押す
メニュー画面がリセットされます。
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画面/音設定をリセットする
きせかえツールで設定された音や画像を、一括してお買い上げ時の状態に戻します。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［リセット］→［画面/音設定リセット］を選び  を
押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。
・ 待受画面で  を1秒以上押してもリセット画面が表示されます。［画面/音設定リセット］
を選び  を押してください。

 2 端末暗証番号を入力し、  （OK）を押す
画面/音設定リセット確認画面が表示されます。

 3 ［はい］を選び  を押す
音や画面の設定がリセットされます。

きせかえメニューをカスタマイズする 〈きせかえメニュー〉

メニュー項目を入れ替える
きせかえメニューに登録されているメニュー項目を、別のメニュー項目に入れ替える
ことができます。
・ きせかえメニューによっては、メニュー項目の入れ替えができない場合があります。
・ ご利用になるきせかえメニューによって、入れ替えできるメニュー項目が異なります。また、
入れ替えできないメニュー項目がある場合もあります。

・ きせかえメニューによっては、操作履歴によりメニュー項目を自動的に入れ替えることがあり
ます。

・ あらかじめ起動メニュー設定を［きせかえメニュー］に設定しておいてください。（P.122）

 1 きせかえメニュー画面でメニュー項目を選び  （項目入替）を押す
メニュー項目入替え

マイセレクト
イメージング
　モード
メール
　アプリ
電話
データＢＯＸ
Ｍｕｓｉｃ
おサイフケータイ
電話番号表示
ＬｉｆｅＫｉｔ
設定 ※ 画面はきせかえツールを［Manual Custom］に設定した場合のものです。

 2 新しく入れるメニュー項目を選び  （登録）を押す
入れ替え確認画面が表示されます。

 3 ［はい］を選び  を押す
選択したメニュー項目に入れ替わります。

次ページにつづく
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きせかえメニューの操作履歴をリセットする
きせかえメニューによっては、各メニュー項目の使用頻度を操作履歴として記録して、
メニュー項目を自動的に入れ替えるものがあります。操作履歴は削除することができ
ます。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［リセット］→［メニュー操作履歴リセット］を選び 
 を押す

端末暗証番号入力画面が表示されます。
・ 待受画面で  を1秒以上押してもリセット画面が表示されます。［メニュー操作履歴リ
セット］を選び  を押してください。

 2 端末暗証番号を入力し、  （OK）を押す
操作履歴リセット確認画面が表示されます。

 3 ［はい］を選び  を押す
メニュー操作履歴がリセットされます。

● きせかえメニューの画面をお買い上げ時の状態に戻す場合は、P.124をご覧ください。

電話やメールがあったことを着信ランプで知らせる 〈不在お知らせ〉
不在着信や未読メール/未読SMS/未読メッセージがあるときに、着信ランプを約5秒
間隔で点滅してお知らせすることができます。不在着信を確認したり、メール/SMS/
メッセージを表示すると着信ランプは消灯します。

 1 メニューで［設定］→［発着信通話］→［不在お知らせ］を選び  を押す

 2 ［ON］/［OFF］を選び  を押す
不在お知らせが設定されます。

● 不在お知らせの着信ランプ色は、着信時のランプ色の設定に従います。
● 不在着信と未読メール/未読メッセージが同時にある場合、着信ランプの色は次の優先順位で
点滅します。
1. 音声電話着信ランプ色
2. テレビ電話着信ランプ色
3. プッシュトーク着信ランプ色
4. メール着信ランプ色
5. メッセージR着信ランプ色
6. メッセージF着信ランプ色
7. 位置提供着信ランプ色

 優先度の同じものが複数ある場合、最新のものの着信ランプ色が優先されます。
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文字のサイズを変える 〈文字サイズ設定〉

一括で文字のサイズを変える
きせかえメニュー、電話帳、履歴、メール/SMS、サイトを表示するときの文字の大
きさや、文字を入力するときの大きさを、一括で設定できます。

 1 メニューで［設定］→［画面設定］→［文字サイズ設定］→［文字サイズ一括設定］を選
び  を押す
［標準表示］ ： 標準の文字サイズ（40ドット）に一括設定します。
［大きめ表示（特大）］ ： 特大の文字サイズ（60ドット）に一括設定します。
［大きめ表示（超大）］ ： 超大の文字サイズ（80ドット）に一括設定します。
・ きせかえメニューの文字サイズを［標準表示］と［大きめ表示（特大）］/［大きめ表示（超大）］間
で変更した場合は、変更前のメニュー画面とは異なるメニュー画面になります。

 2 一括で設定する文字のサイズを選び  を押す
文字サイズ一括設定が設定されます。

● バイリンガルを英語表示に設定していても、文字サイズを［大きめ表示（特大）］または［大き
め表示（超大）］に設定した場合、メニューは日本語で表示されます。

個別に文字のサイズを変える
電話帳、電話番号表示、履歴、メール/SMS、サイトを表示するときの文字の大きさ
や文字を入力するときの大きさを個別に設定できます。
例：電話帳の文字サイズを設定する場合

 1 メニューで［設定］→［画面設定］→［文字サイズ設定］→［文字サイズ個別設定］を選
び  を押す
文字サイズ個別設定

電話帳　　　　　　　中
履歴　　　　　　　　中
メール　　　　　　　中
Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　　　　　　中
文字入力　　　　　　中

［電話帳］ ： 電話帳、電話番号表示の文字サイズを［超大］、［特大］、［大］、
［中］から選択します。

［履歴］ ： 履歴の文字サイズを［超大］、［特大］、［大］、［中］から選択
します。

［メール］ ： ｉモードメール、SMS、メッセージR/Fの内容表示画面の
文字サイズを［超大］、［特大］、［大］、［中］、［小］から選択
します。

［Internet］ ： サイト、フルブラウザ、画面メモの内容表示画面の文字サ
イズを［超大］、［特大］、［大］、［中］、［小］から選択します。

［文字入力］ ： 文字を入力するときの文字サイズを［超大］、［特大］、［大］、
［中］、［小］から選択します。

 2 ［電話帳］に文字サイズを選択する
電話帳の文字サイズが設定されます。

次ページにつづく
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● メールの文字サイズを変更しても、絵文字Dのサイズは変更されません。
● メール一覧の文字サイズは、文字サイズ個別設定の［メール］に［超大］、［特大］を選んだ場合
は［特大］で、［大］、［中］、［小］を選んだ場合は［中］で表示されます。

● メール/SMSの文字入力画面（宛先、題名、本文）での文字サイズは、文字サイズ個別設定の［文
字入力］に［超大］、［特大］を選んだ場合は［特大］で、［大］を選んだ場合は［大］で、［中］、［小］
を選んだ場合は［中］で表示されます。語句候補リストは、［小］を選んだ場合は［小］で表示さ
れます。

画面を英語表示に切り替える 〈バイリンガル〉

メニューやメッセージなどの表示を、日本語と英語から選択できます。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［バイリンガル］を選び  を押す
バイリンガル

　　　　Ｊａｐａｎｅｓｅ
　　　　Ｅｎｇｌｉｓｈ

［Japanese］ ： 日本語表示に設定します。
［English］ ： 英語表示に設定します。
英語表示に設定されている場合
［Settings］→［Management］→［Select language］を選択します。

 2 ［English］を選び  を押す
英語表示に設定されます。

● FOMAカードを挿入している場合、バイリンガルの設定はFOMAカードに記憶されます。
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FOMA端末で利用する暗証番号について
FOMA端末には、便利にお使いいただくための各種機能に、暗証番号の必要なものが
あります。各種端末操作用の端末暗証番号のほか、ネットワークサービスでお使いに
なるネットワーク暗証番号、ｉモードパスワードなどがあります。用途ごとに上手に
使い分けて、FOMA端末を活用してください。

各種暗証番号に関するご注意
● 設定する暗証番号は「生年月日」「電話番号の一部」「所在地番号や部屋番号」「1111」「1234」
などの他の人にわかりやすい番号はお避けください。また、設定した暗証番号はメモを取
るなどしてお忘れにならないようお気を付けください。

● 暗証番号は、他の人に知られないように十分ご注意ください。万一暗証番号が他の人に知
られ悪用された場合、その損害については、当社は一切の責任を負いかねます。

● ドコモからお客様の暗証番号をうかがうことは一切ございません。
● 各種暗証番号を忘れてしまった場合は、契約者ご本人であることが確認できる書類（運転免
許証など）やFOMA端末、FOMAカードをドコモショップ窓口までご持参いただく必要が
あります。

 詳しくは取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ先」までご相談ください。

端末暗証番号
端末暗証番号は、お買い上げ時は「0000」に設定されていますが、お客様ご自身で番
号を変更できます。（P.132）

暗証番号を
入力してください

端末暗証番号入力画面が表示された場合は、4～8桁の端末暗証番号を入
力し、  （OK）を押します。
・ 入力した端末暗証番号は「＊」で表示されます。
端末暗証番号を間違えた場合
「暗証番号が違います」と表示されます。正しい端末暗証番号を入力し
てください。

ネットワーク暗証番号
ドコモeサイトでの各種手続き時や各種ネットワークサービスご利用時にお使いいた
だく数字4桁の番号で、ご契約時に任意の番号を設定いただきますが、お客様ご自身
で番号を変更できます。
パソコン向け総合サポートサイト「My DoCoMo」の「DoCoMo ID/パスワード」をお
持ちの方は、パソコンから新しいネットワーク暗証番号への変更手続きができます。
なお、ｉモードからは、ドコモeサイト内の「各種手続き」からお客様ご自身で変更で
きます。
※ 「My DoCoMo」「ドコモeサイト」については、取扱説明書裏面をご覧ください。
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ｉモードパスワード
マイメニューの登録・削除、メッセージサービス、ｉモードの有料サービスのお申し
込み・解約などを行う際には4桁の「ｉモードパスワード」が必要になります。
（この他にも各情報サービス提供者が独自にパスワードを設定していることがあり
ます）
ｉモードパスワードは、ご契約時は「0000」に設定されていますが、お客様ご自身で
番号を変更できます。
ｉモードからは、［ｉMenu］→［料金＆お申込・設定］→［オプション設定］→［ｉモー
ドパスワード変更］から変更できます。

PIN1コード/PIN2コード

FOMAカードには、PIN1コード、PIN2コードという2つの暗証番号を設定できます。
これらの暗証番号は、ご契約時は「0000」に設定されていますが、お客様ご自身で番
号を変更できます。（P.133）
PIN1コードは、第三者による無断使用を防ぐため、FOMAカードをFOMA端末に差
し込むたびに、またはFOMA端末の電源を入れるたびに使用者を確認するために入力
する4～8桁の番号（コード）です。PIN1コードを入力することにより、発着信および
端末操作が可能となります。
PIN2コードは、積算料金リセット、ユーザ証明書利用時や発行申請を行うときなど
に使用する4～8桁の番号です。
・ 新しくFOMA端末を購入されて、現在ご使用中のFOMAカードを差し替えてお使いになる場合
は、以前にお客様が設定されたPIN1コード、PIN2コードをご使用ください。

ＰＩＮ１コート゛を
入力してください
残り入力回数３回

PIN1コードまたはPIN2コードの入力画面が表示された場合は、4～8桁
のPIN1コード/PIN2コードを入力し、  （OK）を押します。
・ 入力したPIN1コード/PIN2コードは「＊」で表示されます。
・ PIN1コード/PIN2コードの入力を3回連続して失敗すると、PIN1コー
ド/PIN2コードがロックされて使えなくなります。（入力可能な残りの
回数は「残り入力回数」として画面に表示されます）

 正しいPIN1コード/PIN2コードを入力すると、残り入力回数が3回に
戻ります。

PINロック解除コード

PINロック解除コードは、PIN1コード、PIN2コードがロックされた状態を解除する
ための8桁の番号です。お客様ご自身で変更することはできません。
・ PINロック解除コードの入力を10回連続して失敗すると、FOMAカードがロックされます。

電源を入れたときの
セキュリティ

PIN1コード
の入力

ユーザ証明書の操作
FirstPass対応サイトへの接続

PIN2コード
の入力

PINロック解除
コードの入力

3回連続
入力ミス

入力OK

10回連続
入力ミス

新しいPIN1/PIN2
コードの設定

ドコモショップ窓口に
お問い合わせください
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端末暗証番号を変更する 〈暗証番号変更〉

 1 メニューで［設定］→［管理］→［暗証番号変更］を選び  を押す

暗証番号を
入力してください

 2 現在の端末暗証番号を入力し、  （OK）を押す
入力した端末暗証番号は「＊」で表示されます。

 3 新しい端末暗証番号を入力し、  （OK）を押す
4～8桁で入力します。

 4 ［はい］を選び  を押す
新しい端末暗証番号に変更されます。

PINコードを設定する 〈FOMAカード設定〉

FOMA端末の電源を入れたときに、PIN1コードを入力するように設定します。PIN1
コード、PIN2コードは変更できます。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［FOMAカード設定］を選び  を押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。

 2 端末暗証番号を入力し、  （OK）を押す
ＦＯＭＡカード設定

ＰＩＮ１コード入力設定
　　　　　　　　　ＯＦＦ
ＰＩＮ１コード変更
ＰＩＮ２コード変更

 3 ［PIN1コード入力設定］に［ON］/［OFF］を選択する
［ON］ ： FOMA端末の電源を入れたとき、PIN1コードの入力が必要です。
［OFF］ ： FOMA端末の電源を入れたとき、PIN1コードの入力が不要です。

 4 PIN1コードを入力し、  （OK）を押す
入力したPIN1コードは「＊」で表示されます。
・ ご契約時、PIN1コードは「0000」に設定されています。
PIN1コード入力設定が設定されます。
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PIN1コード/PIN2コードを変更する

・ PIN1コードを変更するときは、PIN1コード入力設定を［ON］に設定してください。

例： PIN1コードを変更する場合

 1 メニューで［設定］→［管理］→［FOMAカード設定］を選び  を押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。

 2 端末暗証番号を入力し、  （OK）を押す
FOMAカード設定画面が表示されます。

 3 ［PIN1コード変更］を選び  を押す

ＰＩＮ１コート゛を
入力してください
残り入力回数３回

PIN2コードを変更する場合
［PIN2コード変更］を選択します。

 4 現在のPIN1コードを入力し、  （OK）を押す
入力したPIN1/PIN2コードは「＊」で表示されます。

 5 新しいPIN1コードを入力し、  （OK）を押す
4～8桁で入力します。

 6 もう一度新しいPIN1コードを入力し、  （OK）を押す
新しいPIN1コードに変更されます。

PINロックを解除する
例： PIN1コードのロックを解除する場合

 1 8桁のPINロック解除コードを入力し、  （OK）を押す

ＰＩＮロック解除コート゛を
入力してください
残り入力回数１０回

入力したPINロック解除コードは「＊」で表示されます。

 2 新しいPIN1コードを入力し、  （OK）を押す
4～8桁で入力します。
入力したPIN1コードは「＊」で表示されます。

 3 もう一度新しいPIN1コードを入力し、  （OK）を押す
PINロックが解除され、新しいPIN1コードに変更されます。
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各種ロック機能について
FOMA端末には、他の人に無断で使用されたり、電話帳を見られたりしないように、
さまざまなロック機能があります。目的にあわせてご利用ください。

機　能 説　明
オールロック 他の人がFOMA端末を使用できないようにします。（P.135）
おまかせロック FOMA端末を紛失した際など、他の人が不正に使用できないようにロックを

かけます。（P.136）
セルフモード 音声電話、テレビ電話、プッシュトークの発着信やメールの送受信、赤外線

通信や赤外線リモコンなど通話/通信を必要とする機能をすべて利用できない
ようにします。（P.137）

パーソナルデータ
ロック

電話帳やスケジュールなどの個人情報が他の人に閲覧・編集されるのを防ぐ
ため、一部の機能を使用できないようにします。（P.137）

ダイヤル発信制限 ダイヤルボタンを使って音声電話、テレビ電話、プッシュトークを発信でき
ないようにします。（P.139）

ボタンロック 電源を入れたまま持ち歩くときなどに、ボタンが押されて誤動作しないよう
にします。（P.140）

履歴表示設定 リダイヤル、発信頻度、着信履歴を表示しないように設定できます。（P.141）
シークレット表示 シークレット登録した電話帳（プッシュトーク電話帳）・電話番号表示・スケ

ジュールを表示する/しないようにします。（P.141）
メールセキュリ
ティ設定

保存してあるメール、受信ランキングなどを表示しないように設定できます。
（P.142）

データセキュリ
ティ設定

データBOXのマイピクチャやｉモーションのデータを表示しないように設定
できます。（P.142）

着信許可/拒否 音声電話、テレビ電話、プッシュトークを着信したとき、特定の電話番号/グルー
プだけを受ける/受けないようにします。（P.143）

非通知着信拒否 発信者番号を通知していない相手からの音声電話、テレビ電話、プッシュトー
クを受けないようにします。（P.144）

着信呼出動作設定 電話帳に登録していない相手からの音声電話、テレビ電話、プッシュトーク
の着信動作を行うまでの時間を設定します。（P.145）

登録外着信拒否 電話帳に登録していない相手からの音声電話、テレビ電話、プッシュトーク
を受けないようにします。（P.146）

ICカードロック 他の人がICカード機能を使用できないようにします。（P.262）
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他の人が使用できないようにする 〈オールロック〉

他の人がFOMA端末を使用できないようオールロックを設定します。オールロックを
設定すると、電源ON/OFFと、音声電話/テレビ電話に応答する以外の操作ができな
くなります。

 1 メニューで［設定］→［ロック/セキュリティ］→［オールロック］を選び  を押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。

 2 端末暗証番号を入力し、  （OK）を押す
オールロック設定確認画面が表示されます。

 3 ［はい］を選び  を押す
オールロックが設定され、待受画面に「オールロック中」と表示されます。
オールロックを解除する場合
端末暗証番号を入力し、  （OK）を押します。

● オールロック設定中に緊急通報（110番、119番、118番）に発信するには、緊急通報番号を
入力して  を押します。緊急通報番号は端末暗証番号の入力欄に「＊」で表示されます。

● オールロックの解除に5回続けて失敗すると、FOMA端末の電源が切れます。
● オールロック設定中に音声電話、テレビ電話を着信すると、お買い上げ時の着信音が動作し
ます。着信画像はデータBOXのマイピクチャの［プリインストール］フォルダ内の画像とな
ります。また、相手の名前は表示されず電話番号が表示されます。着もじを受信しても表示
されませんが、オールロックを解除すると、着信履歴で着もじを確認できます。（P.57）

● オールロック設定中にテレビ電話に応答する場合は、代替画像は送信できません。通話中は、
受話音量の調節、カメラ切替の操作のみ行えます。

● オールロック設定中にプッシュトークを着信すると、着信動作を行わず相手には話中音が流
れます。着信履歴には記録されます。オールロックを解除すると「 」（着信あり）の通知情報
アイコンが表示されます。

● オールロック設定中に位置提供の要求があると応答します。相手の名前は表示されず、電話
番号が表示されます。

● オールロック設定中に、ｉモードメール、メッセージR/F、SMSの自動受信はできますが、
受信中画面および受信結果画面の表示や着信音の鳴動などの受信動作を行わず、受信をお知
らせしません。

● オールロック設定中はめざまし時計、スケジュールアラームは動作しません。
● オールロックを設定すると、待受画面は、お買い上げ時に登録されている画像の［Cyber-shot 

Logo］に変更されます。また、ｉチャネルのテロップは表示されません。
● オールロック設定中は、「 」（応答 X件）以外の通知情報アイコンが表示されません。オール
ロックを解除すると表示されます。

次ページにつづく
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おまかせロックを利用する

FOMA端末を紛失した際などに、ドコモにご連絡いただくか、またはMy DoCoMo
からの操作により、遠隔操作でFOMA端末にロックをかけることができるサービスで
す。お客様の大切なプライバシーとおサイフケータイを守ります。
お客様からのお電話などによりロックを解除することができます。
※ おまかせロックは有料サービスです。ただし、ご利用の一時中断と同時、もしくは一時中断中
に申し込まれた場合は無料になります。

※ おまかせロック中も位置提供可否設定をONにしていれば、GPS機能の位置提供要求に対応し
ます。

おまかせロックの設定/解除
 0120-524-360 受付時間：24時間

※ パソコンなどでMy DoCoMoのサイトからも設定/解除ができます。
・ おまかせロックのご利用方法/料金など詳細については、『ご利用ガイドブック（手続き・アフター
サービス編）』をご覧ください。

　おまかせロック中

「おまかせロック中」と表示され、おまかせロックが設定されます。
・ おまかせロックはお客様がご契約中のFOMAカードが挿入されている

FOMA端末に対してロックをかけるサービスです。
・ おまかせロック中は、音声電話/テレビ電話の着信に対する応答と電源

ON/OFFの操作を除いて、すべてのボタン操作がロックされ、各機能
（ICカード機能を含む）を使用することができなくなります。
・ おまかせロック中に受信したメールは、メールセンターに保存されます。
・ 電源ON/OFFは可能ですが、電源OFFを行ってもロックは解除されま
せん。

・ FOMAカードやmicroSDメモリーカードにはロックがかかりません
ので、あらかじめご了承ください。

● 他の機能が起動中の場合でも、当該機能を終了してロックをかけます。
● 他のロック機能の設定中でも、おまかせロックを使用することができます。公共モード（ド
ライブモード）設定中におまかせロックを設定した場合、音声電話/テレビ電話が着信できな
くなります。

● 圏外、セルフモード中や電源OFF中の場合はロックがかかりません。
● デュアルネットワークサービスをご契約のお客様が、movaサービスをご利用中の場合は、
ロックはかかりません。

● おまかせロックはFOMA端末に挿入されているFOMAカードのご契約者の方からのお申し
出によりロックをかけるサービスです。ご契約者の方とFOMA端末を使用している方が異な
る場合でも、ご契約者の方からのお申し出があればロックがかかります。

● おまかせロックの解除は、おまかせロックをかけたときと同じ電話番号のFOMAカードを
FOMA端末に挿入している場合のみ行うことができます。解除できない場合は、取扱説明書
裏面の「総合お問い合わせ先」までお問い合わせください。

● おまかせロック中に音声電話、テレビ電話を着信すると、お買い上げ時の着信音が動作しま
す。着信画像はデータBOXのマイピクチャの［プリインストール］フォルダ内の画像となり
ます。また、相手の名前は表示されず電話番号が表示されます。着もじを受信しても表示さ
れませんが、おまかせロックを解除すると、着信履歴で着もじを確認できます。（P.57）

● おまかせロック中にテレビ電話に応答する場合は、代替画像は送信できません。通話中は、
受話音量の調節、カメラ切替の操作のみ行えます。

● おまかせロックを設定すると、待受画面は、お買い上げ時に登録されている画像の［Cyber-
shot Logo］に変更されます。また、ｉチャネルのテロップは表示されません。
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発信や着信ができないようにする 〈セルフモード〉

音声電話、テレビ電話、プッシュトークの発着信、メールの送受信など通話/通信を
必要とする機能をすべて使えないようにします。赤外線通信、赤外線リモコン、ｉC
通信も利用できません。

 1 メニューで［設定］→［発着信通話］→［セルフモード］を選び  を押す
セルフモード設定確認画面が表示されます。
セルフモードを解除する場合
セルフモード解除確認画面で［はい］を選択します。

 2 ［はい］を選び  を押す
セルフモードが設定され、「 」が表示されます。

● セルフモード設定中でも、緊急通報（110番、119番、118番）には発信できます。緊急通報
を発信したあとはセルフモードが解除されます。

● セルフモード設定中に音声電話がかかってくると、相手の方には、電波が届かないか電源が
入っていない旨のガイダンスが流れます。なお、ドコモの留守番電話サービス、転送でんわ
サービスをご利用の場合、FOMA端末の電源を切っているときと同様にサービスをご利用に
なれます。

● セルフモード設定中にプッシュトークを着信すると、切断されます。複数の相手とのプッシュ
トーク通信の場合、相手のプッシュトーク通信中画面に「 不参加」と表示されます。

電話帳やスケジュールなどを表示できないようにする 〈パーソナルデータロック〉
電話帳やスケジュールなどの個人情報が他の人に閲覧・編集されるのを防ぐため、次
の機能を使用できないようにします。
- ミュージックプレーヤー - Music&Videoチャネル - ライフタイムカレンダー
- カメラ - フルブラウザ - microSD
- メール - ｉモード - ｉチャネル
- ｉアプリ - DCMX - 電話番号表示
- 電話帳 - プッシュトーク電話帳 - 電話帳お預かりサービス
- 伝言メモ - 音声メモ - バーコードリーダー
- 赤外線通信/ｉC通信 - トルカ - ICカード一覧
- GPS - めざまし時計 - スケジュール
- テキストメモ - データBOX - 待受画面設定
- きせかえツール - アイコン設定 - アニメーション設定
- 着信音 - 着信画像 - 代替画像
- リセット - 着もじ - メロディコール設定
- ブログ投稿 - 音楽付スライドショー - 待受ピクチャーギャラリー
・ 登録外着信拒否設定中は、パーソナルデータロックを設定できません。

 1 メニューで［設定］→［ロック/セキュリティ］→［パーソナルデータロック］を選び 
 を押す

端末暗証番号入力画面が表示されます。

次ページにつづく
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 2 端末暗証番号を入力し、  （OK）を押す

 3 ［ON］を選び  を押す
パーソナルデータロックが設定され、「 」が表示されます。
解除する場合
［OFF］を選択します。パーソナルデータロックが解除され、「 」が消
えます。

● パーソナルデータロックとダイヤル発信制限を同時に設定している場合は、「 」の代わりに
「 」が表示されます。
● きせかえデータまたはお買い上げ時にデータBOXの［プリインストール］フォルダに登録さ
れているデータ以外を待受画面などの画像や代替画像、着信音に設定している場合、パーソ
ナルデータロックを設定するとお買い上げ時の状態に戻ります。パーソナルデータロックを
解除すると、元の状態に戻ります。

● パーソナルデータロック設定中に音声電話、テレビ電話、プッシュトークを着信すると、通
常の着信音・着信画像（プッシュトークを除く）・着信ランプ色が動作します。また、相手の
名前は表示されず電話番号が表示されます。着もじを受信しても表示されませんが、パーソ
ナルデータロックを解除すると、着信履歴で着もじを確認できます。（P.57）

● パーソナルデータロック設定中に位置提供の要求があると応答します。相手の名前は表示さ
れず、電話番号が表示されます。

● パーソナルデータロック設定中に、ｉモードメール、メッセージR/F、SMSの自動受信はで
きますが、受信中画面および受信結果画面の表示や着信音の鳴動などの受信動作を行わず、
受信をお知らせしません。

● パーソナルデータロック設定中は、リダイヤル/着信履歴に、名前、電話番号種別アイコン、
着もじが表示されません。

● パーソナルデータロック設定中はめざまし時計、スケジュールアラームは動作しません。
● パーソナルデータロック設定中は着信許可/拒否の設定にかかわらずすべて着信します。
● パーソナルデータロック設定中はｉチャネルのテロップが表示されません。
● パーソナルデータロック設定中は、次の通知情報アイコンが表示されません。パーソナルデー
タロックを解除すると表示されます。

 - 「 」（新着メールあり） - 「 」（センターに あり）
 - 「 」（新着メッセージRあり） - 「 」（新着メッセージFあり）
 - 「 」（新規トルカあり） - 「 」（新規伝言メモあり）
 - 「 」（新規テレビ伝言メモあり） - 「 」（留守番メッセージ）
 - 「 」（Music&Videoチャネル更新成功） - 「 」（Music&Videoチャネル更新失敗）
 - 「 」（電話帳更新失敗） - 「 」（待受解除　セキュリティエラー）
 - 「 」（パターンデータ更新成功） - 「 」（パターンデータ更新推奨）
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ダイヤル発信を禁止する 〈ダイヤル発信制限〉

ダイヤルボタンを使って音声電話、テレビ電話、プッシュトークを発信できないよう
にします。一時的に解除する場合は、端末暗証番号を入力してください。
・ ダイヤル発信制限設定中は、次の操作ができなくなります。
 - ダイヤルボタンを使った発信（ツータッチダイヤル、平型スイッチ付イヤホンマイクからの

発信は除く）、ｉモードメールからの［電話で返信］
 - ダイヤルボタンを使ったプッシュトーク通信中のメンバー追加
 - 電話帳に登録していない相手へのリダイヤル/発信頻度/着信履歴からの発信
 - 電話帳に登録していない相手へのｉモードメール/SMSの送信
 - Phone To（AV Phone To）、Mail To
 - 電話帳の新規登録/修正/削除
 - microSDメモリーカードの電話帳操作
 - ｉモードメールに添付されている電話帳選択
 - 現在地通知、現在地通知先登録/編集/削除
 - 電話帳データの赤外線送信

 1 メニューで［設定］→［ロック/セキュリティ］→［ダイヤル発信制限］を選び  を
押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。

 2 端末暗証番号を入力し、  （OK）を押す

 3 ［ON］を選び  を押す
ダイヤル発信制限が設定され、「 」が表示されます。
解除する場合
［OFF］を選択します。ダイヤル発信制限が解除され、「 」が消えます。

● ダイヤル発信制限とパーソナルデータロックを同時に設定している場合は、「 」の代わりに
「 」が表示されます。
● ダイヤル発信制限設定中でも、緊急通報（110番、119番、118番）には発信できます。
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ボタンの誤動作を防止する 〈ボタンロック〉

電源を入れたまま持ち歩くときなどに、ボタンが押されて誤動作しないよう、ボタン
をロックできます。
・ ボタンロック設定中は、次の操作が有効です。
音声電話 発信中 中止（ ）

着信中 応答（ ）、応答保留（ ）
通話中※ 終了（ ）
応答保留中 応答（ ）、終了（ ）
通話中の音声電話着信時 応答（ ）、終了（ ）
伝言メモ応答/録音中 応答（ ）、終了（ ）

テレビ電話 発信中 中止（ ）
着信中 自画像応答（ ）、代替画像応答（ ）、

応答保留（ ）、着信音量調節（  ）
通話中※ 終了（ ）、カメラを切り替える（レンズカバー

開閉）
テレビ伝言メモ応答/録画中 自画像応答（ ）、代替画像応答（ ）、

終了（ ）
プッシュトーク 発信中 中止（ ）

着信中 応答（  または ）、終了（ ）
通信中 発言権取得（ ）、終了（ ）
通信中の音声電話着信時 応答（ ）、発言権取得（ ）、終了（ ）

メール/メッセージ受信中 着信音停止（ ）
エリアメール ブザー音鳴動中/

着信音鳴動中
停止（FOMA端末を閉じた状態で使用可能な  
を除くいずれかのボタン）

位置提供中 測位中止（ 、 ）
待受画面ｉモーション再生中 停止（ ）
電池警告音鳴動中 停止（ ）
めざまし時計、スケジュールアラーム鳴動中 停止（FOMA端末を閉じた状態で使用可能な  

を除くいずれかのボタン）

※ 通話中に表示されるメッセージは選択できることがあります。

 1 ロックキー  を「 」の方向にスライドする
ボタン確認音が鳴り、ボタンがロックされ、「 」が表示されます。
ロックを解除する場合
もう一度  をスライドします。ボタンロック解除音が鳴り、アイ
コンが消えます。

● ボタンロック設定中でも、ボタンロック中カメラ起動が［起動する］に設定されている場合、
レンズカバーを開いてカメラを起動できます。（P.117） ただし、カメラを起動すると、カメ
ラモードを終了してもボタンロックは解除されたままとなります。

● ボタンロック解除音は鳴らないように設定することもできます。（P.111）
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FOMA端末の開閉にあわせてボタンをロックする 〈開閉時自動ロック/解除〉

FOMA端末を閉じるとボタンをロックし、開くとロックを解除するように設定します。
お買い上げ時は［ON］に設定されています。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［本体スライド設定］→［開閉時自動ロック/解除］を選
び  を押す

 2 ［ON］/［OFF］を選び  を押す
開閉時自動ロック/解除が設定されます。

● 開閉時自動ロック/解除を［ON］に設定していても、カメラモード中にFOMA端末を閉じたと
きはボタンがロックされません。

 カメラモード中でもロックキーによるボタンロックは有効です。

リダイヤルや着信履歴の表示を設定する 〈履歴表示設定〉

リダイヤル、発信頻度、着信履歴を表示しないように設定できます。また、伝言メモ
を再生できなくなります。一時的に解除する場合は、端末暗証番号を入力してください。

 1 待受画面で  （ ）を押し、  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［履歴設定］→［履歴表示設定］を選び  を押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。

 3 端末暗証番号を入力し、  （OK）を押す
履歴表示設定画面が表示されます。

 4 ［ON］/［OFF］を選び  を押す
履歴表示設定が設定されます。

● 履歴表示設定を［OFF］に設定していても、リダイヤルまたは着信履歴のデータは記録され
ます。

シークレット登録されている情報を表示する 〈シークレット表示〉

シークレット登録した電話帳（プッシュトーク電話帳）・電話番号表示・スケジュール
は、シークレット表示を［ON］に設定しないと表示されません。他の人に知られたく
ない電話帳・電話番号表示・スケジュールは、シークレット登録してください。
・ シークレット表示を［ON］に設定しても、電源を切ると［OFF］になります。

 1 メニューで［設定］→［ロック/セキュリティ］→［シークレット表示］を選び  を押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。

 2 端末暗証番号を入力し、  （OK）を押す

 3 ［ON］/［OFF］を選び  を押す
シークレット表示が設定されます。
［ON］に設定すると、「 」 が表示されます。

● 電話帳にシークレット登録している相手の場合、リダイヤル/着信履歴に名前・電話番号種別
は表示されません。あとでシークレット登録を解除すると表示されます。
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メールを無断で表示できないようにする 〈メールセキュリティ設定〉

保存してある受信メール/送信メール/保存メールをフォルダごとに表示しないように
設定できます。また、受信ランキング、送信ランキング、受信振分条件、送信振分条
件も表示できなくなります。一時的に解除する場合は、端末暗証番号を入力してくだ
さい。

 1 メールメニューで［受信メール］/［送信メール］/［保存メール］を選び  を押す

 2  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 3 ［メールセキュリティ設定］を選び  を押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。

 4 端末暗証番号を入力し、  （OK）を押す
メールセキュリティ設定画面が表示されます。

 5 ロックするフォルダを選び  を押す
「 」が表示されます。
すべてのフォルダをロックする場合

 （全選択）を押します。
選択したフォルダを解除する場合

 （解除）を押します。

 6  （完了）を押す
メールセキュリティ設定が設定され、「 」（黄）/「 」（青）/「 」が表示されます。（P.219）

データを無断で表示できないようにする 〈データセキュリティ設定〉

データBOXのマイピクチャやｉモーションのデータを、表示しないように設定でき
ます。表示しないデータはフォルダ単位に選択できます。一時的に解除する場合は、
端末暗証番号を入力してください。
・ データセキュリティ設定したフォルダでも、待受ピクチャーギャラリーなどに設定した場合は、
端末暗証番号を入力しなくてもフォルダ内の画像が表示されます。

データセキュリティ設定できるフォルダは次のとおりです。
カテゴリ フォルダ

マイピクチャ ｉモード、カメラ、データ交換、お客様が作成したフォルダ
ｉモーション ｉモード、カメラ、データ交換、お客様が作成したフォルダ

 1 データBOXでカテゴリを選び  を押す
フォルダ一覧が表示されます。

 2  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 3 ［データセキュリティ設定］を選び  を押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。
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 4 端末暗証番号を入力し、  （OK）を押す
セキュリティフォルダ選択画面が表示されます。

 5 ロックするフォルダを選び  を押す
すべてのフォルダをロックする場合

 （全選択）を押します。
選択したフォルダを解除する場合

 （解除）を押します。

 6  （完了）を押す
セキュリティ設定変更確認画面が表示されます。

 7 ［はい］を選び  を押す
データセキュリティ設定が設定されます。

指定した電話番号からの電話だけを受ける/受けない 〈着信許可/拒否〉

音声電話、テレビ電話、プッシュトークを着信したとき、特定の電話番号だけを受け
る/受けないように設定できます。着信許可/拒否は20件まで登録できます。（番号リ
スト）
また、FOMA端末電話帳の特定のグループに属した相手からの電話だけを受ける/受
けないようにも設定できます。着信許可/拒否は3グループまで登録できます。（グルー
プリスト）
相手が電話番号を通知してきた場合のみ有効です。番号通知お願いサービスと非通知
着信拒否もあわせて設定することをおすすめいたします。
・ SMSやｉモードメールは、本機能に関係なく受信されます。
・ プッシュトーク着信で着信許可/拒否の対象となるのは発信者のみです。発信者以外のメンバー
を着信許可/拒否に登録していても、着信許可/拒否は動作しません。また、着信許可/拒否をグルー
プリストで設定した場合、発信者が指定したFOMA端末電話帳のグループに属していると着信
許可/拒否されます。

・ パーソナルデータロック設定中は、着信許可/拒否を設定できません。

例：指定した電話番号からの着信を［許可］/［拒否］する場合

 1 メニューで［設定］→［ロック/セキュリティ］→［着信許可/拒否］を選び  を押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。

 2 端末暗証番号を入力し、  （OK）を押す
着信許可／拒否

設定　　　　　　ＯＦＦ
番号リスト　　　０／２０件
グループリスト　　０／３件

 3 ［設定］に［許可］/［拒否］を選択する
［許可］ ： 着信許可を設定します。指定した電話番号/グループ以外から着信すると、電話は

つながりません。不在着信の通知情報アイコンが表示され、着信履歴に記録され
ます。

［拒否］ ： 着信拒否を設定します。指定した電話番号/グループから着信すると、電話はつな
がりません。不在着信の通知情報アイコンが表示され、着信履歴に記録されます。

［OFF］ ： 着信許可/拒否を解除します。

次ページにつづく
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 4 ［番号リスト］を選び  を押す
番号リスト グループを指定する場合

［グループリスト］を選択し、グループ欄にグループを選択します。
電話番号やグループを削除する場合
欄にカーソルをあわせ、機能メニュー［削除］→［1件削除］→［はい］を
選択します。すべての電話番号やグループを削除する場合は、機能メ
ニュー［削除］→［全件削除］→［はい］を選択します。

番号欄

 5 番号欄に電話番号を入力する
 6  を押す

番号リストが登録され、着信許可/拒否画面に戻ります。

 7  （完了）を押す
指定した電話番号の着信許可/拒否が設定されます。

発信者番号のわからない電話を受けない 〈非通知着信拒否〉

発信者番号を通知していない音声電話、テレビ電話、プッシュトークの着信があった
場合、通知されない理由（発信者番号非通知理由）も同時に通知されます。発信者番号
非通知理由によって、電話を受けないように設定できます。
・ SMSやｉモードメールは、本機能に関係なく受信されます。
・ 非通知着信拒否を［ON］に設定しているときに、発信者番号のわからない電話がかかってくる
と、電話はつながりません。不在着信の通知情報アイコンが表示され、着信履歴に記録されます。

 1 メニューで［設定］→［ロック/セキュリティ］→［非通知着信拒否］を選び  を
押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。

 2 端末暗証番号を入力し、  （OK）を押す
非通知着信拒否

発番号非通知　　　ＯＦＦ
公衆電話　　　　　ＯＦＦ
通知不可能　　　　ＯＦＦ

 3 非通知理由ごとに非通知着信拒否の［ON］/［OFF］を選択する
非通知着信拒否が設定されます。
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電話帳未登録の相手の着信音を無音にする 〈着信呼出動作設定〉

電話帳に登録していない相手から音声電話、テレビ電話、プッシュトークを着信した
ときに、着信音、着信ランプ、バイブレータが動作するまでの時間を設定できます。
ワン切りなどの迷惑電話対策に利用することもできます。
・ 登録外着信拒否設定中は、着信呼出動作設定を設定できません。

 1 メニューで［設定］→［発着信通話］→［発着信補助］→［着信呼出動作設定］を選び 
 を押す

着信呼出動作設定

設定　　　　　　　ＯＦＦ
呼出開始時間　　　０４　秒
　　　　　　　　（０１－９９）
時間内着信履歴表示
　　　　　　　　　ＯＦＦ

 2 ［設定］に着信呼出動作設定の［ON］/［OFF］を選択する

 3 ［呼出開始時間］に着信呼出動作を開始するまでの時間を入力する
01～99秒の範囲で入力します。

 4 ［時間内着信履歴表示］に［ON］/［OFF］を選択する
［ON］ ： すべての着信を着信履歴に表示します。
［OFF］ ： 設定した時間に満たない着信の不在着信の通知情報アイコンおよび着信履歴を表

示しません。着信履歴には記録されます。伝言メモまたはテレビ伝言メモの動作
が開始された場合は、不在着信の通知情報アイコンおよび着信履歴を表示します。

 5  （完了）を押す
着信呼出動作設定が設定されます。

● 以下の場合は、電話帳に登録している相手から電話がかかってきても着信呼出動作設定の対
象となります。

 - 電話帳にシークレット登録した相手からの電話（シークレット表示が［OFF］の場合）
 - 電話番号が通知されない電話
 - パーソナルデータロック設定中
● 時間内着信履歴表示を［OFF］に設定しているときにすべての着信履歴を表示する場合は、着
信履歴画面で機能メニュー［全着信履歴表示］を選択します。

● 呼出開始時間を伝言メモ、オート着信設定、留守番電話サービス、転送でんわサービスの応
答時間、呼び出し時間と同じに設定した場合、着信音が鳴ることがあります。
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電話帳未登録の相手からの電話を受けない 〈登録外着信拒否〉

電話帳に登録していない相手からの音声電話、テレビ電話、プッシュトークを着信し
ないように設定できます。番号通知お願いサービスとあわせて設定することをおすす
めします。
・ SMSやｉモードメールは、本機能に関係なく受信されます。
・ 登録外着信拒否を［ON］に設定しているときに、電話帳に登録していない相手から電話がかかっ
てくると、電話はつながりません。不在着信の通知情報アイコンが表示され、着信履歴に記録
されます。

・ 着信呼出動作設定中やパーソナルデータロック設定中は、登録外着信拒否を設定できません。

 1 メニューで［設定］→［ロック/セキュリティ］→［登録外着信拒否］を選び  を押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。

 2 端末暗証番号を入力し、  （OK）を押す

 3 ［ON］/［OFF］を選び  を押す
登録外着信拒否が設定されます。

● 以下の場合は、電話帳に登録している相手から電話がかかってきても登録外着信拒否の対象
となります。

 - 電話帳にシークレット登録した相手からの電話（シークレット表示が［OFF］の場合）
 - 電話番号が通知されない電話
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電話帳お預かりサービスを利用する 〈電話帳お預かりサービス〉

電話帳お預かりサービスとは、お客様のFOMA端末に保存されている電話帳・画像・
メール（以下「保存データ」といいます）を、ドコモのお預かりセンターに預けることが
できるサービスです。
万一の紛失や水濡れなどで保存データが消失しても、ｉモードで操作することにより、
お預かりセンターに預けている保存データを新しいFOMA端末に復元させることがで
きます。また、FOMA端末の電話帳データとお預かりセンターの電話帳データを、定
期的に自動で最新の状態にすることができます。さらに、お預かりセンターに預けて
いる保存データを簡単にパソコンからMy DoCoMoのページで編集したり、編集し
た保存データをFOMA端末内に保存させることができます。
※ 電話帳お預かりサービスの詳細については、『ご利用ガイドブック（ｉモード＜FOMA＞編）』を
ご覧ください。

電話帳・画像・メールを保存

FOMA端末 お預かりセンター パソコンなど

インターネット

お預かりしたデータを閲覧・編集

紛失・水濡れ時は簡単に復元

パソコンの編集内容を反映

※ 電話帳お預かりサービスはお申し込みが必要な有料サービスです。（お申し込みにはｉモード契
約が必要です）

・ 電話帳の保存方法（P.105）
・ メールの保存方法（P.221）
・ 画像の保存方法（P.295）
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その他の「あんしん設定」について
本章でご紹介した以外にも、以下のようなあんしん設定に関する機能/サービスがあ
りますのでご活用ください。

目　的 機能/サービス名称 参照ページ
他の人に無断でICカード機能を使われるのを
防ぎたい。

ICカードロック P.262

いたずら電話や悪質なセールス電話などの
「迷惑電話」を着信したくない。

迷惑電話ストップサービス P.394

発信者番号を通知してこない電話を着信した
くない。

番号通知お願いサービス P.395

電子認証サービスを利用することにより、安
全で信頼性のあるデータ通信を行いたい。
（FirstPass対応サイトに限ります）

FirstPass P.199

必要な場合にFOMA端末のソフトウェアを
更新したい。

ソフトウェア更新 P.456

障害を引き起こすデータからFOMA端末を
守りたい。

スキャン機能 P.462

ｉモードメールを受信する際に、必要なメー
ルのみを受信したい。

メール選択受信設定 P.215、227

災害が発生した際にｉモードを利用して安否
情報を登録/確認したい。

「ｉモード災害用伝言板」
サービス

『ご利用ガイド
ブック（ｉモード
＜FOMA＞編）』
をご覧ください。

メールアドレスを変更したい。 メールアドレス変更
URLが記載されたメールを受信したくない。 迷惑メール対策

（URL付きメール拒否設定）
指定したドメインからのメールを受信/拒否
したい。

迷惑メール対策（受信/拒否設定）

ｉモードどうしのメールだけを受信/拒否し
たい。
指定したアドレスからのメールを受信/拒否
したい。
迷惑メール対策のおすすめ設定を簡単に設定
したい。

迷惑メール対策
（かんたんメール設定）

1日に1台のｉモード対応携帯電話から送信
される500通目以降のｉモードメールを受信
拒否したい。

迷惑メール対策
（ｉモードメール大量送信者から
のメール受信制限）

SMSを受信したくない。 迷惑メール対策（SMS拒否設定）
一方的に送られてくる広告メールを受信した
くない。

迷惑メール対策
（未承諾広告※メール拒否）

受信するメールのサイズを制限したい。 メールサイズ制限
メール機能の設定状況を確認したい。 メール設定確認
メール機能を一時的に停止したい。 メール機能停止
紛失した携帯電話のおおよその位置を確認し
たい。

ケータイお探しサービス
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カメラ

カメラをご利用になる前に ...........................................................................................  150
静止画を撮影する........................................................................................〈静止画撮影〉 155
カメラの基本機能を使いこなす .....................................................................................  157
さまざまな撮影を楽しむ ..............................................................................〈撮影モード〉 163
動画を撮影する ..............................................................................................〈動画撮影〉 170
撮影時の設定を変更する ..............................................................................................  171
撮影時のカメラを調整する ...........................................................................................  175
カメラの動作を設定する ..............................................................................................  177
バーコードリーダーを利用する ...........................................................〈バーコードリーダー〉 183

著作権について
FOMA端末を利用して撮影または録音したもの、およびサイト（番組）やインターネットホー
ムページ上の著作物を権利者に無断で複製、改変、編集などする行為は、個人で楽しむなど
の場合を除き、著作権法上禁止されていますのでお控えください。また、他人の肖像や氏名
を無断で使用、改変などすると、肖像権の侵害となる場合がありますのでお控えください。
撮影または録音などしたものをインターネットホームページなどで公開する場合も、著作権
や肖像権に十分ご注意ください。なお、実演や発行、展示物などでは、個人として楽しむな
どの目的であっても、撮影または録音などが禁止されている場合がありますのでご注意くだ
さい。
 カメラ付き携帯電話を利用して撮影や画像送信を行う際は、プライバシーなどにご配慮く
ださい。
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カメラをご利用になる前に
FOMA端末内蔵のカメラで画像を撮影し、ｉモードメールに添付して送信したり、ブ
ログに投稿したり、待受画面などに設定したりすることができます。
また、撮影した画像をmicroSDメモリーカードに保存する場合、同時に縮小画像を
FOMA端末に保存することができます。（P.178、319）
microSDメモリーカードをご利用になるには、別途microSDメモリーカードが必要
となります。microSDメモリーカードをお持ちでない場合は、家電量販店などでお
買い求めいただけます。（P.306）
・ カメラで撮影した画像は、実際の被写体と色味や明るさが異なる場合があります。

カメラのご利用について

撮影前のご注意
・ カメラのレンズに指紋や油脂などがつくと、きれいに撮影できません。撮影前にやわらかい布
で拭いてください。

・ FOMA端末を直射日光の当たる場所や高い温度になる場所に長時間放置すると、画質が劣化す
ることがあります。

・ 電池残量がほとんど残っていない場合、カメラモードになりません。十分に充電してご使用く
ださい。

・ FOMA端末に静電気が発生している場合、カメラモードにならないことがあります。
・ 位置情報自動付加設定の保存時自動付加を［ON］にして撮影した画像をブログに投稿したり、
メールに添付して送ると、位置情報を他の人に知られる危険性があります。位置情報を送信し
ない場合は、保存時自動付加を［OFF］にしてください。（P.171）

撮影時のご注意
・ 手ブレにご注意ください。FOMA端末が動かないようにしっかり持って撮影するか、安定した
場所に置きセルフタイマーを使用して撮影してください。

・ 直接、太陽やランプなどの強い光源を撮影しようとすると、画面が暗くなったり画像が乱れた
りすることがありますのでご注意ください。

・ カメラは非常に高度な技術を駆使して作られていますが、常時明るく見える点や線、暗く見え
る点や線が存在する場合があります。また、特に光量が少ない場所での撮影では白い線などの
ノイズが増えますが、故障ではありませんので、あらかじめご了承ください。

・ カメラモード中に電池残量がほとんど残っていない状態になると、カメラモードを終了します。

カメラモードについて
カメラで撮影するときは、待受画面またはメニュー画面でレンズカバーをスライドし
て開きます。カメラ起動音が鳴ってカメラモードになり、ディスプレイにカメラから
の画像が表示され、セルフタイマーランプが点灯します。
カメラモードを終了する場合は、レンズカバーを閉じます。
・ 待受画面で  を1秒以上押してもカメラモードになります。
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● カメラモード画面表示中に何もボタン操作を行わないと、約2分後にカメラモードは自動的
に終了します。

● 使用中の機能によっては、レンズカバーを閉じてもカメラモードが終了しない場合がありま
す。  （停止）や  を押すなどして終了してください。

● カメラ起動中またはアウトカメラへの切り替え中にレンズカバーが閉じていると、「レンズ
カバーをあけてください」と表示されます。

静止画/動画について

項　目 静止画 動　画
ファイル形式 JPEG（Exif形式） MP4（MobileMP4）
ファイル名 保存先が［データBOX］の場合

YYYYMMDDhhmmss
・ 撮影した年月日時分秒が表示されま
す。2008年2月1日18時2分10秒に撮
影した場合は、「20080201180210」
と表示されます。

・ 連続撮影した静止画は年月日時分秒
のあとに番号00～03が付き、「2008
0201180210_00」と表示されます。

保存先が［microSD］の場合
DSC0nnnn

保存先が［データBOX］の場合
YYYYMMDDhhmmss

・ 撮影した年月日時分秒が表示されま
す。2008年2月1日18時2分10秒に撮
影した場合は、「20080201180210」
と表示されます。

保存先が［microSD］の場合
MOLnnn

ファイル番号 NNN-nnnn
・ 保存先が［microSD］の場合に表示さ
れます。ファイル番号はリセットでき
ます。（P.181）

－

・ 「NNN」には「100～999」、「nnn」には「001～ FFF」、「nnnn」には「0001～9999」の番号が画
像の撮影順に付けられます。

・ 日付時刻が未設定の場合、ファイル名が「--------------」と表示されます。

静止画の保存の向きについて

カメラで撮影した画像は、撮影する画像サイズに応じて横長または縦長の向きで保存
されます。［QCIF（176×144）］、［VGA（640×480）］、［1M（1280×960）］、［2M
（1632×1224）］、［2Mワイド（1920×1080）］、［3M（2048×1536）］、［5M（2592
×1944）］の画像サイズは横長の向きで保存され、［QVGA（240×320）］、［待受（480
×864）］※の画像サイズは縦長の向きで保存されます。
※ 撮影モードを［BestPic™］に設定して、画像サイズを［待受（480×864）］に設定した場合は、
画像の保存方向は横長の向きになります。

次ページにつづく
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静止画の保存枚数について

データBOXまたはmicroSDメモリーカードに保存できる静止画の枚数は、撮影画質、
画像サイズの設定や撮影状態、被写体によって異なります。

■ データBOXに保存できる静止画の撮影可能枚数の目安
画像サイズ

撮影画質
QCIF

（176×144）
QVGA
（240×320）

VGA
（640×480）

待受
（480×864）

1M
（1280×960）

2M
（1632×1224）

2Mワイド
（1920×1080）

3M
（2048×1536）

5M
（2592×1944）

ファイン 約2,500枚 約2,500枚 約2,500枚 約1,989枚 約716枚 約448枚 約448枚 約285枚 約179枚
スタンダード 約2,500枚 約2,500枚 約2,500枚 約2,500枚 約1,119枚 約689枚 約689枚 約442枚 約278枚
エコノミー 約2,500枚 約2,500枚 約2,500枚 約2,500枚 約1,705枚 約1,053枚 約1,053枚 約689枚 約432枚

■ microSDメモリーカード（64MB）に保存できる静止画の撮影可能枚数の目安
画像サイズ

撮影画質
QCIF

（176×144）
QVGA
（240×320）

VGA
（640×480）

待受
（480×864）

1M
（1280×960）

2M
（1632×1224）

2Mワイド
（1920×1080）

3M
（2048×1536）

5M
（2592×1944）

ファイン 約1,883枚 約1,259枚 約541枚 約421枚 約151枚 約94枚 約94枚 約60枚 約37枚
スタンダード 約1,883枚 約1,883枚 約757枚 約631枚 約237枚 約145枚 約145枚 約92枚 約58枚
エコノミー 約3,738枚 約1,883枚 約1,259枚 約945枚 約344枚 約223枚 約223枚 約145枚 約90枚

動画の撮影時間について

データBOXまたはmicroSDメモリーカードに保存できる動画の撮影時間は、撮影画
質、撮影種別、画像サイズ、ファイルサイズ制限の設定や撮影状態、被写体によって
異なります。

■ データBOXに保存できる動画の撮影可能時間の目安

ファイル
サイズ
制限

画像
サイズ 撮影種別

1件あたりの撮影可能時間 総撮影可能時間
撮影画質 撮影画質

スーパー
ファイン ファイン スタン

ダード
エコノ
ミー

スーパー
ファイン ファイン スタン

ダード
エコノ
ミー

メール
添付（小）

－ 音声のみ 約304秒 約2,933分
VGA
（640×480） 

映像のみ － － － － － － － －
映像＋音声 － － － － － － － －

QVGA
（320×240）

映像のみ 約10秒 － － － 約96分 － － －
映像＋音声 約10秒 － － － 約96分 － － －

QCIF
（176×144）

映像のみ 約20秒 約31秒 約77秒 約168秒 約193分 約299分 約743分 約1,621分
映像＋音声 約19秒 約28秒 約68秒 約130秒 約183分 約270分 約656分 約1,254分

sQCIF
（128×96）

映像のみ － 約61秒 約130秒 約214秒 － 約588分 約1,254分 約2,065分
映像＋音声 － 約51秒 約105秒 約155秒 － 約492分 約1,013分 約1,495分

メール
添付（大）

－ 音声のみ 約20分 約2,829分
VGA
（640×480） 

映像のみ 約10秒 － － － 約23分 － － －
映像＋音声 約10秒 － － － 約23分 － － －

QVGA
（320×240）

映像のみ 約42秒 － － － 約98分 － － －
映像＋音声 約41秒 － － － 約96分 － － －

QCIF
（176×144）

映像のみ 約85秒 約127秒 約317秒 約11分 約199分 約298分 約744分 約1,628分
映像＋音声 約79秒 約116秒 約279秒 約534秒 約185分 約272分 約655分 約1,254分

sQCIF
（128×96）

映像のみ － 約253秒 約534秒 約14分 － 約594分 約1,254分 約2,065分
映像＋音声 － 約212秒 約434秒 約10分 － 約498分 約1,019分 約1,499分
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■ microSDメモリーカード（64MB）に保存できる動画の撮影可能時間の目安

ファイル
サイズ
制限

画像
サイズ 撮影種別

1件あたりの撮影可能時間 総撮影可能時間
撮影画質 撮影画質

スーパー
ファイン ファイン スタン

ダード
エコノ
ミー

スーパー
ファイン ファイン スタン

ダード
エコノ
ミー

メール
添付（小）

－ 音声のみ 約304秒 約663分
VGA
（640×480）

映像のみ － － － － － － － －
映像＋音声 － － － － － － － －

QVGA
（320×240）

映像のみ 約10秒 － － － 約21分 － － －
映像＋音声 約10秒 － － － 約21分 － － －

QCIF
（176×144）

映像のみ 約20秒 約31秒 約77秒 約168秒 約43分 約67分 約168分 約366分
映像＋音声 約19秒 約28秒 約68秒 約130秒 約41分 約61分 約148分 約283分

sQCIF
（128×96）

映像のみ － 約61秒 約130秒 約214秒 － 約133分 約283分 約467分
映像＋音声 － 約51秒 約105秒 約155秒 － 約111分 約229分 約338分

メール
添付（大）

－ 音声のみ 約20分 約622分
VGA
（640×480）

映像のみ 約10秒 － － － 約434秒 － － －
映像＋音声 約10秒 － － － 約434秒 － － －

QVGA
（320×240）

映像のみ 約42秒 － － － 約21分 － － －
映像＋音声 約41秒 － － － 約21分 － － －

QCIF
（176×144）

映像のみ 約85秒 約127秒 約317秒 約11分 約43分 約65分 約163分 約358分
映像＋音声 約79秒 約116秒 約279秒 約534秒 約40分 約59分 約144分 約275分

sQCIF
（128×96）

映像のみ － 約253秒 約534秒 約14分 － 約130分 約275分 約454分
映像＋音声 － 約212秒 約434秒 約10分 － 約109分 約224分 約329分

制限なし － 音声のみ 約60分 約665分
VGA
（640×480）

映像のみ 約465秒 － － － 約465秒 － － －
映像＋音声 約460秒 － － － 約460秒 － － －

QVGA
（320×240）

映像のみ 約22分 － － － 約22分 － － －
映像＋音声 約22分 － － － 約22分 － － －

QCIF
（176×144）

映像のみ 約45分 約60分 約60分 約60分 約45分 約67分 約169分 約369分
映像＋音声 約42分 約60分 約60分 約60分 約42分 約61分 約148分 約285分

sQCIF
（128×96）

映像のみ － 約60分 約60分 約60分 － 約135分 約285分 約469分
映像＋音声 － 約60分 約60分 約60分 － 約113分 約232分 約340分

次ページにつづく
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カメラモードのアイコン

カメラモード画面には、設定や選択した機能に応じて、以下のようなアイコンが表示
されます。
・ アイコン表示やガイド表示は、  で切り替える（標準表示/キー操作ガイド表示/表示なし）こ
とができます。［表示なし］に設定していても、操作をしたときは関連するアイコンなどが表示
されます。

 静止画撮影時 動画撮影時

撮
影

機
能

ス゛
ーム

（Ｔ
）

ス゛
ーム

（Ｗ
）

ＭＥ
ＮＵ
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 撮影種別（P.182）
・ 静止画撮影時は「 」が表示されます。

 フラッシュ（P.174）
 フォトライトON（P.174）
 オートフォーカス設定（P.173）
 マルチフォーカス設定（P.172）
 オートフォーカス動作中
 画質（P.178）
  保存先フォルダ番号
・ 保存先/再生元がmicroSDメモリーカー
ドの場合に表示されます。（microSDメ
モリーカードを挿入していない場合は表
示されません）

 保存先（P.177）
 撮影可能枚数の目安
・ 撮影可能枚数が9,999枚よりも多い場合
は「 」と表示されます。

 画像サイズ（P.159）
 撮影モード（P.163）
 カメラ切替（アウトカメラ/インカメラ）
 シーンセレクション（P.160）
 EV値（P.162）
 顔検出OFF（P.162）
 ホワイトバランス（P.175）
 測光モード（P.176）
 手ブレ補正（P.180）
 セルフタイマーON（P.173）

 ズーム倍率（P.161）
・ ズームができない場合は表示されません。

 保存方向表示（P.159、179）
 デジタルズーム時フォーカス枠
 スポット測光（P.176）
 スポットフォーカス枠
 マルチフォーカス枠
 位置情報自動付加設定ON（P.171）
 GPS測位レベル（P.264）

 ほぼ正確な位置情報（誤差がおお
むね50ｍ未満）

 比較的正確な位置情報（誤差がお
おむね300ｍ未満）

 おおよその位置情報（誤差がおお
むね300ｍ以上）

 測位失敗
 キー操作ガイド表示切替
 SD保存時ミニフォト複製設定中（P.178）
 本体縦横自動判別ON（P.179）
 共通再生モード（P.175）
 ファイルサイズ制限（P.181）
  音声のみ録音中
 撮影状態

 停止中  撮影中
 再生中  一時停止中
 早送り再生中  早戻し再生中

 プログレスバー
 撮影可能時間の目安
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静止画を撮影する 〈静止画撮影〉

アウトカメラ撮影時、マルチフォーカス設定を［マルチAF］に設定しているときは画
面内の5箇所、マルチフォーカス設定を［スポットAF］に設定しているときは画面中央
部の被写体にピントをあわせて静止画を撮影できます。本体縦横自動判別を［ON］に
設定していると、撮影時のFOMA端末の向きを自動的に判別して画像に記録します。
・ オートフォーカスでピントをあわせられる距離は、［通常］で約30cm以上、［マクロ］で約

10cm以上、［スーパーマクロ］で約3cm～18cmです。
・ マルチフォーカス設定を［マルチAF］に設定しているときにズーム倍率がデジタルズーム領域に
入ると、マルチフォーカス機能は動作しません。画面中央部のオートフォーカスとなります。

・ シーンセレクションを［夜景］/［暗闇］に設定している場合、オートフォーカスで撮影できません。

 1 待受画面でレンズカバーをスライドして開く
カメラモードになります。
・ メニュー画面でレンズカバーをスライドして開いても、カメラモードを起動できます。

 2 被写体を確認し、  を半押ししてピントをあわせる

撮
影

機
能

ＭＥ
ＮＵ
　

マルチフォーカス設定が［マルチAF］に設定されているとき
は、白のマルチフォーカス枠内の最大5箇所のいずれかのポ
イントでピントが調節されます。マルチフォーカス設定が［ス
ポットAF］に設定されているときは、画面中央部の白のス
ポットフォーカス枠にあわせてピントが調節されます。ピン
トがあうと確認音が鳴ってフォーカス枠が緑に変わります。
・ 撮影中は、セルフタイマーランプが点滅します。
・ ピントの調節に失敗した場合は、白のフォーカス枠が赤
に変わります。

マルチフォーカス設定が［スポットAF］のときに画面の中央
以外にピントをあわせたい場合

 を半押ししてピントをあわせてから、撮影したい位
置にカメラを向けて  を押します。

インカメラに切り替える場合
機能メニュー［ ］（カメラ切替）→［ ］（インカメラ）を
選択します。
・ インカメラ撮影時は、白のフォーカス枠は表示されず
オートフォーカス機能も動作しません。

 （撮影）で撮影する場合
 （撮影）を押します。マルチフォーカス設定を［スポッ

トAF］に設定しているときに画面の中央以外にピントを
あわせたい場合は、  を押してピントをあわせてから、
撮影したい位置にカメラを向けて  （撮影）を押します。

 3  を押す
シャッター音が鳴って静止画が撮影され、保存確認画面が表示されます。

 4  （保存）を押す
静止画が保存されます。  を押すと、保存した静止画を表示して確認できます。

次ページにつづく
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メールに添付する場合
 （機能）を1秒以上押します。静止画が保存され、メール編集画面が表示されます。機能

メニュー［ ］を選択しても、メールに添付できます。
撮り直す場合

 を押し、［はい］を選択します。
ブログに投稿する場合
機能メニュー［ ］を選択します。（P.358）

位置情報を付加する場合
機能メニュー［ ］（位置情報）→［ ］（位置情報取得）を選択します。取得した位置情報の
詳細を表示する場合は、機能メニュー［ ］（位置情報）→［ ］（位置情報詳細）を選択しま
す。（P.277）

インカメラ撮影時に鏡像で保存する場合
機能メニュー［ ］を選択します。正像/鏡像表示を切り替えるときは、機能メニュー［ ］
（表示）→［ ］（鏡像表示）/［ ］（正像表示）を選択します。
・ 鏡像/正像表示を切り替えたときの画像は、保存の向きの左右方向に反転します。撮影の
向きによって、画像が上下方向に反転して表示される場合があります。

● 保存先の空き容量が足りないときや最大保存枚数を超えるときは、メッセージが表示されま
す。この場合は、保存先を変更したり、不要な画像を削除するなどしてください。

● 動画撮影から静止画撮影に切り替えた場合、次の項目がリセットされます。
項　目 お買い上げ時の設定 項　目 お買い上げ時の設定

カメラ切替 アウトカメラ シーンセレクション AUTO
ズーム倍率 1.0倍 EV値 ±0.0EV
セルフタイマー OFF フォトライト OFF
グリッドライン OFF ホワイトバランス AUTO
測光モード 中央重点 ピクチャエフェクト OFF

● シャッター音などが鳴り終わる前に電話がかかってくると、画像を保存できないことがあり
ます。

● 被写体や撮影状況によりピントがあわなかったり、意図しない部分にピントがあってしまう
ことがあります。

● 次のような場合は、オートフォーカスでピントがあわないことがあります。
 - 色の濃淡がない被写体を撮影する場合
 - 動いている被写体を撮影する場合
 - 暗い場所で撮影する場合
 - FOMA端末を動かしながら撮影する場合
 - 撮影範囲内にライトなどがある場合
● 本体縦横自動判別を［ON］に設定して撮影した画像は、次の場合など、表示される画像の向
きがFOMA端末での表示と異なることがあります。
- メールに添付して送ったり、ブログに投稿したりした場合
- USB接続によってパソコンなどに転送した場合
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カメラの基本機能を使いこなす

グラフィカルメニューについて
カメラの基本的な設定はグラフィカルメニューを使って変更できます。
本書では、グラフィカルメニューを選択する操作については、お買い上げ時に表示さ
れるアイコンを記載しています。
・ グラフィカルメニューに実際に表示されるアイコンはそのときの設定によって変化するため、
本書の記載と異なることがあります。

 1 カメラモード画面で  （機能）を押す

本端末の待受画面に
適したサイズで撮影します

サイズ選択

待受（４８０×８６４）







 選択されているメニュー項目のサブメニュー
 選択されている項目名
 選択されている項目のガイド
 メニュー項目
・ 設定されている項目のアイコンが表示されます。

 2 各項目を設定する
  で設定する項目、   で設定を選択し、  を押します。

● 横画面で操作するときは、4方向ボタンの表記はFOMA端末を横向きにしたときの配置に
従っています。通常利用時の   が   に、   が   にそれぞれ対応しています。
またジョグの回転方向も通常操作の上下が左右になります。

次ページにつづく
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ダイレクトボタン操作について
よく使う機能にはダイレクトボタンが割り当てられており、メニュー操作の代わりに
簡単なボタン操作で設定を変更できます。ダイレクトボタンを押すたびに設定が切り
替わります。
本書では、ダイレクトボタンが割り当てられている機能については、ダイレクトボタ
ンもあわせて記載しています。
・ ダイレクトボタンに割り当てられている機能は次のとおりです。

操　作 ボタン操作 参照ページ
サイズ選択  または  を押します。 P.159
セルフタイマー切り替え  を押します。 P.173
フラッシュ切り替え  を押します。 P.174
オートフォーカス設定  を押します。 P.173
EV値を下げる ジョグを左に回します。 P.162
EV値を上げる ジョグを右に回します。 P.162
カメラ切り替え  を押します。 P.159
シーンセレクション設定  を押します。 P.160
ホワイトバランス設定  を押します。 P.175
測光モード設定  を押します。 P.176
グリッドラインON/OFF切り替え  を押します。 P.174
ピクチャエフェクト設定  を押します。 P.176
現在地測位  を1秒以上押します。 P.172
調整リセット  を押します。 P.177
フォトライトON/OFF切り替え  を押します。 P.174
静止画撮影/動画撮影切り替え  を押します。 P.170

・ 撮影モードによっては操作できない機能があります。

例： セルフタイマーを設定する場合

 1 カメラモード画面で  を押す

セルフタイマー：１０秒
シャッターを押してから
１０秒後に撮影します

 を押すたびに、セルフタイマーの［OFF］/［10秒］/［5秒］/［2秒］
が切り替わります。約2秒操作を行わないと元の画面に戻り、最
後に選んだ設定内容でセルフタイマーが設定されます。

 2  を目的の秒数または［OFF］になるまで押す
セルフタイマーが設定されます。

● ダイレクトボタンと各ボタンに割り当てられた機能は、  を押すか、FOMA端末をスラ
イドして開くと表示されるキー操作ガイド表示で確認できます。
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画像のサイズを選択する
撮影する静止画の画像サイズは9種類から、動画の画像サイズは4種類から選択でき
ます。
・ 静止画の撮影モードを［パノラマ撮影］、［連続撮影］、［フレーム撮影］に設定している場合、画
像サイズは選択できません。

・ 動画の画像サイズを［QVGA（320×240）］、［VGA（640×480）］に設定すると、撮影画質が
［スーパーファイン］に変更されます。また、撮影画質が［スーパーファイン］のときに画像サイ
ズを［sQCIF（128×96）］に設定すると、撮影画質が［スタンダード］に変更されます。

 1 カメラモード画面で  （機能）を押し、［ ］（サイズ選択）→画像サイズを選び 
 を押す

・ カメラモード画面で  または  を押しても画像サイズを設定できます。
画像サイズが設定され、画像サイズの種類に対応したアイコンが表示されます。
・ 画像サイズを［QVGA（240×320）］または［待受（480×864）］に設定すると、保存方向表
示アイコン「 」が表示されます。表示される方向を上として保存されます。

静止画（アウトカメラ）
QCIF（176×144） 待受（480×864） 2Mワイド（1920×1080）
QVGA（240×320） 1M（1280×960） 3M（2048×1536）
VGA（640×480） 2M（1632×1224） 5M（2592×1944）

・ インカメラで撮影できる画像サイズは［QCIF（176×144）］、［QVGA（240×320）］、［VGA
（640×480）］です。
動画（アウトカメラ/インカメラ）

sQCIF（128×96） QVGA（320×240）
QCIF（176×144）  VGA（640×480）

撮影するカメラを切り替える
撮影するカメラをアウトカメラかインカメラに切り替えることができます。
・ 静止画の撮影モードを［スマイルシャッター］、［パノラマ撮影］、［高感度撮影］、［BestPic™］、
［連続撮影］に設定している場合、カメラは切り替えられません。
・ 静止画の撮影モードを［フレーム撮影］に設定して、画像サイズを［待受（480×864）］に設定し
ている場合、アウトカメラからインカメラへは切り替えられません。

・ アウトカメラからインカメラに切り替えると、次の項目が変更されます。シーンセレクション、
顔検出、オートフォーカス設定、フラッシュ、デジタルズーム、手ブレ補正の各項目は、カメ
ラをアウトカメラに切り替えると元の設定に戻ります。

項　目 設　定 項　目 設　定
画像サイズ VGA（640×480）※1 シーンセレクション AUTO
EV値 ±0.0EV※1※2 顔検出 OFF
オートフォーカス設定 OFF フラッシュ 発光禁止
ホワイトバランス AUTO※2 測光モード 中央重点※2
ピクチャエフェクト OFF※2※3 デジタルズーム OFF
手ブレ補正 OFF

※1 インカメラで設定できない画像サイズ、EV値の場合に変更されます。
※2 アウトカメラでシーンセレクションが［AUTO］以外に設定されていた場合に変更されます。
※3 ピクチャエフェクトが［ソラリ］に設定されていた場合に変更されます。

次ページにつづく
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 1 カメラモード画面で  （機能）を押し、［ ］（カメラ切替）→［ ］（アウトカメ
ラ）/［ ］（インカメラ）を選び  を押す
・ カメラモード画面で  を押してもカメラを切り替えることができます。
カメラが切り替わります。

● インカメラからアウトカメラへの切り替え中にレンズカバーが閉じていると、「レンズカバー
をあけてください」と表示されます。レンズカバーを開くとカメラモードになります。

撮影するシーンを切り替える
アウトカメラで撮影するときに、シーンにあわせてカメラの設定を自動調整します。
シーンを変更するとホワイトバランス、測光モード、EV値、ピクチャエフェクトの
設定はリセットされます。
・ 撮影モードを［BestPic™］、［連続撮影］に設定している場合や動画撮影時は、［夜景］、［暗闇］
を選択できません。

・ 顔検出を［ON］に設定している場合、［風景］、［夜景］、［暗闇］、［スポーツ］、［ビーチ＆スノー］
を選択できません。

・ 撮影モードを［高感度撮影］、［スマイルシャッター］に設定すると、シーンセレクションは
［AUTO］に変更されます。シーンセレクションは変更できません。
・ 動画の撮影種別を［音声のみ］に設定している場合、シーンセレクションは設定できません。

 1 カメラモード画面で  （機能）を押し、［ ］（シーンセレクション）→シーンを
選び  を押す
・ カメラモード画面で  を押してもシーンセレクションを設定できます。
［ ］（AUTO） ： 自動的に色合いや明るさを調整して撮影します。
［ ］（人物） ： 人物の肌の色を、明るく暖かい色調で撮影します。
［ ］（風景） ： 海や空、木々の色をあざやかに表現し、風景を撮影します。
［ ］（夜景） ： 暗い雰囲気を損なわずに、夜景を撮影します。
［ ］（暗闇） ： 暗い場所で感度を上げてできるだけ明るく撮影します。
［ ］（スポーツ） ： 屋外などの明るい場所で動きのある被写体を撮影します。
［ ］（ビーチ＆スノー） ： 海や湖畔、雪景色などの明るい色をよりあざやかに撮影します。
［ ］（パーティー） ： 室内の照明の雰囲気を活かしながら撮影します。
シーンセレクションが設定され、シーンの種類に対応したアイコンが表示されます。
・ ［AUTO］に設定した場合、アイコンは表示されません。
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画像のズームを調節する
アウトカメラで撮影するときに、画像のズームを調節できます。約3.0倍までは光学
ズームで、それ以上はデジタルズームで撮影されます。また、スマートズーム機能に
より、光学ズームの最大倍率を超えても画質の劣化を最小限に抑えて撮影できます。
スマートズームの最大倍率は画像サイズの設定や撮影モードが［高感度撮影］に設定さ
れているかどうかによって変わります。各画像サイズで調節できるズーム倍率は次の
とおりです。
・ 最大倍率には光学ズームの倍率3.0倍（9段階）が含まれます。
静止画撮影時 ■：画質の劣化を最小限に抑えたスマートズーム領域
 ■：画質が劣化する一般のデジタルズーム領域

画像サイズ 最大倍率表示
（段階）

光学
ズーム デジタルズーム

［QCIF（176×144）］ 約48.0倍（69）

3.0
倍

約13.3倍
［QVGA（240×320）］ 約24.0倍（54） 約8.0倍
［VGA（640×480）］ 約12.0倍（39） 約4.0倍
［待受（480×864）］ 約12.0倍（39） 約2.9倍
［1M（1280×960）］ 約12.0倍（39） 約2.0倍
［2M（1632×1224）］ 約12.0倍（39） 約1.6倍
［2Mワイド（1920×1080）］約12.0倍（39） 約1.3倍
［3M（2048×1536）］ 約12.0倍（39） 約1.3倍
［5M（2592×1944）］ 約12.0倍（39）
 1倍 3倍 12倍 24倍 36倍 48倍
静止画撮影時（撮影モードが［高感度撮影］の場合）

画像サイズ 最大倍率表示
（段階）

光学
ズーム デジタルズーム

［QCIF（176×144）］ 約48.0倍（69）

3.0
倍

約6.7倍
［QVGA（240×320）］ 約24.0倍（54） 約4.0倍
［VGA（640×480）］ 約12.0倍（39） 約2.0倍
［待受（480×864）］ 約12.0倍（39） 約1.4倍
［1M（1280×960）］ 約12.0倍（39）
 1倍 3倍 12倍 24倍 36倍 48倍
動画撮影時

画像サイズ 最大倍率表示
（段階）

光学
ズーム デジタルズーム

［sQCIF（128×96）］ 約48.0倍（69）
3.0
倍

約9.6倍
［QCIF（176×144）］ 約48.0倍（69） 約6.7倍
［QVGA（320×240）］ 約24.0倍（54） 約4.0倍
［VGA（640×480）］ 約12.0倍（39） 約2.0倍
 1倍 3倍 12倍 24倍 36倍 48倍

次ページにつづく
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 1 カメラモード画面で  （ズーム（W））/  （ズーム（T））を押す
・  （ズーム（T））を押すと拡大され、  （ズーム（W））を押す
と縮小されます。1秒以上押すと連続して拡大/縮小されます。

ズームが調節され、設定したズーム倍率がバー表示されます。
・ ズームバーの「□」が淡いグレーの領域に移動すると画質が劣
化します。

● 顔検出が［ON］の場合、デジタルズームは利用できません。
● 手ブレ補正が［ON］の場合、スマートズーム領域が2段階分狭くなります。画面上のズームバー
のスマートズーム領域は、手ブレ補正が［ON］に設定されているときの幅で表示されます。

● ズームで拡大表示中にオートフォーカス設定を変更すると、ズーム倍率は1.0倍に戻ります。
● オートフォーカス設定を［マクロ］に設定している場合、光学ズームは1.1倍～2.6倍の7段階
で調節できます。また、オートフォーカス設定を［スーパーマクロ］に設定している場合、光
学ズームは1.5倍に固定され、変更できません。

明るさを補正する
画像の明るさ（露出：Exposure Value）を、周囲の状況にあわせて補正できます。アウ
トカメラ撮影時は－2.0EV～＋2.0EVの間の13段階、インカメラ撮影時は－1.0EV～
＋1.0EVの間の7段階で変更できます。

 1 カメラモード画面で  （機能）を押し、［ ］（EV）→EV値を選び  を押す
・ カメラモード画面でジョグを左に回すとEV値を下げ、ジョグを右に回すとEV値を上げます。
明るさが補正され、設定したEV値のアイコン「 」～「 」が表示されます。
・ EV値が±0.0EVの場合、アイコンは表示されません。

● 撮影場所が極端に明るいときや暗いときは、明るさを補正しても変わらないことがあります。

顔を検出してピントを自動調整する
最大3人までの人物の顔を検出し、被写体が動いても顔検出枠が顔を追跡して、ピン
トや明るさを最適な値に自動調整します。
・ シーンセレクションが［風景］、［夜景］、［暗闇］、［スポーツ］、［ビーチ＆スノー］のときに顔検
出を［ON］に設定すると、シーンセレクションは［AUTO］に変更されます。

・ 顔検出を［ON］に設定すると、ピクチャエフェクトは［OFF］に変更されます。また、デジタルズー
ムが一時的に［OFF］に変更されます。

・ オートフォーカス設定を［通常］以外に設定すると、顔検出は一時的に［OFF］に変更され、設定
を変更できません。

 1 カメラモード画面で  （機能）を押し、［ ］（顔検出）→［ ］（ON）/［ ］
（OFF）を選び  を押す
顔検出が設定されます。［OFF］にすると「 」が表示されます。
・ ［ON］に設定した場合、アイコンは表示されません。

● 顔が傾いていたり、顔の一部が隠れている場合、ペットなど人以外の顔の場合、暗い場所に
いる場合は、顔を検出できないことがあります。

● 顔がないシーンでも、被写体が顔に似ている場合は、顔検出枠が表示されることがあります。
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さまざまな撮影を楽しむ 〈撮影モード〉

スマイルシャッターで笑顔を撮る
カメラが笑顔を検出して、自動的にシャッターを切ってくれます。
・ スマイルシャッターモードで撮影中は、ズームを使用できません。また、  または  （撮
影）を押して撮影することはできません。

・ 撮影モードを［スマイルシャッター］に設定すると、次の項目が一時的に変更されます。
項　目 設　定 項　目 設　定

カメラ切替 アウトカメラ シーンセレクション AUTO
顔検出 ON オートフォーカス設定 OFF（顔検出前）※
セルフタイマー OFF ホワイトバランス AUTO
測光モード 中央重点 ピクチャエフェクト OFF
デジタルズーム OFF

※ 顔検出後は［通常］と同程度の有効距離に設定されます。
・ 上記の項目は変更できません。

 1 カメラモード画面で  （機能）を押し、［ ］（撮影モード）→［ ］（スマイル
シャッター）を選び  を押す

 2  （リスト閉）を押す
撮影モードが［スマイルシャッター］に設定され、「 」が表示されます。

 3 カメラを被写体に向ける
白の顔検出枠が表示され顔検出を開始します。笑顔検出の対象
となる人物にピントがあうと、確認音が鳴り、顔検出枠が緑に
変わります。
被写体の笑顔を検出すると、自動的にシャッターが切られ、画
像が撮影されます。
・ 最大3人までの顔を検出できます。複数の顔を検出している
場合、カメラは画面の中央付近の人物を優先的に選んで、ピ
ントをあわせます。

・ 笑顔を検出できるのは、緑の顔検出枠が表示された1人のみ
です。

・ ピントの調節に失敗した場合は、白の顔検出枠が赤に変わり
ます。

ピントの調節に失敗した場合
 または  を押して、もう一度顔検出を開始してくだ

さい。

 4  （保存）を押す
画像が保存されます。

● 撮影環境によっては、顔を検出できず、シャッターが切れないことがあります。
● 次の場合は、笑顔が検出されないことがあります。

- 顔が暗すぎたり、明るすぎる場合
- 被写体がカメラから遠すぎて顔が小さい場合
- サングラスやマスク、帽子など顔の一部を隠すものを身に付けている場合
- 顔が横を向いていたり、傾いている場合

次ページにつづく
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デコフォトモードで画像を楽しくおしゃれに飾る
フレームやスタンプを利用して画像をおしゃれに飾ることができます。
・ アウトカメラで撮影するときは［QCIF（144×176）］、［QVGA（240×320）］、［VGA（480×

640）］、［待受（480×864）］、インカメラで撮影するときは［QCIF（144×176）］、［QVGA（240
×320）］の画像サイズを選択できます。

・ 撮影モードを［デコフォト］に設定すると、次の項目が一時的に変更されます。サイズ選択、カ
メラ切替、EV値（美白モード）、フラッシュ以外の項目は変更できません。
項　目 設　定 項　目 設　定

サイズ選択 QVGA（240×320） カメラ切替 インカメラ
シーンセレクション AUTO EV値 美白モード［OFF］ ：±0.0EV
顔検出 ON※1 位置情報自動付加

設定
OFF

オートフォーカス設定 通常※1 マルチフォーカス設定 スポットAF※1
セルフタイマー※2 5秒 フォトライト OFF
フラッシュ 発光禁止 グリッドライン OFF
ホワイトバランス AUTO 測光モード 平均
ピクチャエフェクト OFF 自動保存 OFF
撮影画質 ファイン デジタルズーム OFF
手ブレ補正 AUTO 本体縦横自動判別 OFF

※1 顔検出、オートフォーカス設定、マルチフォーカス設定の各設定はアウトカメラ利用時の設
定です。インカメラで撮影している場合は、これらの機能は動作しません。

※2 セルフタイマーは、撮影モードを切り替えても元の設定に戻りません。
・ 一度撮影モードを［デコフォト］に設定したあとに他の撮影モードに切り替えると、ズーム倍率
は1.0倍に戻ります。

 1 カメラモード画面で  （機能）を押し、［ ］（撮影モード）→［ ］（デコフォト）
を選び  を押す

本端末の待受画面に
適したサイズで
撮影します

サイズ選択

待受（４８０×８６４）

撮影モードが［デコフォト］に設定され、「 」が表示されます。
インカメラで撮影している場合は、被写体を確認し、操作3に進み
ます。
カメラを切り替える場合
［ ］（カメラ切替）→［ ］（アウトカメラ）/［ ］（インカメラ）
を選択します。

撮影サイズを設定する場合
［ ］（サイズ選択）→サイズを選択します。
フレームを付けて撮影する場合
［ ］（フレーム選択）→［ ］（あり）/［ ］（なし）を選択しま
す。［あり］を選択した場合はフレームを選択します。

フラッシュを発光させる場合（アウトカメラのみ）
［ ］（フラッシュ）→フラッシュの種類を選択します。
デコフォト音を変更する場合
［ ］（デコフォト音選択）→デコフォト音を選択します。
美白モードを設定する場合
［ ］（美白モード）→［ ］（ON）/［ ］（OFF）を選択します。
・ 美白モードを［ON］に設定すると、EV値がアウトカメラ
の場合は＋1.0EVに、インカメラの場合は＋0.3EVになり
ます。また、美白モードを［OFF］に設定すると、EV値が
±0.0EVになります。
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 2 被写体を確認し、  を半押しする
顔検出機能が起動し、顔にあわせてピントが調節されます。ピントがあうと確認音が鳴って
顔検出枠が緑に変わります。

 3  を押す
セルフタイマーが起動してデコフォト音が鳴り、シャッター音が鳴って画像が撮影され、保
存前メニューが表示されます。

 4 ［ ］（保存）→［ ］（保存）→［はい］を選び  を押す
画像が保存されます。
フレームを貼付ける場合
［ ］→フレームを選択します。
画像スタンプを貼付ける場合
［ ］→スタンプを選択し、貼付ける位置を調節して  （貼付）を押し、  （中止）を押
します。

文字を貼付ける場合
［ ］を選択し、テキストスタンプを作成し、貼付ける位置を調節して  （貼付）を押し、

 （中止）を押します。
・ 文字を貼付ける（P.293操作2～3）と同じ操作を行ってください。

編集前の画像に戻す場合
［ ］を選択します。
ブログに投稿する場合
［ ］（保存）→［ ］（ブログ投稿）を選択します。（P.358）
メールに添付する場合
［ ］（保存）→［ ］（メール添付）を選択します。（P.212）

パノラマ撮影する
シャッターボタンを押してからカメラの向きを水平に移動させるだけで、連続撮影し
1枚の画像に合成して、パノラマ撮影を行います。360度のパノラマ撮影も可能です。
・ 撮影モードを［パノラマ撮影］に設定すると、ピクチャエフェクトは［OFF］に変更されます。ま
た、顔検出、オートフォーカス設定、セルフタイマー、自動保存、デジタルズームが一時的に
［OFF］に、フラッシュが一時的に［発光禁止］に変更されます。
・ パノラマ撮影中はズームを使用できません。

 1 カメラモード画面で  （機能）を押し、［ ］（撮影モード）→［ ］（パノラマ撮
影）を選び  を押す
パノラマモード（サイズ×枚数）選択画面が表示されます。
［通常パノラマ（VGA×4）］ ： 最大4枚の画像を撮影して画像を作成します。
［360°パノラマ(QVGA×10)］ ： 最大10枚の画像を撮影し、自分を取り巻く360度を見渡せ

る画像が作成できます。

 2 撮影サイズを選び  を押す
撮影モードが［パノラマ撮影］に設定され、「 」が表示されます。

次ページにつづく
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 3  を押す








シャッター音が鳴って最初の画像が撮影されます。FOMA
端末を水平に保って左右どちらかの方向にゆっくりと動か
してください。カメラ移動ガイドの緑の枠にあわせてカメ
ラを移動すると、枠が赤に変わったところでシャッター音
が鳴り、次の画像が自動的に撮影されます。
最後の撮影が終わると、画像が合成され、全体イメージが
表示されます。   を押すと、画面をスクロールして画
像の隠れた部分を確認できます。
撮影を中止する場合

 （停止）を押します。合成確認画面が表示された場合、
［合成開始］/［画像破棄］を選択します。

 撮影方向ガイド
・ 矢印の方向へカメラの向きを移動します。

 撮影可能枚数
 次に撮影する画像の位置にあたる枠が緑に変わります。
 次に撮影する画像の先頭からの番号
 前に撮影した画像のサムネイル
 カメラ移動ガイド
・ ガイドにあわせてカメラを移動すると、カメラの動きにあわせて緑の枠が移動します。
次の画像の撮影位置になると赤に変わります。

 4  （保存）を押す
合成されたパノラマ画像が保存されます。

● シャッター音が鳴って「撮影中 しばらく静止してください」と表示されている間はカメラを
動かさないでください。合成後の画像の縦サイズが極端に小さくなったり、合成に失敗する
場合があります。

● シャッターボタンを押してパノラマ撮影を開始すると、何も操作しないで2分以上経過して
も、撮影モードは終了しません。

高感度モードで撮影する
夕暮れ時や暗い室内などで、動く被写体のブレを押さえ、フラッシュなしできれいに
撮影できます。
・ 高感度撮影で撮影できる画像サイズは、［QCIF（176×144）］、［QVGA（240×320）］、［VGA
（640×480）］、［待受（480×864）］、［1M（1280×960）］です。
・ 画像サイズが［2M（1632×1224）］以上のときに撮影モードを［高感度撮影］に設定すると、画
像サイズは［1M（1280×960）］に変更されます。

・ 撮影モードを［高感度撮影］に設定すると、フラッシュは一時的に［発光禁止］に、シーンセレク
ションは［AUTO］に変更されます。シーンセレクションは変更できません。

 1 カメラモード画面で  （機能）を押し、［ ］（撮影モード）→［ ］（高感度撮影）
を選び  を押す
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 2  （リスト閉）を押す
撮影モードが［高感度撮影］に設定され、「 」が表示されます。

 3 被写体を確認し、  を半押しする
白のフォーカス枠にあわせてピントが調節されます。ピントがあうと確認音が鳴ってフォー
カス枠が緑に変わります。

 4  を押す
シャッター音が鳴って画像が撮影され、保存確認画面が表示されます。

 5  （保存）を押す
画像が保存されます。

BestPic™モードで撮影する
オートフォーカス機能でピントをあわせ、シャッターボタンを押した前後で計9枚の
静止画を連続撮影し、その中からベストショットを選択できます。
・ BestPic™で撮影できる画像サイズは、［VGA（640×480）］、［待受（480×864）］、［1M（1280
×960）］、［2M（1632×1224）］、［2Mワイド（1920×1080）］、［3M（2048×1536）］、［5M
（2592×1944）］です。
・ 画像サイズが［QCIF（176×144）］、［QVGA（240×320）］のときに撮影モードを［BestPic™］
に設定すると、画像サイズは一時的に［待受（480×864）］に変更されます。

・ オートフォーカス設定が［OFF］のときに撮影モードを［BestPic™］に設定すると、オート
フォーカス設定は［通常］に変更されます。

・ 撮影モードを［BestPic™］に設定すると、手ブレ補正、自動保存が一時的に［OFF］に、撮影画
質が［スタンダード］に変更されます。撮影画質は変更できません。

・ BestPic™で撮影するときにフラッシュを使用すると、フラッシュの光量はフォトライト点灯
時と同程度まで低下します。

・ シーンセレクションが［夜景］、［暗闇］のときに撮影モードを［BestPic™］に設定すると、シー
ンセレクションは［AUTO］に変更されます。

 1 カメラモード画面で  （機能）を押し、［ ］（撮影モード）→［ ］（BestPic™）
を選び  を押す

 2  （リスト閉）を押す

オートフォーカスを
ロックしてください
オートフォーカスを
ロックしてください

撮影モードが［BestPic™］に設定され、「 」が表示されます。

次ページにつづく
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 3 被写体を確認し、  を半押しする
白のフォーカス枠にあわせてピントが調節されます。ピントがあうと確認音が鳴って、フォー
カス枠が緑に変わります。

 4  を押す
シャッター音が鳴って連続画像が撮影され、保存確認画面が表
示されます。

 5   で画像を選び  （保存）を押す
選択した画像が保存され、別の画像も保存するかどうかの確認画面が表示されます。
別の画像も保存する場合
［はい］を選択し、画像を選択して  （保存）を押します。
カメラモード画面に戻る場合
［いいえ］を選択します。

● 撮影モードを［BestPic™］に設定して、画像サイズを［待受（480×864）］に設定した場合、
縦長の向きに撮影しても画像の保存方向は横長の向きになります。カメラモード画面に保存
方向表示アイコン「 」は表示されません。

連続画像を撮影する

 または  （撮影）を1回押すだけで、静止画を約0.2秒間隔で4枚連続して撮影
できます。
・ 連続撮影の画像サイズは、［VGA（640×480）］です。画像サイズは変更できません。
・ シーンセレクションが［夜景］、［暗闇］のときに撮影モードを［連続撮影］に設定すると、シーン
セレクションは［AUTO］に変更されます。

・ 撮影モードを［連続撮影］に設定すると、手ブレ補正が一時的に［OFF］に変更されます。
・ 連続撮影するときにフラッシュを使用すると、フラッシュの光量はフォトライト点灯時と同程
度まで低下します。

 1 カメラモード画面で  （機能）を押し、［ ］（撮影モード）→［ ］（連続撮影）
を選び  を押す

 2  （リスト閉）を押す
撮影モードが［連続撮影］に設定され、「 」が表示されます。

 3 被写体を確認し、  を半押しする
白のフォーカス枠にあわせてピントが調節されます。ピントがあうと確認音が鳴ってフォー
カス枠が緑に変わります。
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 4  を押す
連続撮影音が鳴って連続画像が撮影され、保存確認画面が表示されます。

 5  （保存）を押す
連続した4枚の画像が保存されます。

フレーム付きの画像を撮影する
お買い上げ時に登録されているフレームやダウンロードしたフレームを付けて撮影で
きます。
・ アウトカメラで撮影するときは［QCIF（176×144）］、［QVGA（240×320）］、［VGA（640×

480）］、［待受（480×864）］、インカメラで撮影するときは［QCIF（176×144）］、［QVGA（240
×320）］、［VGA（640×480）］のフレームサイズを選択できます。

・ フレームを付けて撮影した画像サイズは、選択したフレームにより決まり、変更できません。

 1 カメラモード画面で  （機能）を押し、［ ］（撮影モード）→［ ］（フレーム撮
影）を選び  を押す
フレームサイズ選択

　　ＱＣＩＦ（１７６×１４４）
　　ＱＶＧＡ（２４０×３２０）
　　ＶＧＡ（６４０×４８０）
　　待受（４８０×８６４）

 2 フレームサイズを選び  を押す
フレーム選択画面が表示されます。

 3 フレームを選び  を押す
撮影モードが［フレーム撮影］に設定され、「 」、選択したフレームが表示されます。
フレームを確認する場合
フレームにカーソルをあわせ、  （見る）を押します。

 4 被写体を確認し、  を半押しする
白のフォーカス枠にあわせてピントが調節されます。ピントがあうと確認音が鳴ってフォー
カス枠が緑に変わります。

 5  を押す
シャッター音が鳴って画像が撮影され、保存確認画面が表示されます。

 6  （保存）を押す
画像が保存されます。
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動画を撮影する 〈動画撮影〉

カメラで動画を撮影できます。
・ 保存先により撮影可能時間が異なります。（P.152、153）

 1 カメラモード画面で  （機能）を押し、［ ］（撮影モード）→［ ］（動画撮影）
を選び  を押す

・ カメラモード画面で  を押しても動画撮影画面に切り替
えられます。  を押すたびに、静止画撮影画面と動画撮影
画面が切り替わります。

動画撮影画面に切り替わり、「 」が表示されます。

 2 被写体を確認し、  を押す
撮影開始音が鳴って動画の撮影が開始されます。「 」が「 」に変わります。
・ 撮影中は、画像の下にバーと数字で撮影可能時間の目安が表示され、セルフタイマーラン
プが点滅します。

一時停止する場合
 （ポーズ）を押します。撮影一時停止音が鳴り、「 」が表示されます。録画を再開

する場合は、  （再開）を押します。
 （撮影）で撮影する場合

 （撮影）を押します。撮影を終了するときは  （停止）を押します。

 3 撮影を終了するときは  を押す
撮影終了音が鳴って動画の撮影が終了し、保存確認画面が表示されます。

 4  （保存）を押す
動画が保存されます。
撮り直す場合

 を押し、［はい］を選択します。
保存前に確認する場合

 （再生）を押します。
メールに添付する場合

 （機能）を1秒以上押します。動画が保存され、メール編集画面が表示されます。機能メ
ニュー［ ］を選択してもメールに添付できます。

ブログに投稿する場合
機能メニュー［ ］を選択します。（P.358）
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● 保存先の空き容量が足りないときや最大保存時間を超えるときは、メッセージが表示されま
す。この場合は、保存先を変更したり、不要な画像を削除するなどしてください。また、撮
影できても最大保存時間まで撮影できないことがあります。

● 静止画撮影から動画撮影に切り替えた場合、次の項目がリセットされます。
項　目 お買い上げ時の設定 項　目 お買い上げ時の設定

カメラ切替 アウトカメラ シーンセレクション AUTO
ズーム倍率 1.0倍 EV値 ±0.0EV
撮影モード 通常撮影 オートフォーカス設定 通常
セルフタイマー OFF フォトライト OFF
グリッドライン OFF ホワイトバランス AUTO
測光モード 中央重点 ピクチャエフェクト OFF

● 動画撮影中は、画像にモザイク状のノイズが入ったり、画像や音声が途切れることがありま
すが、故障ではありませんので、あらかじめご了承ください。

● 動画の音声は、送話口から録音されます。撮影時にボタンなどを操作したり、送話口の近く
をふさいだりすると操作音や雑音が録音されることがあります。

● 撮影状況や被写体の条件によっては、撮影した動画の動きが粗くなることがあります。

撮影時の設定を変更する

画像保存時に位置情報を付加するかどうかを設定する

GPS機能を利用して位置情報を撮影した静止画に自動的に付加します。
・ 位置情報自動付加設定の保存時自動付加を［ON］にして撮影した画像をブログに投稿したり、
メールに添付して送ると、位置情報を他の人に知られる危険性があります。

 1 カメラモード画面で  （機能）を押し、［ ］を選び  を押す

位置情報自動付加設定
オートフォーカス設定
マルチフォーカス設定
セルフタイマー
フォトライト
フラッシュ
グリッドライン

ＯＦＦ
通常
マルチＡＦ
ＯＦＦ
ＯＦＦ
発光禁止
ＯＦＦ

　　撮影 　　調整 　　設定

 2 ［撮影］→［位置情報自動付加設定］を選び  を押す
位置情報自動付加設定

保存時自動付加
　　　　　　　　　ＯＦＦ
位置情報付加方法
　　起動時測位付加
位置情報

［保存時自動付加］ ： 画像保存時に位置情報を自動で付加するかどうか
を選択します。

［位置情報付加方法］ ： 自動で付加する位置情報の取得方法を選択します。
［位置情報］ ： 画像に付加する位置情報を登録します。

 3 ［保存時自動付加］に位置情報自動付加の［ON］/［OFF］を選択する

 4 ［位置情報付加方法］に［登録情報より付加］/［起動時測位付加］を選択する
［登録情報より付加］ ： 位置情報に登録されている位置情報を付加します。
［起動時測位付加］ ： カメラ起動時に位置情報を自動取得して付加します。

次ページにつづく
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 5 ［位置情報］に位置情報を登録する
・ 位置情報を付加する（P.277操作2～3）と同じ操作を行ってください。
位置情報が登録されている場合
位置情報あり画面が表示されます。位置情報を確認する場合は［確認する］を選択します。
位置情報を変更する場合は［変更する］を選択し、位置情報を取得します。位置情報を削除
する場合は［削除する］を選択します。

 6  （完了）を押す
位置情報自動付加設定が設定されます。
保存時自動付加を［ON］にすると位置情報自動付加が設定され、「 」が表示されます。

● 保存時自動付加を［ON］にすると次の撮影までに時間がかかることがあります。
● 保存時自動付加を［ON］に、位置情報付加方法を［起動時測位付加］に設定した場合、カメラ
モード画面に測位レベルアイコンが表示されます。（P.154）

● カメラ起動時の測位に失敗した場合、カメラモード画面で  を1秒以上押して手動で測位
を行うことができます。

● カメラ起動直後や位置情報を取得しにくい場所で撮影した場合、正しい位置情報が画像に付
加されないことがあります。

被写体に応じてオートフォーカスを使い分ける
アウトカメラで静止画を撮影するときに、2人並んだ被写体の撮影時など被写体の状
態に応じてフォーカスの設定を使い分け、きれいな画像を簡単かつ確実に撮ることが
できます。
・ スポットフォーカス枠またはマルチフォーカス枠を使ってピントをあわせることができるのは
光学ズームの範囲です。ズーム倍率がデジタルズーム領域に入ると、フォーカス枠はデジタル
ズーム時フォーカス枠に変わり、フォーカス枠付近の被写体にピントをあわせます。

・ オートフォーカス設定が［OFF］の場合、フォーカス枠は表示されません。

 1 カメラモード画面で  （機能）を押し、［ ］を選び  を押す

 2 ［撮影］→［マルチフォーカス設定］を選び  を押す
［マルチAF］ ： マルチフォーカス枠が表示され、画面内の複数の箇所でピントをあわせる

被写体を探します。ピントがあうとフォーカス枠が最大5つ表示されます。
2人並んだ被写体の撮影時などに便利です。

［スポットAF］ ： 画面中央に1つ表示されるスポットフォーカス枠でピントをあわせます。自
分の思ったところに確実にピントをあわせたいときに使用します。

 3 ［マルチAF］/［スポットAF］を選び  を押す
マルチフォーカス設定が設定され、マルチフォーカス設定の種類に対応したアイコンが表示
されます。

マルチAF スポットAF
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オートフォーカスの有効距離を設定する
アウトカメラで静止画を撮影するときのオートフォーカス機能の有効距離を設定でき
ます。
・ シーンセレクションを［夜景］または［暗闇］に設定している場合、オートフォーカス設定が一時
的に［OFF］に変更されます。オートフォーカス設定は変更できません。

 1 カメラモード画面で  （機能）を押し、［ ］を選び  を押す

 2 ［撮影］→［オートフォーカス設定］を選び  を押す
・ カメラモード画面で  を押してもオートフォーカス設定を設定できます。
オートフォーカス設定選択画面が表示されます。
［通常］ ： 被写体にピントをあわせて撮影します。ピントをあわせられる距離は約

30cm以上です。
［マクロ］ ： 近くの被写体にピントをあわせて撮影します。ピントをあわせられる距

離は約10cm以上です。
［スーパーマクロ］ ： すぐ近くの被写体にピントをあわせて撮影します。ピントをあわせられ

る距離は約3cm～18cmです。
［OFF］ ： オートフォーカスを使用せずに撮影します。

 3 オートフォーカス設定を選び  を押す
オートフォーカスの動作が設定され、オートフォーカス設定の種類に対応したアイコンが表
示されます。
・ ［通常］に設定した場合、アイコンは表示されません。

OFF マクロ スーパーマクロ

セルフタイマーを使う

FOMA端末を持たずに自分自身を撮影する場合やみんなで一緒に撮影する場合に、セ
ルフタイマーを使って撮影できます。シャッターボタンを押してから撮影されるまで
の時間も設定できます。

 1 カメラモード画面で  （機能）を押し、［ ］を選び  を押す

 2 ［撮影］→［セルフタイマー］を選び  を押す
・ カメラモード画面で  を押してもセルフタイマーを設定できます。
セルフタイマー画面が表示されます。

 3 シャッターボタンを押してから撮影されるまでの時間を選び  を押す
［OFF］、［10秒］、［5秒］、［2秒］から選択します。
セルフタイマーが設定され、「 」が表示されます。

● セルフタイマー起動中に電話がかかってくると、撮影が中止されます。
● 撮影後、セルフタイマーは自動的に［OFF］に戻ります。

次ページにつづく
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フォトライトを点灯する
アウトカメラで暗い場所などで撮影するときには、FOMA端末内蔵のフォトライトを
点灯させることができます。

 1 カメラモード画面で  を押す
 を押すたびに、フォトライトの［ON］/［OFF］が切り替わります。

［ON］にするとフォトライトが点灯し、「 」が表示されます。

● フォトライトは、暗い場所での撮影を補助するものであり、通常のカメラのストロボのよう
な光量はありません。

フラッシュを発光させる
アウトカメラを使い暗い場所で撮影するときにフラッシュを使用できます。
・ 撮影モードを［BestPic™］または［連続撮影］に設定しているときにフラッシュを使用して撮影
すると、フラッシュの光量はフォトライト点灯時と同程度まで低下します。

・ 撮影モードを［パノラマ撮影］に設定すると、フラッシュが一時的に［発光禁止］に変更されます。

 1 カメラモード画面で  （機能）を押し、［ ］を選び  を押す

 2 ［撮影］→［フラッシュ］を選び  を押す
・ カメラモード画面で  を押してもフラッシュを設定することができます。
［AUTO］ ： 周囲の明るさに応じてフラッシュを発光します。
［強制発光］ ： フラッシュを必ず発光します。
［発光禁止］ ： フラッシュを発光しません。

 3 フラッシュの種類を選び  を押す
フラッシュが設定され、フラッシュの種類に対応したアイコンが表示されます。
・ ［AUTO］に設定した場合、アイコンは表示されません。

強制発光 発光禁止

グリッドラインを利用する

3×3の格子状に表示されるグリッドラインを構図を決めるための補助線として利用
できます。画面内に被写体をバランスよく配置して撮影できます。
・ 撮影モードを［デコフォト］に設定している場合、グリッドラインは表示されません。
・ 動画の撮影種別を［音声のみ］に設定している場合、グリッドラインは表示されません。

 1 カメラモード画面で  （機能）を押し、［ ］を選び  を押す

 2 ［撮影］→［グリッドライン］を選び  を押す
・ カメラモード画面で  を押してもグリッドラインを設定できます。

 3 ［ON］/［OFF］を選び  を押す
［ON］にするとグリッドラインが表示されます。
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他のFOMA端末でも再生できるように設定する
撮影する動画を他のFOMA端末でも再生できるように、各種設定を一括で変更します。
・ 共通再生モードを［高画質］または［長時間］に設定した場合、カメラの設定が次のように変更さ
れます。

項　目 高画質 長時間
画像サイズ ［QCIF（176×144）］ ［sQCIF（128×96）］
撮影画質 スーパーファイン ファイン
ファイルサイズ制限 メール添付（小） メール添付（小）
撮影種別 映像＋音声 映像＋音声

 1 カメラモード画面で  （機能）を押し、［ ］（撮影モード）→［ ］（動画撮影）
を選び  を押す
動画撮影画面に切り替わります。

 2  （機能）を押し、［ ］を選び  を押す

 3 ［撮影］→［共通再生モード］を選び  を押す
共通再生モード選択画面が表示されます。
［OFF］ ： 通常の動画を撮影します。
［高画質］ ： 画質重視で撮影します。
［長時間］ ： 録画時間重視で撮影します。

 4 共通再生モードを選び  を押す
共通再生モードが設定され、共通再生モードの種類に対応したアイコンが表示されます。
・ ［OFF］に設定した場合、アイコンは表示されません。

高画質 長時間

撮影時のカメラを調整する

色合いを調節する
撮影時の光の状況により画像の色合いを補正できます。撮影画像が不自然な色合いの
ときは、撮影環境にあわせたホワイトバランスを設定してください。

 1 カメラモード画面で  （機能）を押し、［ ］を選び  を押す

 2 ［調整］→［ホワイトバランス］を選び  を押す
・ カメラモード画面で  を押してもホワイトバランスを設定できます。
ホワイトバランス選択画面が表示されます。
［AUTO］ ： 色バランスを自動的に調節します。
［電球］ ： 電球/白熱灯の下での撮影時に使用します。
［蛍光灯］ ： 蛍光灯の下での撮影時に使用します。
［晴天］ ： 晴れた日の野外での撮影時に使用します。
［曇天］ ： 曇りの日の野外や日陰での撮影時に使用します。

次ページにつづく
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 3 ホワイトバランスの種類を選び  を押す
ホワイトバランスが設定され、ホワイトバランスの種類に対応したアイコンが表示されます。
・ ［AUTO］に設定した場合、アイコンは表示されません。

電球 蛍光灯 晴天 曇天

明るさを自動調節する部分を設定する
画像の明るさ（露出）を画面のどの部分にあわせて調節するかを設定できます。

 1 カメラモード画面で  （機能）を押し、［ ］を選び  を押す

 2 ［調整］→［測光モード］を選び  を押す
・ カメラモード画面で  を押しても測光モードを設定できます。
測光モード選択画面が表示されます。
［中央重点］ ： 画面中央付近に重点を置いて周辺も測光するモードです。
［平均］ ： 画面全体を平均的に測光するモードです。
［スポット］ ： 画面中央の一部分のみを測光するモードです。被写体のポイントを画面中央の

スポット測光照準「 」にあわせて撮影してください。逆光のときや被写体と背
景のコントラストが強いときに便利です。

 3 測光モードを選び  を押す
測光モードが設定され、測光モードの種類に対応したアイコンが表示されます。

中央重点 平均 スポット

画像に特殊効果を加える
画像に特殊効果を加えて撮影できます。
・ インカメラで撮影する場合、［ソラリ］は選択できません。

 1 カメラモード画面で  （機能）を押し、［ ］を選び  を押す

 2 ［調整］→［ピクチャエフェクト］を選び  を押す
・ カメラモード画面で  を押してもピクチャエフェクトを設定できます。
ピクチャエフェクト選択画面が表示されます。
［OFF］ ： ピクチャエフェクトを設定しません。
［ネガ］ ： 画像を写真のネガフィルムのようにします。
［ソラリ］ ： 画像を明暗がはっきりしたイラストのようにします。
［セピア］ ： 画像を古い写真のような色合いにします。
［モノトーン］ ： 画像を白黒にします。

 3 特殊効果を選び  を押す
ピクチャエフェクトが設定されます。
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カメラの設定を初期状態に戻す
カメラの設定をお買い上げ時の状態に戻すことができます。リセットされる項目は次
のとおりです。

項　目 お買い上げ時の設定 項　目 お買い上げ時の設定
シーンセレクション AUTO ズーム倍率 1.0倍
EV値 ±0.0EV ホワイトバランス AUTO
測光モード 中央重点 ピクチャエフェクト OFF

 1 カメラモード画面で  （機能）を押し、［ ］を選び  を押す

 2 ［調整］→［調整リセット］を選び  を押す
・ カメラモード画面で  を押しても調整リセット確認画面を表示できます。
調整リセット確認画面が表示されます。

 3 ［はい］を選び  を押す
設定がリセットされます。

カメラの動作を設定する

撮影した画像の保存先を選択する
撮影した画像の保存先を設定できます。
例： 静止画の保存先をmicroSDメモリーカードにする場合

 1 カメラモード画面で  （機能）を押し、［ ］を選び  を押す

 2 ［設定］→［保存先選択］を選び  を押す
保存先選択画面が表示されます。
［データBOX］ ： データBOXに保存します。静止画の場合はマイピクチャから、動画の場合

はｉモーションから保存するフォルダを選択します。
［microSD］ ： microSDメモリーカードに保存します。静止画はマイピクチャの［通常カメ

ラ画像］フォルダ内に、映像＋音声および映像のみの動画はｉモーションの［通
常コンテンツ］フォルダ内に、音声のみの動画はMMファイルに保存します。

 3 ［microSD］を選び  を押す
画像の保存先が設定され、保存先の種類に対応したアイコンが表示されます。

データBOX ※ microSDメモリーカード

※ microSDメモリーカードを挿入していない場合は表示されません。

● SD保存時ミニフォト複製を［複製しない］に設定している場合、画像の保存先を［microSD］
に設定すると、「ミニフォト複製しますか」と表示されます。ミニフォトを複製して保存する
場合は、［本体へ複製］を選択します。（P.178、319）

次ページにつづく
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撮影した画像を自動保存するかどうかを設定する
撮影した画像の保存方法を設定できます。
・ 撮影モードを［デコフォト］、［パノラマ撮影］、［BestPic™］に設定すると、自動保存は一時的
に［OFF］に変更され、設定を変更できません。

 1 カメラモード画面で  （機能）を押し、［ ］を選び  を押す

 2 ［設定］→［自動保存］を選び  を押す
自動保存選択画面が表示されます。
［ON］ ： 撮影後、自動的に保存します。
［OFF］ ： 撮影後、保存する場合は保存確認画面で  （保存）を押します。

 3 ［ON］/［OFF］を選び  を押す
画像の保存方法が設定されます。

撮影した画像を自動的に複製して保存するかどうかを設定する
撮影した画像の保存先がmicroSDメモリーカードの場合、画像の複製を自動的に作
成して保存することができます。
・ 撮影時の画像サイズに応じて、次のサイズで複製され、データBOXのマイピクチャの［カメラ］
フォルダに保存されます。

撮影時の画像サイズ 複製画像のサイズ
1M（1280×960）、2M（1632×1224）、3M（2048×1536）、
5M（2592×1944）

VGA（640×480）

2Mワイド（1920×1080） 852×480
QCIF（176×144）、QVGA（240×320）、VGA（640×480）、
待受（480×864）、パノラマ撮影画像、デコフォト画像

撮影時の画像サイズ

 1 カメラモード画面で  （機能）を押し、［ ］を選び  を押す

 2 ［設定］→［SD保存時ミニフォト複製］を選び  を押す

 3 ［本体へ複製］/［複製しない］を選び  を押す
SD保存時ミニフォト複製が設定されます。［本体へ複製］にすると「 」が表示されます。

画像の画質を選択する
撮影する画像の画質を選択できます。
・ 動画の画像サイズを［QVGA（320×240）］、［VGA（640×480）］に設定している場合、撮影画
質は［スーパーファイン］のみ選択できます。［sQCIF（128×96）］に設定している場合、撮影画
質に［スーパーファイン］は選択できません。

 1 カメラモード画面で  （機能）を押し、［ ］を選び  を押す
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 2 ［設定］→［撮影画質］を選び  を押す
撮影画質選択画面が表示されます。
静止画の場合
［ファイン］ ： 画質を優先したモードです。ファイルサイズは大きくなります。
［スタンダード］ ： 標準的な画質のモードです。
［エコノミー］ ： 最も画質を落としたモードです。ファイルサイズは小さくなります。
動画の場合
［スーパーファイン］ ： 画質を優先したモードです。ファイルサイズは大きく、撮影時間は

最も短くなります。
［ファイン］ ： 画像の動きがなめらかになる画質のモードです。
［スタンダード］ ： 標準的な画質のモードです。
［エコノミー］ ： 最も画質を落としたモードです。ファイルサイズは小さく、撮影時

間は最も長くなります。

 3 画質を選び  を押す
画質が設定され、画質の種類に対応したアイコンが表示されます。

スーパーファイン（動画のみ） スタンダード
ファイン エコノミー

デジタルズームを使用するかどうかを設定する
アウトカメラ撮影時に光学ズームの最大倍率を超えたときに、デジタルズームを使用
するかどうかを設定します。

 1 カメラモード画面で  （機能）を押し、［ ］を選び  を押す

 2 ［設定］→［デジタルズーム］を選び  を押す
［ON］ ： 光学ズームの最大倍率を超えると、それ以降デジタルズームを行います。
［OFF］ ： デジタルズームを使用しません。

 3 ［ON］/［OFF］を選び  を押す
デジタルズームが設定されます。

撮影した画像の向きをFOMA端末にあわせて回転する
静止画撮影時のFOMA端末の縦横の向きを記録して、画像の再生時、撮影時の上部が
端末の上部になるように表示します。

 1 カメラモード画面で  （機能）を押し、［ ］を選び  を押す

 2 ［設定］→［本体縦横自動判別］を選び  を押す

 3 ［ON］/［OFF］を選び  を押す
本体縦横自動判別が設定されます。［ON］にするとFOMA端末の向きに対応したアイコンが
表示されます。
・ 画像サイズを［QVGA（240×320）］または［待受（480×864）］に設定すると、保存方向表
示アイコン「 」が表示されます。表示される方向を上として保存されます。

通常撮影時の向き FOMA端末を180度回転
FOMA端末を右に90度回転 FOMA端末を左に90度回転

次ページにつづく
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● 本体縦横自動判別を［ON］に設定して撮影した画像は、撮影時のFOMA端末の向きに応じ
て回転して表示されるため、画像の表示上の向きが保存の向きと異なる場合があります。
（P.151）

シャッター音を変更する
静止画の撮影モードを［通常撮影］、［スマイルシャッター］、［パノラマ撮影］、［高感
度撮影］、［BestPic™］、［フレーム撮影］に設定しているときのシャッター音を3種類
から選択できます。
・ シャッター音の音量は固定されています。音量を調節したり、音を消したりすることはできま
せん。また、マナーモードを設定していても、シャッター音は鳴ります。

・ 撮影モードを［デコフォト］に設定しているときは、現在設定されているシャッター音が鳴りま
す。シャッター音を設定することはできません。

 1 カメラモード画面で  （機能）を押し、［ ］を選び  を押す

 2 ［設定］→［シャッター音］を選び  を押す
シャッター音選択画面が表示されます。

 3 シャッター音を選び  を押す
シャッター音が設定されます。
シャッター音を確認する場合
シャッター音にカーソルをあわせ、  （聞く）を押します。

手ブレを補正する
アウトカメラで静止画を撮影するときに、手ブレ補正機能を利用するかどうかを設定
できます。

 1 カメラモード画面で  （機能）を押し、［ ］を選び  を押す

 2 ［設定］→［手ブレ補正］を選び  を押す
手ブレ補正選択画面が表示されます。

 3 ［AUTO］/［OFF］を選び  を押す
手ブレ補正が設定され、手ブレ補正の設定に対応したアイコンが表示されます。

AUTO OFF

● 動画撮影の場合、アウトカメラは手ブレ補正が［AUTO］、インカメラは手ブレ補正が［OFF］
で撮影されます。

● 手ブレ補正機能とは、手ブレを軽減するものであり、被写体や撮影条件により効果は異なり
ます。

● 次のような場合は、手ブレ補正の効果が出にくいことがあります。
‐ 手ブレが大きいとき
‐ ズームを使用しているとき
‐ シーンセレクションを［夜景］、［暗闇］に設定しているとき
● 動いている被写体を撮影する場合、残像が残ることがあります。この場合は、手ブレ補正を
［OFF］に設定してください。
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ファイル番号をリセットする
ファイル番号（P.151）「999-9999」の静止画がmicroSDメモリーカードに保存される
と、空き容量があってもそれ以上静止画を保存できなくなります。ファイル番号リセッ
トを行うと、microSDメモリーカードの最大ファイル番号までリセットされます。
ファイル番号をリセットする場合は、あらかじめリセットしたいファイル番号以上の
静止画を削除してください。
・ microSDメモリーカードに空き容量がない場合は、ファイル番号リセットを行っても保存でき
ません。この場合は、microSDメモリーカードを交換するか、microSDメモリーカードのデー
タを削除してください。

 1 カメラモード画面で  （機能）を押し、［ ］を選び  を押す

 2 ［設定］→［ファイル番号リセット］を選び  を押す
ファイル番号リセット確認画面が表示されます。

 3 ［はい］を選び  を押す
ファイル番号がリセットされます。

撮影する動画のファイルサイズを制限する
動画のファイルサイズを、ｉモードメールに添付可能なサイズに制限できます。

 1 カメラモード画面で  （機能）を押し、［ ］（撮影モード）→［ ］（動画撮影）
を選び  を押す
動画撮影画面に切り替わります。

 2  （機能）を押し、［ ］を選び  を押す

 3 ［設定］→［ファイルサイズ制限］を選び  を押す
ファイルサイズ制限選択画面が表示されます。
［メール添付（小）］ ： 約500Kバイトまで撮影できます。
［メール添付（大）］ ： 約2Mバイトまで撮影できます。
［制限なし］ ： ファイルサイズ制限を設定しません。約1時間まで撮影できます。保存

先が［microSD］の場合に選択できます。

 4 ファイルサイズ制限の種類を選び  を押す
動画のファイルサイズ制限が設定され、ファイルサイズ制限の種類に対応したアイコンが表
示されます。

メール添付（小） メール添付（大） 制限なし

● 撮影状況や被写体によっては、ファイルサイズ制限で設定したファイルサイズに達する前に
撮影が終了することがあります。

次ページにつづく
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動画の撮影種別を選択する
動画の撮影種別を3種類から選択できます。

 1 カメラモード画面で  （機能）を押し、［ ］（撮影モード）→［ ］（動画撮影）
を選び  を押す
動画撮影画面に切り替わります。

 2  （機能）を押し、［ ］を選び  を押す

 3 ［設定］→［撮影種別］を選び  を押す
撮影種別選択画面が表示されます。
［映像＋音声］ ： 映像と音声を撮影します。
［映像のみ］ ： 映像のみ撮影します。音声は録音されません。
［音声のみ］ ： 音声のみ録音します。映像は録画されません。

 4 撮影種別を選び  を押す
撮影種別が設定され、撮影種別の種類に対応したアイコンが表示されます。

映像＋音声 映像のみ 音声のみ
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バーコードリーダーを利用する 〈バーコードリーダー〉

アウトカメラを利用してJANコード、QRコードを読み取ることができます。読み取っ
た文字情報からPhone To（AV Phone To）、Mail To、Web To、ｉアプリTo、ブッ
クマーク登録、電話帳登録、文字表示、文字のコピー /貼付を行うことができます。また、
トルカを取得したり、画像やメロディのデータを読み取り、再生や保存をすることも
できます。
・ JANコード/QRコードを読み取るときは、アウトカメラを［通常］で約30cm以上、［マクロ］で
約10cm以上離して読み取ってください。読み取りにくいときは、アウトカメラとの距離や角度、
方向などを調節してください。

・ 傷、汚れ、破損、印刷の品質、サイズ、光の反射、QRコードのバージョンによっては読み取
れない場合があります。

・ JANコードとQRコード以外のバーコード・2次元コードは読み取ることができません。

■ JANコードとは 

「例：4942857133110」

幅の異なる縦の線（バー）で数字を表現しているバーコードです。13桁お
よび8桁のJANコードを読み取ることができます。

■ QRコードとは 

「例：FOMA SO905iCS」

縦・横方向でデータを表現している2次元コードの1つです。データとは、
英数字・文字列（漢字・カナ・絵文字）・メロディ・静止画・トルカです。
・ QRコードは、最大16個までつなげて読み取り1つのデータとして保
存できます。分割された複数のQRコードの場合、最初のQRコード
を読み取ると、次のQRコードを読み取る旨のメッセージが表示され
ます。メッセージに従い、QRコードを読み取ってください。

JANコード/QRコードを読み取る

JANコード、QRコードを読み取ってデータを保存できます。また、文字入力中
に、JANコード、QRコードの情報をテキストボックスに入力することもできます。
（P.387）

 1 メニューで［LifeKit］→［バーコードリーダー］→［コード読み取り］を選び  を
押す
バーコードリーダーが起動し、「 」が表示されます。
オートフォーカスの有効距離を切り替える場合

 （通常/マクロ）を押します。押すたびに［通常］/［マクロ］が切り替わります。

次ページにつづく
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 2 JANコード/QRコードを画面中央に表示し、  （開始）を押す

読み取り中読み取り中

　　カメラを
　　固定してください
　　カメラを
　　固定してください

JANコード/QRコードの読み取りを開始します。
読み取りが終了すると、終了音が鳴り、読み取ったデータが通常画面で
表示されます。
読み取ったURLをブックマークに登録する場合

URLにカーソルをあわせ、機能メニュー［Bookmark登録］→［はい］→
フォルダを選択します。

読み取った電話番号などを登録する場合
電話番号などにカーソルをあわせ、機能メニュー［電話帳登録］→［はい］
を選択し、電話帳に登録します。
・ FOMA端末電話帳登録（P.95操作3～6）またはFOMAカード電話帳
登録（P.98操作3～4）と同じ操作を行ってください。

 3  （保存）を押す
読み取ったJANコード/QRコードのデータが保存されます。

● 読み取ったQRコードによっては、名前、電話番号、メールアドレスなどを一括して電話帳
に登録できます。

● 読み取った文字が文字編集画面で入力できない場合、スペース（空白）に置き換わります。
● 読み取った画像の画像サイズ、ファイルサイズなどによっては、保存できないことがあります。

保存したデータを表示する
読み取ったJANコード、QRコードは、10件まで保存されます。
・ データが10件あるとき、新しくJANコード/QRコードを読み取ると、保護されていない古いデー
タから上書きされます。

 1 メニューで［LifeKit］→［バーコードリーダー］→［保存データ］を選び  を押す
保存データ

　２００８／０２／１４　１３：５６
　２００８／０２／０７　２３：１３
　２００８／０１／２８　１４：２５
　２００８／０１／２８　１０：４２
　２００８／０１／２３　１６：２１
　２００８／０１／１２　１３：２９
　２００８／０１／０３　１９：２８
　２００８／０１／０３　０９：４７
　２００７／１２／３０　１４：０５
　２００７／１２／３０　１３：５０

データを削除する場合
データにカーソルをあわせ、機能メニュー［削除］→［1件削除］→［はい］
を選択します。複数選択して削除する場合は、機能メニュー［削除］→
［選択削除］を選択し、データを複数選択して  （完了）を押し、［はい］
を選択します。すべてのデータを削除する場合は、機能メニュー［削除］
→［全件削除］を選択し、端末暗証番号を入力して［はい］を選択します。

データを保護する場合
データにカーソルをあわせ、機能メニュー［保護設定/解除］→［はい］を
選択します。「 」が「 」に変わります。

 2 データを選び  を押す
２００８／０２／１４　１３：５６

電話帳登録
名前：ドコモ太郎
フリガナ：ト゛コモタロウ
ＴＥＬ：０３ＸＸＸＸＸＸＸＸ
アドレス：ｄｏｃｏｍｏ．ｔａｒｏ．△
△@ｄｏｃｏｍｏ．ｎｅ．ｊｐ
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※ ｉモードは、お申し込みが必要な有料サービスです。
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ｉモードとは
ｉモードでは、ｉモード対応FOMA端末
（以下、ｉモード端末）のディスプレイを
利用して、サイト（番組）接続、インター
ネット接続、ｉモードメールなどのオン
ラインサービスをご利用いただけます。
・ ｉモードは、お申し込みが必要な有料サー
ビスです。

・ ｉモードの詳細については、『ご利用ガイド
ブック（ｉモード＜FOMA＞編）』をご覧くだ
さい。

ｉモードのご利用にあたって
● サイト（番組）やインターネット上のホー
ムページ（インターネットホームページ）
の内容は一般に著作権法で保護されてい
ます。これらサイト（番組）やインターネッ
トホームページからｉモード端末に取り
込んだ文章や画像などのデータを、個人
として楽しむ以外に、著作権者の許可な
く一部、あるいは全部をそのまま、また
は改変して販売、再配布することはでき
ません。

● 別のFOMAカードを差し替えたり、
FOMAカードを未挿入のまま電源ONに
した場合、機種によってサイトから取り
込んだ静止画・動画・メロディやメール
で送受信した添付ファイル（静止画・動画・
メロディなど）、画面メモおよびメッセー
ジR/Fなどを表示・再生できません。

● FOMAカードにより表示・再生が制限さ
れているファイルを待受画面や着信音な
どに設定している場合、別のFOMAカー
ドを差し替えたり、FOMAカードを未挿
入のまま電源ONにすると、設定内容は
初期状態にリセットされます。

ｉモードメニューを表示する
 〈ｉモードメニュー〉

 1 待受画面で  （ｉモード）を押す

メニュー名 機　能
ｉMenu ｉモードセンターに接続し

ます。（P.187）
Bookmark お気に入りのサイトやイン

ターネットホームページを
表示します。（P.191）

画面メモ FOMA端末に保存したサイ
トなどの画面を表示します。
（P.193）

ラストURL 最後に表示したサイトやイ
ンターネットホームページ
を表示します。（P.187）

Internet インターネットに接続しま
す。（P.191）

ｉチャネル チャネルメニューを表示し
ます。（P.202）

メッセージ
R/F

受信したメッセージR/メッ
セージFの一覧を表示しま
す。（P.231）

ｉモード
問合せ

ｉモードセンターにメール、
メッセージR、メッセージF
が保管されていないか問い
合わせます。（P.216、231）

ｉモード設定 ｉモードに関するFOMA
端末の機能を設定します。
（P.112、127、197など）

フルブラウザ フルブラウザメニューを表
示します。（P.280）

サイト表示中にｉMenuを表示する場合
機能メニュー［ｉMenu］を選択します。
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サイトを表示する
IP（情報サービス提供者）が提供するさま
ざまなサイトを見ることができます。（別
途申し込みが必要な場合があります）

 1 ｉモードメニューで［ｉMenu］→［メ
ニュー /検索］を選び  を押す

 2 サイトを選び  を押す
目的のサイトに接続します。

● 接続先のサイトによっては、ご利用になる
ために、「携帯電話/FOMAカード（UIM）の
製造番号」の送信が必要な場合があります。

 送信される「携帯電話/FOMAカード（UIM）
の製造番号」は、IP（情報サービス提供者）
がお客様を識別し、お客様にカスタマイ
ズした情報を提供したり、IP（情報サービ
ス提供者）の提供するコンテンツが、お客
様のFOMA端末で使用できるかどうかを
判定するために用いられます。

 送信される「携帯電話/FOMAカード（UIM）
の製造番号」は、インターネットを経由し
てIP（情報サービス提供者）に送信される
ため、場合によっては第三者に知得され
ることがあります。なお、この操作によ
りご使用の電話番号、お客様の住所や年
齢、性別がIP（情報サービス提供者）など
に通知されることはありません。

● サイトからお客様のFOMA端末で再生し
た楽曲情報を要求されたときは、楽曲情
報を送信するかどうかの確認画面が表示
されます。

 ［はい］を選択すると、お客様のFOMA端
末で再生した楽曲情報（タイトル名、アー
ティスト名、再生日時）が送信されます。

 送信される楽曲情報は、IP（情報サービス
提供者）がお客様向けにカスタマイズした
情報を提供するためなどに使われます。

最後に表示したページに再接続する
前回ｉモードに接続したときに、最後に
表示したサイトのURLをラストURLと
して記録します。ラストURLから、最後
に表示したサイトに直接接続できます。
・ ページによっては、ラストURLを記録でき
ないものがあります。

 1 ｉモードメニューで［ラストURL］を選
び  を押す
ラストＵＲＬ

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．△△△△．□□．ｊｐ

ラストURLを削除する場合
 （削除）を押し、［はい］を選択します。

ラストURLをコピーする場合
 （コピー）を押します。

 2  （接続）を押す
最後に表示したサイトに接続します。

SSLページを表示する
通常サイトの表示と同様の操作で、SSL
に対応したサイト（SSLページ）を表示で
きます。
・ SSLページを表示する場合は、あらかじめ
日付時刻設定で日時を設定してください。

ＳＳＬ通信を
開始します
（認証中）

SSLサイトを取得する
場合、左の画面が表示
されます。SSLサイト
を表示すると、「 」が表
示されます。
証明書を表示する場合
機能メニュー［証明書
表示］を選択します。

　　ＳＳＬヘ゜ーシ゛を
　　終了します

　　　はい
　　　いいえ

SSLサイトから通常の
サイトへ移動する場合
は、左の画面が表示さ
れます。通常サイトを
表示すると、「 」が消え
ます。

次ページにつづく



188

ｉ
モ
ー
ド
／
ｉ
モ
ー
シ
ョ
ン
／
ｉ
チ
ャ
ネ
ル

● 接続するサイトが安全でない可能性があ
る場合、確認メッセージが表示されるこ
とがあります。［はい］を選択するとSSL
サイトへ接続し、［いいえ］を選択すると
SSLサイトには接続しません。

● サーバ証明書の不正などの問題がある場
合、SSLサイトは表示できないことがあ
ります。

サイトの見かたと操作

リンク先や項目を選択する
サイト利用時には、リンク先の画面を表
示させたり、文字を入力したり（テキス
トボックス）、複数の選択肢の中から項
目を選択する（ラジオボタン、チェック
ボックス、プルダウンメニュー）ことが
あります。
詳しくはこちら

メールアドレス

性別
　男性
　女性

生年月
２００８年０２月

好きな番組
　ドラマ
　映画
　バラエティ
　スポーツ

　送信する

リンク
関連するページへ進みます。
テキストボックス
文字を入力します。
・ 入力できる文字モードと文字数
は、テキストボックスにより異
なります。

・ ｉモードパスワードなどを入力
した場合、「＊」で表示されるこ
とがあります。

ラジオボタン
1つの項目を選択します。選択す
ると、「 」が「 」に変わります。
プルダウンメニュー
項目一覧から項目を選択します。
チェックボックス
複数の項目を選択します。選択す
ると、「 」が「 」に変わります。
・ チェックボックスを外す場合
は、再度チェックボックスを選
択します。

前のページに戻る/進む

FOMA端末は、直前に表示していたサイ
トの画面データを最新の画面から最大20
画面キャッシュに記憶しています。
記憶した画面は、ｉモードを終了すると
削除されます。
ガイド表示に左右矢印が表示されている
場合は、   で通信を行わずにキャッ
シュに記憶された画面を表示できます。
ただし、キャッシュサイズをオーバーし
ていたり、サイトによって必ず最新情報
を読み込むように設定されたページを表
示するときは通信を行います。
・ サイトなどで入力した文字や設定は、キャッ
シュに記憶されません。

・ キャッシュとは、表示した画面データを一
時的に記憶する端末内の場所です。

ＭＥＮＵ　
機能 選択

： 1つ前の画面を記憶し
ています。  を押す
と、1つ前の画面に戻
ります。

： 次の画面を記憶してい
ます。  を押すと、次
の画面に進みます。

例： →→→→の順でサイトを表
示した場合

 


上記のように→→の順にサイトを表示
し、に戻ったあとでを表示すると→
の履歴は削除され、→の履歴が記憶され
ます。

情報を再読み込みする
サイトの情報が正常に受信できなかった
場合や、刻々と内容が変わるサイトの情
報を、最新の情報に更新します。

 1 サイトを表示中に  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［再読込］を選び  を押す
サイト画面の表示が更新されます。
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URLを表示する
表示中のサイト画面のURLを表示します。

 1 サイトを表示中に  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［URL表示］を選び  を押す
サイト画面のURLが表示されます。
URLをコピーする場合

 （コピー）を押します。

URLをメールで送信する
表示中のサイト画面のURLをメールで送
信できます。

 1 サイトを表示中に  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［メール作成］を選び  を押す
メール編集画面が表示されます。
本文にはサイトのURLが入力されています。

 3 メールを作成し、送信する
・ ｉモードメール作成・送信（P.207操作2～

5）と同じ操作を行ってください。

文字を正しく表示する
サイトの文字が正しく表示されていない
ときは、変換して再表示できます。

 1 サイトを表示中に  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［文字コード変換］→［変換］/［自動選択］
を選び  を押す
［変換］：
文字コードを順番に変換し再表示します。
正しく表示されないときは、操作を繰り
返してください。［文字コード変換］→
［変換］を数回繰り返すと元の表示に戻り
ます。

［自動選択］：
文字コードを自動選択して変換し表示し
ます。

文字コードを変換して再表示します。

● 文字コードを変換しても正しく表示でき
ないことがあります。また、正しく表示
されているときに変換すると、正しく表
示できないことがあります。

フルブラウザに切り替える
表示中のサイト画面をフルブラウザに切
り替えて表示します。

 1 サイトを表示中に  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［フルブラウザ切替］→［OK］を選び 
 を押す

フルブラウザに切り替わります。
・ フルブラウザの操作については、P.280
をご覧ください。

Flashとは

Flashとは、絵や音楽を利用したアニメー
ション技術です。Flash画像によりサイ
トの表現力がさらに豊かになります。ま
た、Flash画像を待受画面などに設定で
きます。
● Flash画像が表示されているときは、動作
が通常のサイトと異なる場合があります。

●  （選択）が表示されている場合でも、
操作できないことがあります。

● Flash画像によっては効果音が鳴るもの
があります。効果音を鳴らさない場合は、
効果音設定を［OFF］に設定してください。

● Flash画像再生中に、約30秒以上操作し
なかった場合は、一時停止します。Flash
画像を再度動作する場合は、機能メニュー
［リトライ］を選択してください。再生し
ない場合はFlash画像全体を表示させる
か、再生可能な位置になるまで表示位置
を調整してください。

● Flash画像が表示されていても、正しく
動作しないことがあります。

● Flash画像によっては画像保存したり、
画面メモに保存しても画像の一部が保存
されないなど、サイトでの見えかたと異
なることがあります。

● Flash画像をデータBOX、画面メモ、
microSDメモリーカードなどに保存して
再生した場合、保存箇所により見えかた
が異なる場合があります。

次ページにつづく
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● 再生中にエラーが発生したFlash画像は
保存できません。

● Flash画像によっては、再生中にFOMA
端末を振動させるものがあります。バイ
ブレータを［OFF］にしていても振動しま
すのでご注意ください。

● Flash画像には、お客様のｉモード端末
の登録データを利用するものがあります。
登録データを利用するには、ｉモード設
定の登録データ利用設定を［利用する］に
設定してください。（P.198） お買い上げ
時は、［利用する］に設定されています。
なお、Flash画像が利用する登録データ
には次のものがあります。
- 電池残量 - 受信レベル
- 時刻情報 - 効果音設定
- バイリンガル設定 - 端末種別
- 機種情報

ｉモードを終了/切断する

 1 ｉモード中に  を押し、［はい］を
選び  を押す
ｉモードが切断され、「 」が消えます。

マイメニューに登録する
 〈マイメニュー〉

よく利用するサイトをマイメニューに登
録すると、次回からそのサイトに簡単に
接続できます。マイメニューは45件まで
登録できます。
・ マイメニューに登録できるのはｉモードの
サイトだけです。インターネットホームペー
ジを登録する場合はブックマークに登録し
てください。

 1 サイトを表示中に［マイメニュー登録］
を選び  を押す
・ ［マイメニュー登録］の位置やメニュー構
成は各サイトによって異なります。

 2 ［ｉモードパスワード］にｉモードパス
ワードを入力する
入力したパスワードは「＊＊＊＊」で表示され
ます。

 3 ［決定］を選び  を押す
マイメニューへ登録されます。

● 有料サイトに申し込むと、自動的にマイ
メニューに登録されます。

ｉモードパスワードを変更
する 〈ｉモードパスワード変更〉

マイメニューの登録/削除、ｉモードメー
ルの設定などを行うときは「ｉモードパ
スワード」が必要となります。ご契約時、
ｉモードパスワードは「0000」に設定さ
れていますので、お客様独自のｉモード
パスワードに変更してください。
なお、ｉモードパスワードは他の人に知
られないよう十分ご注意ください。
・ ｉモードパスワードを忘れてしまった場
合は、契約者ご本人であることが確認で
きる書類（運転免許証など）やFOMA端末、
FOMAカードをドコモショップ窓口までご
持参いただく必要があります。

 1 ｉモードメニューで［ｉMenu］→［料
金＆お申込・設定］→［オプション設定］
→［ｉモードパスワード変更］を選び 

 を押す
ｉﾓｰﾄﾞﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ変更
現在のﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ
　
新ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ

新ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ確認

決定
※ｉモート゛のハ゜スワート゛はマイメニュー
の登録／削除やオフ゜ション設定
時に利用します。

 2 ［現在のパスワード］に現在のｉモード
パスワードを入力する
入力したパスワードは「＊＊＊＊」で表示され
ます。

 3 ［新パスワード］に新しいパスワードを
入力する

 4 ［新パスワード確認］に新しいパスワー
ドを入力する

 5 ［決定］を選び  を押す
ｉモードパスワードが変更されます。
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インターネットホームペー
ジを表示する 〈インターネット接続〉

ｉモード端末からインターネットに接続
し、ｉモード対応のホームページを見る
ことができます。
・ ｉモード対応のホームページ以外は、正し
く表示できないことがあります。

 1 ｉモードメニューで［Internet］→
［URL入力］を選び  を押す
URL入力画面が表示されます。
・ 以前にURLを入力した場合は、前回入力
したURLが表示されます。

・ URLの先頭の「http://」まではあらかじめ
入力済みの状態で表示されます。

 2  （編集）を押し、URLを入力する
「http://」を含み半角の英数字・記号256文字
以内で入力します。

 3  （接続）を押す
入力したURLのサイトに接続します。
・ 表示中の操作は、ｉモードのサイトの場
合と同じです。

URL履歴を使って表示する

URLを入力して表示したサイトを、URL
履歴として50件まで記録します。URL
履歴からサイトに直接接続できます。
・ URL履歴が50件を超えると、古い履歴から
順番に上書きされます。

 1 ｉモードメニューで［Internet］→
［URL履歴］を選び  を押す
URL履歴画面が表示されます。
URL履歴を削除する場合

URL履歴にカーソルをあわせ、機能メ
ニュー［1件削除］→［はい］を選択します。
複数選択して削除する場合は、機能メ
ニュー［選択削除］を選択し、URL履歴を
複数選択して  （完了）を押し、［はい］
を選択します。すべてのURL履歴を削除
する場合は、機能メニュー［全件削除］を
選択し、端末暗証番号を入力して［はい］
を選択します。

 2 URL履歴を選び  を押す
URL履歴内容表示画面が表示されます。
URLをコピーする場合

 （コピー）を押します。

 3  （接続）を押す
URL履歴のサイトに接続します。

ホームページやサイトを登録
して素早く表示する 〈Bookmark〉

よく見るサイトのURLをブックマークと
して200件まで登録できます。ブックマー
クからサイトに直接接続できます。
・ ブックマークにはｉモードのサイトとイン
ターネットホームページのどちらも登録で
きます。ただし、サイトやインターネット
ホームページによっては、登録できないこ
とがあります。

・ サイトなどで入力した文字や設定は、ブッ
クマークに登録されません。

ブックマークに登録する
「http://」を含み半角の英数字・記号256
文字までのURLを登録できます。

 1 サイトを表示中に  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［Bookmark登録］→フォルダを選び 
 を押す

選択したフォルダにブックマークが登録さ
れます。
最大件数保存されている場合
ブックマークを上書きするかどうかを確
認する画面が表示されます。上書きする
場合は、［はい］を選択し、上書きするブッ
クマークを選択します。

● タイトルは全角12文字/半角24文字まで
登録できます。タイトルの文字数がそれ
以上ある場合は超えた部分が削除されま
す。タイトルがないときはURLが表示さ
れます。

次ページにつづく
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ホームページやサイトを表示する
ブックマークを使ってサイトに接続し
ます。

 1 ｉモードメニューで［Bookmark］を
選び  を押す
ブックマークフォルダ一覧が表示されます。
・ フォルダの種類は次のアイコンで確認で
きます。

（黄）お買い上げ時に用意されているフォルダ
（青）お客様が作成したフォルダ

 2 フォルダを選び  を押す
ブックマーク一覧画面が表示されます。

 3 ブックマークを選び  （接続）を押す
選択したブックマークのサイトに接続し
ます。
URLを確認する場合
ブックマークにカーソルをあわせ、  
（確認）を押します。
ブックマークのURLをコピーする場合
ブックマークにカーソルをあわせ、  
（確認）を押して  （コピー）を押します。
タイトルを変更する場合
ブックマークにカーソルをあわせ、機能
メニュー［タイトル変更］を選択します。
全角12文字、半角24文字以内で入力し
ます。

サイト表示中に別のサイトに接続する場合
機能メニュー［Bookmark操作］→フォル
ダ→ブックマークを選択します。

● microSDメモリーカードのブックマーク
一覧画面では、ｉモードのブックマーク
には「 」、フルブラウザのブックマーク
には「 」が表示されます。

フォルダを追加/削除する
ブックマークを保存するフォルダを作成
したり削除したりできます。ブックマー
クは、最大10個のフォルダで管理できま
す。また、フォルダの名称も変更できます。
・ お買い上げ時に用意されているフォルダは
削除できません。

例： フォルダを追加する場合

 1 ｉモードメニューで［Bookmark］を
選び  を押し、  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［フォルダ操作］→［フォルダ作成］を
選び  を押し、フォルダ名を入力
する
全角10文字、半角20文字以内で入力します。
フォルダが追加されます。
フォルダ名を変更する場合
フォルダにカーソルをあわせ、機能メ
ニュー［フォルダ操作］→［フォルダ名変
更］を選択します。全角10文字、半角20
文字以内で入力します。

フォルダを削除する場合
フォルダにカーソルをあわせ、機能メ
ニュー［フォルダ操作］→［フォルダ削除］
を選択し、端末暗証番号を入力して［はい］
を選択します。

別のフォルダへ移動する
ブックマークは3とおりの方法で別の
フォルダへ移動できます。
例： 1件ずつ移動する場合

 1 ｉモードメニューで［Bookmark］→
フォルダを選び  を押す
フォルダ内をすべて移動する場合
機能メニュー［移動］→［フォルダ内全件移
動］→［はい］→フォルダを選択します。

複数選択して移動する場合
機能メニュー［移動］→［選択移動］を選択
し、ブックマークを複数選択して  （完
了）を押し、［はい］→フォルダを選択し
ます。

 2 ブックマークを選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。
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 3 ［移動］→［1件移動］→［はい］を選び 
 を押す

移動先フォルダ選択画面が表示されます。

 4 フォルダを選び  を押す
選択したブックマークが別のフォルダへ移
動されます。

削除する
ブックマークは4とおりの方法で削除で
きます。
例： 1件ずつ削除する場合

 1 ｉモードメニューで［Bookmark］を
選び  を押す
すべて削除する場合
機能メニュー［全件削除］を選択し、端末
暗証番号を入力して［はい］を選択します。

 2 フォルダを選び  を押す
フォルダ内をすべて削除する場合
機能メニュー［削除］→［フォルダ内全件削
除］を選択し、端末暗証番号を入力して［は
い］を選択します。

複数選択して削除する場合
機能メニュー［削除］→［選択削除］を選択
し、ブックマークを複数選択して  （完
了）を押し、［はい］を選択します。

 3 ブックマークを選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 4 ［削除］→［1件削除］→［はい］を選び 
 を押す

選択したブックマークが削除されます。

サイトの内容を保存する
 〈画面メモ〉

サイト画面などを画面メモとして保存で
きます。保存した画面は簡単に呼び出す
こともできます。
・ 画面メモは1件あたり100Kバイトまで、最
大100件保存できます。保存件数は、デー
タにより少なくなることがあります。

・ サイトなどで入力した文字や設定は、画面
メモに保存されません。

画面メモを保存する

 1 サイトを表示中に  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［画面メモ保存］を選び  を押す
画面メモが保存されます。
メモリの空き容量が不足している場合
画面メモを上書きするかどうかを確認す
る画面が表示されます。上書きする場合
は、［はい］を選択し、不要な画面メモを
選択して  （完了）を押し、［はい］を選
択します。

最大件数保存されている場合
画面メモを上書きするかどうかを確認す
る画面が表示されます。上書きする場合
は、［はい］を選択し、上書きする画面メ
モを選択します。

画面メモを表示する
保存した画面メモを表示します。画面メ
モの状態は、次のアイコンで確認でき
ます。

通常の画面メモ
保護設定されている画面メモ

 1 ｉモードメニューで［画面メモ］を選び 
 を押す

画面メモ一覧画面が表示されます。

 2 画面メモを選び  を押す
画面メモが表示されます。
URLを確認する場合
画面メモにカーソルをあわせ、機能メ
ニュー［URL表示］を選択します。

タイトルを変更する場合
画面メモにカーソルをあわせ、機能メ
ニュー［タイトル変更］を選択します。全
角10文字、半角20文字以内で入力します。

● Flash画像やGIFアニメを再度動作する場
合は、機能メニュー［リトライ］を選択し
てください。再生しない場合はFlash画
像全体を表示させるか、再生可能な位置
になるまで表示位置を調整してください。

次ページにつづく
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保護する
画面メモは上書きされないように保護で
きます。保護できる件数は最大50件です。

 1 画面メモ一覧で画面メモを選び  
（機能）を押す
機能メニューが表示されます。
保護設定を解除する場合
保護設定されている画面メモにカーソル
をあわせ、  （機能）を押します。

 2 ［保護設定/解除］→［はい］を選び  
を押す
画面メモが保護設定され、「 」が「 」に変
わります。

削除する
画面メモは3とおりの方法で削除できます。
例： 1件ずつ削除する場合

 1 ｉモードメニューで［画面メモ］を選び 
 を押す

すべて削除する場合
機能メニュー［削除］→［全件削除］を選択
し、端末暗証番号を入力して［はい］を選
択します。

複数選択して削除する場合
機能メニュー［削除］→［選択削除］を選択
し、画面メモを複数選択して  （完了）
を押し、［はい］を選択します。

 2 画面メモを選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 3 ［削除］→［1件削除］→［はい］を選び 
 を押す

選択した画面メモが削除されます。

サイトやメッセージから画
像を取得する 〈画像取得〉

サイト、画面メモなどから画像やフレー
ムなどを取得し、マイピクチャに保存で
きます。
・ 画像は1件あたり100Kバイトまで保存でき
ます。保存件数は、保存先の空き容量、デー
タのサイズにより変動します。

例： サイト画面に表示されている画像を保存す
る場合

 1 サイトを表示中に  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［画像取得］を選び  を押す
背景画像を保存する場合
［背景画像取得］を選択します。

 3 ［保存］→画像を選び  を押す
選択した画像が枠で囲まれ、保存先選択画
面が表示されます。
［データBOX］：
データBOXに保存します。保存するフォ
ルダを選択します。

［microSD］：
microSDメモリーカードに保存します。

保存後に画面設定をする場合
［保存して設定］→画像→保存先→画面設
定を選択します。

フレーム/スタンプ/デコメ絵文字を保存する
場合
［保存］→画像を選択します。データBOX
のマイピクチャ内の各フォルダに保存さ
れます。

 4 保存先を選び  を押す
選択した保存先に画像が保存されます。
メモリの空き容量が不足しているまたは最
大件数保存されている場合
メモリ不足または最大件数登録している
旨の画面が表示されます。保存する場合
は、［削除ファイル選択］→フォルダ→デー
タを選択して  （完了）を押し、［はい］
を選択します。

● 画像サイズが［UXGA（1600×1200）］を
超えるGIF画像、［待受（480×864）］を超
えるGIFアニメはデータBOXに保存でき
ません。また、JPEG画像によってはデー
タBOXに保存できないことがあります。
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サイトからデータをダウン
ロードする 〈ダウンロード〉

サイトからメロディ、PDFデータ、キャ
ラ電、トルカ、デコメールテンプレート、
辞書データ、きせかえツール、メール
（vMessage形式）、ブログ投稿サービス
情報ファイルなどをダウンロードするこ
とができます。

■ ダウンロード可能なファイル

種　類 ダウンロード可能
最大サイズ

メロディ（SMF/MFi）※ 100Kバイト
PDFデータ※ 2Mバイト
キャラ電 100Kバイト
トルカ※ 1Kバイト
トルカ（詳細）※ 100Kバイト
デコメールテンプレート 200Kバイト
辞書データ 100Kバイト
きせかえツール 2Mバイト
メール（vMessage）※ 200Kバイト
ブログ投稿サービス情報
ファイル

100Kバイト

※ 保存件数は、保存先の空き容量、データの
サイズにより変動します。

例： サイトからメロディをダウンロードする
場合

 1 サイトを表示中にメロディを選び  
を押す

タ゛ウンロート゛しました

　　　再生
　　　保存
　　　戻る

メロディがダウンロードされ、保存確認画
面が表示されます。
保存する前にメロディを確認する場合
［再生］を選択します。
保存しない場合
［戻る］→［はい］を選択します。

 2 ［保存］を選び  を押す
保存先選択画面が表示されます。
［データBOX］：
データBOXに保存します。保存するフォ
ルダを選択します。

［microSD］：
microSDメモリーカードに保存します。

 3 保存先を選び  を押す
メロディが保存されます。
キャラ電/デコメールテンプレート/辞書デー
タをダウンロードする場合
サイトを表示中にデータを選択し、［保存］
を選択します。

きせかえツールをダウンロードする場合
サイトを表示中にきせかえツールを選択
し、［保存］/［部分保存］/［保存して設定］を
選択します。

PDFデータをダウンロードする場合
サイトを表示中にPDFデータを選択し、
［データBOX］/［microSD］を選択します。
トルカをダウンロードする場合
サイトを表示中にトルカを選択し、［はい］
→フォルダを選択します。

メールをダウンロードする場合
サイトを表示中にメールを選択し、［保
存］/［メールBOXに登録］を選択します。
・ ［メールBOXに登録］を選択すると、

FOMA端末のメールBOXへ保存でき
ます。データに複数のメールが含まれ
ている場合は、先頭のメールのみ保存
します。

ブログ投稿サービス情報ファイルをダウン
ロードする場合
サイトを表示中にブログ投稿サービス情
報ファイルを選択し、［保存］→［はい］を
選択します。

メモリの空き容量が不足している場合
データを上書きするかどうかを確認する
画面が表示されます。上書きする場合は、
不要なデータを選択します。（P.326）

次ページにつづく
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● ダウンロードしたメロディは、正しく再
生できないことがあります。

● サイズが不明なPDFデータの場合、2M
バイトまでダウンロードします。

● ダウンロードに失敗したPDFデータは、
再度ダウンロードすると表示できること
があります。ただし、PDFデータによっ
ては表示できないこともあります。

● お買い上げ時に登録されてい
るキャラ電、PDFデータを
削除した場合は、「PlayNow 
by SO」からダウンロードで
きます。

 ［ｉMenu］→［メニュー /検索］→［ケータ
イ電話メーカー］→［PlayNow by SO］

Phone To・Mail To・Web 
To・ｉアプリTo機能を使う
サイト、メッセージ、メールの本文、ｉア
プリ、トルカ、PDFデータ、ｉチャネル
のチャネル一覧などで反転して表示され
ている情報を利用して電話をかけたり、
メールを作成したり、インターネット
ホームページを表示したり、ｉアプリを
起動したりできます。
・ サイト、メール、メッセージ、ソフト、トルカ、
ｉチャネルなどによっては、表示されてい
る電話番号/メールアドレス/URL/ｉアプリ
のリンクを選択できず、機能を利用できな
い場合があります。

表示中の画面から電話をかける
表示中の画面の電話番号から音声電話/テ
レビ電話/プッシュトークを発信したり、
SMSを送信したりできます。（Phone 
To、AV Phone To機能）
・ 2in1のモードがBモードのときは、プッシュ
トーク発信できません。

・ ｉアプリからはSMSを送信できません。

 1 画面中の電話番号を選び  を押す
発信確認画面が表示されます。

 2 ［はい］→［音声電話］/［テレビ電話］/
［プッシュトーク］/［SMS］を選び  
を押す
・ 条件を指定して電話をかける（P.60操作1～

3）と同じ操作を行ってください。

表示中の画面からメールを作成・
送信する
表示中の画面のメールアドレスからメー
ルを作成・送信できます。（Mail To機能）
・ 2in1のモードがBモードのときは、Mail To
機能を利用できません。

 1 画面中のメールアドレスを選び  
を押す
メール編集画面が表示されます。
宛先には選択したメールアドレスが入力さ
れています。

 2 メールを作成し、送信する
・ ｉモードメール作成・送信（P.207操作3～

5）と同じ操作を行ってください。

表示中の画面からサイトに接続する
表示中の画面のURLからｉモードまたは
フルブラウザでサイトに接続できます。
（Web To機能）

 1 画面中のリンク（URL）を選び  を
押す
リンク先のサイトに接続します。

表示中の画面からｉアプリを起動
する
表示中の画面のリンクからｉアプリのソ
フトを起動できます。また、赤外線通信
を利用してソフトを起動することもでき
ます。（ｉアプリTo機能）
・ あらかじめｉアプリToで起動するソフトを
ダウンロードしてください。

・ ｉアプリTo設定（P.241）を［許可しない］に
設定している場合は、起動できません。

 1 画面中のｉアプリのリンクを選び  
を押す
起動確認画面が表示されます。
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 2 ［はい］を選び  を押す
ソフトが起動します。

ｉモードの設定を行う
 〈ｉモード設定〉

接続待ち時間を設定する
ｉモードセンターが混み合っていてデータ
の送受信ができないときなど、自動的に
接続を切断するまでの時間を設定します。

 1 ｉモードメニューで［ｉモード設定］→
［共通設定］→［接続待ち時間設定］を選
び  を押す
［60秒間］：
データ送受信ができない状態が60秒間続
くと、自動的に接続を切断します。

［90秒間］：
データ送受信ができない状態が90秒間続
くと、自動的に接続を切断します。

［無制限］：
ｉモードセンターとの切断時間を設定し
ません。（ただし、電波状態などにより、
切断される場合があります）

 2 接続待ち時間を選び  を押す
接続待ち時間が設定されます。

ｉモードから接続先を変更する
（ISP接続通信）

※ ドコモのｉモードサービスをご利用の
場合は、設定を変更する必要はありま
せん。

ｉモード（ドコモ）以外のサービスを受け
るときに使う接続先を10件まで設定で
きます。接続先を［ｉモード（FOMAカー
ド）］以外に変更すると、ｉモードを利用
できなくなります。
・ ［接続先名称］、［接続先番号］、［接続先アド
レス］は必ず入力してください。

 1 ｉモードメニューで［ｉモード設定］→
［共通設定］→［接続先選択］を選び  
を押す
接続先選択

ｉモード（ＦＯＭＡカード）

設定した接続先の内容を修正する場合
設定した接続先にカーソルをあわせ、機
能メニュー［修正］を選択し、端末暗証番
号を入力します。各項目を修正してくだ
さい。

設定した接続先を削除する場合
設定した接続先にカーソルをあわせ、機
能メニュー［1件削除］を選択し、端末暗証
番号を入力して［はい］を選択します。

 2  （新規）を押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。

 3 端末暗証番号を入力し、  （OK）を
押す
接続先設定

接続先名称

接続先番号

接続先アドレス

接続先アドレス２

［接続先名称］：
接続先の名称を、全角8文字、半角16文
字以内で入力します。

［接続先番号］：
接続先を、半角の英数字・記号99文字以
内で入力します。

［接続先アドレス］/［接続先アドレス2］：
接続先アドレスを、半角の英数字・記号
30文字以内で入力します。

 4 各項目を入力する
 5  （完了）を押す
入力した接続先が保存されます。

 6 接続先を選び  を押す
接続先が変更されます。

● 接続先を［ｉモード（FOMAカード）］以外
に設定した場合のパケット通信は、パケ・
ホーダイ/パケ・ホーダイフルの対象にな
りません。あらかじめご了承ください。

次ページにつづく
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Flash画像で登録データを利用す
るかどうかを設定する
サイトや画面メモでFlash画像を再生時
に、登録データ（P.190）を利用するかど
うかを設定できます。

 1 ｉモードメニューで［ｉモード設定］→
［登録データ利用設定］を選び  を
押す

 2 ［利用する］/［利用しない］を選び  
を押す
登録データ利用設定が設定されます。

画像を表示しないようにする
サイトや画面メモを表示するときに、画
像を表示するかどうかを設定できます。

 1 ｉモードメニューで［ｉモード設定］→
［画像表示設定］を選び  を押す

 2 ［ON］/［OFF］を選び  を押す
画像表示設定が設定されます。
［OFF］に設定すると、画像の代わりに「 」
が表示されます。

● 画像表示設定を［ON］に設定していても、
画像が正しく表示されない場合があり
ます。

サイトの文字を自動判別して表示
する
サイトの文字コードを自動的に判別する
ように設定できます。

 1 ｉモードメニューで［ｉモード設定］→
［文字自動判別］を選び  を押す

 2 ［ON］/［OFF］を選び  を押す
文字自動判別が設定されます。

● 文字自動判別を［ON］に設定しても、一
部のサイトでは正しく表示できない場合
があります。

SSL証明書を操作する
 〈SSL証明書操作〉

SSLサイトに接続する際に必要な証明書
の有効/無効を設定します。

 1 ｉモードメニューで［ｉモード設定］→
［SSL証明書］を選び  を押す

ＳＳＬ証明書　　　　　１３件

　ＣＡ証明書　１
　ＣＡ証明書　２
　ＣＡ証明書　３
　ＣＡ証明書　４
　ＣＡ証明書　５
　ＣＡ証明書　６
　ＣＡ証明書　７
　ＣＡ証明書　８
　ＣＡ証明書　９
　ＣＡ証明書１０
　ＣＡ証明書１１
　ト゛コモ証明書１

［CA証明書］：
認証会社が発行した証明書で、お買い
上げ時のFOMA端末内に保存されてい
ます。

［ドコモ証明書］：
FirstPassセンターやFirstPass対応サ
イトに接続するために必要な証明書で、
FOMAカード（緑色/白色）内に保存されて
います。

［ユーザ証明書］：
［ユーザ証明書操作］でFirstPassセン
ターからダウンロードした証明書です。
FOMAカード（緑色/白色）内に保存され
ます。

証明書を確認する場合
証明書にカーソルをあわせ、  を押し
ます。

 2 証明書を選び  （設定）を押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。

 3 端末暗証番号を入力し、  （OK）を
押す
有効/無効設定画面が表示されます。

 4 ［有効］/［無効］を選び  を押す
SSL証明書が設定されます。
［無効］に設定すると、「 」が「 」に変わり
ます。証明書が必要なSSLページに接続す
ると、SSL通信が中断されます。
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FirstPassを設定する
 〈ユーザ証明書操作〉

FirstPassセンターからユーザ証明書の
発行やダウンロードができます。
ユーザ証明書は、お客様がFOMA契約さ
れていることを証明するものです。ダウ
ンロードしたユーザ証明書は緑色/白色の
FOMAカードに保存され、FirstPassに
対応しているサイトで利用できます。
・ 青色のFOMAカードではご利用になれま
せん。

・ FirstPassセンターに接続する場合、日付時
刻の設定を行ってください。（P.44）

・ FirstPassセンターで表示される画面や操作
方法は、変更されることがあります。

・ FirstPassセンターに接続中は、メールの送
受信やメッセージR/Fの受信はできません。

・ 海外では、ユーザ証明書操作は利用できま
せん。

 1 ｉモードメニューで［ｉモード設定］→
［ユーザ証明書操作］を選び  を押す
　　　　ＦｉｒｓｔＰａｓｓ

・ＦｉｒｓｔＰａｓｓをご利用いた
だくためには、ユーサ゛証明書
の発行申請、タ゛ウンロート゛が必
要です。
・「次へ」を選択して、ユーサ゛
証明書の発行申請、タ゛ウンロー
ト゛を行ってください。
・当サイトの閲覧／ご利用にあ
たってのハ゜ケット通信料は無
料です。

次へ／Ｅｎｇｌｉｓｈ

 2 ［次へ］を選び  を押す
　　　　ＦｉｒｓｔＰａｓｓ

　証明書発行
　タ゛ウンロート゛
　その他
　ご利用規則

 3 ［証明書発行］→［実行］を選び  を
押す
PIN2コード入力画面が表示されます。
発行された証明書を失効させる場合
［その他］→［証明書失効］→［はい］を選択
し、PIN2コードを入力して［実行］→［次
へ］→［実行］を選択します。

 4 PIN2コードを入力し、  （OK）を
押す
・ 15秒以内にPIN2コードを入力しないと
発行申請は中止されます。

 5 ［ダウンロード］→［実行］を選び  
を押す
　　　　ＦｉｒｓｔＰａｓｓ

証明書の発行申請が完了し
ました。
タ゛ウンロート゛操作を行ってくだ
さい。

タ゛ウンロート゛／メニュー

ユーザ証明書がダウンロードされ、SSL証
明書の一覧に追加されます。（P.198）

FirstPassのご使用にあたって
● FirstPassセンターに接続した際のパ
ケット通信料は無料です。

● FirstPass対応サイトに接続したときの
パケット通信は、パケ・ホーダイ/パケ・
ホーダイフルの対象となります。ただし、
パソコンと接続してデータ通信を行う場
合は、パケ・ホーダイ/パケ・ホーダイフ
ルの対象外となります。

● FirstPassとはドコモの電子認証サービ
スです。FirstPassを利用することによ
り、サイト側とFOMA端末側がお互いの
証明書を送付しあい、受け取った相手の
証明書を検証してお互いの認証を行うク
ライアント認証が可能となります。

● FirstPassはFOMA端末からのインター
ネット通信と、FOMA端末をパソコン
に接続した状態でのインターネット通信
でお使いいただくことが可能です。パソ
コンでご利用いただくためには、付属の
CD-ROM内のFirstPass PCソフトが必
要です。

● ユーザ証明書の発行要求をする際は、画
面に表示される「FirstPassご利用規則」
をよくお読みになり、ご同意の上、要求
してください。

● ユーザ証明書のご利用にはPIN2コードの
入力が必要です。（P.131）

 PIN2コード入力後になされたすべての行
為がお客様によるものとみなされますの
で、FOMAカードまたはPIN2コードが
他の人に使用されないよう十分にご注意
ください。

次ページにつづく
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● FOMAカードの紛失、盗難にあった場合
などは、取扱説明書裏面の「総合お問い合
わせ先」でユーザ証明書の失効を行うこと
ができます。

● FirstPass対応サイトによって提供され
るサイトや情報については、当社は、何
らの義務もないものとし、一切の責任を
負いかねます。お客様とFirstPass対応サ
イトとの間で解決をお願いいたします。

● FirstPassおよびSSLのご利用にあたり、
当社および認証会社は安全性などに関し
保証を行うものではありませんので、お
客様ご自身の判断と責任においてご利用
ください。

証明書発行接続先を変更する
 〈センター接続先選択〉

※ 通常は設定を変更する必要はありま
せん。

FirstPass以外のサービスを受けるとき
に、接続先を1件設定できます。設定を
変更するとFirstPassセンターに接続で
きなくなります。
・ ｉモード接続中は設定できません。

 1 ｉモードメニューで［ｉモード設定］→
［センター接続先選択］を選び  を
押す
センター接続先選択

ドコモ

設定した接続先を編集する場合
設定した接続先にカーソルをあわせ、機
能メニュー［編集］を選択し、端末暗証番
号を入力します。各項目を修正してくだ
さい。

接続先をお買い上げ時の状態に戻す場合
機能メニュー［初期化］を選択し、端末暗
証番号を入力して［はい］を選択します。

 2  （新規）を押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。

 3 端末暗証番号を入力し、  （OK）を
押す
接続先設定

接続先名称

接続先アドレス

［接続先名称］：
接続先の名称を、半角の英数字・記号99
文字以内で入力します。

［接続先アドレス］：
接続先のアドレスを、半角の英数字・記
号100文字以内で入力します。

 4 各項目を入力する
 5  （完了）を押す
入力した接続先が保存されます。

 6 接続先を選び  を押す
接続先が変更されます。

ｉモーションとは
ｉモーションとは、映像と音が含まれる
動画データです。FOMA端末で再生し
たり、保存して待受画面などに設定でき
ます。
ｉモーションには、次のようなタイプが
あります。ｉモーションのタイプは、サ
イトにより異なり選択できません。

種　類
説　明

タイプ 再生形式
標準タイプ
（保存可※）

データ取得中
に再生（最大
10Mバイト）

ｉモーションの
データを取得しな
がら再生します。

データ取得後
に再生（最大
10Mバイト）

ｉモーションの
データをすべて取
得したあとに再生
します。

ストリーミ
ングタイプ
（保存不可）

データ取得中
に再生（最大
10Mバイト）

ｉモーションの
データを取得しな
がら自動的に再生
します。再生が終
わったｉモーショ
ンのデータは削除
されます。

※ ｉモーションによっては、保存できないも
のがあります。
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サイトからｉモーションを
取得する 〈ｉモーション取得〉

サイトからｉモーションを取り込み保存
できます。
・ ｉモーションは1件あたり10Mバイトまで、
最大150件保存できます。保存件数は、デー
タにより少なくなることがあります。

 1 サイトを表示中にｉモーションを選び 
 を押す

ｉモーション

再生
保存
情報表示
戻る

ｉモーションがFOMA端末に取得されます。
ｉモーション自動再生設定が［ON］に設定
されている場合、取得したあとに自動的に
ｉモーションが再生されます。（取得しなが
ら再生できるｉモーションの場合は、取得
中にｉモーションが再生されます）
・ 再生中の操作は、データBOXのｉモー
ションと同じです。（P.295）

・ データ取得中の再生を途中で停止しても、
データの取得は継続されます。

 2 ［保存］/［部分保存］を選び  を押す
保存先選択画面が表示されます。
［データBOX］：
データBOXのｉモーションに保存しま
す。保存するフォルダを選択します。

［microSD］：
microSDメモリーカードに保存します。

再生する場合
［再生］を選択します。
詳細情報を表示する場合
［情報表示］を選択します。

 3 保存先を選び  を押す
ｉモーションが保存されます。

● ｉモーションによっては、データを取得
しても正しく再生/保存できないことがあ
ります。

● 電波状態、回線状況、回線速度によっては、
データ取得中の再生が途中で止まったり、
画像が乱れたりすることがあります。標
準タイプのｉモーションはデータ取得完
了後に繰り返し再生できますが、ストリー
ミングタイプのｉモーションは再生でき
ません。

● ｉモーションによっては、取得/再生中に
FOMA端末を閉じたり、他の機能を実行
すると、取得/再生が中止されます。

● ASF形式のｉモーションは取得、再生で
きません。

ｉモーションを自動再生するかど
うかを設定する 〈ｉモーション自動再生設定〉
標準タイプのｉモーションを自動的に再
生するかどうかを設定できます。

 1 ｉモードメニューで［ｉモード設定］→
［ｉモーション自動再生設定］を選び 

 を押す

 2 ［ON］/［OFF］を選び  を押す
［ON］：
ｉモーションを取得中または取得後に自
動再生します。

［OFF］：
ｉモーションを取得中または取得後に自
動再生せず、取得完了画面を表示します。
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ｉチャネルとは
ニュースや天気などをグラフィカルな情
報としてドコモまたはIP（情報サービス
提供者）がｉチャネル対応端末に配信す
るサービスです。
定期的に情報を受信し、最新の情報が待
受画面にテロップとして流れたり、  
を押すことでチャネル一覧に表示された
りします。（P.202） さらに、チャネル一
覧でお好きなチャネルを選択することに
より、リッチな詳細情報を取得できます。
ｉチャネルはお申し込みが必要な有料
サービスです。（お申し込みにはｉモー
ド契約が必要です）
また、チャネルには「ベーシックチャネ
ル」と「おこのみチャネル」の2種類があ
り、「ベーシックチャネル」はドコモが提
供するチャネルであり、あらかじめ登録
されていますのでｉチャネルの利用開始
時からすぐに利用することができます。
「ベーシックチャネル」に関しては、配信
される情報の自動更新にパケット通信料
はかかりません。「おこのみチャネル」は
ドコモ以外のIP（情報サービス提供者）
が提供するチャネルで、お客様ご自身が
お好きなチャネルを登録して利用できま
す。「おこのみチャネル」に関して配信さ
れる情報の自動更新にかかるパケット通
信料などは、ｉチャネルのサービス利用
料には含まれません。ただし、「ベーシッ
クチャネル」も「おこのみチャネル」も、
チャネル一覧から詳細情報を閲覧する場
合は、ｉチャネルのサービス利用料とは
別にパケット通信料がかかります。
また、国際ローミング中の「ベーシック
チャネル」に関して配信される情報の
自動更新にかかるパケット通信料は、
ｉチャネルのサービス利用料に含まれま
せんのでご注意ください。
・ ｉチャネルの詳細については、『ご利用ガイ
ドブック（ｉモード＜FOMA＞編）』をご覧く
ださい。

● テロップ表示の表示速度を設定したり、
表示しないように設定することもできま
す。（P.203）

ｉチャネルを表示する

 1 待受画面で  （ｉチャネル）を押す

チャネル一覧が表示されます。

 2 チャネルを選び  を押す

● ご利用の状況により、チャネル一覧を表
示したタイミングで情報を受信する場合
があります。
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ｉチャネルを受信したときは

　→　　最高１０℃　　１０ テロップ

情報を受信すると、待受画面のテロップに
自動的に情報が流れます。
チャネル一覧を表示する場合

 （ｉチャネル）を押します。

● ｉチャネルを受信すると、「 」→「 」が点
滅します。情報を受信しても着信音、バ
イブレータ、着信ランプは動作しません。

● 接続先変更を行った場合、テロップが表
示されなくなり、情報が自動更新されな
いことがあります。最新の情報を受信す
る場合は、  （ｉチャネル）を押してチャ
ネル一覧を表示してください。テロップ
も自動的に流れるようになります。

● ｉチャネルの接続先は、接続先選択で変
更できます。（P.197） 通常は変更する必
要はありません。

● FOMA端末の電源がOFFまたは圏外の場
合や電波状態が悪い場合は、情報を受信
できないことがあります。  （ｉチャネ
ル）を押して情報を受信すると、待受画面
のテロップに自動的に情報が流れます。

● 以下の場合はテロップが表示されません。
- オールロック設定中
- パーソナルデータロック設定中
- おまかせロック設定中
- 公共モード（ドライブモード）中
- FOMAカードを挿入していないとき
- ｉチャネルサービス、ｉモードサービ
スを解約した場合

ｉチャネルの設定を変更する

テロップ表示を設定する
テロップ表示の表示速度を変更したり、
テロップを表示しないように設定でき
ます。

 1 ｉモードメニューで［ｉチャネル］→［テ
ロップ表示設定］を選び  を押す
テロップ表示設定画面が表示されます。

 2 ［待受画面］にテロップを表示する速度
を設定する
［速い］、［標準］、［遅い］から選択します。
テロップを表示しない場合
［OFF］を選択します。

● 2in1利用時は、2in1のモードごとにテ
ロップ表示設定を設定できます。

ｉチャネルを初期状態に戻す
保存されているｉチャネルのデータを削
除し、テロップ表示設定をお買い上げ時
の状態に戻すことができます。
・ 待受画面にｉモーションやｉアプリ待受画
面が設定されている場合、テロップ表示設
定は初期化されません。

 1 ｉモードメニューで［ｉチャネル］→
［ｉチャネル初期化］を選び  を
押す
チャネル情報初期化確認画面が表示され
ます。

 2 ［はい］を選び  を押す
ｉチャネルが初期化されます。
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ｉモードメールとは
ｉモードを契約するだけで、ｉモード端
末間はもちろん、インターネットを経由
してe-mailでのやりとりができます。
テキスト本文に加えて、合計2Mバイト
以内で10個までファイル（JPEG、トル
カ、PDFデータなど）を添付することが
できます。また、デコメールにも対応し
ており、メール本文の文字の色・大きさ
や背景色を変えられるほか、絵文字のよ
うに挿入可能なデコメ絵文字もたくさん
プリインストールされているため、簡単
に表現力豊かなメールを作成し、送信で
きます。
・ ｉモードメールの詳細については、『ご利用
ガイドブック（ｉモード＜FOMA＞編）』をご
覧ください。

SMSについて
ｉモード契約をしなくてもFOMA端末間
でメッセージをやりとりできます。
・ 送信方法は（P.234）
・ 受信方法は（P.235）
・ 問い合わせ方法は（P.236）
・ ドコモ以外の海外通信事業者とお客様との
間で送受信を行う場合については、ドコモ
のホームページをご覧ください。

SMSを受信できないとき

SMSセンターに届いたSMSは、すぐに
お客様のFOMA端末に送信します。ただ
し、お客様のFOMA端末の電源が入って
いないときや圏外などで受信できないと
きは、SMSはSMSセンターに保管され
ます。

メールメニューを表示する
 〈メールメニュー〉

 1 待受画面で  （メール）を押す

メニュー名 機　能
受信メール 受信したメールの表示、返信、

転送などを行います。（P.216、
219）

送信メール 送信したメールの表示、修正
などを行います。（P.219）

保存メール 送信せずに保存したメールや
送信に失敗したメールの表示
などを行います。（P.219）

新規メール
作成

新しくｉモードメールを作成
して送信します。（P.207）

WEBメール WEBメールサイトに接続し、
Bアドレス宛のメールを表示
したり、Bアドレスからメー
ルの作成や送信を行います。
（P.398）

SMS作成 新しくSMSを作成して送信し
ます。（P.234）

テンプレート
一覧

デコメールのテンプレート一
覧を表示します。（P.211）

ｉモード
問合せ

ｉモードセンターに保管され
ているメール、メッセージR、
メッセージFを取得します。
（P.216、231）

SMS問合せ SMSセンターに保管され
ているSMSを取得します。
（P.236）

メール選択
受信

ｉモードセンターに保管され
ているメールを選択して受信
します。（P.215）

メール設定 FOMA端末のｉモードメー
ル、SMS、エリアメールに
関する項目を設定します。
（P.127、225、236など）
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● WEBメールの詳細については、『ご利用
ガイドブック（2in1編）』をご覧ください。

ｉモードメールを作成して
送信する 〈ｉモードメール作成・送信〉

送信したメールは［送信メール］に保存さ
れます。
・ 電波状態により、相手に文字が正しく表示
されない場合があります。

 1 メールメニューで［新規メール作成］を
選び  を押す
・ メールメニューで  （新規メール）を押
してもメール作成画面を表示できます。

０

メール編集

入力したバイト数

 2 ［ ］に宛先を入力する
半角の英数字・記号50文字以内で入力し
ます。

 3 ［ ］に題名を入力する
全角100文字、半角200文字以内で入力し
ます。

 4 ［ ］に本文を入力する
全角5,000文字、半角10,000文字以内で入
力します。
絵文字Dを入力するとデコメールになりま
す。（P.208）
位置情報を取得する場合
機能メニュー［位置情報取得］を選択しま
す。（P.277）

プレビューを表示する場合
機能メニュー［プレビュー］を選択します。

 5  （送信）を押す
メールが送信されます。
本文を署名として保存する場合
機能メニュー［署名保存］を選択します。

● メール本文入力画面、宛先入力画面で機
能メニュー［文字入力設定］→［文字サイ
ズ］から文字サイズを変更した場合、語句
候補リストの文字サイズのみに設定が反
映されます。宛先、題名、本文の文字サ
イズは、次回メール作成時から変更され
ます。（P.127）

● 保存メールが50件保存されているときや
保存メールの空き容量が少ないときは、
新しいメールの作成、保存メールの編集
はできません。

● 送信メールが500件保存されているとき
や空き容量が少ないときにメールを送信
すると、保護されていない古い送信済み
メールから順番に上書きされます。

● 複数の宛先に送信したときに送信に成功
した宛先と失敗した宛先がある場合、同
じメールが送信済みメールとして［送信
メール］に、未送信/送信失敗メールとし
て［保存メール］に保存されます。

● 送信に成功していても電波状態によって
は、「送信できませんでした」とエラーメッ
セージが表示され、［保存メール］に保存
されることがあります。

● 2in1のモードがBモードのときは、ｉモー
ドメールを作成できません。

● Bアドレスからはｉモードメールを送信
できません。

● 位置情報を取得して、位置情報URLを貼
付けた場合、本文には位置情報URLの前
に「 」が入力されます。貼付けた位置情
報URLはメール本文の文字数としてカウ
ントされます。

● 受信側の端末によっては、題名はすべて
受信できない場合があります。

● 他の携帯電話会社の端末に絵文字入りの
ｉモードメールを送ると、自動的に送信
先の類似絵文字に変換されます。

宛先を追加する
宛先を追加して、同じ内容のｉモード
メールを一度に最大5人の相手に送信で
きます。宛先種別をTo、Cc、Bccから
選択できます。

 1 メール編集画面で  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

次ページにつづく
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 2 ［宛先追加］→宛先種別（To/Cc/Bcc）
を選び  を押す
選択した宛先（［ ］/［ ］/［ ］）が追加され
ます。

 3 追加した［ ］/［ ］/［ ］に宛先を入力
する
宛先を削除する場合
宛先にカーソルをあわせ、機能メニュー
［宛先削除］→［はい］を選択します。
宛先種別を変更する場合
宛先にカーソルをあわせ、機能メニュー
［宛先種別変更］→宛先種別（To/Cc/Bcc）
を選択します。

 4 メールを作成し、送信する
・ ｉモードメール作成・送信（P.207操作3～

5）と同じ操作を行ってください。

● To、Ccに入力したメールアドレスは受信
側に表示されます。ただし、受信側の端
末や機器、メールソフトなどによっては
表示されないことがあります。Bccに入
力したメールアドレスは受信側に表示さ
れません。

一括メールリストから宛先を入力する
一括メールリストに登録した複数の相手
にメールを送信できます。

 1 メール編集画面で  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［一括メールリスト］→メールリストを
選び  を押す
リストのメンバーが宛先に入力されます。
メールリストから宛先を個別に選択する場合
一括メールリスト画面で  （個別）を押
し、メンバーを選択します。

 3 メールを作成し、送信する
・ ｉモードメール作成・送信（P.207操作3～

5）と同じ操作を行ってください。

デコメールを作成して送信
する 〈デコメール作成・送信〉

ｉモードメール本文に装飾（デコレー
ション）を行ったデコメールを作成して
送信できます。
・ 相手の機種によっては、正しく受信できな
かったり、表示できない場合があります。

 本文入力画面

残約４０６１　　漢カナＡａ１２

本文入力

可愛い家族が増えました。
名前はミーとモモです。毎
日やんちゃに家中をかけ回
っています。

　見にきてね
今が一番可愛いときです。
近くにおいでの際はぜひお
立ち寄りください。

　　　新しい仲間 デコメール
設定されている装飾のアイコン

点滅/動き

 プレビュー画面

残４０６１　　　漢カナＡａ１２

プレビュー

可愛い家族が増えました。
名前はミーとモモです。毎
日やんちゃに家中をかけ回
っています。

　　　　見にきてね
今が一番可愛いときです。
近くにおいでの際はぜひお
立ち寄りください。

　　　新しい仲間 色/サイズ/位置

背景色
画像挿入

ライン挿入

 1 メールメニューで［新規メール作成］を
選び  を押す
メール編集画面が表示されます。

 2 宛先、題名を入力する
・ ｉモードメール作成・送信（P.207操作2～

3）と同じ操作を行ってください。
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 3 ［ ］に本文を入力/装飾する
全角5,000文字、半角10,000文字以内で入
力します。
・ 本文に入力できる文字数は、装飾により
少なくなることがあります。

本文入力画面で  を押すとデコレーショ
ンメニューが表示されます。
本文入力

　　　選択した範囲を装飾

　指定範囲デコレーション

装飾を設定して  （閉じる）を押すと、デ
コレーションメニューを終了します。
装飾できる項目およびデコレーションメ
ニューに表示されるボタン、装飾後に本文
入力画面のタイトル行に表示されるアイコ
ンは次のとおりです。
デコレーション
メニュー アイコン 内　容

［1］：
色/サイズ

  

  で文字のサイ
ズを大/中/小の3種類
から選択し、   
で文字、ラインの色を
20色から選択します。
・ 文字色を選択する
と、絵文字の色も
変更されます。通
常の絵文字の色に
戻す場合は［指定な
し］を選択します。

・ デコメ絵文字のサ
イズは変更できま
せん。

［2］：
クイックデコ
レーション

－

デコメールの背景色・
文字色を一括で指定
し、本文の上下に挿
入する画像とその配
色を選択できます。
（P.210）

デコレーション
メニュー アイコン 内　容

［3］：
点滅/動き/
位置  

  

  で点滅（する/
しない）を選択し、  

 で位置（左揃え/中
央揃え/右揃え）また
は動き（固定/テロッ
プ/スウィング）を選
択します。

［4］：
画像挿入 －

画像をデータBOXの
マイピクチャから20
種類（90Kバイト）ま
で挿入できます。デ
コメ絵文字も選択で
きます。

［5］：
指定範囲デコ
レーション －

入力した本文の範囲
を指定してデコレー
ションします。［色/
サイズ］、［点滅/動
き/位置］を続けてデ
コレーションできま
す。（P.210）

［6］：
ライン挿入

－
［色/サイズ］で設定し
た色のラインを挿入
します。

［7］：閉じる － デコレーションメ
ニューを終了します。

［8］：背景色 － 背景の色を80色から
選択します。

［9］：全解除 － デコレーションをす
べて解除します。

・ デコレーションメニュー名の前にある数
字を入力すると、装飾を設定できます。

直前のデコレーションを元に戻す場合
 （元に戻す）を押します。

デコレーションを確認する場合
 （閉じる）を押し、機能メニュー［プレ

ビュー］を選択します。
デコメ絵文字を入力する場合

 （絵/記）を押して、絵文字Dを選びます。
絵文字Dは、メール本文入力画面、テン
プレート編集画面、署名編集画面でのみ
入力できるデコメ絵文字です。

 4  （閉じる）を押し、  （送信）を押す
作成したデコメールをテンプレートとして
保存する場合
機能メニュー［テンプレート保存］→［は
い］を選択します。テンプレート一覧に保
存されます。

次ページにつづく
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● 装飾した文字を削除しても、装飾データ
が残り、本文の入力文字数が少なくなる
ことがあります。装飾の解除を行ってか
ら文字を削除してください。なお、  
を1秒以上押した場合は、装飾データも含
めて文字が削除されます。

● 点滅、動き、アニメーションなどは、一
定時間が経過すると自動的に停止します。

● 下記機種※以外に、10,000バイトを超え
るデコメールを送信した場合、送信先で
は閲覧用URLが記載されたメールを受信
します。ただし、機種によっては、本文
のみ受信し、閲覧用URLがないメールを
受信することがあります。
※ 903iシリーズ、904iシリーズ、905i
シリーズ、703iシリーズ（P703iμを
除く）、704iシリーズ（P704iμを除
く）、705iシリーズ、F801i

本文を入力して装飾を指定する

 1 本文入力画面で  を押す
デコレーションメニューが表示されます。

 2 ［ ］を選び  を押す

 3 装飾の始点を選び  を押す
装飾する最初の文字が確定します。

 4 装飾の終点を選び  を押す
装飾する範囲が確定し、クロスデコパレッ
トが表示されます。

 5 文字のサイズ/色を選び  を押す
  で文字サイズ（大 /中 /小）を選択し、
  で文字色を選択します。

・ 文字サイズ/色を設定しない場合は、  
を押してください。

 6 文字の点滅/動き/位置を選び  を
押す

  で点滅（する/しない）を選択し、   
で位置（左揃え/中央揃え/右揃え）または動き
（固定/テロップ/スウィング）を選択します。
・ 文字の点滅/動き/位置を設定しない場合
は、  を押してください。

一括して装飾を指定する
・ デコレーションメニューで［ ］を選択す
ると、設定した装飾がすべて解除されます。

 1 本文入力画面で  を押す
デコレーションメニューが表示されます。

 2 ［ ］を選び  を押す
クロスデコパレットが表示されます。
本文入力

文字色

背景色

 3 文字色/背景色を選び  を押す
  で文字色、   で背景色を選択し

ます。
・ 文字色/背景色を設定しない場合は、  
を押してください。

本文入力

 4 画像/配色を選び  を押す
  で本文の上下に挿入する画像を選択

し、   で挿入する画像/画像の配色を選
択します。
・ 画像/配色を設定しない場合は、  を押
してください。

 5  （閉じる）を押し、本文を入力する
全角5,000文字、半角10,000文字以内で入
力します。
・ 本文に入力できる文字数は、装飾により
少なくなることがあります。

● 本文を入力してからクイックデコレー
ションを選択することもできます。
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装飾を指定して本文を入力する

 1 本文入力画面で  を押す
デコレーションメニューが表示されます。

 2 装飾を選び  を押す
クロスデコパレットが表示されます。
「 」を選択した場合
本文入力   で文字サイズ

（「 」大/「 」中/「 」
小）を選択し、   で
文字色を選択します。

文字サイズ

文字色

文字色［指定なし］

「 」を選択した場合
本文入力   で点滅（「 」す

る/「 」しない）を選択
し、   で位置（「 」
左揃え/「 」中央揃え/
「 」右揃え）または動き
（「 」固定/「 」テロッ
プ/「 」スウィング）を
選択します。
点滅
動き
位置

「 」を選択した場合
データBOXのマイピクチャから画像を選
択します。

「 」を選択した場合
カーソルがある行にラインを挿入します。

「 」を選択した場合
本文入力   で背景色を選択

します。

背景色

背景色［指定なし］

 3  （閉じる）を押し、本文を入力する
全角5,000文字、半角10,000文字以内で入
力します。
・ 本文に入力できる文字数は、装飾により
少なくなることがあります。

テンプレートを利用して
メールを送信する
テンプレートとは、本文の装飾があらか
じめ指定されているデコメール用の雛形
です。テンプレートを利用することによ
り、簡単にデコメールを作成・送信でき
ます。
テンプレートは、サイトからダウンロー
ドしたり、作成/受信/送信したデコメー
ルをテンプレートとして50件まで保存で
きます。（P.209）
・ お買い上げ時に登録されているテンプレー
トは編集、削除できません。

 1 メールメニューで［テンプレート一覧］
を選び  を押す
テンプレート一覧

モモ：Ｈａｐｐｙ　Ｂｉｒｔｈｄａｙ！
モモ：遊びに行こうよ
モモ：ありがとう！
モモ：旅行に行ってきたよ
モモ：探検中
浜でお散歩
海でぷかぷか
らぶらぶ
男の子
お化け
きのこ
きらり

テンプレートを確認する場合
テンプレートを選択します。

タイトルを変更する場合
テンプレートにカーソルをあわせ、機能
メニュー［タイトル変更］を選択します。
全角10文字、半角20文字以内で入力し
ます。

テンプレートを削除する場合
テンプレートにカーソルをあわせ、機能
メニュー［削除］→［1件削除］→［はい］を
選択します。複数選択して削除する場合
は、機能メニュー［削除］→［選択削除］を
選択し、テンプレートを複数選択して  
（完了）を押し、［はい］を選択します。す
べてのテンプレートを削除する場合は、
機能メニュー［削除］→［全件削除］を選択
し、端末暗証番号を入力して［はい］を選
択します。

テンプレートを編集する場合
テンプレートにカーソルをあわせ、  
（編集）を押します。

次ページにつづく
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 2 テンプレートを選び  （メール）を
押す
メール編集画面が表示されます。

 3 メールを作成し、送信する
・ デコメール作成・送信（P.208操作2～4）
と同じ操作を行ってください。

● メール送信できない画像が含まれたデコ
メール、添付ファイルのあるデコメール
をテンプレートとして保存すると、画像
および添付ファイルは保存されません。

ファイルを添付する 〈ファイル添付〉
ｉモードメールに静止画、動画/ｉモー
ション、メロディ、トルカ、PDFデータ、
電話帳、スケジュール、ブックマーク、
マイデータ、その他のファイルを最大10
件、合計2Mバイトまで添付して送信で
きます。
■ 添付可能なファイルについて
種　類 制限事項など

 画像（GIF/
JPEG/SWF）

・ 2Mバイトを超えるJPEG画
像の場合、2Mバイト以下に
自動で変換します。（1件目
の添付ファイルのみ選択・
変換できます）

 動画/
ｉモーション
（MP4）

・ 2Mバイトを超える場合、先
頭から2Mバイト以下に自動
的に切出します。（1件目の
添付ファイルのみ選択・変
換できます）

・ 画像サイズが［VGA（640
×480）］以下の動画/ｉモー
ションを添付できます。

・ 受信側の機種によって、動
画が粗くなったり、連続静
止画に変換されて表示され
ることがあります。

・ ｉモーションによっては添
付できないことがあります。

 （緑）メロディ（SMF）
 （橙）メロディ（MFi）

・ SO905iCS以外の携帯電話
には正しく送信できないこ
とがあります。

トルカ ・ トルカによっては送信でき
ないことがあります。

 PDFデータ
（PDF）

・ ページ単位で取得したPDF
データは添付できません。

種　類 制限事項など
 ツール
データ

・ 電話帳、マイデータ、スケ
ジュール、ブックマークの
データを添付できます。

 その他の
ファイル －

・ メール添付できないファイル、FOMA端末
外への出力が禁止されているファイルは添
付できません。

・ microSDメモリーカードに保存されている
メールから返信する場合、ファイルを添付
することはできません。（P.311）

 1 メール編集画面で  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［添付ファイル追加］を選び  を
押す
添付ファイル選択画面が表示されます。
［イメージ］：
本体メモリ/microSDのマイピクチャか
ら画像を選択します。

［ｉモーション］：
本体メモリ/microSDのｉモーションか
ら動画/ｉモーションを選択します。

［メロディ］：
本体メモリ/microSDのメロディからメ
ロディを選択します。

［トルカ］：
本体メモリ/microSDのトルカからデー
タを選択します。

［PDF］：
本体メモリ/microSDのマイドキュメン
トからPDFデータを選択します。

［電話帳］：
本体メモリ/microSDの電話帳からデー
タを選択します。ただし、電話帳の画像
保存/添付が［無効］に設定されている場
合、画像は添付されません。

［マイデータ］：
マイデータを添付します。

［スケジュール］：
本体メモリ/microSDのスケジュールか
らデータを選択します。

［Bookmark］：
本体メモリ/microSDのブックマークか
らデータを選択します。

［その他］：
microSDのその他からデータを選択し
ます。
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［カメラ起動］：
［カメラ］/［ムービー］を選択し、カメラで
画像/動画を撮影します。（P.155、170）

 3 ファイルの種類を選び  を押す
ファイルの内容を確認する場合
ファイルにカーソルをあわせ、  （見
る/聞く/再生）を押します。

 4 フォルダ→ファイルを選び  を押す

０

　
　
　２００８０２１４１８３００６．　１１．４ＫＢ

メール編集

ファイルが添付され、「 」「 」「 」（緑）
「 」（橙）「 」「 」「 」「 」が表示されます。
位置情報が付加された画像を選択した場合
位置情報URLを本文に貼付けるかどう
かの確認画面が表示されます。［はい］を
選択すると、本文の最後に「 位置情報
URL」が入力されます。

 5 メールを作成し、送信する
・ ｉモードメール作成・送信（P.207操作2～

5）と同じ操作を行ってください。

● 添付ファイルのサイズによっては、送信
に時間がかかることがあります。

● 静止画を添付した場合、表示と異なる向
きで送信されることがあります。

● 2Mバイト対応機種以外のｉモード端末に
送信する場合は、相手の端末のメール受
信容量内で対応している種類の添付ファ
イルのみ添付できます。対応していない
容量・種類のファイルを添付すると、添
付ファイルは削除され、相手には本文の
み送信されます。

 下記機種※以外のｉモード端末に送信す
る場合は、共通再生モードを［高画質］ま
たは［長時間］に設定して撮影した動画が
おすすめです。
※ 903iシリーズ、904iシリーズ、905i
シリーズ、703iシリーズ（P703iμを
除く）、704iシリーズ（P704iμを除
く）、705iシリーズ、F801i

● ブログ投稿で［ファイル添付］を利用して
画像を添付した場合は、画像に位置情報
が付加されていても、メール本文に位置
情報URLは入力されません。

● movaサービスのｉモード端末に送信す
る場合は、JPEG画像、MFi形式のメロ
ディ、またはｉモーションを1件のみ添
付できます。相手にはファイル取得用の
URLが付いたメールとして送信されま
す。複数のファイルを添付したり、対応
していないファイルを添付すると、添付
ファイルは削除され、相手には本文のみ
送信されます。

添付したファイルを削除する

 1 メール編集画面でファイルを選び  
（機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［添付ファイル削除］→［はい］を選び 
 を押す

添付したファイルが削除されます。

ｉモードメールを保存しておき、
あとで送信する 〈ｉモードメール保存〉

作成したメールをすぐに送信しない場合
は、［保存メール］に保存できます。

 1 メール編集画面で  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［保存］を選び  を押す
作成したメールが未送信メールとして［保存
メール］に保存されます。
保存したメールを修正する場合
メールメニューで［保存メール］→［保存
BOX］→メールを選択します。
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ｉモードメールを受信した
ときは 〈メール自動受信〉

お客様宛のメールがｉモードセンターへ
送られると、自動的にFOMA端末に受信
されます。

　　　メール受信中

　　１件
　　０件
　　０件

メール
メッセージＲ
メッセージＦ

未読メール／メッセージ

メールを受信中は「 」
が点滅します。
メールの受信を中止す
る場合

 （中止）を押しま
す。受信終了画面に
「 」が表示されます。
中止するタイミング
によっては、受信が
完了していることも
あります。

メールの受信が終了す
ると、「 」が表示され、
着信ランプが点滅して
着信音が鳴り、受信し
たメールの件数が表示
されます。
約15秒経過すると受信
前の画面に戻ります。
・ 待受画面に戻ると、
「 」（新着メールあ
り）の通知情報アイコ
ンが表示されます。

 （リンク）を押
し、「 」を選択する
と、受信メール画面
が表示されます。

● メール1件につき、添付ファイルを含
む100Kバイトまで自動受信できます。
100Kバイトを超える添付ファイルは、
ｉモードセンターから手動で取得できま
す。（P.219）

● 受信メールが1,000件保存されていると
きや空き容量が少ないときに新しいメー
ルを受信すると、保護されていない古い
既読メールから順番に上書きされます。

● 複数のメールを同時に受信したときは、
最後の受信メールの着信音・着信画像・
着信ランプが優先されます。

● 次のようなときに送られてきたメールは
ｉモードセンターに保管されます。

 - テレビ電話中
 - 電源OFF時
 - ｉモード圏外時
 - プッシュトーク通信中
 - SMS受信中
 - セルフモード設定中
 - おまかせロック中
 - 赤外線通信中
 - ｉC通信中
 - ソフトウェア更新中
 - FirstPassセンター接続中
 - お預かりセンター接続中
● 「 」が表示されているときは、ｉモー
ドセンターにメールが残っています。
（ｉモードセンターに保管されているとき
でも「 」が表示されないことがあります）

 また、ｉモードセンターで保管した件数
が満杯になったときは「 」が表示されま
す。この場合は、未読メールの確認、不
要な受信メールの削除、保護受信メール
の解除を行ってからｉモード問合せを
行ってください。

● 受信メールのデータ量（文字数、添付ファ
イル）が［ｉMenu］→［料金＆お申込・設
定］→［メール設定］のメールサイズ制限で
設定した文字数（データ量）を超える場合、
添付ファイルは自動受信できません。
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ｉモードメールを選択して
受信する 〈メール選択受信〉

ｉモードセンターに保管されている
ｉモードメールの題名などを確認し、受
信するメールを選択したり、受信前に
ｉモードセンターでメールを削除できま
す。メール選択受信を利用する場合は、
あらかじめメール選択受信設定を［ON］
に設定します。［ON］に設定した場合、
自動的にｉモードメールを受信できま
せん。
・ メール選択受信設定を［ON］に設定している
場合、メール着信完了音は鳴りません。また、
マナーモードやバイブレータを設定してい
る場合も振動しません。

センターに　あり

メールを受信すると、
「 」（センターに あ
り）の通知情報アイコン
が表示されます。
メールを確認する場合
待受画面で  （リ
ンク）を押して「 」を
選択し、［はい］を選択
します。ｉモードセ
ンターに接続します。

ｉモードメールを選択受信する
ｉモードセンターに接続し、メールを選
択して受信します。
・ 2in1のモードがBモードの場合は、メール
選択受信できません。

 1 メールメニューで［メール選択受信］を
選び  を押す
　　　ﾒｰﾙ選択受信
　　　（１／２ﾍﾟｰｼﾞ）
　　　　－－－－－－－－
　　　選択受信説明

[１]保留
　０８／０２／１２　１７：５４　
　遅くなってごめんね
　ｄｏｃｏｍｏｔａｒｏ＠△△．□□□．ｃｏ．ｊ
ｐ
サイス゛：１．３Ｋハ゛イト

ｉモードセンターに接続され、保管されて
いるｉモードメールを一覧表示します。
・ 添付ファイルがある場合は、以下のアイ
コンが表示されます。

静止画ファイル添付あり
ｉモーション添付あり
メロディ添付あり
トルカ添付あり
その他のファイルあり

 2 受信するメールの［保留］を選び  
を押す
［受信］：
選択したｉモードメールを受信します。

［削除］：
選択したｉモードメールを削除します。

［保留］：
選択したｉモードメールをｉモードセン
ターに保管したままにします。

 3 ［受信］を選び  を押す

 4 ［受信/削除］を選び  を押す

１／２ﾍﾟｰｼﾞまで選択したﾒｰﾙ
を
　　　　　　　　受信／削除
　　　　　　　－－－－－－－－
ｉﾓｰﾄﾞｾﾝﾀｰから全てのﾒｰﾙを
　　　　　　　　　　削除

すべてのメールを削除する場合
［ｉモードセンターから全てのメールを］
の下の［削除］を選択します。

 5 ［決定］を選び  を押す
選択したメールが受信されます。
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ｉモードメールがあるかどう
かを問い合わせる 〈ｉモード問合せ〉
ｉモードサービス圏外にいたり、電源を
切っていたときにｉモードセンターに
ｉモードメールが届いているかどうかを
問い合わせることができます。
・ 電波状態によっては問い合わせできないこ
とがあります。

 1 待受画面で  （メール）を1秒以上押す
ｉモードセンターに接続し、問い合わせ結
果が表示されます。
メールを確認する場合
［メール］を選択します。

ｉモードメールに返事を出す
 〈ｉモードメール返信〉

受信メールに返信できます。
・ 受信メールによっては返信できないことが
あります。

 1 受信メール一覧でメールを選び  
（引用返信）を押す
メール編集画面が表示されます。
宛先には返信用のメールアドレス、題名に
は「Re:受信メールの題名」、本文には「＞受
信メールの本文」が入力されています。
・ 題名が「Re:」を含めて全角100文字、半角

200文字を超える文字は削除されます。
・ 受信メールの題名にあらかじめ「Re:」が1
つ以上ある場合は、「Re:」が自動的に1つ
にまとめられます。

本文を引用せずに返信する場合
メールにカーソルをあわせ、  （返信）を
押します。

同報メールに返信する場合
メールを選択して  （引用返信）または 

 （返信）を押し、［送信者への返信］/［全
員への返信］を選択します。

 2 メールを作成し、送信する
・ ｉモードメール作成・送信（P.207操作3～

5）と同じ操作を行ってください。
メールが返信され、「 」が表示されます。

● 添付ファイル、メールの本文に含まれる
メロディやｉアプリToのリンク、デコ
メール内の再配布不可の画像は引用され
ません。

● 2in1のBアドレス宛のｉモードメールに
は返信できません。

● オープン時内容編集で［受信メール（一覧/
詳細）］に［引用返信］/［返信］を設定してい
るときは、受信メール一覧または受信メー
ルの内容を表示しているときに、FOMA
端末を開くだけで受信メールに返信でき
ます。（P.354）

ｉモードメールを他の宛先
に転送する 〈ｉモードメール転送〉

受信メールを他の人に転送できます。添
付ファイルも転送されます。

 1 受信メール一覧でメールを選び  
（機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［転送］を選び  を押す
メール編集画面が表示されます。
題名には「Fw:受信メールの題名」、本文には
「受信メールの本文」が入力されています。
・ 題名が「Fw:」を含めて全角100文字、半
角200文字を超える文字は削除されます。

・ 受信メールの題名にあらかじめ「Fw:」が1
つ以上ある場合は、「Fw:」が自動的に1つ
にまとめられます。

 3 メールを作成し、送信する
・ ｉモードメール作成・送信（P.207操作2～

5）と同じ操作を行ってください。
メールが転送され、「 」が表示されます。

● メールの本文に含まれるメロディやｉア
プリToのリンク、デコメール内の再配布
不可の画像、未取得のファイルは転送さ
れません。
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メールアドレス/電話番号を
電話帳に登録する

送信元/宛先のメールアドレスを電
話帳に登録する
受信メールの送信元や宛先、送信メール
や保存メールの宛先のメールアドレス
を、電話帳に登録できます。
例： 受信メールの送信元をFOMA端末電話帳

に新規登録する場合

 1 受信メール一覧でメールを選び  
を押し、  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［メールアドレス登録］を選び  を
押す
登録方法選択画面が表示されます。

 3 ［新規登録］を選び  を押す
保存先選択画面が表示されます。
［追加登録］を選択した場合
電話帳から項目を追加登録するデータを
選択します。

メールアドレスが複数ある場合
メールアドレス→［新規登録］/［追加登録］
を選択します。

 4 ［本体メモリ］を選び  を押す
電話帳編集画面が表示されます。
FOMAカード電話帳に登録する場合
［FOMAカード（UIM）］を選択します。

 5 各項目を登録する
・ FOMA端末電話帳登録（P.95操作3～5）
またはFOMAカード電話帳登録（P.98操
作3）と同じ操作を行ってください。

 6  （完了）を押す
登録した内容がFOMA端末電話帳に登録さ
れます。

表示中の電話番号やメールアドレ
スを電話帳に登録する
サイト、受信メール/送信メールの本文、
トルカに表示されているメールアドレス
や電話番号を、電話帳に登録できます。
・ サイトによっては、表示されている電話番
号/メールアドレスを登録できないことがあ
ります。

例： 受信メールの本文の電話番号をFOMA端
末電話帳に新規登録する場合

 1 受信メール一覧でメールを選び  
を押し、電話番号を選び  （機能）を
押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［電話帳登録］を選び  を押す
登録方法選択画面が表示されます。

 3 ［新規登録］を選び  を押す
保存先選択画面が表示されます。
［追加登録］を選択した場合
電話帳から項目を追加登録するデータを
選択します。

 4 ［本体メモリ］を選び  を押す
電話帳編集画面が表示されます。
FOMAカード電話帳に登録する場合
［FOMAカード（UIM）］を選択します。

 5 各項目を登録する
・ FOMA端末電話帳登録（P.95操作3～5）
またはFOMAカード電話帳登録（P.98操
作3）と同じ操作を行ってください。

 6  （完了）を押す
登録した内容がFOMA端末電話帳に登録さ
れます。
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ｉモードメールから添付
ファイルを再生・保存する
ｉモードメールやメッセージに添付また
は貼付けられている画像、動画/ｉモー
ション、メロディ、トルカ、PDFデータ、
電話帳、スケジュール、ブックマーク、
マイデータのファイルを表示/再生・保存・
削除できます。

■ 再生/保存可能な添付ファイルについて
形　式 制限事項

画像（JPEG/
GIF/SWF）

・ デコメ絵文字、スタンプ・
フレームはデータBOXのみ
に保存できます。

・ 100Kバイトを超えるFlash
は再生できません。また、
microSDメモリーカードの
みに保存できます。

動画/ｉモー
ション（MP4） －

メロディ
（SMF/MFi）

・ 100Kバイトを超えるメロ
ディは再生できません。ま
た、microSDメモリーカー
ドのみに保存できます。

・ SO905iCS以外の携帯電話
から送信されたメロディは、
正しく再生できないことが
あります。

トルカ ・ 1Kバイトを超えるトルカ、
100Kバイトを超えるトルカ
（詳細）は、再生できません。

PDFデータ
（PDF） －

ツールデータ ・ 電話帳、スケジュール、ブッ
クマークのデータを保存で
きます。

・ ［添付ファイル保存］で保存
する場合、本体メモリは選
択できません。

その他の
ファイル

・ microSDメモリーカードの
みに保存できます。

・ 保存件数は、保存先の空き容量、データの
サイズにより変動します。

例： 受信メールに添付されたファイルを保存す
る場合

 1 受信メール一覧でメールを選び  
を押す

 2 添付ファイルを選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。
添付ファイルを表示/再生する場合
添付ファイルにカーソルをあわせ、  
を押します。

 3 ［添付ファイル保存］を選び  を
押す
保存先選択画面が表示されます。
［データBOX］：
データBOXに保存します。保存するフォ
ルダを選択します。

［microSD］：
microSDメモリーカードに保存します。

メッセージに貼付けられているメロディを
再生する場合
［メロディ再生］を選択します。
メッセージに貼付けられているメロディを
保存する場合
［メロディ保存］→保存先を選択します。
メロディタイトルを確認する場合
［メロディタイトル確認］を選択します。
挿入画像の詳細を表示する場合
［挿入画像詳細表示］→画像を選択します。
詳細情報が表示されます。

挿入画像を保存する場合
［挿入画像選択保存］→画像→保存先を選
択します。

 4 保存先を選び  を押す
ファイルが保存されます。
ツールデータを表示する場合
添付ファイルにカーソルをあわせて  
を押し、［確認］を選択します。

ツールデータをFOMA端末に保存する場合
添付ファイルにカーソルをあわせて  
を押し、［登録］を選択して端末暗証番号
を入力し、［追加保存］/［全入換え］を選択
します。

メモリの空き容量が不足している場合
データを上書きするかどうかを確認する
画面が表示されます。上書きする場合は、
不要なデータを選択します。（P.326）

● 受信した画像、動画/ｉモーションによっ
ては、正しく再生できないことがあり
ます。
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選択受信添付ファイルを取得する

100Kバイトを超える添付ファイル、添
付ファイル優先受信を［無効］に設定して
いる添付ファイルを取得します。
・ 保存期限が過ぎた添付ファイルは取得でき
ません。

 1 受信メール一覧でメールを選び  
を押す

 2 「 」を選び  を押す
取得が開始され、添付ファイルを取得し
ます。

● 受信メールが1,000件保存されていると
きや空き容量が少ないときに、未取得の
添付ファイルを取得すると、保護されて
いない古い既読メールから順番に上書き
されます。取得する添付ファイルのサイ
ズによっては、複数のメールが削除され
ることがあります。

添付ファイルを削除する

ｉモードメールに添付されているファイ
ルを削除します。
・ 本文中に表示されるｉアプリToのリンクは
削除できません。

例： 受信メールに添付されたファイルを削除す
る場合

 1 受信メール一覧でメールを選び  
を押す

 2 添付ファイルを選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 3 ［添付ファイル削除］→［はい］を選び 
 を押す

添付ファイルが削除されます。

受信メール/送信メール/
保存メールを表示する
保存してある受信メール/送信メール/保
存メールは、いつでも表示できます。受
信したメールは［受信メール］に、送信し
たメールは［送信メール］に保存できま
す。また、送信せずに保存したメールや
送信に失敗したメールは［保存メール］に
保存できます。
・ 受信メールは最大1,000件、送信メールは最
大500件、保存メールは最大50件、エリア
メールは最大30件保存されます。保存件数
は、データにより少なくなることがあります。

・ FOMAカード内のSMSの場合、操作できな
い機能メニューがあります。

 1 メールメニューで［受信メール］/［送信
メール］/［保存メール］を選び  を
押す
受信メールの場合
受信メール　　　　２５／６６

　受信ＢＯＸ
　メッセージＲ
　メッセージＦ

・ 1行目の右端にカーソルがあたっている
フォルダの保存件数/全件数が表示され
ます。

・ フォルダの状態は、次のアイコンで確認
できます。アイコンの横にフォルダ名が
表示されます。

/  
（黄）

お買い上げ時に用意されている
フォルダ/メールセキュリティ設
定中

/  
（青）

お客様が作成したフォルダ/メー
ルセキュリティ設定中

/
メール連動型ｉアプリが作成し
たフォルダ/メールセキュリティ
設定中

・ 未読メールがある場合はアイコンの左
下に「 」が表示されます。

・ 2in1のモードがBアドレスのときは、送信
メールと保存メールは表示できません。

FOMAカード内のSMS一覧画面を表示する
場合

 （FOMAカード）を押します。
・ 2in1のモードがBモードの場合は、表
示できません。

次ページにつづく
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 2 フォルダを選び  を押す
受信メール一覧/送信メール一覧/保存メール
一覧が表示されます。
受信メールの場合
受信ＢＯＸ　　　　　　１／２５

　１５：５１　ドコモ一郎
フォトコンテスト
　１２：３４　ドコモ二郎
来月のコンサートチケッ
　０２／１３　携帯なつ子
　　昨日の件について
　０２／１２　携帯なつ子
　おめでとう
　０２／１１　ｄｏｃｏｍｏ．ｔａｒｏ
　打ち合わせ場所
　０２／１０　携帯はる子
ごめんなさい。２０分遅れ

次回のフォトコンテストの
申し込み期限はあさってま
でとなります。参加希望の
場合は、このメールに返信
してください。電話してい
ただいてもかまいません。
ご連絡をお待ちしておりま
す。

受信日時
送信元
題名

送信メールの場合
送信ＢＯＸ　　　　　　１／２５

　２０：１２　携帯はる子
　出発予定日時
　１０：２４　ｄｏｃｏｍｏ．ｔａｒｏ
お久しぶりです
　０２／１３　ドコモ一郎
　　プレゼント
　０２／１２　携帯はる子
　新しい着メロ
　０２／１１　ドコモ二郎
　旅行の写真
　０２／１１　携帯なつ子
明日の予定

あこがれの○○○。いよい
よ待ちに待った出発の日が
やってきましたね。
１６日午後５時４５分に待ち合
わせ場所の△△で待ってい
ます。
　　　　　－　ＥＮＤ　－

送信日時
宛先
題名

保存メールの場合
保存ＢＯＸ　　　　　　１／２５

　１５：５１　ドコモ二郎
　念願のチケットが手に
　０２／１３　ｄｏｃｏｍｏ．ｔａｒｏ
電話ください
　０２／１３　携帯はる子
　　スキーはいかがです
　０２／１２　ドコモ二郎
ごめんなさい
　０２／１２　ドコモ一郎
　おみやげ
　０２／１１　携帯はる子
　会場の案内

保存日時
宛先
題名

メール一覧の表示方法を変更することがで
きます。（P.225）
・ 受信日時/送信日時/保存日時は、当日の場
合は時刻、当日以外の場合は日付が表示
されます。国際ローミング中に日時が現
地時間に補正された場合は、「 」が表示
されます。（P.44）

・ SMSの場合、題名の代わりに本文の先頭
が表示されます。

・ エリアメールの場合、送信元の代わりに
「エリアメール」が、題名の代わりに本文
の先頭が表示されます。

・ 題名はすべて表示されないことがあり
ます。

・ 2in1利用時は、Aアドレス宛のメールとB
アドレス宛のメールが色別表示されます。

・ メールの状態・種別、添付ファイルの種
類は、次のアイコンで確認できます。

 メールの状態
未読メール

（ ）既読メール（保護設定）
（ ）返信済みメール（保護設定）
（ ）転送済みメール（保護設定）
（ ）送信済みメール（保護設定）

未送信/送信失敗メール

 メールの種別

SMS
FOMAカード内のSMS（受信
メール/送信メールのみ）
エリアメール（受信メールのみ）
返信不可メール（受信メールのみ）
メール連動型ｉアプリで利用さ
れるメール

 添付ファイルの種類
画像あり
動画あり
メロディあり
トルカあり
ｉアプリToあり
PDFデータあり
ツールデータ（電話帳、スケ
ジュール、ブックマーク）あり
その他のファイルあり

メールアドレスまたは電話番号を表示する
場合
電話帳に登録されている場合は、メール
アドレス/電話番号の代わりに名前が表示
されます。  を押すと、名前とメール
アドレス/電話番号の表示を一時的に切り
替えることができます。
・ メール一覧表示中に  を押すと表
示を切り替えることができます。
2行表示の場合
送信者名←→メールアドレス/電話番号
1行表示の場合
題名→送信者名→メールアドレス/電話番号
↑
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・ シークレット表示を［ON］に設定して
いるときは、電話帳にシークレット登
録した相手であっても、名前が表示さ
れます。

電話をかける場合
電話帳にメールアドレスと電話番号を登
録している場合は、電話をかけることが
できます。メールにカーソルをあわせ、
機能メニュー［電話で返信］を選択します。

 3 メールを選び  を押す
受信メールの場合
受信　　　　　　　　　　４
　２００８／０２／１２　　　　１１：５４
　携帯なつ子
　おめでとう

　０８０２１２．ｍｉｄ　　　０．９ＫＢ

お誕生日おめでとうござい
ます。あれからもう一年、
そちらでの生活にもすっか
り慣れたでしょうね。今年
も素敵な年になるといいで
すね。
懐かしい曲が手に入ったの
で送ります。

　　　　　－　ＥＮＤ　－

宛先種別
受信日時
送信元
題名

送信メールの場合
送信　　　　　　　　　　１
　２００８／０２／１４　　　　２０：１２
　携帯はる子
　携帯なつ子
　ドコモ一郎
　出発予定日時

あこがれの○○○。いよい
よ待ちに待った出発の日が
やってきましたね。
１６日午後５時４５分に待ち合
わせ場所の△△で待ってい
ます。

　　　　　－　ＥＮＤ　－
　０８０２１４．ｍｉｄ　　　０．９ＫＢ

送信日時
宛先
宛先（Cc）
宛先（Bcc）
題名

・ メールは、次のアイコンで確認できます。
その他のアイコンは、操作2と同じです。

 添付ファイルの種類
貼付データ無効（複数データ貼
付の場合）

（ ）
（緑）

SMF形式メロディあり
（無効なデータ）

（ ）
（橙）

MFi形式メロディあり
（無効なデータ）

（ ）画像あり（無効なデータ）
（ ）動画あり（無効なデータ）
（ ）トルカあり（無効なデータ）
（ ）PDFデータあり（無効なデータ）

（ ）
ツールデータ（電話帳、スケ
ジュール、ブックマーク）あり（無
効なデータ）

添付ファイル未取得
添付ファイル取得途中
添付ファイル取得エラー
添付ファイル削除済み

文字サイズを切り替える場合
 を1秒以上押します。  を1秒以

上押すたびに、1段階大きな文字で表示さ
れます。文字サイズが［超大］の場合、［小］
に切り替わります。

前後のメールを表示する場合
 で前のメール、  で次のメールを表

示できます。

● 保存してある受信メール/送信メール/保
存メールをフォルダごとに表示しないよ
うに設定できます。（メールセキュリティ
設定）（P.142）

メールをお預かりセンターに保存
する
電話帳お預かりサービスを利用して、
ｉモードメール、SMS、エリアメールを
一度に10件までお預かりセンターに保存
できます。
・ 本サービスはお申し込みが必要な有料サー
ビスです。サービスの詳細は、『ご利用ガイ
ドブック（ｉモード＜FOMA＞編）』をご覧く
ださい。

・ デコメールに挿入された画像も保存でき
ます。

・ 添付ファイル、1件あたりのファイルサイズ
が100Kバイトを超えるメールは保存できま
せん。

例： 受信メールを保存する場合

 1 受信メール一覧で  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［お預かりセンター保存］を選び  
を押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。

 3 端末暗証番号を入力し、  （OK）を
押す
メール選択画面が表示されます。

次ページにつづく
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 4 メールを選び  を押す
・ 複数のメールを保存する場合は、操作4を
繰り返します。

 5  （完了）を押す
保存確認画面が表示されます。

 6 ［はい］を選び  を押す
お預かりセンターに接続され、メールの保
存が実行されます。保存が完了すると保存
結果画面が表示されます。

● SMS送達通知は保存できません。

フォルダを追加/削除する
受信メール/送信メールは、［受信BOX］/
［送信BOX］以外にそれぞれ最大20個の
フォルダを作成して管理できます。さら
に、メール連動型ｉアプリのフォルダは、
［受信メール］/［送信メール］/［保存メー
ル］にそれぞれ最大5個作成できます。ま
た、フォルダの名称を変更したり、フォ
ルダを並べ替えることもできます。
・ お買い上げ時に用意されているフォルダ、
保護設定されたメールがあるフォルダ、メー
ル連動型ｉアプリのソフトに対応したメー
ルフォルダ、［メッセージR］/［メッセージF］
フォルダは、削除できません。また、メー
ル連動型ｉアプリのソフトがない場合は、
フォルダを削除できますが、受信メール、
送信メール、保存メール一覧内に作成され
たフォルダもすべて削除されます。

・ お買い上げ時に用意されているフォルダ、
メール連動型ｉアプリのフォルダ、［メッ
セージR］/［メッセージF］フォルダはフォル
ダ名を変更できません。

例： 受信メールのフォルダを追加する場合

 1 メールメニューで［受信メール］を選び 
 を押し、  （機能）を押す

機能メニューが表示されます。

 2 ［フォルダ操作］→［フォルダ作成］を選
び  を押し、フォルダ名を入力する
全角10文字、半角20文字以内で入力します。
フォルダが追加されます。
フォルダ名を変更する場合
フォルダにカーソルをあわせ、機能メ
ニュー［フォルダ操作］→［フォルダ名変
更］を選択します。全角10文字、半角20
文字以内で入力します。

フォルダを並べ替える場合
機能メニュー［フォルダ操作］→［フォルダ
並べ替え］→フォルダを選択し、移動先に
カーソルをあわせて  （移動先）を押
し、  （完了）を押します。

フォルダを削除する場合
フォルダにカーソルをあわせ、機能メ
ニュー［フォルダ操作］→［フォルダ削除］
を選択し、端末暗証番号を入力して［はい］
を選択します。

● メール連動型ｉアプリをダウンロードし
た場合、［受信メール］、［送信メール］、［保
存メール］にメール連動型ｉアプリ用フォ
ルダが自動的に作成されます。

● フォルダを削除すると、2in1のモードに
かかわらず、フォルダ内にあるすべての
Aアドレス/Bアドレス宛のメールとAナ
ンバー /Bナンバー宛のSMSが削除され
ます。

別のフォルダへ移動する
受信メールまたは送信メールは3とおり
の方法で別のフォルダへ移動できます。
・ ［メッセージR］/［メッセージF］フォルダ内
のメッセージを別のフォルダへ移動したり、
別のフォルダから［メッセージR］/［メッセー
ジF］フォルダにメールを移動したりするこ
とはできません。
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例： 受信メールを1件ずつ移動する場合

 1 メールメニューで［受信メール］→フォ
ルダを選び  を押す
フォルダ内をすべて移動する場合
機能メニュー［移動］→［フォルダ内全件移
動］→［はい］→フォルダを選択します。

複数選択して移動する場合
機能メニュー［移動］→［選択移動］を選択
し、メールを複数選択して  （完了）を
押し、［はい］→フォルダを選択します。

 2 メールを選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 3 ［移動］→［1件移動］→［はい］を選び 
 を押す

移動先フォルダ選択画面が表示されます。

 4 フォルダを選び  を押す
選択したメールが別のフォルダへ移動され
ます。

● フォルダ内全件移動の場合は、2in1の各
モードで表示されているメールのみを移
動できます。

保護する
受信メールまたは送信メールは上書きさ
れないように保護できます。保護できる
件数は、受信メールが500件、送信メー
ルが250件です。
・ 未読メール、未送信/送信失敗メール、エリ
アメールは保護設定できません。

例： 受信メールを保護設定する場合

 1 受信メール一覧でメールを選び  
（機能）を押す
機能メニューが表示されます。
保護設定を解除する場合
保護設定されているメールにカーソルを
あわせ、  （機能）を押します。

 2 ［保護設定/解除］→［はい］を選び  
を押す
メールが保護設定され、「 」「 」「 」が表
示されます。
すべての保護設定を解除する場合
機能メニュー［全件保護解除］→［はい］を
選択します。

削除する
受信メールまたは送信メールは6とおり
の方法で削除できます。
1件削除※1 フォルダ内のメールを1件

削除します。
選択削除※1 フォルダ内の複数のメー

ルを選択して削除します。
一度に30件まで選択でき
ます。

既読のみ削除（受信
メールのみ）※1

すべての既読メールを削
除します。

フォルダ内全件削
除※1

フォルダ内のすべての
メールを削除します。

フォルダ内既読削
除（受信メールの
み）※1

フォルダ内のすべての既
読メールを削除します。

全件削除※2 すべての受信メール/送信
メールを削除します。

※1 2in1の各モードで表示されているメール
のみを削除します。

※2 2in1のモードにかかわらず、フォルダ内
にあるすべてのAアドレス/Bアドレス宛の
メールとAナンバー /Bナンバー宛のSMS
を削除します。

例： 受信メールを1件ずつ削除する場合

 1 メールメニューで［受信メール］を選び 
 を押す

すべて削除する場合
機能メニュー［削除］→［全件削除］を選択
し、端末暗証番号を入力して［はい］を選
択します。

既読メールをすべて削除する場合
機能メニュー［削除］→［既読のみ削除］を
選択し、端末暗証番号を入力して［はい］
を選択します。

次ページにつづく
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 2 フォルダを選び  を押す
受信メール一覧が表示されます。
フォルダ内の既読メールをすべて削除する
場合
機能メニュー［削除］→［フォルダ内既読削
除］を選択し、端末暗証番号を入力して［は
い］を選択します。

フォルダ内をすべて削除する場合
機能メニュー［削除］→［フォルダ内全件削
除］を選択し、端末暗証番号を入力して［は
い］を選択します。

複数選択して削除する場合
機能メニュー［削除］→［選択削除］を選択
し、メールを複数選択して  （完了）を
押し、［はい］を選択します。

 3 メールを選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 4 ［削除］→［1件削除］→［はい］を選び 
 を押す

選択したメールが削除されます。

ｉアプリメールを通常メールで表
示する
ｉアプリメールを、通常のメールと同じ
ように表示できます。また、メール連動
型ｉアプリのソフトを削除した場合も
メール連動型ｉアプリのフォルダに保存
されているメールを通常メールとして表
示できます。
例： 受信ｉアプリメールを表示する場合

 1 メールメニューで［受信メール］を選び 
 を押す

 2 メール連動型ｉアプリのフォルダを選
び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 3 ［通常メール表示］を選び  を押す
ｉアプリメールが通常メールモードで表示
されます。

保存件数を確認する
保存されているメールの件数を、フォル
ダごとに確認できます。
例： 受信メールの保存件数を確認する場合

 1 メールメニューで［受信メール］を選び 
 を押す

 2 フォルダを選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 3 ［件数確認］を選び  を押す
受信件数確認

　　　　　　　　　全体
　　　　　　　　　　１件
　　　　　　　　　５５件
　　　　　　　　　１０件
計　　　　　　　　６６件 

フォルタ゛内
　　１件
　　２２件
　　２件
　　２５件 

選択したフォルダと受信メール全体の保存
件数が表示されます。
受信メールの場合

未読メールの件数
既読メールの件数
保護された既読メールの件数

送信メールの場合
送信済みメールの件数
保護された送信済みメールの件数

保存メールの場合
選択したフォルダと保存メール全体の件
数が表示されます。

一覧を並べ替える
受信メールまたは送信メールはフォルダ
内のメールを一時的に並べ替えて表示で
きます。
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例： 受信メールを並べ替える場合

 1 受信メール一覧で  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［ソート］→並び順を選び  を押す
受信メールの場合
［日付順］：
受信した日時の新しい順に並べ替え
ます。

［From順］：
送信元のメールアドレス順に並べ替え
ます。

［題名順］：
題名の50音順に並べ替えます。

［サイズ順］：
メールのファイルサイズ（取得済みの
添付ファイルを含む）の大きい順に並
べ替えます。

送信メールの場合
［日付順］：
送信した日時の新しい順に並べ替え
ます。

［To順］：
宛先のメールアドレス順に並べ替え
ます。

［題名順］：
題名の50音順に並べ替えます。

［サイズ順］：
メールのファイルサイズ（変換後の添
付ファイルを含む）の大きい順に並べ
替えます。

選択した並び順でメールが表示されます。

● ［題名順］の場合、全角/半角の文字が混在
しているなどの理由により、50音順と一
致しないことがあります。また、SMSは
題名がないメールとしてソートされ50音
順と一致しないことがあります。

FOMA端末のメール機能を
設定する 〈メール設定〉

・ 2in1のモードがBモードの場合は、以下の
機能は利用できません。

 ‐ 送信振分条件 ‐ 署名編集
 ‐ 署名設定 ‐ メール選択受信設定
 ‐ 一括メールリスト ‐ 添付ファイル優先受信
 ‐ 送受信ランキングオールクリア

メール一覧の表示方法を設定する
受信メール一覧/送信メール一覧/保存
メール一覧の表示方法を4種類から選択
できます。設定した表示方法は、すべて
のメールフォルダに反映されます。
 2行表示＋プレビュー 2行表示 

受信ＢＯＸ　　　　　　１／２５

　１５：５１　ドコモ一郎
フォトコンテスト
　１２：３４　ドコモ二郎
来月のコンサートチケッ
　０２／１３　携帯なつ子
　　昨日の件について
　０２／１２　携帯なつ子
　おめでとう
　０２／１１　ｄｏｃｏｍｏ．ｔａｒｏ
　打ち合わせ場所
　０２／１０　携帯はる子
ごめんなさい。２０分遅れ

次回のフォトコンテストの
申し込み期限はあさってま
でとなります。参加希望の
場合は、このメールに返信
してください。電話してい
ただいてもかまいません。
ご連絡をお待ちしておりま
す。

 
受信ＢＯＸ　　　　　　１／２５

　１５：５１　ドコモ一郎
フォトコンテスト
　１２：３４　ドコモ二郎
来月のコンサートチケッ
　０２／１３　携帯なつ子
　　昨日の件について
　０２／１２　携帯なつ子
　おめでとう
　０２／１１　ｄｏｃｏｍｏ．ｔａｒｏ
　打ち合わせ場所
　０２／１０　携帯はる子
ごめんなさい。２０分遅れ

 1行表示＋プレビュー 1行表示 
受信ＢＯＸ　　　　　　１／２５

　フォトコンテスト
　来月のコンサートチケ
　　　昨日の件について
　　おめでとう
　　打ち合わせ場所
　ごめんなさい。２０分遅
　来週の予定
　ご無沙汰してます
　　待ち合わせ場所変更
　参加確認
　　コンテストの結果
　　　同窓会のお知らせ

次回のフォトコンテストの
申し込み期限はあさってま
でとなります。参加希望の
場合は、このメールに返信
してください。電話してい
ただいてもかまいません。
ご連絡をお待ちしておりま
す。

 
受信ＢＯＸ　　　　　　１／２５

　フォトコンテスト
　来月のコンサートチケ
　　　昨日の件について
　　おめでとう
　　打ち合わせ場所
　ごめんなさい。２０分遅
　来週の予定
　ご無沙汰してます
　　待ち合わせ場所変更
　参加確認
　　コンテストの結果
　　　同窓会のお知らせ

 1 メールメニューで［メール設定］→［メー
ル一覧表示設定］を選び  を押す

 2 表示方法を選び  を押す
メール一覧の表示方法が設定されます。

● ［2行表示＋プレビュー］または［1行表示＋
プレビュー］に設定すると、カーソルをあ
わせたメールの先頭部分が表示されます。

 プレビュー表示されても、メールは既読
にはなりません。

● 保存メール一覧では、プレビュー画面は
表示されません。

● メールに含まれる文字列（URLなど）に
よっては、プレビュー画面が表示されな
いことがあります。

● メール一覧表示中に  を押すと表示を
切り替えることができます。（P.220）

次ページにつづく
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メールを自動的にフォルダに振り
分ける
受信メール/送信メールは条件を登録し
て自動的にフォルダに振り分けることが
できます。振分条件は30件まで登録でき
ます。
例： 受信メールの振分条件を設定する場合

 1 メールメニューで［メール設定］→［受
信振分条件］を選び  を押す
受信振分条件設定

振分条件指定欄

送信メールの振分条件を設定する場合
メールメニューで［メール設定］→［送信振
分条件］を選択します。

振分条件を削除する場合
振分条件指定欄にカーソルをあわせ、機
能メニュー［削除］→［1件削除］→［はい］
を選択します。複数選択して削除する場
合は、機能メニュー［削除］→［選択削除］
を選択し、振分条件を複数選択して  
（完了）を押し、［はい］を選択します。す
べての振分条件を削除する場合は、機能
メニュー［削除］→［全件削除］を選択し、
端末暗証番号を入力して［はい］を選択し
ます。

振分条件を並べ替える場合
機能メニュー［並べ替え］→振分条件を選
択し、移動先にカーソルをあわせて  
（移動先）を押し、  （完了）を押します。
編集を中止する場合
機能メニュー［編集中止］を選択します。

 2 振分条件指定欄を選び  を押す
振分条件１

振分方法

振分先フォルダ

 3 ［振分方法］に振分方法を選択する
［アドレス指定］：
メールアドレスを指定します。メール
アドレスは＠以降も入力してください。
ただし、メールアドレスが「電話番号@
docomo.ne.jp」の場合、電話番号のみを
入力してください。

［グループ指定］：
グループを指定します。

［題名指定］：
題名の一部を、全角100文字、半角200
文字以内で指定します。

［指定なし］：
指定した条件に一致しないメールが振り
分けられます。

 4 ［振分先フォルダ］に振り分けるフォル
ダを選択する
フォルダを指定しない場合
［受信BOX］/［送信BOX］に振り分けられ
ます。

 5  （完了）を押す
振分条件が登録されます。

● メールが複数の振分条件に当てはまる場
合は、リストの上位の番号の振分条件が
優先されます。また、振分条件に［指定な
し］を設定すると、設定した番号より下の
振分条件は無効になり、［指定なし］を指
定したフォルダに振り分けられます。

● 振分条件が設定されているフォルダを
削除すると、振分先のフォルダが［受信
BOX］/［送信BOX］になります。

● 振分条件に設定したグループにシーク
レット登録したデータが含まれる場合、
その相手からメールを受信/その相手へ
メールを送信すると［受信BOX］/［送信
BOX］に保存されます。振分条件を有効
にする場合は、シークレット表示を［ON］
に設定してください。

● メール連動型ｉアプリメールは、振分条件
にかかわらず対応するメール連動型ｉアプ
リのフォルダに自動的に振り分けられます。

● 振分条件設定前に受信したメールは、自
動的に振り分けられません。

● 2in1がONのときはグループ指定の振分
条件が無効な場合があります。

 アドレス指定、題名指定、指定なしの振
分条件を設定してください。
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メールに署名を付ける
あらかじめ署名を登録しておくと、メー
ル本文の最後に貼付けることができ
ます。

署名を登録する

メールに貼付ける署名を作成し、登録し
ます。

 1 メールメニューで［メール設定］→［署
名編集］を選び  を押す
署名編集画面が表示されます。
・ すでに署名を登録している場合は、登録
内容が表示されます。

 2  （編集）を押し、署名を入力する
全角5,000文字、半角10,000文字以内で入
力します。
絵文字Dを入力するとデコメールになり
ます。

 3  （完了）を押す
署名が登録されます。

● 署名を装飾することもできます。（P.208）

署名を自動的に付ける

メールを作成するときに、登録した署名
を自動的に貼付けることができます。

 1 メールメニューで［メール設定］→［署
名設定］を選び  を押す

 2 ［自動］/［なし］を選び  を押す
署名設定が設定されます。

● 署名設定を［なし］に設定していても、手
動で署名を貼付けられます。この場合は、
本文入力画面で機能メニュー［署名貼付］
を選択します。

● 署名設定を［自動］に設定していても、メー
ルを引用返信や転送する場合は署名が貼
付けられません。

ｉモード問合せの内容を設定する
ｉモードセンターへ問い合わせをしたと
きに、メール、メッセージR、メッセー
ジFの中から受信する項目を設定でき
ます。
例： メールの問合せ設定をする場合

 1 メールメニューで［メール設定］→［共
通設定］→［ｉモード問合せ設定］を選
び  を押す
ｉモード問合せ設定

メール　　　　　有効
メッセージＲ　　　有効
メッセージＦ　　　有効

 2 ［メール］→ｉモード問合せの［有効］/
［無効］を選択する
問合せ項目が設定されます。

メールを選択して受信できるよう
にする
ｉモードメールを選択受信するかどうか
を設定できます。
・ メール選択受信設定を［ON］に設定しても、
「ｉモード問合せ」を利用するとすべての
メールを受信します。メールを受信したく
ない場合は、ｉモード問合せ設定でメール
を［無効］に設定してください。（P.227）

 1 メールメニューで［メール設定］→
［メール選択受信設定］を選び  を
押す
メール選択受信設定画面が表示されます。
［ON］：
送られてきたメールはｉモードセンター
に保管され、受信されません。受信する
場合は、選択受信してください。（P.215）

［OFF］：
送られてきたメールはFOMA端末に自動
受信されます。

 2 ［ON］/［OFF］を選び  を押す
メール選択受信設定が設定されます。

次ページにつづく
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一括メールリストを作成する
一括メールリストに複数のメールアドレ
スを登録しておくと、登録した複数の相
手に同時にメールを送信できます。
一括メールリストは10件まで登録できま
す。1件のメールリストには、メールア
ドレスを5件まで登録できます。

 1 メールメニューで［メール設定］→［一
括メールリスト］→メールリストを選
び  を押す
メールリスト設定

リスト名
　　　リスト５
メンバーリスト　　０／５

 2 ［リスト名］にリスト名を入力する
全角8文字、半角16文字以内で入力します。

 3 ［メンバーリスト］を選び  を押す
サーフィン仲間

メンバー欄

メンバーを削除する場合
メンバー欄にカーソルをあわせ、機能メ
ニュー［削除］→［1件削除］→［はい］を選
択します。すべてのメンバーを削除する
場合は、機能メニュー［削除］→［全件削除］
を選択し、端末暗証番号を入力して［はい］
を選択します。

 4 メンバー欄に宛先を入力する
半角の英数字・記号50文字以内で入力し
ます。

 5  （完了）を押す
メンバーリストが設定されます。

 6  （完了）を押す
一括メールリストが設定されます。
一括メールリストを削除する場合
一括メールリスト画面でメールリストに
カーソルをあわせ、機能メニュー［1件削
除］→［はい］を選択します。複数選択して
削除する場合は、機能メニュー［選択削除］
を選択し、メールリストを複数選択して 

 （完了）を押し、［はい］を選択します。
すべてのメールリストを削除する場合は、
機能メニュー［全件削除］を選択し、端末
暗証番号を入力して［はい］を選択します。

● 一括メールリストにメンバーを登録した
あとで電話帳の内容を変更しても、一括
メールリストに登録済みの内容は連動し
て変更されません。

メロディを自動的に再生する
メールやメッセージの内容を表示したと
きに、メロディを自動的に再生できます。

 1 メールメニューで［メール設定］→［共
通設定］→［開封時自動演奏］を選び 

 を押す

 2 ［自動再生する］/［しない］を選び  
を押す
開封時の自動演奏が設定されます。

● 複数のメロディが添付されている場合
は、添付されている順番に再生されます。
MFi形式のメロディは最後に再生され
ます。

● マナーモード設定中、メッセージの自動
表示中は、自動再生されません。
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マルチタスク中の受信の動作を設
定する

FOMA端末の操作中にメール、SMS、
メッセージR/Fを受信したときに、受信
中画面や受信結果画面を表示するかどう
かを設定します。

 1 メールメニューで［メール設定］→［共
通設定］→［マルチタスク中受信設定］
を選び  を押す
［通知優先］：
受信中画面および受信結果画面を表示し
ます。

［操作優先］：
受信中画面および受信結果画面を表示し
ません。受信中は「 」「 」「 」が点滅し、
受信後に「 」「 」「 」「 」を表示します。

 2 ［通知優先］/［操作優先］を選び  を
押す
マルチタスク中の受信の動作が設定され
ます。

● 音声電話発着信/通話中、テレビ電話発着
信/通話中、プッシュトーク発着信/通信
中、静止画撮影中、動画撮影中、ｉアプ
リ実行中、およびメール受信中のSMS受
信は、設定にかかわらず［操作優先］で受
信します。

添付ファイルの受信を許可する
ｉモードメールに添付されているファ
イルを自動受信するかどうかを設定し
ます。

 1 メールメニューで［メール設定］→［添
付ファイル優先受信］を選び  を
押す
添付ファイル優先受信

イメージ　　　　有効
メロディ　　　　有効
ｉモーション　　　有効
トルカ　　　　　有効
ＰＤＦ　　　　　　　有効
ツールデータ　　有効
その他　　　　　有効

 2 各項目に［有効］/［無効］を選択する
［有効］：
添付ファイルを自動受信します。

［無効］：
添付ファイルを自動受信しません。添付
ファイルを取得する場合は、受信メール
画面で［ ］を選択してください。（P.219）

添付ファイル優先受信が設定されます。

● 添付ファイル優先受信を［有効］に設定し
ても、100Kバイトを超える添付ファイ
ルは自動受信しません。

送受信ランキングを削除する
よくメールを送ったり、受けたりする相
手は、送信ランキング、受信ランキング
にそれぞれ20件まで自動的に登録され、
メール作成時に宛先に選択できます。送
信ランキング、受信ランキングは一括で
削除できます。
例： 受信ランキングを削除する場合

 1 メールメニューで［メール設定］→［受
信ランキングオールクリア］を選び 

 を押す
送信ランキングを削除する場合
メールメニューで［メール設定］→［送信ラ
ンキングオールクリア］を選択します。

 2 ［オールクリア実行］を選び  を
押す
受信ランキングがすべて削除されます。
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メッセージを受信したときは
 〈メッセージ受信〉

待受画面を表示しているときにメッセー
ジを受信すると、自動的にメッセージの
内容が表示されます。メッセージR、メッ
セージFそれぞれ20件までFOMA端末に
保存できます。

　　メッセージＲ受信中

メッセージを受信中は、
「 」/「 」/「 」が点滅し
ます。

メッセージの受信が終了すると、「 」/「 」/
「 」が表示され、着信ランプが点滅して着信
音が鳴り、受信したメッセージの件数が表
示されます。
約15秒経過すると受信したメッセージの内
容が自動的に表示されます。何も操作しな
いで約15秒経過すると受信前の画面に戻り
ます。
・ 自動表示されたメッセージは、未読のメッ
セージのまま保存されます。

● メッセージが20件保存されているときに
新しいメッセージを受信すると、保護さ
れていない古い既読メッセージから順番
に上書きされます。

● メッセージを自動表示しないように設定
することもできます。（P.230）

● 「 」、「 」、「 」、「 」、「 」、「 」、「 」、
「 」、「 」が表示されているときは、ｉモー
ドセンターにメッセージが残っています。
（センターに保管されているときでも「 」、
「 」、「 」、「 」、「 」、「 」、「 」、「 」、
「 」が表示されないことがあります）

 また、ｉモードセンターで保管した件数
が満杯になったときは「 」、「 」、「 」、「 」、
「 」、「 」、「 」、「 」、「 」が表示されま
す。この場合は、未読メッセージの確認、
不要なメッセージの削除、保護メッセー
ジの解除を行ってからｉモード問合せを
行ってください。

● 次のようなときに送られてきたメッセー
ジR/Fはｉモードセンターに保管され
ます。
- テレビ電話中 - 電源OFF時
- ｉモード圏外時 - プッシュトーク通信中
- SMS受信中 - セルフモード設定中
- おまかせロック中 - 赤外線通信中
- ｉC通信中 - ソフトウェア更新中
- FirstPassセンター接続中
- お預かりセンター接続中

メッセージを自動的に表示する
待受画面を表示しているときにメッセー
ジを受信すると、その内容を自動的に表
示できます。また、メッセージRとメッ
セージFのどちらを優先して表示するか
選択することもできます。

 1 メールメニューで［メール設定］→［共
通設定］→［メッセージ自動表示］を選
び  を押す
［メッセージR優先］：
メッセージR、メッセージFを同時に受信
した場合、メッセージRを優先して自動
表示します。

［メッセージRのみ］：
メッセージRのみ自動表示します。

［メッセージF優先］：
メッセージR、メッセージFを同時に受信
した場合、メッセージFを優先して自動表
示します。

［メッセージFのみ］：
メッセージFのみ自動表示します。

［表示なし］：
自動表示しません。

ｉモードメニューから設定する場合
ｉモードメニューで［ｉモード設定］→［共
通設定］→［メッセージ自動表示］を選択し
ます。

 2 自動表示の方法を選び  を押す
自動表示が設定されます。
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メッセージがあるかどうか
を問い合わせる 〈ｉモード問合せ〉

ｉモードサービス圏外にいたり、電源を
切っていたときにｉモードセンターに
メッセージが届いているかどうかを問い
合わせることができます。
・ 電波状態によっては問い合わせできないこ
とがあります。

 1 待受画面で  （メール）を1秒以上押す
ｉモードセンターに接続し、問い合わせ結
果が表示されます。
メッセージを確認する場合
［メッセージR］または［メッセージF］を選
択します。

● 問い合わせを行う項目は選択できます。
（P.227）

メッセージを表示する
 〈メッセージR/メッセージF〉

受信したメッセージの内容を表示します。

 1 メールメニューで［受信メール］→
［メッセージR］/［メッセージF］フォル
ダを選び  を押す
メッセージＲ　　　　　１／８

　２００８／０２／２８　１０：５０
　ニュース速報
　２００８／０２／２８　１０：００
天気予報
　２００８／０２／２７　０９：５２
　今週の占い情報
　２００８／０２／２６　１０：００
　　いちおしグルメ
　２００８／０２／２５　１１：４５
　ソルトアンドペッパー
　２００８／０２／２５　０９：４８
　　今週の推奨銘柄

・ メッセージの状態・種別は、次のアイコ
ンで確認できます。

未読メッセージ
既読メッセージ
保護された既読メッセージ
メロディあり
画像あり
トルカあり

ｉモードメニューから表示する場合
ｉモードメニューで［メッセージR/F］→
［メッセージR］/［メッセージF］フォルダ
を選択します。

 2 メッセージを選び  を押す
メッセージＲ　　　　　　　　３
　２００８／０２／２７　　　０９：５２
　今週の占い情報
　０８０２２７．ｍｉｄ　０．９ＫＢ

射手座
金運　　☆☆
恋愛運　☆☆☆☆
仕事運　☆☆
健康運　☆☆☆
仕事が重なり、残業はさけ
られないかも。でも、それ
がきっかけでよいパートナ
ーにめぐり合えるとしたら
むしろラッキー。

受信日時
題名

メッセージが表示され、「 」が「 」に変わ
ります。
・ メッセージは、次のアイコンで確認でき
ます。その他のアイコンは、操作1と同じ
です。
添付ファイルの種類

画像取得失敗
無効な画像あり
画像あり（FOMAカード未挿
入時、受信したときと異なる
FOMAカード挿入時）

（緑）※ SMF形式メロディあり
（橙）※ MFi形式メロディあり
（橙） 無効なMFi形式メロディあり

画像あり
※ トルカあり

※ FOMAカード未挿入時はアイコンに
「 」が表示されます。

・ 添付ファイルの操作については、P.218
をご覧ください。

前後のメッセージを表示する場合
 で前のメッセージ、  で次のメッセー

ジを表示できます。

次ページにつづく
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保護する
メッセージR、メッセージFは上書きされ
ないように保護できます。
・ 未読メッセージは保護設定できません。

例： メッセージRを保護設定する場合

 1 メールメニューで［受信メール］→
［メッセージR］フォルダを選び  
を押す
メッセージFを保護する場合
メールメニューで［受信メール］→［メッ
セージF］フォルダを選択します。

ｉモードメニューから設定する場合
ｉモードメニューで［メッセージR/F］→
［メッセージR］/［メッセージF］フォルダ
を選択します。

 2 メッセージを選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。
保護設定を解除する場合
保護設定されているメッセージにカーソ
ルをあわせ、  （機能）を押します。

 3 ［保護設定/解除］→［はい］を選び  
を押す
メッセージが保護設定され、「 」が「 」に
変わります。

削除する
メッセージは4とおりの方法で削除でき
ます。
例： メッセージRを1件ずつ削除する場合

 1 メールメニューで［受信メール］→
［メッセージR］フォルダを選び  
を押す
メッセージFを削除する場合
メールメニューで［受信メール］→［メッ
セージF］フォルダを選択します。

ｉモードメニューから削除する場合
ｉモードメニューで［メッセージR/F］→
［メッセージR］/［メッセージF］フォルダ
を選択します。

すべて削除する場合
機能メニュー［削除］→［フォルダ内全件削
除］を選択し、端末暗証番号を入力して［は
い］を選択します。
・ 受信メール一覧で機能メニュー［削除］
からも削除できます。

既読メッセージをすべて削除する場合
機能メニュー［削除］→［フォルダ内既読削
除］を選択し、端末暗証番号を入力して［は
い］を選択します。
・ 受信メール一覧で機能メニュー［削除］
からも削除できます。

複数選択して削除する場合
機能メニュー［削除］→［選択削除］を選択
し、メッセージを複数選択して  （完了）
を押し、［はい］を選択します。

 2 メッセージを選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 3 ［削除］→［1件削除］→［はい］を選び 
 を押す

選択したメッセージが削除されます。

● 受信メールのフォルダ一覧画面で機能メ
ニュー［削除］を選択しても、メッセージ
をすべて削除したり、既読メッセージを
削除したりすることができます。
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緊急速報「エリアメール」とは
気象庁から配信される緊急地震速報など
を受信することができるサービスです。
・ ｉモード契約しなくても、エリアメールの
受信はできます。

＜ご利用上の注意＞
・ エリアメール受信には受信設定が必要
です。
※ エリアメール受信設定については

P.233をご覧ください。
・ 下記のような場合は受信できないことが
あります。
- 通話中（音声電話中、テレビ電話中）
- パケット通信中（ｉモード通信中、デー
タ通信中、プッシュトーク中）

- ソフトウェア更新中
 下記の場合は受信できません。

- おまかせロック設定中
- 国際ローミング中
- セルフモード設定中
※ 上記のような理由により受信できな
かったメッセージを再度受信すること
はできません。

緊急速報「エリアメール」を
受信したときは 〈エリアメール受信〉
エリアメールが送られると、自動的に
FOMA端末に受信されます。エリアメー
ルは、通常の受信メールの最大1,000件
とは別に、［受信メール］に最大30件保存
できます。30件を超えた場合は、古い既
読エリアメールから削除されます。

　エリアメールを
　受信しました

エリアメールを受信すると、「 」が表示さ
れ、着信ランプが点滅してブザー音または
エリアメール着信音が鳴り、エリアメール
受信通知が表示されます。
約15秒経過すると受信前の画面に戻ります。
・ エリアメールによっては、受信が終了し
たときにバイブレータが振動することが
あります。

・ エリアメールによっては、受信が終了す
るとエリアメール本文が表示される場合
があります。内容を確認して  （OK）、

 、または  を押します。

● 緊急地震速報エリアメールを受信したと
きのブザー音の音量は調節できません。
バイブレータは［パターン1］で振動しま
す。（P.110） 振動パターンの変更はでき
ません。ブザー鳴動、鳴動時間は設定で
きます。（P.234） マナーモード設定中は、
マナーモードの設定に従います。（P.115）

● 緊急地震速報以外のエリアメールを受信
した際のエリアメール着信音の音量は、
メール着信完了音量の設定に従います。

緊急速報「エリアメール」の
設定を行う 〈エリアメール設定〉

エリアメールを受信するかどうか
を設定する
お買い上げ時の受信設定は［OFF］に設定
されています。

 1 メールメニューで［メール設定］→［エ
リアメール設定］→［受信設定］を選び 

 を押す

エリアメールを利用する
と現在の近隣エリアの
緊急地震速報等を受信す
ることができます

ご注意
(必ずお読み下さい)

エリアメールはドコモが
提供する電気通信サービ
スの契約約款にしたがっ
て提供されます

受信設定

 2 内容を確認し、［利用する］/［利用しな
い］を選び  を押す
受信設定が設定されます。
・ 現在のエリアと異なるエリアのメッセー
ジを受信することがあります。

次ページにつづく
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エリアメールの受信登録を設定する
緊急情報以外のエリアメールを受信する
には、受信したい情報のエリアメール名
とMessage IDを登録します。緊急情報
を受信する場合には受信登録の必要はあ
りません。

 1 メールメニューで［メール設定］→［エ
リアメール設定］→［受信登録］を選び 

 を押す
受信登録

緊急情報

設定した受信登録の内容を修正する場合
設定した受信登録にカーソルをあわせ、

 （編集）を押し、端末暗証番号を入力
します。各項目を修正してください。

設定した受信登録を削除する場合
設定した受信登録にカーソルをあわせ、

 （削除）を押し、端末暗証番号を入力し
て［はい］を選択します。

 2  （新規）を押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。

 3 端末暗証番号を入力し、  （OK）を
押す
エリアメール名登録

エリアメール名

Ｍｅｓｓａｇｅ　ＩＤ

　　　　　　（Ａ４００－Ａ７ＦＦ）

［エリアメール名］：
エリアメール名を、全角15文字、半角30
文字以内で入力します。

［Message ID］：
Message IDをA400～ A7FF（16進数）
の範囲で入力します。

 4 各項目を入力する
 5  （完了）を押す
入力した受信登録が保存されます。

● お買い上げ時に登録されている［緊急情
報］は、編集/削除できません。

エリアメール受信時の動作を設定する
緊急地震速報エリアメールを受信したと
きに、ブザー音を鳴らしてバイブレータ
を振動させるかどうかや、ブザー音を鳴
らす時間を設定します。お買い上げ時は、
ブザー鳴動設定は［許容］、ブザー鳴動時
間は［10秒］に設定されています。

 1 メールメニューで［メール設定］→［エ
リアメール設定］を選び  を押す
エリアメール設定

受信設定　　　　　ＯＮ
受信登録
ブザー鳴動設定
　　　　　　　許容
ブザー鳴動時間　　１０　秒
　　　　　　　　（０１－３０）

 2 ［ブザー鳴動設定］に［許容］/［非許容］を
選択する
［許容］：
ブザー音が鳴り、バイブレータが振動し
ます。

［非許容］：
ブザー音は鳴らず、バイブレータは振動
しません。

 3 ［ブザー鳴動時間］にブザー音を鳴らす
時間を入力する
01～30秒の範囲で入力します。

SMSを作成して送信する
 〈SMS作成・送信〉

ｉモードのご契約にかかわらず、FOMA
端末間で文字メッセージを送受信でき
ます。
・ ドコモ以外の海外通信事業者のお客様との
間でも送受信が可能です。ご利用可能な国・
海外通信事業者についてはドコモのホーム
ページをご覧ください。

・ 発信者番号通知設定を［通知しない］に設定
していても、SMSを送信した相手には発信
者番号が通知されます。

・ 電波状態や送信する文字の種類により、相
手に文字が正しく表示されない場合があり
ます。
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 1 メールメニューで［SMS作成］を選び 
 を押す

残７０文字

ＳＭＳ編集

 2 ［ ］に宛先（電話番号）を入力する
21桁以内で入力します。
宛先がドコモ以外の海外通信事業者の場合
「＋」（  を1秒以上押す）「国番号」「相手
先の携帯電話番号」の順で入力します。携
帯電話番号が「0」で始まる場合は「0」を除
いて入力してください。また、「010」「国
番号」「相手先の携帯電話番号」の順に入力
しても送信できます。（受信した海外から
のSMSに返信する場合は、「010」を入力
して海外に返信してください）

 3 ［ ］に本文を入力する
SMS設定で送信文字種を［日本語］に設定し
た場合は、全角・半角を問わず70文字以内
で入力します。
［英語］に設定した場合は、半角160文字（`。
「」、・゙ ゜を除く）以内で入力します。記号（｜
｛^｝［］~￥）を入力すると送信できる文字数
が少なくなります。

 4  （送信）を押す
SMSが送信されます。
SMSを送信せずに保存する場合
機能メニュー［保存］を選択します。［保存
メール］に保存されます。

● SMS本文入力画面で機能メニュー［文字
入力設定］→［文字サイズ］から文字サイズ
を変更した場合、語句候補リストの文字
サイズのみに設定が反映されます。宛先、
本文の文字サイズは、次回メール・SMS
編集時から変更されます。（P.127）

● マルチナンバーをご契約されている場合、
通常発信番号設定を［基本契約番号］に設
定してください。

● 2in1のモードがBモードのときは、SMS
を作成できません。

● Bナンバーからは、SMSを送信できま
せん。

SMSを受信したときは
 〈SMS受信〉

SMSが送られると、自動的にFOMA端
末に受信されます。受信SMSはｉモー
ドメールとあわせて［受信メール］に最大
1,000件保存できます。

　　　　ＳＭＳ受信中

　　１件
　　０件
　　０件

メール
メッセージＲ
メッセージＦ

未読メール／メッセージ

SMSを受信中は「 」が
点滅します。

SMSの受信が終了する
と、「 」が表示され、
着信ランプが点滅して
着信音が鳴り、受信し
たSMSの件数が表示さ
れます。
約15秒経過すると受信
前の画面に戻ります。
・ 待受画面に戻ると、
「 」（新着メールあ
り）の通知情報アイコ
ンが表示されます。

 （リンク）を押
し、「 」を選択する
と、受信メール画面
が表示されます。

次ページにつづく
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● 受信したSMSは、返信・転送できます。
（P.216）
● 受信したSMSに入力されている文字に
よっては、スペースで表示されることが
あります。

● 2in1のBナンバー宛のSMSには返信でき
ません。

SMSがあるかどうかを問い
合わせる 〈SMS問合せ〉

圏外にいたり、電源を切っていたときに
SMSセンターにSMSが届いているかど
うかを問い合わせることができます。
・ 電波状態によっては問い合わせできない場
合があります。

 1 メールメニューで［SMS問合せ］を選
び  を押す
SMSセンターに接続し、SMSが保管されて
いれば受信します。

● SMS問合せを行っても、受信するまでに
時間がかかる場合があります。

SMSの設定を行う 〈SMS設定〉

※ 通常は、SMSC指定、Type of Number、
アドレスの設定を変更する必要はありま
せん。

 1 メールメニューで［メール設定］→
［SMS設定］を選び  を押す

ＳＭＳ設定

送信文字種
　　　　　　　日本語
ＳＭＳ送達通知
　　　　　　　　無効
ＳＭＳ有効期限　　　３日
ＳＭＳＣ指定　　　ドコモ
Ｔｙｐｅ　ｏｆ　Ｎｕｍｂｅｒ
　　　　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ
アドレス
　　　８１９０３１０１６５２

［送信文字種］：
送信するメッセージを日本語にするか英
語にするかを選択します。文字種により
送信できる文字数が異なります。

［SMS送達通知］：
SMSを送信するときに、送達通知の配信
を要求するかどうかを設定します。

［SMS有効期限］：
送信したSMSを相手が受け取れないとき
に、SMSセンターで保管する期間を選択
します。

［SMSC指定］：
ドコモ以外のSMSサービスを受けるとき
に設定します。

［Type of Number］：
［SMSC指定］に［その他］を選択した場
合、［International］/［Unknown］を選択
します。
・ ［アドレス］に入力したアドレスに
「 」「＃」が含まれている場合は、
［Unknown］を選択してください。

［アドレス］：
［SMSC指定］に［その他］を選択した場
合、アドレスを入力します。半角数字20
文字まで入力できます。

 2 各項目を設定する
 3  （完了）を押す

SMS設定が設定されます。
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ｉアプリとは
ｉアプリをサイトからダウンロードする
ことにより、ｉモード端末がさらに便利
になります。たとえば、ｉモード端末
にいろいろなゲームをダウンロードして
楽しめたり、ｉアプリから電話帳やスケ
ジュールに直接登録できるものや、画像
保存・画像取得などデータBOXと連動で
きるｉアプリもあります。
・ ｉアプリの詳細については、『ご利用ガイド
ブック（ｉモード＜FOMA＞編）』をご覧くだ
さい。

・ 2in1のモードがBモードまたはデュアル
モードのときは、利用できないｉアプリが
あります。

サイトからｉアプリをダウ
ンロードする
サイトからｉアプリのソフトをダウン
ロードして保存できます。
・ ｉアプリのソフトは1件あたり1Mバイトま
で、最大100件保存できます。保存件数は、
データにより少なくなることがあります。

・ 電波状態などの理由によりダウンロードに
失敗した場合は、そのソフトは未登録とな
ります。

・ メール連動型ｉアプリをダウンロードする
ときに、メール連動型ｉアプリのメールフォ
ルダが5個ある場合や、同じメールフォルダ
を利用するソフトがすでにある場合は、ソ
フトをダウンロードできません。

 1 サイトを表示中にソフトを選び  
を押す
ソフトがダウンロードされます。
ダウンロード確認画面が表示される場合
［はい］または［ダウンロードする］を選択
します。

 2 フォルダを選び  を押す
選択したフォルダにダウンロードしたソフ
トが保存されます。

 3 ソフト初期設定を行う
ソフト初期設定

通信設定
　　　　　通信する
　アプリ待受画面
　　　　　設定しない
位置情報利用設定
　　　　　利用する

・ ソフトによっては、変更できない項目が
あります。

ソフト起動時に自動的に通信する場合
［通信設定］→［通信する］を選択します。
・ 設定した内容は、個別設定の通信設
定・待受画面通信設定に反映されます。
（P.241）

ｉアプリ待受画面に設定する場合
［ｉアプリ待受画面］→［設定する］を選択
します。

位置情報を利用する場合
［位置情報利用設定］→［利用する］を選択
します。

 4  （完了）を押す
ソフトを実行するかどうかを確認する画面
が表示されます。

 5 ［はい］を選び  を押す
ダウンロードしたソフトが起動します。

● お買い上げ時に登録されているソフトを
削除した場合は、「PlayNow by SO」か
らダウンロードできます。

 ［ｉMenu］→［メニュー /検索］→［ケータ
イ電話メーカー］→［PlayNow by SO］

● ダウンロードするときに「携帯電話/
FOMAカード（UIM）の製造番号を送信し
ます」と表示されることがあります。ダウ
ンロードする場合は［ダウンロードする］
を選択します。この場合、お客様の「携
帯電話/FOMAカード（UIM）の製造番号」
は、インターネットを経由してIP（情報
サービス提供者）に送信されるため、場合
によっては第三者に知得されることがあ
ります。

● ダウンロードするときに「登録データを利
用します」と表示されることがあります。
利用される登録データは、［説明］を押し
て確認できます。ダウンロードする場合
は［ダウンロードする］を選択します。こ
の場合、お客様の登録データがｉアプリ
に利用されます。
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● おサイフケータイ対応ｉアプリをダウン
ロード中にICカード機能をロックする
と、ダウンロードが中断されます。

● メール連動型ｉアプリをダウンロードし
た場合、送信メール、受信メール、保存メー
ル一覧にメール連動型ｉアプリ用フォル
ダが自動的に作成されます。フォルダ名
はダウンロードしたメール連動型ｉアプ
リ名がつき、変更できません。

● メール連動型ｉアプリをダウンロードす
るときに、利用するメールフォルダのみ
が残っている場合は、そのフォルダを利
用できます。フォルダ名がダウンロード
したｉアプリ名と異なる場合は、ダウン
ロードしたｉアプリ名に変更されます。
フォルダを利用しない場合は、フォルダ
を削除して新規フォルダを作成できます。
ただし、新規フォルダを作成しない場合
はメール連動型ｉアプリをダウンロード
できません。

● ICカード内のデータ容量によっては、メ
モリの空き容量があってもおサイフケー
タイ対応ｉアプリをダウンロードできな
いことがあります。表示される確認画面
に従い、ソフトを削除してから再度ダウ
ンロードしてください。（ソフトによっ
て、一部のソフトが削除対象にならない
ことがあります） また、ソフトによって
は、ソフトの削除前にソフトを起動して
ICカード内のデータを削除する必要があ
ります。

ダウンロード時にｉアプリの情報
を見る
サイトからｉアプリのソフトをダウン
ロードするときにソフト情報を表示でき
ます。

 1 メニューで［ｉアプリ］→［ｉアプリ設
定］→［ソフト情報表示］を選び  を
押す

 2 ［表示する］/［表示しない］を選び  
を押す
ソフト情報表示が設定されます。

ｉアプリを実行する
 〈ｉアプリ実行〉

ｉアプリのソフトを手動で実行します。

 1 待受画面で  （ｉモード）を1秒以上
押す
ｉアプリフォルダ一覧画面が表示されます。
・ フォルダの種類は次のアイコンで確認で
きます。

（黄）お買い上げ時に用意されているフォルダ
（青）お客様が作成したフォルダ

次ページにつづく



240

ｉ
ア
プ
リ

 2 フォルダを選び  を押す
 アイコン表示大









 アイコン表示小






 リスト
ソフト一覧　　　　　１／９

　デコ絵つくーる
　スーハ゜ーモンキーホ゛ール　ｆｏｒ　ＳＯ
　地図アプリ
　ＦＯＭＡ通信環境確認アフ゜リ
　Ｇカ゛イト゛番組表リモコン
　ｉアフ゜リハ゛ンキンク゛
　ｉＤ　設定アプリ
　ＤＣＭＸクレシ゛ットアフ゜リ
　楽オク出品アプリ２
　　モードで探す





 （ ）※ ： ｉアプリ待受画面対応ソフト
（設定中）

 （ ）※ ： ｉアプリDX待受画面対応ソ
フト（設定中）

 （ ）※ ： メール連動型ｉアプリ待受画
面対応ソフト（設定中）

 ※ ： ｉアプリ待受画面非対応ソ
フト

 ※ ： ｉアプリDX待受画面非対応
ソフト

 ※ ： メール連動型ｉアプリ待受画
面非対応ソフト

  ： ｉモードで探す
※ 途中までダウンロードしたソフトは、
アイコンの右下に「 」が表示されます。

 （ ） ： おサイフケータイ対応ｉアプリ
のソフト（サービス停止中）

  ： SSLサイトからダウンロードし
たソフト

  ： GPS対応ｉアプリのソフト
  ： 自動起動が設定されているソフト
 ソフトのアイコン画像
・ ソフトごとに登録されているアイコン
画像が表示されます。アイコン画像が
登録されていない場合は、次のアイコ
ンが表示されます。
：ｉアプリのソフト
：ｉアプリDXのソフト
： おサイフケータイ対応ｉアプリの
ソフト

 選択されているソフトのタイトル画像
・ ソフトごとに登録されているタイトル
画像が表示されます。タイトル画像が
登録されていない場合は、次のアイコ
ンが表示されます。
：ｉアプリのソフト
：ｉアプリDXのソフト
： おサイフケータイ対応ｉアプリの
ソフト

 3 ソフトを選び  を押す

ソフトが起動し、「 」または「 」が表示さ
れます。
ｉアプリを終了する場合

 を押し、［はい］を選択します。
情報を確認する場合
ソフトにカーソルをあわせ、機能メニュー
［ソフト情報表示］を選択します。
・ 表示される項目は、ソフトによって異
なることがあります。

・ ソフト情報表示に表示されるｉアプリ
のソフト名は変更できません。

証明書を表示する場合
ソフトにカーソルをあわせ、機能メニュー
［証明書表示］を選択します。
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● サイトからすぐに起動するソフトがあり
ます。このとき、ソフトはダウンロード
されていますが、保存はされていません。
また、ダウンロードによる保存ができな
いソフトもあります。

● サイトからすぐに起動するソフトは、実
行中に通信設定が必要なことがあります。

● ソフト実行中にめざまし時計/スケジュール
アラームのアラーム時刻になった場合は、
ソフトを中断します。元の画面に戻る場合
は  または  を押してください。

● ソフト実行中に音声電話、テレビ電話、プッ
シュトークの着信があったときは、ソフト
を中断して応答することができます。通話
を終了すると元の画面に戻ります。なお、
ｉアプリからの通信中にテレビ電話を着信
した場合はパケット通信中着信設定、プッ
シュトーク着信した場合はｉモード通信中
着信設定の設定に従います。

● ソフト実行中にメール・メッセージ・エ
リアメールを受信した場合、「 」「 」「 」
「 」が表示されます。

 また、メール選択受信設定を［ON］に設定
している場合、ソフト実行中にメールを受
信すると「 」が表示されます。待受画面を
表示すると「 」（センターに あり）が表示
されます。メールを確認する場合は、メー
ル選択受信を行ってください。（P.215）

● ｉアプリで利用する画像※やお客様が入
力したデータなどが自動的にインター
ネットを経由しサーバに送信される可能
性があります。
※ ｉアプリで利用する画像とは、カメラ連
携（連動）のｉアプリからカメラを起動
して撮影した画像、ｉアプリの赤外線
通信機能を利用して取得した画像、ｉア
プリがサイトやインターネットホーム
ページ経由で取得した画像、ｉアプリが
データBOXから取得した画像などです。

● ソフトによっては、microSDメモリー
カードにデータを保存できるものがあり
ます。microSDメモリーカードに保存し
たデータは、他の機種で利用できないこ
とがあります。

● ｉアプリには指定されたソフトを起動す
るソフトがあり、一覧に戻ることなくソ
フトを楽しむことができます。起動する
ソフトが指定されていない場合は、ソフ
トを選択する必要があります。また、起
動するソフトが指定されていても、ソフ
ト一覧にない場合はダウンロードする必
要があります。

● ソフトによっては、ミュージックプレー
ヤー、Music&Videoチャネルと同時起
動できないものがあります。

● ソフトによっては、全画面表示されるもの
があります。全画面表示中は、通信中ア
イコン以外のアイコンは表示されません。

ｉアプリの動作条件を設定する
・ 保存されているソフトによって、変更でき
ない項目があります。

 1 ｉアプリソフト一覧画面でソフトを選
び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［個別設定］を選び  を押す
個別設定

通信設定
　　　通信する
待受画面通信設定
　　　　　通信する
　アプリＴｏ設定
　　　　　許可する
アイコン情報
　　　　　利用する
着信音／画像変更
　　　許可する
電話帳／履歴参照
　　　　　許可する

［通信設定］：
通信を利用するソフトを起動したときに、
通信するかどうか、起動ごとに確認する
かを設定します。

［待受画面通信設定］：
通信を利用するソフトをｉアプリ待受画
面に設定中に、通信するかどうかを設定
します。

［ｉアプリTo設定］：
表示されているｉアプリのリンクからソ
フトを起動するかどうかを設定します。

［アイコン情報］：
アイコン情報（メール、メッセージ、電波
受信レベル、電池残量、マナーモード）を
利用するかどうかを設定します。

次ページにつづく
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［着信音/画像変更］：
着信音や画像の変更を許可するかどうか、
変更ごとに確認するかを設定します。

［電話帳/履歴参照］：
電話帳、リダイヤル、着信履歴、未読メー
ル、トルカの参照を許可するかどうかを
設定します。

［位置情報利用設定］：
位置情報を利用するかどうかを設定し
ます。

 3 各項目を設定する
● 通信設定、待受画面通信設定を［通信しな
い］に設定すると、ソフトが起動しないこ
とやタイムリーな情報提供ができないこ
とがありますのでご注意ください。

● 通信設定、待受画面通信設定を［通信する］
に設定すると、ｉアプリが自動的にネッ
トワークに接続します。ネットワークに
接続したときはパケット通信料がかかり
ますのでご注意ください。

● アイコン情報を［利用する］に設定する
と、アイコン情報がお客様の「携帯電
話/FOMAカード（UIM）の製造番号」と同
様にインターネットを経由してIP（情報
サービス提供者）に送信されるため、場合
によっては第三者に知得されることがあ
ります。

● 個別設定の設定によっては、ｉアプリか
らのネットワーク接続やアイコン情報（未
読メール、電池残量など）の利用ができな
くなります。

お買い上げ時に登録されている
ソフト
● デコ絵つくーる™

カメラで撮影した静止画の一部を加工・編集し
たり、自分で絵を描いたりして、デコレーショ
ンメールに使用できる素材を作成できます。作
成した画像はデータBOXに保存され、メール
を作成するときに使用することができます。
カメラ撮影からつくる
カメラで撮影した静止画を加工・編集して、デ
コメピクチャやデコメ絵文字を作成します。
絵や文字と背景の明暗がくっきり分かれ、背景
が単色（均一）の画像を撮影すると、きれいに編
集することができます。
自分で描いてつくる
さまざまな線や色、塗りつぶし機能、背景透過
機能などを使用して、デコメ絵文字を作成しま
す。また、アニメ絵文字も作成することができ
ます。
保存データからつくる
データBOXに保存されたデータを加工・編集
して、デコメピクチャやデコメ絵文字を作成し
ます。
・ 操作方法については、「ヘルプ」をご覧くだ
さい。

 ［ヘルプ］を選んで  を押すと表示され
ます。

● スーパーモンキーボールモバイル for 
SO

 ©SEGA

家庭用で大人気のアクションゲーム「スーパー
モンキーボール」の携帯アプリです。
おサルのキャラクターが入ったボールを転がし
てゴールをめざすアクションゲームです。
様々なワールド（場面）と多彩なステージをクリ
アして最終ゴールを目指します。
SO905iCSを傾けて操作する場合

FOMA端末を上下左右に傾けることで、
FOMA端末の4方向ボタンと同じ操作がで
きます。
FOMA端末を傾けた方向におサルの入った
ボールが転がります。
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プレイヤーが動いて操作する場合
インカメラでプレイヤーの位置を確認し、
プレイヤーが動いた方向にボールも転がり
ます。

・ 操作方法については、「スーパーモンキー
ボールの遊び方」をご覧ください。

 メニューで［データBOX］→［マイドキュメ
ント］→［プリインストール］→［スーパーモ
ンキーボールの遊び方］を選び  を押す
と表示されます。

■ 警告
このアプリは、FOMA端末を傾けたり振っ
たりして遊ぶゲームです。振り過ぎなどが
原因で、人や物などにあたって事故や破損
などにつながる可能性があります。
遊ぶ際は、FOMA端末をしっかりと握り、
必要以上に振り過ぎず、周囲の安全を確認
して遊びましょう。

● 地図アプリ
現在位置を確認したり、住所や電話番号から地
図を検索したり、目的地までナビゲーションを
利用したりできます。GPS機能を利用するｉア
プリです。(P.264)
・ GPS対応ｉアプリを利用すると、利用する
ｉアプリのIP（情報サービス提供者）に位置
情報が送信されます。

・ GPS対応ｉアプリでGPS機能を利用する場
合、利用するｉアプリの位置情報利用設定
を［利用する］に設定する必要があります。

● FOMA通信環境確認アプリ

※ 画面はイメージです。
実際の画面とは異な
ることがあります。

FOMA通信環境確認アプリとは、FOMA端末
がFOMAハイスピードエリアを利用できるか
どうかを確認するアプリです。
・ FOMA通信環境確認アプリを利用する際は、
「ご利用上の注意」に同意した上でご利用く
ださい。

・ 通信環境確認時の通信環境（天候や電波状
態、ネットワークの混雑状況など）によって
は、同一の場所・時間帯であっても、異な
る結果や圏外である旨の結果が表示される
場合があります。

・ 本アプリのご利用中に他の機能を利用する
と正しく確認できない場合があります。

● Gガイド番組表リモコン

※ 画面はイメージです。
実際の画面とは異な
ります。お住まいの
地域に応じた番組表
が表示されます。

テレビ番組表とAVリモコン機能が1つになった
月額利用料が無料の便利アプリです。
知りたい時間の地上デジタル、地上アナログ、
もしくはBSデジタルのテレビ番組情報をいつ
でもどこでも簡単に取得できます。テレビ番組
のタイトル・番組内容・開始/終了時間などを
知ることができます。
気になる番組があったら、インターネットを通
じて番組をDVDハードディスクレコーダーに
録画予約をすることができます。（リモート録
画予約機能に対応しているDVDハードディス
クレコーダーが必要になります。ご利用の際に
は本アプリの初期設定が必要です）
さらにテレビのジャンルや好きなタレントなど
のキーワードで番組情報の検索が可能です。ま
た、テレビ・ビデオ・DVDプレイヤーのリモ
コン操作ができます。（一部対応していない機
種もあります）
・ 初めて利用するときは、初期登録を行って
利用規約に同意する必要があります。

・ ご利用には別途パケット通信料がかかり
ます。

・ 海外でのご利用時は、FOMA端末の時刻を
日本時間にあわせてください。

・ Gガイド番組表リモコンの詳細については
『ご利用ガイドブック（ｉモード＜FOMA＞
編）』をご覧ください。

・ メールを利用するｉアプリのため、2in1の
Bモードでは利用できません。

次ページにつづく
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リモート録画予約機能について
リモート録画予約に対応しているDVDハード
ディスクレコーダーをお持ちの場合には、イン
ターネットを通じて、外出先などから本アプリ
の番組表より録画予約をすることができます。
リモート録画予約には本アプリにおいて初期設
定が必要です。
・ 初期設定の方法

1. DVDハードディスクレコーダーにイン
ターネット接続の設定をしてください。
（ご利用のDVDハードディスクレコー
ダーの取扱説明書をご覧ください）

2. 本アプリを立ち上げ、メニューから「リ
モート録画予約」を選択するとガイダンス
が表示されますので、ガイダンスに従っ
て初期設定を進めてください。

・ 番組予約の方法
初期設定が完了したあと、お好きな番組を
指定してメニューから「リモート録画予約」
を選択すると、インターネット経由で本ア
プリで設定したDVDハードディスクレコー
ダーと接続し、録画予約をすることができ
ます。

・ ご利用には別途パケット通信料がかかり
ます。

● ｉアプリバンキング

※ 画面はイメージです。
実際の画面とは異な
ることがあります。

モバイルバンキングを便利にご利用いただくた
めのｉアプリです。モバイルバンキングとは、
携帯電話からご自身の口座の残高照会や入出金
明細の確認、振込・振替などをいつでもどこで
も利用できるサービスです。ｉアプリを立ち上
げる際に、ご自身で設定したパスワードを入力
するだけで、最大2つまでの金融機関のモバイ
ルバンキングをご利用いただけます。
・ モバイルバンキングを利用するには、対応
金融機関の口座と、各金融機関のモバイル
バンキングサービスへのお申し込みが必要
になります。

・ ご利用には別途パケット通信料がかかります。

・ ｉアプリバンキングの詳細については、『ご
利用ガイドブック（ｉモード＜FOMA＞編）』
をご覧ください。

・ ｉアプリバンキングに関する
情報は、ｉモードサイトをご
覧ください。
ｉモードサイト ：
［ｉMenu］→［メニュー /検索］→［モバイ
ルバンキング］→［ｉアプリバンキング］

● iD 設定アプリ

※ 画面はイメージです。
実際の画面とは異な
ることがあります。

チャージいらずの電子マネー「iD」とは、おサイ
フケータイや「iD」を搭載したクレジットカー
ドをかざすだけでショッピングができるサービ
スです。今までのようにサインをすることなく、
簡単・便利にショッピングができます。カード
発行会社によっては、キャッシングにも対応し
ています。
・ 「iD」のご利用には、iDに対応した各カード
発行会社へのお申し込みのほか、iDアプリ
と各カード発行会社提供のカードアプリに
より所定の設定を完了したおサイフケータ
イまたは「iD」を搭載したクレジットカード
が必要になります。

・ おサイフケータイで「iD」をご利用の場合、
iDアプリを起動して「ご利用上の注意」にご
同意いただき、iDアプリ側の所定の設定を
完了のうえ、カードアプリをダウンロード
または起動し、カードアプリ側の所定の設
定を行う必要があります。

・ iD対応のサービスのご利用にかかる費用（年
会費など）は、各カード発行会社により異な
ります。

・ iDアプリおよびカードアプリをダウンロー
ドするにはパケット通信料がかかります。

・ 「iD」に関する情報については、
「iD」のｉモードサイトをご覧
ください。
ｉモードサイト ：
［ｉMenu］→［メニュー /検索］→［iD］
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● DCMXクレジットアプリ

※ 画面はイメージです。
実際の画面とは異な
ることがあります。

「DCMX」とは、「iD」に対応した、エヌ・ティ・
ティ・ドコモグループが提供するクレジット
サービスです。DCMXには、月々1万円まで利
用できるDCMX miniと、DCMX miniよりた
くさん使えてドコモポイントもたまるDCMX
の各サービスがございます。
DCMX miniなら、本アプリからの簡単なお申
し込みで今すぐケータイクレジットがご利用い
ただけます。

アプリの機能

入会申し込み・審査※1

カード情報設定

確認する※2
当月のご利用可能残
額やご利用明細もア
プリから確認！

使う
面倒なチャージは
不要！
設定済みケータイを
店頭の読み取り機に
かざすだけで、サイ
ンレス※3でショッ
ピングが楽しめます。

変更する
お使いのカードの更
新および機種変更の
際にもアプリから設
定可能！

※1 DCMX miniはお申し込み時にオンライ
ンで入会審査をさせていただきます。ま
た、DCMX mini以外のお申し込みについ
てはｉモードのお申し込みページに接続し
ます。

※2 ご利用状況などの確認機能は、DCMX 
miniのみ可能です。

※3 一定の条件で暗証番号の入力が必要な場合
があります。

・ サービス内容やお申し込み方
法の詳細については、DCMX
のｉモードサイトをご覧くだ
さい。
ｉモードサイト ： ［ｉMenu］→［DCMX iD］

● 本アプリを初めて起動される際には、「ご
利用上の注意」に同意の上、ご利用くだ
さい。

● 各種設定、操作時にはパケット通信料が
かかります。

おサイフケータイ対応ｉアプリに関す
るご注意
● ICカードに設定された情報につきまして
は、当社としては責任を負いかねますの
で、あらかじめご了承ください。

● 楽オク出品アプリ2

※ 画面はイメージです。
実際の画面とは異な
ることがあります。

「楽オク出品アプリ2」は、楽オクにいつでもど
こでも簡単に出品できる便利なアプリです。
ガイド表示付きで、初めて出品する方にもわか
りやすく使えます。また写真撮影・編集や履歴
の保存など便利な機能もあり、サイトからの出
品よりも短時間で出品することができます。
・ 初めてご利用される際には、「利用規約」に
同意いただく必要があります。

・ ご利用には別途パケット通信料がかかり
ます。

・ 楽オクの詳細については、『ご利用ガイド
ブック（ⅰモード＜FOMA＞編）』をご覧くだ
さい。

・ 楽オクで出品をするには楽天会員登録と出
品者登録が必要になります。

・ 楽オクに関する情報について
は、ⅰモードサイトをご覧く
ださい。
ｉモードサイト ：
［ⅰMenu］→［楽オク  -オークション-］
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ｉアプリを自動実行する
 〈自動起動/自動起動設定〉

自動起動するかどうかを設定する
ソフトを自動的に起動するかどうかを設
定できます。

 1 メニューで［ｉアプリ］→［ｉアプリ設
定］→［自動起動］を選び  を押す

 2 ［許可する］/［許可しない］を選び  
を押す
自動起動するかどうかが設定されます。

起動日時を設定する
ソフトは自動的に起動できます。ソフト
ごとに起動日時、曜日の条件を設定した
り、ソフトの自動起動機能を使用するか
どうかを設定できます。

 1 ｉアプリソフト一覧画面でソフトを選
び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［自動起動設定］を選び  を押す
自動起動設定

ユーザ設定　　　　ＯＦＦ
ソフト設定　　　　無効

［ユーザ設定］：
ソフトごとの起動日時や曜日を設定し
ます。

［ソフト設定］：
ソフトの自動起動機能で自動起動するか
どうかを設定します。

 3 ［ユーザ設定］を選び  を押す
ユーザ設定

形式　　　　　　ＯＦＦ
日付　　２００８／０２／０１（金）
時刻　　　　　　　０９：０５
曜日　　　　　　　月

 4 ［形式］に自動起動時間の形式を選択
する
［OFF］：
起動時間を設定しません。

［日時］：
指定した日時に自動起動します。

［毎日］：
毎日指定した時刻に自動起動します。

［毎週］：
毎週指定した曜日の指定した時刻に自動
起動します。

 5 日付/時刻/曜日を入力する
・ 操作4で選択した形式にあわせて日付/時
刻/曜日を入力してください。

 6  （完了）を押す

 7 ［ソフト設定］を選び  を押す
ソフト設定画面が表示されます。

 8 ［設定］にソフトの自動起動機能の［有
効］/［無効］を選択する
自動起動設定が設定されます。

● 以下の場合は自動起動できません。
- 電源OFF時
- 通話中、通信中
- 日付時刻を設定していないとき
- 他の機能を起動しているとき
- 同じ時刻にめざまし時計/スケジュール
アラームを設定しているとき

- オールロック設定中、パーソナルデー
タロック設定中

- ボタンロック設定中
- おまかせロック設定中
- 2in1のモードがBモードのとき（メー
ル連動型ｉアプリ、メールを利用する
ｉアプリの場合）
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ｉアプリ待受画面を設定する
 〈ｉアプリ待受画面〉

ｉアプリ待受画面には、対応している
ソフトを1つのみ設定できます。ｉアプ
リ待受画面に対応しているソフトとは、
「 / / 」が表示されるものです。
・ 通信を利用するソフトをｉアプリ待受画面
に設定した場合は、電波状態などにより正
しく動作しない場合があります。

・ ｉアプリソフト一覧画面からｉアプリ待受
画面を設定した場合、待受画面設定で設定
した待受画面も変更されます。

 1 ｉアプリソフト一覧画面でソフトを選
び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［待受画面設定］→［はい］を選び  
を押す
ｉアプリ待受画面が設定され、アイコン表
示（P.240）が変わります。
ｉアプリ待受画面に設定したソフトを操作
する場合
ｉアプリ待受画面で  （ ）を押します。

● ｉアプリの待受画面を設定している場合
は、電源を入れたときにｉアプリ待受画
面を起動するかどうかの確認メッセージ
が表示されます。起動しない場合は［いい
え］を選択します。［はい］を選択するか、
しばらくそのままにしておくと、ｉアプ
リ待受画面が起動します。

● ｉアプリ待受画面を設定中にオールロッ
ク、パーソナルデータロックを設定した
り、2in1のモードをデュアルモードやB
モードに設定したりすると、ｉアプリ待
受画面は一時的に解除されます。オール
ロックなどを解除すると、ｉアプリ待受
画面が再表示されます。

● ｉアプリ待受画面からWeb Toはご利用
になれません。

● ｉアプリ待受画面が解除されるようなエ
ラーが発生した場合、エラー発生時刻な
どが待受エラー履歴で確認できます。

● ｉアプリ待受画面にセキュリティエラー
が発生した場合、待受画面に「 」（待受解
除 セキュリティエラー）が表示されます。

ｉアプリ待受画面を解除する
ｉアプリ待受画面の設定を解除して、通
常の待受画面に戻します。

 1 ｉアプリソフト一覧画面でソフトを選
び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［待受画面設定］→［解除する］を選び 
 を押す

［終了する］：
ｉアプリ待受画面を解除せずに、ｉアプ
リ待受画面を一度終了して再表示します。

［解除する］：
ｉアプリ待受画面を解除します。

ｉアプリ待受画面が解除されます。

ｉアプリを管理する
・ ソフトによっては、IP（情報サービス提供者）
が携帯電話に保存されたソフトにアクセス
し、直接使用停止状態にすることがありま
す。この場合、ソフトの起動、待受画面設定、
バージョンアップなどができなくなり、削
除、ソフト情報表示のみ行えます。再度ご
利用いただくには、ソフト停止解除の通信
を受ける必要があるため、IP（情報サービス
提供者）にお問い合わせください。

・ ソフトによっては、IP（情報サービス提供者）
が携帯電話に保存されたソフトにデータを
送信することがあります。

・ IP（情報サービス提供者）がソフトに対し、
停止/再開要求を行ったり、データを送信し
た場合、携帯電話は通信を行い「 」が点滅し
ます。パケット通信料はかかりません。

次ページにつづく
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バージョンアップする
ダウンロードしたソフトの新しいバー
ジョンがサイトにある場合は、保存した
ソフトをバージョンアップできます。

 1 ｉアプリソフト一覧画面でソフトを選
び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［バージョンアップ］→［はい］を選び 
 を押す

新しいバージョンのソフトのダウンロード
が開始されます。

● ソフトによっては起動時に自動でバー
ジョンアップすることができます。

● バージョンアップ時にネットワークに接
続したときはパケット通信料がかかりま
すのでご注意ください。

フォルダを追加/削除する
ソフトを保存するフォルダを作成したり
削除したりできます。ソフトは最大10個
のフォルダで管理できます。また、フォ
ルダの名称も変更できます。
・ お買い上げ時に用意されているフォルダは
削除できません。

例： フォルダを追加する場合

 1 待受画面で  （ｉモード）を1秒以上
押し、  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［フォルダ操作］→［フォルダ作成］を
選び  を押し、フォルダ名を入力
する
全角10文字、半角20文字以内で入力します。
フォルダが追加されます。
フォルダ名を変更する場合
フォルダにカーソルをあわせ、機能メ
ニュー［フォルダ操作］→［フォルダ名変
更］を選択します。全角10文字、半角20
文字以内で入力します。

フォルダを削除する場合
フォルダにカーソルをあわせ、機能メ
ニュー［フォルダ操作］→［フォルダ削除］
を選択し、端末暗証番号を入力して［はい］
を選択します。

別のフォルダへ移動する
ソフトは3とおりの方法で別のフォルダ
へ移動できます。
例： ソフトを1件ずつ移動する場合

 1 待受画面で  （ｉモード）を1秒以上
押し、フォルダを選び  を押す
フォルダ内をすべて移動する場合
機能メニュー［移動］→［フォルダ内全件移
動］→［はい］→フォルダを選択します。

複数選択して移動する場合
機能メニュー［移動］→［選択移動］を選択
し、ソフトを複数選択して  （完了）を
押し、［はい］→フォルダを選択します。

 2 ソフトを選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 3 ［移動］→［1件移動］→［はい］を選び 
 を押す

移動先フォルダ選択画面が表示されます。

 4 フォルダを選び  を押す
選択したソフトが別のフォルダへ移動し
ます。
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削除する
ソフトは4とおりの方法で削除できます。
例： 1件ずつ削除する場合

 1 待受画面で  （ｉモード）を1秒以上
押す
すべて削除する場合
機能メニュー［全件削除］を選択し、端末
暗証番号を入力して［はい］を選択します。

 2 フォルダを選び  を押す
フォルダ内をすべて削除する場合
機能メニュー［削除］→［フォルダ内全件削
除］を選択し、端末暗証番号を入力して［は
い］を選択します。

複数選択して削除する場合
機能メニュー［削除］→［選択削除］を選択
し、ソフトを複数選択して  （完了）を
押し、［はい］を選択します。

 3 ソフトを選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 4 ［削除］→［1件削除］→［はい］を選び 
 を押す

選択したソフトが削除されます。

● メール連動型ｉアプリを削除する場合や
メール連動型ｉアプリを含むソフトを全
件削除する場合、自動的に作られたメー
ルフォルダを同時に削除するかどうかを
選択できます。ただし、同時に削除する
ときにメール連動型ｉアプリのフォルダ
内に保護設定されているメールがある場
合は、ソフトもフォルダも削除できませ
ん。また、ソフトのみ削除しフォルダを
残した場合は、機能メニューからメール
本文のみ見ることができます。（P.224）

● おサイフケータイ対応ｉアプリを削除す
る場合、ソフトによっては削除できない
ことがあります。また、ソフトの削除前
にソフトを起動してICカード内のデータ
を削除する必要があることもあります。

● ICカードロック設定中は、おサイフケー
タイ対応ｉアプリを削除できません。

ソフト一覧の表示方法を設定する
ｉアプリソフト一覧画面の表示方法を3
種類から選択できます。設定した表示方
法は、すべてのフォルダに反映されます。

 アイコン表示大

 アイコン表示小

 リスト
ソフト一覧　　　　　１／９

　デコ絵つくーる
　スーハ゜ーモンキーホ゛ール　ｆｏｒ　ＳＯ
　地図アプリ
　ＦＯＭＡ通信環境確認アフ゜リ
　Ｇカ゛イト゛番組表リモコン
　ｉアフ゜リハ゛ンキンク゛
　ｉＤ　設定アプリ
　ＤＣＭＸクレシ゛ットアフ゜リ
　楽オク出品アプリ２
　　モードで探す

 1 ｉアプリソフト一覧画面で  （機能）
を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［一覧表示切替］→表示方法を選び  
を押す
ｉアプリソフト一覧画面の表示方法が設定
されます。

次ページにつづく
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エラー履歴やトレース結果を見る
ｉアプリ待受画面のエラー履歴や、ｉア
プリのトレース機能で出力された結果を
表示できます。
待受エラー
履歴

ｉアプリ待受画面が続行できな
いなどのエラーで解除された場
合に、エラー発生時刻などの履
歴を10件まで表示します。

セキュリティ
エラー履歴

ｉアプリが登録データを利用で
きないなどのエラーで終了した
場合に、エラーの発生時刻など
の履歴を10件まで表示します。

トレース結果 トレース機能に対応したｉアプ
リが終了した場合に、トレース
結果を16件まで表示します。

自動起動
エラー履歴

ｉアプリが自動起動に失敗した
場合に、エラー発生時刻などの
履歴を10件まで表示します。

例： ［待受エラー履歴］を表示する場合

 1 メニューで［ｉアプリ］→［ｉアプリ実
行情報］を選び  を押す
　アプリ実行情報

待受エラー履歴
セキュリティエラー履歴
トレース結果
自動起動エラー履歴

 2 ［待受エラー履歴］を選び  を押す
待受エラー履歴

　２００８／０２／１４　１５：１１
　ＸＸＸケ゛ーム
　２００８／０２／１３　１２：３４
　ＸＸＸ占い

セキュリティエラー履歴を表示する場合
［セキュリティエラー履歴］を選択します。
トレース結果を表示する場合
［トレース結果］を選択します。
自動起動エラー履歴を表示する場合
［自動起動エラー履歴］を選択します。
エラー履歴やトレース結果を削除する場合

 （削除）を押し、［はい］を選択します。

● ｉアプリ作成者の方へ
 ソフト作成中に正常動作しないときは、
トレース結果が参考になることがあり
ます。

microSDメモリーカード内のｉアプリ
データを表示する 〈ｉアプリデータ（microSD）〉

microSDメモリーカードに保存されてい
るｉアプリデータをフォルダ名で表示し
ます。

 1 メニューで［ｉアプリ］→［ｉアプリデー
タ（microSD）］を選び  を押す
　アプリデータ

　フォルタ゛１
　フォルタ゛２
　フォルタ゛３
　フォルタ゛４

ｉアプリデータ（microSD）フォルダ一覧画
面が表示されます。
フォルダを削除する場合
フォルダにカーソルをあわせ、機能メ
ニュー［フォルダ削除］を選択し、端末暗
証番号を入力して［はい］を選択します。

 2 フォルダを選び  を押す
ソフト情報表示画面が表示されます。
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ｉアプリのさまざまな機能
を利用する

ｉアプリからカメラ機能を利用する
起動中のソフトからカメラ機能（P.155）
を利用できます。
・ カメラ機能を利用するときはレンズカバー
を開いてください。

・ 撮影した画像はソフトで利用・保存されます。
・ 設定できる項目やカメラの起動方法はソフ
トによって異なります。

・ 接写モードの指定があるソフトからカメラ
を起動した場合、オートフォーカス設定は
［マクロ］になります。

 1 ソフト実行中にカメラ機能を起動する
カメラモードの画面になります。

 2 被写体を確認し、  を押す
画像が撮影されます。

ｉアプリからバーコードリーダー
を利用する
起動中のソフトからバーコードリーダー
（P.183）を利用できます。
・ バーコードリーダーの起動方法はソフトに
よって異なります。

・ 読み込んだデータはソフトで利用される場
合があります。

 1 ソフト実行中にバーコードリーダーを
起動する
バーコードリーダー画面が表示されます。

 2 JANコード/QRコードを確認し、  
を押す
JANコード/QRコードが読み取られます。

ｉアプリから赤外線通信を利用する
起動中のソフトから赤外線通信（P.327）
を利用できます。
・ 相手の機器によっては、赤外線通信機能が
搭載されていても通信できないデータがあ
ります。

・ 赤外線通信の起動方法はソフトによって異
なります。

 1 ソフト実行中に赤外線通信を起動する
 2 ［はい］を選び  を押す
赤外線通信を開始します。

ｉアプリからトルカを取得する
起動中のソフトからトルカ（P.256）を取
得して保存できます。
・ トルカは1件あたり1Kバイトまで、トルカ
（詳細）は1件あたり100Kバイトまで、最大
100件取得できます。取得件数は、データ
により少なくなることがあります。

・ トルカの取得方法はソフトによって異なり
ます。

 1 ソフト実行中にトルカを選び  を
押す
保存確認画面が表示されます。

 2 ［はい］を選び  を押す
トルカが取得されます。

ｉアプリからめざまし時計を登録
する
起動中のソフトからめざまし時計（P.360）
を登録できます。

 1 ソフト実行中にめざまし時計の登録操
作を行う

 2 ［OK］を選び  を押す
めざまし時計が登録されます。





253

おサイフケータイ/トルカ

おサイフケータイとは .................................................................................................  254
ｉCお引っこしサービスとは ........................................................................................  254
おサイフケータイ対応ｉアプリを起動する .....................................................................  255
トルカとは .................................................................................................................  256
トルカを取得する........................................................................................〈トルカ取得〉 256
トルカを表示する........................................................................................〈トルカ表示〉 257
トルカを管理する........................................................................................................  258
トルカの詳細を設定する ..............................................................................〈トルカ設定〉 259
通信可能範囲を知らせるかどうかを設定する ..........................................〈ICカード通知設定〉 261
ICカード機能をロックする.....................................................................〈ICカードロック〉 262



254

お
サ
イ
フ
ケ
ー
タ
イ
／
ト
ル
カ

おサイフケータイとは
ｉモード端末のICカード機能を使っ
たｉモードの便利な機能（ｉモード 
FeliCa）やICカードを搭載したｉモード
端末を「おサイフケータイ」と呼びます。
FeliCaとは、かざすだけでデータの読み
書きができる非接触ICカードの技術方式
の1つです。
おサイフケータイを対応店舗の読み取り
機にかざすだけで電子マネーを使って支
払いができたり、飛行機のチケットやポ
イントカードとして利用できるなど携帯
電話がますます便利な道具になります。
また従来のFeliCaに対応した非接触IC
カードと比べ、通信を利用しておサイフ
ケータイ内のICカードに電子マネーを入
金したり、残高や利用履歴を確認できた
りと、より便利に利用できます。
※ おサイフケータイ対応サービスをご利用い
ただくには、ICカード機能に対応したｉア
プリ（ICアプリ）により設定を行う必要があ
ります。（詳細はIP（情報サービス提供者）に
ご確認ください）

※ ご利用にあたっての注意事項については『ご
利用ガイドブック（ｉモード＜FOMA＞編）』
をご覧ください。

● おサイフケータイの故障により、ICカー
ド内のデータが消失・変化してしまう場
合があります。（修理時など、おサイフ
ケータイをお預かりする場合は、データ
が残った状態でお預かりすることができ
ませんので原則データをお客様自身で消
去していただきます）データの再発行や復
元、一時的なお預かりや移し替えなどの
サポートは、ｉCお引っこしサービスに
よる移し替えを除き、IP（情報サービス提
供者）のバックアップサービスをご利用い
ただきます。バックアップサービスの有
無やご利用条件（必要な事前手続きや料金
など）やｉCお引っこしサービスへの対応
の有無はサービスごとに異なりますので、
事前にIP（情報サービス提供者）にご確認
ください。重要なデータについては必ず
バックアップサービスのあるサービスを
ご利用ください。

● 故障、機種変更など、いかなる場合であっ
ても、ICカード内のデータの消失・変化、
その他おサイフケータイ対応サービスに
関して生じた損害について、当社として
は責任を負いかねます。

● おサイフケータイの盗難・紛失時は、す
ぐにご利用のおサイフケータイ対応サー
ビスの提供者に対応方法をお問い合わせ
ください。なお、本FOMA端末では、お
まかせロック（P.136）、ICカードロック
（P.262）を利用できます。

ｉCお引っこしサービスとは
ｉCお引っこしサービス※1は、機種変
更や故障修理時など、おサイフケータイ
お取り替え時に、ICカード内のデータを
一括※2でお取り替え先のおサイフケー
タイ※3に移すサービスです。ICカード
内データを移し替えたあとは、おサイフ
ケータイ対応ｉアプリをダウンロードす
るだけで、簡単におサイフケータイ対応
サービスがご利用になれます。
ｉCお引っこしサービスは、お近くのド
コモショップなど窓口にてご利用いただ
けます。
詳しくは、『ご利用ガイドブック（ｉモー
ド＜FOMA＞編）』をご覧ください。
※1 ｉCお引っこしサービスご利用には手数料

がかかります。（一部手数料がかからない
場合もあります） また、ICアプリのダウン
ロード・各種設定にはパケット通信料がか
かります。

※2 おサイフケータイ対応サービスによって
は、一部対象外のサービスがあります。対
象外サービスはｉCお引っこしサービスご
利用時に消去されますので、事前に各おサ
イフケータイ対応サービスのバックアップ
サービスのご利用や削除などを行ってくだ
さい。

※3 ｉCお引っこしサービスは、お取り替え先
のおサイフケータイがｉCお引っこしサー
ビス対応の機種である場合にご利用いただ
けます。
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おサイフケータイ対応ｉア
プリを起動する
おサイフケータイ対応ｉアプリを用いて
ICカード内のデータの読み書きを行う
ことによって、電子マネーや乗車券を
チャージしたり、その残高や利用履歴を
携帯電話から参照するなど、便利な機能
をご利用いただけます。
・ おサイフケータイ対応ｉアプリを初めて
起動するときやダウンロードするときは、
「FOMAカード情報とICカードの対応付け
を行いますか」と表示されます。［はい］を
選択すると、それ以降は対応付けされた
FOMAカードを挿入していないと、ICカー
ド機能を利用できません。

 なお、別のFOMAカードに差し替えてご利
用になる場合は、対応付けされたFOMAカー
ドを挿入し一度おサイフケータイ対応ｉア
プリをすべて削除しないと、ICカード機能
を利用できません。

 1 メニューで［おサイフケータイ］→［IC
カード一覧］を選び  を押す
ＩＣカード一覧　　　　１／２

ｉＤ　設定アプリ

ＤＣＭＸクレシ゛ットアフ゜リ

　モードで探す

 2 ソフトを選び  を押す
ソフトが起動し、「 」または「 」が表示さ
れます。

● 次の場合は、ソフトからICカード内の
データへの読み書きが中断されます。途
中まで読み書きされたデータは破棄され
ることがあります。
‐ スケジュールアラーム/めざまし時計の
アラーム時刻になった場合

‐ 音声電話、テレビ電話、プッシュトー
ク着信した場合（通話終了後の操作は、
ご利用のサービスにより異なります）

‐ 電池が切れた場合

おサイフケータイを利用する

FOMA端末のFeliCaマーク「 」の面を
読み取り機にかざすと、電子マネーとし
て支払いに利用したり、乗車券の代わり
として利用することなどができます。こ
の機能は、ソフトを起動せずにご利用い
ただけます。
・ 通話中やｉモード接続中は、FeliCaマーク
を読み取り機にかざしておサイフケータイ
をご利用いただけますが、ソフトは起動で
きません。

・ FeliCaマークを読み取り機にかざしたとき
に、ソフトが起動することがあります。

読み取り機と通信可能な範囲に入るとFeliCaサ
インが緑色に点灯し、通信開始時にバイブレー
タが振動します。

● FOMA端末のFeliCaマークを読み取り機
にかざしても認識されない場合は、前後
左右にずらしてかざしてください。

● 電源を切った状態でもFeliCaマークを読
み取り機にかざしておサイフケータイを
利用することができますが、電池パック
を装着していない場合は利用できません。
電池パックを装着していても、電池パッ
クを長期間利用しなかったり、電池アラー
ム音が鳴ったあとで充電しなかった場合
は、利用できなくなることがありますの
で電池パックを充電し電源をONにして
ください。また、電源を切った状態では、
おサイフケータイ対応ｉアプリを起動し
てICカード内のデータを読み書きできま
せん。

● FeliCaサインを点灯させ続けると電池の
消耗が早くなりますのでご注意ください。

● 充電中に読み取り機にかざすと、充電
ランプとFeliCaサインが同時に点灯し
ます。
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トルカとは
トルカとはおサイフケータイで取得でき
る電子カードで、チラシやレストラン
カード、クーポン券などの用途で便利に
ご利用いただけます。
トルカは読み取り機やサイトなどから
取得が可能で、メールや赤外線通信、
microSDメモリーカードを使って簡単に
交換できます。
取得したトルカは［おサイフケータイ］メ
ニューの［トルカ］内に保存されます。
トルカ対応機種でご利用いただけます。
詳細は『ご利用ガイドブック（ｉモード
＜FOMA＞編）』をご覧ください。

トルカ利用の流れ

おサイフケータイを読み取
り機にかざしてトルカを
取得。
読み取り機と通信可能な範
囲に入るとFeliCaサイン
が緑色に点灯し、通信開始
時にバイブレータが振動し
てFeliCaサインが点滅し
ます。

ピッ

トルカフォルダ　　　１／８

　　１２：４５　赤坂
炭火・焼肉レストラン
　　０２／１３　築地
江戸前　○○○
　　０２／０８　銀座
とんかつ　△△△
　　０２／０８　六本木
サロン　△□△
　　０２／０７　赤坂
フレンチ　○□○
　　０２／０５　品川
割烹　○△○

トルカ一覧から取得したトルカを選択。

トルカの取得手段

ｉモード端末どうしでトルカを交換

メール

赤外線
ｉC通信

読み取り機

QRコード
ｉアプリ

microSD
メモリーカード

サイト

● ｉモード通信でトルカをやりとりする場
合は、通常のパケット通信料がかかり
ます。

● IP（情報サービス提供者）の設定によって
は更新できなかったり、メールや赤外線
通信などを利用して再配布できないトル
カがあります。

トルカを取得する 〈トルカ取得〉

読み取り機にFOMA端末をかざしてトル
カやトルカ（詳細）を取得することができ
ます。
・ トルカは1件あたり1Kバイトまで、トルカ
（詳細）は1件あたり100Kバイトまで、最大
100件取得できます。取得件数は、データ
により少なくなることがあります。

・ ICカードロック設定中は、読み取り機から
トルカを取得できません。

新規トルカあり　　　１件

読み取り機でトルカを
取得すると、FeliCaサ
インが緑色に点滅し、取
得完了音が鳴ってトル
カが表示され、約15秒
後に元の画面に戻りま
す。待受画面に「 」（新
規トルカあり）の通知情
報アイコンが表示され
ます。
トルカを表示する場合
待受画面で  （リ
ンク）を押し、「 」を
選択します。
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● トルカによってはメールに添付して送信
したり、赤外線通信/ｉC通信で送信した
り、microSDメモリーカードにコピーで
きない場合があります。

● ボタンロック設定中の場合、取得完了音
は鳴りません。

トルカを表示する 〈トルカ表示〉

保存してあるトルカやトルカ（詳細）はい
つでも表示できます。トルカからトルカ
（詳細）を取得することもできます。

 1 メニューで［おサイフケータイ］→［ト
ルカ］を選び  を押す
トルカ　　　　　　　８／１２

　トルカフォルダ
　フォルタ゛１
　利用済みフォルダ

トルカフォルダ一覧が表示されます。
・ フォルダの状態は、次のアイコンで確認
できます。

（黄）お買い上げ時に用意されているフォルダ
（青）お客様が作成したフォルダ

・ 未読トルカがある場合はアイコンの右
下に「 」が表示されます。

 2 フォルダを選び  を押す
トルカフォルダ　　　１／８

　　１２：４５　赤坂
炭火・焼肉レストラン
　　０２／１３　築地
江戸前　○○○
　　０２／０８　銀座
とんかつ　△△△
　　０２／０８　六本木
サロン　△□△
　　０２／０７　赤坂
フレンチ　○□○
　　０２／０５　品川
割烹　○△○

取得日時
インデックス

カテゴリアイコン

トルカ一覧が表示されます。
・ トルカの状態は次のアイコンで確認でき
ます。

/ 未読トルカ/有効期限切れ未読
トルカ

/ 既読トルカ/有効期限切れ既読
トルカ

 3 トルカを選び  を押す
インデックス

カテゴリアイコン

 4 ［詳細］→［はい］を選び  を押す

トルカ（詳細）が取得されます。
トルカ（詳細）を最新状態にする場合
機能メニュー［トルカ更新］→［はい］を選
択します。

電話番号などを電話帳に登録する場合
電話番号などにカーソルをあわせ、機能
メニュー［電話帳登録］を選択します。
・ リダイヤルや着信履歴などから電話帳
に登録する（P.99操作4～7）と同じ操
作を行ってください。

● トルカ一覧などを表示中に読み取り機か
らトルカを取得した場合、トルカフォル
ダ一覧が表示されます。取得したトルカ
を表示するにはもう一度［トルカフォル
ダ］を選択してください。
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トルカを管理する
・ ［利用済みフォルダ］のトルカは、移動、ソー
ト、検索できません。

フォルダを追加/削除する
トルカを保存するフォルダを作成したり
削除したりできます。最大22個のフォル
ダで管理できます。また、フォルダの名
称を変更したり、フォルダを並べ替えた
りできます。
・ お買い上げ時に用意されているフォルダは
削除したり、フォルダ名を変更したりでき
ません。

例： フォルダを追加する場合

 1 トルカフォルダ一覧で  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［フォルダ操作］→［フォルダ作成］を
選び  を押し、フォルダ名を入力
する
全角10文字、半角20文字以内で入力します。
フォルダが追加されます。
フォルダ名を変更する場合
フォルダにカーソルをあわせ、機能メ
ニュー［フォルダ操作］→［フォルダ名変
更］を選択します。全角10文字、半角20
文字以内で入力します。

フォルダを並べ替える場合
機能メニュー［フォルダ操作］→［フォルダ
並べ替え］→フォルダを選択し、移動先に
カーソルをあわせて  （移動先）を押
し、  （完了）を押します。

フォルダを削除する場合
フォルダにカーソルをあわせ、機能メ
ニュー［フォルダ操作］→［フォルダ削除］
を選択し、端末暗証番号を入力して［はい］
を選択します。

別のフォルダへ移動する
トルカは3とおりの方法で別のフォルダ
へ移動できます。
・ ［利用済みフォルダ］へは移動できません。

例： トルカを1件ずつ移動する場合

 1 トルカフォルダ一覧でフォルダを選び 
 を押す

フォルダ内をすべて移動する場合
機能メニュー［移動］→［フォルダ内全件移
動］→［はい］→フォルダを選択します。

複数選択して移動する場合
機能メニュー［移動］→［選択移動］を選択
し、トルカを複数選択して  （完了）を
押し、［はい］→フォルダを選択します。

 2 トルカを選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 3 ［移動］→［1件移動］→［はい］を選び 
 を押す

移動先フォルダ選択画面が表示されます。

 4 フォルダを選び  を押す
選択したトルカが別のフォルダへ移動され
ます。

削除する
トルカは4とおりの方法で削除できます。
例： 1件ずつ削除する場合

 1 メニューで［おサイフケータイ］→［ト
ルカ］を選び  を押す
すべて削除する場合
機能メニュー［全件削除］を選択し、端末
暗証番号を入力して［はい］を選択します。

 2 フォルダを選び  を押す
フォルダ内をすべて削除する場合
機能メニュー［削除］→［フォルダ内全件削
除］を選択し、端末暗証番号を入力して［は
い］を選択します。

複数選択して削除する場合
機能メニュー［削除］→［選択削除］を選択
し、トルカを複数選択して  （完了）を
押し、［はい］を選択します。
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 3 トルカを選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 4 ［削除］→［1件削除］→［はい］を選び 
 を押す

選択したトルカが削除されます。

一覧を並べ替える
フォルダ内のトルカを一時的に並べ替え
て表示できます。

 1 トルカ一覧で  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［ソート］→並び順を選び  を押す
［日付順］：
取得した日時の新しい順に並べ替えます。

［ジャンル順］：
トルカの種類を示すジャンル順に並べ替
えます。

［インデックス順］：
インデックスの50音順に並べ替えます。

［かな順］：
トルカ内部に登録されているかなの順に
並べ替えます。

選択した並び順でトルカが表示されます。

● ［インデックス順］の場合、全角/半角が混
在しているなどの理由により、50音順と
一致しないことがあります。

検索する
トルカをジャンルで検索できます。

 1 トルカフォルダ一覧で  （機能）を
押す
機能メニューが表示されます。
フォルダ内を検索する場合
トルカ一覧で  （機能）を押します。

 2 ［検索］を選び  を押す
カテゴリ検索

グルメ
生活／サービス
コンビニ／スーパー／食品
レジャー／宿泊／娯楽施設
ファッション／雑貨／インテリア
ヒ゛ューティー／リラクセ゛ーション
ゲーム／占い
趣味
教育／資格
その他

カテゴリアイコン

 3 ジャンルを選び  を押す
検索結果が表示されます。
検索したすべてのトルカを削除する場合
機能メニュー［削除］→［検索結果全件削
除］を選択し、端末暗証番号を入力して［は
い］を選択します。

検索したすべてのトルカを移動する場合
機能メニュー［移動］→［検索結果全件移
動］→［はい］→フォルダを選択します。

トルカの詳細を設定する
 〈トルカ設定〉

トルカを取得するかどうかを設定する
読み取り機から、またはｉC通信でトル
カを取得するかどうかを設定できます。

 1 メニューで［おサイフケータイ］→［設
定］→［トルカ設定］→［トルカ取得設
定］を選び  を押す
［許可する］：
読み取り機から、またはｉC通信でトル
カを取得します。

［許可しない］：
読み取り機から、またはｉC通信でトル
カを取得しません。

 2 ［許可する］/［許可しない］を選び  
を押す
トルカ取得設定が設定されます。

次ページにつづく
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トルカを自動的にフォルダに振り
分ける
読み取り機から取得したトルカを、自動
的にフォルダに振り分けることができま
す。振分条件は20件まで登録できます。

 1 メニューで［おサイフケータイ］→［設
定］→［トルカ設定］→［フォルダ振分設
定］を選び  を押す
フォルダ振分設定

振分条件を削除する場合
振分条件にカーソルをあわせ、機能メ
ニュー［削除］→［1件削除］→［はい］を選
択します。複数選択して削除する場合は、
機能メニュー［削除］→［選択削除］を選択
し、振分条件を複数選択して  （完了）
を押し、［はい］を選択します。すべての
振分条件を削除する場合は、機能メニュー
［削除］→［全件削除］を選択し、端末暗証
番号を入力して［はい］を選択します。

振分条件を並べ替える場合
機能メニュー［並べ替え］→振分条件を選
択し、移動先にカーソルをあわせて  
（移動先）を押し、  （完了）を押します。

 2 振分条件の登録先を選び  を押す
振分条件１

振分方法

振分先フォルダ

 3 ［振分方法］に振分方法を選択する
［ジャンル］：
トルカのジャンルを指定します。

［タイトル］：
タイトルの一部を、全角10文字、半角20
文字以内で指定します。

［インデックス］：
インデックスの一部を、全角10文字、半
角20文字以内で指定します。

［指定なし］：
振分方法を指定しません。

 4 ［振分先フォルダ］に振り分けるフォル
ダを選び  を押す
フォルダを指定しない場合
［トルカフォルダ］に振り分けられます。

 5  （完了）を押す
振分条件が登録されます。

● トルカが複数の振分条件に当てはまる場
合は、リストの上位の番号の振分条件が
優先されます。

● 振分条件が設定されているフォルダを削
除すると、振分先のフォルダが［トルカ
フォルダ］になります。

● 振分条件設定前に取得したトルカは、自
動的に振り分けられません。

● ［利用済みフォルダ］は、振分先フォルダ
に設定できません。

● 読み取り機から取得したトルカのみ、自
動的に振り分けられます。

トルカ（詳細）を自動で認識するか
どうかを設定する
読み取り機にFOMA端末をかざしてト
ルカを利用するときに、利用可能なトル
カを自動認識させるかどうかを設定し
ます。
・ ［利用済みフォルダ］には最大20件まで保存
され、20件を超えた場合は取得日時の古い
ものから順番に削除されます。
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 1 メニューで［おサイフケータイ］→［設
定］→［トルカ設定］→［自動認識設定］
を選び  を押す
［可］：
読み取り機で利用可能なトルカが自動的
に認識され、［利用済みフォルダ］に保存
されます。

［不可］：
読み取り機でトルカが認識されません。

自動認識設定の説明を表示する場合
［自動認識設定］にカーソルをあわせ、  
（ヘルプ）を押します。

 2 ［可］/［不可］を選び  を押す
自動認識設定が設定されます。
［可］を選択した場合
［はい］を選択します。

● 自動認識設定を［可］に設定しても、オー
ルロック設定中、パーソナルデータロッ
ク設定中は、削除対象となるトルカがあっ
ても［利用済みフォルダ］に移動しません。

● 自動認識設定を［不可］に設定して読み取
り機にかざすと、自動読取機能を利用す
るかどうかの確認画面や自動読取機能が
無効である旨のメッセージが表示される
場合があります。自動読取機能を利用す
る場合は、［はい］を選択し、自動認識設
定を［可］に設定してください。

トルカ（詳細）の重複をチェックす
るかどうかを設定する
読み取り機からトルカを取得するとき
に、すでに取得済みかどうかをチェック
します。

 1 メニューで［おサイフケータイ］→［設
定］→［トルカ設定］→［重複チェック設
定］を選び  を押す
［行なう］：
取得済みのトルカかどうかをチェックし
ます。取得済みのトルカは取得しません。
未取得のトルカのみ取得します。

［行なわない］：
取得済みのトルカかどうかをチェックし
ません。

 2 ［行なう］/［行なわない］を選び  を
押す
重複チェック設定が設定されます。

通信可能範囲を知らせるかど
うかを設定する 〈ICカード通知設定〉

電源ON時に読み取り機に近づき、
FeliCa通信可能な範囲に入ったことや通
信の開始を、バイブレータやFeliCaサ
インでお知らせするかどうかを設定でき
ます。

 1 メニューで［おサイフケータイ］→［設
定］→［ICカード通知設定］を選び  
を押す
ＩＣカード通知設定

エリア通知ハ゛イフ゛レータ
　　　　　　　　　ＯＮ
エリア通知ＬＥＤ点灯
　　　　　　　　　ＯＮ

［エリア通知バイブレータ］：
通信開始時にバイブレータを振動するか
どうかを設定します。

［エリア通知LED点灯］：
通信可能な範囲に入ったり通信開始時に
FeliCaサインを点灯させるかどうかを設
定します。

 2 ［エリア通知バイブレータ］にバイブ
レータの［ON］/［OFF］を選択する

 3 ［エリア通知LED点灯］にFeliCaサイ
ンの［ON］/［OFF］を選択する

● 公共モード（ドライブモード）設定中
は、エリア通知バイブレータ、エリア通
知LED点灯を［ON］に設定していても、
FeliCaサインが点灯せずバイブレータも
振動しません。
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ICカード機能をロックする
 〈ICカードロック〉

他の人がICカード機能を使用できないよ
うにICカード機能をロックできます。

 1 待受画面で  （ ）を1秒以上押す

ICカード機能がロックされ、「 」が表示さ
れます。
ICカードロックを解除する場合
待受画面で  （ ）を1秒以上押し、端
末暗証番号を入力して  （OK）を押し
ます。

電源を切ったときにICカード機能
をロックする
電源を切ったときに、ICカード機能を自
動的にロックするように設定できます。

 1 メニューで［おサイフケータイ］→［設
定］→［ICカードロック設定］を選び 

 を押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。

 2 端末暗証番号を入力し、  （OK）を
押す
ＩＣカードロック設定

ＩＣカードロック
　　　　　　　　　ＯＦＦ
電源ＯＦＦ時ＩＣロック
　　直前状態を保持

［ICカードロック］：
ICカード機能をロックするかどうかを設
定します。

［電源OFF時ICロック］：
電源を切ったときにICカード機能を自動
的にロックするかどうかを設定します。

 3 ［電源OFF時ICロック］に［直前状態を
保持］/［ロック状態を保持］を選択する
［直前状態を保持］：
電源を切っても、電源が入っているとき
の状態を引き継ぎます。

［ロック状態を保持］：
電源を切ったときに、ICカード機能を
ロックします。
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GPS機能のご利用について
・ GPS機能のご利用にあたっては、ｉモード
のご契約が必要となることがあります。

・ GPSは米国国防総省により運営されてお
りますので、米国の国防上の都合により、
GPSの電波の状況がコントロール（精度の劣
化、電波の停止など）されることがあります。

・ GPSは人工衛星からの電波を利用している
ため、次の条件では、電波を受信できない、
または受信しにくい状況が発生しますので
ご注意ください。
‐ 建物の中や直下
‐ 地下やトンネル、地中、水中
‐ かばんや箱の中 ‐ ビル街や住宅密集地
‐ 密集した樹木の中や下 ‐ 高圧線の近く
‐ 自動車、電車などの車内
‐ 大雨、雪などの悪天候
‐ 携帯電話の周囲に障害物（人や物）があるとき
‐ 携帯電話のディスプレイ・受話口周辺を
手で覆い隠すように持っているとき

 このような場合、得られる位置情報の誤差
が300m以上になることがあります。

・ FOMA端末が圏外のとき（または海外）、
GPS機能をご利用いただけません。

・ GPSの人工衛星は高度約20,000kmの衛星
軌道上に約24個あり、それぞれが約12時間
で地球を一周しています。そのため同じ使
用環境であっても日時により電波の受信状
況が異なり、位置情報に大きな誤差を生じ
たり、測位できなくなることがありますの
で、あらかじめご了承ください。

・ FOMA端末の故障、誤動作、不具合、ある
いは停電などの外部要因（電池切れを含む）
によって、測位（通信）結果の確認などの機
会を逸したために生じた損害などの純粋経
済損害につきましては、当社は一切その責
任を負いかねますので、あらかじめご了承
ください。

・ FOMA端末は航空機、車両、人などの航法
装置として使用できません。そのため、位
置情報を利用して航法を行うことによる損
害が発生しても当社は一切その責任を負い
かねますので、あらかじめご了承ください。

・ FOMA端末は高精度の測量用GPSとしては
使用できません。そのため、位置情報の誤
差による損害が発生しても当社は一切その
責任を負いかねますので、あらかじめご了
承ください。

・ 以下の場合は現在地確認、現在地通知、位
置提供を利用できません。
‐ オールロック設定中※1 ‐ おまかせロック設定中※1
‐ パーソナルデータロック設定中※1
‐ ボタンロック設定中※1 ‐ セルフモード設定中
‐ FOMAカード未挿入時 ‐ ソフトウェア更新中
‐ ダイヤル発信制限設定中※2
※1 位置提供は可能です。
※2 現在地確認、位置提供、現在地通知先

の一覧からの現在地通知は可能です。

自分のいる場所を確認する
 〈現在地確認〉

現在地を測位して自分の居場所を確認し
ます。測位した位置情報から地図を表示
したり、メールで送信したり電話帳に登
録することもできます。
・ 現在地確認するときの通信料は無料です。
ただし、位置情報から地図を表示する場合
などは、別途パケット通信料がかかります。

例： 現在地の地図を表示する場合

 1 メニューで［LifeKit］→［GPS］→［現
在地確認］を選び  を押す
・ 待受画面で  を1秒以上押しても現在
地確認を行うことができます。測位後は
GPSボタン設定に設定された機能が自動
的に動作します。（P.278）

現在地確認中

　測位レベル：　★　☆　☆

現在地確認

地図を見る
対応ｉアプリを利用
メール貼付
電話帳登録
画像に付加

　　　今いる場所の
　　　確認が
　　　終了しました
　　　測位レベルは
　　　★　★　★です

「 」が点滅し、着信ラン
プが点滅します。
測位レベルの進捗が
バーで表示されます。
現在地確認を中止する
場合

 （中止）を押します。
すぐに測位結果を表示
する場合

 （利用）を押します。

やり直す場合
 （リトライ）を押します。

測位レベル
★ ★ ★： ほぼ正確な位置情

報（誤差がおおむね
50m未満）

★ ★ ☆： 比較的正確な位置
情報（誤差がおおむ
ね300m未満）

★ ☆ ☆： おおよその位置情
報（誤差がおおむね
300m以上）
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・ 測位レベルは目安です。周囲の電波状態な
どにより実際とは異なることがあります。

 2 ［地図を見る］を選び  を押す
測位した現在地の地図が表示されます。
・ 地図を表示した後、「ｉエリア－周辺情
報－」を使って周辺情報を検索できます。
「ｉエリア－周辺情報－」の詳細は、ドコ
モのホームページをご覧ください。

GPS対応ｉアプリで位置情報を利用する場合
［対応ｉアプリを利用］→利用するソフト
を選択します。

位置情報をメールに貼付ける場合
［メール貼付］→［はい］を選択します。
・ 本文には位置情報をURL化した「 位
置情報URL」が入力されます。

・ 送付する位置情報URLは、ｉモード対
応端末でのみ表示されます。

位置情報を電話帳に登録する場合
［電話帳登録］→［新規登録］/［追加登録］を
選択します。
・ FOMA端末電話帳登録（P.95操作3～

6）と同じ操作を行ってください。
位置情報を画像に付加する場合
［画像に付加］→データBOXのマイピク
チャから画像を選択します。

● GPS機能を利用して、位置情報をカメラ
で撮影した画像に自動的に付加すること
ができます。（P.171）

GPS対応ｉアプリを利用
する 〈対応ｉアプリ〉

GPS対応ｉアプリのソフトで位置情報を
利用できます。
・ GPS対応ｉアプリを利用すると、利用するソ
フトの情報提供者に位置情報が送信されます。

・ GPS対応ｉアプリでGPS機能を利用する場
合、利用するソフトの位置情報利用設定を
［利用する］に設定してください。
・ 位置情報の利用方法は、ソフトによって異
なります。

 1 メニューで［LifeKit］→［GPS］→［対
応ｉアプリ］を選び  を押す
GPSソフト一覧画面が表示されます。

 2 ソフトを選び  を押す
ソフトが起動し、「 」または「 」が表示さ
れます。

地図アプリを利用する
お買い上げ時に登録されている「地図ア
プリ」では、GPS機能と地図を利用して、
現在地や指定した場所の地図を見たり、
周辺の情報を調べたり、目的地まで乗り
物、徒歩、自動車向けのナビゲーション
などあらゆることができます。
・ ご利用には、別途パケット通信料がかかり
ます。本ソフトはパケ・ホーダイ/パケ・ホー
ダイフルのご利用をおすすめいたします。

・ 本ソフトを削除した場合、元に戻したいと
きは「ｉエリア－周辺情報－」からダウン
ロードしてください。

・ 本ソフトはメールを利用するｉアプリのた
め、2in1のモードがBモードのときは利用
できません。

・ 地図、経路情報などについて、正確性、即
時性など、いかなる保証もいたしませんの
で、あらかじめご了承ください。

・ 走行中は必ず、ドライバー以外の方が操作
を行ってください。

基本サービスと付加サービスについて

本ソフトには、基本サービスと付加サー
ビスがあります。
基本サービス ： ドコモが無料で提供する

サービス
付加サービス ： ゼンリンデータコムが有

料で提供するサービス
初めて本ソフトを起動した日から90日ま
では交通情報以外の付加サービスを無料
でご利用いただけます。
91日以降に付加サービスを利用するに
は、ゼンリンデータコムが提供する「ゼ
ンリン 地図＋ナビ」の会員登録（有料）
が必要です。
本ソフトの利用途中に会員登録しても、
ソフトを再度ダウンロードする必要はあ
りません。本ソフトをそのままご利用い
ただけます。

次ページにつづく
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メニュー 内　容 90日
まで

91日
以降

今いる
場所

・ GPSを用いて、今いる
場所の地図を見たり、地
図をメールで送ったり
します。

・ 今いる場所の足あとを
残し、動いた軌跡を確
認したり、みんなの足
あとを見たりします。

無料 無料

周辺を
調べる

・ 今いる場所や指定した
場所周辺の店や施設、
iDご利用店舗などの情
報を調べ、グルメ情報
からクーポンを取得し
ます。

・ 周辺の天気確認や駐車
場の満空情報を確認し
ます。

無料 無料

地図を
見る

・ フリーワードやジャン
ル、住所、電話番号な
どを入力して地図を検
索します。

無料 無料

・ 本ソフトやサーバ、電
話帳に登録した場所や
以前検索した場所の地
図を確認します。

・ サーバに登録するとパ
ソコンと登録地点を共
有します。

無料 有料

ナビを
する

・ 目的地まで乗り物、徒
歩、自動車を含めたトー
タルナビをします。

・ 登録した自宅まで簡単
にナビをします。

無料 有料

乗換
案内

・ 電車の乗り換え案内や
時刻表を確認します。

・ 電車ルートを地図で確
認したり、出発前にア
ラーム設定をしたりし
ます。

無料 有料

設定/
直感★

・ FOMA端末を傾けて、
3D地図や地図を動かし
ます。

無料 無料

・ 地図表示、ナビ表示な
どの設定、使いかたを
確認します。

無料 無料

「地図アプリ」TOP画面のメニューと操
作について
・ 初回起動時には利用規約やご利用の注意事
項が表示されます。

・ 画面はイメージです。実際の画面とは異な
ることがあります。

 TOP画面

TOP画面に各メニューが表示されます。メ
ニューを閉じると前回検索した地図が表示され
ます。

■ 会員登録をせずに91日以上過ぎた場合
91日以降に最初に起動した際に、利用できる
機能が制限されることを通知するメッセージ
と、会員登録の照会メッセージが表示されます。
また、付加サービスメニューを選択した場合に
も、同様のメッセージが表示されます。

会員登録する場合は、本ソフトから「ゼンリン
地図＋ナビ」のサイトで会員登録します。
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地図の画面と操作について
・ 画面はイメージです。実際の画面とは異な
ることがあります。

 地図表示画面

©ZENRIN DataCom CO.,LTD. 2007

地図表示時のボタン操作
操作ボタン 動　作

 メニュー メニューを表示します。
クイックアクセスメニューを表
示します。

 拡縮 縮尺を示すバーを表示します。
広域表示する場合は 、詳細
表示する場合は  を押します。

 （閉じる）を押すと、縮尺を
決定してバーが消えます。

   地図を上下左右に移動します。
メニューを閉じたり、最初の検
索結果の場所へ戻ります。
地図を左に回転します。
地図を北向きにします。
地図を右に回転します。

クイックアクセスメニュー表示時のボタン操作
操作ボタン 動　作

 周辺を
調べる

表示している地図の場所を中心
に周辺情報を調べます。

 ココへ
ナビ

出発地を設定して表示している
地図の中心までのルートを検索
します。

 ココを
送信

表示している地図のURLをメー
ルで送信します。

 ココを
登録

表示している地図の中心の位置
情報を本ソフトやサーバ、電話
帳に登録します。サーバに登録
するとパソコンでも登録地点を
共有することができます。

 地図へ クイックアクセスメニューを閉
じます。

 3D・
パノラマ

3D交差点やパノラマ画像が閲覧
できるポイントを表示します。
ポイントを選択すると、3D交差
点やパノラマ画像を見ることが
できます。

 ビル　
テナント

周辺に存在するビルを表示し、
テナントがある場合、クリック
で確認できます。

次ページにつづく
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周辺情報の検索結果の画面と操作につ
いて
・ 検索結果を地図で表示した場合の画面と操
作であり、一覧で選択した場合ではありま
せん。

・ 画面はイメージです。実際の画面とは異な
ることがあります。

周辺情報の検索結果画面

©ZENRIN DataCom CO.,LTD. 2007

周辺情報の検索結果表示時のボタン操作
・ 検索結果の店舗などにカーソルがあたって
いない場合は、クイックメニューが表示さ
れます。
操作ボタン 動　作

検索結果の詳細情報を確認し
ます。

   地図を上下左右に移動します。
表示している地図を中心にして
再検索します。
前の検索結果を見ます。
次の検索結果を見ます。

 メニュー メニューを表示します。
 拡縮 縮尺を示すバーを表示します。

広域表示する場合は 、詳細
表示する場合は  を押します。

 （閉じる）を押すと、縮尺を
決定してバーが消えます。

ルートを検索して音声と画面で目的地
まで案内（ナビゲーション）する

出発地と目的地を設定してルートを検索
します。徒歩、公共交通機関、自動車を
利用したルートを表示します。ルートを
検索後、音声と画面で目的地まで案内（ナ
ビゲーション）します。

 1 本ソフトを起動中に  （メニュー）を
押し、［ナビをする］→［ナビをする］を
選び  を押す

 2 ［出発地］を選び  を押し、以下の
項目から出発地を設定する
現在地
（GPS）

現在地を測位して設定します。

フリー
ワード
検索

キーワードで検索して設定します。

地図上で
指定

地図で出発地を設定します。

TEL/
〒検索

電話番号/郵便番号で検索して設
定します。

住所一覧
から

住所を選択して設定します。

ジャンル
から

ジャンルを選択して設定します。

履歴から 過去に表示した地図から設定し
ます。

登録地点
から

本ソフトやサーバ、電話帳に保存
している位置情報から設定します。

自宅 自宅の位置情報を設定します。
出発地の
確認

出発地の情報を確認します。

 3 ［目的地］を選び  を押し、操作2と
同様の操作で目的地を設定する

 4 ［時間指定］を選び  を押し、以下
の項目から選択する
現時刻で
指定

現在の時間でルートを調べます。

出発時刻
指定

出発時間を指定してルートを調
べます。

到着時刻
指定

到着時間を指定してルートを調
べます。

終電を
利用

当日の最も遅い時刻の電車ルー
トを調べます。
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 5 ［条件設定］を選び  を押し、以下
の項目から選択して、［上記で設定］を
選び  を押す
乗換条件 乗り換えの選択基準を［早い］、

［安い］、［楽々］から選択します。
徒歩
ルート

ルートの選択基準を［おまかせ］、
［屋根多い］、［階段少ない］から選
択します。

特急利用 ルートの総距離が100km以内の
場合でも特急を利用するかどう
かを選択します。

通常利用
車種

利用する車種を選択します。

 6 ［ で検索］/［ のみで検索］を選
び  を押す
トータルナビの［ で検索］と自動車だ
けの［ のみで検索］でルートを検索できま
す。検索結果としてルート（最大6件まで）が
表示されます。異なる交通機関の乗り換え
ルートがある場合は、ルートの特徴をアイ
コンで表示します。
アイコン 意　味
早 到着時間が早いルート
安 運賃が安いルート
楽 乗り換えが少ないルート
オススメ 上記3つの条件が揃ったルート
有料 有料道路を使った自動車ルート
一般 一般道路を使った自動車ルート

ルートを登録する場合
［ルートを登録］を選択します。

 7 ルートを選択し、［ナビ・ルート確認］
→［ナビ］/［ナビ（省電力）］を選び  
を押す
「ご利用上の注意」が表示されます。
ルートを確認する場合
ルートを選び、［ルート確認］を選択します。

時刻表を確認する場合
ルートを選び、［時刻表］を選択します。

 8 ［はい］を選び  を押す
目的地までのナビゲーションを開始します。

ルート（自動車）/ナビゲーション（自動
車）表示の画面と操作について
・ 画面はイメージです。実際の画面とは異な
ることがあります。

ルート（自動車）表示画面

目的地までのルート

©ZENRIN DataCom CO.,LTD. 2007

ナビゲーション（自動車）表示画面

目的地までのルート

現在地・進行方向

©ZENRIN DataCom CO.,LTD. 2007

ナビゲーション利用時のボタン操作
操作ボタン 動　作

 メニュー ナビゲーションを終了し、TOP
メニューを表示します。
クイックアクセスメニューを表
示します。

 拡縮 縮尺を示すバーを表示します。
広域表示する場合は 、詳細
表示する場合は  を押します。

 （閉じる）を押すと、縮尺を
決定してバーが消えます。

   地図を上下左右に移動します。
現在地の位置に戻ります。
交差点モードに切り替えます。
ナビゲーションの中止/開始を行
います。
地図を左に回転します。
地図を北向きにします。
地図を右に回転します。

次ページにつづく
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クイックアクセスメニュー表示時のボタン操作
操作ボタン 動　作

 結果&
設定

ルートの検索結果（時刻や料金な
ど）を表示したり、ナビゲーショ
ンの設定をしたりします。

 経由地の
設定

目的地までのルートに経由地を
3箇所まで加えてルートを検索
します。

 リルート 現在地から目的地までのルート
を再検索します。

 ルート
消去

表示しているルートを消去し
ます。

 モード
切替

交差点モードに切り替えます。

 渋滞
情報
※ 自動車ルー
ト時のみ

表示している地図と連動した渋
滞情報を表示します。

設定・ヘルプを利用する

 1 TOP画面のメニューで［設定/直感★］
→［設定・ヘルプ］を選び  を押し、
以下の項目から選択する
会員情報確認 「ゼンリン 地図＋ナビ」

に会員登録しているかど
うかを確認できます。

基本設定 地図表示色や文字サイズ
の設定などのソフト全般
に関する設定をします。

ナビ設定 リルートや音声案内の音
量などのナビ全般に関す
る設定をします。

自宅設定 自宅の場所を登録します。
履歴系クリア 地図やナビなどを利用し

た履歴を削除します。
使い方の説明/
よくある質問/
利用規約

使いかたの説明やよくあ
る質問、利用規約を確認
できます。

要求に応えて現在の位置情
報を提供する 〈位置提供〉

相手から要求があったときに現在の位置
情報を提供します。
・ 位置提供を利用するには、あらかじめ位置
提供可否設定を［ON］または［許可期間設
定］に設定してください。お買い上げ時は
［OFF］に設定されています。また、サービ
スごとの利用設定が必要となることがあり
ます。（P.271）（「イマドコサーチ」ご利用時
は、ｉMenu（料金＆お申込・設定のオプショ
ン設定）の位置情報利用設定（イマドコサー
チ設定）が必要です）

・ 位置提供のご利用にあたっては、位置提供
機能に対応したサービス提供者への申し込
みが必要となることがあります。また、サー
ビスの利用は有料となることがあります。

・ 位置提供のご利用にあたっては、サービス
提供者や、ドコモホームページなどでのお
知らせに従ってください。

・ 位置提供可否設定を［ON］または［許可期間
設定］に設定すると、FOMA端末を操作しな
くても位置情報が検索者に送信されること
があります。

位置情報の要求があると
設定した接続先から位置情報の提供を要
求されると、位置提供を開始します。
・ 音声電話通話中、プッシュトーク通信中は、
バイブレータが動作しません。

サービスごとの利用設定が［許可］の場合

　イマドコサーチ

　０９０ＸＸＸＸＸＸＸＸ
　ドコモ一郎

位置提供中

　測位レベル：　★　☆　☆

「 」が点滅し、位置提
供/許可音が鳴り、着信
ランプが点滅します。
位置提供を中止する場合

 （中止）または 、
 を押します。

ボタンロック設定中
は  （中止）が無効
となります。
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サービスごとの利用設定が［毎回確認］の場合

［現在地送信する］

　イマドコサーチ

　０９０ＸＸＸＸＸＸＸＸ
　ドコモ一郎

位置提供中

　測位レベル：　★　☆　☆

送信先:
　イマドコサーチ
　ドコモ一郎

現在地送信する
現在地送信しない

「 」が点滅し、位置提
供/確認音が鳴り、着信
ランプが点滅します。
位置提供を中止する場合

 （中止）または 、
 を押します。

ボタンロック設定中
は  （中止）が無効
となります。

● 公共モード（ドライブモード）中に位置情
報の要求があると次のように動作します。
‐ サービスごとの利用設定が［許可］の場
合、位置提供/許可音、バイブレータ、
着信ランプは動作せず、画面のみ表示
され、位置情報が提供されます。

‐ サービスごとの利用設定が［毎回確認］
の場合、位置情報は提供されません。

● イマドコかんたんサーチを利用した相手
から位置情報の要求があると次のように
動作します。
‐ 要求があるたびに確認画面が表示され
ます。［現在地送信する］を選択する
と、即座におおまかな測位結果が相手
に通知されます。［現在地送信する］を
選択した後、GPS測位画面が表示され
GPS測位後に精度の高い測位結果が通
知されます。

‐ ［現在地送信する］を選択したあとに、
位置提供を中断してもおおまかな測位
結果が相手に通知されます。この場合、
位置履歴に記録されますが、位置情報
は表示されません。

● 位置提供を中止するタイミングによって
は、位置情報が送信されることがあります。

● 電波状態によっては、位置情報が送信さ
れても、位置提供機能に対応したサービ
ス提供者に届いていないことがあります。

● 2in1利用時は、モードにかかわらず位置
提供を行います。

● 通知先IDは表示されないことがあります。

位置情報を提供するかどうかを設
定する
位置情報の提供を要求されたときに、現
在地の位置情報を提供するかどうかを設
定できます。

 1 メニューで［LifeKit］→［GPS］→［GPS
設定］→［位置提供設定］→［位置提供可
否設定］を選び  を押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。

 2 端末暗証番号を入力し  を押す
位置提供可否設定画面が表示されます。
［ON］：
要求した相手に位置情報を提供します。
FOMA端末を操作しなくても位置情報が
送信され、検索者に通知されることがあ
ります。

［OFF］：
要求した相手に位置情報を提供しません。

［許可期間設定］：
設定された期間だけ要求した相手に位置
情報を提供します。

 3 位置情報の提供方法を選び  を
押す

位置提供可否設定が設定されます。［ON］ま
たは［許可期間設定］に設定すると、「 」が
表示されます。
［許可期間設定］を選択した場合
位置提供を許可する期間を設定します。
［開始時刻］、［終了時刻］を24時間制で入
力し、［繰返し］に繰り返し方法を設定し
ます。繰返しに［毎日］または［曜日］を設
定した場合、［開始日］、［終了日］を入力
します。

初期設定から設定する場合
メニューで［設定］→［管理］→［初期設定］
→［位置提供可否設定］を選択し、端末暗
証番号を入力して［はい］/［いいえ］を選択
します。

次ページにつづく
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位置情報の提供を許可する期間を設定
したときの動作
例： 現在の日時が「2008/2/23 14:00」の場合
開始時刻：15:00　終了時刻：22:00

設定内容 位置提供が
行われる期間繰り返し 有効期間

設定なし － 2008/2/23 15:00～
2008/2/23 22:00まで

毎日 開始日2008/2/28
終了日2008/3/28

2008/2/28 15:00～
2008/3/28 22:00まで
毎日（15:00～22:00の間）

開始日2008/2/23
終了日2008/3/28

2008/2/23 15:00～
2008/3/28 22:00まで
毎日（15:00～22:00の間）

開始日2008/2/23
終了日：設定なし

2008/2/23 15:00 以降
毎日（15:00～22:00の間）

曜日指定 開始日2008/2/28
終了日2008/3/28

2008/2/28 15:00～
2008/3/28 22:00までの
指定した曜日（15:00～
22:00の間）

開始日2008/2/23
終了日2008/3/28

2008/2/23 15:00～
2008/3/28 22:00までの
指定した曜日（15:00～
22:00の間）

開始日2008/2/23
終了日：設定なし

2008/2/23 15:00 以降
の指定した曜日（15:00～
22:00の間）

開始時刻：09:00　終了時刻：22:00
設定内容 位置提供が

行われる期間繰り返し 有効期間
設定なし － 2008/2/23 14:00～

2008/2/23 22:00まで
毎日 開始日2008/2/28

終了日2008/3/28
2008/2/28 09:00～
2008/3/28 22:00まで
毎日（09:00～22:00の間）

開始日2008/2/23
終了日2008/3/28

2008/2/23 14:00～
2008/3/28 22:00まで
毎日（09:00～22:00の間）

開始日2008/2/23
終了日：設定なし

2008/2/23 14:00 以降
毎日（09:00～22:00の間）

曜日指定 開始日2008/2/28
終了日2008/3/28

2008/2/28 09:00～
2008/3/28 22:00までの
指定した曜日（09:00～
22:00の間）

開始日2008/2/23
終了日2008/3/28

2008/2/23 14:00～
2008/3/28 22:00までの
指定した曜日（09:00～
22:00の間）

開始日2008/2/23
終了日：設定なし

2008/2/23 14:00 以降
の指定した曜日（09:00～
22:00の間）
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開始時刻：15:00　終了時刻：10:00
設定内容 位置提供が

行われる期間繰り返し 有効期間
設定なし － 2008/2/23 15:00～

2008/2/24 10:00まで
毎日 開始日2008/2/28

終了日2008/3/28
2008/2/28 15:00～
2008/3/29 10:00まで
毎日（15:00～翌日10:00
の間）

開始日2008/2/23
終了日2008/3/28

2008/2/23 15:00～
2008/3/29 10:00まで
毎日（15:00～翌日10:00
の間）

開始日2008/2/23
終了日：設定なし

2008/2/23 15:00 以降
毎日（15:00～翌日10:00
の間）

曜日指定 開始日2008/2/28
終了日2008/3/28

2008/2/28 15:00～
2008/3/29 10:00までの
指定した曜日（15:00～翌
日10:00の間）

開始日2008/2/23
終了日2008/3/28

2008/2/23 15:00～
2008/3/29 10:00までの
指定した曜日（15:00～翌
日10:00の間）

開始日2008/2/23
終了日：設定なし

2008/2/23 15:00 以降
の指定した曜日（15:00～
翌日10:00の間）

開始時刻：09:00　終了時刻：09:00
設定内容 位置提供が

行われる期間繰り返し 有効期間
設定なし － 2008/2/23 14:00～

2008/2/24 09:00まで
毎日 開始日2008/2/28

終了日2008/3/28
2008/2/28 09:00～
2008/3/29 09:00まで
毎日（09:00～翌日09:00
の間）

開始日2008/2/23
終了日2008/3/28

2008/2/23 14:00～
2008/3/29 09:00まで
毎日（09:00～翌日09:00
の間）

開始日2008/2/23
終了日：設定なし

2008/2/23 14:00 以降
毎日（09:00～翌日09:00
の間）

曜日指定 開始日2008/2/28
終了日2008/3/28

2008/2/28 09:00～
2008/3/29 09:00までの
指定した曜日（09:00～翌
日09:00の間）

開始日2008/2/23
終了日2008/3/28

2008/2/23 14:00～
2008/3/29 09:00までの
指定した曜日（09:00～翌
日09:00の間）

開始日2008/2/23
終了日：設定なし

2008/2/23 14:00 以降
の指定した曜日（09:00～
翌日09:00の間）

次ページにつづく
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接続先を設定する

※ 通常は設定を変更する必要はありません。
契約時接続先以外のGPSサービス利用設
定接続先を1件設定できます。

 1 メニューで［LifeKit］→［GPS］→［GPS
設定］→［位置提供設定］→［接続先設定］
を選び  を押す
接続先設定

契約時接続先
未登録

設定した接続先を編集する場合
設定した接続先にカーソルをあわせ、  
（編集）を押し、端末暗証番号を入力しま
す。各項目を修正してください。

設定した接続先を削除する場合
設定した接続先にカーソルをあわせ、  
（削除）を押し、端末暗証番号を入力して
［はい］を選択します。
接続先をお買い上げ時の状態に戻す場合
［契約時接続先］を選択します。

 2 ［未登録］を選び  （編集）を押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。

 3 端末暗証番号を入力し  （OK）を
押す
接続先登録

接続先名称

接続先アドレス

［接続先名称］：
接続先の名称を、半角の英数字・記号99
文字以内で入力します。

［接続先アドレス］：
接続先のアドレスを、半角の英数字・記
号100文字以内で入力します。

 4 各項目を入力する
 5  （完了）を押す
入力した接続先が保存されます。

 6 接続先を選び  を押す
接続先が変更されます。

GPSサービス利用設定を設定する

GPSサービス利用設定に接続して位置提
供に必要な設定を行います。

 1 メニューで［LifeKit］→［GPS］→［GPS
設定］→［位置提供設定］→［サービス利
用設定］を選び  を押す
GPSサービス利用設定に接続されます。

 2 各項目を設定する
・ 設定方法については、サービス提供者に
お問い合わせください。

● GPSサービス利用設定への接続中は、利
用できる機能メニューがｉモード中とは
異なります。また、URL履歴は記録され
ません。

● 国際ローミング中にGPSサービス利用設
定サイトに接続した場合、エラーが表示
され通信料が発生します。

現在の位置情報を通知する
 〈現在地通知〉

現在地の位置情報を特定の相手（現在地
通知機能に対応したサービス提供者）に
通知できます。
・ 現在地通知のご利用にあたっては、現在地通
知機能に対応したサービス提供者への申し
込みが必要となることがあります。また、サー
ビスの利用は有料となることがあります。

・ 現在地通知のご利用にあたっては、サービ
ス提供者や、ドコモのホームページなどの
お知らせに従ってください。また、現在地
通知機能の利用は有料です。

 1 メニューで［LifeKit］→［GPS］→［現
在地通知］を選び  を押す
現在地通知起動方法選択画面が表示され
ます。
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 2 ［現在地通知先］→通知先を選び  
を押す

　○○サービス

現在地通知中

　測位レベル：　★　☆　☆

「 」が点滅し、着信ラン
プが点滅します。
現在地通知が終了する
と、現在地通知音が鳴
り、相手に位置情報が
通知されます。

通知先を入力して通知する場合
［直接入力］を選択し、通知先IDを入力し
て  （確定）を押します。

現在地通知を中止する場合
 （中止）または 、  を押します。

● 2in1利用時は、モードにかかわらずAナ
ンバーで位置情報を通知します。

● 中止するタイミングによっては、位置情
報が送信されることがあります。

● 電波状態によっては、位置情報が送信され
ても、現在地通知機能に対応したサービ
ス提供者に届いていないことがあります。

通知する相手を登録する
現在地を通知する相手を登録します。現
在地通知先は5件まで登録できます。
・ ［通知先名］、［通知先ID］は必ず入力してく
ださい。

 1 メニューで［LifeKit］→［GPS］→［GPS
設定］→［現在地通知先登録］を選び 

 を押す
現在地通知先一覧

現在地通知先の詳細を表示する場合
現在地通知先にカーソルをあわせ、  
（詳細）を押します。
現在地通知先の内容を編集する場合
現在地通知先にカーソルをあわせ、機能
メニュー［編集］を選択します。各項目を
修正してください。

現在地通知先を削除する場合
現在地通知先にカーソルをあわせ、機能
メニュー［削除］→［1件削除］→［はい］を
選択します。すべての現在地通知先を削
除する場合は、機能メニュー［削除］→［全
件削除］を選択し、端末暗証番号を入力し
て［はい］を選択します。

現在地通知先を電話帳に登録する場合
現在地通知先にカーソルをあわせ、機能
メニュー［電話帳登録］→［本体メモリ］/
［FOMAカード（UIM）］を選択します。
・ FOMA端末電話帳登録（P.95操作3～

6）またはFOMAカード電話帳登録
（P.98操作3～4）と同じ操作を行って
ください。

 2  （新規）を押す
現在地通知先登録

通知先名

通知先ＩＤ

電話番号

自動通知設定
　　　　　　都度確認

［通知先名］：
通知先名を入力します。

［通知先ID］：
サービス提供者から指定された通知先ID
を入力します。

［電話番号］：
電話番号を入力します。

［自動通知設定］：
［電話番号］に設定した番号に音声電話/テ
レビ電話をかけたときに、現在地を自動
的に通知するかどうかを設定します。

 3 ［通知先名］に通知先を入力する
全角16文字、半角32文字以内で入力します。

 4 ［通知先ID］に通知先IDを入力する
「＊」「＃」を含む半角数字12桁以内で入力し
ます。

次ページにつづく
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 5 ［電話番号］→［直接入力］を選び  
を押し、電話番号を入力する
「 」「＃」「＋」「P」を含む半角数字26桁以内で
入力します。
・ すでに現在地通知先に登録されている電
話番号は登録できません。

電話帳から引用する場合
［電話帳から］を選択します。

 6 ［自動通知設定］に通知方法を選択する
［する］：
現在地を自動通知します。

［しない］：
現在地を自動通知しません。

［都度確認］：
音声電話/テレビ電話をかけるときに、現
在地を通知するかどうかを確認します。

 7  （完了）を押す
現在地通知先が設定されます。

確認した位置情報の履歴を
表示する 〈位置履歴〉

現在地確認、位置提供、現在地通知で確
認した位置情報を、履歴として50件まで
記録します。位置履歴の位置情報からさ
まざまな操作を行うことができます。
・ 位置履歴が50件を超えると、古い履歴から
順番に上書きされます。

 1 メニューで［LifeKit］→［GPS］→［位
置履歴］を選び  を押す
位置履歴　　　　　　１／２５

０２／１４　１０：２０：１０
０２／１２　１０：００：０８
０２／１２　　９：３２：００
０２／１１　２１：２８：３７
０２／１１　２１：２２：１５
０２／１１　１５：４３：１０
０２／１１　１５：０９：５１
０２／１１　１４：４９：３３
０２／１１　１４：４０：３９
０２／１０　２２：５４：２２
０２／１０　２２：３４：０８
０２／１０　１０：５５：１７

位置情報がある場合は「 」が
表示されます。

測位種類

・ 測位種類は次のアイコンで確認できます。
現在地確認
現在地通知
位置提供

位置情報を利用する場合
 （利用）を押します。

・ 位置情報の利用方法については、P.277
を参照してください。

位置履歴を削除する場合
位置履歴にカーソルをあわせ、  （利用）
を押し、［削除］→［1件削除］→［はい］を選
択します。複数選択して削除する場合は、
機能メニュー［削除］→［選択削除］を選択
し、位置履歴を複数選択して  （完了）
を押し、［はい］を選択します。すべての
位置履歴を削除する場合は、機能メニュー
［削除］→［全件削除］を選択し、端末暗証
番号を入力して［はい］を選択します。

 2 位置履歴を選び  （詳細）を押す
位置履歴

２００８／０２／１４　１０：２０：１０
現在地確認
ＮＸＸ°　ＸＸ’　ＸＸ．ＸＸＸ”
ＥＸＸＸ°　ＸＸ’　ＸＸ．ＸＸＸ”
測地系：ＷＧＳ８４
測位レベル：　★　★　☆

測位日時
種別： 現在地確認、現在地通

知、位置提供のいずれ
かが表示されます。

位置情報： 緯度（度、分、秒）、
経度（度、分、秒）

 「N」は北緯、「E」は
東経を表します。

測地系： WGS84（世界測地系）
 測地系とは地球上の

位置を経度・緯度で
表すための基準のこ
とです。

測位レベル

● 現在地通知または位置提供が行われたと
きは、位置確認が失敗や中断したときも
位置履歴に記録されます。ただし、表示
されない内容があります。

● 位置情報を取得できなかった位置履歴は、
各機能で利用できません。

● 位置提供、現在地通知の履歴が記録され
ていても、サービス提供者に位置情報が
届いていないことがあります。

● 2in1利用時に位置提供を行った場合、位
置提供要求者名は電話帳2in1設定に従っ
て2in1のモードごとに表示されます。

● 位置履歴に記録されている位置情報・測位
レベルは、電波状態などにより位置提供先・
現在地通知先に送信された位置情報・測位
レベルとは異なる場合があります。



277

G
P
S
機
能

各機能から位置情報を利用
する
電話帳やサイト、画面メモ、トルカ、メッ
セージR/F、画像などに付加された位置情
報から地図を表示したり、位置情報URL
をメールに貼付けることができます。

位置情報を付加する
画像やFOMA端末電話帳に位置情報を付
加したり、メール本文に位置情報URLを
貼付けることができます。
例： 現在地確認から位置情報をメール本文に付

加する場合

 1 メール本文入力画面で  （機能）を押
し、［位置情報取得］を選び  を押す
位置情報取得

現在地確認から付加
位置履歴から付加
電話帳から付加
画像から付加

FOMA端末電話帳に付加する場合
FOMA端末電話帳編集画面で［ ］を選択
します。

 2 ［現在地確認から付加］を選び  を
押し、 （OK）を押す
位置情報URL貼付け確認画面が表示され
ます。
位置履歴から位置情報を付加する場合
［位置履歴から付加］→位置履歴を選択し、

 （OK）を押します。
電話帳から位置情報を付加する場合
［電話帳から付加］→電話帳を選択します。
・ 電話帳に位置情報を付加するときは選
択できません。

画像から位置情報を付加する場合
［画像から付加］→データBOXのマイピク
チャから画像を選択します。

 3 ［はい］を選び  を押す
本文には位置情報をURL化した「 位置情報
URL」が入力されます。

付加された位置情報を利用する
画像、FOMA端末電話帳、サイト、画面
メモ、トルカ、メッセージR/Fなどに付
加された位置情報を利用できます。
・ 利用できる項目は、位置情報が付加された
データの種類によって異なります。データ
の種類ごとに利用できる項目は次のとおり
です。
データの種類 利用可能項目
画像 地図を見る、メール貼付、

対応ｉアプリを利用、電
話帳登録

電話帳 地図を見る、メール貼付、
対応ｉアプリを利用、画
像に付加

サイト、画面メモ、ト
ルカ、メッセージR/F

地図を見る、メール貼付、
対応ｉアプリを利用

例： 電話帳に付加された位置情報の地図を表示
する場合

 1 電話帳でデータ→「 位置情報あり」を
選び  を押す
位置情報利用

地図を見る
対応ｉアプリを利用
メール貼付
画像に付加

 2 ［地図を見る］を選び  を押す
位置情報の地図が表示されます。
・ 地図を表示した後、「ｉエリア－周辺情
報－」を使って周辺情報を検索できます。
「ｉエリア－周辺情報－」の詳細は、ドコ
モのホームページをご覧ください。

位置情報を画像に付加する場合
［画像に付加］→データBOXのマイピク
チャから画像を選択します。

画像に付加されている位置情報を削除する
場合
［位置情報削除］→［はい］を選択します。

GPS対応ｉアプリで位置情報を利用する場合
［対応ｉアプリを利用］→利用するソフト
を選択します。

位置情報をメールに貼付ける場合
［メール貼付］→［はい］を選択します。
・ 本文には位置情報をURL化した「 位
置情報URL」が入力されます。

次ページにつづく
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位置情報を電話帳に登録する場合
［電話帳登録］→［新規登録］/［追加登録］を
選択します。
・ FOMA端末電話帳登録（P.95操作3～

6）と同じ操作を行ってください。

GPS機能を設定する 〈GPS設定〉

GPSボタンを設定する
待受画面で  を1秒以上押して現在地
確認を行ったときの動作を設定できます。

 1 メニューで［LifeKit］→［GPS］→［GPS
設定］→［GPSボタン設定］を選び  
を押す
ＧＰＳボタン設定

　地図を見る
　対応ｉアプリを利用
　メール貼付
　電話帳登録
　画像に付加
　都度確認

［地図を見る］：
測位した現在地の地図を表示します。

［対応ｉアプリを利用］：
GPS対応ｉアプリを利用します。

［メール貼付］：
位置情報をメールに貼付けます。

［電話帳登録］：
位置情報を電話帳に登録します。

［画像に付加］：
位置情報を画像に付加します。

［都度確認］：
利用する機能を毎回選択します。

 2 自動的に行う機能を選び  を押す
GPSボタン設定が設定されます。

測位の精度を設定する
測位の速度と精度のどちらを優先するか
を設定できます。

 1 メニューで［LifeKit］→［GPS］→［GPS
設定］→［測位モード設定］を選び  
を押す
測位モード設定

現在地確認
　　　標準モード
現在地通知
　　　標準モード
位置提供
　　　標準モード

 2 各項目に測位モードを選択する
［標準モード］：
速度を優先して測位を行います。

［品質重視モード］：
精度を優先して測位を行います。［標準
モード］より測位に時間がかかる場合があ
ります。

 3  （完了）を押す
測位モード設定が設定されます。
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パソコン向けのホームペー
ジを表示する
フルブラウザを利用すると、パソコン向
けに作成されたインターネットホーム
ページをFOMA端末で表示することがで
きます。
・ インターネットホームページによっては、
表示できないことや正しく表示されないこ
とがあります。

・ 画像を多く含むホームページの閲覧やデー
タのダウンロードなど、データ量の多い通
信を行うと通信料金が高額になりますので
ご注意ください。パケット通信料の詳細に
ついては、『ご利用ガイドブック（ｉモード
＜FOMA＞編）』をご覧ください。

 1 待受画面で  （ｉモード）を押し、［フ
ルブラウザ］を選び  を押す
フルブラウザメニュー

ホーム
Ｂｏｏｋｍａｒｋ
Ｉｎｔｅｒｎｅｔ
ラストＵＲＬ
フルブラウザ設定

フルブラウザメニューが表示されます。

 2 ［Internet］→［URL入力］を選び  
を押す
URL入力画面が表示されます。
ホームに登録したインターネットホーム
ページを表示する場合
［ホーム］を選択します。
ブックマークから表示する場合
［Bookmark］→フォルダ→ブックマーク
を選択します。

最後に表示したページを表示する場合
［ラストURL］を選択し、  （接続）を押
します。

 3  （編集）を押し、URLを入力する
「http://」を含み半角の英数字・記号512文字
以内で入力します。

 4  （接続）を押す
○○○

△△△

□□□ □□□

××××××××××
×××××

インターネットホームページが表示され
ます。
・ アクセス設定が［利用しない］に設定され
ている場合、フルブラウザを利用するか
どうかの確認画面が表示されます。［利用
する］を選び［OK］を選択するとアクセス
設定の設定が切り替わり、インターネッ
トホームページが表示されます。（P.288）

● インターネットホームページによっては、
表示に時間がかかる場合があります。

● フルブラウザは、次の機能には対応して
いません。
- Flash画像の表示 - プラグイン
- メロディや音楽データの再生
- Phone To - PDFデータの表示

● インターネットホームページによっては、
自動的に通信する場合があります。

ホームページ表示中のボタ
ン操作について
フルブラウザは、縦画面、横画面のどち
らでも操作できます。
インターネットホームページ表示中に、
以下のボタン操作ができます。

縦画面で操作する

○○○

△△△

□□□ □□□

××××××××××
×××××
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操作方法
操　作 ボタン操作

ポインタ移動※     を押します。
ズームアウト  を押します。
上ページへスクロール  を押します。
ズームイン  を押します。
左ページへスクロール  を押します。

PCモードのときのみ操
作できます。

PagePilot画面（ペー
ジ全体画面）を表示

 を押します。

右ページへスクロール  を押します。
PCモードのときのみ操
作できます。

前のページへ戻る  または  （前ペー
ジ）を押します。

下ページへスクロール  を押します。
次のページへ進む  を押します。
ブックマーク一覧を
表示

 を押します。

左ウィンドウに切替 マルチウィンドウを表
示しているときに、  
を押します。

右ウィンドウに切替 マルチウィンドウを表
示しているときに、  
を押します。

※ ポインタの移動速度は変更できます。（P.287）
ボタンに割り当てられた機能を変更する場合
機能メニュー［ショートカット一覧］を選択
し、変更するボタンを選んで  （編集）を
押し、割り当てる機能を選択して  （完了）
を押します。
お買い上げ時の状態に戻す場合は、ショー
トカット一覧画面で  （リセット）を押し、
［はい］を選択します。

● ジョグでページのスクロールはできます
が、ページ内で項目選択などのポインタ
移動はできません。ポインタ移動は4方向
ボタンで行ってください。

横画面で操作する

FOMA端末を90度傾けた横画面で操作
することができます。

 1 フルブラウザ画面で  （機能）を押
し、［横画面切替］を選び  を押す

△△△

××××××××××
　縦切替　　選択　　前ページ

○○○

インターネットホームページが横画面で表
示されます。

操作方法
操　作 ボタン操作

ポインタ移動     を押し
ます。

縦画面に切り替え  （縦切替）を押します。
前のページへ戻る  （前ページ）を押し

ます。
決定  を押します。

● インターネットホームページを横画面表
示しているときに  （縦切替）を押して
も、PagePilot画面を表示していた場合
など、すぐには縦画面に切り替わらない
ことがあります。ページ表示画面に戻し
たときに縦画面に切り替わります。

● 全画面表示の設定/解除は縦画面で行って
ください。（P.284）

ホームページ表示中の機能メニュー
について
インターネットホームページを表示中
に、  （機能）を押して表示される機能メ
ニューから次の操作ができます。
・ 機能メニューからの操作は横画面では利用
できません。縦画面に切り替えてから行っ
てください。

・ ページ読み込み中は実行できない機能があ
ります。

次ページにつづく
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項　目 操作方法
前のページへ戻る ［前のページへ戻る］を

選択
次のページへ進む ［次のページへ進む］を

選択
情報を再読み込み
する

［再読込］を選択

ブックマークに登録
する

［Bookmark登録］→［完
了］→フォルダを選択

別のサイトに接続
する

［Bookmark操作］→
フォルダ→ブックマー
クを選択

表示履歴を利用する
※

［表示履歴］を選択

インターネットホー
ムページを表示する

［Internet］を選択
（P.280、283）

表示中のページを
ホームに登録する

［ホーム登録］→［はい］
を選択

ホームに登録したイ
ンターネットホーム
ページを表示する

［ホーム］を選択

横画面で表示する ［横画面切替］を選択
全画面で表示する ［全画面表示/解除］を

選択
画像を保存する ［画像取得］→［保存］/

［保存して設定］→
画像を選択

マルチウィンドウで
表示する

［ウィンドウ操作］を選
択（P.283）

フレーム選択画面を
表示する

［フレーム全体表示］を
選択（P.283）

ページ内の文字列を
検索する

［ページ内検索］を選択
（P.285）

URLをメールで送信
する

［メール作成］を選択
（P.207）

文字を正しく表示
する

［文字コード変換］を
選択
・ 文字コードを順番に
変換し再表示します。

アニメーションを再
度動作する

［リトライ］を選択

タイトルを表示する［タイトル表示］を選択
URLを表示する ［URL表示］を選択

・ URLをコピーする場
合は、  （コピー）を
押します。

項　目 操作方法
証明書を表示する ［証明書表示］を選択

（P.284）
フルブラウザの設定
をする

［フルブラウザ設定］を
選択（P.286）

ボタンに割り当てら
れた機能を表示する

［ショートカット一覧］
を選択（P.281）

※ メモリの空き容量が不足した場合、表示さ
れる縮小画面とは異なる画像が表示される
ことがあります。

ホームページ表示中のアクション
メニューについて
インターネットホームページを表示中
に、  （アクション）を押して表示され
るアクションメニューから次の操作がで
きます。
・ アクションメニューからの操作は横画面で
は利用できません。縦画面に切り替えてか
ら行ってください。

・ 実際に操作できるアクションメニューは、
表示しているインターネットホームページ
やポインタの位置によって異なります。

項　目 操作方法
リンクを新しいウィン
ドウで表示する

［新ウィンドウで開く］
を選択（P.283）

リンク先URLを表示
する

［リンク先URL表示］
を選択（P.283）

画像をダウンロードし
て保存する

［画像保存］を選択
（P.285）

画像を保存して待受画
面などに設定する

［画像保存して設定］を
選択

大きく表示する ［ズームイン］を選択
小さく表示する ［ズームアウト］を選択
ページ全体から表示し
たい部分を選択する

［PagePilot］を選択
（P.284）

範囲を選択したり、画
面をつかんで移動する

［ドラッグ］を選択
（P.284）

テキストをコピーする［テキストコピー］を選
択（P.284）

テキストを貼り付ける［テキスト貼付］を選択
（P.284）
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URL履歴を使って表示する

URLを入力して表示したインターネット
ホームページを、URL履歴として50件
まで記録します。URL履歴からインター
ネットホームページに直接接続できます。
・ URL履歴が50件を超えると、古い履歴から
順番に上書きされます。

 1 フルブラウザメニューで［Internet］→
［URL履歴］を選び  を押す
URL履歴画面が表示されます。
URLを表示する場合

URL履歴にカーソルをあわせ、機能メ
ニュー［URL表示］を選択します。  （接
続）を押すとインターネットホームページ
に接続します。

URL履歴をメールで送信する場合
URL履歴にカーソルをあわせ、機能メ
ニュー［メール作成］を選択します。
・ ｉモードメール作成・送信（P.207操作

2～5）と同じ操作を行ってください。
URL履歴を削除する場合

URL履歴にカーソルをあわせ、機能メ
ニュー［削除］→［1件削除］→［はい］を選
択します。複数選択して削除する場合は、
機能メニュー［削除］→［選択削除］を選択
し、URL履歴を複数選択して  （完了）
を押し、［はい］を選択します。すべての
URL履歴を削除する場合は、機能メニュー
［削除］→［全件削除］を選択し、端末暗証
番号を入力して［はい］を選択します。

 2 URL履歴を選び  （接続）を押す
URL履歴のインターネットホームページに
接続します。

マルチウィンドウで表示する
複数のインターネットホームページを開
き、ウィンドウを切り替えて表示でき
ます。
・ ウィンドウは最大5つ表示できますが、表示
するインターネットホームページによって
は、最大数まで表示できないことがあります。

例： ホームを新しいウィンドウに表示する場合

 1 フルブラウザ画面で  （機能）を押
し、［ウィンドウ操作］を選び  を
押す
リンクを新しいウィンドウで表示する場合
フルブラウザ画面でリンクにカーソルを
あわせ、  （アクション）を押し、［新ウィ
ンドウで開く］を選択します。

リンク先のURLを表示する場合
フルブラウザ画面でリンクにカーソルを
あわせ、  （アクション）を押し、［リン
ク先URL表示］を選択します。

 2 ［新ウィンドウで開く］を選び  を
押す
裏ウィンドウで開く場合
［裏ウィンドウで開く］を選択します。
ウィンドウを閉じる場合
［ウィンドウを閉じる］→［OK］を選択し
ます。

ウィンドウを切り替える場合
［ウィンドウ切替］→切り替えるウィンド
ウを選択します。

 3 ［ホーム］を選択する
新しいウィンドウにホームが表示されます。
ブックマークから表示する場合
［Bookmark］→フォルダ→ブックマーク
を選択します。

URLを入力して表示する場合
［Internet］→［URL入力］を選択し、  
（編集）を押し、URLを入力して  （接
続）を押します。

URL履歴から表示する場合
［Internet］→［URL履歴］→URLを選択し
ます。

フレームページを表示する
複数のフレームで構成されたインター
ネットホームページを表示できます。フ
レーム選択画面からフレームを選択して
ページを表示します。

 1 フレーム選択画面で   でフレーム
を選び  を押す
選択したフレームが表示されます。
フレーム選択画面に戻る場合
機能メニュー［フレーム全体表示］を選択
します。

次ページにつづく
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画面表示を切り替える
画面にガイド表示を表示するかどうかを
設定できます。

 1 フルブラウザ画面で  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［全画面表示/解除］を選び  を押す
全画面表示/解除が設定されます。

SSL/TLS対応のページを表示する
フルブラウザでは、URLが「https://」か
ら始まるSSL/TLS対応のページを表示で
きます。
・ SSL/TLSは、認証/暗号技術を使用して安全
にデータ通信を行う方式です。

　ＳＳＬ／ＴＬＳ通信を
　開始します
　(認証中)

SSL/TLS対応のページを表示する場合、上
の画面が表示されます。SSL/TLS対応のペー
ジを表示すると、「 」が表示されます。
証明書を表示する場合
機能メニュー［証明書表示］→証明書を選
択します。

ページ全体から表示したい部分を
選択する

 1 フルブラウザ画面で  （アクション）
を押し、［PagePilot］を選び  を
押す
ページ全体が表示されます。

 2   /   で表示する部分を選択
し、  を押す
選択した部分が表示されます。

● メモリの空き容量が不足した場合、表示
される縮小画面とは異なる画像が表示さ
れることがあります。

ドラッグする
フルブラウザ画面でドラッグ操作を行
い、範囲を選択したり、画面をつかんで
移動することができます。
・ サイトによっては、ドラッグできないもの
もあります。

例： 範囲を選択する場合

 1 フルブラウザ画面で  （アクション）
を押し、［ドラッグ］を選び  を押す
ポインタ「 」が「 」に変わります。

 2 始点を選び  を押す
ポインタが「 」に変わります。
画面をつかんで移動する場合
つかむ位置で  を押し、   /   
で画面を移動します。

 3   /   で範囲を選択し、  
を押す
範囲が選択され、ポインタが「 」に戻ります。
ドラッグを終了する場合

 を押します。

テキストをコピーする

 1 フルブラウザ画面で  （アクション）
を押し、［テキストコピー］を選び  
を押す
ポインタ「 」が「 」に変わります。

 2 始点を選び  を押す

 3   /   で終点を選び  を
押す
テキストがコピーされます。
テキストを貼り付ける場合
フルブラウザ画面のテキストボックスで 

 （アクション）を押し、［テキスト貼付］
を選択します。
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ページ内の文字列を検索する

 1 フルブラウザ画面で  （機能）を押し、
［ページ内検索］を選び  を押す

 2 ［検索文字列］に検索キーワードを入力
する
全角25文字、半角50文字以内で入力します。

 3 ［完全一致］に［ON］/［OFF］を選択する

 4 ［大文字小文字区別］に［ON］/［OFF］を
選択する

 5  （実行）を押す
検索した文字列が反転表示されます。
前後の検索結果を表示する場合

 （前検索）/  （次検索）を押します。

画像をアップロードする
画像のアップロードに対応しているイン
ターネットホームページでは、データ
BOXまたはmicroSDメモリーカードに
保存されている画像をアップロードする
ことができます。
・ アップロードする方法は、インターネット
ホームページによって異なります。

 1 フルブラウザ画面で「select」ボタンを
選び  を押す

 2 データBOXまたはmicroSDメモリー
カードのマイピクチャから画像を選択
する
・ アップロードできる画像は次のとおりです。

カテゴリ ファイル形式
ファイル
サイズ

画像
サイズ

マイピ
クチャ

GIF/
JPEG

80Kバイト
以下※ －

※ 1件あたりのサイズです。複数の画像
や文字列を含む場合は、合計で100K
バイト以下となります。

画像を保存する
インターネットホームページから画像
をダウンロードして、データBOXや
microSDメモリーカードに保存できます。
・ 保存できる画像は、1Mバイト以下のGIF画
像、JPEG画像、PNG画像、BMP画像です。
PNG画像とBMP画像はmicroSDメモリー
カードにのみ保存できます。

・ 画像サイズが［UXGA（1600×1200）］を超
えるGIF画像、［待受（480×864）］を超える
GIFアニメはデータBOXに保存できません。
また、JPEG画像によってはデータBOXに
保存できないことがあります。

 1 フルブラウザ画面で保存したい画像に
ポインタをあわせる

 2  （アクション）を押し、［画像保存］
を選び  を押す
保存先選択画面が表示されます。
［データBOX］：
データBOXに保存します。保存するフォ
ルダを選択します。

［microSD］：
microSDメモリーカードに保存します。

 3 保存先を選び  を押す
選択した保存先に画像が保存されます。

ブックマークを管理する
フルブラウザのブックマークを200件ま
で登録できます。
・ ブックマークのフォルダ一覧画面やブック
マーク一覧画面から操作できる機能につい
ては、P.191をご覧ください。（フルブラウ
ザでは、URLも変更することができます）

・ 「http://」を含み半角の英数字・記号512文字
までのURLを登録できます。

・ ブックマークは最大16個のフォルダで管理
できます。

・ ブックマークのフォルダ名は全角16文字、
半角32文字まで入力できます。

・ メモリの空き容量が不足した場合、表示さ
れる縮小画面とは異なる画像が表示される
ことがあります。

次ページにつづく
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ブックマークを編集する
ブックマークのタイトルやURLを変更で
きます。

 1 フルブラウザメニューで［Bookmark］
→フォルダを選び  を押し、ブック
マークを選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［編集］を選び  を押す
ブックマーク編集画面が表示されます。

 3 ［タイトル］を選び  を押し、タイ
トルを入力する
全角12文字、半角24文字以内で入力します。

 4 ［URL］を選び  を押し、URLを入
力する
「http://」を含み半角の英数字・記号512文字
以内で入力します。

 5  （完了）を押す
編集した内容が保存されます。

フルブラウザの設定をする
フルブラウザに関する各種の機能を設定
します。
・ インターネットホームページ表示中に機能
メニューから操作することもできますが、
一部の機能は実行できません。

ホームURLを登録する
ホームに設定するインターネットホーム
ページのURLを登録できます。お買い上
げ時は、「http://www.google.co.jp」が
ホームURLとして登録されています。

 1 フルブラウザメニューで［フルブラウ
ザ設定］→［ホーム設定］を選び  を
押す

 2  （編集）を押し、URLを入力して 
 （確定）を押す

「http://」を含み半角の英数字・記号512文字
以内で入力します。

Cookieについて設定する

Cookieとは、インターネットホームペー
ジに接続したときに、FOMA端末にユー
ザ名やアクセス日時、アクセス回数など
のデータを一時的に記録するしくみで
す。次回同じインターネットホームペー
ジに接続したときにその情報が参照され
ます。
インターネットホームページ接続時に
Cookieを送受信するかどうかを設定で
きます。
・ Cookieを有効にすることで第三者にお客様
の情報が知られても、当社としては責任を負
いかねますのであらかじめご了承ください。

・ インターネットホームページによっては、
Cookieを無効にすると正常に表示・利用で
きない場合があります。

 1 フルブラウザメニューで［フルブラウ
ザ設定］→［Cookie設定］を選び  
を押す
［有効］：

Cookieを常に有効にします。
［送信時に確認］：

Cookieを送信するかどうかを選択でき
ます。

［受信時に確認］：
Cookieを受信するかどうかを選択でき
ます。

［送受信時に確認］：
Cookieを送受信するかどうかを選択でき
ます。

［無効］：
Cookieを常に無効にします。

Cookieを全件削除する場合
［Cookie削除］を選択し、端末暗証番号を
入力して［はい］を選択します。

 2 Cookieを有効にするかどうかを選び 
 を押す

Cookie設定が設定されます。

● 別のFOMAカードに差し替えると、Cookie
設定は［無効］に変更されます。
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JavaScriptの有効/無効を設定する

JavaScriptとは、インターネットホーム
ページ上で使われているプログラム言語
で、動きのあるホームページなどで利用さ
れています。
インターネットホームページにJavaScript
が使われているとき、プログラムを実行さ
せるかどうかを設定できます。
・ インターネットホームページによっては、
無効にすると正常に表示できない場合があ
ります。

 1 フルブラウザメニューで［フルブラウ
ザ設定］→［Script設定］を選び  を
押す
［有効（自動通信）］：
通信時にプログラムを自動で実行します。

［有効（通信時確認）］：
通信時にプログラムを実行するかどうか
を確認します。通信時の確認画面で［はい
（以後非表示）］を選択すると、設定は自動
的に［有効（自動通信）］に切り替わります。

［無効］：
プログラムを実行しません。

 2 プログラムの実行方法を選び  を
押す
Script設定が設定されます。
［有効（自動通信）］を選択した場合
［はい］を選択します。

表示モードを設定する
フルブラウザ起動時の表示モードを設定
します。

 1 フルブラウザメニューで［フルブラウ
ザ設定］→［表示モード設定］を選び 

 を押す
［PCモード］：
パソコン用の画面サイズで表示します。

［ケータイモード］：
FOMA端末の横幅にあわせて縮小表示し
ます。

 2 表示モードを選び  を押す
表示モード設定が設定されます。

画像を表示しないようにする
インターネットホームページを表示する
ときに、画像を表示するかどうかを設定
できます。

 1 フルブラウザメニューで［フルブラウ
ザ設定］→［画像表示設定］を選び  
を押す

 2 ［ON］/［OFF］を選び  を押す
画像表示設定が設定されます。

画面の表示倍率を設定する
フルブラウザ画面の表示倍率を設定でき
ます。

 1 フルブラウザメニューで［フルブラウザ
設定］→［画面倍率］を選び  を押す

 2 画面倍率を選び  を押す
［75%］、［100%］、［125%］、［150%］、
［175%］、［200%］から選択します。

スクロール中にページ全体を表示
する
スクロール中に自動的にページ全体を表
示するかどうかを設定できます。

 1 フルブラウザメニューで［フルブラウ
ザ設定］→［PagePilot設定］を選び 

 を押す

 2 ［移動中表示する］/［移動中表示しない］
を選び  を押す
PagePilot設定が設定されます。

ポインタの移動速度を設定する
ポインタを移動する速さを設定できます。

 1 フルブラウザメニューで［フルブラウ
ザ設定］→［ポインタ速度設定］を選び 

 を押す

 2 ポインタの移動速度を選び  を押す
［1（遅い）］、［2～4］、［5（速い）］から選択し
ます。

次ページにつづく
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新しいウィンドウを自動で開くか
どうかを設定する
インターネットホームページのJavaScript
から新規ウィンドウを開く指示があったと
きに、自動でウィンドウを開くかどうかを
設定できます。

 1 フルブラウザメニューで［フルブラウ
ザ設定］→［ウィンドウオープンガー
ド］を選び  を押す
［有効］：
新規ウィンドウを開きません。

［無効］：
新規ウィンドウを開きます。

 2 ［有効］/［無効］を選び  を押す
ウィンドウオープンガードが設定されます。

Refererの送信について設定する

Refererとはリンク元情報のことです。
Refererを送信すると、どのページから
アクセスしているかの情報がサイトに送
信されます。
リンクを選択してインターネットホーム
ページを表示したときに、Refererを送
信するかどうかを設定できます。
・ Refererを使用することで第三者にお客様の
情報が知られても、当社としては責任を負
いかねますのであらかじめご了承ください。

・ インターネットホームページによっては、
Refererを送信しないと正常に表示できない
場合があります。

 1 フルブラウザメニューで［フルブラウ
ザ設定］→［Referer設定］を選び  
を押す

 2 ［送信する］/［送信しない］/［毎回確認］
を選び  を押す
Referer設定が設定されます。

フルブラウザ機能を利用するかど
うかを設定する
フルブラウザ機能を利用するかどうかを
設定できます。

 1 フルブラウザメニューで［フルブラウ
ザ設定］→［アクセス設定］を選び  
を押す
［利用する］：
フルブラウザを利用できます。

［利用しない］：
フルブラウザ起動時にアクセス設定画面
が表示されます。

 2 フルブラウザ機能を利用するかどうか
を選び  を押す

 3 ［OK］を選び  を押す
アクセス設定が設定されます。

● 別のFOMAカードに差し替えると、アク
セス設定は［利用しない］に変更されます。

フルブラウザの設定内容を確認する

 1 フルブラウザメニューで［フルブラウ
ザ設定］→［フルブラウザ設定確認］を
選び  を押す
設定内容が表示されます。

フルブラウザの設定を初期状態に
戻す
フルブラウザ設定をお買い上げ時の状態
に戻すことができます。

 1 フルブラウザメニューで［フルブラウ
ザ設定］→［フルブラウザ設定リセッ
ト］を選び  を押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。

 2 端末暗証番号を入力し、  を押す

 3 ［はい］を選び  を押す
フルブラウザ設定がリセットされます。
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保存した画像を表示する
 〈マイピクチャ〉

データBOXやmicroSDメモリーカード
のマイピクチャに保存されている画像を
表示します。

 1 待受画面で  （ ）を押し、［マイピ
クチャ］を選び  を押す
マイピクチャのフォルダ一覧が表示され
ます。

 2 フォルダを選び  を押す
カメラ　　　　　　　１／２５

お気に入りの猫

きみの猫

記念撮影

となりのミー

ミーの友達

おすましポー

管理用タイトル

マイピクチャのファイル一覧が表示され
ます。
・ 画像の種類・サイズは、次のアイコンで
確認できます。
アイコン 種　類 サイズ

JPEG画像 sQCIF（128×96）
QCIF（176×144）
QVGA（240×320）
CIF（352×288）
WQVGA（240×432）
VGA（640×480）
待受（480×864）
1M（1280×960）
2M（1632×1224）
2Mワイド（1920×1080）
3M（2048×1536）
5M（2592×1944）
その他

アイコン 種　類 サイズ
ミニフォト
画像

QCIF（176×144）
QVGA（240×320）
VGA（640×480）
待受（480×864）
その他

フレーム画像 －
スタンプ画像 －
デコメ絵文字 －
GIF画像 －
Flash画像 －
位置情報あり －

・ FOMA端末外への出力が禁止されてい
る画像は、アイコンの右上に「 」が表
示されます。

保存日時を表示する場合
 を押すと管理用タイトルと保存日時

の表示を一時的に切り替えることができ
ます。

 3 画像を選び  を押す

拡大
機能 表示

ＭＥＮＵ　

表示画質

選択した画像が表示されます。
表示画質を変更する場合

 を押します。  を押すと、ノーマ
ル/シャープ/ダイナミックを切り替える
ことができます。
・ 表示画質は次のアイコンで確認でき
ます。

ノーマル
シャープ
ダイナミック

画面からアイコン表示やガイド表示を消す
場合

 （表示）を押します。  （表示）を押す
と、標準表示/簡易表示/表示なしを切り替
えることができます。
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前後の画像を表示する場合
 で前の画像、  で次の画像を表示し

ます。
JPEG画像、GIF画像の表示サイズを切り
替える場合

 （等倍/標準/拡大/縮小）を押します。
 （等倍）を押すと、画像が等倍で表示さ

れます。ただし、サイズが［sQCIF（128
×96）］、［QCIF（176×144）］、［QVGA
（240×320）］の画像は、  （標準）を押
すと2倍で表示されます。

Flash画像を再度動作させる場合
 （リトライ）を押します。

ｉモードメールに添付する場合
 （機能）を1秒以上押します。（P.212）

ブログに投稿する場合
機能メニュー［ブログ投稿］→投稿先の
サービスを選択します。（P.358）

待受画面などに設定する場合
機能メニュー［画面設定］→画面の種類を
選択します。

位置情報を付加する場合
機能メニュー［位置情報］→［位置情報取
得］を選択します。（P.277）

付加された位置情報を利用する場合
機能メニュー［位置情報］→［位置情報利
用］を選択します。（P.277）

付加された位置情報の詳細を表示する場合
機能メニュー［位置情報］→［位置情報詳
細］を選択します。

付加された位置情報を削除する場合
機能メニュー［位置情報］→［位置情報削
除］→［はい］を選択します。

● microSDメモリーカードの画像をファイ
ル一覧で表示している場合は、位置情報
取得と位置情報削除はできません。

● microSDメモリーカードのファイル一覧
や画像は、表示に時間がかかることがあ
ります。

● 撮影した画像をパソコンなどで編集する
と、画像の縮小表示が「 」と表示される
ことがあります。

● 画像が表示できない場合は、「 」が表示
されます。

● 高速赤外線通信を使って静止画を送信す
ることができます。（P.330）

音楽付スライドショーで表
示する
データBOXやmicroSDメモリーカード
のマイピクチャに保存されているJPEG
画像を、BGMやエフェクトを付けて自
動的に切り替えて表示します。
・ 音楽付スライドショーは横画面で再生され
ます。

例： データBOXのマイピクチャから音楽付ス
ライドショーを再生する場合

 1 マイピクチャのファイル一覧で  
（機能）を押す
機能メニューが表示されます。
メニュー画面から音楽付スライドショーを
再生する場合
メニューで［イメージング］→［音楽付スラ
イドショー］を選択します。

カメラ起動中に音楽付スライドショーを再
生する場合
カメラモード画面で  を押して  
（一覧表示）を押し、機能メニュー［音楽付
スライドショー］を選択します。

 2 ［音楽付スライドショー］を選び  
を押す
音楽付スライドショーの再生スタンバイ中
画面が表示されます。

 3  （再生）を押す
音楽付スライドショーが開始されます。
操作方法
操　作 ボタン操作
再生  （再生）を押します。
一時停止  （ポーズ）を押します。
音量調節   を押します。
画像送り 一時停止中に  を押します。

押し続けると連続して画像を送
ります。

画像戻し 一時停止中に  を押します。
押し続けると連続して画像を戻
します。

再生中にアイコン表示やガイド表示を表示
する場合

 を押します。  を押すと、表
示/非表示を切り替えることができます。

次ページにつづく
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音楽付スライドショーを再生するフォルダ
を指定する場合
一時停止中に機能メニュー［ ］→フォル
ダを選択します。

エフェクトを変更する場合
一時停止中に機能メニュー［ ］（エフェ
クト）→エフェクトの種類を選択します。

エフェクトの繰り返しを設定する場合
一時停止中に機能メニュー［ ］（繰返し）
→［ ］（あり）/［ ］（なし）を選択します。

BGMを変更する場合
一時停止中に機能メニュー［ ］（BGM）
→［ ］（データBOX）→［ミュージック］/
［ｉモーション］→BGMを選択します。
BGMを鳴らさない場合は、［ ］（サイレ
ント）を選択します。
・ ［ミュージック］から再生範囲が指定さ
れている着うたフル®を選択した場合、
設定方法選択画面が表示されます。［ま
るごと設定］を選択した場合は、着う
たフル®の曲全体がBGMに設定されま
す。［オススメ設定］を選択した場合は、
着うたフル®の指定された再生範囲が
設定されます。

表示画質を設定する場合
一時停止中に機能メニュー［ ］（表示画
質切替）→［ ］（ノーマル）/［ ］（シャー
プ）/［ ］（ダイナミック）を選択します。

音楽付スライドショーを終了する場合
 を押します。音楽付スライドショー

を終了して待受画面に戻ります。

静止画を編集する 〈静止画編集〉

マイピクチャに保存したJPEG画像にス
タンプを押したり、フレームを付けたり
して編集できます。
・ お買い上げ時に登録されている画像、

FOMA端末外への出力が禁止されている画
像、撮影モードを［パノラマ撮影］に設定し
て撮影した画像は編集できません。

・ 画像によっては、編集できないことがあり
ます。

・ 画像の編集を始めると、回転表示されてい
る画像は回転が解除され、保存の向きで表
示されます。保存後の画像の表示も保存の
向きになります。

・ 画像の編集を繰り返し行うと、画像が劣化
することがあります。

フレームを貼付ける
画像サイズが［sQCIF（128×96）］、［QCIF
（176×144）］、［QVGA（240×320）］、
［CIF（352×288）］、［VGA（640×480）］、
［待受（480×864）］の画像にフレームを貼
付けることができます。
例： フレームを貼付けて上書き保存する場合

 1 マイピクチャのファイル一覧で画像を
選び  を押し、  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［静止画編集］→［フレーム］を選び  
を押す

 3 フレームを選び  を押す
フレームを確認する場合
フレームにカーソルをあわせ、  （見る）
を押します。

 4  （保存）を押し、［上書保存］を選び 
 を押す

フレームを貼付けた画像が上書き保存され
ます。
新しい画像として保存する場合
［新規保存］→保存先を選択します。

スタンプを貼付ける
画像サイズが［sQCIF（128×96）］、［QCIF
（176×144）］、［QVGA（240×320）］、
［CIF（352×288）］、［VGA（640×480）］、
［待受（480×864）］の画像にスタンプを貼
付けることができます。
例： スタンプを貼付けて上書き保存する場合

 1 マイピクチャのファイル一覧で画像を
選び  を押し、  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［静止画編集］→［画像スタンプ］を選び 
 を押す

 3 スタンプを選び  を押す
スタンプを確認する場合
スタンプにカーソルをあわせ、  （見る）
を押します。
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 4   /   で位置を調節し、  
（貼付）を押す
同じスタンプを追加する場合
操作4を繰り返します。

別のスタンプを貼付ける場合
 （再選択）を押し、もう一度操作3～4

を行います。

 5  （確定）を押す

 6  （保存）を押し、［上書保存］を選び 
 を押す

スタンプを貼付けた画像が上書き保存されます。
新しい画像として保存する場合
［新規保存］→保存先を選択します。

文字を貼付ける
画像サイズが［sQCIF（128×96）］、［QCIF
（176×144）］、［QVGA（240×320）］、
［CIF（352×288）］、［VGA（640×480）］、
［待受（480×864）］の画像に文字を貼付け
ることができます。貼付ける文字のタイ
プや文字色を指定することもできます。
例： 文字を貼付けて上書き保存する場合

 1 マイピクチャのファイル一覧で画像を
選び  を押し、  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［静止画編集］→［テキストスタンプ］を
選び  を押す
テキストスタンプ

文字入力

文字色　　　　　　　□
文字サイズ　　　標準
文字タイプ　　　標準
文字太さ　　　　標準
下線　　　　　　なし

［文字入力］：
貼付ける文字を全角10文字、半角20文字
以内で入力します。

［文字色］：
貼付ける文字の色を選択します。

［文字サイズ］：
貼付ける文字のサイズを選択します。

［文字タイプ］：
貼付ける文字の種類を選択します。

［文字太さ］：
貼付ける文字の太さを選択します。

［下線］：
貼付ける文字に下線を表示するかどうか
を選択します。

 3 各項目を設定する
 4  （確定）を押す

 5   /   で位置を調節し、  
（貼付）を押す
同じテキストスタンプを追加する場合
操作5を繰り返します。

別のテキストスタンプを貼付ける場合
 （再編集）を押し、もう一度操作2～5

を行います。

 6  （確定）を押す

 7  （保存）を押し、［上書保存］を選び 
 を押す

文字を貼付けた画像が上書き保存されます。
新しい画像として保存する場合
［新規保存］→保存先を選択します。

画像の一部をズームして切出す
画像の一部分をズームした状態で範囲を指
定し、［sQCIF（128×96）］、［QCIF（176
×144）］、［QVGA（240×320）］、［CIF（352
×288）］、［VGA（640×480）］、［待受（480
×864）］のサイズに切出すことができます。
・ 画像サイズが［sQCIF（128×96）］の場合
は、切出しできません。

例： 画像を切出して上書き保存する場合

 1 マイピクチャのファイル一覧で画像を
選び  を押し、  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［静止画編集］→［ズーム切出し］→切出
す画像サイズを選び  を押す
・ 薄く表示されている画像サイズには切出
しできません。

 3  （ズーム（T））/  （ズーム（W））を押す
ＱＣＩＦ（１７６×１４４）

次ページにつづく
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・  （ズーム（T））を押すと拡大され、  
（ズーム（W））を押すと縮小されます。
ズームが調節され、設定したズーム倍率が
バー表示されます。

 4   /   で切出す範囲を選択し、
 （確定）を押す

画像が指定したサイズに切出されます。

 5  （保存）を押し、［上書保存］を選び 
 を押す

切出した画像が上書き保存されます。
新しい画像として保存する場合
［新規保存］→保存先を選択します。

回転する
画像サイズが［sQCIF（128×96）］、［QCIF
（176×144）］、［QVGA（240×320）］、［CIF
（352×288）］、［VGA（640×480）］、［待
受（480×864）］の画像を回転できます。
例： 画像を回転して上書き保存する場合

 1 マイピクチャのファイル一覧で画像を
選び  を押し、  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［静止画編集］→［回転］を選び  を押す

 3  （回転）を押し、  （確定）を押す
 （回転）を押すたびに、画像が90°ずつ時

計回りに回転します。

 4  （保存）を押し、［上書保存］を選び 
 を押す

回転した画像が上書き保存されます。
新しい画像として保存する場合
［新規保存］→保存先を選択します。

画像サイズを変換する
画像サイズを［sQCIF（128×96）］、［QCIF
（176×144）］、［QVGA（240×320）］、［CIF
（352×288）］、［VGA（640×480）］、［待
受（480×864）］のサイズに変換できます。
例： 画像サイズを変換して保存する場合

 1 マイピクチャのファイル一覧で画像を
選び  を押し、  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［静止画編集］→［サイズ変換］→変換す
る画像サイズを選び  を押す
・ 薄く表示されている画像サイズには変換
できません。

 3  ［保存］を押し、［はい］→保存先を
選び  を押す
サイズを変換した画像が保存されます。

● 画像サイズによっては、選択した画像サ
イズに変換できないことがあります。

画像に効果を加える
画像に特殊効果を加えることができます。

 1 マイピクチャのファイル一覧で画像を
選び  を押し、  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［静止画編集］→［画像効果］を選び  
を押す
［Photo fix］：
画像の色合いや明るさを自動的に調節し
ます。

［マンガ調］：
画像をマンガ風のタッチに仕上げます。

［グレースケール］：
画像を白黒のモノクロ画像にします。

［アンティーク調］：
画像を古い写真のような色合いにします。
セピアよりも明るくなります。

［スケッチ］：
画像を色付きの線画のイメージに仕上げ
ます。

 3 画像効果を選び  を押す
画像効果を取り消して表示する場合

 （効果OFF）を押します。元に戻す場
合は、  （効果ON）を押します。

 4  （保存）を押し、［上書保存］を選び 
 を押す

効果をつけた画像が上書き保存されます。
新しい画像として保存する場合
［新規保存］→保存先を選択します。
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画像をお預かりセンターに保存する
電話帳お預かりサービスを利用して、
GIF画像/JPEG画像を一度に10件までお
預かりセンターに保存できます。
･ 本サービスはお申し込みが必要な有料サー
ビスです。サービスの詳細は、『ご利用ガイ
ドブック（ｉモード＜FOMA＞編）』をご覧く
ださい。
･ 1件あたりのファイルサイズが100Kバイト
を超える画像、FOMA端末外への出力が禁
止されている画像は保存できません。

 1 マイピクチャのファイル一覧で  
（機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［お預かりセンター保存］を選び  
を押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。

 3 端末暗証番号を入力し  を押す
選択保存画面が表示されます。

 4 画像を選び  を押す
・ 複数の画像を保存する場合は、操作4を繰
り返します。

 5  （完了）を押す
保存確認画面が表示されます。

 6 ［はい］を選び  を押す
お預かりセンターに接続され、画像の保存
が実行されます。保存が完了すると保存結
果画面が表示されます。

動画/ｉモーションを再生する
 〈ｉモーション〉

データBOXやmicroSDメモリーカー
ドのｉモーションに保存されている動
画/ｉモーションを再生します。

 1 待受画面で  （ ）を押し、［ｉモー
ション］を選び  を押す
ｉモーションのフォルダ一覧が表示され
ます。
前回停止した位置から再生する場合
［続きから再生］を選択します。

プレイリストを再生する場合
［プレイリスト］フォルダ→プレイリスト
にカーソルをあわせ、  （再生）を押し
ます。プレイリスト内の動画/ｉモーショ
ンを再生する場合は、［プレイリスト］
フォルダ→プレイリストを選択し、動画/
ｉモーションにカーソルをあわせ、  
（再生）を押します。

 2 フォルダを選び  を押す
カメラ　　　　　　　１／８

花と戯れる子

ある昼下がり

なかよし

我輩は…

さらば友よ

夜の散歩

管理用タイトル

ｉモーションのファイル一覧が表示され
ます。
・ 動画/ｉモーションの種類・サイズ、再生
制限は、次のアイコンで確認できます。

 種類・サイズ
アイコン 種　類 サイズ

映像と音声
が含まれる
動画/ｉモー
ション

sQCIF（128×96）
QCIF（176×144）
QVGA（320×240）
VGA（640×480）
その他

映像のみの
動画/ｉモー
ション

sQCIF（128×96）
QCIF（176×144）
QVGA（320×240）
VGA（640×480）
その他

音声のみの
動画/ｉモー
ション（歌手
の歌声など
映像のない
ｉモーション）

－

途中までダ
ウンロード
し た 動 画/
ｉモーション

－

次ページにつづく
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・ FOMA端末外への出力が禁止されてい
る動画/ｉモーションは、アイコンの右
上に「 」が表示されます。

 再生制限
アイコン 再生制限

再生制限ありの動画/ｉモーション
再生期限切れの動画/ｉモーション

フォルダ内の動画を連続再生する場合
機能メニュー［連続再生］を選択します。
一覧表示されているファイルが順番に再
生されます。停止するときは  （停止）
を押します。

保存日時を表示する場合
 を押すと管理用タイトルと保存日時

の表示を一時的に切り替えることができ
ます。

 3 動画/ｉモーションを選び  を押す
選択した動画/ｉモーションが表示されます。
不足データ取得確認画面が表示される場合
［はい］を選択します。
表示画質を変更する場合

 を押します。  を押すと、ノーマ
ル/シャープ/ダイナミックを切り替える
ことができます。
・ 表示画質は次のアイコンで確認でき
ます。

ノーマル
シャープ
ダイナミック

画面からアイコン表示やガイド表示を消す
場合

 （表示）を押します。  （表示）を押す
と、標準表示/簡易表示/表示なしを切り替
えることができます。

前後の動画/ｉモーションを表示する場合
 で前の動画/ｉモーション、  で次の

動画/ｉモーションを表示します。
画像の表示サイズを切り替える場合

 （等倍/標準/拡大）を押します。サイズ
が［QVGA（320×240）］の画像は、  
（等倍）を押すと等倍で表示されます。サ
イズが［sQCIF（128×96）］、［QCIF（176
×144）］の画像は、  （標準）を押すと2
倍で表示されます。
・ サイズが［VGA（640×480）］の画像は
常に等倍で表示され、表示サイズの切
り替えはできません。

ｉモードメールに添付する場合
 （機能）を1秒以上押します。（P.212）

ブログに投稿する場合
機能メニュー［ブログ投稿］→ブログサー
ビスを選択します。（P.358）

待受画面などに設定する場合
機能メニュー［画面設定］→画面の種類を
選択します。

電話着信音などに設定する場合
機能メニュー［音設定］→着信音の種類を
選択します。

画像の表示方法を一時的に切り替える場合
機能メニュー［再生切替］→画像の表示方
法を選択します。
・ 画像サイズが［QVGA（320×240）］の
場合、［横画面ワイド（フル）］/［横画面
ワイド（ズーム）］も選択できます。

画像の表示方法を設定する場合
機能メニュー［再生画面設定］→画像の表
示方法を選択します。

 4  （再生）を押す

表示画質

選択した動画/ｉモーションが再生されます。
操作方法
操　作 ボタン操作
再生  （再生）を押します。
一時停止  （ポーズ）を押します。
停止  （停止）を押します。
音量調節   を押します。
早送り 再生中に  を押します。  を

押している間だけ早送りするこ
ともできます。

早戻し 再生中に  を押します。  を
押している間だけ早戻しするこ
ともできます。

コマ送り 一時停止中に  を押します。
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● 動画/ｉモーションを初めて再生する場
合、横画面で再生するかどうかを確認す
る画面が表示されます。［はい］を選択す
ると、横画面で再生されます。

● microSDメモリーカードのファイル一覧
や動画/ｉモーションは、表示に時間がか
かる場合があります。

● 撮影した動画をパソコンなどで編集する
と、動画の縮小表示が「 」と表示される
ことがあります。

● 電池パックを外した状態または空の状態
でFOMA端末をしばらく放置すると、日
付時刻がリセットされ、再生期限が決め
られている動画/ｉモーションが再生でき
なくなることがあります。

● 動画/ｉモーションは、詳細情報の［着信
音設定可否］、［着信画面設定可否］が「可」
になっている場合に着信音、着信画像に
設定できます。ただし、次の動画/ｉモー
ションは設定できません。
‐ 赤外線通信、ｉC通信、ドコモケー
タイdatalinkなどでパソコンや他の
FOMA端末に転送して、もう一度
FOMA端末に戻したもの

‐ microSDメモリーカードからFOMA
端末に保存したもの（FOMA端末から
コピー /移動（コンテンツ移行を除く）
したものを、もう一度FOMA端末に戻
した場合も含む）

チャプターごとに再生する
ｉモーションをチャプター単位で再生し
ます。

 1 ｉモーションのファイル一覧で動画/
ｉモーションを選び  を押し、  
（機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［チャプター一覧］を選び  を押す
チャプター一覧　　　１／４

　チャプター１
００：００：００
　チャプター２
００：０１：２０
　チャプター３
００：０６：３０
　チャプター４
００：０９：００

 3 チャプターを選んで  を押す
選択した位置から動画/ｉモーションが再生
されます。
前/次のチャプターから再生する場合

 で前のチャプター、  で次のチャ
プターから再生します。

プレイリストを作成する
お好みの動画/ｉモーションをプレイリス
トに登録します。プレイリストは最大5
件まで作成/編集することができ、1件に
つき最大25件の動画/ｉモーションを登
録できます。
例： 動画/ｉモーションを1件ずつ追加登録する

場合

 1 ｉモーションのファイル一覧で動画/
ｉモーションを選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［プレイリスト登録］→［1件登録］を選
び  を押す
登録先選択　　　　　１／４

　プレイリスト１
　プレイリスト２
　プレイリスト３
　プレイリスト４

新しいプレイリストを作成する場合
ｉモーションのフォルダ一覧で［プレイリ
スト］を選び、機能メニュー［プレイリス
ト作成］を選択します。プレイリスト名を
全角10文字、半角20文字以内で入力し
ます。

複数選択して登録する場合
機能メニュー［プレイリスト登録］→［選択
登録］を選択し、動画/ｉモーションを複
数選択して  （完了）を押します。

次ページにつづく
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 3 登録するプレイリストを選び  を
押す
登録方法選択画面が表示されます。
［追加登録］：
選択した動画/ｉモーションをプレイリス
トに新規に追加します。

［全入換え］：
選択した動画/ｉモーションでプレイリス
トに登録されている動画/ｉモーションを
すべて上書きするかどうかを確認する画
面が表示されます。［はい］を選択すると、
登録されていた動画/ｉモーションはすべ
てプレイリストから削除されるのでご注
意ください。

 4 ［追加登録］を選び  を押す
プレイリストに動画/ｉモーションが登録さ
れます。

プレイリストの動画/ｉモーション
を削除/並べ替えする
プレイリストから動画/ｉモーションを削
除したり、プレイリスト内の動画/ｉモー
ションを並べ替えたりできます。プレイ
リストから動画/ｉモーションを削除して
も、動画/ｉモーションのファイルそのも
のは削除されません。
例： 1件ずつ削除する場合

 1 ｉモーションのフォルダ一覧で［プレ
イリスト］→プレイリストを選び  
を押す
プレイリストの動画/ｉモーション一覧が表
示されます。
すべて削除する場合
機能メニュー［プレイリストから削除］→
［全件削除］→［はい］を選択します。

 2 動画/ｉモーションを選び  （機能）を
押す
機能メニューが表示されます。
動画/ｉモーションを並べ替える場合
機能メニュー［並べ替え］→動画/ｉモー
ションを選択し、移動先にカーソルをあ
わせて  （移動）を押し、  （完了）を
押します。

 3 ［プレイリストから削除］→［1件削除］
→［はい］を選び  を押す
選択した動画/ｉモーションがプレイリスト
から削除されます。

プレイリストを削除/名前を変更する
プレイリストを削除したり、プレイリス
ト名を変更したりできます。
例： プレイリストを削除する場合

 1 ｉモーションのフォルダ一覧で［プレ
イリスト］を選び  を押す
プレイリスト一覧が表示されます。

 2 プレイリストを選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。
プレイリスト名を変更する場合
プレイリストにカーソルをあわせ、機能
メニュー［プレイリスト名編集］を選択し
ます。全角10文字、半角20文字以内で入
力します。

 3 ［プレイリスト削除］→［はい］を選び 
 を押す

選択したプレイリストが削除されます。

動画を編集する 〈動画編集〉

FOMA端末で撮影した動画を編集でき
ます。
・ 動画によっては、編集できないことがあり
ます。

動画を切出す
画像サイズが［sQCIF（128×96）］、［QCIF
（176×144）］、［QVGA（320×240）］、
［VGA（640×480）］の動画の一部を、範
囲やサイズを指定して切出します。
例： サイズを指定して動画を切出して上書き保

存する場合

 1 ｉモーションのファイル一覧で動画を
選び  を押し、  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。
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 2 ［動画編集］→［動画切出し］を選び  
を押す
動画切出し

　任意サイズ
　メール添付（小）サイズ
　メール添付（大）サイズ

［任意サイズ］：
開始位置と終了位置を指定して切出します。

［メール添付（小）サイズ］：
開始位置を指定して、開始位置から500K
バイトまでを自動的に切出します。

［メール添付（大）サイズ］：
開始位置を指定して、開始位置から2Mバ
イトまでを自動的に切出します。

 3 ［メール添付（小）サイズ］/［メール添付
（大）サイズ］を選び  を押す

 4   で切出しを開始する位置を選
び、  （始点）を押す
［任意サイズ］を選択した場合

  で切出しを終了する位置を選び、 
 （終点）を押します。

 5 ［はい］を選び  を押す

 6  （保存）を押し、［上書保存］を選び 
 を押す

切出した動画が上書き保存されます。
新しい動画として保存する場合
［新規保存］→保存先を選択します。

静止画として切出す
画像サイズが［sQCIF（128×96）］、［QCIF
（176×144）］、［QVGA（320×240）］、
［VGA（640×480）］の動画の任意の位置
を指定し、静止画として切出します。

 1 ｉモーションのファイル一覧で動画を
選び  を押し、  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［動画編集］→［静止画切出し］を選び 
 を押す

コマ送りする場合
 を押します。

コマ戻しする場合
 を押します。

 3  （再生）を押し、切出す位置で 
 （ポーズ）を押し、  （切出し）を

押す

 4 ［はい］を選び  を押す

 5  （保存）を押し、［はい］→保存先を
選び  を押す
切出した静止画がマイピクチャに保存され
ます。

画像サイズを変換する
画像サイズが［QVGA（320×240）］の動画
を画像サイズ［QCIF（176×144）］に変換し
ます。
例： 画像サイズを変換して上書き保存する場合

 1 ｉモーションのファイル一覧で動画を
選び  を押し、  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

次ページにつづく
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 2 ［動画編集］→［サイズ変換］を選び  
を押す

 3 ［はい］を選び  を押す

 4  （保存）を押し、［上書保存］を選び 
 を押す

サイズ変換された動画が上書き保存されます。
新しい動画として保存する場合
［新規保存］→保存先を選択します。

● ファイルサイズの大きい動画/ｉモーショ
ンは、変換に時間がかかることがあります。

● 変換後のファイルサイズが大きい場合、
500Kバイト以内に動画の一部を切出す
ことがあります。

カメラモードから画像を表
示/再生する
カメラで撮影した静止画や動画をカメラ
モード画面で表示/再生できます。ファイ
ル一覧では、6×4コマのサムネイル画像
を閲覧しながら静止画や動画を選択でき
ます。また、ブログ投稿やメール添付、
静止画編集/動画編集、画面設定や音設定、
画像の削除、移動、保存などの機能も、
マイピクチャやｉモーションから画像の
一覧や画像を表示したときと同様に利用
できます。

静止画を表示する

 1 カメラモード画面で  を押す

最後に撮影した静止画の保存先フォルダ内
にある、最も新しい日付の静止画が表示さ
れます。そのフォルダが空の場合、同一メ
モリ内の他のフォルダで静止画を探して表
示します。
・ 待受画面で  を1秒以上押しても、カ
メラで撮影した静止画または動画を表
示/再生できます。

操作方法
操　作 ボタン操作

表示画質変更  を押します。押すたび
にノーマル/シャープ/ダイ
ナミックが切り替わります。
（P.290）

表示切替  を押します。押すたびに
標準表示/キー操作ガイド表示/
表示なしが切り替わります。

前後の画像を
表示

 で前の画像、  で次の画
像を表示します。

拡大表示  （ズーム（T））を押します。
ズームする場合は、  （ズー
ム（T））/  （ズーム（W））を
押します。  （ズーム（T））
を押すと拡大され、  （ズー
ム（W））を押すと縮小されま
す。元のサイズに戻す場合
は、  （戻る）を押します。

動画再生に切
り替え

 を押します。押すたびに
静止画/動画が切り替わります。
・ 機能メニュー［ ］（ファ
イル）→［ ］（動画再生）
を選択しても、動画に切
り替えることができます。

表示するメモ
リを切り替え

 を押します。押すたび
にデータBOX/microSDメモ
リーカードが切り替わります。
・ 機能メニュー［ ］（ファ
イル）→［ ］（データ
BOX）/［ ］（microSD）
を選択しても、表示する
メモリを切り替えること
ができます。

カメラ起動  を押します。
ｉモードメー
ル添付

 （機能）を1秒以上押しま
す。（P.212）

画像の詳細情報を表示する場合
機能メニュー［ ］（ファイル）→［ ］（詳
細情報表示）を選択します。

ブログに投稿する場合
機能メニュー［ ］（データ送信）→［ ］
（ブログ投稿）→ブログサービスを選択し
ます。（P.358）

画像を編集する場合
機能メニュー［ ］（静止画編集）→編集の
種類を選択します。
・ 静止画を編集する（P.292～295）と同
じ操作を行ってください。編集の種類
を選択したあとは、縦画面での操作に
なります。
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待受画面などに設定する場合
機能メニュー［ ］（画面設定）→画面の種
類を選択します。

位置情報を付加する場合
機能メニュー［ ］（位置情報）→［ ］（位
置情報取得）を選択します。（P.277）

付加された位置情報を利用する場合
機能メニュー［ ］（位置情報）→［ ］（位
置情報利用）を選択します。（P.277）

付加された位置情報の詳細を表示する場合
機能メニュー［ ］（位置情報）→［ ］（位
置情報詳細）を選択します。

付加された位置情報を削除する場合
機能メニュー［ ］（位置情報）→［ ］（位
置情報削除）→［はい］を選択します。

 2  （一覧表示）を押す
　２００８０２１５１０２０３０

静止画のファイル一覧が表示されます。
フォルダ一覧画面を表示する場合

 （上階層へ）を押します。
画像を表示する場合
表示する画像のサムネイルにカーソルを
あわせ、  または  （一件表示）を押
します。
・ カメラモードから表示した静止画の
ファイル一覧では、JPEG画像のみ表
示できます。JPEG以外の画像のサム
ネイルを選択すると、表示できない旨
のメッセージが表示されます。

音楽付スライドショーを再生する場合
機能メニュー［音楽付スライドショー］を
選択します。（P.291）

動画を再生する

 1 動画撮影画面で  を押す

最後に撮影した動画の保存先フォルダ内に
ある、最も新しい日付の動画が表示されま
す。そのフォルダが空の場合、同一メモリ内
の他のフォルダで動画を探して表示します。
・ 待受画面で  を1秒以上押しても、カ
メラで撮影した静止画または動画を表
示/再生できます。

操作方法
操　作 ボタン操作

再生/
一時停止

 （再生）を押します。再
生中に  （ポーズ）を押す
と、再生を一時停止します。
・ 動画/ｉモーションを再生
する（P.296操作4）と同じ
操作を行ってください。

停止 一時停止中に  （機能）を
押し、［ ］を選択します。

表示画質変更  を押します。押すたび
にノーマル/シャープ/ダイ
ナミックが切り替わります。
（P.296）

表示切替  を押します。押すたび
に標準表示/キー操作ガイド
表示/表示なしが切り替わり
ます。

前後の動画を
表示

 で前の動画、  で次の動
画を表示します。

静止画表示に
切り替え

 を押します。押すたび
に静止画/動画が切り替わり
ます。
・ 機能メニュー［ ］（ファ
イル）→［ ］（静止画再
生）を選択しても、静止画
に切り替えることができ
ます。

表示するメモ
リを切り替え

 を押します。押すたび
にデータBOX/microSDメ
モリーカードが切り替わり
ます。
・ 機能メニュー［ ］（ファ
イル）→［ ］（データ
BOX）/［ ］（microSD）
を選択しても、表示する
メモリを切り替えること
ができます。

カメラ起動  を押します。
ｉモードメー
ル添付

 （機能）を1秒以上押しま
す。（P.212）

次ページにつづく
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動画の詳細情報を表示する場合
機能メニュー［ ］（ファイル）→［ ］（詳
細情報表示）を選択します。
・ 再生一時停止中に  （機能）を押し、
［ ］を選択しても詳細情報を表示でき
ます。

ブログに投稿する場合
機能メニュー［ ］（データ送信）→［ ］
（ブログ投稿）→ブログサービスを選択し
ます。（P.358）

動画を編集する場合
機能メニュー［ ］（動画編集）→編集の種
類を選択します。
・ 動画を編集する（P.298～300）と同じ操
作を行ってください。

待受画面などに設定する場合
機能メニュー［ ］（画面設定）→画面の種
類を選択します。

電話着信音などに設定する場合
機能メニュー［ ］（音設定）→着信音の種
類を選択します。

画像サイズが［QVGA（320×240）］の画像
を一時的にワイド表示に切り替える場合
機能メニュー［ ］（再生切替）→［ ］（横
画面ワイド（フル））/［ ］（横画面ワイド
（ズーム））を選択します。再生を停止する
と元の表示に戻ります。

 2  （一覧表示）を押す
　２００８０２１５１０３０３０

動画のファイル一覧が表示されます。
フォルダ一覧画面を表示する場合

 （上階層へ）を押します。

動画を再生する場合
再生する動画のサムネイルにカーソルを
あわせ、  または  （一件表示）を押
し、再生スタンバイ中画面で  （再生）
を押します。
・ 動画/ｉモーションを再生する（P.296
操作4）と同じ操作を行ってください。

フォルダ内の動画を連続再生する場合
機能メニュー［連続再生］を選択します。
サムネイル表示されているファイルが順
番に再生されます。停止するときは  
（停止）を押します。
プレイリストに登録する場合
機能メニュー［プレイリスト登録］→［1件
登録］/［選択登録］を選択します。
・ プレイリストを作成する（P.297）と同
じ操作を行ってください。

キャラ電とは 〈キャラ電〉

キャラ電とは、テレビ電話を利用すると
きに、自分の画像の代わりに送信する
キャラクタです。テレビ電話中にダイヤ
ルボタンを押してキャラクタを動かした
り、キャラクタによっては、送話口から
の音声に反応して口を動かすものもあり
ます。

■ お買い上げ時に登録されているキャラ電
 アイアイ 

 ©SEGA

■ お買い上げ時に登録されているキャラ
電のアクション一覧

アイアイ
全体アクション

1： アレレ？ 2： イェーイ！
3： エーンエーン 4： アハハッ
5： もうっ！ 6： ねむいよ～
7： がっかり… 8： ごめんなさーい
9： なんだってー！
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● お買い上げ時に登録されているキャラ電
を削除した場合は、「PlayNow by SO」
からダウンロードできます。

 ［ｉMenu］→［メニュー /検索］→［ケータ
イ電話メーカー］→［PlayNow by SO］

キャラ電を表示して操作する
データBOXのキャラ電に保存されている
キャラ電を表示します。

 1 待受画面で  （ ）を押し、［キャラ
電］を選び  を押す
キャラ電　　　　　　１／１

　アイアイ 管理用タイトル

キャラ電のファイル一覧が表示されます。
・ キャラ電にはファイル制限があり、キャ
ラ電のアイコンの右上に「 」が表示され
ます。

テレビ電話をかける場合
キャラ電にカーソルをあわせ、機能メ
ニュー［キャラ電発信］を選択し、電話番号
を入力して  （テレビ電話）を押します。

テレビ電話の代替画像に設定する場合
キャラ電にカーソルをあわせ、機能メ
ニュー［代替画像設定］を選択します。

 2 キャラ電を選び  を押す

アクションモードアイコン

 ©SEGA

前後のキャラ電を表示する場合
 で前のキャラ電、  で次のキャラ電

を表示します。

操作方法
操　作 ボタン操作

アクションを中
止する

アクション中に  を押
します。

アクションモー
ドを切り替える

 （切替）を押します。押
すたびに全体アクション
とパーツアクションが切
り替わります。

 （全体アクション）：
全身が動きます。

 （パーツアクション）：
体の一部が動きます。

アクション一覧
を表示する

 （一覧）を押します。ア
クションを選択するとア
クションを確認できます。
アクションにカーソルを
あわせ、  （詳細）を押す
とアクション名を表示し
ます。

他のキャラ電を
表示する

機能メニュー［キャラ電設
定］→［キャラ電切替］→
キャラ電を選択します。

● 操作できるアクションはキャラ電によっ
て異なります。キャラ電によっては、ア
クションがないものもあります。

音楽データを再生する
 〈ミュージック〉

データBOXやmicroSDメモリーカード
のミュージックに保存されている音楽
データを再生します。

 1 待受画面で  （ ）を押し、［ミュー
ジック］を選び  を押す
ミュージック

オリシ゛ナルフ゜レイリスト

フォルタ゛１

Ａｃｔｉｖｅ－ＯＫＩＮＯ，　ＳＨ

Ｃａｔ－Ｍａｓａｔｏ　Ｋｏｕｙａ

ミュージックのフォルダとファイルの一覧
が表示されます。

次ページにつづく
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・ 音楽データの種類・再生制限は、次のア
イコンで確認できます。

 種類
アイコン 種　類

/
オリジナルプレイリスト、WMA
プレイリスト、インポートプレイ
リスト
着うたフル®

途中までダウンロードした着う
たフル®

3GPP
WMA

・ 着うたフル®にはファイル制限がある
ため、アイコンの右上に「 」が表示さ
れます。

 再生制限
アイコン 再生制限

再生制限ありの音楽データ
再生期限切れの音楽データ
うた・ホーダイ
再生期限切れのうた・ホーダイ

フォルダ内の音楽データを再生する場合
フォルダを選んで  を押します。

ジャケット表示とリスト表示を切り替える
場合
機能メニュー［ジャケット表示切替］を選
択します。

ミュージックプレーヤーにする場合
機能メニュー［プレーヤーモード］を選択
します。

着うたフル®を着信音に設定する場合
着うたフル®にカーソルをあわせ、機能メ
ニュー［音設定］→着信の種類を選択し
ます。
・ 再生範囲が指定されている着うたフ
ル®を選択した場合、設定方法選択画
面が表示されます。［まるごと設定］を
選択した場合は、着うたフル®の曲全
体が着信音に設定されます。［オスス
メ設定］を選択した場合は、着うたフ
ル®の指定された再生範囲が着信音に
設定されます。

・ microSDメモリーカード内の着うたフ
ル®を選択した場合は、FOMA端末へ
の移動確認画面で［はい］を選択し、移
動先フォルダを選び  （保存）を押し
ます。

 2 音楽データを選び  を押す

選択した音楽データが再生されます。
操作方法
操　作 ボタン操作
再生  （再生）を押します。
停止  （停止）を押します。
音量調節   を押します。
頭出し  を押します。
早送り 再生中に  を1秒以上押します。
早戻し 再生中に  を1秒以上押します。

プレイリストを選択した場合
ミュージックプレーヤーに切り替わり
ます。

メロディを再生する 〈メロディ〉
データBOXやmicroSDメモリーカー
ドのメロディに保存されているSMF形
式/MFi形式のメロディを再生します。

 1 待受画面で  （ ）を押し、［メロ
ディ］を選び  を押す
メロディのフォルダ一覧が表示されます。

 2 フォルダを選び  を押す
プリインストール　　１／２１

　着信音１
　着信音２
　着信音３
　着信音４
　着信音５
　Ｓｙｍｐｈｏｎｙ
　Ｔｓｕｋｉ
　Ｐａｖａｎｅ
　Ｒａｉｎｄｒｏｐ
　Ｆｏｒｅｓｔ
　Ｃｕｃｋｏｏ　Ｃｌｏｃｋ
　Ｓｃｈｏｏｌ　Ｃｈｉｍｅ

管理用タイトル

メロディのファイル一覧が表示されます。
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・ メロディの種類は、次のアイコンで確認
できます。
アイコン 種　類

メロディ
3Dサウンド対応メロディ

・ FOMA端末外への出力が禁止されてい
るメロディは、アイコンの右上に「 」
が表示されます。

再生範囲が指定されているメロディを再生
する場合
メロディにカーソルをあわせ、機能メ
ニュー［ポイント再生］を選択します。

ｉモードメールに添付する場合
メロディにカーソルをあわせ、機能
メニュー［メール添付］を選択します。
（P.212）
電話着信音などに設定する場合
メロディにカーソルをあわせ、機能メ
ニュー［音設定］→着信音の種類を選択し
ます。

 3 メロディを選び  を押す

Ｔｓｕｋｉ

選択したメロディが再生され、着信ランプ
が点滅します。
再生を停止する場合

 （停止）を押します。
前後のメロディを再生する場合

 で前のメロディ、  で次のメロディ
を再生します。

音量を調節する場合
  を押します。

● バイブレータ（P.110）の設定にかかわら
ず、メロディ再生中にメロディに連動して
バイブレータが振動することがあります。

きせかえツールを表示/再生
する 〈きせかえツール〉

データBOXに保存されているきせかえ
ツールの内容を一覧表示して、選択した
データを表示/再生できます。
・ microSDメモリーカードに保存されている
きせかえツールの内容は一覧表示できます
が、データの表示/再生はできません。

 1 待受画面で  （ ）を押し、［きせか
えツール］を選び  を押す
きせかえツールのフォルダ一覧が表示され
ます。

 2 フォルダを選び  を押す
プリインストール　　１／７

Ｍａｎｕａｌ　Ｃｕｓｔｏｍ

Ｒｅｆｌｅｃｔｉｖｅ　Ｂｌａｃｋ

Ｗｈｉｔｅ　Ｓｃｒａｐｂｏｏｋ
　
Ｒｅｌｉｅｆ　Ｐｉｎｋ

Ｅｒｉｃｌｅ’ｓ　Ｔｒａｖｅｌ

ドコモダケ

きせかえツールの一覧が表示されます。
・ きせかえツールの種類は、次のアイコン
で確認できます。
アイコン 種　類

きせかえツール
途中までダウンロードしたきせ
かえツール

きせかえツールのイメージ画像を表示する
場合

 （見る）を押します。
きせかえツールを設定する場合
きせかえツールにカーソルをあわせ、機
能メニュー［きせかえ設定］を選択します。

次ページにつづく
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 3 きせかえツールを選び  を押す
Ｗｈｉｔｅ　Ｓｃｒａｐｂｏｏｋ　　１／１８

プレビュー

きせかえメニュー

待受画面

音声電話
発信画像
音声電話
着信画像
テレビ電話
発信画像

きせかえツール内のデータ一覧画面が表示
されます。
・ ファイルの種類は、次のアイコンで確認
できます。
アイコン 種　類

きせかえメニュー
動画/ｉモーション
画像またはメロディ
再生不可ファイル
カラーテーマ

不足データ取得確認画面が表示される場合
［はい］を選択します。
表示中のきせかえツールを設定する場合

 （きせかえ）を押します。

 4 データを選び  を押す
選択したデータを表示/再生します。

microSDメモリーカード
について

FOMA端末内の電話帳やメール、ブッ
クマークなどのデータをmicroSDメモ
リーカードに保存したり、microSDメ
モリーカード内のデータをFOMA端末
内に取り込むことができます。また、
FOMA端末からmicroSDメモリーカー
ド内のデータを閲覧したり、パソコンと
接続してmicroSDメモリーカードのリー
ダー /ライターとして利用したりできま
す。（P.314）
microSDメモリーカードをご利用になる
には、別途microSDメモリーカードが必
要となります。microSDメモリーカード
をお持ちでない場合は、家電量販店など
でお買い求めいただけます。
・ 他の機器からmicroSDメモリーカードに保
存したデータは、FOMA端末で表示/再生
できないことがあります。また、FOMA端
末からmicroSDメモリーカードに保存した
データは、他の機器で表示/再生できないこ
とがあります。

・ SO905iCSでは市販の2Gバイトまでの
microSDメモリーカードに対応していま
す。（2007年12月現在）

 microSDメモリーカードの製造メーカーや
容量など、最新の動作確認情報については
下記のサイトをご覧ください。また、掲載
されているmicroSDメモリーカード以外に
ついては、動作しない場合がありますので
ご注意ください。
ｉモードサイト：
［PlayNow by SO］（2007年
12月現在）
［ｉMenu］→［メニュー /検索］
→［ケータイ電話メーカー］→
［PlayNow by SO］
ホームページ：
ソニー・エリクソン・モバイルコミュニ
ケーションズ株式会社のホームページ
http://www.SonyEricsson.co.jp/
memorycard/

 なお、掲載されている情報は動作確認の結
果であり、すべての動作を保証するもので
はありませんので、あらかじめご了承くだ
さい。
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・ microSDメモリーカードにアクセス中（デー
タ読み込み中/保存中など）は、FOMA端末か
らmicroSDメモリーカードを取外さないで
ください。故障などの原因となります。

・ 挿入時アクセス準備中（最初の読み込みまた
は書き込みができるまでの準備中）は、「 」
が点滅します。「 」が点滅し続けている場合
は、microSDメモリーカードを取外して取
付けし直してください。それでも点滅が続
く場合は、microSDメモリーカードの状態
をご確認ください。

・ microSDメモリーカードにラベルなどを貼
らないでください。取付け/取外し時にラベ
ルがはがれて故障などの原因となります。

・ microSDメモリーカードに保存したデータ
は、別にバックアップを取るなどして保管
することをおすすめします。万一、保存し
たデータが消失または変化しても、当社と
しては責任を負いかねますので、あらかじ
めご了承ください。
パソコンなどでフォーマットしたmicroSDメ
モリーカードは、FOMA端末では使用できま
せん。必ずFOMA端末でフォーマットしてく
ださい。（P.313）

microSDメモリーカードの取付
けかた/取外しかた
■ 取付けかた
・ microSDメモリーカードを取付けるとき
は、必ず下記のように印字面を上にして正
しく取付けてください。下記以外の方向に
取付けると故障などの原因となります。

 1 挿入口のカバーを開ける
 2 microSDメモリーカード挿入口に差
し込む
・ 「カチッ」と音がするまで差し込んでくだ
さい。

1 3

2

印字面

 3 挿入口のカバーを閉じる
■ 取外しかた
 1 挿入口のカバーを開ける
 2 microSDメモリーカードを軽く押す

microSDメモリーカードが少し出てきます。

1 4

3
2

 3 microSDメモリーカードを取り出す

 4 挿入口のカバーを閉じる
● microSDメモリーカード装着中は画面に
「 」が表示されます。表示されない場合は、
microSDメモリーカードに関して次のよ
うな原因が考えられます。ご確認ください。
- 金属端子部にゴミなどが付着している
- 装着が不十分である
- 破損している
- 推奨以外の外部メモリを使用している
（推奨外部メモリについてはP.306の
QRコードを読み取り、「PlayNow by 
SO」をご覧ください）
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microSDメモリーカード
のデータを表示する

microSDメモリーカード内のデータを表
示して確認できます。

 1 メニューで［LifeKit］→［microSD］を
選び  を押す
ｍｉｃｒｏＳＤ

　マイピクチャ
　ミュージック
　ｉモーション
　メロディ
　マイドキュメント
　きせかえツール
　ＳＤ＿ＰＩＭ
　トルカ
　ＭＭファイル
　その他
　　アプリデータ

microSDのカテゴリ一覧が表示されます。
表示するメモリを切り替える場合

 （メモリ切替）を押します。  を押す
たびに、データBOX/microSDメモリー
カードが切り替わります。

 2 カテゴリを選び  を押す
・ カテゴリ/データ表示中の操作について
は、各機能の説明を参照してください。
ただし、microSDメモリーカードではで
きない操作もあります。
- マイピクチャ（P.290）
- ミュージック（P.303）
- ｉモーション（P.295）
- メロディ（P.304）
- マイドキュメント（P.333）
- きせかえツール（P.305）
- 電話帳（P.101）
- テキストメモ（P.372）
- スケジュール（P.363）
- 受信メール/送信メール/保存メール
（P.219）

- Bookmark（P.191）
- トルカ（P.257）
- MMファイル（P.295、309）
- ｉアプリデータ（P.250）

 3 データを選び  を押す
選択したデータの内容が表示されます。
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microSDメモリーカードのフォルダ構成

FOMA端末で表示する場合
○：保存可　×：保存不可　△：移動のみ可

フォルダ構成
FOMA端末への保存の可否

データの内容
1件保存 選択保存 全件保存

マイピクチャ 通常カメラ画像 ○ ○ ○ FOMA端末のカメラで撮影した画像、GIF画像
通常デコメ絵文字 ○ ○ ○ デコメ絵文字
通常その他画像 ○ ○ ○ JPEG画像、GIFアニメ
移行可能コンテンツ △ × × コンテンツ移行対応の静止画

ミュージック 通常コンテンツ × × × 音楽データ（3GPP）
移行可能コンテンツ △ × × コンテンツ移行対応の音楽データ（着うたフル®）
WMA × × × WMAファイル

ｉモーション 通常コンテンツ ○ ○ ○ 動画/ｉモーション
移行可能コンテンツ △ × × コンテンツ移行対応の動画/ｉモーション

メロディ 通常コンテンツ ○ ○ ○ メロディ
移行可能コンテンツ △ × × コンテンツ移行対応のメロディ

マイ
ドキュメント

通常コンテンツ ○ ○ ○ PDFデータ
移行可能コンテンツ △ × × コンテンツ移行対応のPDFデータ

きせかえ
ツール

移行可能コンテンツ △ × × コンテンツ移行対応のきせかえツール

SD_PIM 電話帳 ○※1 × × 電話帳データ
テキストメモ ○※1 × × テキストメモ
スケジュール ○※1 × × スケジュール
受信メール ○※1 × × 受信メール
送信メール ○※1 × × 送信メール
保存メール ○※1 × × 保存メール
Bookmark ○※1 × × ブックマーク

トルカ ○※1 × × トルカ、トルカ（詳細）
MMファイル ○ ○ ○ 音声のみのｉモーション（歌手の歌声など映像のな

いｉモーション）※2
その他 × × × その他のファイル
ｉアプリデータ × × × ｉアプリ保存データ

※1 電話帳、テキストメモ、スケジュール、メール、ブックマーク、トルカをmicroSDメモリーカードから
FOMA端末に保存する場合、microSDメモリーカード上のファイル単位となります。microSDメモリーカー
ド上の1ファイルには複数件のデータが含まれることがあります。

※2 AAC形式の音楽データを含みます。

■ FOMA端末へ移動/保存できないデータ
電話帳 ・ 指定発着信画像に設定した動画/ｉモーション、100Kバイトまたは画像サイズが［QVGA

（240×320）］を超えるGIF画像/JPEG画像は保存できません。
トルカ ・ 1Kバイトを超えるトルカ、100Kバイトを超えるトルカ（詳細）は保存できません。
メロディ ・ 200Kバイトを超えるメロディは保存できません。
マイピクチャ ・ 2Mバイトを超えるGIF画像は保存できません。

・ 画像サイズが［UXGA（1600×1200）］を超えるGIF画像、［待受（480×864）］を超える
GIFアニメ、一部のJPEG画像は保存できません。

・ 2Mバイトまたは画像サイズが［5M（2592×1944）］を超えるJPEG画像は保存できません。
ミュージック ・ microSDメモリーカードからデータBOXに音楽データは保存できません。（コンテンツ

移行対応の着うたフル®を除く）
ｉモーション ・ 10Mバイトを超える動画/ｉモーションは保存できません。
マイドキュメント ・ 2Mバイトを超えるPDFデータは保存できません。

次ページにつづく
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パソコンなどで表示する場合

FOMA端末のデータをmicroSDメモリーカードに保存すると、対応するフォルダが
自動的に作成されます。
・ 最大保存件数は、空の状態に保存した場合の目安です。

フォルダ構成 FOMA端末のフォルダ ファイル形式 FOMA端末ファイル名 最大保存件数の
目安（64MB）

DCIM － － － －
100SODCF～999SODCF マイピクチャ /

通常カメラ画像
JPEG（Exif）、GIF DSC0nnnn.JPG/.GIF P.152

SD_VIDEO － － － －
PRLxxx ｉモーション/

通常コンテンツ
MP4 MOLxxx.MP4/.3GP P.152、153

SD_PIM 電話帳 vCard PIM*****.VCF 3,877
メール（送信/受信/保存） vMessage PIM*****.VMG
スケジュール vCalendar PIM*****.VCS
Bookmark vBookmark PIM*****.VBM※1
テキストメモ vNote PIM*****.VNT

PRIVATE － － － －
DOCOMO － － － －

STILL SUDnnn マイピクチャ /
通常その他画像

JPEG（Exif以外）、
GIFアニメ、SWF

STILnnnn.JPG/.GIF/
.SWF

3,875

RINGER RUDnnn メロディ /
通常コンテンツ

MFi、SMF RINGnnnn.MID/.MLD/
.SMF

3,875

DOCUMENT PUDnnn マイドキュメント/
通常コンテンツ

PDF P D F D C n n n . P D F /
.$DF※2

3,875

TORUCA TRCnnn トルカ vNote TORUCnnn.TRC 3,875
MMFILE MUDnnn MMファイル/通常コンテンツ MP4 MMFnnnn.MP4/.3GP P.152、153

MUSIC ミュージック/通常コンテンツ 3GPP、WMA ファイル名.3gp/.wma P.343
Playlist ミュージック/通常コンテンツ/

インポートプレイリスト
M3U ファイル名.m3u P.348

WM ミュージック/WMA WMA ファイル名.wma P.343
WM_SYSTEM － － P.343

DECOIMG DUDnnn マイピクチャ /通常デコメ絵文字 JPEG、GIF DIMGnnnn.JPG/.GIF 3,875
OTHER OUDnnn その他 － OTHERnnn 3,875
TABLE DCIM 各フォルダの付加情報管

理ファイル

－ － －

STILL
SD_VIDEO
MMFILE
RINGER
DOCUMENT
TORUCA
DECOIMG
OTHER

SD_BIND － － － －
SVC***** － － － －

******** マイピクチャ /
移行可能コンテンツ

JPEG、GIF、SWF ********.SB1 3,875

******** ｉモーション/
移行可能コンテンツ

MP4 ********.SB1 3,875

******** メロディ /移行可能コンテンツ MFi、SMF ********.SB1 3,875
******** マイドキュメント/

移行可能コンテンツ
PDF ********.SB1 3,875

******** きせかえツール/
移行可能コンテンツ

UIメタデータファイル、UIコ
ンテンツパッケージファイル

********.SB1 32

SVC***** － － － －
******** ｉアプリデータ ｉアプリデータ 3,875

SVC***** － － － －
******** ミュージック/

移行可能コンテンツ
着うたフル® ********.SB2 P.343

※1 データ通信で受信した「＊.url」ファイルもブックマークとして扱われます。
※2 同一ファイル名があるときはファイル名の末尾に連続する番号が付けられます。
・ 「nnn」には「001」～「999」、「nnnn」には「0001」～「9999」の番号が小さい方から作成順に付けられます。ただし、ファ
イルの保存件数は1フォルダあたり最大500件です。

・ 「xxx」には「001」～「FFF」の16進数の文字が作成順に付けられます。
・ 「*****」には「00001」～「65535」、「********」には「00000001」～「00065535」の番号が小さい方から作成順に付けられます。
・ microSDメモリーカードで認識できるファイル名は、ドライブ名およびパスを含んで255バイトまでです。
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microSDメモリーカード
で利用できるデータ
・ データ量によっては、保存に時間がかかる
場合があります。

・ microSDメモリーカードから保存したデータ
は、正しく表示/再生できない場合があります。

・ FOMA端末外への出力が禁止されている
ファイルはコピー /移動できません。

カテゴリ
FOMA端末か
ら保存の可否 FOMA端末から保存

できないデータなど
1件 選択 全件

マイピクチャ ○ ○ ○ ・ フレーム画像、スタンプ
画像は保存できません。

ミュージック

× × ×

・ データBOXからmicroSD
メモリーカードには保存で
きません。（コンテンツ移行
対応の着うたフル®を除く）

ｉモーション
○ ○ ○

・ 再生制限のある動
画/ｉモーションは移
動のみ可能です。

メロディ ○ ○ ○ －
マイ
ドキュメント ○ ○ ○

・ ドキュメント定義ファ
イルは、PDFデータ
と一緒に保存します。

きせかえ
ツール × × ×

・ データBOXからmicroSDメ
モリーカードには保存でき
ません。（コンテンツ移行対
応のきせかえツールを除く）

電話帳

○ × ○

・ 指定代替画像、指定電話
着信音、指定メール着信
完了音、指定電話ランプ
色、指定メールランプ色
は保存できません。

・ 1件保存時、グループ番
号、グループ名は保存
できません。また、シー
クレット登録は［OFF］
にして保存します。

・ 指定発着信画像に設定
した動画/ｉモーショ
ンは保存できません。

・ 全件保存時、プッシュトー
ク電話帳も保存します。

・ 画像保存/添付を［無効］に設
定している場合、指定発着
信画像は保存されません。

・ FOMAカード電話帳
はコピーできません。

カテゴリ
FOMA端末か
ら保存の可否 FOMA端末から保存

できないデータなど
1件 選択 全件

テキストメモ ○ × ○ －
スケジュール

○ × ○

・ 繰り返しの休日ON/OFF
は保存できません。

・ 1件保存時、シーク
レット登録は［OFF］
にして保存します。

受信メール
送 信/保 存
メール

○ × ○

・ フォルダ名、ｉアプ
リToのリンク、未取
得の添付ファイルは
保存できません。

・ 100Kバイトを超える
メールは、添付ファ
イルなどを削除して
100Kバイトまで保存
します。

・ 保護されているメー
ル、ｉアプリメール
は、通常のメールと
して保存します。

・ SMS送達通知は保存
できません。

Bookmark ○ × ○ ・ フォルダ名は保存で
きません。

トルカ
○ × ○

・ トルカによっては保
存できないことがあ
ります。

● パソコンなどでmicroSDメモリーカード
内のデータを編集、追加、削除すると、
FOMA端末で正しく表示できなくなるこ
とがあります。その場合は、microSDメ
モリーカードの管理情報を更新してくだ
さい。（P.314）

● microSDメモリーカードに保存されてい
るメールから返信する場合、ファイルを
添付することはできません。一度メール
をFOMA端末に保存し、保存BOXから
メールを選択して、ファイルを添付して
返信してください。
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FOMA端末からmicroSD
メモリーカードに保存する

FOMA端末のデータをmicroSDメモ
リーカードに保存できます。
・ 電話帳、テキストメモ、スケジュール、メー
ル、ブックマーク、トルカのデータを保
存時は圏外と同じ状態になるため、通話、
ｉモード、データ通信などはできません。

例： データを1件ずつ保存する場合

 1 データを選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［microSD保存］→［1件保存］→［はい］
を選び  を押す
選択したデータが保存されます。
複数選択して保存する場合
［microSD保存］→［選択保存］を選択し、
データを複数選択して  （完了）を押し、
［はい］を選択します。
マイピクチャ /ｉモーション/メロディ /マイ
ドキュメントのデータをすべて保存する場合
［microSD保存］→［フォルダ内全件保存］
を選択し、端末暗証番号を入力して［はい］
を選択します。

電話帳をすべて保存する場合
［microSD保存］→［全件保存］→［はい］/
［いいえ］を選択し、端末暗証番号を入力
します。

カメラモードから表示した静止画/動画ファ
イル一覧のファイルを保存する場合
ファイル一覧でファイルにカーソルをあ
わせ、機能メニュー［microSD保存］→［1
件保存］→［はい］を選択します。複数選択
して保存する場合は、ファイル一覧で機
能メニュー［microSD保存］→［選択保存］
を選択し、ファイルを複数選択して  
（完了）を押し、［はい］を選択します。す
べてのファイルを保存する場合は、ファ
イル一覧で機能メニュー［microSD保存］
→［フォルダ内全件保存］を選択し、端末
暗証番号を入力して［はい］を選択します。

テキストメモをすべて保存する場合
［microSD保存］→［全件保存］を選択し、
端末暗証番号を入力します。

メール/スケジュール/ブックマーク/トルカ
を保存する場合
データ一覧で機能メニュー［microSD1
件保存］→［はい］を選択します。すべて
のデータを保存する場合は、フォルダ
一覧またはカレンダーで機能メニュー
［microSD全件保存］を選択し、端末暗証
番号を入力します。

● カメラで撮影した画像をFOMA端末から
microSDメモリーカードに保存した場合、
表示される画像の向きがデータBOXに保
存したときの表示と異なることがあります。

microSDメモリーカード
からFOMA端末に保存する

microSDメモリーカードのデータを
FOMA端末に保存できます。

電話帳やメールなどを保存する

電話帳、テキストメモ、スケジュール、
メール、ブックマーク、トルカのデータ
をFOMA端末に保存します。
・ 電話帳、テキストメモ、スケジュール、メー
ル、ブックマーク、トルカのデータを保
存時は圏外と同じ状態になるため、通話、
ｉモード、データ通信などはできません。

・ 他の機能が動作中の場合、電話帳、テキス
トメモ、スケジュール、メール、ブックマー
ク、トルカのデータはFOMA端末に保存で
きません。

例： データを追加保存する場合

 1 microSDのカテゴリ一覧でカテゴリ
を選び  を押す

 2 データを選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 3 ［本体へ保存］を選び  を押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。

 4 端末暗証番号を入力し、  （OK）を
押す
保存確認画面が表示されます。
［追加保存］：
登録されているデータに保存したデータ
を新規に追加します。
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［全入換え］：
登録されているデータが保存したデータ
ですべて上書きされます。登録されてい
るデータを削除するかどうかを確認する
画面が表示されます。

 5 ［追加保存］を選び  を押す
選択したデータが保存されます。

メロディや画像などを保存する

マイピクチャ、ｉモーション、メロディ、
マイドキュメント、MMファイルのデー
タをFOMA端末に保存します。
例： データを1件ずつ保存する場合

 1 microSDのカテゴリ一覧でカテゴリ
を選び  を押す

 2 データを選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 3 ［本体へ保存］→［1件保存］→［はい］を
選び  を押す
選択したデータが［データ交換］フォルダに
保存されます。
複数選択して保存する場合
［本体へ保存］→［選択保存］を選択し、デー
タを複数選択して  （完了）を押し、［は
い］を選択します。

すべて保存する場合
［本体へ保存］→［フォルダ内全件保存］を
選択し、端末暗証番号を入力して［はい］
を選択します。

カメラモードから表示した静止画/動画ファ
イル一覧のファイルを保存する場合
ファイル一覧でファイルにカーソルをあ
わせ、機能メニュー［本体へ保存］→［1件
保存］→［はい］を選択します。選択した
ファイルが［データ交換］フォルダに保存
されます。複数選択して保存する場合は、
ファイル一覧で機能メニュー［本体へ保
存］→［選択保存］を選択し、ファイルを複
数選択して  （完了）を押し、［はい］を
選択します。すべてのファイルを保存す
る場合は、ファイル一覧で機能メニュー
［本体へ保存］→［フォルダ内全件保存］を
選択し、端末暗証番号を入力して［はい］
を選択します。

● SO905iCS以外のmicroSDメモリーカー
ド対応機器で作成したデータは、正しく
保存できない場合があります。

microSDメモリーカード
を管理する

フォーマットする

FOMA端末で使用するmicroSDメモ
リーカードをフォーマットします。
・ データが保存されているmicroSDメモリー
カードをフォーマットすると、データは削
除されます。誤って大切なデータを削除す
ることがないようにご注意ください。

 1 microSDのカテゴリ一覧で  （機
能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［フォーマット］を選び  を押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。

 3 端末暗証番号を入力し、  （OK）を
押す

 4 ［はい］を選び  を押す
microSDメモリーカードがフォーマットさ
れます。

● パソコンなどでmicroSDメモリーカード
をフォーマットしないでください。必ず
FOMA端末でフォーマットしてください。

使用状況を確認する

microSDメモリーカードの使用状況を確
認できます。
・ 表示されるデータ量やmicroSDメモリー
カードの全容量は、あくまでも目安であり
正確なものではありません。

 1 microSDのカテゴリ一覧で  （機
能）を押す
機能メニューが表示されます。

次ページにつづく
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 2 ［microSD情報表示］を選び  を
押す
ｍｉｃｒｏＳＤ情報

マイピクチャ
　　　　　　　　　３．２ＭＢ
ミュージック
　　　　　　　　１２．１ＭＢ
ｉモーション
　　　　　　　　　５．６ＭＢ
メロディ
　　　　　　　　　０．５ＭＢ

全容量
　　　　　　　　　６０．５ＭＢ
使用容量
　　　　　　　　２２．１ＭＢ

単位を切り替える場合
 （単位切替）を押します。MBとKBの表

示を一時的に切り替えることができます。

microSDメモリーカードの管理
情報を更新する

microSDメモリーカード内のデータを
他の機器で編集、追加、削除すると、
FOMA端末で正しく表示できなくなるこ
とがあります。その場合は、microSDメ
モリーカードの管理ファイルの情報を更
新します。

 1 microSDのカテゴリ一覧で  （機
能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［管理情報更新］を選び  を押す
管理情報更新選択画面が表示されます。

 3 更新するカテゴリを選び  を押し、
 （完了）を押す

管理情報更新確認画面が表示されます。

 4 ［はい］を選び  を押す
管理情報が更新されます。管理情報更新中
は「 」が表示されます。

● microSDメモリーカード内にFOMA端
末で使用できないファイル名のデータが
ある場合、管理情報を更新するとファイ
ル名が変更されます。

● 画像の保存先をmicroSDメモリーカード
に設定している場合、撮影した画像の保
存確認画面が表示されているときに管理
情報を更新すると、確認中の画像が破棄
されます。

パソコンと接続してFOMA
端末を利用する 〈USBモード設定〉

FOMA 充電機能付USB接続ケーブル 
01/02（別売）でFOMA端末をパソコンに
接続すると、パソコンから外部ドライブ
として、microSDメモリーカードのデー
タを読み込み/書き込みできます。
・ FOMA端末とパソコンを接続する前にUSB
モード設定を切り替えることもできます。

・ FOMA端末とパソコンが正しく接続されて
いない場合、FOMA端末の電池残量がほと
んど残っていない場合やゼロの場合は、デー
タの送受信ができないだけではなく、デー
タが失われることがあります。

・ データの読み込み中/書き込み中はFOMA 
充電機能付USB接続ケーブル 01/02（別売）
を抜かないでください。データの送受信が
できないだけではなく、データが失われる
ことがあります。

・ パソコンと接続してFOMA端末を利用する
ための動作環境は以下のとおりです。
項　目 必要環境

接続ケーブル FOMA 充電機能付USB接続
ケーブル 01/02（別売）

パソコン本体 FOMA 充電機能付USB接続ケー
ブル 01/02（別売）が使用できる
USBポ ー ト（Universal Serial 
Bus Specification Rev1.1準
拠）が使用可能なパソコン

OS Windows 2000 Professional
（SP3以上）※、Windows XP、
Windows Vista（各日本語版）

※ ［通信モード］、［microSDモード］のみ対
応しています。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［USB
モード設定］を選び  を押す
ＵＳＢモード設定

　　通信モード
　　ｍｉｃｒｏＳＤモード
　　ＭＴＰモード

　ＵＳＢハンズフリー／
　データ通信／
　データ転送ができます

［通信モード］：
パケット通信、64Kデータ通信、データ
送受信（OBEX™通信）ができます。
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［microSDモード］：
microSDメモリーカードのデータを読み
込み/書き込みできます。

［MTPモード］：
パソコンから音楽データ（WMAファイ
ル）をmicroSDメモリーカードに転送で
きます。

 2 ［microSDモード］を選び  を押す
microSDモードに切り替わり、「 」が「 」に
変わります。
microSDメモリーカードは「リムーバブル 
ディスク」として表示されます。
・ 現在のUSBモードの種類と接続状態は、
次のアイコンで確認できます。
アイコン モード/接続状態

通信モード
microSDモード
MTPモード（接続中）
MTPモード（転送中）
MTPモード（転送完了）
MTPモード（エラー）※

※ メモリ不足でMTPモードによるパソコ
ンとの接続を開始できない場合に表示
されます。使用していないアプリケー
ションを終了して、空きメモリを増や
してから再度操作してください。

 3 FOMA端末とパソコンをFOMA 充電
機能付USB接続ケーブル 01/02（別
売）で接続する

3

2

1

USB
コネクタ

ラベル面を上
にして水平に
差し込む

外部接続コネクタ
FOMA 充電機能付USB
接続ケーブル 01/02（別売）

USB端子

外部接続端子

待受画面に「 」（USB
ケーブル接続中）のアイ
コンが表示されます。

 （リンク）を押して
「 」を選択すると、USB
モード設定画面が表示さ
れます。

● パソコンなどでmicroSDメモリーカード
をフォーマットしないでください。必ず
FOMA端末でフォーマットしてください。

● USBモード設定を［MTPモード］または
［microSDモード］に設定して、FOMA
端末とパソコンを接続しても、FOMA端
末がmicroSDメモリーカードへアクセス
中（データ読み込み中/保存中など）のとき
やmicroSDメモリーカード未挿入のとき
は、パソコンがFOMA端末を認識しない
ことがあります。

● USBモード設定を［MTPモード］に設定し
てパソコンと接続した場合、  を押す
とスタンダードメニューが表示されます。
きせかえメニューは表示されません。ま
た、一部の機能が制限される場合があり
ます。

● USBモード設定についてご不明な点がご
ざいましたら、下記のホームページをご
覧ください。

 http://www.SonyEricsson.co.jp/
so905ics/faq.html

microSDモードを終了する
パソコンからFOMA端末を取外す場合
は、先にパソコンから各OSごとのハー
ドウェアの安全な取外し方法を実施して
ください。
例： Windows XPの場合

 1 パソコン画面のタスクトレイの［ ］
（ハードウェアの安全な取り外し）をダ
ブルクリックする

次ページにつづく
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 2 ［USB大容量記憶装置デバイス］にポイ
ンタをあわせ、［停止］をクリックする

 3 ［OK］をクリックし、ハードウェアが
取外されたことを確認する

 4 FOMA 充電機能付USB接続ケーブル 
01/02（別売）をFOMA端末とパソコン
から取外す

2

1

3

USB
コネクタ 外部接続コネクタ

FOMA 充電機能付USB
接続ケーブル 01/02（別売）

USB端子

外部接続
端子

リリースボタ
ンを押しなが
ら引き抜く

FOMA端末からFOMA
カードにコピーする

FOMA端末からFOMAカードに、FOMA
端末の電話帳を50件まで、SMSを20件
までコピーできます。
・ FOMA端末電話帳からFOMAカード電話帳
にコピーできるのは、「名前」「フリガナ」「1
つ目の電話番号」「1つ目のメールアドレス」
です。フリガナの半角カタカナは全角カタ
カナに変換されます。電話番号の途中にあ
る「＋」は削除されます。

・ FOMAカード電話帳に同じグループ名があ
る場合は、そのグループに保存されます。
同じグループ名がない場合は、 グループ
なしに保存されます。

・ SMS送達通知はコピーできません。

例： FOMA端末電話帳をコピーする場合

 1 FOMA端末電話帳でデータを選び  
（機能）を押す
機能メニューが表示されます。
すべてコピーする場合
機能メニュー［FOMAカードへコピー］→
［全件コピー］→［はい］を選択し、端末暗
証番号を入力します。

複数選択してコピーする場合
機能メニュー［FOMAカードへコピー］→
［選択コピー］を選択し、データを複数選
択して  （完了）を押し、［はい］を選択
します。

SMSをコピーする場合
メール一覧でメールにカーソルをあわせ、
機能メニュー［FOMAカードへコピー］→
［はい］を選択します。

 2 ［FOMAカードへコピー］→［1件コ
ピー］→［はい］を選び  を押す
選択したデータがコピーされます。
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FOMAカードからFOMA
端末にコピーする

FOMAカードからFOMA端末に、FOMA
カードの電話帳やSMSをコピーできます。
・ FOMAカード電話帳のフリガナの全角カタ
カナは半角カタカナに変換されます。

・ FOMA端末電話帳に同じグループ名がある
場合は、そのグループに保存されます。同
じグループ名がない場合は、 グループな
しに保存されます。

例： FOMAカード電話帳をコピーする場合

 1 FOMAカード電話帳でデータを選び 
 （機能）を押す

機能メニューが表示されます。
すべてコピーする場合
機能メニュー［本体メモリへコピー］→［全
件コピー］→［はい］を選択し、端末暗証番
号を入力します。

複数選択してコピーする場合
機能メニュー［本体メモリへコピー］→［選
択コピー］を選択し、データを複数選択し
て  （完了）を押し、［はい］を選択します。

SMSをコピーする場合
メール一覧でメールにカーソルをあわせ、
機能メニュー［本体メモリへコピー］→［は
い］→フォルダを選択します。

 2 ［本体メモリへコピー］→［1件コピー］
→［はい］を選び  を押す
選択したデータがコピーされます。

データBOXを管理する
 〈データBOX〉

ダウンロードしたデータやカメラで撮影
したデータなどFOMA端末で扱うデータ
は、データBOXのマイピクチャ、ミュー
ジック、Music&Videoチャネル、ｉモー
ション、メロディ、マイドキュメント、
きせかえツール、キャラ電のカテゴリ別
に保存され、いつでも表示/再生できます。
・ カテゴリによって、操作できないことがあ
ります。

■ データBOXの保存データ
カテゴリ フォルダ名 データの内容
マイピクチャ ｉモード サイトやｉモードメー

ル、ｉアプリから取得
した画像

カメラ FOMA端末のカメラで
撮影した画像、ミニフォ
ト画像として複製され
た画像

デコメ
ピクチャ

デコメール作成時に使
用できる画像

デコメ
絵文字※

デコメ絵文字

スタンプ・
フレーム

スタンプ・フレーム用
の画像

プリイン
ストール

お買い上げ時に登録さ
れている画像

データ
交換

バーコードリーダー
で 取 り 込 ん だ 画 像、
microSDメモリーカー
ドから移動/コピーした
画像、赤外線通信/ｉC
通信で受信した画像、
PDFデータから切出し
た画像、パソコンなど
から取り込んだ画像

ミュージック

－

作成したオリジナルプ
レイリスト、お買い上
げ時に登録されている
着うたフル®、サイトか
ら取得した着うたフル®

Music&
Video
チャネル

配信番組 サイトから取得した番組

※ デコメ絵文字のみ保存できます。

次ページにつづく
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カテゴリ フォルダ名 データの内容
ｉモーション ｉモード サイトやｉモードメー

ル、ｉアプリから取得
した動画

カメラ FOMA端末のカメラで
撮影した動画

プリイン
ストール

お買い上げ時に登録さ
れている動画

プレイリスト 作成したプレイリスト
データ
交換

microSDメモリーカー
ドから移動/コピーした
動画、赤外線通信/ｉC
通信で受信した動画、パ
ソコンなどから取り込
んだ動画

メロディ ｉモード サイトやｉモードメー
ル、ｉアプリから取得
したメロディ

プリイン
ストール

お買い上げ時に登録さ
れているメロディ

データ
交換

バーコードリーダーで
取り込んだメロディ、
microSDメモリーカー
ドから移動/コピーした
メロディ、赤外線通信/
ｉC通信で受信したメロ
ディ、パソコンなどか
ら取り込んだメロディ

マイ
ドキュメント

ｉモード サイトやｉモードメー
ルから取得したPDF
データ

プリイン
ストール

お買い上げ時に登録さ
れているPDFデータ

データ
交換

microSDメモリーカー
ドから移動/コピーした
PDFデータ、赤外線通
信/ｉC通信で受信した
PDFデータ

きせかえ
ツール

ｉモード サイトから取得したき
せかえツール

プリイン
ストール

お買い上げ時に登録され
ているきせかえツール

キャラ電

－

お買い上げ時に登録さ
れているキャラ電、サ
イトから取得したキャ
ラ電

例： マイピクチャの［プリインストール］フォル
ダのファイル一覧を表示する場合

 1 待受画面で  （ ）を押す
データＢＯＸ

　マイピクチャ
　ミュージック
　Ｍｕｓｉｃ＆Ｖｉｄｅｏチャネル
　ｉモーション
　メロディ
　マイドキュメント
　きせかえツール
　キャラ電

表示中のメモリ種類

表示するメモリを切り替える場合
 （メモリ切替）を押します。  を押す

たびに、microSDメモリーカード/デー
タBOXが切り替わります。
・ 現在表示されているメモリの種類は、
次のアイコンで確認できます。

 データBOX表示中
 microSDメモリーカード表示中

 2 ［マイピクチャ］を選び  を押す
マイピクチャ

　ｉモード
　カメラ
　デコメピクチャ
　デコメ絵文字
　スタンプ・フレーム
　プリインストール
　データ交換
　スーハ゜ーモンキーホ゛ール
　　モードで探す

マイピクチャのフォルダ一覧が表示されます。
・ フォルダの状態は、次のアイコンで確認
できます。アイコンの横にフォルダ名が
表示されます。

（黄）お買い上げ時に用意されているフォルダ
ｉモード
カメラ
デコメピクチャ
デコメ絵文字
スタンプ・フレーム
プリインストール
データ交換

（青）

お客様が作成したフォルダ
・ お買い上げ時、マイピクチャ
にはｉアプリで使用する画
像が保存されている［スー
パーモンキーボール］フォル
ダが作成されています。
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 3 ［プリインストール］を選び  を押す
プリインストール　　１／２６

Ｃｙｂｅｒ－ｓｈｏｔ　Ｌｏｇｏ

Ｃｙｂｅｒ－ｓｈｏｔ　Ｌｏｇｏ　
（Ｆｌａｓｈ）
Ｆｒｕｉｔｓ

Ｔｏｗｎ

Ｇｒｅａｔ　Ｗｏｏｄ

Ｃｏｚｙ　Ｖｉｌｌａｇｅ

管理用タイトル

取得元

ファイル一覧が表示されます。
・ ファイルの取得元は、次のアイコンで確
認できます。
アイコン 取得元

お買い上げ時に登録されている
データ
サイトやｉモードメール、ｉアプ
リから取得したデータ
FOMA端末のカメラで撮影した
データ
バーコードリーダーで取り込ん
だデータ、microSDメモリーカー
ドから移動/コピーしたデータ、
赤外線通信/ｉC通信で受信した
データ、パソコンなどから取り込
んだデータ

保存日時を表示する場合
 を押すと管理用タイトルと保存日時

の表示を一時的に切り替えることができ
ます。

● フォルダ一覧やファイル一覧にある
［ｉモードで探す］を選択すると、ｉモー
ド接続確認画面が表示されます。［はい］
を選択すると、ｉモードのサイトに接続
して、データを探すことができます。

画像を自動複製するかどうかを設
定する
データBOXのマイピクチャの［カメ
ラ］フォルダに保存されている画像を
microSDメモリーカードに移動すると
きに、自動的に複製した画像をデータ
BOXに保存するかどうかを設定します。
（P.178）

 1 マイピクチャのフォルダ一覧で  
（機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［ミニフォト設定］→［SD保存時ミニ
フォト複製］を選び  を押す

 3 ［本体へ複製］/［複製しない］を選び 
 を押す

SD保存時ミニフォト複製が設定されます。

フォルダを作成/削除する
データを保存するフォルダを作成したり
削除したりできます。お客様が作成する
フォルダはカテゴリごとに10個のフォル
ダで管理できます。また、フォルダの名
称も変更できます。
・ ミュージックは、各フォルダの下に10個の
フォルダを作成できます。

・ お買い上げ時に用意されているフォルダは、
削除したりフォルダ名を変更したりできま
せん。ただし、お買い上げ時にマイピクチャ
に登録されている［スーパーモンキーボー
ル］フォルダは、削除したりフォルダ名を変
更したりできます。

 1 カテゴリのフォルダ一覧で  （機能）
を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［フォルダ操作］→［フォルダ作成］を選
び  を押し、フォルダ名を入力する
全角10文字、半角20文字（ミュージックは
全角7文字、半角15文字）以内で入力します。
フォルダが追加されます。
フォルダ名を変更する場合
フォルダにカーソルをあわせ、機能メ
ニュー［フォルダ操作］→［フォルダ名変
更］を選択します。全角10文字、半角20
文字（ミュージックは全角7文字、半角15
文字）以内で入力します。

次ページにつづく
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フォルダを削除する場合
フォルダにカーソルをあわせ、機能メ
ニュー［フォルダ操作］→［フォルダ削除］
を選択し、端末暗証番号を入力して［は
い］を選択します。複数選択して削除する
場合は、機能メニュー［フォルダ操作］→
［フォルダ選択削除］を選択して端末暗証
番号を入力し、フォルダを複数選択して 

 （完了）を押し、［はい］を選択します。
すべてのフォルダを削除する場合は、機
能メニュー［フォルダ操作］→［フォルダ全
削除］を選択し、端末暗証番号を入力して
［はい］を選択します。

microSDメモリーカードの［WMA］フォル
ダ内をすべて削除する場合
フォルダ一覧で機能メニュー［WMA一括
削除］を選択し、端末暗証番号を入力して
［はい］を選択します。

● WMA一括削除を行うと、microSDメモ
リーカードの［WM］フォルダ、［WM_
SYSTEM］フォルダとフォルダ内のデー
タがすべて削除されます。ミュージック
プレーヤーで利用しないデータも削除さ
れますのでご注意ください。

別のフォルダへ移動する
データは3とおりの方法で別のフォルダや
microSDメモリーカードへ移動できます。
・ キャラ電、［プリインストール］フォルダに
保存されているデータは移動できません。

・ 著作権のあるデータは、データの提供者が
許可していない場合は移動できません。

・ ｉモーションやきせかえツールなどを途中
までダウンロードしたデータは、microSD
メモリーカードには移動できません。

例： データBOXのデータをmicroSDメモリー
カードに移動する場合

 1 データBOXでカテゴリ→フォルダを
選び  を押す
フォルダ内をすべて移動する場合
機能メニュー［移動］→［フォルダ内全件移
動］→移動先を選択します。

複数選択して移動する場合
機能メニュー［移動］→［選択移動］→移動
先を選択し、データを複数選択して  
（完了）を押し、［はい］を選択します。

microSDメモリーカードからFOMA端末へ
移動する場合
データにカーソルをあわせ、機能メニュー
［本体へ移動］→［1件移動］を選択します。
複数選択して移動する場合は、［本体へ移
動］→［選択移動］を選択し、データを複数
選択して  （完了）を押し、［はい］を選
択します。すべて移動する場合は、［本体
へ移動］→［フォルダ内全件移動］を選択し
ます。
・ 著作権のあるデータは、選択移動およ
びフォルダ内全件移動はできません。

microSDメモリーカードの着うたフル®の
場合
着うたフル®にカーソルをあわせ、機能
メニュー［本体へ移動］→移動先を選択し、

 （完了）を押します。
カメラモードから表示した静止画/動画ファ
イル一覧のファイルを移動する場合
ファイル一覧でファイルにカーソルをあ
わせ、機能メニュー［移動］→［1件移動］→
移動先を選択します。複数選択して移動
する場合は、ファイル一覧で機能メニュー
［移動］→［選択移動］→移動先を選択し、
ファイルを複数選択して  （完了）を押
し、［はい］を選択します。すべてのファ
イルを移動する場合は、ファイル一覧で
機能メニュー［移動］→［フォルダ内全件移
動］→移動先を選択します。

 2 データを選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 3 ［移動］→［1件移動］を選び  を押す
移動先選択画面が表示されます。
［データBOX］：
データBOXのフォルダへ移動します。
データBOX内でフォルダを移動する場合
は、移動先を選択してフォルダを選択し
てください。

［microSD］：
microSDメモリーカードのフォルダへ移
動します。著作権のあるデータは、［移行
可能コンテンツ］の［SO905iCS］へ移動
します。

［取得元へ戻す］：
取得元のフォルダへ戻します。

 4 ［microSD］を選び  を押す
選択したデータがmicroSDメモリーカード
へ移動されます。
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● データBOXのマイピクチャに保存されて
いる画像をmicroSDメモリーカードに移
動するとき、SD保存時ミニフォト複製
が［本体へ複製］の場合は、自動的に複製
した画像がデータBOXに保存されます。
（P.319）

削除する
データは3とおりの方法で削除できます。
・ お買い上げ時に登録されているデータに
よっては削除できません。

例： 1件ずつ削除する場合

 1 データBOXでカテゴリ→フォルダを
選び  を押す
フォルダ内をすべて削除する場合
機能メニュー［削除］→［フォルダ内全件削
除］を選択し、端末暗証番号を入力して［は
い］を選択します。

複数選択して削除する場合
機能メニュー［削除］→［選択削除］を選択
し、データを複数選択して  （完了）を
押し、［はい］を選択します。

カメラモードから表示した静止画/動画ファ
イル一覧のファイルを削除する場合
ファイル一覧でファイルにカーソルをあ
わせ、機能メニュー［削除］→［1件削除］→
［はい］を選択します。複数選択して削除
する場合は、ファイル一覧で機能メニュー
［削除］→［選択削除］を選択し、ファイル
を複数選択して  （完了）を押し、［はい］
を選択します。すべてのファイルを削除
する場合は、ファイル一覧で機能メニュー
［削除］→［フォルダ内全件削除］を選択し、
端末暗証番号を入力して［はい］を選択し
ます。

 2 データを選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 3 ［削除］→［1件削除］→［はい］を選び 
 を押す

選択したデータが削除されます。

一覧を並べ替える
フォルダ内のデータを並べ替えて表示で
きます。
・ ミュージックのデータは並べ替えできま
せん。

 1 データBOXでカテゴリ→フォルダを
選び  を押し、  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［ソート］→並び順を選び  を押す
［タイトル順（昇順）］：
管理用タイトルの50音順に昇順で並べ替
えます。

［タイトル順（降順）］：
管理用タイトルの50音順に降順で並べ替
えます。

［日付順（新→旧）］：
保存した日時の新しい順に並べ替えます。

［日付順（旧→新）］：
保存した日時の古い順に並べ替えます。

［サイズ順（大→小）］：
ファイルサイズの大きい順に並べ替えます。

［サイズ順（小→大）］：
ファイルサイズの小さい順に並べ替えます。

［取得元（アイコン）］：
取得元のアイコンが「 」（プリインス
トール）→「 」（ｉモード）→「 」（カメ
ラ）→「 」（データ交換）の順に並べ替え
ます。

選択した並び順でデータが表示されます。

● タイトル順に並べ替えた場合、全角/半角
の文字が混在しているなどの理由により、
50音順と一致しないことがあります。

次ページにつづく
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一覧の表示方法を設定する
マイピクチャ、ｉモーション、Music&
Videoチャネル、きせかえツールのファ
イル一覧の表示方法を3種類から選択で
きます。設定した表示方法は、すべての
フォルダに反映されます。

 6画面 20画面 リスト 
カメラ　　　　　　　１／２５

お気に入りの猫

きみの猫

記念撮影

となりのミー

ミーの友達

おすましポー

 
カメラ　　　　　　　１／２５

　お気に入りの猫

 
カメラ　　　　　　　１／２５

　お気に入りの猫
　きみの猫
　記念撮影
　となりのミー
　ミーの友達
　おすましポーズ
　街で見かけた猫
　夜の街で見かけた猫
　ちょっとスナップ
　退屈だなー
　別れのとき
　逃げられた

 6枚単位で表示 20枚単位で表示 リスト形式で表示

 1 データBOXでカテゴリ→フォルダを
選び  を押し、  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［一覧表示切替］→表示方法を選び  
を押す
ファイル一覧の表示方法が設定されます。

データBOX/データの情報を表示
する

データBOXの情報を表示する

 1 データBOXで  （情報表示）を押す
データＢＯＸ情報

マイピクチャ
　　　　　　　　　２．８ＭＢ
ミュージック
　　　　　　　　　２．６ＭＢ
Ｍｕｓｉｃ＆Ｖｉｄｅｏチャネル
　　　　　　　　　０．０ＭＢ
ｉモーション
　　　　　　　　　４．２ＭＢ

全容量
　　　　　　　　３１６．１ＭＢ
使用容量
　　　　　　　　１３．２ＭＢ

単位を切り替える場合
 （単位切替）を押します。MBとKBの

表示を一時的に切り替えます。

データBOXのフォルダの情報を表示
する

 1 データBOXでカテゴリを選び  を
押し、  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［フォルダ情報表示］を選び  を押す
マイピクチャ情報

登録可能件数　　２５００件
登録件数　　　　　５３３件

使用可能容量
　　　　　　　　２７９．７ＭＢ
使用容量
　　　　　　　　　２．８ＭＢ

単位を切り替える場合
 （単位切替）を押します。MBとKBの

表示を一時的に切り替えます。

● Music&Videoチャネルの［配信番組］フォ
ルダ内のデータは件数に含まれません。

データの情報を表示/編集する

データの管理用タイトルやファイル名を
変更したり、ファイル制限を設定するこ
とができます。管理用タイトルは、ファ
イル一覧に表示されます。
・ データによっては、詳細情報を編集できな
いことがあります。

 1 データBOXでカテゴリ→フォルダを
選び  を押し、データを選び  
（詳細情報）または  （詳細情報）を
押す
詳細情報表示

［管理用タイトル］
きみの猫
［ファイル名］
２００８０２１２０９１８３６
［ファイル種別］
ＪＰＥＧ
［ファイル制限］
なし（変更可）
［表示サイズ］
横　３５２×縦　２８８
［ファイルサイズ］
３５ＫＢ

データの詳細情報が表示されます。
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 2  （編集）を押す
ファイル情報編集

管理用タイトル
　　　きみの猫
ファイル名
　　　２００８０２１２０９１８３６
ファイル制限　　なし

着うたフル®の場合
 （編集）を押します。各項目を修正して

ください。各項目をリセットする場合は、
項目にカーソルをあわせ、  （リセット）
を押します。
・ ［管理用タイトル］は全角25文字、半角

50文字以内で入力できます。

 3 ［管理用タイトル］にタイトルを入力する
全角18文字、半角36文字以内で入力します。
管理用タイトルをリセットする場合

 （タイトルリセット）を押します。
・ オリジナルタイトルが表示されるデー
タのみ管理用タイトルをリセットでき
ます。

 4 ［ファイル名］にファイル名を入力する
半角の英数字・記号36文字以内で入力します。
・ 半角記号の "  / : < > ? ¥｜は使用できま
せん。また、「.」はファイル名の先頭に入
力できません。

 5 ［ファイル制限］に［あり］/［なし］を選択
する
［あり］：
ファイル制限を設定します。メールに添
付して送信した場合、送信先のFOMA端
末では送信/転送できなくなります。

［なし］：
ファイル制限を設定しません。

 6  （完了）を押す

● 詳細情報表示画面の［表示サイズ］の横縦
サイズは画像の保存の向きを基準とする
サイズです。本体縦横自動判別を［ON］
に設定して撮影した画像は、撮影時の
FOMA端末の向きに応じて回転して表示
されるため、画像の表示上の向きが［表示
サイズ］の向きと異なる場合があります。
（P.151、179）

次ページにつづく
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■ 表示項目と編集可能項目一覧
◎：編集可　〇：表示のみ　－：表示されない

表示項目

マイピクチャ
着うた
フル®

Music&Videoチャネル
動画/

ｉモーション メロディ
マイドキュ
メント キャラ電 きせかえ

ツール 内　容
JPEG GIF SWF 番組

チャプター
（着うた
フル®）

チャプター
（動画／

ｉモーション）
管理用タイトル ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ FOMA端末で表示するタイトル
ファイル名 ◎ ◎ ○ ○ － － － ◎ ◎ ○ ○ ○ メール添付時に表示されるファ

イル名
オリジナルタイトル － － － － － ○ ○ ○ ○ － ○ ○ オリジナルタイトル
ファイル種別 ○ ○ － ○ ○ － － ○ ○ ○ － － ファイルの種別
ファイル制限

◎ ◎ ◎ ○ ○ － － ◎ ◎ ○ ○ ○

メールに添付して送信した場合、
送信先のFOMA端末で送信/転送
できるかどうか
・ サイトなどから取得した
ｉモーション、メロディは変
更できないことがあります。

・ フレーム画像、スタンプ画像
は変更できません。

表示サイズ

○ ○ － － － － － ○ － － ○ －

データの表示サイズ
・ 音声のみのｉモーション
（歌手の歌声など映像のない
ｉモーション）では表示され
ません。

ファイルサイズ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ データのファイルサイズ
メール添付時
ファイルサイズ ○ － － － － － － － － － － － Exif形式のファイルのサムネイ

ルを除いたファイルサイズ
再生制限 － － － ○ ○ － － ○ － － － － 再生制限
着信音設定可否 － － － － － － － ○ － － － － 着信音設定の可/不可
着信画面設定可否 － － － － － － － ○ － － － － 着信画面設定の可/不可
まるごと着信音設定 － － － ○ － － － － － － － － まるごと設定の可/不可※1
オススメ着信音設定 － － － ○ － － － － － － － － オススメ設定の可/不可※1
保存可能ジャケット
画像 － － － ○ － － － － － － － － 保存可能なCDジャケット画像の

あり/なし※1
保存可能画像 － － － ○ － － － － － － － － 保存可能な待受画像のあり/なし※1
保存可能歌詞 － － － ○ － － － － － － － － 保存可能な歌詞画像のあり/なし※1
タイトル － － － ◎ － － － － － － － － 曲名
アーティスト － － － ◎ － ○ － － － － － － アーティスト名
アルバム － － － ◎ － － － － － － － － アルバム名
年 － － － ◎ － － － － － － － － 作成された年（西暦）
ジャンル － － － ◎ － － － － － － － － ジャンル
コメント － － － ◎ ○ ○ － － － － － － コメント
トラック番号 － － － ◎ － － － － － － － － アルバム内でのトラック番号と

総トラック数
作曲者 － － － ○ － ○ － － － － － － 作曲者名
作詞者 － － － ○ － ○ － － － － － － 作詞者名
権利者 － － － ○ － ○ － － － － － － 権利者名
販売元 － － － ○ － ○ － － － － － － 販売元
権利情報 － － － ○ ○ － － － － － － － 権利情報
レーベル － － － ○ － ○ － － － － － － レーベル
URL※2 － － － ○ ○ － － － － － － － URL情報
作成者 － － － － ○ － ○ ○ － － － － ファイルの著作者情報
コピーライト － － － － － － ○ ○ － － － － ファイルの著作権情報
説明 － － － － － － ○ ○ － － － － ファイルの説明
ビデオ － － － － － － － ○ － － － － 映像のあり/なし/非対応※1
オーディオ

－ － － ○ － － － ○ － － － －
着うたフル®の場合はフォーマット
とビットレート、動画の場合は音
声のフォーマット/なし/非対応※1

テキスト － － － － － － － ○ － － － － テキストのあり/なし
再生時間 － － － ○ ○ ○ ○ － － － － － 再生時間の目安
取得元 ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ファイルの取得元
保存日時 ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ファイルの保存日時
作成日時 ○ ○ － － － － － － ○ ○ ○ ○ ファイルの作成日時
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表示項目

マイピクチャ
着うた
フル®

Music&Videoチャネル
動画/

ｉモーション メロディ
マイドキュ
メント キャラ電 きせかえ

ツール 内　容
JPEG GIF SWF 番組

チャプター
（着うた
フル®）

チャプター
（動画／

ｉモーション）
microSDへの移動

○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○

microSDメモリーカードへ移動の
可/可（同一機種間）/不可/不明※1
・ ［可（同一機種間）］は、取得し
たときと同一機種の場合のみ
移動できます。

記録時間 － － － － － － － ○ － － － － 記録時間
設定状況 ○ ○ ○ ○ － － － ○ ○ － ○ ○ 設定されている待受画面や着信

音などの種類
撮影日時 ○ － － － － － － － － － － － 撮影日時
加工日時 ○ － － － － － － － － － － － 加工日時
絞り値 ○ － － － － － － － － － － － レンズを通る光量を示す値（F4/

F2.8）
シャッタースピード ○ － － － － － － － － － － － CMOSに光を貯蓄する時間
EV補正 ○ － － － － － － － － － － － EV補正
ISO値 ○ － － － － － － － － － － － 光量に対する感度を示す数値

（フィルムのISO感度と同等）
測光方式 ○ － － － － － － － － － － － 測光方式
時刻連動 － － － － ○ － － － － － － － 再生開始時間設定のあり/なし、

番組リピート間隔
番組移動制限 － － － － ○ － － － － － － － 再保存の可/不可
早送り制限 － － － － ○ － － － － － － － 早送り制限のあり/なし
巻戻し制限 － － － － ○ － － － － － － － 巻戻し制限のあり/なし
チャプター送り制限 － － － － ○ － － － － － － － チャプター送り制限のあり/なし
チャプター戻し制限 － － － － ○ － － － － － － － チャプター戻し制限のあり/なし
番組画像 － － － － ○ － － － － － － － 番組画像
番組タイトル － － － － ○ － － － － － － － 番組のタイトル
配信元 － － － － ○ － － － － － － － 配信元
番組設定サイズ － － － － ○ － － － － － － － 配信領域として確保されている

メモリ容量

※1 データによっては、表示されている内容と異なることがあります。
※2 着うたフル®の場合は「URL情報」と表示されます。
・ 項目の情報がない場合は、「不明」または空欄で表示されます。
・ データによっては、表中で「◎：編集可」となっている項目でも、変更できない場合があります。
・ microSDメモリーカードに保存されているデータの詳細情報は、FOMA端末で表示する内容
と異なる場合があります。
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FOMA端末のメモリ使用量
を確認する 〈本体情報〉

FOMA端末のメモリ使用状況を表示しま
す。データBOXのカテゴリ別の使用量と
ｉアプリの使用量を確認できます。
・ 表示されるデータ量は、あくまでも目安で
あり正確なものではありません。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［本体情
報］を選び  を押す
本体情報

マイピクチャ
　　　　　　　　　２．８ＭＢ
ミュージック
　　　　　　　　　２．６ＭＢ
Ｍｕｓｉｃ＆Ｖｉｄｅｏチャネル
　　　　　　　　　０．０ＭＢ
ｉモーション
　　　　　　　　　４．２ＭＢ

全容量
　　　　　　　　３２１．８ＭＢ
使用容量
　　　　　　　　１９．０ＭＢ

単位を切り替える場合
 （単位切替）を押します。MBとKBの表

示を一時的に切り替えることができます。

 2 項目を選び  を押す
マイピクチャ情報

登録可能件数　　２５００件
登録件数　　　　　５３３件

使用可能容量
　　　　　　　　２７９．７ＭＢ
使用容量
　　　　　　　　　２．８ＭＢ

● お買い上げ時に登録されているｉアプリ、
マイピクチャの［デコメ絵文字］フォル
ダ、［スーパーモンキーボール］フォルダ、
ミュージック、マイドキュメントのデー
タは、データ量に含まれます。

メモリの空き容量が不足したときは
データBOXのマイピクチャ、ミュージッ
ク、ｉモーション、メロディ、マイドキュ
メント、キャラ電、きせかえツール、ま
たはｉアプリにデータやソフトを保存ま
たはダウンロードするときに、メモリの
空き容量が不足している場合は、同じカ
テゴリから不要なデータを選択して削除
し、保存領域を確保してから保存します。
例： ソフトをダウンロードするときにメモリの

空き容量が不足した場合

 1 ソフトをダウンロードする
メモリの空き容量が不足している旨の画面
が表示されます。
［削除データ選択］：
不要なソフトを削除して、ダウンロード
を継続します。

［ダウンロード中止］：
ダウンロードを中止します。

 2 ［削除データ選択］を選び  を押す

フォルダ内使用　　３２０ＫＢ
不足容量　　　　　　６４ＫＢ

　アプリ　　　　　１２／２４

　ソフト一覧
　タ゛ウンロート゛ソフト

 3 フォルダ→ソフトを選び  を押す

選択データ　　　　　６４ＫＢ
不足容量　　　　　　６４ＫＢ

ソフト一覧　　　　　１／１２

　ＸＸＸケ゛ーム
　　ＸＸＸクイス゛
　アクアＸＸＸフレント゛
　○△三国志
　　人生○×占い
　ＸＸＸアト゛ヘ゛ンチャー
　□○戦国策
　サハ゛イハ゛ルＸＸＸ物語

選択データ　　　　　６４ＫＢ
保存可能です

ソフト一覧　　　　　１／１２

　ＸＸＸケ゛ーム
　　ＸＸＸクイス゛
　アクアＸＸＸフレント゛
　○△三国志
　　人生○×占い
　ＸＸＸアト゛ヘ゛ンチャー
　□○戦国策
　サハ゛イハ゛ルＸＸＸ物語

選択したソフトを解除する場合
 （解除）を押します。
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 4  （削除）を押し、［はい］を選び  
を押す
選択したソフトを削除してダウンロードを
開始します。

● お買い上げ時に登録されているキャラ電
を削除しても保存領域は増加しません。

赤外線通信とは 〈赤外線通信〉

赤外線通信機能を搭載した携帯電話など
と電話帳、スケジュール、テキストメモ、
ブックマーク、メール、画像、動画、メ
ロディ、PDFデータ、トルカを送受信す
ることができます。全件送受信するとき
は、通信相手と取り決めた数字4桁の認
証パスワードが必要になります。
また、ｉアプリで赤外線通信を利用する
ことにより、赤外線通信機能が搭載され
た機器と連動して、より広がった使いか
たができます。
・ 相手の機器によっては、赤外線通信機能が
搭載されていても通信できないデータがあ
ります。

・ FOMA端末の赤外線通信は、IrMC™バー
ジョン1.1に準拠しています。ただし、相手
機器がIrMC™バージョン1.1に準拠してい
ても、アプリケーションによっては正しく
送受信できないデータがあります。

・ 通話中、ｉモード通信中、パケット通信中、
64Kデータ通信中、オールロック設定中、
おまかせロック設定中、パーソナルデータ
ロック設定中、ボタンロック設定中、セル
フモード設定中は、赤外線通信できません。

・ 赤外線通信中は、圏外と同じ状態になるた
め、通話、ｉモード、データ通信などはで
きません。

・ 相手の機器がIrSimple™機能に対応してい
ない場合、通信速度が遅くなります。

・ FOMA端末の赤外線受信機能およびデー
タBOX内コンテンツの赤外線送信機能は
IrSimple™機能に対応しています。

・ データBOXのマイピクチャに保存されてい
るJPEG画像は、高速赤外線通信で送信する
ことができます。（IrSimpleShot™機能※）
（P.330）
※ IrSimpleShot™機能とは、IrSimple™機能
準拠の片方向通信機能（Home Appliance 
Profile）です。

赤外線通信を行うには
・ 赤外線の通信距離は約20cm以内でご利用
ください。また、データの送受信が終わる
まで相手側の赤外線ポート部分に向けたま
まにして動かさないでください。

・ 直射日光があたる場所や蛍光灯の真下、赤
外線装置の近くでは、その影響により正常
に通信できない場合があります。

中心から
±15°以内

赤外線ポート

約20cm以内 赤外線ポート
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赤外線通信で利用できるデータ
赤外線通信機能を搭載した携帯電話などと電話番号表示、電話帳、スケジュール、テ
キストメモ、ブックマーク、メール、画像、動画、メロディ、PDFデータ、トルカを
送受信できます。
・ データ量によっては、通信や保存に時間がかかる場合があります。
・ 赤外線通信で受信したデータは、正しく表示/再生できない場合があります。

データの種類
受信の可否 送信の可否

受信データの保存先 送受信できない項目など
1件 全件 1件 全件

電話番号表示 × － ○ － FOMA端末電話帳※1 ・ 付加番号1、付加番号2、画像は送信できません。
・ シークレット登録は［OFF］にして送信します。

FOMA端末電話帳

○ ○ ○ ○

FOMA端末電話帳※1 ・ 指定発着信画像、指定代替画像、指定電話着信音、
指定メール着信完了音、指定電話ランプ色、指定
メールランプ色は送信できません。

・ 1件送信時、グループ番号、グループ名、メモリ番
号、プッシュトーク電話帳は送信できません。また、
シークレット登録は［OFF］にして送信します。

・ 全件送受信時、プッシュトーク電話帳も送受信します。
・ 全件送受信時、先頭データを電話番号表示として
送受信します。

FOMAカード電話帳 ○ ○ × × FOMA端末電話帳※1 ・ 1件受信時、グループ名は受信できません。
スケジュール

○ ○ ○ ○
スケジュール※2 ・ 繰り返しの休日ON/OFFは送信できません。

・ 1件送信時、シークレット登録は［OFF］にして送信
します。

テキストメモ ○ ○ ○ ○ テキストメモ※3 －
ブックマーク ○ ○ ○ ○ Bookmark※4 ・ フォルダ名は送受信できません。
メール 受信メール

○ ○ ○ ○

［受信メール］※5 ・ フォルダ名、ｉアプリToのリンク、未取得の添付
ファイルは送信できません。

・ 100Kバイトを超えるメールは、添付ファイルなど
を削除して100Kバイトまで送信します。

・ 保護されているメール、ｉアプリメールは、通常
のメールとして送信します。

・ SMS送達通知は送信できません。

送信メール ［送信メール］※5

保存メール ［保存メール］※5

JPEG画像・
GIF画像・
Flash画像 ○ × ○ ×

マ イ ピ ク チ ャ の
［データ交換］フォ
ルダ※4

・ 2Mバイトを超える画像は受信できません。
・ 画像サイズが［UXGA（1600×1200）］を超える

GIF画像、［待受（480×864）］を超えるGIFアニメ、
一部のJPEG画像は受信できません。

・ フレーム画像、スタンプ画像は送信できません。
動画/ｉモーション ○ × ○ × ｉモーションの［デー

タ交換］フォルダ※4
・ 10Mバイトを超える動画/ｉモーション、再生制限
のある動画/ｉモーションは受信できません。

メロディ ○ × ○ × メロディの［データ
交換］フォルダ※4

・ 200Kバイトを超えるメロディは受信できません。

PDFデータ

○ × ○ ×

マイドキュメント
の［ デ ー タ 交 換 ］
フォルダ※4

・ 2Mバイトを超えるPDFデータは受信できません。
・ ページ単位で取得したPDFデータ、取得に失敗し
たPDFデータは送信できません。

・ ドキュメント定義ファイルは、PDFデータと一緒
に送信します。

トルカ
○ ○ ○ ○

トルカの［トルカ
フォルダ］※4

・ 1Kバイトを超えるトルカ、100Kバイトを超える
トルカ（詳細）は受信できません。

・ トルカによっては送信できないことがあります。

・ ブックマークやメールのデータを送受信した場合、相手の機種によっては、フォルダ分けの設定が反映されな
い場合があります。

・ メールのデータを送信した場合、受信側の端末によっては、題名がすべて受信できない場合があります。
・ microSDメモリーカード内のデータはJPEG画像を除き送信できません。JPEG画像を送信するときは赤外線
通信や高速赤外線通信（IrSimpleShot™機能）を利用して送信します。

・ FOMA端末外への出力が禁止されているファイルは送受信できません。
※1 最も小さい空きメモリ番号に保存されます。 ※2 開始日時順に保存されます。
※3 作成日時順に保存されます。 ※4 一覧の先頭に保存されます。
※5 受信/送信/保存日時順に保存されます。
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赤外線通信を使ってデータ
を受信する 〈赤外線受信〉

データを1件受信する

 1 メニューで［LifeKit］→［赤外線受信］
→［受信］を選び  を押す
「 」が「 」に変わり、赤外線通信確認画
面が表示されます。

 2 ［はい］を選び  を押す
赤外線通信が起動し、データの通信を開始
します。
保存確認画面が表示されます。

 3 ［はい］を選び  を押す
受信したデータが保存されます。
電話帳を受信した場合
プッシュトーク電話帳への保存確認画面
が表示されます。［はい］を選択するとプッ
シュトーク電話帳とFOMA端末電話帳
に、［いいえ］を選択するとFOMA端末電
話帳にのみ登録されます。電話番号が複
数ある場合は、プッシュトーク電話帳に
登録する電話番号を選択します。

データを全件受信する
・ あらかじめ通信相手と数字4桁の認証パス
ワードを取り決めておく必要があります。

例： 受信したデータを追加保存する場合

 1 メニューで［LifeKit］→［赤外線受信］
→［全件受信］を選び  を押す
「 」が「 」に変わります。

　保存方法を
　選んでください

　　追加保存
　　全入換え

［追加保存］：
登録されているデータに受信したデータ
を新規に追加します。

［全入換え］：
登録されているデータを削除するかどう
かを確認する画面が表示されます。［はい］
を選択すると、登録していたデータはす
べて削除されるのでご注意ください。

 2 ［追加保存］を選び  を押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。

 3 端末暗証番号を入力し、  （OK）を
押す
認証パスワード入力画面が表示されます。

 4 認証パスワードを入力する
赤外線通信確認画面が表示されます。

 5 ［はい］を選び  を押す
赤外線通信が起動し、データの通信を開始
し追加保存されます。
受信を中止する場合

 （中止）を押します。

赤外線通信を使ってデータ
を送信する 〈赤外線送信〉

データを1件送信する

 1 送信するデータを選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［赤外線送信］を選び  を押す
「 」が「 」に変わり、赤外線通信確認画
面が表示されます。
データBOXのマイピクチャ、またはカメラ
モードから表示した静止画ファイル一覧の
場合
データにカーソルをあわせ、機能メニュー
［赤外線送信］→［通常送信］を選択します。
カメラモードから表示した静止画の場合
機能メニュー［ ］（データ送信）→［ ］
（通常送信）を選択します。
カメラモードから表示した動画の場合
機能メニュー［ ］（データ送信）→［ ］
（赤外線送信）を選択します。
電話帳/テキストメモの場合
データにカーソルをあわせ、機能メニュー
［赤外線送信］→［赤外線送信］を選択し
ます。

 3 ［はい］を選び  を押す
赤外線通信が起動し、データの通信を開始
します。

次ページにつづく
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データを全件送信する
・ あらかじめ通信相手と数字4桁の認証パス
ワードを取り決めておく必要があります。

 1 送信するデータのフォルダ一覧で  
（機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［赤外線全件送信］を選び  を押す
「 」が「 」に変わり、端末暗証番号入力
画面が表示されます。
電話帳/テキストメモの場合
データ一覧で機能メニュー［赤外線送信］
→［赤外線全件送信］を選択します。

スケジュールの場合
カレンダー表示画面で機能メニュー［赤外
線全件送信］を選択します。

トルカの場合
フォルダ一覧で機能メニュー［赤外線全件
送信］→［はい］→［はい］を選択します。

 3 端末暗証番号を入力し、  （OK）を
押す
認証パスワード入力画面が表示されます。

 4 認証パスワードを入力する
赤外線通信確認画面が表示されます。

 5 ［はい］を選び  を押す
赤外線通信が起動し、データの通信を開始
します。
送信を中止する場合

 （中止）を押します。

高速赤外線通信を使って静止画を
送信する
データBOXのマイピクチャやmicroSD
メモリーカードのマイピクチャに保存さ
れているJPEG画像を、高速赤外線通信
を利用してIrSimpleShot™機能対応機器
に送信できます。
・ IrSimpleShot™機能は片方向通信のため、
受信側からの応答を確認せずに送信します。
このため、受信側が受け取れない場合でも
送信側は正常に終了します。

例： データBOXのマイピクチャの画像を送信
する場合

 1 マイピクチャのファイル一覧で画像を
選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［赤外線送信］→［IrSS送信］を選び 
 を押す

「 」が「 」に変わり、IrSimpleShot™通
信開始確認画面が表示されます。
カメラモードから表示した静止画の場合
機能メニュー［ ］（データ送信）→［ ］
（IrSS送信）を選択します。

microSDメモリーカードの場合
［IrSS送信］を選択します。

 3 ［はい］を選び  を押す
高速赤外線通信が起動し、データの通信を
開始します。
送信が終了すると、終了確認画面が表示さ
れます。

 4 ［終了する］を選び  を押す
高速赤外線通信が終了します。
再送信する場合
［再送信］を選択します。
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赤外線リモコン機能を利用
する
サイトから赤外線リモコン機能のソフト
をダウンロードしてFOMA端末に保存す
ると、FOMA端末をテレビやDVDプレイ
ヤーなどのリモコンとして使用できます。
・ 赤外線リモコン機能を利用する場合は、機
器に対応したソフトをダウンロードする必
要があります。また、該当するソフトを使
用しても、機器によっては操作できないこ
とがあります。

・ 赤外線リモコンのボタン操作は、利用する
ソフトによって異なります。

■ 赤外線リモコン操作
FOMA端末の赤外線ポートをテレビやDVDプ
レイヤーなどのリモコン受信部の正面に向け
て、約4m以内の距離から操作してください。
ただし、対応機器や周囲の明るさによって通信
に影響がある場合があります。

約4m以内

中心から
±15°以内

赤外線ポート

ｉC通信機能とは
ｉC通信機能が搭載されたFOMA端末
と、端末のFeliCaマークを重ねあわせる
ことでデータを送受信できます。
・ ｉC通信で送受信できるデータは、赤外線通
信と同じです。（P.328）

・ 通話中、ｉモード通信中、パケット通信中、
64Kデータ通信中、赤外線通信中、オール
ロック設定中、おまかせロック設定中、パー
ソナルデータロック設定中、ボタンロック
設定中、セルフモード設定中、ICカードロッ
ク設定中は、ｉC通信できません。

・ ｉC通信でデータを受信するときは待受状態
にしてください。他の機能の動作中は受信
できません。

・ ｉC通信中は、圏外と同じ状態になるため、
通話、ｉモード、データ通信などはできま
せん。

・ 相手のFOMA端末によっては、データを送
受信しにくい場合があります。その場合は、
FeliCaマーク「 」どうしの間隔を近づけた
り遠ざけたりするか、上下左右にずらして
ください。

・ メールのデータを送信した場合、受信側の
端末によっては、題名がすべて受信できな
い場合があります。

ｉC通信を行うには
・ お互いのFOMA端末のFeliCaマーク「 」
を重ねあわせてご利用ください。データの
送受信が終わるまでFOMA端末を動かさな
いでください。

FeliCaマーク
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ｉC通信でデータを受信する

データを1件受信する

 1 待受画面で相手のFOMA端末とFeliCa
マーク「 」を重ねあわせる
バイブレータが振動し、FeliCaサインが点
灯します。
「 」が「 」に変わり、データの通信を開始
します。
保存確認画面が表示されます。

 2 ［はい］を選び  を押す
受信したデータが保存されます。
電話帳を受信した場合
プッシュトーク電話帳への保存確認画面
が表示されます。［はい］を選択するとプッ
シュトーク電話帳とFOMA端末電話帳
に、［いいえ］を選択するとFOMA端末電
話帳にのみ登録されます。電話番号が複
数ある場合は、プッシュトーク電話帳に
登録する電話番号を選択します。

データを全件受信する
・ あらかじめ通信相手と数字4桁の認証パス
ワードを取り決めておく必要があります。

例： 受信したデータを追加保存する場合

 1 待受画面で相手のFOMA端末とFeliCa
マーク「 」を重ねあわせる
バイブレータが振動し、FeliCaサインが点
灯します。
「 」が「 」に変わります。

　保存方法を
　選んでください

　　追加保存
　　全入換え

［追加保存］：
登録されているデータに受信したデータ
を新規に追加します。

［全入換え］：
登録されているデータを受信したデータ
ですべて上書きするかどうかを確認する
画面が表示されます。［はい］を選択する
と、登録していたデータはすべて削除さ
れるのでご注意ください。

 2 ［追加保存］を選び  を押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。

 3 端末暗証番号を入力し、  （OK）を
押す
認証パスワード入力画面が表示されます。

 4 認証パスワードを入力する
データの通信を開始し追加保存されます。
受信を中止する場合

 （中止）を押します。

ｉC通信でデータを送信する

データを1件送信する

 1 送信するデータを選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［ｉC送信］を選び  を押す
「 」が「 」に変わり、通信確認画面が表示
されます。
カメラモードから表示した静止画/動画の
場合
機能メニュー［ ］（データ送信）→［ ］
（ｉC送信）を選択します。
電話帳/テキストメモの場合
データにカーソルをあわせ、機能メニュー
［ｉC送信］→［ｉC送信］を選択します。

 3 ［はい］を選び  を押す
「送信先と を重ね合わせてください」と表
示されます。

 4 相手のFOMA端末とFeliCaマーク
「 」を重ねあわせる
FeliCaサインが点灯します。
データの通信を開始します。
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データを全件送信する
・ あらかじめ通信相手と数字4桁の認証パス
ワードを取り決めておく必要があります。

 1 送信するデータのフォルダ一覧で  
（機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［ｉC全件送信］を選び  を押す
「 」が「 」に変わり、端末暗証番号入力画
面が表示されます。
電話帳/テキストメモの場合
データ一覧で機能メニュー［ｉC送信］→
［ｉC全件送信］を選択します。
スケジュールの場合
カレンダー表示画面で機能メニュー［ｉC
全件送信］を選択します。

 3 端末暗証番号を入力し、  （OK）を
押す
認証パスワード入力画面が表示されます。

 4 認証パスワードを入力する
通信確認画面が表示されます。

 5 ［はい］を選び  を押す
「送信先と を重ね合わせてください」と表
示されます。

 6 相手のFOMA端末とFeliCaマーク
「 」を重ねあわせる
FeliCaサインが点灯します。
データの通信を開始します。
送信を中止する場合

 （中止）を押します。

PDFデータを表示する
 〈マイドキュメント〉

データBOXやmicroSDメモリーカード
のマイドキュメントに保存されている
PDFデータを表示できます。また、サイ
トからPDFに対応したデータをFOMA
端末に取り込み、表示/保存できます。
・ PDFデータによっては、表示に時間がかか
ることがあります。また、PDF対応ビュー
アに対応していない形式や複雑なデザイン
などを含むPDFデータの場合、正しく表示
できないことがあります。

・ パスワードがかかったPDFデータを表示す
る場合は、パスワードの入力が必要です。

 1 待受画面で  （ ）を押し、［マイド
キュメント］を選び  を押す
マイドキュメントのフォルダ一覧が表示さ
れます。

 2 フォルダを選び  を押す
プリインストール　　１／１

　スーハ゜ーモンキーホ゛ールの遊 管理用タイトル

マイドキュメントのファイル一覧が表示さ
れます。
・ PDFデータの種類は、次のアイコンで確
認できます。
アイコン 種　類

すべてのページを取得した
PDFデータ

 （白） ページ単位で取得したPDF
データ

 （グレー）取得を中断または取得に失
敗したPDFデータ

・ FOMA端末外への出力が禁止されて
いるPDFデータは、アイコンの右上に
「 」が表示されます。

次ページにつづく
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 3 PDFデータを選び  を押す

 ©SEGA

操作方法
操　作 ボタン操作

ページの横幅を画面
の幅にあわせる/等倍
で表示

 （横フィット/等
倍）を押します。

スクロール   /   を押し
ます。

ズームイン  を押します。
ズームアウト  を押します。
前のページへ移動  または  を

押します。
指定のページへ移動  を押し、ペー

ジを入力して  
（OK）を押します。

次のページへ移動  または  を
押します。

左90°回転  を押します。
右90°回転  を押します。
倍率・ページ番号
表示切替

 を押します。

スクロールバー
表示切替

 を押します。

ボタン操作一覧表示  （ヘルプ）を押し
ます。

ページレイアウトを切り替える場合
機能メニュー［ページレイアウト］→［単一
ページ］/［連続ページ］/［見開きページ］を
選択します。

最初/最後のページに移動する場合
機能メニュー［ページ移動］→［最初のペー
ジ］/［最後のページ］を選択します。

リンクを利用する場合
機能メニュー［リンク表示］を選択します。
・ PDF内に設定されているリンクを利用
して、Phone To、Mail To、Web To
機能を利用したり、PDFデータの別の
ページへ移動できます。

詳細情報を表示する場合
機能メニュー［文書のプロパティ］を選択
します。

PDFデータを保存する場合
機能メニュー［保存］→保存先を選択し
ます。

ページ単位で取得したPDFデータをすべて
取得する場合
機能メニュー［残りすべてを取得］→［は
い］を選択します。

● お買い上げ時に登録されているPDFデー
タを削除した場合は、「PlayNow by 
SO」からダウンロードできます。

 ［ｉMenu］→［メニュー /検索］→［ケータ
イ電話メーカー］→［PlayNow by SO］

PDFの表示方法を設定する

 1 PDFデータ表示画面で  （機能）を
押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［詳細情報表示設定］を選び  を押す
詳細情報表示設定画面が表示されます。
［倍率/ページ番号表示］：
倍率とページ番号を表示するかどうかを
設定します。

［スクロールバー表示］：
スクロールバーを表示するかどうかを設
定します。

 3 ［倍率/ページ番号表示］に［ON］/
［OFF］を選択する

 4 ［スクロールバー表示］に［ON］/［OFF］
を選択する
詳細情報表示設定が設定されます。



335

デ
ー
タ
表
示
／
編
集
／
管
理

PDFデータの文字列を検索する

 1 PDFデータ表示画面で  （検索）を
押す
検索条件設定

検索文字列

完全一致　　　　　ＯＦＦ
大文字小文字区別
　　　　　　　　　ＯＦＦ

［検索文字列］：
検索する文字を入力します。

［完全一致］：
完全に一致する文字列だけを検索するか
どうかを設定します。

［大文字小文字区別］：
大文字と小文字を区別するかどうかを設
定します。

 2 ［検索文字列］に検索する文字列を入力
する
全角8文字、半角16文字以内で入力します。

 3 ［完全一致］に［ON］/［OFF］を選択する

 4 ［大文字小文字区別］に［ON］/［OFF］を
選択する

 5  （実行）を押す
検索した文字列が反転表示されます。
前後の検索結果を表示する場合

 （前へ）/  （次へ）を押します。

しおり/マークを使う
よく利用するページなどにしおりやマー
クを登録しておくと、しおりやマークを
選択するだけでリンク先のページを表示
できます。マークは、現在表示している
ページ番号とページ内の位置を登録しま
す。あらかじめ、しおりやマークが登録
されているPDFデータもあります。
・ しおりには次の2種類あります。

- しおり ： あらかじめPDFデータ
に登録されています。
変更できません。

- ｉモードしおり ： 追加/削除することがで
きます。

ｉモードしおり/マークを追加する

ｉモードしおりやマークはそれぞれ10件
まで追加できます。
例： ｉモードしおりを追加する場合

 1 PDFデータ表示画面でｉモードしおり
を追加するページを表示し、  （機能）
を押す
機能メニューが表示されます。
マークを追加する場合
機能メニュー［マーク］→［マーク追加］を選
択します。マークを追加した箇所に「 」
が表示されます。

 2 ［しおり］→［ｉモードしおり追加］を選
び  を押す
ｉモードしおりが追加されます。

● 追加したｉモードしおり/マークは、赤外
線通信、ｉC通信、microSDメモリーカー
ドなどでパソコンや他のFOMA端末へコ
ピーした場合、削除されることがあります。

次ページにつづく
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ｉモードしおり/マークを一覧表示する

例： ｉモードしおりを一覧表示する場合

 1 PDFデータ表示画面で  （機能）を
押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［しおり］→［ｉモードしおり一覧］を選
び  を押す
ｉモードしおりの一覧が表示されます。
マークを一覧表示する場合
［マーク］→［マーク一覧］を選択します。
しおり/ｉモードしおりの詳細を確認する場合

 （確認）を押します。
ｉモードしおりのタイトルを変更する場合
ｉモードしおりにカーソルをあわせ、機
能メニュー［タイトル変更］を選択します。
全角64文字、半角128文字以内で入力し
ます。

ｉモードしおり/マークを削除する場合
ｉモードしおり/マークにカーソルをあわ
せ、機能メニュー［削除］→［1件削除］→
［はい］を選択します。複数選択して削除
する場合は、機能メニュー［削除］→［選択
削除］を選択し、ｉモードしおり/マーク
を複数選択して  （完了）を押し、［はい］
を選択します。すべてのｉモードしおり/
マークを削除する場合は、機能メニュー
［削除］→［全件削除］を選択し、端末暗証
番号を入力して［はい］を選択します。

 3 ｉモードしおりを選び  （表示）を
押す
ｉモードしおりが設定されているページが
表示されます。

静止画を切出す
表示中のPDFデータの一部を切出して、
JPEG画像として保存することができ
ます。
・ PDFデータによっては、画面の切出しがで
きない場合があります。

 1 PDFデータ表示画面で  （機能）を
押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［画面切出し］→［はい］を選び  を
押す

 3 フォルダを選び  を押す
切出した画像がデータBOXのマイピクチャ
に保存されます。
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音楽再生

Music&Videoチャネルとは .........................................................................................  338
番組を設定する ...........................................................................................................  338
番組を再生する ...........................................................................................................  340
データBOXから番組を再生する ....................................................................................  342

■ 音楽を聞く
ミュージックプレーヤーとは ........................................................................................  342
音楽データを転送する .................................................................................................  343
着うたフル®をダウンロードする ...................................................................................  344
音楽データを再生する .................................................................................................  345
プレイリストを管理する ..............................................................................................  348
ミュージックプレーヤーの設定を変更する .....................................................................  349

音楽データの取り扱いについて
・ 本書では、ミュージックプレーヤーで再生する着うたフル®とWMA（Windows Media 

Audio）ファイルをあわせて「音楽データ」と記載しています。
・ FOMA端末では、著作権保護技術で保護されたWMAファイルや着うたフル®を再生でき
ます。

・ インターネット上のホームページなどから音楽データをダウンロードする際には、あらか
じめ利用条件（許諾、禁止行為など）をよくご確認のうえ、ご利用ください。

・ 著作権保護技術で保護されたWMAファイルは、FOMA端末固有の情報を利用して再生し
ています。故障や修理、電話機の変更などでFOMA端末固有の情報が変更された場合は、
既存のWMAファイルを再生できなくなることがあります。

・ CCCD（コピーコントロールCD）の取り扱いや、音楽データをWMAファイルなどに変換
できない場合の対処については、当社としては責任を負いかねますのであらかじめご了承
ください。

・ FOMA端末およびmicroSDメモリーカードに保存した音楽データは、個人使用の範囲内
でのみ使用できます。ご利用にあたっては、著作権などの第三者の知的財産権その他の権
利を侵害しないよう十分ご配慮ください。また、FOMA端末やmicroSDメモリーカード
に保存した音楽データは、パソコンなど他の媒体にコピーまたは移動しないでください。
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Music&Videoチャネルとは
Music&Videoチャネルとは、事前にお
好みの音楽番組などを設定するだけで、
夜間に最大1時間程度の番組が自動配信
されるサービスです。また、最大30分程
度の高画質な動画番組を楽しむこともで
きます。番組は定期的に更新され、配信
された番組は通勤や通学中など好きな時
間に楽しむことができます。

■ Music&Videoチャネルのご利用にあ
たって

・ Music&Videoチャネルはお申し込みが必
要な有料サービスです。（お申し込みには
ｉモード契約およびパケ・ホーダイ/パケ・
ホーダイフル契約が必要です）

・ Music&Videoチャネルのサービス利用料の
ほかに、番組によって別途情報料がかかる
場合があります。

・ Music&Videoチャネルの詳細については、
『ご利用ガイドブック（ｉモード＜FOMA＞
編）』をご覧ください。

・ Music&Videoチャネルにご契約いただい
たあと、Music&Videoチャネル非対応の
FOMA端末にFOMAカードを差し替えた場
合、Music&Videoチャネルはご利用いただ
けません。ただし、Music&Videoチャネル
を解約されない限りサービス利用料が発生
しますのでご注意ください。

・ 国際ローミング中は番組設定や取得は行え
ません。※ 海外へお出かけの際は、事前に
番組の配信を停止してください。また、帰
国された際は、番組の配信を再開してくだ
さい。
※ 国際ローミング中に番組設定や取得を行
おうとした場合、ｉモード接続を行うた
めパケット通信料がかかりますのでご注
意ください。

番組を設定する
利用したい番組を予約すると、夜間に番
組データを自動的に取得します。

 1 メニューで［Music］→［Music&
Videoチャネル］を選び  を押す
Ｍｕｓｉｃ＆Ｖｉｄｅｏチャネル

番組がありません

番組がありません

番組設定

番組リスト

サービスのご案内

Music&Videoチャネルメニューが表示され
ます。
［番組設定］：
番組の予約/解除を行うサイトに接続し
ます。

［番組リスト］：
番組の一覧サイトに接続します。

［サービスのご案内］：
Music&Videoチャネルの説明サイトに
接続します。

 2 ［番組設定］を選び  を押す

 3 画面の指示に従って番組を設定する
詳しくは、『ご利用ガイドブック（ｉモード
＜FOMA＞編）』をご覧ください。

● 番組を設定するときは、Music&Video
チャネル番組提供サイトへのマイメ
ニュー登録が必要です。（P.190）

● 一度に設定できる番組の数は2つまで
です。
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番組の設定内容を確認・解除する

 1 Music&Videoチャネルメニューで
［番組設定］を選び  を押す

 2 画面の指示に従って操作する
設定中の番組の確認や、設定の解除を行う
ことができます。詳しくは、『ご利用ガイド
ブック（ｉモード＜FOMA＞編）』をご覧くだ
さい。

● 番組の設定を解除してもマイメニュー登
録は削除されません。

番組を設定すると
番組配信時刻の12時間前になると、待受
画面に「 」が表示されます。
番組の取得は夜間に自動的に行われま
す。取得に成功すると待受画面に「 」
（Music&Video ch更新成功）の通知情報
アイコンが表示されます。

Ｍｕｓｉｃ＆Ｖｉｄｅｏ　ｃｈ更新成功

番組をすぐに再生する場合
待受画面で  （リンク）を押して「 」
を選択します。Music&Videoチャネル
メニューが表示されます。

番組の取得に失敗した場合
「 」（Music&Video ch更新失敗）の通知
情報アイコンが表示されます。

● 番組取得中に電波状態などにより取得を
中断した場合は、3分間隔で5回まで自動
的に再取得を行います。再取得しても番
組を完全に取得できなかった場合は、翌
日の夜間に再度番組の取得を行います。

● 番組取得開始時に、圏外、電源OFF中、
電池残量が少ないなどの理由により番組
の取得ができなかった場合、翌日の夜間
に再度取得を行います。

● 番組取得には時間がかかる場合がありま
す。十分に充電して、電波状態の良い環
境でご使用ください。

● 取得した番組をコピーすることはできま
せん。

● 次の場合は、番組を自動で取得できませ
ん。Music&Videoチャネルメニューか
ら、再度番組を設定してください。
‐ 番組設定したときと異なるFOMAカー
ドを差し替えた場合

‐ 番組設定したあとでFOMAカードを
別のMusic&Videoチャネル対応の
FOMA端末に差し替えた場合

‐ データ一括削除を行った場合
● 1つのチャンネルに保存できる番組デー
タは1つまでです。新しい番組データが取
得されると、以前取得した番組データは
削除され、再生できなくなります。

● Music&Videoチャネルまたはｉモード
の解約を行った場合、［配信番組］フォル
ダの番組データが削除される場合があり
ます。

番組を手動で取得する
番組の自動取得に失敗した場合は、手動
で取得することができます。

 1 Music&Videoチャネルメニューで番
組→［はい］を選び  を押す

● ご利用になる時間帯によっては、手動で
取得できない場合があります。

● 番組の取得が中断された場合、中断され
るまで部分的に取得した番組は保存され
ます。残りを取得するときは、一部の時
間帯を除いて手動で取得できます。

● 再生制限が切れた番組は再取得できませ
ん。また、次回配信日まで更新ができま
せん。
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番組を再生する

 1 メニューで［Music］→［Music&
Videoチャネル］を選び  を押す
Ｍｕｓｉｃ＆Ｖｉｄｅｏチャネル

　○○ライブ
２０：００
　△△特集
１５：００
番組設定

番組リスト

サービスのご案内

　　　次回更新日
　　　２００８／０２／２０

Music&Videoチャネルメニューが表示され
ます。
・ 番組の種別・状態、再生制限は、次のア
イコンで確認できます。
種別・状態
アイコン 種　類

取得に成功した番組
取得に失敗した番組、部分的に
取得した番組
再生開始時間が設定されている
番組
未再生の番組

再生制限
アイコン 再生制限

再生制限ありの番組
再生制限切れの番組

番組の詳細情報を表示する場合
番組にカーソルをあわせ、  （詳細情報）
を押します。

 2 番組を選び  を押す

○○ライブ
イントロダクション
△△△

ＶＯＬ　１６














 

 チャプターの画像/動画
 現在の状態（再生中/停止中/一時停止中/早
送り中/早戻し中）

 再生チャプターの順番/番組の総チャプ
ター数

 番組画像
 再生経過時間/番組の総時間
 番組タイトル
 チャプタータイトル/オリジナルタイトル
 アーティスト名/作成者名
 リピート再生（ON/OFF）
 音量
番組が再生されます。
操作方法
操　作 ボタン操作

再生  （再生）を押します。
一時停止  （ポーズ）を押します。
停止 機能メニュー［停止］を選択

します。
音量調節   を押します。
次のチャプ
ターに移動※

 を押します。

現在のチャプ
ターの頭出し※

 を押します。

前のチャプ
ターに移動※

 を繰り返し押します。

早送り 再生中に  を押し続けます。
早戻し 再生中に  を押し続けます。
全画面表示※  （全画面）を押します。

・ 番組が着うたフル®の
ファイルの場合は全画面
表示できません。

Web To機能
を利用

 （サイト接続）を押します。
番組にURL情報がある場
合、サイトに接続できます。

リピート再生 機能メニュー［Music&V 
ch設定］→［リピート］→
［ON］/［OFF］を 選 択 し
ます。

※ 停止中は操作できません。
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● 再生回数、再生期間、再生期限の制限が
ある番組は、制限を超えると再生できな
くなります。

● 取得に失敗した番組を選んだ場合、再度
ダウンロードするかどうかの確認画面が
表示されます。［はい］を選択すると、取
得が開始されます。更新に失敗しても、
元の番組が再生可能な場合、［そのまま再
生］を選択すると再生されます。

● 部分的に取得した番組を選んだ場合、残
りをダウンロードするかどうかの確認画
面が表示されます。［はい］を選択すると、
取得が開始されます。［途中まで再生］を
選択すると、取得している部分が再生さ
れます。ただし、再生開始時間が設定さ
れている番組の場合、取得が完全でない
と再生できません。

● 再生開始時間が設定されている番組は再
生できる時間が決まっていて、時間外に
再生することはできません。自動時刻時
差補正により、時計に表示された時刻に
あわせて再生されます。

● 再生開始時間が設定されている番組を開
始時間より前に選んだ場合、「再生時間外
のため再生できません」と表示され、次回
の番組再生開始時間が表示されます。開
始時間の60秒前になると、「まもなく番
組再生開始となります　しばらくお待ち
ください」と表示され、再生できるように
なります。

● 番組によっては、一時停止やチャプター
の移動、早送り、早戻しの操作が制限さ
れている場合があります。

● 電池残量が少ないときに再生しようとす
ると、再生するかどうかの確認画面が表
示されます。また、再生中に電池残量が
少なくなった場合、再生が一時停止され、
再生を継続するかどうかの確認画面が表
示されます。十分に充電してご使用くだ
さい。

番組のチャプターを確認する
番組のチャプター一覧を表示し、各チャ
プターのタイトルやアーティスト名、再
生時間を確認できます。

 1 Music&Videoチャネルメニューで番
組を選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［チャプター一覧］を選び  を押す
○○ライブ　　　　　１／４

　イントロダクション
０４：００　　△△△
　トラック１
０５：２０　　△△△
　トラック２
０６：１５　　△△△
　トラック３
０４：２５　　△△△

チャプターの詳細情報を表示する場合
チャプターにカーソルをあわせ、  （詳
細情報）を押します。

番組を削除する

 1 Music&Videoチャネルメニューで番
組を選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［番組削除］→［はい］を選び  を押す

● 番組を削除しても、番組設定は解除され
ません。

番組を別のフォルダに移動する
取得した番組は、データBOXのMusic&
Videoチャネルの［配信番組］フォルダに
保存されます。番組が更新されると、そ
れまで保存されていた番組は上書きさ
れ、再生できなくなるため、番組の更新
前に、別のフォルダに移動できます。番
組は10件まで保存することができます。

 1 Music&Videoチャネルメニューで番
組を選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［番組移動］→［はい］を選び  を押す

次ページにつづく
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 3 フォルダを選び  （完了）を押す

● 取得した番組はmicroSDメモリーカード
に保存することはできません。

● 次の番組は移動できません。
‐ 取得が完全でない番組
‐ 再生開始時間が設定されている番組
‐ 再生制限が切れている番組

データBOXから番組を再生
する
データBOXのMusic&Videoチャネルに
保存されている番組を再生します。

 1 待受画面で  （ ）を押し、［Music&
Videoチャネル］を選び  を押す
Ｍｕｓｉｃ＆Ｖｉｄｅｏチャネル

配信番組

フォルタ゛１

ｍｕｓｉｃｃｈ１

Music&Videoチャネルのフォルダとファイ
ルの一覧が表示されます。
・ フォルダ/ファイル一覧表示中の操作につ
いては、データBOXを管理する（P.317）
を参照してください。

フォルダ内の番組を再生する場合
フォルダを選んで  を押します。

 2 番組を選び  を押す
選択した番組が再生されます。

ミュージックプレーヤーとは
ｉモードのサイトからダウンロードした
着うたフル®や、パソコンからFOMA端
末に挿入されたmicroSDメモリーカード
に保存した音楽データをミュージックプ
レーヤーで再生できます。
・ 音楽データを再生しながらサイトを表示し
たり、メールの送受信を行うことができ
ます。（バックグラウンド再生）

■ 再生できる音楽データ
データBOX

保存先 再生可能な
ファイル フォーマット 拡張子

ミュージック 着うた
フル®

AAC-LC/
HE-AAC

.3gp

microSDメモリーカード

保存先 再生可能な
ファイル フォーマット 拡張子

ミュージック
の［通常コンテ
ンツ］フォルダ

WMA/
3GPP

WMA/
AAC-LC/
HE-AAC

.wma/

.3gp

ミュージックの
［移行可能コンテ
ンツ］フォルダ

着うた
フル®

AAC-LC/
HE-AAC

.SB2

ミュージックの
［WMA］フォルダ

WMA WMA .wma

■ 再生対応フォーマット
フォーマット 説　明
WMA Microsoft社が開発した音声圧縮方

式です。Windows標準の音声圧縮
方式として採用されています。

AAC-LC MPEG2やMPEG4で使用されてい
る音声圧縮方式です。音質はその
ままに、圧縮率を高めることがで
きます。

HE-AAC MPEG4で使用されている音声圧
縮方式です。AACの拡張仕様です。
着うたフル®にも採用されています。

■ 再生対応ビットレート

ファイル フォーマット ビットレート
（kbps）

着うた
フル®

AAC-LC 8～128
HE-AAC（v1） 8～128
HE-AAC（v2） 8～48

3GPP AAC-LC 80, 96, 128, 160, 
192, 256, 320

HE-AAC（v1） 40, 48, 64, 80, 96
WMA WMA 20～320

・ 一般的にはビットレートの数字が大きいほ
ど音質はよくなりますが、データ量が大き
くなるので、保存曲数は少なくなります。
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■ ミュージックプレーヤーで操作可能な
最大曲数

保存先 最大曲数
データBOX 200曲
microSDメモリーカード：2Gバイト 1,500曲

● microSDメモリーカードに保存されてい
る著作権のある“WMA”フォーマットの
音楽データは、お客様のSO905iCSでの
み再生できます。

● microSDメモリーカードに保存した音楽
データによっては、他のFOMA端末で再
生できないことがあります。

音楽データを転送する
Windows Media Playerまたはナップ
スター ®アプリを使い、パソコンから
FOMA端末に挿入されたmicroSDメモ
リーカードに音楽データを転送します。

Windows Media PlayerでWMA
ファイルをパソコンに転送する
音楽CDなどから音楽データをWindows 
Media Player 10/11で取り込み、FOMA端
末のmicroSDメモリーカードに保存します。

 1 Windows Media Player 10/11を
パソコンにインストールする
・ Windows XPでWindows Media 

Player 10/11をご利用になる場合は、
Windows XP Service Pack 2以降をお
使いください。

・ Windows VistaではWindows Media 
Player 11をご利用ください。

 2 WMAファイルをパソコンに保存する
Windows Media Player 10/11の操作方
法については、 Windows Media Player 
10/11のヘルプをご覧ください。

 3 FOMA端末のUSBモード設定を［MTP
モード］に切り替える
・ パソコンと接続してFOMA端末を利用する
（P.314操作1～3）と同じ操作を行ってくだ
さい。

・ あらかじめmicroSDメモリーカードを装着
してからMTPモードに切り替えてください。

 4 FOMA端末とパソコンをFOMA 充電
機能付USB接続ケーブル 01/02（別
売）で接続する

 5 Windows Media Player 10/11か
ら音楽データを転送する
・ プレイリストを転送すると、FOMA端末で
はWMAプレイリストとして利用できます。

 6 FOMA端末とパソコンからFOMA 充
電機能付USB接続ケーブル 01/02（別
売）を取外す

● 他のFOMA端末でmicroSDメモリーカー
ドに転送したWMAファイルは、お客様
のSO905iCSで表示・再生されない場合
があります。

● 他のFOMA端末でWMAファイルを転送
したmicroSDメモリーカードを使用する
と、USBモード設定を［MTPモード］に切
り替えてパソコンと接続しても、パソコ
ンで認識されないことがあります。その
場合は、WMA一括削除（P.320）を行うか、
microSDメモリーカードのフォーマット
（P.313）を行ってください。microSDメ
モリーカードをフォーマットすると、音
楽データ以外のデータもすべて削除され
ますのでご注意ください。

ナップスター ®アプリについて
ナップスター ®アプリを利用して音楽
データを転送することもできます。
・ ナップスター ®アプリは下記のホームページ
よりダウンロードできます。

 http://www.napster.jp/ （2007年12月現在）
・ ナップスター ®アプリについてご不明な点が
ございましたら下記のホームページをご覧
ください。

 http://www.napster.jp/support/ （2007年
12月現在）

次ページにつづく
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パソコンで音楽データを直接コ
ピーする

FOMA端末とパソコンを接続すると、
microSDメモリーカードのデータをパソ
コンから外部ドライブとして読み込み/書
き込みできます。
AACファイル（.3gp）をWindows Media 
Playerを使わないで直接ファイルを保存
しても、ミュージックプレーヤーで再生
できます。
・ Windows Media Playerを使わないで保存
した音楽データは、SO905iCSで正常に再
生できない場合があります。

・ Windows Media Playerを使って保存した
音楽データは、この操作で削除しないでく
ださい。

・ microSDメモリーカードのフォルダ構成に
ついては、P.309をご覧ください。

 1 FOMA端末のUSBモード設定を
［microSDモード］に切り替える
・ パソコンと接続してFOMA端末を利用する
（P.314操作1～3）と同じ操作を行ってくだ
さい。

 2 FOMA端末とパソコンをFOMA 充電
機能付USB接続ケーブル 01/02（別
売）で接続する

 3 マイ コンピュータの［リムーバブル 
ディスク］をダブルクリックする

 4 「P R I VAT E」→「D O C O M O」→
「MMFILE」→「MUSIC」という名前の
フォルダを順に作成する
・ すでにフォルダがある場合は作成する必
要はありません。

 5 作成した「MUSIC」フォルダに音楽
データを保存する

 6 FOMA端末とパソコンからFOMA 充
電機能付USB接続ケーブル 01/02（別
売）を取外す

着うたフル®をダウンロード
する

1件あたり5Mバイトまでの着うたフル®

をダウンロードし、データBOXまたは
microSDメモリーカードに保存でき
ます。
例： 着うたフル®をデータBOXに保存する場合

 1 サイトを表示中に着うたフル®を選び 
 を押す

ミュージック

再生
保存
情報表示
戻る

着うたフル®がFOMA端末に取得されます。
うた・ホーダイの場合は、再生期限情報が
取得され、続けてうた・ホーダイのダウン
ロードが開始されます。

 2 ［保存］を選び  を押す
保存先選択

　データＢＯＸ
　ｍｉｃｒｏＳＤ

［データBOX］：
データBOXのミュージックに保存し
ます。

［microSD］：
microSDメモリーカードのミュージック
の［移行可能コンテンツ］に保存します。
（microSDメモリーカードを挿入してく
ださい）

再生する場合
［再生］を選択します。
詳細情報を表示する場合
［情報表示］を選択します。

 3 ［データBOX］を選び  を押す

 4 フォルダを選び  （保存）を押す
ダウンロードした着うたフル®が保存され
ます。

● お買い上げ時に登録されている着うたフ
ル®を削除した場合は、「PlayNow by 
SO」からダウンロードできます。

 ［ｉMenu］→［メニュー /検索］→［ケータ
イ電話メーカー］→［PlayNow by SO］
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音楽データを再生する
データBOX、microSDメモリーカード
のミュージックに保存されている音楽
データを、ミュージックプレーヤーで再
生します。
ミュージックメニューでアーティスト、
アルバム、ジャンルなどを指定して、聴
きたい曲を簡単に検索することができ
ます。
・ ミュージックプレーヤー内の音楽データ更
新中は「 」が表示されます。他の機能を起動
していると、データ更新に時間がかかるこ
とがあります。また、データ更新中は、ミュー
ジックプレーヤーの操作が遅くなることが
あります。データ更新中は、すべての曲が
表示されないことがあります。更新終了後
にミュージックメニューを再表示してくだ
さい。

・ 音楽データによっては、再生が開始される
までに時間がかかることがあります。

・ 音楽データによっては、ジャケット画像が
表示できないことがあります。

・ 音楽データのフォーマットやビットレート
によっては、音とびやノイズが生じること
があります。

・ 電池残量が少ないとミュージックプレー
ヤーを起動できないことがあります。また、
再生中に電池残量が少なくなった場合は再
生を停止します。十分に充電してご使用く
ださい。

・ ミュージックプレーヤーで音楽データを再
生中に、FOMA端末にmicroSDメモリー
カードを取付け/取外ししないでください。
再生が中断されます。

・ ミュージックプレーヤーで音楽データを再
生中に音声電話、テレビ電話、プッシュトー
クを着信したり、メールを受信したり、め
ざまし時計/スケジュールアラームが起動し
たりすると、再生が中断され、それぞれの
動作に移ります。動作終了後、ミュージッ
クプレーヤーに戻ると自動的に続きから再
生します。ただし、自動的に続きから再生
されない場合もあります。

・ ミュージックプレーヤーで音楽データを再
生中に着うたフル®を保存したり、ミュー
ジックフォルダを表示したりすると、ミュー
ジックプレーヤーは終了します。

・ 音楽データによっては、音楽データ一覧の
表示に時間がかかることがあります。

例： アーティストを選んで再生する場合

 1 メニューで［Music］→［ミュージック
プレーヤー］を選び  を押す

・ 待受画面で  を1秒以上押してもミュー
ジックプレーヤーを起動できます。

［続きから再生］：
前回再生していた音楽データがある場合、
停止した位置から再生します。ただし、
音楽データを削除すると、［続きから再生］
は選択できません。
・ 再生中に  を押してミュージック
メニューを表示した場合は、［再生中
の曲へ］と表示され、選択すると再生
中画面が表示されます。

［全曲シャッフル］：
すべての音楽データをランダムに再生し
ます。

［アルバム］：
アルバム一覧を表示し、アルバム→音楽
データを選択します。

［アーティスト］：
アーティスト一覧を表示し、アーティス
ト→アルバム→音楽データを選択します。

［ジャンル］：
ジャンル一覧を表示し、ジャンル→アー
ティスト→アルバム→音楽データを選択
します。

［プレイリスト］：
プレイリスト一覧を表示し、［オリジナル
プレイリスト］/［WMAプレイリスト］/［イ
ンポートプレイリスト］→プレイリスト→
音楽データを選択します。

［全曲］：
すべての音楽データ一覧を表示し、音楽
データを選択します。

次ページにつづく
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［よく聴く50曲］：
再生回数の多い順に最大50曲まで一覧表
示し、音楽データを選択します。

［最近聴いた50曲］：
再生した日時の新しい順に最大50曲まで
一覧表示し、音楽データを選択します。

［保存メモリ別］：
保存先を選択し、音楽データを選択し
ます。

［ミュージック設定］：
ミュージック設定メニューを表示します。

 2 ［アーティスト］を選び  を押す
アーティスト一覧が表示されます。

 3 アーティスト→アルバムを選び  
を押す
詳細情報を表示する場合
音楽データにカーソルをあわせ、機能メ
ニュー［詳細情報表示］を選択します。

ジャケットを確認する場合
音楽データにカーソルをあわせ、機能メ
ニュー［画像表示］を選択します。

歌詞を確認する場合
音楽データにカーソルをあわせ、機能メ
ニュー［歌詞表示］を選択します。

 4 音楽データを選び  （再生）を押す

現在の状態（再生中/停止中）
現在の再生曲の曲順/現在の再
生リストの総曲数
再生曲経過時間/再生曲総時間
曲名
アルバム名
アーティスト名
ミュージックプレーヤーの設
定状況

選択した音楽データが再生されます。

操作方法
操　作 ボタン操作

再生  （再生）を押します。
停止  （停止）を押します。
音量調節   を押します。
次の曲の
頭出し

 を押します。

現在の曲の
頭出し

再生開始から3秒以上経過後
に  を押します。

前の曲の
頭出し

再生開始から3秒未満に  
を押します。

早送り 再生中に  を押し続けます。
早戻し 再生中に  を押し続けます。
表示切替  を押します。ビジュアラ

イザ表示とジャケット表示が
切り替わります。

前の画面へ
移動

 を押します。

ミュージックプレーヤーを終了する場合
 を押します。ミュージックプレー

ヤーを終了して待受画面に戻ります。

● ジャケット、歌詞によっては保存できる
ものがあります。保存する場合は、表示
画面で  （保存）を押し、［はい］→フォ
ルダを選択してください。

● ミュージックメニューで機能メニュー
［ファイル管理モード］を選択すると、
ミュージックプレーヤーを終了し保存先
別のミュージックフォルダの音楽データ
を表示できます。
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音楽データの再生制限について
音楽データによっては再生制限が設定さ
れているものがあります。再生制限のあ
る音楽データを再生しようとすると、音
楽データの種類によって、異なる確認画
面が表示されます。

■ 着うたフル®

再生制限のある音楽データを再生しようとした
ときの表示は次のとおりです。
再生制限 表　示
再生回数残
あり

「再生可能回数は残りXX（再生可
能回数）です　再生しますか」と
表示されます。［はい］を選択す
ると音楽データを再生します。

再生回数切れ「再生可能回数が終了しました　
削除しますか」と表示されます。
［はい］を選択すると音楽データ
を削除します。

再生期限切れ「再生可能期限が切れました　削
除しますか」と表示されます。［は
い］を選択すると音楽データを削
除します。

再生期間前 「再生可能日前です　再生できま
せん」と表示されます。

■ うた・ホーダイ
・ 再生期限の切れたうた・ホーダイを再生し
ようとすると、「再生期限の更新が必要な
データがあります　携帯電話/FOMAカー
ド（UIM）の製造番号を送信しサイトに接続
しますか」または「再生するには再生期限の
更新が必要です　携帯電話/FOMAカード
（UIM）の製造番号を送信しサイトに接続し
ますか」と表示されます。［はい］を選択する
と再生期限を更新します。［いいえ］を選択
すると、音楽データを再生することができ
ません。

・ 再生期限の更新にはパケット通信料がかか
ります。

・ 日本以外の国で使用した場合、表示される
期限より前または後に再生期限が切れるこ
とがあります。

・ 国際ローミング中の再生期限の更新にかか
るパケット通信料は、パケ・ホーダイまた
はパケ・ホーダイフルの適用対象外です。

・ うた・ホーダイの再生期限には、再生期限
が過ぎたあとでも数日間の再生猶予期間が
設定されている場合があります。この期間
中は再生期限を更新しなくても音楽データ
を再生できますが、再生猶予期間を過ぎる
と再生できなくなります。また、再生期限
の更新を行っていない状態で音楽データの
ダウンロードを行うと、保存前の再生がで
きません。

・ 登録できるうた・ホーダイのサービスが上
限値を超えていると、サービスを上書きす
るかどうかの確認画面が表示されます。［は
い］を選択すると、再生期限の最も古いサー
ビスから上書きされます。また、上書きさ
れたサービスからダウンロードした音楽
データは再生できなくなります。

・ 再生期限を通知する画面の期限情報は、日
本の日時で表示されます。

音楽データ一覧の表示方法を設定
する
音楽データ一覧の表示方法を2種類から
選択できます。
・ 音楽データにジャケットの情報がない場合、
ジャケットは表示されません。

 リスト表示 ジャケット表示  

 1 音楽データ一覧画面で  （機能）を押
し、［ジャケット表示切替］を選び  
を押す
リスト表示とジャケット表示が切り替わり
ます。
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プレイリストを管理する
FOMA端末で再生できるプレイリストに
は、次の3種類があります。
オリジナルプレイリスト
FOMA端末で作成したプレイリストです。最
大20件のプレイリストを作成/編集することが
でき、1件につき最大50曲の音楽データを登録
できます。
WMAプレイリスト/インポートプレイリスト
パソコンなどの外部機器で作成したプレイリス
トです。最大100件のプレイリストを表示する
ことができます。WMAプレイリストは1件に
つき最大500曲の音楽データを、インポートプ
レイリストは1件につき最大200曲の音楽デー
タを表示できます。FOMA端末では作成/編集
することはできません。WMAプレイリストは
Windows Media Player 10/11で作成できま
す。インポートプレイリストは、パソコンなど
で作成したM3U形式のプレイリストファイル
をmicroSDメモリーカードに転送することで
ご利用いただけます。

プレイリストを作成する
お好みの音楽データをオリジナルプレイ
リストに登録します。
例： 音楽データを1曲オリジナルプレイリスト

に追加登録する場合

 1 音楽データ一覧で音楽データを選び 
 （機能）を押す

機能メニューが表示されます。

 2 ［プレイリストへ登録］→［1件登録］を
選び  を押す

ＸＸＸヘ゛スト１
ＸＸＸヘ゛スト２
ＸＸＸライフ゛

　　登録先選択

新しいオリジナルプレイリストを作成する
場合

 （新規）を押し、プレイリスト名を入力
します。全角9文字、半角19文字以内で
入力します。

複数選択して登録する場合
機能メニュー［プレイリストへ登録］→［選
択登録］を選択し、音楽データを複数選択
して  （完了）を押します。

すべて登録する場合
機能メニュー［プレイリストへ登録］→［全
件登録］を選択します。

 3 登録するオリジナルプレイリストを選
び  を押す
登録方法選択画面が表示されます。
［追加登録］：
プレイリストに登録されている音楽デー
タに選択した音楽データを新規に追加し
ます。

［全入換え］：
プレイリストに登録されている音楽デー
タを選択した音楽データですべて上書き
するかどうかを確認する画面が表示され
ます。［はい］を選択すると、登録してい
た音楽データはすべてプレイリストから
削除されるのでご注意ください。

 4 ［追加登録］を選び  を押す
オリジナルプレイリストに音楽データが登
録されます。

プレイリストの音楽データを削除/
並べ替えする
プレイリストから音楽データを削除した
り、プレイリスト内の音楽データを並べ
替えできます。プレイリストから音楽
データを削除しても、音楽データのファ
イルそのものは削除されません。
・ WMAプレイリスト/インポートプレイリス
トの音楽データは、削除したり並べ替えた
りできません。

例： 1曲ずつ削除する場合

 1 ミュージックメニューで［プレイリス
ト］→［オリジナルプレイリスト］→プ
レイリストを選び  を押す
オリジナルプレイリストの音楽データ一覧
が表示されます。
すべて削除する場合
機能メニュー［プレイリストから削除］→
［全件削除］→［はい］を選択します。
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複数選択して削除する場合
機能メニュー［プレイリストから削除］→
［選択削除］を選択し、音楽データを複数
選択して  （完了）を押し、［はい］を選
択します。

 2 音楽データを選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。
音楽データを並べ替える場合
機能メニュー［並べ替え］→音楽データを
選択し、移動先にカーソルをあわせて 

 （移動先）を押し、  （完了）を押し
ます。

 3 ［プレイリストから削除］→［1件削除］
→［はい］を選び  を押す
選択した音楽データがプレイリストから削
除されます。

プレイリストをコピー、削除/名前
を変更する
プレイリストを削除したり、プレイリス
ト名を変更することができます。
・ WMAプレイリスト/インポートプレイリス
トのコピーやプレイリストの変更はできま
せん。

例： 1件ずつ削除する場合

 1 ミュージックメニューで［プレイリス
ト］→［オリジナルプレイリスト］を選
び  を押す
プレイリスト一覧が表示されます。
WMAプレイリストを削除する場合
［WMAプレイリスト］を選択します。
インポートプレイリストを削除する場合
［インポートプレイリスト］を選択します。
すべて削除する場合
機能メニュー［プレイリスト削除］→［全件
削除］→［はい］を選択します。

複数選択して削除する場合
機能メニュー［プレイリスト削除］→［選択
削除］を選択し、プレイリストを複数選択
して  （完了）を押し、［はい］を選択し
ます。

 2 プレイリストを選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。
プレイリスト名を変更する場合
プレイリストにカーソルをあわせ、機能
メニュー［プレイリスト名編集］を選択し
ます。全角9文字、半角19文字以内で入
力します。

プレイリストをコピーする場合
プレイリストにカーソルをあわせ、機能
メニュー［プレイリストコピー］→［はい］
を選択します。

プレイリストの詳細情報を表示する場合
プレイリストにカーソルをあわせ、機能
メニュー［詳細情報表示］を選択します。

 3 ［プレイリスト削除］→［1件削除］→［は
い］を選び  を押す
選択したプレイリストが削除されます。

ミュージックプレーヤーの
設定を変更する

 1 ミュージックメニューで［ミュージッ
ク設定］を選び  を押す
ミューシ゛ック設定

再生モート゛
　　　　　　　Ｎｏｒｍａｌ
リヒ゜ート
　　　　　　　　ＯＦＦ
ＡＶＬＳ
　　　　　　　　　ＯＦＦ
設定リセット

 2 ［再生モード］に音楽データの再生モー
ドを選択する
［Normal］：
選択した音楽データ一覧をリスト順に再
生します。

［Shuffle］：
選択した音楽データ一覧を順不同に再生
します。

次ページにつづく
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 3 ［リピート］に繰り返し方法を選択する
［全曲］：
選択した音楽データ一覧の全曲を繰り返
し再生します。

［1曲］：
選択した1曲を繰り返し再生します。

［OFF］：
繰り返し再生しません。

 4 ［AVLS］に再生音量を制限するかどう
かを選択する
［ON］：
再生音量を制限します。音量を16より大
きく調節できなくなります。

［OFF］：
再生音量を制限しません。

ミュージック設定をお買い上げ時の状態に
戻す場合
ミュージック設定画面で［設定リセット］
→［はい］を選択し、端末暗証番号を入力
します。
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マルチアクセスについて
 〈マルチアクセス〉

マルチアクセスとは、音声電話、パケッ
ト通信、SMSを同時に使用できる機能
です。
・ マルチアクセスの組み合わせパターンにつ
いては、P.435をご覧ください。
音声電話 1回線
ｉモード、ｉアプリ、ｉモードメール、
パソコンをつないだパケット通信 1回線

SMS 1回線

● マルチアクセス中は、それぞれの通信回
線について料金がかかります。

● テレビ電話または64Kデータ通信を利用
時は、マルチアクセスを使用できません。
ただし、SMSは同時に受信できます。

マルチアクセスで行える主な操作

音声電話中に他の通信を開始する
例： 音声電話中にｉモードに接続する場合

 1 音声電話中に  （MENU）を押し、
 （新規TASK）を押す

メニュー画面が表示されます。

 2 ［ｉモード］→［ｉMenu］→［メニュー /
検索］を選び  を押す
電話がつながったまま、ｉモードに接続さ
れます。
メールを送信する場合
［メール］→［新規メール作成］を選択し、
メールを作成して送信します。

パソコンをつないでパケット通信をする場合
パソコン側からの操作によりパケット通
信で接続します。

画面を切り替える場合
 （MENU）を押してタスクアイコンを

選択します。

音声電話中にメールを受信する

通話中

通話時間　　　　　　１２：３４

電話がつながったままメールを受信します。

● 通話中にｉモードメール、SMS、メッセー
ジR/Fを受信した場合は、着信音、着信
ランプ、バイブレータは動作しません。

ｉモード中・パケット通信中に音声電
話をかける
例： ｉモード中に音声電話をかける場合

 1 ｉモード中やパケット通信中に  
（MENU）を押す
メニュー画面が表示され、TASK MENUに
カーソルが移動します。

 2 「 」（待受画面）を選び  を押す

 3 電話番号を入力し、  を押す
ｉモードやパケット通信中のまま、音声電
話をかけます。
通話中に画面を切り替える場合

 （MENU）を押してタスクアイコンを
選択します。

● ｉモード中にテレビ電話をかけると、
ｉモード接続を切断し、テレビ電話の発
信を行います。
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次ページにつづく

ｉモード中・パケット通信中に音声電
話を受ける

 1 電話がかかってきたら  を押す
音声電話がかかってくると、電話着信画面
が表示されます。
ｉモードやパケット通信中のまま、音声電
話を受けます。
通話中に画面を切り替える場合

 （MENU）を押してタスクアイコンを
選択します。

マルチタスクについて
 〈マルチタスク〉

マルチタスクとは、複数の機能を同時に
実行し、画面を切り替えて操作できる機
能です。
・ マルチタスクの組み合わせパターンについ
ては、P.437をご覧ください。

マルチタスク中の画面の見かた

/ / ：起動中タスク1件/2
件/3件以上
（ミュージックプレーヤー再生
中は が になります）

TASK MENU
 （MENU）を押すとTASK 

MENUが表示されます。

■ タスクアイコン
アイコン 機能名 アイコン 機能名

待受画面 ビューア

電話
ダイヤル入力 ブログ投稿

プッシュトーク
プッシュトーク発信

音楽付スライド
ショー

カメラ ｉモード

ムービー ｉチャネル

アイコン 機能名 アイコン 機能名
メール/ｉモード共通設定
ｉモード設定
設定
本体情報
USBモード設定
文字入力設定

データBOX

ミュージックプ
レーヤー
Music&Video
チャネル

フルブラウザ Music&Video
チャネルダウンロード

メール
メール表示
メッセージ

ICカード

トルカ

メールBOX 電話番号表示

新規メール作成 バーコードリー
ダー

SMS作成 microSD

テンプレート一覧 ライフタイムカ
レンダー

メール受信
ｉモード問合せ
SMS受信
SMS問合せ
データ通信

めざまし時計

めざまし時計ア
ラーム

スケジュール

メール設定 スケジュールア
ラーム

ｉアプリ テキストメモ

電話帳 電卓

履歴 電話帳お預かり
サービス

プッシュトーク
電話帳 GPS

伝言メモ NWサービス



354

そ
の
他
の
便
利
な
機
能

新しい機能を実行する

 1 各機能を実行中に  （MENU）を
押す

 2  （新規TASK）を押す

 3 メニューから新しい機能を選び  
を押す

機能を切り替える
複数の機能を実行しているときは、操作
する機能の画面に切り替えることができ
ます。

 1  （MENU）を押す

機能名

TASK MENUのタスクアイコ
ンにカーソルが移動します。

 2   でタスクアイコンを選び  
を押す
選択した機能の画面に切り替わります。

実行中の機能をすべて終了する

 1  （MENU）を押す

 2  （全終了）を押す

 3 ［はい］を選び  を押す
実行中のすべての機能が終了します。

● 複数の機能を実行している場合、  を
押すと表示されている機能が終了します。

FOMA端末をスライドして編集
画面を表示する 〈オープン時内容編集〉

FOMA端末をスライドして開くだけで、
メール編集画面やスケジュール編集画
面、テキストメモ編集画面を表示でき
ます。
例： 受信メールから返信用のメール編集画面を

表示する場合

 1 メニューで［設定］→［管理］→［本体ス
ライド設定］→［オープン時内容編集］
を選び  を押す
オープン時内容編集

受信メール（一覧／詳細）
　　　　　　引用返信
送信メール（一覧／詳細）
　　　　　　　　修正
保存メール（一覧）
　　　　　　　　編集
スケシ゛ュール（月／一覧／詳細）
　　　　　　新規／修正
テキストメモ（一覧／詳細）
　　　　　　新規／修正

［受信メール（一覧/詳細）］：
受信メール一覧/受信メール画面でFOMA
端末を開いたときに返信用のメール編集
画面を表示するかどうかを設定します。

［送信メール（一覧/詳細）］：
送信メール一覧/送信メール画面でFOMA
端末を開いたときに送信メールの編集画
面を表示するかどうかを設定します。

［保存メール（一覧）］：
保存メール一覧でFOMA端末を開いたと
きに保存メールの編集画面を表示するか
どうかを設定します。

［スケジュール（月/一覧/詳細）］：
スケジュールのカレンダー /スケジュール
一覧/スケジュール詳細画面でFOMA端末
を開いたときにスケジュール編集画面を
表示するかどうかを設定します。

［テキストメモ（一覧/詳細）］：
テキストメモ一覧/テキストメモ表示画面
でFOMA端末を開いたときにテキストメ
モ編集画面を表示するかどうかを設定し
ます。
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 2 ［受信メール（一覧/詳細）］に［引用返
信］/［返信］を選択する
［引用返信］：
本文を引用します。

［返信］：
本文を引用しません。

［OFF］：
メール編集画面を表示しません。
・ ［引用返信］に設定しても、引用返信で
きない画面の場合は返信になります。
また、［返信］に設定しても、返信でき
ない画面の場合は引用返信になります。

送信メールを編集する場合
［送信メール（一覧/詳細）］に［修正］/［OFF］
を選択します。

保存メールを編集する場合
［保存メール（一覧）］に［編集］/［OFF］を選
択します。

スケジュールを編集する場合
［スケジュール（月/一覧/詳細）］に［新規/修
正］/［OFF］を選択します。

テキストメモを編集する場合
［テキストメモ（一覧/詳細）］に［新規/修
正］/［OFF］を選択します。

ライフタイムカレンダーを
利用する 〈ライフタイムカレンダー〉

ライフタイムカレンダーは、FOMA端
末に保存されている画像、メール、スケ
ジュール、誕生日のデータをカレンダー
形式で表示し、お客様の想い出をより楽
しく演出します。
想い出を自動で表示したり、ライフタイ
ムカレンダーからメール、スケジュール
などを表示できます。

 1 メニューで［Lifekit］→［ライフタイム
カレンダー］を選び  を押す

２００８／02／１3
火月 木水 金日 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１０ １１

2

１２ １３ １４ １５ １６

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ １

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

２８ ２９ ３０ ３１２７

１3

表示設定状況

メール件数表示

登録内容

ライフタイムカレンダーが表示されます。
・  を押すと翌月のカレンダー、  を
押すと前月のカレンダーに切り替えるこ
とができます。

・ 表示および登録されている項目は、次の
アイコンで確認できます。
表示設定状況

/ /
/

静止画 （全表示）/（指定表示）/
（指定非表示）/（非表示）

/ /
/

受信メール （全表示）/（指定表
示）/（指定非表示）/（非表示）

/ /
/

送信メール （全表示）/（指定表
示）/（指定非表示）/（非表示）

/ スケジュール （全表示）/（非表示）
/ 誕生日 （全表示）/（非表示）

登録内容
スケジュール登録あり
誕生日登録あり

・ メールがある場合は、件数によって以下
の色で表示されます。
メール件数表示

背景色 件　数
クリーム 1～4件
ベージュ 5～9件
オレンジ 10～19件
銀 20～99件
金 100件以上

待受画面にライフタイムカレンダーを設定
している場合
待受画面で  （リンク）を押し、ライフ
タイムカレンダーを選択すると、ライフ
タイムカレンダーを起動できます。

次ページにつづく
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インデックスを表示する場合
 （インデックス）を押します。年月を選

択すると、選択した年月のライフタイム
カレンダーが表示されます。

スケジュールを新規作成する場合
機能メニュー［スケジュール新規作成］を
選択し、スケジュールを登録します。

日付を指定してライフタイムカレンダーを
表示する場合
機能メニュー［日付指定表示］を選択
し、日付を入力します。2000/01/01～
2050/12/31の範囲で入力します。

表示データを更新する場合
機能メニュー［データ更新］を選択します。

 2 日付を選び  を押す
選択した日付の前後1年間のライフタイムカ
レンダー（詳細表示）が表示されます。

２００8／０２／13　水

携帯なつ子
新しい着メロ

１３

１２

１１
１５ ２５

ｄｏｃｏｍｏ．ｔａｒｏ．△△＠
お久しぶりです

１０ ２４

携帯はる子

食事をしながら
ＯＮ

１２ ００

ドコモ二郎
旅行の写

１０ ３０

となりのミー１３ １７

明日の予定

携帯はる子１３ １８

表示設定状況

登録内容

インデックスを表示する場合
 （インデックス）を押します。日付を選

択すると、ライフタイムカレンダー（詳細
表示）が表示されます。

静止画を表示する場合
［ ］を選択します。（P.290）
受信メールを表示する場合
［ ］または［ ］を選択します。（P.219）
送信メールを表示する場合
［ ］を選択します。（P.219）
スケジュールを表示する場合
［ ］を選択します。（P.366）
誕生日を表示する場合
［ ］を選択します。電話帳画面（P.101）
または電話番号表示画面（P.45）が表示さ
れます。

● シークレット登録した電話帳、電話番号
表示、スケジュールは、ライフタイムカ
レンダーに表示されません。内容を表示
する場合は、シークレット表示を［ON］
に設定してください。

● FOMA端末に保存されている静止画、
メール、スケジュールのデータが多いほ
ど、ライフタイムカレンダーを楽しくご
利用いただけます。SO905iCSのお買
い上げ直後は、赤外線通信やmicroSD
メモリーカードなどを利用してデータを
FOMA端末に保存することをおすすめし
ます。

想い出が表示されると

一定時間操作を行わないと、FOMA端末
に保存されている静止画、メール、スケ
ジュールのデータが過去の想い出として
ランダムに表示されます。

２００８／02／１3
火月 木水 金日 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１０ １１

2

１２ １３ １４ １５ １６

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ １

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

２８ ２９ ３０ ３１２７

１3

２００８／０２／１３ 想い出

想い出の詳細を表示する場合
 （想い出）を押します。想い出を選択す

ると、ライフタイムカレンダー（詳細表示）
が表示されます。
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ライフタイムカレンダーで表示で
きるデータ
ライフタイムカレンダーは、次のデータ
を表示できます。
- データBOXのマイピクチャに保存されてい
るJPEG画像、GIF画像

- FOMA端末に保存されている受信メール、
送信メール、SMS、受信メール/送信メール
に添付されている画像※1

- FOMA端末に登録されているスケジュール
- FOMA端末電話帳に登録されている名前、
指定発着信画像、誕生日※2

- 電話番号表示に登録されている名前、画像、
誕生日

※1 2in1のモードがAモードの場合はAアドレ
ス宛のデータを、Bモードの場合はBアド
レス宛のデータを表示します。

※2 2in1のモードがAモードの場合は電話帳
2in1設定で［共通］および［A］に設定された
データを、Bモードの場合は［共通］および
［B］に設定されたデータを表示します。

■ 表示例
・ メールに添付された画像が表示できない場
合は、「 」が表示されます。

静止画の場合

となりのミー１３ １７ 管理用タイトル

取得元（P.319）
画像の種類・サイ
ズ（P.290）

受信メールの場合

１３
ドコモ二郎
旅行の写

１０ ３０ 送信元（電話帳の名前）
メールに添付されて
いる画像または電話
帳の指定発着信画像
添付ファイルあり
題名
メールの状態
（P.220）

送信メールの場合

１２

ドコモ三郎
お久しぶ

１０ ２４ 宛先（電話帳の名前）
メールに添付されて
いる画像または電話
帳の指定発着信画像
添付ファイルあり
題名
メールの状態
（P.220）

・ 複数の相手に宛先種別が「To」でメールを
送信した場合、宛先の横に「 」が表示され
ます。

スケジュールの場合

食事をしながら
ＯＮ

１２ ００ 要約
分類アイコン

アラーム

誕生日の場合
１２

携帯はる子 電話帳の指定発着
信画像
電話帳の名前

● microSDメモリーカードのデータは、ラ
イフタイムカレンダーで表示できません。

● 国際ローミング中にメールの日時が現地
時間に補正された場合は、時刻の横に
「 」が表示されます。（P.44）
● ［プリインストール］フォルダ、［スタンプ・
フレーム］フォルダの画像は、ライフタイ
ムカレンダーで表示できません。

● ライフタイムカレンダーを表示中に、新
着メールがあったときや、マルチタスク
により画像、電話帳、スケジュールなど
の保存データを削除、変更した場合は、
ライフタイムカレンダーの表示内容と実
際のデータが一致しないことがあります。
この場合は、機能メニュー［データ更新］
を選択して、ライフタイムカレンダーの
表示内容を更新してください。

ライフタイムカレンダーの表示を
設定する
ライフタイムカレンダーに表示するデー
タ、想い出を自動表示するかどうかを設
定できます。

 1 ライフタイムカレンダーで  （機能）
を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［ライフタイムカレンダー設定］を選び 
 を押す

ライフタイムカレンダー設定画面が表示さ
れます。
［表示設定］：
ライフタイムカレンダーに表示するデー
タを設定します。

次ページにつづく
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［想い出自動表示設定］：
ボタン操作がないときに想い出を自動表
示するまでの時間を設定します。

［セキュリティデータ表示］：
メールセキュリティ設定やデータセキュ
リティ設定が設定されているフォルダを
表示するかどうかを設定します。［表示］
に設定すると、ライフタイムカレンダー
を表示するときに暗証番号の入力が必要
になります。

ライフタイムカレンダー設定の説明を表示
する場合

 （ヘルプ）を押します。

 3 ［表示設定］を選び  を押す
表示設定画面が表示されます。
［静止画］：
静止画の表示を［全表示］/［指定表示］/［指
定非表示］/［非表示］に設定します。特定
のフォルダの静止画のみを表示/非表示に
する場合は、［指定表示］/［指定非表示］→
［フォルダ指定］→フォルダを選択します。
・ ［プリインストール］フォルダ、［スタ
ンプ・フレーム］フォルダは選択でき
ません。

［受信メール］：
受信メールの表示を［全表示］/［指定表
示］/［指定非表示］/［非表示］に設定しま
す。特定のアドレスのメールのみを表
示/非表示にする場合は、［指定表示］/［指
定非表示］→［メールアドレス指定］→メー
ルアドレスを設定します。

［送信メール］：
送信メールの表示を［全表示］/［指定表
示］/［指定非表示］/［非表示］に設定しま
す。特定のアドレスのメールのみを表
示/非表示にする場合は、［指定表示］/［指
定非表示］→［メールアドレス指定］→メー
ルアドレスを設定します。

［スケジュール］：
スケジュールの表示を［全表示］/［非表示］
に設定します。

［誕生日］：
誕生日の表示を［全表示］/［非表示］に設定
します。

お買い上げ時の設定に戻す場合
 （リセット）を押します。

 4 各項目に表示設定を選択する

 5  （完了）を押す
ライフタイムカレンダー設定画面が表示さ
れます。

 6 ［想い出自動表示設定］に想い出を自動
表示するまでの時間を設定する
［速い］、［標準］、［遅い］、［OFF］から選択
します。
想い出を自動表示しない場合
［OFF］を選択します。

 7 ［セキュリティデータ表示］を選び  
を押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。

 8 端末暗証番号を入力し、  （OK）を
押す

 9 ［表示］/［非表示］を選び  を押す
ライフタイムカレンダー設定が設定され
ます。

ブログに投稿する
ブログサービスを登録しておくと、
ｉモードメールを利用して簡単にブログ
に投稿することができます。

ブログサービスを登録する
ブログの投稿先を登録します。ブログ
サービスは22件まで登録できます。
例： ブログサービスを手動で登録する場合

 1 メニューで［イメージング］→［ブログ
投稿］を選び  を押す
ブログサービス一覧が表示されます。
ブログ投稿　　　　　１／４

　○○○
写真付き日記
　△△△
　□□□
　×××
　　モードで探す

ブログ投稿サービス情報ファイルを利用す
る場合
利用したいブログサービスのサイトに
ｉモードから接続して、ブログ投稿サー
ビス情報ファイルをダウンロードします。
（P.195）
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・ ブログ投稿サービス情報ファイルは
ｉモードから接続した場合のみダウン
ロード可能です。フルブラウザからは
ダウンロードできません。

 2  （機能）を押し、［追加］を選び  
を押す
サービス設定画面が表示されます。
ブログサービスを編集する場合
ブログサービスにカーソルをあわせ、機
能メニュー［編集］を選択します。
・ ブログ投稿サービス情報ファイルを設
定した場合にサービス名、サービス詳
細を編集できます。

ブログサービスを削除する場合
ブログサービスにカーソルをあわせ、機
能メニュー［1件削除］→［はい］を選択し
ます。

ブログサービスの情報を確認する場合
ブログサービスにカーソルをあわせ、機
能メニュー［情報表示］を選択します。
・ ブログ投稿サービス情報ファイルを設
定した場合にバージョン、ユーザIDを
確認できます。

 3 ［サービス名］にサービス名を入力する
全角25文字、半角50文字以内で入力します。

 4 ［サービス詳細］にサービスの詳細を入
力する
全角25文字、半角50文字以内で入力します。

 5 ［ｉモード接続用URL］にｉモード接続
用URLを入力する
「http://」を含み半角の英数字・記号512文字
以内で入力します。
・ 以前にURLを入力した場合は、前回入力
したURLが表示されます。

・ URLの先頭の「http://」まではあらかじめ
入力済みの状態で表示されます。

 6 ［フルブラウザ接続用URL］にフルブラ
ウザ接続用URLを入力する
「http://」を含み半角の英数字・記号512文字
以内で入力します。
・ 以前にURLを入力した場合は、前回入力
したURLが表示されます。

・ URLの先頭の「http://」まではあらかじめ
入力済みの状態で表示されます。

 7 ［メールアドレス］に投稿用のメールア
ドレスを入力する
半角の英数字・記号50文字以内で入力します。

 8 ［静止画添付］/［動画添付］に静止画/動
画を投稿するかどうかを選択する
・ ブログサービスが対応しているコンテン
ツの種類に応じて選択してください。

［利用する］：
静止画/動画の投稿を利用します。

［利用しない］：
静止画/動画の投稿を利用しません。

 9  （完了）を押す
ブログサービスが設定されます。

ブログに投稿する
静止画（JPEG）または動画（3GP）1件と
テキストをブログに投稿します。
例： データBOXの静止画とテキストを投稿す

る場合

 1 メニューで［イメージング］→［ブログ
投稿］を選び  を押す
ブログサービス一覧が表示されます。
・ ブログサービスが対応しているコンテン
ツの種類は、次のアイコンおよびアイコ
ンの組み合わせで確認できます。
アイコン 種　類

テキスト投稿対応
静止画投稿対応
動画投稿対応

 2 静止画投稿およびテキスト投稿対応の
ブログサービスを選び  （投稿）を
押す
ファイル添付確認画面が表示されます。
テキスト投稿のみ対応のブログサービスを
選択した場合
メール編集画面が表示されます。操作5に
進みます。

 3 ［ファイル添付］を選び  を押す
テキストのみ投稿する場合
［本文のみ］を選択します。操作5に進み
ます。

次ページにつづく
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 4 データBOXでカテゴリ→フォルダ→
ファイルを選び  を押す
メール編集画面が表示されます。
本体縦横自動判別を［ON］にして撮影した静止
画の場合

FOMA端末での表示方向にあわせて画
像を回転するかどうかの確認画面が表示
されることがあります。画像を回転して
投稿する場合は［合わせて投稿］を選択し
ます。画像サイズが［VGA（640×480）］
を超える場合は、元の画像が縦長か横長
かに応じて自動的に［VGA（縦640×横
480）］または［VGA（横640×縦480）］の
画像に縮小されます。
そのままの向きで投稿する場合は［そのま
ま投稿］を選択します。

静止画の画像サイズが［VGA（640×480）］
を超える場合
画像サイズを［VGA（640×480）］に縮小
するかどうかの確認画面が表示されます。
縮小して投稿する場合は［縮小して投稿］
を選択します。
そのままのサイズで投稿する場合は［その
まま投稿］を選択します。
・ 2Mバイトを超える静止画を選択し、
サイズ変更をしない場合は、メールの
添付ファイルのサイズ制限により静止
画は添付されません。

動画のサイズが2Mバイトを超える場合
先頭から2Mバイト以下に自動的に切出し
ます。

microSDメモリーカードの静止画または動
画を選択する場合

microSDのカテゴリ一覧でカテゴリ→
ファイルを選択します。

 5 テキストを入力し、  （送信）を押す
メールが送信され、ブログに投稿されます。

● 2in1のモードがBモードのときは、ｉモー
ドメールを作成できません。

● Bアドレスからはｉモードメールを送信
できません。

ブログを閲覧する
例： ｉモードを利用してブログを閲覧する場合
・ ブログサービスにｉモード接続用URLまた
はフルブラウザ接続用URLが指定されてい
ない場合は選択できません。

 1 メニューで［イメージング］→［ブログ
投稿］を選び  を押す
ブログサービス一覧が表示されます。

 2 ブログサービスを選び  （ｉモード）
を押す
ｉモード接続確認画面が表示されます。

 3 ［はい］を選び  を押す
選択したブログを表示します。
フルブラウザを利用してブログを閲覧する
場合
ブログサービスにカーソルをあわせ、  
（フルブラウザ）を押し、［はい］を選択し
ます。

指定した時刻にアラームで
知らせる 〈めざまし時計〉

指定した時刻に約1分間アラームが動作
します。動作するアラームを最大12件ま
で設定できます。

 1 メニューで［LifeKit］→［めざまし時
計］を選び  を押す
めざまし時計

めざまし時計選択
アラーム自動電源ＯＮ設定
　　　　　　　　　ＯＦＦ

電源OFF時のめざまし時計の動作を設定す
る場合
［アラーム自動電源ON設定］→［ON］/
［OFF］を選択します。
・ ［ON］を選択した場合は、電源OFF時
にアラーム時刻になると、自動的に電
源が入りアラームが動作します。

 2 ［めざまし時計選択］を選び  を
押す
めざまし時計選択

　　１０：００　　毎日
　　１１：３０　　毎日
　　１２：００　　毎日
　　１３：３０　　毎日
　　１４：００　　ＯＦＦ
　　１６：００　　曜日
　　１８：３０　　曜日
　　００：００　　ＯＦＦ
　　００：００　　ＯＦＦ
　　００：００　　ＯＦＦ
　　００：００　　ＯＦＦ
　　００：００　　ＯＦＦ
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・ めざまし時計の設定状況は、次のアイコ
ンで確認できます。

めざまし時計設定中
スヌーズ設定中

めざまし時計の設定/解除を切り替える場合
めざまし時計にカーソルをあわせ、  
（設定）/  （解除）を押します。

 3 設定するアラームを選び  を押す
アラーム１

設定　　　　　　　ＯＦＦ
時刻　　　　　　　００：００
繰返し　　　　　ＯＦＦ
アラーム音
　　　アラーム音（標準）
アラーム音量　　　　４
アラーム画像
　　　めざましアラーム鳴動
バイブレータ　　　　ＯＦＦ
ランプ色　　　　　　Ｃ５
スヌーズ　　　　　ＯＦＦ

 4 ［設定］に［ON］/［OFF］を選択する
［ON］：
めざまし時計を動作します。

［OFF］：
めざまし時計を動作しません。

 5 ［時刻］にアラームを鳴らす時刻を入力
する
24時間制で入力します。

 6 ［繰返し］に繰り返し方法を選択する
［OFF］：
アラームを繰り返しません。

［毎日］：
毎日繰り返します。

［曜日］：
毎週同じ曜日に繰り返します。繰り返す
曜日を選択し、  （確定）を押します。

 7 ［アラーム音］にデータBOXのミュー
ジック/ｉモーション/メロディからア
ラーム音を選択する

・ 設定可能なファイルは次のとおりです。
着うた®は［ｉモーション］から選択でき
ます。

カテゴリ ファイル形式
ファイル
サイズ 画像サイズ

ミュージック
※

AAC-LC/
HE-AAC

5M
バイト以下 －

ｉモーション
※

MP4 10M
バイト以下

［VGA（640×
480）］以下

メロディ SMF/
MFi

350K
バイト以下 －

※ ファイルによっては設定できないこと
があります。

［ミュージック］から再生範囲が指定されて
いる着うたフル®を選択した場合
設定方法選択画面が表示されます。［まる
ごと設定］を選択した場合は、着うたフル®

の曲全体がアラーム音に設定されます。［オ
ススメ設定］を選択した場合は、着うたフ
ル®の指定された再生範囲が設定されます。

アラーム音を鳴らさない場合
［サイレント］ を選択します。
アラーム音を確認する場合
アラーム音にカーソルをあわせ、  （聞
く/再生）を押します。

 8 ［アラーム音量］に音量を設定する
［OFF］、［1～6］から選択します。
［OFF］に設定する場合
レベル1で  を押します。

 9 ［アラーム画像］にデータBOXのマイ
ピクチャ /ｉモーションからアラーム
画像を選択する
・ 設定可能なファイルは次のとおりです。

カテゴリ ファイル形式
ファイル
サイズ 画像サイズ

マイピクチャ GIF/
JPEG

250K
バイト以下

［待受（480×
864）］以下、
GIFアニメは
横480×縦288
以下

SWF 100K
バイト以下 －

ｉモーション
※

MP4 10M
バイト以下

［VGA（640×
480）］以下

※ ｉモーションによっては設定できない
ことがあります。

次ページにつづく
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アラーム画像を確認する場合
アラーム画像にカーソルをあわせ、  
（見る/再生）を押します。

 10 ［バイブレータ］に振動パターンを選択
する
［パターン1］：
振動/停止を繰り返します。

［パターン2］：
長めの振動/停止を繰り返します。

［メロディ連動］：
アラーム音にあわせて振動します。アラー
ム音を［サイレント］に設定している場合
や、連動できないメロディを設定してい
る場合は、［パターン1］で振動します。

［OFF］：
バイブレータを設定しません。

振動を確認する場合
パターンにカーソルをあわせ、  （確認）
を押します。

 11 ［ランプ色］にランプ色を選択する
12色のランプ色、［C13:ALL］（12色が順番
に点滅）から選択します。
カーソルをあわせると、着信ランプが点滅
します。

 12 ［スヌーズ］に［ON］/［OFF］を選択する
［ON］：
アラームが約1分間動作したあと、5分お
きに6回までアラーム動作を繰り返します。

［OFF］：
アラーム動作を繰り返しません。

13  （完了）を押す
めざまし時計が設定され、待受画面に「 」
が表示されます。

● めざまし時計とスケジュールアラームを
同時に設定している場合は、「 」の代わ
りに「 」が表示されます。

● めざまし時計とスケジュールアラームを
同じ時刻に設定した場合は、スケジュー
ルアラームが優先されます。

● アラーム音にｉモーションや着うたフル®

を設定したり、アラーム画像にｉモーショ
ンを設定した場合、設定内容が変更され
ることがあります。

アラーム時刻になると

約1分間着信ランプが点滅しアラーム音
が鳴ります。

めざまし時計

　　　　　０６：３０

アラーム音を止める場合
いずれかのボタンを
押します。

アラーム音を止めな
かった場合
めざまし時計終了画
面が表示されます。
めざまし時計終了画
面の表示を消す場合
は  または  
を押してください。

スヌーズを停止する場合
 を押します。

● アラーム音に映像と音声が含まれる
ｉモーションを設定した場合、ｉモーショ
ンの映像が表示されます。

● 音声電話通話中、プッシュトーク通信中
にアラーム時刻になると、お買い上げ時
のアラーム音・アラーム画像が動作しま
す。バイブレータは振動しません。

● 次の場合などは、アラームが動作しま
せん。
- オールロック設定中
- パーソナルデータロック設定中
- おまかせロック設定中
- ソフトウェア更新中

● 次の場合などにアラーム時刻になると、
通話または待受状態になったときにア
ラームが動作することがあります。
- 音声電話、テレビ電話、プッシュトー
クの発着信中

- パケット通信中
- 赤外線通信中、赤外線リモコン使用中
- ｉC通信中
- USB接続したパソコンでデータ通信中
またはmicroSDメモリーカードのデー
タを読み込み中/書き込み中

- 静止画撮影中、動画撮影中
- スケジュールアラーム鳴動中
- エリアメール受信時のブザー音または
エリアメール着信音鳴動中、エリア
メール表示中

● アラーム動作中、スヌーズ動作中に他の
機能が起動すると、アラームは停止しま
す。スヌーズ動作が5回以内の場合はス
ヌーズ動作を行います。
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● PIN1コード入力設定を［ON］に設定し、
めざまし時計の電源OFF時自動起動を
［ON］に設定している場合、アラーム時
刻になると自動的に電源がONになり、
アラームが動作してPIN1コード入力画
面が表示されます。アラーム音にFOMA
カード動作制限機能の対象になっている
データを設定している場合は、お買い上
げ時のメロディが鳴ります。

● 電池パックを外した状態または空の状態
でFOMA端末をしばらく放置すると、日
付時刻がリセットされ、めざまし時計が
正しく動作しない場合があります。

● 電池パックを取外して電源を切った場合
には、アラーム自動電源ON設定を［ON］
に設定しても自動的に電源は入りません。

スケジュールを登録する
 〈スケジュール〉

日付、内容などのスケジュールを300件
まで登録して管理できます。スケジュー
ルアラームを設定すると、予定時刻にア
ラームを動作してお知らせします。
・ 「 」（内容）は必ず入力してください。

 1 メニューで［LifeKit］→［スケジュー
ル］を選び  を押す
カレンダーが表示されます。

 2 開始日付を選び  （新規）を押す
スケジュール編集

　２００８／０２／０１（金）
　００：００
　終日　ＯＦＦ
　２００８／０２／０１（金）
　００：００
　予定
　　なし

　ＯＦＦ
　００分前
　ＯＦＦ
　０１　回

選択した日付が自動的に入力されます。
開始日付を修正する場合
［ ］を選択して修正します。2000/01/01～
2050/12/31の範囲で入力します。

 3 ［ ］に開始時刻を入力する
24時間制で入力します。
終日に設定する場合
［終日］で［ON］を選択します。終日に設
定すると、開始時刻、終了日付、終了時刻、
アラームは設定できなくなります。

 4 ［ ］に終了日付を入力する
開始日付～2050/12/31の範囲で入力し
ます。

 5 ［ ］に終了時刻を入力する
24時間制で入力します。

 6 ［ ］に内容を入力する
全角128文字、半角256文字以内で入力し
ます。

 7 ［ ］に分類アイコンを選択する

 8 ［ ］に要約を入力する
全角20文字、半角40文字以内で入力します。

 9 ［ ］にアラームの［ON］/［OFF］を選
択する
［ON］：
アラームを鳴らします。アラームを開始
時刻の何分前に鳴らすかを選択します。
開始時刻と同時に鳴らすときは［00分前］
を選択します。

［OFF］：
アラームを鳴らしません。

 10 ［ ］に繰り返し方法を選択する
［OFF］：
スケジュールを繰り返しません。操作12
に進みます。

［毎日］：
毎日繰り返します。

［毎週］：
毎週同じ曜日に繰り返します。

［毎月］：
毎月同じ日に繰り返します。

［毎年］：
毎年同じ月日に繰り返します。

繰り返しを［OFF］以外に設定した場合
繰り返しの回数を01～99回の範囲で入力
します。

次ページにつづく
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 11 ［休祝日］に休祝日の［ON］/［OFF］を選
択する
［ON］：
休祝日も繰り返します。

［OFF］：
休祝日は繰り返しません。ただし、繰り
返しの回数としては数えます。

 12 ［ ］にシークレット登録の［ON］/
［OFF］を選択する
［ON］：
スケジュールをシークレット登録します。
スケジュールアラーム時は時刻以外を
「＊」で表示します。

［OFF］：
スケジュールをシークレット登録しま
せん。

シークレット登録した内容を表示する場合
シークレット表示を［ON］に設定します。

 13  （完了）を押す
スケジュールが登録されます。アラームを
［ON］に設定すると、待受画面に「 」が表示
されます。
カレンダーでは、スケジュール登録された
日付の背景に色が付きます。

● オープン時内容編集で［スケジュール
（月/一覧/詳細）］に［新規/修正］を設定して
いるときは、カレンダーまたはスケジュー
ル一覧で、FOMA端末を開くだけでスケ
ジュールを登録できます。（P.354）

● スケジュールアラームとめざまし時計を
同時に設定している場合は、「 」の代わ
りに「 」が表示されます。

● 31日に登録したスケジュールを［毎月］の
繰り返しに設定した場合、31日のない月
はその月の最終日を繰り返し日とします。
うるう年の2月29日を［毎年］の繰り返し
に設定した場合も同様です。

● アラーム音にｉモーションや着うたフル®

を設定したり、アラーム画像にｉモーショ
ンを設定した場合、設定内容が変更され
ることがあります。

スケジュールアラーム時刻になると

約30秒間着信ランプが点滅しアラーム音
が鳴り、スケジュールの内容が表示され
ます。
複数のスケジュールのアラーム開始時刻
が重なった場合は、画面右上に「他XXX
件」と表示されます。

スケジュール時刻

　１２：００
　ランチミーティンク゛

アラーム音を止める場合
いずれかのボタンを
押します。

アラーム音を止めな
かった場合
スケジュール時刻画
面が表示されます。
スケジュール時刻画
面の表示を消す場合
は、  （OK）、  
または  を押して
ください。

● アラーム音に映像と音声が含まれる
ｉモーションを設定した場合、ｉモーショ
ンの映像が表示されます。

● 音声電話通話中、プッシュトーク通信中
にアラーム時刻になると、お買い上げ時
のアラーム音・アラーム画像が動作しま
す。バイブレータは振動しません。

● 次の場合などは、スケジュールアラーム
が動作しません。
- 電源OFF時
- オールロック設定中
- パーソナルデータロック設定中
- おまかせロック設定中
- ソフトウェア更新中

● 次の場合などにアラーム時刻になると、
通話または待受状態になったときにア
ラームが動作することがあります。
- 音声電話、テレビ電話、プッシュトー
クの発着信中

- パケット通信中
- 赤外線通信中、赤外線リモコン使用中
- ｉC通信中
- USB接続したパソコンでデータ通信中
またはmicroSDメモリーカードのデー
タを読み込み中/書き込み中

- 静止画撮影中、動画撮影中
- エリアメール受信時のブザー音または
エリアメール着信音鳴動中、エリア
メール表示中
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● 電池パックを外した状態または空の状態で
FOMA端末をしばらく放置すると、日付
時刻がリセットされ、スケジュールアラー
ムが正しく動作しない場合があります。

スケジュールアラームの動作を設
定する
スケジュールアラームの動作の詳細を設
定します。

 1 カレンダーで  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［スケジュール設定］→［スケジュール
アラーム設定］を選び  を押す
アラーム設定

アラーム音
　　　アラーム音（標準）
アラーム音量　　　　４
アラーム画像
　　　スケシ゛ュールアラーム鳴動中
バイブレータ　　　ＯＦＦ
ランプ色　　　　　　Ｃ５

 3 ［アラーム音］にデータBOXのミュー
ジック/ｉモーション/メロディからア
ラーム音を選択する
・ 設定可能なファイルは次のとおりです。
着うた®は［ｉモーション］から選択でき
ます。

カテゴリ ファイル形式
ファイル
サイズ 画像サイズ

ミュージック
※

AAC-LC/
HE-AAC

5Mバイト
以下 －

ｉモーション
※

MP4 10M
バイト以下

［VGA（640×
480）］以下

メロディ SMF/
MFi

350K
バイト以下 －

※ ファイルによっては設定できないこと
があります。

［ミュージック］から再生範囲が指定されて
いる着うたフル®を選択した場合
設定方法選択画面が表示されます。［まる
ごと設定］を選択した場合は、着うたフル®

の曲全体がアラーム音に設定されます。
［オススメ設定］を選択した場合は、着う
たフル®の指定された再生範囲が設定され
ます。

アラーム音を鳴らさない場合
［サイレント］を選択します。

アラーム音を確認する場合
アラーム音にカーソルをあわせ、  （聞
く/再生）を押します。

 4 ［アラーム音量］に音量を設定する
［OFF］、［1～6］から選択します。
［OFF］に設定する場合
レベル1で  を押します。

 5 ［アラーム画像］にデータBOXのマイ
ピクチャ /ｉモーションからアラーム
画像を選択する
・ 設定可能なファイルは次のとおりです。

カテゴリ ファイル形式
ファイル
サイズ 画像サイズ

マイピクチャ GIF/
JPEG

250K
バイト以下

［待受（480×
864）］以下、
GIFアニメは
横480×縦288
以下

SWF 100K
バイト以下 －

ｉモーション
※

MP4 10M
バイト以下

［VGA（640×
480）］以下

※ ｉモーションによっては設定できない
ことがあります。

アラーム画像を確認する場合
アラーム画像にカーソルをあわせ、  
（見る/再生）を押します。

 6 ［バイブレータ］に振動パターンを選択
する
［パターン1］：
振動/停止を繰り返します。

［パターン2］：
長めの振動/停止を繰り返します。

［メロディ連動］：
アラーム音にあわせて振動します。アラー
ム音を［サイレント］に設定している場合
や、連動できないメロディを設定してい
る場合は、［パターン1］で振動します。

［OFF］：
バイブレータを設定しません。

振動を確認する場合
パターンにカーソルをあわせ、  （確認）
を押します。

次ページにつづく
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 7 ［ランプ色］にランプ色を選択する
12色のランプ色、［C13:ALL］（12色が順番
に点滅）から選択します。
カーソルをあわせると、着信ランプが点滅
します。

 8  （完了）を押す
スケジュールアラームの動作が設定され
ます。

スケジュールを表示する
登録したスケジュールは、カレンダーか
ら確認できます。

 1 メニューで［LifeKit］→［スケジュー
ル］を選び  を押す

火月 木水 金日 土

３０２９ ３１ １ ２
３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
１０１１１２１３１４１５１６
１７１８１９２０２１２２２３
２４２５２６２７２８２９ １

２８２７

３２ ４ ６５ ７ ８

２００８年　２月　　　　　　２／１ 本日

スケジュールアイコン

カレンダーが表示されます。
・  を押すと翌月のカレンダーに、  
を押すと前月のカレンダーに切り替える
ことができます。

待受画面にカレンダーを設定している場合
待受画面で  （リンク）を押し、カレン
ダーを選択すると、スケジュールを起動
できます。

日付を指定してカレンダーを表示する場合
機能メニュー［日付指定表示］を選択
し、日付を入力します。2000/01/01～
2050/12/31の範囲で入力します。

 2 日付を選び  を押す
２００８／０２／０１（金）

－－：－－　お誕生日
１２：００　ランチミーティンク゛
１８：００　ヘ゛ースホ゛ール

開始時刻
要約（要約が登録されていない
場合はスケジュール内容）

スケジュール一覧が表示されます。
・  を押すと翌日に、  を押すと前日に
切り替えることができます。

 3 スケジュールを選び  を押す
スケジュール詳細

　２００８／０２／０１（金）
　１２：００
　２００８／０２／０１（金）
　１２：５０
　食事をしながら事業計
　画会議
　会議
　ランチミーティンク゛
　ＯＮ
　６０分前
　なし
　ＯＦＦ

スケジュールの詳細が表示されます。
スケジュールを修正する場合

 （修正）を押します。

● オープン時内容編集で［スケジュール
（月/一覧/詳細）］に［新規/修正］を設定して
いるときは、スケジュール一覧またはス
ケジュール詳細画面で、FOMA端末を開
くだけでスケジュールを修正できます。
（P.354）
● 繰り返しに2050/12/31を超える繰り返
し回数を設定した場合、スケジュール
を表示したときに繰り返し最後の日が
［2050/12/31まで］と表示されます。

スケジュールを削除する
スケジュールは5とおりの方法で削除で
きます。
1件削除 スケジュールを1件削除します。繰り

返しが設定されているスケジュール
は繰り返しも含めて削除します。

選択削除 複数のスケジュールを選択して削除
します。一度に30件のスケジュール
を日をまたいで選択できます。繰り
返しが設定されているスケジュール
は繰り返しも含めて削除します。

1日削除 1日分のスケジュールをすべて削除
します。繰り返しが設定されている
スケジュールは削除できません。

前日以前
削除

選択した日付より前のスケジュール
をすべて削除します。繰り返しが設
定されているスケジュールが選択し
た日付以降にあると削除できません。

全件削除 すべてのスケジュールを削除します。
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例： 1件ずつ削除する場合

 1 メニューで［LifeKit］→［スケジュー
ル］を選び  を押す
すべて削除する場合
機能メニュー［削除］→［全件削除］を選択
し、端末暗証番号を入力して［はい］を選
択します。

前日以前をすべて削除する場合
日付にカーソルをあわせ、機能メニュー
［削除］→［前日以前削除］を選択し、端末
暗証番号を入力して［はい］を選択します。

1日分を削除する場合
日付にカーソルをあわせ、機能メニュー
［削除］→［1日削除］→［はい］を選択し
ます。

 2 日付を選び  を押す
複数選択して削除する場合
機能メニュー［削除］→［選択削除］を選択
し、スケジュールを複数選択して  （完
了）を押し、［はい］を選択します。

 3 スケジュールを選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 4 ［削除］→［1件削除］→［はい］を選び 
 を押す

選択したスケジュールが削除されます。

休祝日を設定する
特定の日または曜日を休祝日に設定/解除
できます。休祝日に設定すると、日付が
赤色で表示されます。
当日設定 特定の日を1日単位で休祝日に設

定/解除します。1,000件まで設定/解
除できます。

曜日設定 曜日単位で休祝日に設定/解除します。
前日以前
解除

選択した日付より前の当日設定をす
べて解除します。

全解除 設定されているすべての当日設定/曜
日設定を解除します。

休祝日
リセット

設定されている休祝日の設定をお買
い上げ時の状態に戻します。

例： 特定の日を休祝日に設定/解除する場合

 1 メニューで［LifeKit］→［スケジュー
ル］を選び  を押す
曜日単位で設定/解除する場合
機能メニュー［スケジュール設定］→［休祝
日設定］→［曜日設定］を選択し、曜日を選
択して  （完了）を押します。

前日以前を解除する場合
日付にカーソルをあわせ、機能メニュー
［スケジュール設定］→［休祝日設定］→［前
日以前解除］→［はい］を選択します。

すべて解除する場合
機能メニュー［スケジュール設定］→［休祝
日設定］→［全解除］を選択し、端末暗証番
号を入力して［はい］を選択します。

お買い上げ時の状態に戻す場合
機能メニュー［スケジュール設定］→［休
祝日設定］→［休祝日リセット］を選択し、
端末暗証番号を入力して［はい］を選択し
ます。

 2 日付を選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 3 ［スケジュール設定］→［休祝日設定］を
選び  を押す
休祝日設定画面が表示されます。

 4 ［当日設定］→［はい］を選び  を
押す
選択した日が休祝日に設定/解除されます。

● 祝日は「国民の祝日に関する法律及び老人
福祉法の一部を改正する法律」（平成13年
法律第59号）および（平成17年法律第43
号）に基づいています。また、春分の日、
秋分の日の日付は前年の2月1日の官報で
発表されるため異なる場合があります。
（2007年12月現在）

 祝日が変更・新設された場合は休祝日を
設定してください。

次ページにつづく
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スケジュールの登録件数を確認する
登録されているスケジュールの件数、登
録可能な残りの件数、およびシークレッ
ト登録されているスケジュールの件数を
確認できます。

 1 カレンダーで  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［登録件数確認］を選び  を押す
登録件数確認

残りメモリ　　　　２７９
登録メモリ　　　　２１
シークレット登録　　５

［残りメモリ］：
登録できるスケジュールの残り件数

［登録メモリ］：
スケジュールの登録件数（シークレット登
録件数を含む）

［シークレット登録］：
シークレット登録されている件数（シーク
レット表示を［ON］に設定しているとき
のみ表示されます）

よく使う機能を手早く実行
する 〈マイセレクト〉

よくお使いになる機能をマイセレクトに
登録しておくと、簡単に呼び出すことが
できます。
マイセレクトには12個までの機能を登録
できます。
・ メニューにきせかえメニューやスタンダー
ドメニューが表示されているときは、起動
メニュー設定を［マイセレクト］に設定して
ください。（P.123）

 1 待受画面で  （MENU）を押し、機能
を選び  （項目入替）を押す
マイセレクト入替え

イメージング
　モード
メール
　アプリ
電話
データＢＯＸ
Ｍｕｓｉｃ
おサイフケータイ
電話番号表示
ＬｉｆｅＫｉｔ
設定

登録した機能を削除する場合
待受画面で  （MENU）を押し、機能に
カーソルをあわせて  （削除）を押し、
［はい］を選択します。
マイセレクトをお買い上げ時の状態に戻す
場合
設定をリセットしてください。（P.376）

 2 機能を選び  （登録）を押す
入れ替え確認画面が表示されます。

 3 ［はい］を選び  を押す
選択した機能が入れ替わります。
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相手の声や自分の声を録音
する 〈音声メモ〉

音声通話中に相手の声を録音したり、待
受中に自分の声を録音したりできます。
音声メモは1件あたり約15秒、3件まで
録音できます。
・ 音声メモが3件録音されている場合、通話中
に音声メモを録音すると古い音声メモに上
書きされます。待受中に音声メモを録音し
ようとすると古い音声メモに上書きするか
どうかを確認する画面が表示されます。

・ 音声メモを再生/削除する場合は、P.74をご
覧ください。

待受中に自分の声を録音する

 1 待受画面で  を押し、［音声メモ録
音］→［はい］を選び  を押す

　２／１０　２１：０８
音声メモ録音

録音が始まります。録音終了時に音が鳴り
ます。
録音を途中で停止する場合

 （停止）を押します。

● 待受中に音声メモを録音しているときに
電話がかかってきたり、メールを受信し
たり、めざまし時計/スケジュールアラー
ムが起動したりすると、録音を中断して
保存します。

通話中に相手の声を録音する

 1 通話中に  を押す
録音が始まります。録音終了時に音が鳴り
ます。
録音を途中で停止する場合

 （停止）を押します。

● 通話中に音声メモを録音しているときに
FOMA端末を閉じると、通話中クローズ
動作設定が［保留］または［通話切断］の場
合は、録音を中断して保存します。通話
中クローズ動作設定が［ミュート］の場合
は、録音を継続します。

通話時間・料金を確認する
 〈通話時間表示・通話料金表示〉

音声電話、テレビ電話などの前回および
積算の通話時間と通話料金を確認でき
ます。
・ 表示される通話時間および通話料金はあく
まで目安であり、実際の通話時間/料金とは
異なる場合があります。また、通話料金に
消費税は含まれておりません。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NW
サービス］→［通話料金表示］を選び 

 を押す
通話料金表示画面が表示されます。
［通話料金表示］：
［音声通話料金］に直前の音声電話、［デジ
タル通信料金］に直前のテレビ電話、64K
データ通信の料金が表示されます。かけ
た場合のみカウントされます。

［通話時間表示］：
［音声通話］に直前の音声電話、［デジタル
通信］に直前のテレビ電話、64Kデータ通
信の時間が表示されます。かけた場合と
かかってきた場合の両方がカウントされ
ます。

［積算通話料金］：
前回リセット時から現在までの通話料金
の累計が表示されます。

［積算時間表示］：
前回リセット時から現在までの通話時間
の累計が表示されます。

次ページにつづく
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 2 通話情報の項目を選び  を押す

● フリーダイヤルなどの無料通話先や番号
案内（104）などに通話した場合、通話料
金は「0YEN」または「＊＊＊＊＊＊YEN」が
表示されます。

● 通話料金はFOMAカードに蓄積されるた
め、FOMAカードを差し替えてご利用に
なる場合、蓄積されている積算料金（2004
年12月から積算）が表示されます。
※ 901iシリーズより前に発売された

FOMA端末では、FOMAカードに蓄
積された料金を表示することはできま
せん。（FOMAカードには蓄積されて
います）

● プッシュトーク通信、ｉモード通信、パ
ケット通信の通信時間・通信料金はカ
ウントされません。ｉモード利用料な
どの確認方法については、ｉモードご
契約時にお渡しする『ご利用ガイドブッ
ク（ｉモード＜FOMA＞編）』をご覧くだ
さい。

● 前回の音声通話時間やデジタル通信時間
が99時間59分59秒を超えた場合や、積
算の音声通話時間やデジタル通信時間が
9,999時間59分59秒を超えると、「Over」
と表示されます。

● 着信中や相手を呼び出している時間はカ
ウントされません。

● 着もじの送信料金はカウントされません。
● WORLD CALL利用時の国際通話料はカ
ウントされます。その他の国際電話サー
ビス利用時はカウントされません。

● 通話中に音声電話とテレビ電話を切り替
えた場合は、切り替えるたびにそれぞれ
音声通話、デジタル通信の通話時間・通
話料金にカウントされます。

● 2in1利用時は、積算時間と積算料金はA
ナンバーとBナンバーの合計が表示され
ます。

積算時間と積算料金をリセットする
現在まで累積している通話時間・通話料
金の表示をリセットできます。リセッ
トすると、再び0からカウントを開始し
ます。
例： 積算時間をリセットする場合

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NW
サービス］→［通話料金表示］→［積算リ
セット］を選び  を押す

　リセットする項目を
　選んでください

　　積算時間
　　積算料金

 2 ［積算時間］を選び  を押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。
積算料金をリセットする場合
［積算料金］を選択し、PIN2コードを入力
して［はい］を選択します。

 3 端末暗証番号を入力し、  （OK）を
押す
リセット確認画面が表示されます。

 4 ［はい］を選び  を押す
通話時間がリセットされ、リセット日時が
更新されます。

積算料金を自動でリセットする
毎月1日の0時に積算料金を自動でリセッ
トできます。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NW
サービス］→［通話料金表示］→［積算料
金自動リセット］を選び  を押す
PIN2コード入力画面が表示されます。

 2 PIN2コードを入力し、  （OK）を
押す
積算料金自動リセット画面が表示されます。

 3 ［ON］/［OFF］を選び  を押す
積算料金自動リセットが設定されます。
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通話料金の上限を設定して
知らせる 〈料金上限値通知設定〉

通話料金の上限値を設定し、積算料金が
その上限値を超えたときに、アイコンや
アラーム音でお知らせすることができ
ます。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NW
サービス］→［通話料金表示］→［料金上
限値通知設定］を選び  を押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。

 2 端末暗証番号を入力し、  （OK）を
押す
料金上限値通知設定

設定　　　　　　　ＯＦＦ
料金上限値
　　　　　　　　　０ＹＥＮ
　　　　　　（１０－１０００００）
通知方法
　　　　アラーム＋待受画面

 3 ［設定］に料金上限値通知の［ON］/
［OFF］を選択する

 4 ［料金上限値］に通話料金の上限値を入
力する
10～100,000YEN（10YENきざみ）の範囲
で入力します。

 5 ［通知方法］にお知らせ方法を選択する
［アラーム＋待受画面］：
待受画面にアイコンを表示し、同時にア
ラーム音でお知らせします。

［待受画面］：
待受画面にアイコンを表示してお知らせ
します。

 6  （完了）を押す
料金上限値通知設定が設定されます。

通話料金が上限値を超えると

料金上限値超過

通話中または通信中に
設定した料金の上限値
を超えると、待受画面
に「 」（料金上限値超
過）の通知情報アイコン
が表示されます。
通知方法を［アラーム＋
待受画面］に設定してい
るときは、待受画面に
戻ったときにアラーム
音も鳴ります。
通話料金を確認する場合
待受画面で  （リ
ンク）を押し、「 」を
選択します。

● 通話料金上限値通知アラーム音は、電話
着信の音量で鳴ります。［3］以上、［STEP 
DOWN］、［STEP UP］を設定した場合は、
レベル2で音が鳴ります。

上限を知らせるアイコンを消去する
通知情報アイコン「 」を消去します。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NW
サービス］→［通話料金表示］→［上限値
通知アイコン消去］を選び  を押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。

 2 端末暗証番号を入力し、  （OK）を
押す
料金上限値通知アイコン消去確認画面が表
示されます。

 3 ［はい］を選び  を押す
「 」が消えます。
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電卓として使う 〈電卓〉

FOMA端末で、9桁までの四則計算（＋、
－、×、÷）ができます。
例： 64×5を計算する場合

 1 メニューで［LifeKit］→［電卓］を選び 
 を押す

　　　　　　　　　　　　０

 2 数字と演算子を入力して計算する
     の順に押します。

0～9  ～ 
たす（＋）
ひく（－）
かける（×）
わる（÷）
小数点（．）
計算の実行（＝）  または 
数字の取消（C）/
計算結果の消去（AC）

● 割り切れない場合や小数点を含む計算が
10桁以上になる場合は、10桁目以降を切
り捨てて表示します。

● 計算結果が10桁以上になる場合や計算で
きない数値を入力した場合（0のわり算な
ど）は、「0E」と表示されます。

● 最初に負数がくる場合のみ負数計算がで
きます。

メモを入力する 〈テキストメモ〉

必要な情報をテキストメモに登録できま
す。テキストメモは10件まで登録でき
ます。
・ ［テキストメモ内容］を入力すると、  （完
了）が表示され登録できます。

 1 メニューで［LifeKit］→［テキストメ
モ］を選び  を押し、  （新規）を
押す
テキストメモ編集

テキストメモ内容

分類
　なし

 2 ［テキストメモ内容］にメモの内容を入
力する
全角256文字、半角512文字以内で入力し
ます。

 3 ［分類］に分類アイコンを選択する
 4  （完了）を押す
メモが登録されます。

● オープン時内容編集で［テキストメモ（一
覧/詳細）］に［新規/修正］を設定している
ときは、テキストメモ一覧で、FOMA端
末を開くだけでテキストメモを入力でき
ます。（P.354）
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メモを表示する
登録したメモの内容を確認できます。

 1 メニューで［LifeKit］→［テキストメ
モ］を選び  を押す
テキストメモ一覧　　１／５

　２／２３、軽井沢で決定
　沖縄行きの航空券
　ミルクとさとう
　０９０ＸＸＸＸＸＸＸＸ
　１２３４５

［テキストメモ内容］をコピーする場合
メモにカーソルをあわせ、機能メニュー
［テキストメモコピー］→［はい］を選択し
ます。

メモを削除する場合
メモにカーソルをあわせ、機能メニュー
［削除］→［1件削除］→［はい］を選択しま
す。メモを複数選択して削除する場合は、
機能メニュー［削除］→［選択削除］を選択
し、メモを複数選択して  （完了）を押
し、［はい］を選択します。すべてのメモ
を削除する場合は、機能メニュー［削除］
→［全件削除］を選択し、端末暗証番号を
入力して［はい］を選択します。

 2 メモを選び  を押す
テキストメモ　　　　２／５

沖縄行きの航空券を４月
末までに予約。
分類
　　　　　　　　　旅行
作成日時
　　　２００８／０２／１０　０９：１５
最終更新日時
　　　２００８／０２／１０　０９：１５

テキストメモ内容

分類

作成日時

最終更新日時

メモが表示されます。
メモを修正する場合

 （修正）を押します。

● オープン時内容編集で［テキストメモ（一
覧/詳細）］に［新規/修正］を設定してい
るときは、メモを表示しているときに、
FOMA端末を開くだけでテキストメモを
修正できます。（P.354）

各種機能の設定画面を表示
する 〈アプリケーション設定〉

各機能の設定画面を直接表示し、各項目
を設定できます。設定内容の詳細はそれ
ぞれのページをご覧ください。
画面表示 設定内容

ライフタイムカ
レンダー設定

ライフタイムカレンダーに表示
するデータ、想い出を自動表示
するかどうかなどを設定しま
す。（P.357）

メール設定 ｉモードメール、SMS、エリ
アメールに関する機能を設定し
ます。（P.225、233、236など）

ｉモード設定 ｉモードに関する機能を設定し
ます。（P.112、197など）

ｉアプリ設定 ソフトの自動起動、ダウンロー
ド時のソフト情報表示などを
設 定 し ま す。（P.112、239、
246）

電話帳設定 電話帳の表示形式、文字サイズ
などを設定します。（P.102）

履歴設定 リダイヤルや着信履歴の表
示/非表示などを設定します。
（P.141）

プッシュトーク
設定

プッシュトークの発着信動作な
どを設定します。（P.89）

伝言メモ設定 伝言メモのON/OFF、伝言メモ
の応答時間、テレビ伝言メモの
応答/録画画像などを設定しま
す。（P.73）

トルカ設定 トルカを取得するときの動作な
どを設定します。（P.259）

ICカ ー ド 通
知設定

FeliCa通信可能な範囲に入っ
たことをお知らせする動作を設
定します。（P.261）

スケジュール
設定

休祝日、スケジュールアラー
ムの動作などを設定します。
（P.365、367）

文字入力設定 文字入力に関する機能を設定し
ます。（P.384、386など）

次ページにつづく
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 1 メニューで［設定］→［アプリケーショ
ン設定］を選び  を押す

アフ゜リケーション設定

ライフタイムカレンタ゛ー設定
メール設定
ｉモード設定
　アプリ設定
電話帳設定
履歴設定
フ゜ッシュトーク設定
伝言メモ設定
トルカ設定
ＩＣカード通知設定
スケジュール設定
文字入力設定

 2 機能を選び  を押す
各機能の設定画面が表示されます。

スイッチ付イヤホンマイク
の使いかた 〈スイッチ付イヤホンマイク〉
イヤホンマイク端子に平型スイッチ付イ
ヤホンマイク（別売）などを接続すると、
スイッチを押すだけで音声電話、テレビ
電話、プッシュトークに応答したり、音
声電話をかけたりできます。また、イヤ
ホンマイクの動作も設定できます。

● イヤホンマイクのコードをFOMA端末に
巻き付けないでください。電波の受信レ
ベルが低下することがあります。

● イヤホンマイクのコードをアンテナ部に
近づけると、ノイズが入ることがあり
ます。

スイッチを使って電話をかける
あらかじめ発信メモリ番号（P.375）に登
録した電話帳のメモリ番号に登録されて
いる1件目の電話番号に、イヤホンマイ
クのスイッチで音声電話をかけることが
できます。
・ パーソナルデータロック設定中は、電話を
かけることができません。

 1 イヤホンマイクを接続する
・ イヤホンマイク端子のカバーを開け、イ
ヤホンマイクの接続プラグを差し込み
ます。

 2 待受画面でイヤホンマイクのスイッチ
を1秒以上押す
「ピピッ」という音が鳴り相手を呼び出しま
す。相手が電話に出たらお話しください。

 3 通話が終わったらイヤホンマイクのス
イッチを1秒以上押す
「ピー」という音が鳴り電話が切れます。

● シークレット登録した電話帳のメモリ番
号を発信メモリ番号に設定した場合は、
シークレット表示を［ON］に設定しない
と、スイッチを押して電話をかけること
ができません。

● FOMA端末を閉じてミュージックプレー
ヤーを利用している場合は、スイッチを
押しても電話をかけることができません。

スイッチを使って電話を受ける

 1 着信したらイヤホンマイクのスイッチ
を1秒以上押す
「ピピッ」という音が鳴り電話がつながり
ます。

 2 通話が終わったらイヤホンマイクのス
イッチを1秒以上押す
「ピー」という音が鳴り電話が切れます。
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● イヤホンマイクのスイッチを使ってテレ
ビ電話を受けた場合、相手には代替画像
が送信されます。

● プッシュトーク通信中は、イヤホンマイ
クのスイッチで通信を終了できません。

 を押してください。

イヤホンマイクの動作を設定する
イヤホンマイクのスイッチで音声電話を
発信するかどうかを設定します。また、
スイッチを押して音声電話をかける電話
帳のメモリ番号も設定できます。

 1 メニューで［設定］→［発着信通話］→
［イヤホン設定］→［イヤホンスイッチ
発信設定］を選び  を押す
イヤホンスイッチ発信設定

設定　　　　ＯＦＦ
発信メモリ番号　　　９９９

 2 ［設定］にイヤホンマイクのスイッチの
［音声発信］/［OFF］を選択する
［音声発信］：
イヤホンマイクのスイッチで音声電話を
発信します。

［OFF］：
イヤホンマイクのスイッチを使用しま
せん。

 3 ［発信メモリ番号］に音声電話発信時に使
用する電話帳のメモリ番号を入力する
000～999の範囲で入力します。

 4  （完了）を押す
イヤホンスイッチ発信設定が設定されます。

● 発信メモリ番号として設定した番号の電
話帳データが削除された場合、発信メモ
リ番号の設定がお買い上げ時の999番に
戻ります。

イヤホンをつないで自動で
電話を受ける 〈オート着信設定〉

平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）な
どを接続しているときに、かかってきた
音声電話やテレビ電話を自動的に着信す
るように設定できます。

 1 メニューで［設定］→［発着信通話］→
［イヤホン設定］→［オート着信設定］を
選び  を押す
オート着信設定

設定　　　　　　　ＯＦＦ
応答時間　　　　００５　　秒後
　　　　　　　（０００－１２０）

 2 ［設定］にオート着信設定の［ON］/
［OFF］を選択する

 3 ［応答時間］に自動で着信するまでの時
間を入力する
000～120秒の範囲で入力します。

 4  （完了）を押す
オート着信設定が設定されます。

● テレビ電話を受けた場合、相手には代替
画像が送信されます。

● 伝言メモ、留守番電話サービス、転送で
んわサービスとオート着信設定を同時に
設定する場合、オート着信設定を優先さ
せるには、オート着信設定の応答時間を
伝言メモ、留守番電話サービス、転送で
んわサービスの応答時間、呼び出し時間
よりも短く設定してください。
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使用するマイクを設定する
 〈イヤホンマイク設定〉

平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）な
どを接続しているときに、通話中に使用
するマイクを設定できます。

 1 メニューで［設定］→［発着信通話］→
［イヤホン設定］→［イヤホンマイク設
定］を選び  を押す
［本体マイク有効］：

FOMA端末の送話口（マイク）を使用し
ます。

［イヤホンマイク有効］：
平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）の
マイクを使用します。

 2 使用するマイクを選び  を押す
イヤホンマイク設定が設定されます。

ジョグを設定する 〈ジョグ設定〉

ジョグによる操作を有効にするかどうか
や、スクロール量、待受画面でのジョグ
回転時に起動する機能を設定できます。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［ジョグ
設定］を選び  を押す
ジョグ設定

回転操作　　　　　ＯＮ
＜スクロール量設定＞
メール内容表示　　　　中
ｉモード　　　　　中
フルブラウザ　　　中
＜待受画面動作＞
上回転起動機能
　　　　データＢＯＸ
下回転起動機能
　　　　電話帳

 2 ［回転操作］にジョグ操作を行うかの
［ON］/［OFF］を選択する

 3 ［メール内容表示］にメール表示時のス
クロール量の［大］/［中］/［小］を選択する

 4 ［ｉモード］にサイト表示時のスクロー
ル量の［大］/［中］/［小］を選択する

 5 ［フルブラウザ］にフルブラウザ表示時
のスクロール量の［大］/［中］/［小］を選
択する

 6 ［上回転起動機能］に待受画面でジョグ
を上に回したときに起動する機能を選
択する

 7 ［下回転起動機能］に待受画面でジョグ
を下に回したときに起動する機能を選
択する

各種機能の設定を初期状態
に戻す 〈設定リセット〉

各機能の設定内容をお買い上げ時の状態
に戻すことができます。設定リセットで
リセットされる機能とお買い上げ時の
設定については、リセット一覧（P.378）
およびメニュー一覧（P.420）をご覧くだ
さい。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［リセッ
ト］→［設定リセット］を選び  を
押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。
・ 待受画面で  を1秒以上押してもリ
セット画面が表示されます。［設定リセッ
ト］を選び  を押してください。

 2 端末暗証番号を入力し、  （OK）を
押す
リセット確認画面が表示されます。

 3 ［はい］を選び  を押す
設定がリセットされます。
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登録データを一括して削除
する 〈データ一括削除〉

登録されているデータを削除し、各種機
能の設定内容をお買い上げ時の状態に戻
します。データ一括削除でリセットされ
る機能については、リセット一覧（P.378）
およびメニュー一覧（P.420）をご覧くだ
さい。
・ 次のデータは削除されません。

- データBOXのマイピクチャ、ミュージッ
ク、ｉモーション、メロディ、マイドキュ
メント、一部のきせかえツール、キャラ電
にお買い上げ時に登録されているデータ

 （マイピクチャの［スーパーモンキーボー
ル］はフォルダごと削除されます）

- お買い上げ時に登録されているデコメー
ルテンプレート

- おサイフケータイ対応ｉアプリ
・ お買い上げ時に登録されているｉアプリの
ソフトの「デコ絵つくーる」、「スーパーモン
キーボールモバイル for SO」、「地図アプ
リ」、「Gガイド番組表リモコン」、「ｉアプ
リバンキング」、「楽オク出品アプリ2」は削
除されます。

・ お買い上げ時にデコメ絵文字、ミュージッ
ク、マイドキュメント、キャラ電に登録さ
れているデータを削除していても、データ
一括削除を行うと元に戻ります。

・ お買い上げ時に登録されているフォルダは
削除されませんが、フォルダ名はお買い上
げ時の名前に戻ります。

・ 2in1利用時にデータ一括削除を行うと、
2in1がOFFになります。

・ 2in1がONのときは、2in1のモードにかか
わらずすべてのデータが削除されます。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［リセッ
ト］→［データ一括削除］を選び  を
押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。
・ 待受画面で  を1秒以上押してもリ
セット画面が表示されます。［データ一括
削除］を選び  を押してください。

 2 端末暗証番号を入力し、  （OK）を
押す
データ一括削除確認画面が表示されます。

 3 ［はい］を選び  を押す
再起動実行確認画面が表示されます。

 4 ［はい］を選び  を押す
FOMA端末が初期化されて再起動します。
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リセット一覧
各機能の機能メニューなどから設定した内容で、設定リセットやデータ一括削除でリ
セットされる項目は次のとおりです。メニュー画面から操作できる機能については、
メニュー一覧（P.420）をご覧ください。
○：お買い上げ時の設定に戻る項目 ●：削除される項目

メニュー お買い上げ時 設定
リセット

データ
一括削除

参照
ページ

スタンダード
メニュー

メニューガイド表示 OFF ○ ○ P.33

電話帳 グループ設定 － ○ P.100
プッシュトーク電話帳 グループ設定 － ○ P.85
データBOX ソート 日付順（新→旧） ○ P.321
マイピクチャ データセキュリティ

設定 － ○ P.142

SD保存時
ミニフォト複製

複製しない ○ ○ P.319

一覧表示切替 6画面 ○ ○ P.322
表示画質 ノーマル ○ ○ P.290
音楽付
スライドショー

繰返し：なし、エフェクト：Sweet、
BGM：What Can U Do（Mashup 
Style）※、表示画質切替：ノーマル、音
量調節：25

○ ○

P.291

ｉモーション データセキュリティ
設定 － ○ P.142

一覧表示切替 6画面 ○ ○ P.322
表示画質 ノーマル ○ ○ P.296
音量調節 25 ○ ○ P.296

メロディ 音量調節 4 ○ ○ P.305
Music&Videoチャネル 一覧表示切替 6画面 ○ ○ P.322
きせかえツール 一覧表示切替 6画面 ○ ○ P.322

表示画質 ノーマル ○ ○ P.290
microSD（データBOXの設定と共通） －
Music&Videoチャネル 音量調節 16 ○ ○ P.340

リピート OFF ○ ○ P.340
予約情報 － ● P.338

ミュージック
プレーヤー

一覧表示切替 ジャケット表示 ○ ○ P.347
音量調節 16 ○ ○ P.346
ミュージック設定 再生モード：Normal、

リピート・AVLS：OFF ○ ○ P.349

利用履歴 － ● P.345
カメラ サイズ選択 静止画（アウトカメラ）：待受（480×

864）、静止画（インカメラ）：VGA（640
×480）、動画：QCIF（176×144）

○ ○
P.159

顔検出 ON ○ ○ P.162
位置情報自動付加
設定

保存時自動付加：OFF、位置情報付加
方法：起動時測位付加 ○ ○ P.171

オートフォーカス設定 通常 P.173
マルチフォーカス設定 マルチAF ○ ○ P.172
フラッシュ 発光禁止 ○ ○ P.174

※ お買い上げ時に設定されている［What Can U Do（Mashup Style）］を削除した場合、設定リセットやデータ
一括削除を行うと［サイレント］になります。
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メニュー お買い上げ時 設定
リセット

データ
一括削除

参照
ページ

カメラ 保存先選択 静止画：データBOXのマイピクチャの
［カメラ］フォルダ、動画：データBOX
のｉモーションの［カメラ］フォルダ

○ ○
P.177

自動保存 OFF ○ ○ P.178
SD保存時
ミニフォト複製

複製しない ○ ○ P.178

撮影画質 スタンダード ○ ○ P.178
デジタルズーム OFF ○ ○ P.179
手ブレ補正 AUTO ○ ○ P.180
本体縦横自動判別 ON ○ ○ P.179
シャッター音 シャッター音1 ○ ○ P.180
ファイルサイズ制限 メール添付（大） ○ ○ P.181
撮影種別 映像＋音声 ○ ○ P.182

デコフォト サイズ選択 QVGA（240×320） P.164
フラッシュ 発光禁止 P.164
デコフォト音選択 笑って♪（英語） ○ ○ P.164
美白モード OFF ○ ○ P.164

メール メールセキュリティ
設定 － ○ P.142

めざまし時計 アラーム 設 定：OFF、 時 刻：00:00、 繰 返 し：
OFF、アラーム音：アラーム音（標準）、ア
ラーム音量：4、アラーム画像：めざまし
アラーム鳴動中、バイブレータ：OFF、ラ
ンプ色：C5:ランプ色5、スヌーズ：OFF

○ ○

P.360

ソフトウェア更新 予約更新の時刻 － ● P.460
公共モード（ドライブモード） OFF ○ ○ P.69
文字入力 学習情報 － ● P.389

クリップボード － ● P.387
ｉアプリ 一覧表示切替 アイコン表示大 ○ ○ P.249
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「区点コード一覧」は、付属のCD-ROM内の「区点コード一覧」（PDF形式）をご覧ください。
PDF版「区点コード一覧」をご覧になるには、Adobe® Reader®が必要です。お使いのパソ
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トールしてご覧ください。
ご使用方法などの詳細につきましては、「Adobe Readerヘルプ」をご覧ください。
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文字入力について
文字入力の概要を説明します。
・ 入力できる漢字はJIS第一水準、第二水準な
どあわせて6,355文字です。

・ 複雑な漢字は一部変形もしくは省略してい
ます。

■ 文字入力画面の見かた

あ

確定 絵／記
文字機能

残５１０　　　　漢カナＡａ１２

テキストメモ入力

ＭＥＮＵ　




 

※画面はイメージです。

 文字入力中の機能名が表示されます。
 入力した文字が表示されます。
 入力可能な文字のバイト数が表示されます。
半角文字は1バイト、全角文字は2バイトに
なります。SMS本文の場合は文字数が表示
されます。メール作成中は、入力可能な文
字数を超えると「－（マイナス）」が表示され
ます。また、「約」が表示されることがあり
ます。

 文字モード/絵文字・記号モードが表示され
ます。
・ 編集する項目によって入力できる文字
モード/絵文字・記号モードは異なります。

文字モード
半　角 全　角

［漢］ ：漢字・ひらがな※［漢］ ：漢字・ひらがな
［ｶﾅ］ ：半角カタカナ ［カ］ ：全角カタカナ
［Ａａ］ ：半角英字 ［Ａ］ ：全角英字
［１２］ ：半角数字 ［１］ ：全角数字

※ 「漢字・ひらがなモード」は、半角に設定し
ている場合でも全角になります。

絵文字・記号モード
ランキング 絵文字 絵文字D※ 記号

※ 絵文字Dは、メール本文入力画面、テンプレー
ト編集画面、署名編集画面でのみ入力でき
るデコメ絵文字です。

■ 文字モード/絵文字・記号モードを切り
替える
文字モード「半角」の場合

 （文字）を押すたびに［漢］→［ｶﾅ］→
［Ａａ］→［１２］の順に切り替わります。
文字モード「全角」の場合

 （文字）を押すたびに［漢］→［カ］→
［Ａ］→［１］の順に切り替わります。
絵文字・記号モードの場合

 （絵/記）を押すたびに［ランキング］→
［絵文字］→［絵文字D］→［記号］の順に切
り替わります。

■ 全角/半角を切り替える
機能メニュー［全角/半角切替］を選択します。

■ 同じボタンに割り当てられた文字を連
続して入力する

最初の文字を入力したあとで  を押すか、少
し待つとカーソルが移動します。

■ 文字を削除する
削除する文字にカーソルをあわせ、  を押
します。
・  を短く押すと、カーソル位置の文字が
削除されます。カーソルが文末にあるとき
は、最後の文字が削除されます。

・  を1秒以上押すと、カーソル以降の文字
がすべて削除されます。カーソルが文末に
あるときは、すべての文字が削除されます。

■ 文字を挿入する
挿入する場所にカーソルをあわせ、入力します。
カーソル以降の文字は、挿入した文字の後ろに
移動します。

■ 文節の区切りを変更する
目的の漢字に変換できないときは、変換の範囲
を変更します。   でカーソルを動かすと、
カーソル位置に応じて表示される語句候補リス
ト/変換候補が変わります。
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次ページにつづく

■ 元に戻す
操作を間違えたときは、 機能メニュー［元に戻
す］を選択すると、最後の操作を無効にして1
つ前の状態に復旧できます。
・ ［元に戻す］でやり直せるのは、次の操作です。

- 入力文字の確定（ ）
- ［元に戻す］
- 定型文入力
- 絵文字/記号入力
- 区点コード入力（P.388）
- 切取、貼付（P.387）
- 文字の削除（ ）
- 電話帳やマイデータなどの引用（P.387）

文字を入力する

予測変換方式で入力する
例： 「健闘」と入力する場合

 1 文字入力画面で文字モードを確認する
「漢字・ひらがなモード」になっているのを
確認します。

 2  を4回押す

け

けど　携帯　掲載　掲示板
結果　結構　研究　検索
けどね　件　けれど　決定
KO　県　結婚　健康　系
計画　形式　結局　化粧

テキストメモ入力

直変換 英数カナ 絵顔記　予測

語句候補リスト

最初の文字「け」が入力され、予測される語
句候補がリスト表示されます。
前の文字に戻る場合
ボタンを押し過ぎて目的の文字を行き過
ぎてしまったときは、  を押します。
1回押すごとに1つ前の文字に戻ります。

 3  を3回、  を5回押す

直変換 英数カナ 絵顔記　予測

けんと

検討　健闘　剣道　見当
県道　限度　言動　原動
原動力　ケント　検討中
件と　県と　券と
権と　兼と　健と　圏と

テキストメモ入力

「んと」が入力され、予測される語句候補が
リスト表示されます。
一時的に通常変換する場合

 （通常変換）を押すと、通常変換による
変換候補が表示されます。

語句候補リストを切り替える場合
 （ ）を押します。  （ ）

を押すたびに、英数カナ→絵顔記→直変
換→予測の順に語句候補リストが切り替
わります。

 4  を押す
語句候補リストにカーソルが移動します。

 5     で［健闘］を選び  を
押す

健闘

テキストメモ入力

　　　つながり候補

の　は　を　に　で　と　です
も　ね　し　た　て　から
する　した　だ　か　が
まで　へ　かも　ない　とき
る　こと　？　！　。　、

「健闘」が入力されます。語句候補リストに
は、「健闘」の続きとして予測される語句が
表示されます。

 6  を押す
語句候補リストが閉じ、「健闘」が確定します。

● 語句候補リストから選択した語句は、次か
ら語句候補リストに優先的に表示されます。

● 一度に多くの文字を入力すると、語句候
補リストに候補が表示されず、「 変換」が
表示されます。  を押すと、通常変換の
候補が表示されます。語句を選択すると、
次から語句候補リストに表示されます。
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通常変換方式で入力する
例： 「健闘」と入力する場合

 1 変換方法を［通常変換］に切り替える
・ 変換方法を切り替える（P.384）と同じ操
作を行ってください。

 2 文字入力画面で文字モードを確認する
「漢字・ひらがなモード」になっているのを
確認します。

 3 文字を入力する

けんとう

テキストメモ入力

残５１２　　　　漢カナＡａ１２

 ×4回…「け」
 ×3回…「ん」
 ×5回…「と」
 ×3回…「う」

 4  を押す

検討

健闘　見当　健投　拳闘
献灯　賢答　けんとう
ケントウ　ケントウ

テキストメモ入力

　　　通常変換候補

「けんとう」から変換される語句候補がリス
ト表示されます。
確定する場合

 （選択）を押します。

 5  を押す
語句候補リストにカーソルが移動します。

 6 ［健闘］を選び  を押す
「健闘」が確定します。
変換を中止する場合

 （中止）を押します。

変換方法を切り替える
文字モードが「漢字・ひらがなモード」の
ときの変換方法を、予測変換と通常変換
から選択します。

 1 メニューで［設定］→［アプリケーショ
ン設定］→［文字入力設定］→［予測変換
切替］を選び  を押す
［予測変換］：
文字を入力すると、その文字から予測さ
れる語句が、語句候補リストに表示され
ます。FOMA端末が「先読み」してくれる
変換方法です。

［通常変換］：
語句のよみをすべて入力してから変換し
ます。

 2 変換方法を選び  を押す
選択した変換方法が設定されます。

● 文字入力画面で変換方法を切り替える場
合は、機能メニュー［文字入力設定］→［予
測変換切替］を選択します。
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語句候補リストのカーソルの移動
方法を設定する
語句候補リストでのカーソルの移動方法
を選択します。

 1 メニューで［設定］→［アプリケーショ
ン設定］→［文字入力設定］→［候補内
キー操作］を選び  を押す
［  上下左右/  左右］：

    で上下左右にカーソルが移
動します。ジョグを上下に回すとカーソ
ルが左右に移動します。

［  上下左右/  上下］：
    で上下左右にカーソルが移

動します。ジョグを上下に回すとカーソ
ルが上下に移動します。

［  左右/  左右］：
  で左右にカーソルが移動します。

ジョグを上下に回すとカーソルが左右に
移動します。

［  左右/  上下］：
  で左右にカーソルが移動します。

ジョグを上下に回すとカーソルが上下に
移動します。

 2 カーソルの移動方法を選び  を
押す
候補内キー操作が設定されます。

カーソルの自動移動を設定する
文字入力後、カーソルが自動的に移動す
るまでの時間を設定します。

 1 メニューで［設定］→［アプリケーショ
ン設定］→［文字入力設定］→［カーソル
自動移動］を選び  を押す

 2 カーソルが自動的に移動するまでの時
間を選び  を押す
［1～5］から選択します。
カーソルを自動的に移動させない場合
［OFF］を選択します。

定型文を入力する
定型文についてはP.434をご覧ください。
・ 編集する項目によって入力できる定型文は
異なります。入力できないカテゴリは、選
択できません。

 1 文字入力画面で  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［定型文入力］→カテゴリ→定型文を選
び  を押す
定型文カテゴリ選択

　インターネット
　顔文字１
　顔文字２
　顔文字３
　あいさつ
　ビジネス
　プライベート
　返事
　自由定型文

選択した定型文が入力されます。
定型文を確認する場合
定型文にカーソルをあわせ、  （確認）を
押します。
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絵文字・記号を入力する
入力した絵文字・記号は入力回数順に
絵/記ランキングに表示され、文字入力時
に選択できます。
絵文字と記号についてはP.431、432を
ご覧ください。

 1 文字入力画面で  （絵/記）を押す
 （絵/記）を押すたびに絵文字・記号モー

ドが［ランキング］→［絵文字］→［絵文字D］→
［記号］の順に切り替わります。

 2  （絵/記）を押し、絵文字を選び  
を押す
本文入力

画面の上部に、選択した絵文字が表示され
ます。次の絵文字を選択するときは、目的
の絵文字にカーソルをあわせ、  を押し
ます。
すべての絵文字の選択を解除する場合

 を1秒以上押します。

 3  （閉じる）を押す
選択した絵文字がまとめて入力されます。

● メール本文入力画面、テンプレート編集
画面、署名編集画面では、選択した絵文
字はその都度入力されます。 （閉じる）
を押すと、絵文字・記号モードを終了し
ます。

● 絵文字Dは、メール本文入力画面、テン
プレート編集画面、署名編集画面でのみ
入力できます。絵文字Dを入力すると、
デコメールになります。（P.208）

定型文を修正/登録する
 〈定型文編集〉

お買い上げ時に登録されている定型文
を、用途にあわせて修正したり、新規に
登録したりすることができます。定型文
についてはP.434をご覧ください。
例： 「インターネット」に登録されている「.co.

jp」を修正する場合

 1 メニューで［設定］→［アプリケーショ
ン設定］→［文字入力設定］→［定型文編
集］を選び  を押す
定型文編集画面が表示されます。

 2 ［インターネット］→［.co.jp］を選び 
 を押す

定型文をお買い上げ時の状態に戻す場合
定型文にカーソルをあわせ、機能メニュー
［リセット］→［1件リセット］→［はい］を
選択します。カテゴリ内の定型文をすべ
て元に戻す場合は、機能メニュー［リセッ
ト］→［カテゴリ内リセット］を選択し、端
末暗証番号を入力して［はい］を選択しま
す。すべての定型文を元に戻す場合は、
定型文編集画面で  （全件リセット）を
押し、端末暗証番号を入力して［はい］を
選択します。

定型文を削除する場合
定型文にカーソルをあわせ、機能メニュー
［1件削除］→［はい］を選択します。

 3  （修正）を押し、修正する
全角64文字、半角128文字以内で入力し
ます。
定型文が修正されます。
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電話帳などを引用して入力
する
メールの本文やサイトなどの文字入力画
面で、電話帳や電話番号表示（マイデー
タ）の登録内容、バーコードリーダーで読
み取った文字を引用して入力できます。
例： 電話帳から引用する場合

 1 文字入力画面で  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［電話帳引用］を選び  を押す
電話帳が表示されます。
電話番号表示を引用する場合
［マイデータ引用］を選択します。
バーコードリーダーを利用して文字を引用
する場合
［バーコードリーダー］を選択します。

 3 名前→引用する内容を選び  を
押す
選択した内容が文字入力画面に入力され
ます。

● 選択した項目の文字数が、入力できる文
字数を超える場合、超えた文字は削除さ
れます。

文字の切取・コピーと貼付
入力済みの文字を切取ったり、コピーし
たりして、別の入力画面に貼付けること
ができます。
切取/コピーした文字は、クリップボード
に保存されます。貼付を行うと、このク
リップボードの文字が貼付けられます。
クリップボードの内容は、何回でも貼付
けることができます。
・ クリップボードとは、切取/コピーした文字
を保存するメモリ領域のことです。保存で
きるのは1件のみで、新しく切取/コピーす
ると上書きされます。

・ クリップボードの文字は、電源を切ると削
除されます。

・ 貼付を行う際、貼付先の画面に入力できな
い文字は、半角スペースに置き換えられま
す。また、入力できる文字数を超える場合は、
超えた文字は削除されます。

・ 絵文字Dやデコメールの本文中に挿入された
画像の切取/コピー、貼付はできません。

■ 切取機能
選択した文字を切取って、クリップボードに保
存します。（選択した文字は、元の画面から削
除されます）
機能メニュー 内　容
切取 選択した文字を切取ります。

■ コピー機能
選択した文字をコピーして、クリップボードに
保存します。（選択した文字は、元の画面から
削除されません）
機能メニュー 内　容
コピー 選択した文字をコピーします。
電話番号
コピー

電話番号をコピーします。

項目コピー 電話番号やメールアドレスなど
を項目単位でコピーします。

テキストメモ
コピー

テキストメモの内容をコピーし
ます。

■ 貼付機能
クリップボードの文字を貼付けます。
機能メニュー 内　容
貼付 コピー /切取した内容を貼付け

ます。

次ページにつづく
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文字をコピー /切取する

 1 文字入力画面で  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［コピー］を選び  を押す
切取する場合
［切取］を選択します。

 3 コピーの始点を選び  を押す
コピーする最初の文字が確定します。
すべての文字を選択する場合

 （全選択）を押します。

 4 コピーの終点を選び  を押す
コピーする範囲が確定し、クリップボード
に保存されます。

文字を貼付する

 1 文字入力画面で貼付ける位置を選び 
 （機能）を押す

機能メニューが表示されます。

 2 ［貼付］を選び  を押す
コピー /切取した内容が貼付けられます。

区点コードで入力する
 〈区点コード入力〉

区点コード一覧表にある文字・数字・記
号を4桁の区点コードを使って入力でき
ます。
・ 区点コードについては、付属のCD-ROM内
の「区点コード一覧」（PDF形式）をご覧くだ
さい。

 1 文字入力画面で  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［区点コード入力］を選び  を押す

　区点コート゛入力

 3 区点コードを入力する
入力した区点コードに対応する文字が入力
されます。

よく使う語句を登録する
 〈単語登録〉

よく使う語句をあらかじめ「予測辞書」ま
たは「通常辞書」に登録できます。登録し
た語句は、文字変換のときに語句候補リ
スト/変換候補に優先的に表示されます。
予測辞書 予測変換のときに語句候補リストに

優先的に表示する語句を登録しま
す。300件まで登録できます。

通常辞書 通常変換のときに変換候補に優先的
に表示する語句を登録します。200
件まで登録できます。

・ 通常辞書に登録した語句は、自動的に予測
辞書にも登録されます。逆の場合は登録さ
れません。

・ 登録した語句を削除する場合は、それぞれ
の辞書から削除してください。

例： 予測辞書に登録する場合

 1 メニューで［設定］→［アプリケーショ
ン設定］→［文字入力設定］→［予測辞書
編集］を選び  を押す
予測辞書画面が表示されます。
通常辞書に登録する場合
［設定］→［アプリケーション設定］→［文
字入力設定］→［通常辞書編集］を選択し
ます。

語句を削除する場合
語句にカーソルをあわせ、機能メニュー
［1件削除］→［はい］を選択します。複数選
択して削除する場合は、機能メニュー［選
択削除］を選択し、語句を複数選択して 

 （完了）を押し、［はい］を選択します。
すべての語句を削除する場合は、機能メ
ニュー［全件削除］を選択し、端末暗証番
号を入力して［はい］を選択します。

語句を編集する場合
語句にカーソルをあわせ、  を押し
ます。

 2  （新規）を押す
予測辞書編集

よみ（キーワード）

語句（予測語）

よみ欄

語句欄
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 3 よみ欄によみを入力する
ひらがなで16文字以内で入力します。

 4 語句欄に語句を入力する
全角16文字、半角32文字以内で入力します。

 5  （完了）を押す
入力した語句が予測辞書に登録されます。

学習情報を初期状態に戻す
 〈学習情報リセット〉

FOMA端末の辞書には学習機能がありま
す。学習機能とは、語句の使用頻度など
を記憶しておき、よく使う語句を語句候
補リスト/変換候補に優先表示する機能の
ことです。
学習情報をリセットすると、この優先順
位がお買い上げ時の状態に戻ります。

 1 メニューで［設定］→［アプリケーショ
ン設定］→［文字入力設定］→［学習情報
リセット］を選び  を押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。

 2 端末暗証番号を入力し、  （OK）を
押す
リセット確認画面が表示されます。

 3 ［はい］を選び  を押す
学習情報がリセットされます。

ダウンロードした辞書を使
用する 〈ダウンロード辞書〉

ｉモードから辞書を20件までダウンロー
ドして使用できます。ダウンロードした
辞書を有効にすると、その辞書に登録さ
れている語句が語句候補リストに表示さ
れます。

 1 メニューで［設定］→［アプリケーショ
ン設定］→［文字入力設定］→［辞書フォ
ルダ］を選び  を押す
辞書フォルダ

　流行語辞書
　エリア辞書
　大阪弁辞書

詳細情報を表示する場合
辞書にカーソルをあわせ、機能メニュー
［辞書情報表示］を選択します。
名前を変更する場合
辞書にカーソルをあわせ、機能メニュー
［辞書名編集］を選択します。全角8文字、
半角17文字以内で入力します。

辞書を削除する場合
辞書にカーソルをあわせ、機能メニュー
［削除］→［1件削除］→［はい］を選択しま
す。複数選択して削除する場合は、機能
メニュー［削除］→［選択削除］を選択し、
辞書を複数選択して  （完了）を押し、
［はい］を選択します。すべての辞書を削
除する場合は、機能メニュー［削除］→［全
件削除］を選択し、端末暗証番号を入力し
て［はい］を選択します。

 2 辞書を選び  （設定）を押す
有効/無効設定画面が表示されます。

 3 ［有効］/［無効］を選び  を押す
［有効］に設定すると、辞書が有効になり、
「 」（グレー）が「 」（緑）に変わります。

● 有効にした辞書が多い場合、すべての語
句が語句候補リストに表示されないこと
があります。

● 辞書は「PlayNow by SO」からダウン
ロードできます。

 ［ｉMenu］→［メニュー /検索］→［ケータ
イ電話メーカー］→［PlayNow by SO］

次ページにつづく
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ダウンロードした辞書を並べ替える
ダウンロードした辞書が複数ある場合
は、辞書の並び順を替えて、よく使う辞
書の語句を優先的に表示できます。

 1 辞書フォルダ画面で  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。

 2 ［並べ替え］を選び  を押す

 3 辞書を選び  を押す
並べ替え画面が表示されます。

 4 移動先を選び  （移動先）を押す

 5  （完了）を押す
検索の優先順位が設定されます。
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利用できるネットワークサービス
FOMA端末では、次のようなドコモのネットワークサービスをご利用いただけます。
各サービスの概要や利用方法については、以下の表の参照先をご覧ください。
サービス名 お申し込み 月額利用料 参　照 サービス名 お申し込み 月額利用料 参　照

留守番電話サービス 要 有料 P.392 英語ガイダンス 不要 無料 P.395
キャッチホン 要 有料 P.393 マルチナンバー 要 有料 P.397
転送でんわサービス 要 無料 P.393 2in1 要 有料 P.398
迷惑電話ストップサービス 不要 無料 P.394 OFFICEED 要 有料 P.402
発信者番号通知 不要 無料 P.45 公共モード（ドライブモード） 不要 無料 P.69
番号通知お願いサービス 不要 無料 P.395 公共モード（電源OFF） 不要 無料 P.70
デュアルネットワークサービス 要 有料 P.395 メロディコール 要 有料 P.115

・ サービスエリア外や電波の届かない場所ではネットワークサービスはご利用できません。
・ 詳しくは『ご利用ガイドブック（ネットワークサービス編）』をご覧ください。
・ お申し込み、お問い合わせについては、取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ先」までお問
い合わせください。

・ 留守番電話サービス、転送でんわサービスなどの「サービスの停止」とは、サービスの契約
そのものを解約するものではありません。

・ 「OFFICEED」は申し込みが必要な有料サービスです。ご不明な点はドコモの法人向けホー
ムページ（http://www.docomo.biz/d/212/）をご確認ください。
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留守番電話サービスを利用する
電波の届かない所にいるとき、電源を
切っているとき、電話にでられないとき
などに、音声電話/テレビ電話をかけてき
た相手に応答メッセージでお答えし、お
客様に代わってメッセージをお預かりす
るサービスです。
・ 伝言メモ（P.72）を同時に設定する場合、留
守番電話サービスを優先させるには、留守
番電話サービスの呼び出し時間を伝言メモ
の応答時間よりも短く設定してください。

・ 留守番電話サービスを「開始」にしていると
きに、かかってきた音声電話やテレビ電話に
応答しなかった場合は、着信履歴に「不在着
信」として記録され、待受画面に「 」（着信
あり）の通知情報アイコンが表示されます。

・ 留守番電話サービスは、転送でんわサービ
スを「開始」に設定した場合、自動的に停止
状態になります。

■ 留守番電話サービスの基本的な流れ
ステップ1 サービスを開始に設定する
ステップ2 電話をかけてきた方が伝言を

録音/録画する
ステップ3 伝言メッセージを再生する

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NW
サービス］→［留守番電話］を選び  
を押す

 2 各項目を設定する
メニュー項目 操作方法
留守番サービ
ス開始※

［留守番サービス開始］→［開
始］/［呼出時間＋開始］（→呼び出
し時間を入力）→［はい］を選択
・ ［呼出時間＋開始］を選択した
場合、呼び出し時間（000～
120秒）を設定して開始でき
ます。
・ ［呼出時間＋開始］を選択し
た場合はAナンバーで開始
されます。

・ 2in1のモードがBモードの
場合、開始方法は選択でき
ません。

留守番呼出
時間設定

［留守番呼出時間設定］を選択
→呼び出し時間（000～120
秒）を入力→  （完了）

メニュー項目 操作方法
留守番サービ
ス停止※

［留守番サービス停止］→［は
い］を選択

留守番設定
確認

［留守番設定確認］を選択
・ 2in1のモードがBモードま
たはデュアルモードの場合、
AナンバーとBナンバーの
選択画面が表示されます。

留守番メッ
セージ再生※

［留守番メッセージ再生］→
［はい］を選択→音声ガイダン
スに従って操作
・ 表示される件数は、新しい
伝言メッセージを再生する
ときにガイダンスで案内す
る件数です。保存した伝言
メッセージの件数は含まれ
ません。

・ 待受画面で  （リンク）
を押し、「 」を選択して
もメッセージを再生でき
ます。

留守番サービ
ス設定※

［留守番サービス設定］→［は
い］を選択→音声ガイダンス
に従って操作

メッセージ
問合せ

［メッセージ問合せ］を選択
・ 新しい伝言メッセージがある
ときは、待受画面に「 」（留
守番メッセージ）の通知情報
アイコンが表示されます。

件数増加鳴動設定
（お買い上げ時：
ON）

新しい伝言メッセージをお預
かりしたときに、メール着信
完了音を鳴らしてお知らせす
るかどうかを設定します。
［件数増加鳴動設定］→［ON］/
［OFF］を選択

留守番アイコン
消去

［留守番アイコン消去］→［は
い］を選択

着信通知 着信通知
開始

電源OFF時や圏外時の着信を
SMSでお知らせします。
［着信通知］→［着信通知開始］
→［全着信］/［発番号あり］→
［はい］を選択
・ 電話帳に登録していても、
相手の発信者番号が通知さ
れ、電話帳に登録した名前
は表示されません。

着信通知
停止

［着信通知］→［着信通知停止］
→［はい］を選択

着信通知
設定確認

［着信通知］→［着信通知設定
確認］を選択

※ 2in1のモードがデュアルモードの場合、Aナン
バーとBナンバーの選択画面が表示されます。
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次ページにつづく

テレビ電話のサービスについて
● テレビ電話の伝言メッセージをお預かり
した場合、SMSでお知らせします。

● 留守番電話のテレビ電話対応設定につい
て変更する場合は、待受画面で   

   を押し、音声ガイダンスに
従って操作してください。

● AV32Kテレビ電話による留守番電話接続
はできません。

● キャラ電で留守番電話に接続された場合、
DTMF操作が行えません。機能メニュー
から［DTMF送出モード］に切り替えてく
ださい。（P.75）

キャッチホンを利用する
通話中に別の電話がかかってきたとき
に、通話中着信音でお知らせし、現在の
通話を保留にして新しい電話に出ること
ができるサービスです。また、通話中の
電話を保留にして、新たにお客様の方か
ら別の相手へ電話をかけることもでき
ます。
・ 音声電話中にテレビ電話がかかってきた場
合は、音声電話を終了してテレビ電話を受
けることができます。テレビ電話中は、音
声電話/テレビ電話を受けられません。着信
履歴には記録されます。

・ キャッチホンを利用するときは、あらかじ
め通話中着信動作選択（P.396）を［通常着信］
に設定してください。他の設定になってい
る場合は、キャッチホンを開始しても音声
通話中にかかってきた音声電話に応答でき
ません。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NW
サービス］→［キャッチホン］を選び 

 を押す

 2 各項目を設定する
メニュー項目 操作方法
キャッチホン
サービス開始

［キャッチホンサービス開始］
→［はい］を選択

キャッチホン
サービス停止

［キャッチホンサービス停止］
→［はい］を選択

キャッチホン
サービス設定確認

［キャッチホンサービス設定
確認］を選択

● 現在の通話を保留にして、かかってきた
電話に出る場合は、  （通話）を押しま
す。保留中の相手がいる場合、「マルチ接
続中」と表示されます。  （呼切替）を
押すたびに通話中の相手を切り替えるこ
とができます。保留中の通話を終了する
場合は、機能メニュー［保留呼切断］を選
択します。

● 現在の通話を終了して、かかってきた電
話に出る場合は、  を押し、  を押
します。

転送でんわサービスを利用
する
電波が届かないところにいるとき、電源
が入っていないとき、設定した呼出時間
内に応答がなかったときなどに、音声電
話/テレビ電話を転送するサービスです。
・ 伝言メモ（P.72）を同時に設定する場合、転
送でんわサービスを優先させるには、転送
でんわサービスの呼び出し時間を伝言メモ
の応答時間よりも短く設定してください。 

・ 転送でんわサービスを「開始」にしていると
きに、かかってきた音声電話やテレビ電話に
応答しなかった場合は、着信履歴に「不在着
信」として記録され、待受画面に「 」（着信
あり）の通知情報アイコンが表示されます。

・ テレビ電話がかかってきた場合、転送先が
3G-324Mに準拠したテレビ電話対応機でな
いと切断されます。

■ 転送でんわサービスの基本的な流れ
ステップ1 転送先の電話番号を登録する
ステップ2 転送でんわサービスを開始に

設定する
ステップ3 お客様のFOMA端末に電話が

かかる
ステップ4 電話に出ないと自動的に指定

した転送先へ転送される

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NW
サービス］→［転送でんわ］を選び  
を押す
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 2 各項目を設定する
メニュー項目 操作方法
転送サービス
開始※

［転送サービス開始］→［開
始］/［設定＋開始］（→転送先電
話番号、呼び出し時間を入力）
→［はい］を選択
・ ［設定＋開始］を選択した場
合、転送先電話番号（26桁
以内）と呼び出し時間（000～
120秒）を設定して開始でき
ます。
・ 2in1のモードがBモードの
場合、開始方法は選択でき
ません。

転送サービス
停止※

［転送サービス停止］→［はい］
を選択

転送先変更 ［転送先変更］→転送先電話
番号（26桁以内）を入力→［設
定］/［設定＋開始］を選択
・ 2in1のモードがBモードの
場合、［転送先変更］→転送
先電話番号（26桁以内）を入
力→［はい］を選択します。

転送先通話中
時設定

転送先が通話中の場合に、留守
番電話サービスセンターに接続
するかどうかを設定します。
［転送先通話中時設定］→［接
続しない］/［接続する］を選択

転送サービス
設定確認

［転送サービス設定確認］を選択
・ 2in1のモードがBモードま
たはデュアルモードの場合、
AナンバーとBナンバーの選
択画面が表示されます。

※ 2in1のモードがデュアルモードの場合、A
ナンバーとBナンバーの選択画面が表示され
ます。

● 転送でんわガイダンスの有無を設定する
場合は、待受画面で     

 を押し、音声ガイダンスに従って操
作してください。

迷惑電話ストップサービス
を利用する
いたずら電話などの「迷惑電話」を着信し
ないように拒否できます。着信拒否登録
すると、以後の着信を自動的に拒否し、
相手にはガイダンスで応答します。
・ 登録した電話番号から電話がかかってきて
も、着信音は鳴りません。また、着信履歴
にも記録されません。

・ 登録した電話番号からテレビ電話がかかっ
てきた場合、着信拒否の映像ガイダンスが
流れたあと、切断されます。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NW
サービス］→［迷惑電話ストップ］を選
び  を押す

 2 各項目を設定する
メニュー項目 操作方法
迷惑電話拒否
登録

最後に応答した電話番号を登
録します。
［迷惑電話拒否登録］→［はい］
を選択

番号指定拒否
登録

［番号指定拒否登録］→電話番
号（22桁以内）を入力→［はい］
を選択

拒否登録
全削除

［拒否登録全削除］→［はい］を
選択

拒否登録
1件削除

最後に登録した電話番号を1
件削除します。同様の操作を
繰り返し行うことにより、最
後に登録した順より1件ずつ
削除できます。
［拒否登録1件削除］→［はい］
を選択

拒否登録件数
確認

［拒否登録件数確認］を選択
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番号通知お願いサービスを
利用する
電話番号を通知してこない音声電話/テレ
ビ電話に対して、番号通知のお願いをガ
イダンスで応答し、自動的に電話を切断
するサービスです。
・ 電話番号を通知していない電話番号から電
話がかかってきても、着信音は鳴りません。
また、着信履歴にも記録されません。

・ 非通知のテレビ電話がかかってきた場合、
番号通知お願いの映像ガイダンスが流れた
あと、切断されます。

・ 非通知のプッシュトークを着信した場合、
番号通知お願いのガイダンスは流れず、切
断されます。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NW
サービス］→［番号通知お願いサービ
ス］を選び  を押す

 2 各項目を設定する
メニュー項目 操作方法
番号通知
お願い開始

［番号通知お願い開始］→［は
い］を選択

番号通知
お願い停止

［番号通知お願い停止］→［は
い］を選択

番号通知
お願い確認

［番号通知お願い確認］を選択

デュアルネットワークサー
ビスを利用する
お使いになっているFOMA端末の電話番
号でmova端末をご利用いただけるサー
ビスです。FOMAとmovaのサービスエ
リアに応じた使い分けが可能です。
・ FOMA端末とmova端末は、同時に利用で
きません。

・ デュアルネットワークサービスの切り替え
操作は、サービスを利用していない端末か
ら行ってください。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NW
サービス］→［デュアルネットワーク］
を選び  を押す

 2 各項目を設定する
メニュー項目 操作方法
デュアルネッ
トワーク切替

FOMA端末が利用できるよ
うに、デュアルネットワーク
サービスを切り替えます。
［デュアルネットワーク切替］
を選択→ネットワーク暗証番
号を入力→［はい］を選択

デュアルネット
ワーク状態確認

［デュアルネットワーク状態
確認］を選択

英語ガイダンスを利用する
留守番電話サービスなどの各種ネット
ワークサービス設定時のガイダンスや圏
外などの音声ガイダンスを、英語に設定
できます。
発信者が本サービスを利用している場合
は、発信者側の発信時の設定が着信者側
の設定より優先されます。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NW
サービス］→［英語ガイダンス］→［ガイ
ダンス設定］を選び  を押す

 2 ガイダンスの対象を選び  を押す
［発信＋着信］：
発信時に自分が聞くガイダンスと着信時
に相手が聞くガイダンスの両方を設定し
ます。

［発信］：
発信時に自分が聞くガイダンスを設定し
ます。

［着信］：
着信時に相手が聞くガイダンスを設定し
ます。

 3 発信時のガイダンスの言語を選び  
を押す

次ページにつづく
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 4 着信時のガイダンスの言語を選び  
を押す
［日本語］：
日本語でガイダンスします。

［日本語＋英語］：
日本語→英語の順でガイダンスします。

［英語＋日本語］：
英語→日本語の順でガイダンスします。

設定内容を確認する場合
メニューで［設定］→［管理］→［NWサービ
ス］→［英語ガイダンス］→［ガイダンス設
定確認］を選択します。

サービスダイヤルを利用する
ドコモ総合案内・受付や故障の問い合わ
せ先へ電話をかけることができます。
・ お使いのFOMAカードによっては、表示さ
れる項目が異なる場合や表示されない場合
があります。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NW
サービス］→［サービスダイヤル］を選
び  を押す
サービスダイヤル画面が表示されます。
［ドコモ故障問合せ］：
ドコモの故障お問い合わせ先に電話をか
けます。

［ドコモ総合案内・受付］：
DoCoMoインフォメーションセンターに
電話をかけます。

 2 問い合わせ先→［はい］を選び  を
押す
お問い合わせ先に電話がかかります。

● 2in1のモードがデュアルモードの場合、
AナンバーとBナンバーの選択画面が表示
されます。

通話中に電話がかかってきたとき
の対応方法を選ぶ 〈通話中着信動作選択〉
留守番電話サービス、転送でんわサービ
ス、キャッチホンをご契約されているお
客様の通話中にかかってきた音声電話/テ
レビ電話にどのように対応するかを設定
できます。
・ 留守番電話サービス、転送でんわサービス、
キャッチホンが未契約の場合は、通話中に
かかってきた着信に応答できません。

・ 通話中着信動作選択を利用するには、通話
中着信設定を「開始」に設定してください。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NW
サービス］→［通話中着信動作選択］を
選び  を押す
［通常着信］：
電話を受けたり、留守番電話サービスセ
ンターや登録した転送先に手動で転送し
たりできます。

［留守番電話］：
留守番電話サービスに接続します。

［転送でんわ］：
登録した転送先に転送します。

［着信拒否］：
着信を拒否します。

 2 着信動作を選び  を押す
通話中の着信動作が設定されます。

通話中着信設定を開始/停止する
通話中着信動作選択で選択した対応を開
始/停止します。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NW
サービス］→［通話中着信設定］を選び 

 を押す

 2 各項目を設定する
メニュー項目 操作方法
通話中着信
設定開始

［通話中着信設定開始］→［は
い］を選択

通話中着信
設定停止

［通話中着信設定停止］→［は
い］を選択

通話中着信
設定確認

［通話中着信設定確認］を選択
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遠隔操作を設定する
 〈遠隔操作設定〉

留守番電話サービスや転送でんわサービ
スなどを、プッシュ式の一般電話や公衆
電話、ドコモの携帯電話などから操作で
きるように設定します。
・ 海外で留守番電話サービスや転送でんわ
サービスを利用する場合は、あらかじめ遠
隔操作設定を設定しておく必要があります。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NW
サービス］→［遠隔操作設定］を選び 

 を押す

 2 各項目を設定する
メニュー項目 操作方法
遠隔操作開始 ［遠隔操作開始］→［はい］を選択
遠隔操作停止 ［遠隔操作停止］→［はい］を選択
遠隔操作設定
確認

［遠隔操作設定確認］を選択

マルチナンバーを利用する
FOMA端末の電話番号として基本契約番
号のほかに、付加番号1と付加番号2の最
大2つの番号を追加してご利用いただけ
るサービスです。
・ 2in1と同時に利用することはできません。

電話番号の詳細を設定する
・ 「基本契約番号」の電話番号は変更できませ
ん。着信音/着信画像は、着信設定などで設
定できます。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NW
サービス］→［マルチナンバー］→［電話
番号設定］を選び  を押す
電話番号設定

マルチナンバー発信
　　　　　　　　　ＯＦＦ
＜基本契約番号＞
　基本契約番号
　０９０ＸＸＸＸＸＸＸＸ
＜付加番号１＞
　付加番号１

　着信音１
　付加番号１着信画像
＜付加番号２＞
　付加番号２

 2 各項目を設定する
項　目 説　明
マルチ
ナンバー
発信

マルチナンバー発信の［ON］/［OFF］
を選択します。
［ON］ ： 発信時に使用する電話番号

をオプション発信画面で選
択できます。

［OFF］ ： 発信時に電話番号を選択で
きません。

名前を全角10文字、半角20文字以内
で入力します。

 / 電話番号を26桁以内で入力します。
着信音をデータBOXのミュージッ
ク/ｉモーション/メロディから選択し
ます。
・ 設定可能なファイルは次のとおりで
す。着うた®は［ｉモーション］から
選択できます。

カテゴリ ファイ
ル形式

ファイル
サイズ 画像サイズ

ミュー
ジック※

AAC-LC/
HE-AAC

5Mバイト
以下 －

ｉモー
ション※

MP4 10Mバイト
以下

［VGA（640
×480）］以下

メロディ SMF/
MFi

350Kバイト
以下 －

※ ファイルによっては設定できない
ことがあります。

・ 着信音を鳴らさない場合は、［サイ
レント］を選択します。

次ページにつづく
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項　目 説　明
着信画像をデータBOXのマイピク
チャ /ｉモーションから選択します。
・ 設定可能なファイルは次のとおり
です。

カテゴリ ファイル形式
ファイル
サイズ 画像サイズ

マイピ
クチャ

GIF/
JPEG

250K
バイト以下

［待受（480×
864）］以下、
GIFアニメは
横480×
縦288以下

SWF 100K
バイト以下 －

ｉモー
ション※

MP4 10M
バイト以下

［VGA（640×
480）］以下

※ ｉモーションによっては設定でき
ないことがあります。

 3  （完了）を押す
電話番号の詳細が設定されます。

● マルチナンバー未契約の場合、マルチナ
ンバー発信を［OFF］にしてご利用くだ
さい。

付加番号１
　　　　　　　　　０９０ＸＸＸＸＸＸＸＸ

発信中● マルチナンバー発信を
［ON］に設定した場合、
発信中はオプション発
信画面で選択したマル
チナンバー（基本契約番
号/付加番号1/付加番号
2）に対応した電話番号
と名前が表示されます。

着信中

付加番号２
　　　　　　　　　０９０ＸＸＸＸＸＸＸＸ

● 着信中は、着信したマ
ルチナンバー（基本契
約番号/付加番号1/付加
番号2）に対応した電話
番号と名前が表示され
ます。

● リダイヤルや着信履歴から発信する場合、
以前に発信/着信したマルチナンバーが表
示され、この番号で発信します。

発信する電話番号を設定する
電話をかけるときに使用する電話番号を
選択できます。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NW
サービス］→［マルチナンバー］→［通常
発信番号設定］を選び  を押す

 2 発信する電話番号→［はい］を選び  
を押す
発信する電話番号が設定されます。
発信する電話番号を確認する場合
メニューで［設定］→［管理］→［NWサービ
ス］→［マルチナンバー］→［通常発信番号
確認］を選択します。

● 電話をかけるときにオプション発信画面
で使用する電話番号を手動で選択できま
す。（P.60）

2in1を利用する
1つの携帯電話で、2つの電話番号・メー
ルアドレスが使え、専用のモード機能を
利用することで、あたかも2つの携帯電
話を使い分けるようにご利用いただける
サービスです。
お買い上げ時の設定については、メ
ニュー一覧（P.420）をご覧ください。
モード切替 説　明
Aモード お客様電話番号（Aナンバー）での発

信とｉモードメール（Aアドレス）で
の送信、およびその関連データの
閲覧ができます。

Bモード 2in1電話番号（Bナンバー）での発信
とWEBメール（Bアドレス）が利用
できるサイトへのアクセス、および
その関連データの閲覧ができます。

デュアル
モード

A・Bモードの両方の機能を備えた
モードです。

・ Bアドレスは専用のWEBメールサイトで
メールの送受信を行います。

・ ｉモード契約中は、Bモードでもパケット通
信が可能です。

・ 2in1の詳細は、『ご利用ガイドブック（2in1
編）』をご覧ください。
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・ 2in1利用中に、FOMAカードの差し替え
（2in1契約者→2in1契約者）を行う場合、正
しいBナンバーを取得するために、2in1機
能OFF（P.400）を行ってから、再度2in1を
ONにしてください。

 FOMAカードの差し替え（2in1契約者→
2in1未契約者）を行う場合は、2in1機能
OFFを行ってください。

・ 外部機器から音声電話/テレビ電話の発信や
64Kデータ通信を行った場合、2in1のモー
ドがAモード、デュアルモードのときはAナ
ンバーで、BモードのときはBナンバーで発
信します。

2in1を設定する

2in1をONにし、モード別待受画面設定、
着信回避設定などを行います。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NW
サービス］→［2in1設定］を選び  
を押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。
・ 待受画面で  を1秒以上押しても2in1
設定画面が表示されます。

 2 端末暗証番号を入力し、  （OK）を
押す
すでに2in1がONの場合

2in1設定画面が表示されます。

 3 ［はい］を選び  を押す
２ｉｎ１設定

モード切替
電話帳２ｉｎ１設定
モード別待受画面設定
発着信番号設定
２ｉｎ１機能ＯＦＦ
着信回避設定

2in1がONになり、2in1設定画面が表示さ
れます。

 4 各項目を設定する
メニュー
項目 操作方法

モード
切替

2in1のモードを切り替えます。
［モード切替］→［Aモード］/［Bモー
ド］/［デュアルモード］を選択

電話帳
2in1
設定

電話帳に登録された2in1設定を変更し
ます。
・ 電話帳登録時は、2in1のモードに対
応して、電話帳2in1設定が自動登録
されます。

● 1件ずつ設定する
［電話帳2in1設定］→電話帳のデータ
を選択→  （属性設定）→［A］/［B］/
［共通］を選択
● グループに設定する
［電話帳2in1設定］→  （機能）→
［グループ一括設定］→グループを選
択→  （属性設定）→［A］/［B］/［共
通］を選択

モード
別待受
画面
設定

Bモードとデュアルモードの待受画面
を設定します。
［モード別待受画面設定］→［Bモー
ド］/［デュアルモード］→データBOXの
マイピクチャから画像を選択
・ 設定可能なファイルは次のとおり
です。

カテゴリ ファイル形式
ファイル
サイズ 画像サイズ

マイピ
クチャ

GIF/
JPEG

250K
バイト以下

［待受（480×
864）］以下、
GIFアニメは
横480×
縦288以下

SWF 100K
バイト以下 －

・ 画像を表示しない場合は、［設定な
し］を選択します。

次ページにつづく
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メニュー
項目 操作方法

発着信
番号
設定

Bナンバーでの発着信を識別するために、発
着信画面の文字色や着信音を設定します。
● 文字色を設定する
［発着信番号設定］→［発着信番号表
示設定］→［濃］/［淡］を選択

● 着信音を設定する
［発着信番号設定］→［Bナンバー着信
設定］→［電話着信］/［テレビ電話着信］
→データBOXのミュージック/ｉモー
ション/メロディから着信音を選択
・ 設定可能なファイルは次のとお
りです。

カテゴリ ファイ
ル形式

ファイル
サイズ 画像サイズ

ミュー
ジック※

AAC-LC/
HE-AAC

5Mバイト
以下 －

ｉモー
ション※

MP4 10Mバイト
以下

［VGA（640
×480）］以下

メロディ SMF/
MFi

350Kバイト
以下 －

※ ファイルによっては設定できない
ことがあります。
・ テレビ電話着信の場合、［電話着
信に連動］に［ON］を選択すると、
電話着信音に従います。

・ 非通知着信の場合は、［Bナンバー
着信設定］の着信音に従います。

2in1機
能OFF

2in1の利用を停止します。
［2in1機能OFF］→［はい］を選択

着信回
避設定

Aナンバー、Bナンバーの着信を制限
できます。
● Aナンバー、Bナンバーの着信をそ
れぞれ制限する
［着信回避設定］→［着信回避設定変
更］→［Aナンバー着信回避］/［Bナン
バー着信回避］→［着信する］/［着信
しない］/［変更しない］→  （完了）

● 現在の設定を確認する
［着信回避設定］→［着信回避設定確
認］→［はい］を選択

メニュー
項目 操作方法

着信回
避設定

● モード切替連動を開始/停止する
AモードのときはAナンバーの着信
のみを許可し、BモードのときはB
ナンバーの着信のみを許可し、デュ
アルモードのときはAナンバー、B
ナンバー両方の着信を許可します。
［着信回避設定］→［モード切替連動
設定］→［はい］を選択
・ モード切替連動設定を「開始」に
設定していると、圏外ではモー
ド切り替えができません。

● 海外から着信回避設定を行う
［着信回避設定］→［着信回避設定（海
外）］→音声ガイダンスに従って操作

電話をかけるときに発信番号を選ぶ
デュアルモードに設定している場合、使
用する電話番号を選択してから発信でき
ます。

 1 待受画面で電話番号を入力し、  を
押す
テレビ電話をかける場合

 （テレビ電話）を押します。

　ドコモ次郎
発信番号を
選択してください

　　　Ａナンハ゛ー
　　　Ｂナンハ゛ー
　　　中止

 2 ［Aナンバー］/［Bナンバー］を選び  
を押す
選択した電話番号から発信します。

● リダイヤルや着信履歴から発信する場合、
以前に発信/着信した電話番号が表示さ
れ、この番号で発信します。
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モードごとに利用できる機能について
モードごとに動作の違いがある項目のみ記載しています。（Aモードと共通の動作をす
るものは除いています）

サービス Aモード Bモード デュアルモード
音声電話/
テレビ電話

発信 Aナンバー Bナンバー 発信時に選択可※1
着信 すべて

電話帳 表示 A・共通 B・共通 すべて
名前変換※2 A・共通 B・共通 すべて
新規登録時の電話帳2in1設定 A B A
赤外線通信/ｉC通信/microSDメ
モリーカードからの全件受信※3

送信元の電話帳2in1設定をコピー※4

赤外線通信/ｉC通信/microSDメ
モリーカードからの1件受信※3

A B A

FOMA
カード
電話帳

FOMA端末から
FOMAカードへコピー

共通

FOMAカードから
FOMA端末へコピー

A B A

リダイヤル 表示 Aナンバー発信 Bナンバー発信 すべて
着信履歴 表示 Aナンバー着信 Bナンバー着信 すべて
メール/
SMS

表示 ・ Aアドレスで送受信し
たメール

・ Aナンバーで送受信し
たSMS

FOMA端末
・ FOMA端末に保存した

Bアドレス宛の受信メー
ル（WEBメールサイトで
［端末に保存］を選択した
メール）や新着通知メー
ル・アラーム通知メール

・ Bナンバーで受信したSMS
WEBメールサイト
・ Bアドレスで送受信し
たメール

FOMA端末
・ Aアドレスで送受信した
メール、FOMA端末に保
存したBアドレス宛の受
信メールや新着通知メー
ル・アラーム通知メール

・ Aナンバーで送受信したSMS
・ Bナンバーで受信したSMS
WEBメールサイト
・ Bアドレスで送受信し
たメール

送信 ・ Aアドレスからのメール
・ AナンバーからのSMS

FOMA端末
・ メール・SMS送信不可
WEBメールサイト
・ Bアドレスからのメール

FOMA端末
・ Aアドレスからのメール※5
・ AナンバーからのSMS
WEBメールサイト
・ Bアドレスからのメール

受信 ・ Aアドレス宛のメール/
Aナンバー宛のSMS
（鳴動あり）
・ FOMA端末に保存し
たBアドレス宛の受
信メールや新着通知
メール・アラーム通知
メール/Bナンバー宛の
SMS（鳴動なし）

・ Aアドレス宛のメール/
Aナンバー宛のSMS
（鳴動なし）
・ FOMA端末に保存し
たBアドレス宛の受
信メールや新着通知
メール・アラーム通知
メール/Bナンバー宛の
SMS（鳴動あり）

・ Aアドレス宛のメール/
Aナンバー宛のSMS
（鳴動あり）
・ FOMA端末に保存し
たBアドレス宛の受
信メールや新着通知
メール・アラーム通知
メール/Bナンバー宛の
SMS（鳴動あり）

赤外線通信/ｉC通信/microSDメ
モリーカードからの全件受信※3

送信元の状態をコピー※4

赤外線通信/ｉC通信/microSDメ
モリーカードからの1件受信※3

A

FOMA
カード
内の
SMS

FOMA端末から
FOMAカードへコピー

A

FOMAカードから
FOMA端末へコピー

A

プッシュ
トーク

発信 Aナンバー 利用不可 Aナンバー
着信 Aナンバー
プッシュトーク電話帳 表示 表示不可 表示

ｉアプリ すべて利用可能 利用可能※6 利用可能※7
電話番号表示 Aナンバー /Aアドレス Bナンバー /Bアドレス A・Bナンバー /A・Bアドレス

次ページにつづく
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※1 A・共通設定の電話帳の場合はAナンバー
発信、B設定の電話帳の場合はBナンバー
発信が初期状態になります。

※2 発信元番号、発信先番号、送信元番号、送
信先番号、送信元アドレス、送信先アドレ
スが電話帳に登録されている場合に、電話
帳データとの照合により、各番号・各アド
レスが登録されている電話帳データの名称
に変換して表示します。

※3 電話帳、メールをmicroSDメモリーカード
からFOMA端末に保存する場合、microSD
メモリーカード上のファイル単位となり
ます。

※4 送信元が2in1非対応機種の場合、すべてA
になります。

※5 デュアルモード時にメールを新規作成する
場合、B設定の電話帳からも宛先アドレス
の選択ができますが、Aアドレスからメー
ル送信されますのでご注意ください。

※6 メール連動型ｉアプリ・メールを利用する
ｉアプリ・ｉアプリ待受画面は除きます。

※7 ｉアプリ待受画面は除きます。

OFFICEEDを利用する
 〈OFFICEED〉

「OFFICEED」は、指定されたIMCS（屋
内基地局設備）で提供されるグループ内
定額サービスです。ご利用には、別途お
申し込みが必要となります。
・ 詳細は、ドコモ法人向けホームページ
（http://www.docomo.biz/d/212/）をご確
認ください。

サービスを登録して利用する
 〈追加サービス（USSD）登録〉

ドコモから新しいネットワークサービス
が追加されたときに、そのサービスをメ
ニューに登録して利用します。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NW
サービス］→［追加サービス］を選び 

 を押す

 2 各項目を設定する
メニュー項目 操作方法
USSD
コマンド
追加

［USSDコマンド追加］→［未登録］
→  （編集）→［サービス名］に
サービス名称（全角10文字、半角
20文字以内）を入力→［USSD］に
USSDコマンド（20桁以内）を入
力→  （完了）
● サービスを利用する
［USSDコマンド追加］→サービ
スを選択

● サービスを削除する
［USSDコマンド追加］→サー
ビスにカーソルをあわせて  
（機能）→［1件削除］を選択（全件
削除する場合は［全件削除］を選
択→端末暗証番号を入力）→［は
い］を選択

応答ワー
ディング
追加

［応答ワーディング追加］→［未登
録］→  （編集）→［応答ワーディ
ング］に応答メッセージ（全角10
文字、半角20文字以内）を入力→
［USSD］にUSSDコマンド（20桁
以内）を入力→  （完了）
● 応答ワーディングを削除する
［応答ワーディング追加］→ワー
ディングにカーソルをあわせ
て  （機能）→［1件削除］を選
択（全件削除する場合は［全件削
除］を選択→端末暗証番号を入
力）→［はい］を選択
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データ通信の詳細については付属のCD-ROM内または、ドコモのホームページ上の「パソコ
ン接続マニュアル」（PDF形式）をご覧ください。
PDF版「パソコン接続マニュアル」をご覧になるには、Adobe® Reader®が必要です。お使
いのパソコンにインストールされていない場合は、付属のCD-ROM内のAdobe® Reader®

をインストールしてご覧ください。
ご使用方法などの詳細につきましては、「Adobe Readerヘルプ」をご覧ください。
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データ通信について
FOMA端末で利用できるデータ通信は、
パケット通信、64Kデータ通信、データ転
送（OBEX™通信）の3つに分類されます。
・ FOMA端末はRemote Wakeupには対応し
ていません。

・ FOMA端末はFAX通信をサポートしていま
せん。

・ FOMA端末をドコモのPDA「sigmarionⅡ」/
「sigmarionⅢ」/「musea」に接続してデータ
通信を行う場合、「sigmarionⅡ」/「musea」
をアップデートしてご利用ください。アップ
デートの方法などの詳細については、ドコ
モのホームページをご覧ください。

・ 海外では、パソコンなどと接続して行う
64Kデータ通信は利用できません。パケッ
ト通信を行う場合は、IP接続で通信を行っ
てください。（PPP接続ではパケット通信で
きません）

データ転送（OBEX™通信）

画像や音楽、電話帳、メールなどのデー
タを他のFOMA端末やパソコンなどとの
間で送受信します。

■ 赤外線通信（P.329、330）、ｉC通信
（P.332、333）

FOMA端末

FOMA端末

パソコンなど

■ FOMA 充電機能付USB接続ケーブル 
01/02（別売）（P.314、344）、microSD
メモリーカード（P.306）、ドコモケータ
イdatalink（P.408）

パソコンなどFOMA端末

パケット通信

送受信したデータ量に応じて通信料がか
かる通信形態です。（受信最大3.6Mbps、
送信最大384kbps）
パケット通信は、FOMA端末とFOMA 
充電機能付USB接続ケーブル 01/02（別
売）を使ってパソコンと接続し、各種設
定を行うと利用できます。ドコモのイン
ターネット接続サービス「mopera U」/
「mopera」など、FOMAパケット通信に
対応したアクセスポイントをご利用くだ
さい。また、FOMAネットワークに接続
された企業内LANにアクセスし、データ
の送受信をすることもできます。
・ パケット通信は、画像を含むサイトやイン
ターネットホームページの閲覧、ファイル
のダウンロードなどのデータ量の多い通信
を行うと、通信料が高額になりますのでご
注意ください。

・ FOMAハイスピードエリア外では送受信と
もに最大384kbpsとなります。

・ ドコモのPDA「sigmarionⅢ」、「sigmarion
Ⅱ」、「musea」でパケット通信をご利用の
場合、送受信ともに最大384kbpsとなりま
す。ハイスピードエリア対応の高速通信に
は対応しておりません。

64Kデータ通信

接続している時間に応じて、通信料がか
かる通信形態です。
64Kデータ通信は、FOMA端末とFOMA 
充電機能付USB接続ケーブル 01/02（別
売）を使ってパソコンと接続し、各種設
定を行うと利用できます。ドコモのイン
ターネット接続サービス「mopera U」/
「mopera」などのFOMA 64Kデータ通
信に対応したアクセスポイント、または
ISDNの同期64Kアクセスポイントをご
利用ください。
・ 64Kデータ通信は、長時間通信を行うと、
通信料が高額になりますのでご注意くだ
さい。
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ご利用時の留意事項

インターネットサービスプロバイダの
利用料金

インターネットを利用する場合は、ご利
用になるインターネットサービスプロバ
イダに対する利用料が必要になります。
この利用料は、FOMAサービスの利用料
とは別に直接インターネットサービスプ
ロバイダにお支払いいただきます。利用
料の詳しい内容については、ご利用のイ
ンターネットサービスプロバイダにお問
い合わせください。
ドコモのインターネット接続サービス
「mopera U」/「mopera」をご利用いただ
けます。
「mopera U」をご利用いただく場合は、
お申し込みが必要（有料）となります。
「mopera」をご利用いただく場合は、お
申し込み不要、月額使用料無料です。

接続先（インターネットサービスプロ
バイダなど）の設定

パケット通信と64Kデータ通信では接
続先が異なります。パケット通信を行う
ときはパケット通信対応の接続先、64K
データ通信を行うときはFOMA 64K
データ通信、またはISDN同期64K対応
の接続先をご利用ください。
・ DoPaのアクセスポイントには接続できま
せん。

ネットワークアクセス時のユーザー認証

接続先によっては、接続時にユーザー認
証（IDとパスワード）が必要な場合があり
ます。その場合は、通信ソフト（ダイヤル
アップネットワーク）でIDとパスワード
を入力して接続してください。IDとパス
ワードは接続先のインターネットサービ
スプロバイダまたは接続先のネットワー
ク管理者から付与されます。詳しい内容
については、インターネットサービスプ
ロバイダまたは接続先のネットワーク管
理者にお問い合わせください。

ブラウザ利用時のアクセス認証

パソコンのインターネットブラウザで
FirstPass対応サイトを利用するときの
アクセス認証で、FirstPass（ユーザ証
明書）が必要な場合、付属のCD-ROMか
らFirstPass PCソフトをインストール
し、設定を行ってください。詳細はCD-
ROM内 の［FirstPassPCSoft］フ ォ ル
ダ内の「FirstPassManual」（PDF形式）
をご覧ください。「FirstPassManual」
（PDF形式）をご覧になるには、Adobe® 
Reader®（バージョン6.0以上を推奨）
が必要です。お使いのパソコンにイン
ストールされていない場合は、同CD-
ROM内のAdobe® Reader®をインス
トールしてご覧ください。
ご使用方法などの詳細につきましては、
「Adobe Readerヘルプ」を参照してく
ださい。

パケット通信および64Kデータ通信の
条件

FOMA端末で通信を行うためには、以下
の条件が必要になります。（日本国内の
場合）
- FOMA 充電機能付USB接続ケーブル 01/02
（別売）を利用できるパソコンであること

- FOMAパケット通信、64Kデータ通信に対
応したPDAであること

- FOMAサービスエリア内であること
- パケット通信の場合、接続先がFOMAパケッ
ト通信に対応していること

- 64Kデータ通信の場合、接続先がFOMA 
64Kデータ通信、またはISDN同期64Kに対
応していること

ただし、上の条件が整っていても、基地
局が混雑している、または電波状態が
悪い場合は通信ができないことがあり
ます。
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ご使用になる前に

動作環境について
データ通信を利用するためのパソコンの
動作環境は以下のとおりです。
項　目 必要環境
パソコン
本体

・ PC-AT互換機でCD-ROMドラ
イブが使用できる機器

・ USBポート（Universal Serial 
Bus Specification Rev1.1準拠）

OS※1 Windows 2000 Professional、
Windows XP、
Windows Vista（各日本語版）

必要メモリ
※2

Windows 2000 Professional：
64MB以上
Windows XP：128MB以上
Windows Vista：512MB以上

ハードディ
スク容量※2

5MB以上の空き容量

ディスプレイ High Color（65,536色）、解像度
800×600ドット以上を推奨

※1 OSアップグレードからの動作は保証の対
象外となります。

※2 必要メモリ・ハードディスク容量は、パソ
コンのシステム構成によって異なることが
あります。

必要な機器について

FOMA端末とパソコン以外に以下のハー
ドウェア、ソフトウェアを使います。
・ FOMA 充 電 機 能 付USB接 続 ケ ー ブ ル 

01/02（別売）またはFOMA USB接続ケーブ
ル（別売）

・ 付属のCD-ROM「FOMA SO905iCS用
CD-ROM」

● 本書では、FOMA 充電機能付USB接続
ケーブル 01/02（別売）の場合で説明して
います。

● ＵSBケーブルは専用の「FOMA 充電機
能付USB接続ケーブル 01/02」または
「FOMA USB接続ケーブル」をご利用くだ
さい。パソコン用のUSBケーブルはコネク
タ部の形状が異なるため使用できません。

● USB HUBを使用すると、正常に動作し
ない場合があります。

■ 用語解説
● 管理者権限

W i n d o w s  X P、W i n d o w s  2 0 0 0 
Professional、Windows Vistaのシステム
のすべてにアクセスできる権限。1台のパソ
コンに最低1人は管理者権限を持つユーザー
が設定されています。通常、管理者権限を
持たないユーザーは、FOMA通信設定ファ
イルのインストールができません。管理者
権限の設定については、各パソコンメーカや
マイクロソフト社にお問い合わせください。

● APN（Access Point Name）
パケット通信で接続先のインターネット
サービスプロバイダや企業内LANを識別す
る文字列。たとえば「mopera U」の場合は、
「mopera.net」がAPNです。
● cid（Context Identifier）
パケット通信の接続先（APN）をFOMA端末
へ書き込むときの登録番号。FOMA端末で
は、1から10までの10件を登録できます。
FOMA端末のお買い上げ時のcid登録
登録番号（cid） 接続先（APN）
1 mopera.ne.jp（mopera）
2 未設定
3 mopera.net（mopera U）
4～10 未設定

● DNS（Domain Name System）
ドメインネーム（例：nttdocomo.co.jp）を
コンピュータで使うIPアドレスに変換する
システム。

● QoS（Quality of Service）
サービスの品質。通信時にユーザーの意
図どおりに回線を利用するための技術。
FOMA端末では、接続するときの通信速度
などを設定できます。

● 通信設定最適化
FOMAネットワークでパケット通信を行う
ときに、TCP/IPの伝送能力を最大限に生か
すための「TCPパラメータ設定ツール」です。
FOMA端末の通信性能を最大限に活用する
には、このソフトウェアによる通信設定が
必要です。



407

パ
ソ
コ
ン
接
続

データ転送（OBEX™通信）
の準備と流れ

FOMA 充電機能付USB接続ケーブル 
01/02（別売）をご利用になる場合には、
FOMA通信設定ファイルをインストール
してください。

データ転送

FOMA通信設定ファイル（USBドライバ）をダウンロード、
インストールする

・ 付属のCD-ROMからインストール
または

・ ドコモのホームページからダウンロードし、インストール

データ通信の準備と流れ
パソコンとFOMA端末を接続して、パ
ケット通信/64Kデータ通信を利用する場
合の準備について説明します。

FOMA通信設定ファイル（USBドライバ）をダウンロード、
インストールする

・ 付属のCD-ROMからインストール
または

・ ドコモのホームページからダウンロードし、インストール

FOMA PC設定ソ
フトを使用する場合

パソコンとFOMA端末を接続する

インストールしたFOMA通信設定ファイルを確認する

接続先を設定する

パケット通信の場合
・ 「mopera U」ま
たは「mopera」

・ その他のプロバイダ

通信を実行する

ATコマンドをサポートする通信ソフト
を起動する

接続先を設定する

発信者番号通知/非通知を設定する

ダイヤルアップネットワークの設定をする

ダイヤルアップ接続する

FOMA PC設定ソフ
トを使用しない場合

FOMA PC設定ソフトをインストールする

64Kデータ通信の場合
・ 「mopera U」ま
たは「mopera」

・ その他のプロバイダ
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ATコマンド
ATコマンドとは、パソコンでFOMA端
末の機能の設定や変更を行うためのコマ
ンド（命令）です。
ATコマンドの詳細は付属のCD-ROM内
の「パソコン接続マニュアル」（PDF形式）
をご覧ください。

CD-ROMについて
付属のCD-ROMには、FOMA端末でデー
タ通信をご利用になる際のソフトウェア
や、「パソコン接続マニュアル」/「区点コー
ド一覧」取扱説明書（PDF形式）が収録さ
れております。詳細は付属のCD-ROM
をご覧ください。

＜収録ソフト/PDF＞
◆ FOMA通信設定ファイル
◆ FOMA PC設定ソフト
◆ FOMAバイトカウンタ
◆ ドコモケータイdatalinkのご案内
◆ FirstPass PCソフト
◆ mopera Uのご案内（mopera Uかんたんス
タート/U かんたん接続設定ソフト/U オリ
ジナルデータ取得ソフト/FOMAバイトカウ
ンタ）

◆ ナップスター ®のご案内
◆ PDF版「パソコン接続マニュアル」/「Manual 

for PC connection setting」
◆ PDF版「区点コード一覧」/「Kuten Code List」
◆ Adobe® Reader®

◆ Picture Motion Browser Ver.2.2.01
◆ Declaration of Conformity（DoC）

● CD-ROMをパソコンにセットすると、
下記のような警告画面が表示される場
合があります。この警告は、Internet 
Explorerのセキュリティの設定によって
表示されますが、使用には問題ありません。

 ［はい］をクリックしてください。
※ 画面はWindows XPを使用した場合の
例です。お使いのパソコンの環境によっ
て異なることがあります。

ドコモケータイdatalinkの
ご紹介

「ドコモケータイdatalink」は、お客様
のFOMA端末から電話帳やメールなど
をパソコンにバックアップして編集など
を行うソフトです。ドコモのホームペー
ジにて提供しています。詳細およびダウ
ンロードは下記のホームページをご覧く
ださい。また、付属のCD-ROMから下
記のホームページへのアクセスも可能
です。

http://datalink.nttdocomo.co.jp/
ダウンロード方法、転送可能データ、対応
OSなど動作環境、インストール方法、操作
方法、制限事項などの詳細については、上記
ホームページをご覧ください。
また、インストール後の操作方法については、
ソフト内のヘルプをご覧ください。
なお、ドコモケータイdatalinkをご利用にな
るには、別途USB接続ケーブル（別売）が必
要となります。
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国際ローミング（WORLD 
WING）の概要
国際ローミング（WORLD WING）とは、
提携する海外の通信事業者のネットワー
クを利用して、国内で使用している電話
番号やメールアドレスのまま海外でも通
話や通信ができるサービスです。
国際ローミング中に利用できる通信サー
ビスについて、詳しくは『ご利用ガイド
ブック（国際サービス編）』をご覧くださ
い。また、ドコモの「国際サービスホー
ムページ」では、国際サービスに関する
最新の情報が見られるほか、『ご利用ガ
イドブック（国際サービス編）』の最新版
をダウンロードいただけます。
http://www.nttdocomo.co.jp/service/
world/
・ 本FOMA端末は、3Gローミングエリアおよ
びGSM/GPRSサービスエリアでご利用い
ただけます。

・ お買い上げ時は、自動的にネットワークの
切り替えが行われるように設定されていま
す。（P.415）

WORLD WINGのお申し込み
・ 2005年9月1日以降にFOMAサービスをご
契約いただいたお客様は、お申し込み不要
です。ただし、FOMAサービスご契約時に
不要である旨をお申し出いただいたお客様
や途中でご解約されたお客様は、再度お申
し込みが必要です。

・ 2005年8月31日以前にFOMAサービスをご
契約で「WORLD WING」をお申し込みいた
だいていないお客様は、お申し込みが必要
です。

・ 一部ご利用いただけない料金プランがござ
います。

■ 主要国の国番号
国際電話を利用するときや国際ダイヤルアシス
ト設定などで利用する国番号は以下の番号を使
用してください。（2007年12月現在）
ご利用地域 国番号 ご利用地域 国番号
アメリカ合衆国 1 中国 86
イギリス 44 ドイツ 49
イタリア 39 トルコ 90
インド 91 日本 81
インドネシア 62 ニューカレドニア 687
エジプト 20 ニュージーランド 64
オーストラリア 61 ノルウェー 47
オーストリア 43 ハンガリー 36
オランダ 31 フィジー 679
カナダ 1 フィリピン 63
韓国 82 フィンランド 358
ギリシャ 30 フランス 33
シンガポール 65 ブラジル 55
スイス 41 ベトナム 84
スウェーデン 46 ペルー 51
スペイン 34 ベルギー 32
タイ 66 香港 852
台湾 886 マカオ 853
タヒチ（仏領ポ
リネシア）

689 マレーシア 60
モルディブ 960

チェコ 420 ロシア 7

● この他の国番号および詳細については、
ドコモの「国際サービスホームページ」を
確認してください。

海外で利用できるサービス
について
海外で利用できる通信サービスは次のと
おりです。
・ 接続する通信事業者やネットワークによっ
ては、利用できない通信サービスがありま
す。国際ローミング中にご利用できる通信
サービスについて、詳しくはドコモの「国際
サービスホームページ」をご覧ください。
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次ページにつづく

通信サービス 3G GSM GPRS
音声電話※1
日本国内で利用している電話番
号のまま、日本やその他の海外
への国際電話、滞在国内への
電話をかけることができます。

○ ○ ○

テレビ電話※1
海外の特定3G通信事業者
ユーザやFOMAユーザと国際
テレビ電話をかけることがで
きます。

○ × ×

ｉモード
海外でもｉモードを利用でき
ます。

○ × ○

ｉモードメール
日本国内で利用しているアド
レスのまま、海外でもｉモー
ドメールの送受信ができます。

○ × ○

SMS※2
日本国内で利用している電話
番号のまま、海外でもSMSの
送受信ができます。

○ ○ ○

ｉチャネル※3 ○ ○ ○
データ通信（パケット通信）※4 ○ × ○

※1 2in1利用時、Bナンバーでは発信できません。
※2 国際ローミングを利用中でも、日本国内や

海外でFOMA端末をご使用の相手や、海
外の通信事業者をご利用の相手との間で
SMSの送受信ができます。
・ 海外の通信事業者を利用している相手
にSMSを送信するときの宛先は、相手
の電話番号の前に「＋」と相手の国番号
を入力します。ただし、相手の電話番
号が「0」で始まる場合は、「0」を除いた
電話番号を入力します。

・ 海外の通信事業者を利用している相手
にSMSを送信したときに、本文中に相
手側が対応していない文字が含まれる
場合は、それらの文字が正しく表示さ
れないことがあります。詳しくは、『ご
利用ガイドブック（国際サービス編）』
や『ご利用ガイドブック（ネットワーク
サービス編）』をご覧ください。

※3 自動更新は海外の通信事業者に接続された
とき、自動的に一時停止されます。海外で
ｉチャネルの自動更新を再開するには、再
度ｉチャネルの設定を行う必要がありま
す。ただし、海外ではｉチャネルの受信ご
とに通信料がかかります。（国内の無料通
信適用外）

※4 海外では、パソコンなどと接続して行う
64Kデータ通信は利用できません。パケッ
ト通信を行う場合は、IP接続で通信を行っ
てください。（PPP接続ではパケット通信
できません）

● 海外では、GPS機能を利用できません。
また、海外でGPSサービス利用設定のサ
イトにアクセスすると、エラー画面が表
示され、パケット通信料がかかります。

海外でご利用になる前の確認
出発前、滞在先、帰国後に必要な確認事
項について説明します。
・ 海外でのご利用料金は毎月のご利用料金と
あわせてご請求させていただきます。ただ
し、渡航先通信事業者などの事情により、
翌月以降の請求書にてお支払いいただくこ
とがあります。また、同一課金対象期間の
ご利用であっても同一月に請求されないこ
とがありますので、あらかじめご了承くだ
さい。

出発前の確認
海外で本FOMA端末を利用する際は、日
本国内で次の確認をしてください。
・ 海外からネットワークサービスを利用する
場合は、出国前に遠隔操作設定を「開始」に
設定してください。（P.397）

■ 充電について
充電については以下をご覧ください。
・ ACアダプタの取り扱い上のご注意について
（P.20）
・ ACアダプタでの充電方法について（P.40、

41）

■ ｉモードについて
海外からｉモードでサイトを表示する場合は
「ｉMenu」から「海外利用設定」を設定してくだ
さい。
・ 詳細は『ご利用ガイドブック（ｉモード
＜FOMA＞編）』をご覧ください。
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■ ネットワークサービスの設定について
ネットワークサービスをご契約いただいている
場合、一部を除くネットワークサービスの設
定/解除などの操作を、海外からも行うことが
できます。
・ 設定/解除などの操作が可能なネットワーク
サービスの場合でも、利用する海外の通信
事業者によっては利用できないことがあり
ます。また、日本国内でのみ操作が可能な
ネットワークサービスもあります。

 海外でネットワークサービスをご利用の際
は、ご出発前に『ご利用ガイドブック（国際
サービス編）』や『ご利用ガイドブック（ネッ
トワークサービス編）』をご覧ください。
メニュー名 説　明
留守番電話
（P.392）

一部サービスエリアでは設定
できないことがあります。

キャッチホン
（P.393）
転送でんわ
（P.393）
迷惑電話ストッ
プ（P.394）
発信者番号通
知（P.45）

一部サービスエリアでは設定
できないことがあります。ま
た、発信者番号が正しく通知
できないことがあります。

番号通知お願い
サービス（P.395）

一部サービスエリアでは設定
できないことがあります。

デュアルネット
ワーク（P.395）

設定できません。

英語ガイダン
ス（P.395）

一部サービスエリアでは設定
できないことがあります。

マルチナン
バー（P.397）

一部サービスエリアでは設定
できないことがあります。ま
た、付加番号での発信はでき
ません。また、付加番号に着
信はできますが、どの番号に
対する着信であるか判別でき
ないことがあります。

2in1（P.398） Bナンバーからは発信できません。
着もじ（P.58） 設定はできますが、サービス

は利用できません。
ローミング
ガイダンス設
定（P.417）

一部サービスエリアでは設定
できないことがあります。

ローミング時着
信規制（P.417）

一部サービスエリアでは設定
できないことがあります。

公共モード（ド
ライブモード）
（P.69）

設定はできますが、サービス
は利用できません。海外では
設定を解除してください。

滞在先での確認
本FOMA端末では、3Gローミングエリ
アおよびGSM/GPRSサービスエリアで
ご利用いただけます。
海外で本FOMA端末の電源を入れたとき
に自動的にネットワークを検索して滞在
先の通信事業者に接続するように設定さ
れています。

お問い合わせについて
海外での紛失、盗難、精算、故障については、
取扱説明書裏面の「海外での紛失、盗難、精
算などについて」または「海外での故障に関
して」をご覧ください。なお、紛失・盗難さ
れたあとに発生した通話・通信料もお客様
のご負担となりますのでご注意ください。
・ 国際電話アクセス番号、ユニバーサルナ
ンバー用の国際電話識別番号の最新情報
については、ドコモの「国際サービスホー
ムページ」を確認してください。

■ 主要国の国際電話アクセス番号（表1）
主要国の国際電話アクセス番号は以下のと
おりです。（2007年11月現在）
ご利用地域 番　号 ご利用地域 番　号
アイルランド 00 デンマーク 00
アメリカ合衆国 011 ドイツ 00
アラブ首長国連邦 00 トルコ 00
イギリス 00 ニュージーランド 00
イタリア 00 ノルウェー 00
インド 00 ハンガリー 00
インドネシア 001 フィリピン 00
オーストラリア 0011 フィンランド 00
オランダ 00 フランス 00
カナダ 011 ブラジル 0041/0014
韓国 001 ベトナム 00
ギリシャ 00 ベルギー 00
シンガポール 001 ポーランド 00
スイス 00 ポルトガル 00
スウェーデン 00 香港 001
スペイン 00 マカオ 00
タイ 001 マレーシア 00
台湾 002 モナコ 00
チェコ 00 ルクセンブルク 00
中国 00 ロシア 810
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■ ユニバーサルナンバー用国際電話識別番
号（表2）

各国のユニバーサルナンバー用国際電話識別
番号は以下のとおりです。（2007年11月現在）
ご利用地域 番　号 ご利用地域 番　号
アイルランド 00 中国 00
アメリカ合衆国 011 デンマーク 00
アルゼンチン 00 ドイツ 00
イギリス 00 ニュージーランド 00
イスラエル 014 ノルウェー 00
イタリア 00 ハンガリー 00
オーストラリア 0011 フィリピン 00
オーストリア 00 フィンランド 990
オランダ 00 フランス 00
カナダ 011 ブラジル 0021
韓国 001 ブルガリア 00
コロンビア 009 ペルー 00
シンガポール 001 ベルギー 00
スイス 00 ポルトガル 00
スウェーデン 00 香港 001
スペイン 00 マレーシア 00
タイ 001 南アフリカ 09
台湾 00 ルクセンブルク 00

・ 一部ご利用になれない場合があります。
・ ユニバーサルナンバーは、表に記載のあ
る国のみご利用可能です。

・ ホテルから電話される場合、電話使用料
を別途ホテルから請求される場合があり
ます。（お客様の負担となります）ホテル
側に確認してからご利用ください。

・ 携帯電話や公衆電話、ホテルなどからユ
ニバーサルナンバーはご利用いただけな
い場合が多いため、ご注意ください。

ディスプレイの見かたについて

海外利用中は、接続しているネットワー
ク通信事業者名が待受画面に表示され
ます。
・ 通信事業者名を表示しないように設定する
こともできます。（P.416）

・ メイン時計の現地での現在日時とサブ時計
の表示を行う場合は、自動時刻時差補正を
［ON］に設定してください。（P.44） ただし、
海外のネットワークによっては時差補正が
行われないことがあります。

　　　　　　　○○○○　　　　　　　○○○○

接続中のネットワーク

通信事業者名
メイン時計
・ 現地での現在日時が表示さ
れます。

サブ時計
・ 日本での現在日時が表示さ
れます。

・ 接続中のネットワークは次のアイコンで確
認できます。
アイコン ご利用のネットワーク

（青） 3Gネットワーク
（パケット通信対応）

（赤） 3Gネットワーク
（パケット通信非対応）
GSMネットワーク
GPRSネットワーク

帰国後の確認
お買い上げ時は、帰国後に本FOMA端
末の電源を入れると自動的にネットワー
クを検索してFOMAネットワーク（NTT 
DoCoMo, Inc）に接続するように設定さ
れています。
・ ネットワークサーチ設定を［マニュアル］に
設定している場合は、手動でFOMAネット
ワーク（NTT DoCoMo, Inc）に切り替える
か、［オート］に変更してください。

・ 3G/GSM切替を［自動］または［3G］に設定
してください。
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滞在先で電話をかける
国際ローミングサービスを利用して、海
外から電話をかけることができます。

滞在国外（日本を含む）に電話をか
ける
滞在国から日本または他の国へ電話をか
けます。
・ よくかける国の国番号を国際ダイヤルアシ
スト設定（P.62）の国番号設定に登録してお
くと、簡単に発信することができます。

 1 待受画面で「＋」（  を1秒以上押す）
－国番号－地域番号（市外局番）－相手
先電話番号の順に入力する
・ 地域番号（市外局番）が「0」で始まる場合
は、「0」を除いてダイヤルしてください。
（ただし、イタリアの一般電話などにおか
けになる場合は「0」が必要です）

・ 日本に国際電話をかける場合は、国番号
「81」を入力してください。
国番号設定に登録している国にかける場合
待受画面で電話番号を入力し、  （オ
プション）を押して［発信方法］→［音声電
話］/［テレビ電話］→［国番号］→国番号を
選択して  （発信）を押します。

電話帳に登録されている相手にかける場合
電話帳から相手を選び  を押します。
テレビ電話をかける場合は、相手を選び 

 を押し、  （テレビ電話）を押しま
す。電話番号の先頭の「0」が、国際ダイヤ
ルアシスト設定で自動付加設定した国番
号に自動変換されて発信されます。

リダイヤル/着信履歴からかける場合
リダイヤル/着信履歴から相手を選び  
または  （テレビ電話）を押します。

 2  を押す
国際電話がかかります。
テレビ電話をかける場合

 （テレビ電話）を押します。

滞在国内に電話をかける
滞在国内へ電話をかける場合は、日本国
内にいるときと同様の操作で電話をかけ
ることができます。

 1 待受画面で電話番号を入力する
同一市内への通話でも、必ず地域番号（市外
局番）を付けてください。
相手が「WORLD WING」利用者の場合は、
日本への国際電話として電話をかけてくだ
さい。

 2  を押す
電話がかかります。
テレビ電話をかける場合

 （テレビ電話）を押します。

● テレビ電話をかける相手とお客様が
FOMAのテレビ電話に対応した通信事業
者をご利用の場合は、国際電話のダイヤ
ル方法のあとにテレビ電話発信すると国
際テレビ電話がご利用いただけます。
※ 接続可能な国および通信事業者などの
情報についてはドコモの「国際サービ
スホームページ」をご覧ください。

※ 国際テレビ電話の接続先の端末によっ
ては、FOMA端末に表示される相手側
の画像が乱れたり、接続できない場合
があります。

海外にいるWORLD WING利用
者に電話をかける
相手が海外での「WORLD WING」利用
者の場合は、滞在国内外にかかわらず国
番号「81」を入力し、日本への国際電話と
して電話をかけてください。

電話を受ける
国際ローミングサービスを利用して、海
外で電話を受けることができます。

 1 電話がかかってきたら  を押す
相手と通話できます。
テレビ電話がかかってきた場合

 または  （テレビ電話）を押しま
す。  （代替）を押すと代替画像で応答
できます。
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● 国際ローミング中に電話がかかってきた
場合、日本から国際転送されます。発信
者には日本までの通話料がかかり、着信
者には国際転送料がかかります。

相手からの電話のかけかた
■ 日本から電話をかけてもらう場合
日本国内にいるときと同様にお客様の電話番号
のみをダイヤルしてもらいます。

090－XXXX－XXXX
または
080－XXXX－XXXX

■ 日本以外の国から電話をかけてもらう
場合

滞在先にかかわらず日本への国際電話として、
国際アクセス番号と日本の国番号｢81｣を先頭
に付け、お客様の電話番号から先頭の「0」を除
いた電話番号をダイヤルしてもらいます。

国際アクセス番号－81－90－XXXX－XXXX
または
国際アクセス番号－81－80－XXXX－XXXX

利用するネットワークを設
定する 〈3G/GSM切替〉

ご利用になる地域や通信事業者に対応し
た通信方式を設定します。
・ お買い上げ時は［自動］に設定されています。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NW
サービス］→［国際ローミング設定］→
［3G/GSM切替］を選び  を押す

３Ｇ／ＧＳＭ切替

　　　　自動
　　　　３Ｇ
　　　　ＧＳＭ／ＧＰＲＳ

［自動］：
接続できるすべてのネットワークを検索
します。

［3G］：
3Gに対応したネットワークのみを検索し
ます。

［GSM/GPRS］：
GSMまたはGPRSに対応したネットワー
クを検索します。

 2 ［自動］/［3G］/［GSM/GPRS］→［は
い］を選び  を押す
ネットワーク通信方式が設定されます。

● 3G/GSM切替を［自動］に、ネットワーク
サーチ設定を［オート］に設定していると
きに、3GネットワークとGSM/GPRS
ネットワークに対応している通信事業者
を検索した場合、自動的に３Gネットワー
クに接続します。

● 日本国内または３Gネットワーク利用可
能エリア内では、電池消費を減らすため
に、3G/GSM切替を［3G］に設定するこ
とをおすすめします。

● GSMネットワーク内でもGPRSに対応し
ていない場合はパケット通信を行うこと
ができません。

通信事業者の検索方法を設
定する 〈ネットワークサーチ設定〉

利用中のネットワークが圏外になった場
合、自動的にネットワークを検索して他
の通信事業者に接続するかどうかを設定
できます。
例： 接続する通信事業者を手動で切り替える

場合

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NW
サービス］→［国際ローミング設定］→
［ネットワークサーチ設定］を選び  
を押す
ネットワークサーチ設定

オート
マニュアル
ネットワーク再検索
優先ネットワーク設定

［オート］：
自動的に他の通信事業者に接続します。

［マニュアル］：
通信事業者を手動で選択します。

［ネットワーク再検索］：
接続先の通信事業者を再検索します。

［優先ネットワーク設定］：
優先的に接続する通信事業者を設定しま
す。（P.416）

 2 ［マニュアル］を選び  を押す
ネットワーク選択画面が表示されます。

次ページにつづく
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 3 通信事業者を選び  を押す
接続する通信事業者が切り替わります。

● 電波状態やネットワークの状況により、
本機能を設定できないことがあります。

● 2007年12月現在、日本国内ではNTT 
DoCoMo以外の通信事業者は選択できま
せん。

● 日本に帰国後に「 」が表示されている場
合は、ネットワークサーチ設定が［オート］
になっているかどうか確認してください。

優先的に接続する通信事業
者を設定する 〈優先ネットワーク設定〉
ネットワークサーチ設定を［オート］に設
定しているときに、自動的に接続する通
信事業者の優先順位を設定します。通信
事業者は20件まで登録できます。
例： 通信事業者をリストから登録する場合

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NW
サービス］→［国際ローミング設定］→
［ネットワークサーチ設定］を選び  
を押す
ネットワークサーチ設定画面が表示され
ます。

 2 ［優先ネットワーク設定］を選び  
を押す
優先ネットワーク設定画面が表示されます。

 3 ［未登録］を選び  （機能）を押す
機能メニューが表示されます。
通信事業者を手動で入力する場合
機能メニュー［マニュアル登録］を選択
し、国番号（MCC）とネットワーク番号
（MNC）を入力し、  （完了）を押し、ネッ
トワーク通信方式→［はい］を選択します。

現在接続中の通信事業者を登録する場合
機能メニュー［在圏ネットワーク登録］→
［はい］を選択します。
優先順位を変更する場合
機能メニュー［優先順位変更］→通信事業
者→移動先を選択して  （完了）を押し、
［はい］を選択します。
詳細情報を表示する場合
通信事業者にカーソルをあわせ、機能メ
ニュー［詳細情報表示］を選択します。

通信事業者を削除する場合
通信事業者にカーソルをあわせ、機能メ
ニュー［削除］→［1件削除］→［はい］を選
択します。すべての通信事業者を削除す
る場合は、機能メニュー［削除］→［全件削
除］を選択し、端末暗証番号を入力して［は
い］を選択します。

 4 ［リストから登録］を選び  を押す
リストから登録画面が表示されます。
国名で通信事業者を検索する場合

 （検索）を押し、国名を選択します。

 5 通信事業者を選び  を押す
3G/GSM選択画面が表示されます。
［3G/GSM/GPRS］：

3G、GSM/GPRS対応の通信事業者とし
て設定します。

［3G］：
3G対応の通信事業者として設定します。

［GSM/GPRS］：
GSM/GPRS対応の通信事業者として設
定します。

 6 ネットワーク通信方式→［はい］を選び 
 を押す

優先的に接続される通信事業者が設定され
ます。

ローミング中の通信事業者の
表示を設定する 〈オペレータ名表示設定〉
国際ローミング中に、接続中の通信事業
者名を待受画面に表示するかどうかを設
定します。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NW
サービス］→［国際ローミング設定］→
［オペレータ名表示設定］を選び  
を押す
オペレータ名表示設定画面が表示されます。

 2 ［表示あり］/［表示なし］を選び  を
押す
通信事業者名の表示が設定されます。

● オペレータ名表示設定を［表示あり］に設
定しても、「DoCoMo」のネットワークを
利用している場合や圏外時は、通信事業
者名が表示されません。
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通信状態を確認する 〈在圏状態〉
滞在先で利用できる通信サービスを確認
できます。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［在圏状
態］を選び  を押す
利用できる通信サービスが表示されます。

ローミングガイダンスを開
始する 〈ローミングガイダンス設定〉

国際ローミング中に電話がかかってきた
ときに、相手に国際ローミング中である
ことをお知らせするガイダンスを流すこ
とができます。
・ 海外通信事業者の事情により、流れるガイ
ダンスが外国語となることがあります。

・ 日本国内で設定してください。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NW
サービス］→［ローミングガイダンス設
定］を選び  を押す
ローミングガイダンス設定画面が表示され
ます。
ローミングガイダンスを停止する場合
［ローミングガイダンス停止］→［はい］を
選択します。相手には海外通信事業者で
設定している呼び出し音が流れます。

設定内容を確認する場合
［ローミングガイダンス確認］→［はい］を
選択します。

 2 ［ローミングガイダンス開始］→［はい］
を選び  を押す
ローミングガイダンスが開始されます。

ローミング中の着信を受け付け
ないようにする 〈ローミング時着信規制〉
ローミング中に着信を受けないように設
定します。すべての着信を規制するか、
テレビ電話の着信のみ規制するかを選択
できます。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NW
サービス］→［国際ローミング設定］→
［ローミング時着信規制］を選び  
を押す
ローミング時着信規制画面が表示されます。
ローミング時着信規制を停止する場合
［ローミング着信規制停止］を選択し、ネッ
トワーク暗証番号を入力して［はい］を選
択します。

設定内容を確認する場合
［ローミング着信規制確認］を選択します。

 2 ［ローミング着信規制開始］を選び  
を押す
ローミング着信規制開始画面が表示され
ます。
［全着信規制］：
すべての着信を受けません。

［テレビ/64kデータ規制］※：
テレビ電話の着信を受けません。

※ 海外では64Kデータ通信を利用できま
せん。

 3 規制の種類を選び  を押す
ネットワーク暗証番号入力画面が表示され
ます。

 4 ネットワーク暗証番号を入力する
 5 ［はい］を選び  を押す
ローミング時着信規制が開始されます。

● 海外の通信事業者によっては、設定でき
ないことがあります。
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ローミング中にネットワーク
サービスを利用する 〈海外用サービス〉
海外から、留守番電話サービスや転送で
んわサービスなどのネットワークサービ
スを利用できます。
・ 海外でネットワークサービスを利用する場
合は、遠隔操作設定を「開始」に設定してく
ださい。（P.397）

・ 海外から操作した場合、利用した国の国際
通話料がかかります。

滞在先で留守番電話サービスの操
作をする

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NW
サービス］→［国際ローミング設定］→
［留守番電話（海外）］を選び  を
押す

 2 各項目を設定する
メニュー項目 操作方法
留守番サービス
開始

［留守番サービス開始］→［は
い］を選択→音声ガイダンス
に従って操作

留守番サービス
停止

［留守番サービス停止］→［は
い］を選択→音声ガイダンス
に従って操作

留守番メッセージ
再生

［留守番メッセージ再生］→
［はい］を選択→音声ガイダ
ンスに従って操作

留守番サービス
設定

［留守番サービス設定］→［は
い］を選択→音声ガイダンス
に従って操作

留守番呼出時間
設定

［留守番呼出時間設定］→［は
い］を選択→音声ガイダンス
に従って操作

滞在先で転送でんわサービスの操
作をする

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NW
サービス］→［国際ローミング設定］→
［転送でんわ（海外）］を選び  を
押す

 2 各項目を設定する
メニュー項目 操作方法
転送サービス
開始

［転送サービス開始］→［は
い］を選択→音声ガイダンス
に従って操作

転送サービス
停止

［転送サービス停止］→［は
い］を選択→音声ガイダンス
に従って操作

転送でんわ
サービス設定

［転送でんわサービス設定］
→［はい］を選択→音声ガイ
ダンスに従って操作

滞在先でローミングガイダンスの
操作をする

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NW
サービス］→［国際ローミング設定］→
［ローミングガイダンス（海外）］→［は
い］を選び  を押す
この後は音声ガイダンスに従って設定して
ください。

滞在先で遠隔操作を設定する

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NW
サービス］→［国際ローミング設定］→
［遠隔操作設定（海外）］→［はい］を選び 

 を押す
この後は音声ガイダンスに従って設定して
ください。

滞在先で番号通知お願いサービス
の操作をする

 1 メニューで［設定］→［管理］→［NW
サービス］→［国際ローミング設定］→
［番号通知願い（海外）］→［はい］を選び 

 を押す
この後は音声ガイダンスに従って設定して
ください。
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メニュー一覧
・ メニュー画面でメニュー名の次にある数字や記号のダイヤルボタンを押すと、機能を実行でき
ます。

■ スタンダードメニュー
○：お買い上げ時の設定に戻る項目 ●：削除される項目

メニュー お買い上げ時 設定
リセット

データ
一括削除

参照
ページ

マイセレ
クト
［1］

赤外線受信、バーコードリーダー、めざまし時
計選択、フルブラウザ、ジョグ設定、待受画面
設定、着信設定

－ ○ ○
P.368

イメージ
ング
［2］

カメラ ［21］ － P.155
ムービー ［22］ － P.170
ブログ投稿 ［23］ － ● P.358
音楽付スライドショー ［24］ － P.291
待受ピクチャーギャラ
リー ［25］

フレーム選択 コルクボード（縦用） ○ ○ P.119
画像更新タイミング 1時間ごと ○ ○ P.120
利用画像フォルダ フォルダ ：カメラ、フォ

ルダ ～ ：設定なし ○ ○

待受画像を今すぐ
更新 －

ｉモード
［3］

ｉMenu ［31］ － P.186
Bookmark ［32］ － ● P.191
画面メモ ［33］ － ● P.193
ラストURL ［34］ － ● P.187
Internet
 ［35］

URL入力 － ● P.191
URL履歴 － ●

ｉチャネル
 ［36］

チャネル一覧 － ● P.202
テロップ表示設定 標準 ○ ○ P.203
ｉチャネル初期化 －

メッセージR/F ［37］ － ● P.231
ｉモード問合せ ［38］ － P.216、231
ｉモード
設定 ［39］

共通設定 開封時自動演奏 自動再生する ○ ○ P.228
ｉモード問合せ設定 メール・メッセージR・メッ

セージF：有効 ○ ○ P.227

接続待ち時間設定 60秒 ○ ○ P.197
接続先選択 ｉモード（FOMAカード） ○ ○※1
マルチタスク中受信設定 通知優先 ○ ○ P.229
メッセージ自動表示 メッセージR優先 ○ ○ P.230

文字サイズ（ブラウザ共通） 中 ○ ○ P.127
画像表示設定 ON ○ ○ P.198
文字自動判別 ON ○ ○
登録データ利用設定 利用する ○ ○
ｉモーション自動再生設定 ON ○ ○ P.201
効果音設定 4 ○ ○ P.112
ｉモード通信中着信設定 プッシュトーク優先 ○ ○ P.90
SSL証明書 CA証明書 有効 ○ ○ P.198

ドコモ証明書1 有効 ○ ○
ドコモ証明書2 －

ユーザ証明書操作 － P.199
センター接続先選択 ドコモ ○ ○※1 P.200

※1 お客様が追加した接続先は削除されます。
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ｉモード
［3］

フルブラ
ウザ ［30］

ホーム － P.280
Bookmark － ● P.286
Internet URL入力 － ● P.280

URL履歴 － ● P.283
ラストURL － ● P.280
フルブラウ
ザ設定

ホーム設定 http://www.google.co.jp ○ ○ P.286
Cookie設定 有効 ○ ○※2
Script設定 有効（通信時確認） ○ ○ P.287
表示モード設定 PCモード ○ ○
画像表示設定 ON ○ ○
画面倍率 100％ ○ ○
PagePilot設定 移動中表示しない ○ ○
ポインタ速度設定 4 ○ ○
ウィンドウオープン
ガード

無効 ○ ○ P.288

Referer設定 送信する ○ ○
アクセス設定 利用しない ○ ○
フルブラウザ設定
確認 －

フルブラウザ設定
リセット －

メール
［4］

受信メール ［41］ － ● P.219
送信メール ［42］ － ●
保存メール ［43］ － ●
新規メール作成 ［44］ － P.207
WEBメール ［45］ － P.206
SMS作成 ［46］ － P.234
テンプレート一覧 ［47］ － ●※3 P.211
ｉモード問合せ ［48］ － P.216、231
SMS問合せ ［49］ － P.236
メール選択受信 ［40］ － P.215
メール
設定 ［4 ］

共通設定（［ｉモード］→［ｉモード設定］→［共通設定］参照） －
メール一覧表示設定 2行表示+プレビュー ○ ○ P.225
署名編集 － ● P.227
署名設定 自動 ○ ○
一括メールリスト リスト名：リスト0～9、メ

ンバーリスト：なし ● P.228

文字サイズ 中 ○ ○ P.127
受信振分条件 振分方法・振分先フォルダ：

なし ● P.226

送信振分条件 振分方法・振分先フォルダ：
なし ●

SMS設定 送信文字種 日本語 P.236
SMS送達通知 無効
SMS有効期限 3日
SMSC指定 ドコモ
Type of Number International
アドレス 81903101652

※2 FOMA端末に記録されたCookie情報は削除されます。
※3 お買い上げ時に登録されているデータは削除されません。

次ページにつづく
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メール
［4］

メール
設定 ［4 ］

エリア
メール設定

受信設定 OFF ○ ○ P.233
受信登録 エリアメール名：緊急情報、

Message ID：A000 ～
A3FF

○※4
P.234

ブザー鳴動設定 許容 ○ ○
ブザー鳴動時間 10秒 ○ ○

メール選択受信設定 OFF ○ ○ P.227
添付ファイ
ル優先受信

イメージ 有効 ○ ○ P.229
メロディ 有効 ○ ○
ｉモーション 有効 ○ ○
トルカ 有効 ○ ○
PDF 有効 ○ ○
ツールデータ 有効 ○ ○
その他 有効 ○ ○

受信ランキングオールクリア － ●
送信ランキングオールクリア － ●

ｉアプリ
［5］

ｉアプリ一覧 － ●※5 P.239
ｉアプリ
設定

自動起動 許可する ○ ○ P.246
ソフト情報表示 表示しない ○ ○ P.239
ソフト音量設定 4 ○ ○ P.112
ｉアプリ再生音優先設定 優先しない ○ ○ P.113

ｉアプリ
実行情報

待受エラー履歴 － ● P.250
セキュリティエラー履歴 － ●
トレース結果 － ●
自動起動エラー履歴 － ●

ｉアプリデータ（microSD） －
電話
［6］

電話帳 ［61］ － ● P.101
履歴 ［62］ － ● P.55
プッシュトーク電話帳 ［63］ － ● P.85
伝言メモ
 ［64］

伝言メモ再生 － ● P.74
テレビ伝言メモ再生 － ●
伝言メモ設定 設定 OFF ○ ○ P.73

応答時間 13秒 ○ ○
テレビ伝言メモ
応答画像

テレビ電話動作中 ○ ○

テレビ伝言メモ
録画画像

テレビ電話動作中 ○ ○

音声メモ録音 － P.369
音声メモ再生 － ● P.74

データ
BOX
［7］

マイピクチャ － ●※3 P.290
ミュージック － ●※3 P.303
Music&Videoチャネル － ● P.342
ｉモーション － ●※3 P.295
メロディ － ●※3 P.304
マイドキュメント － ●※3 P.333
きせかえツール － ●※6 P.305
キャラ電 － ●※3 P.302

※3 お買い上げ時に登録されているデータは削除されません。
※4 お客様が追加した受信登録は削除されます。
※5 おサイフケータイ対応ｉアプリは削除されません。
※6 お買い上げ時に登録されている［Manual Custom］は削除されません。
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Music
［8］

ミュージックプレーヤー ［81］ － P.342
Music&Videoチャネル ［82］ － P.338

おサイフ
ケータイ
［9］

ICカード一覧 ［91］ － P.255
DCMX ［92］ － P.245
トルカ ［93］ － ● P.257
設定 ［94］ICカード

ロック設定
ICカードロック OFF ○ ○ P.262
電源OFF時ICロック 直前状態を保持 ○ ○

ICカード
通知設定

エリア通知
バイブレータ

ON ○ ○ P.261

エリア通知LED点灯 ON ○ ○
トルカ設定 トルカ取得設定 許可する ○ ○ P.259

フォルダ振分設定  － ● P.260
自動認識設定 可 ○ ○ P.261
重複チェック設定 行なう ○ ○

ｉモードで探す ［95］ － P.255
電話番号表示 ［0］ － ○ P.45
LifeKit
［ ］

バーコード
リーダー
 ［ 1］

コード読み取り － P.183

保存データ － ● P.184

赤外線
受信 ［ 2］

受信 － P.329
全件受信 －

microSD ［ 3］ － P.306
カメラ ［ 4］ － P.155
ムービー ［ 5］ － P.170
ライフタイムカレンダー ［ 6］ － P.355
めざまし
時計 ［ 7］

めざまし時計選択 OFF ○ ○ P.360
アラーム自動電源ON設定 OFF ○ ○

スケジュール ［ 8］ － ● P.363
テキストメモ ［ 9］ － ● P.372
電卓 ［ 0］ －
電話帳
お預かり
サービス
 ［ ］

お預かりセンターに接続 － P.105
通信履歴表示 － ●
お預かり
サービス設定

電話帳画像送信設定 送信しない ○ ○

GPS［ #］ 現在地確認 － P.264
現在地通知 － P.274
対応ｉアプリ － P.265
位置履歴 － ● P.276
GPS設定 GPSボタン設定 地図を見る ○ ○ P.278

現在地通知先登録 通知先名・通知先ID・電話
番号：－ ● P.275

自動通知設定：都度確認 ○ ○ P.276
位置提供設定 位置提供可否設定：OFF、

接続先設定：契約時接続先、
サービス利用設定：－

○ ○※1
P.271

※1 お客様が追加した接続先は削除されます。

次ページにつづく
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LifeKit
［ ］

GPS［ #］ GPS設定 音/ランプ設定 現在地確認：
音量：OFF、バイブレータ：
OFF、ランプ：ON
現在地通知：
音量：4、バイブレータ：
OFF、ランプ：ON

位置提供/許可・位置提供/確認：
音量：4、バイブレータ：
OFF

○ ○

P.113

測位モード設定 現在地確認・現在地通知・
位置提供：標準モード ○ ○ P.278

設定
［#］

画面設定 待受画面
設定

待受画面 画像：きせかえパッケージ
※7
待受ピクチャーギャラリー：
フレーム選択：コルクボー
ド（縦用）、画像更新タイ
ミング：1時間ごと
利用画像フォルダ：
フォルダ ：カメラ、
フォルダ ～ ：設定
なし

○ ○

P.117

表示画質設定 Sharp ○ ○
 カレンダー /時計表示

設定
カレンダー種類：OFF、カレ
ンダー文字色：黒、時計種類：
デジタル時計5、時計表示形
式：12h

○ ○

ソフトキー表示 OFF ○ ○
ボタンロック中
カメラ起動

起動しない ○ ○

照明設定 自動設定 ON ○ ○ P.121
明るさ調節 3 ○ ○
ボタンライト調節 ON ○ ○
常時点灯設定 充電時・インターネット中：

OFF、テレビ電話中・静止
画撮影中・動画撮影中・動
画再生中：ON

○ ○

省電力モード 1分 ○ ○ P.122
メニュー
設定

起動メニュー設定 きせかえメニュー ○ ○ P.123
アイコン設定 マイセレクト・イメージン

グ・ｉモード・メール・ｉア
プリ・電話・データBOX・
Music・おサイフケータイ・
電話番号表示・LifeKit・設定：
指定なし

○ ○

きせかえ
設定

きせかえツール きせかえパッケージ※8 ○ ○ P.124
カラーテーマ設定 本体色「SILVER」：ブラック、

本体色「WHITE」：ホワイト
＆ゴールド、本体色「PINK」：
ピンク

○ ○

※7 本体色により設定は異なります。設定リセットやデータ一括削除を行うと、お買い上げ時に登録されている画
像の［Cyber-shot Logo］になります。

※8 本体色により設定は異なります。設定リセットやデータ一括削除を行うと、［Manual Custom］になります。
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設定
［#］

画面設定 アニメー
ション設定

電話発信画像 きせかえパッケージ※9 ○ ○ P.120
テレビ電話発信画像 ○ ○
メール送信画像 ○ ○
問合せ画像 ○ ○

文字サイズ
設定

文字サイズ一括設定 標準表示 P.127
文字サイズ個別設定 電話帳・履歴・メール・

Internet・文字入力：中 ○ ○

発着信
通話

着信設定 電話着信 着信音：着信音1、着信音量：
4、着信画像：きせかえパッ
ケージ※9、バイブレータ：
OFF、ランプ色：C9:ラン
プ色9

○ ○

P.108

テレビ電話着信 電話着信に連動：OFF、着
信音：着信音1、着信音量：
4、着信画像：きせかえパッ
ケージ※9、バイブレータ：
OFF、ランプ色：C9:ラン
プ色9

○ ○

プッシュトーク着信 着信音：着信音1、着信音量：
4、バイブレータ：OFF、ラ
ンプ色：C9:ランプ色9

○ ○

メール着信 着信中画像：きせかえパッ
ケージ※9、着信完了画像：
きせかえパッケージ※9、着
信完了音：着信音1、着信完
了音量：4、バイブレータ：
OFF、ランプ色：C9:ラン
プ色9
鳴動時間設定：
設定：ON、鳴動時間：4秒

○ ○

メッセージR着信 メール着信に連動：ON、着
信中画像：きせかえパッケー
ジ※9、着信完了画像：きせ
かえパッケージ※9、着信
完了音：着信音1、着信完
了音量：4、バイブレータ：
OFF、ランプ色：C9:ラン
プ色9
鳴動時間設定：
設定：ON、鳴動時間：4秒

○ ○
メッセージF着信

不在お知らせ ON ○ ○ P.126
テレビ電話
設定

テレビ電話画面設定 相手大自分小 ○ ○ P.76
送信画像設定 自画像送信：ON、代替画像：

アイアイ ○ ○

送信画質設定 標準 ○ ○ P.77
音声自動再発信 OFF ○ ○
ハンズフリー ON ○ ○
パケット通信中着信
設定

テレビ電話優先 ○ ○ P.78

発着信表示
設定

電話帳指定画像表示 ON ○ ○ P.121
名前表示 ON ○ ○
発着信番号表示設定 指定なし ○ ○

※9 本体色により設定は異なります。設定リセットやデータ一括削除を行うと、データBOXのマイピクチャの［プ
リインストール］フォルダ内の画像になります。

次ページにつづく
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発着信
通話

発着信補助 サブアドレス設定 ON ○ ○ P.63
プレフィックス設定 － ○ P.61
エニーキーアンサー ON ○ ○ P.67
着信呼出動作設定 設定：OFF、呼出開始時間：

4秒、時間内着信履歴表示：
OFF

○ ○
P.145

通話設定 受話音量 4 ○ ○ P.112
再接続アラーム音 OFF ○ ○ P.64

通話品質 音声通話品質
アラーム

OFF ○ ○ P.114

ノイズキャンセラ ON ○ ○ P.64
イヤホン
設定

オート着信設定 設定：OFF、応答時間：5
秒後 ○ ○ P.375

イヤホン切替設定 イヤホン＋スピーカー ○ ○ P.114
イヤホンスイッチ
発信設定

設定：OFF、発信メモリ番号：
999 ○ ○ P.375

イヤホンマイク設定 イヤホンマイク有効 ○ ○ P.376
セルフモード OFF ○ ○ P.137
メロディコール設定 － P.115

アプリ
ケーショ
ン設定

ライフ
タイム
カレンダー
設定

表示設定 静止画：
表示：全表示、フォルダ
指定：ｉモード
受信メール・送信メール：
表示：全表示、メールア
ドレス指定：指定なし
スケジュール・誕生日：
表示：全表示

○ ○

P.358

想い出自動表示設定 標準 ○ ○
セキュリティデータ
表示

非表示 ○ ○

メール設定（［メール］→［メール設定］参照） －
ｉモード設定（［ｉモード］→［ｉモード設定］参照） －
ｉアプリ設定（［ｉアプリ］→［ｉアプリ設定］参照） －
電話帳設定 起動時電話帳設定 本体電話帳 ○ ○ P.102

文字サイズ 中 ○ ○
画像表示設定 画像表示する ○ ○
画像保存/添付 有効 ○ ○

履歴設定 履歴表示設定 ON ○ ○ P.141
文字サイズ 中 ○ ○ P.127

プッシュ
トーク設定

自動応答設定 自動応答しない ○ ○ P.89
呼出時間設定 30秒 ○ ○
ｉモード通信中着信
設定

プッシュトーク優先 ○ ○ P.90

通信中着信設定 通常着信 ○ ○
ハンズフリー ON ○ ○

伝言メモ設定（［電話］→［伝言メモ］→［伝言メモ設定］参照） －
トルカ設定（［おサイフケータイ］→［設定］→［トルカ設定］参照） －
ICカード通知設定（［おサイフケータイ］→［設定］→［ICカード通知設定］参照） －
スケジュー
ル設定

休祝日設定 当日設定：祝日法で定める
祝日、曜日設定：日曜日 ○ ○ P.367
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アプリ
ケーショ
ン設定

スケジュー
ル設定

スケジュール
アラーム設定

アラーム音：アラーム音（標
準）、アラーム音量：4、ア
ラーム画像：スケジュール
アラーム鳴動中、バイブレー
タ：OFF、ランプ色：C5:
ランプ色5

○ ○

P.365

文字入力
設定

通常辞書編集 － ● P.388
予測辞書編集 － ●
辞書フォルダ － ● P.389
予測変換切替 予測変換 ○ ○ P.384
定型文編集 定型文一覧（P.434） ○ ○ P.386
カーソル自動移動 1（遅い） ○ ○ P.385
文字サイズ 中 ○ ○ P.127
候補内キー操作 上下左右/ 左右 ○ ○ P.385
学習情報リセット － P.389

ロック/
セキュリ
ティ

オールロック OFF P.135
ICカードロック設定（［おサイフケータイ］→［設定］→［ICカードロック設定］参照） －
パーソナルデータロック OFF P.137
シークレット表示 OFF ○ ○ P.141
ダイヤル発信制限 OFF ○ ○ P.139
着信許可/
拒否

設定 OFF ○ ○ P.143
番号リスト － ●
グループリスト － ●

登録外着信拒否 OFF ○ ○ P.146
非通知着信
拒否

発番号非通知 OFF ○ ○ P.144
公衆電話 OFF ○ ○
通知不可能 OFF ○ ○

管理 NWサービス 留守番電話 件数増加鳴動設定：ON ○ ○ P.392
キャッチホン － P.393
転送でんわ －
迷惑電話ストップ － P.394
発信者番号通知 － P.45
番号通知お願い
サービス － P.395

通話料金表示 － P.369
2in1設定 モード切替：デュアルモード

モード別待受画面：
Bモード：Bモード待受画
面、デュアルモード：デュ
アルモード待受画面
発着信番号設定：
発着信番号表示設定：濃
Bナンバー着信設定：
電話着信：着信音：着
信音2
テレビ電話着信：電話
着信に連動：OFF、着
信音：着信音2

着信回避設定：
モード切替連動設定：
OFF

○ ○

P.399

着もじ メッセージ作成：－ ● P.58
メッセージ表示設定：番号
通知ありのみ ○ ○

次ページにつづく
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管理 NWサービス 通話中着信設定 － P.396
通話中着信動作選択 通常着信 ○ ○
遠隔操作設定 － P.397
デュアルネットワーク － P.395
英語ガイダンス －
サービスダイヤル － P.396
追加サービス USSDコマンド追加：

サービス名：未登録
USSD：－
応答ワーディング追加：
応答ワーディング：未登録
USSD：－

○

P.402

マルチナンバー 電話番号設定：
マルチナンバー発信：OFF
基本契約番号：
名前：基本契約番号
付加番号1：
名前：付加番号1、電話
番号：－、着信音：着
信音1、着信画像：付加
番号1着信画像
付加番号2：
名前：付加番号2、電話
番号：－、着信音：着
信音1、着信画像：付加
番号2着信画像

○※10 ○

P.397

ローミング
ガイダンス設定 － P.417

国際ローミング設定 ネットワークサーチ設定：
オート、3G/GSM切替：自動

P.415

オペレータ名表示設定：表
示あり ○ ○ P.416

国際ダイヤル
アシスト設定

自動変換機能設定：ON ○ ○ P.62
国際プレフィックス設定：
World Call 009130010、
国番号設定：P.410を参照し
てください。

○

テレビ電話切替通知 － P.78
日付時刻
設定

自動時刻時差補正 ON ○ ○ P.44
手動時刻設定 日付：----/--/--［－］、時刻：

--:-- ○

タイムゾーン：GMT+9 ○
バイリンガル Japanese P.128
マナー
モード設定

設定 OFF ○ ○ P.116
モード選択 マナーモード ○ ○
オリジナルマナー
モード

バイブレータ：OFF、電話着
信音量：SD（STEP DOWN）、
メール着信完了音量・アラー
ム音量：4、ボタン確認音量：
1、ボタンロック解除音・充
電確認音・電池警告音：ON、
ささやき通話：OFF

○ ○

P.117

※10 マルチナンバー発信、付加番号1と付加番号2の着信音/着信画像のみリセットされます。
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管理 本体音設定 ボタン確認音量 1 ○ ○ P.111
ボタンロック解除音 ON ○ ○
ステレオ・3Dサウンド ON ○ ○
充電確認音 ON ○ ○

ジョグ設定 回転操作 ON ○ ○ P.376
メール内容表示 中 ○ ○
ｉモード 中 ○ ○
フルブラウザ 中 ○ ○
上回転起動機能 データBOX ○ ○
下回転起動機能 電話帳 ○ ○

本体スライ
ド設定

開閉時自動ロック/
解除

ON ○ ○ P.141

着信中オープン動作
設定

応答する ○ ○ P.67

通話中クローズ動作
設定

音声電話/テレビ電話・プッ
シュトーク：通話継続 ○ ○

オープン時内容編集 受信メール（一覧/詳細）：
引用返信、送信メール（一
覧/詳細）：修正、保存メール
（一覧）：編集、スケジュール
（月/一覧/詳細）・テキストメ
モ（一覧/詳細）：新規/修正

○ ○

P.354

暗証番号変更 0000 ○ P.132
FOMA
カード設定

PIN1コード入力設定 OFF
PIN1コード変更 － P.133
PIN2コード変更 －

スキャン
機能

パターンデータ更新 － P.463
自動更新設定 －
スキャン機能設定 スキャン機能・メッセージ

スキャン：有効 ○ ○ P.462

バージョン表示 － P.464
ソフト
ウェア更新

更新実行 － P.459
自動更新設定 設定：自動で更新、曜日：

指定なし、時刻：03:00 ○ ○ P.458

在圏状態 － P.417
電池残量 － P.42
本体情報 － P.326
USBモード設定 通信モード ○ ○ P.314
リセット メニュー操作履歴

リセット － ● P.126

メニュー画面
リセット － P.124

画面/音設定リセット － P.125
設定リセット － P.376
データ一括削除 － P.377

初期設定 日付時刻設定 － P.43
暗証番号変更 未（0000） ○
ボタン確認音量 1 ○ ○
位置提供可否設定 未（OFF） ○ ○
文字サイズ一括設定 未（標準表示） ○ ○
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ダイヤルボタンの文字割り当て一覧

漢字・ひらがなモード
※ ※ ※

英字モード
ボタン

文字モード
カナモード 数字モード

カーソル左移動

文字の割り当てを逆順で表示（文字確定前）/改行（文字確定後） ＃

カーソル右移動/半角スペース（空白）の挿入（カーソル以後に文字がない場合のみ）

、 。     ・  ゙゜！ ？  ゙゚ 、 。　・ ！ ?「  」

1

2

3

4

5

6

7

8

9

あ い う え お
ぁ ぃ ぅ ぇ ぉ

A B C a b c 2

D E F d e f 3

G H I g h i 4

J K L j k l 5

M N O m n o 6

P Q R S p q r s 7

T U V t u v 8

W X Y Z w x y z 9

！ ?  –  , 
，
；（ ）”

_  ～  ̃  ＆ ￥ 

.   @ ／ ： － ～  ̃ 1

か き く け こ

さ し す せ そ

た ち つ て と っ

な に ぬ ね の

は ひ ふ へ ほ

ま み む め も

や ゆ よ ゃ ゅ ょ

ら り る れ ろ

サ シ ス セ ソ

カ キ ク ケ コ  ヵ   ヶ

ア イ ウ エ オ
ァ ィ ゥ ェ ォ

タ チ ツ テ ト ッ

ナ ニ ヌ ネ ノ

ハ ヒ フ ヘ ホ

マ ミ ム メ モ

ヤ ユ ヨ ャ ュ ョ

ラ リ ル レ ロ

0ワ ヲ ン ヮ □ 、。
　・ ！ ？「  」

わ を ん ゎ □ 、
。 　 ・ ！ ？　

□！ ?  –  , 
，
；（ ）

”_  ～  ̃  ＆ ￥ 0

※ 1秒以上押すと、割り当てられた文字が連続して切り替わります。
・ □はスペース（空白）を表します。スペース（空白）には全角/半角があり、文字と同じようにカウ
ントされます。

・ ■は全角モード時のみ表示されます。
・ 青字は半角モード時のみ表示されます。
・ ボタンを1回押すたびに、同じボタンに割り当てられた次の文字へ移動します。ボタンを押し
続けると、連続して移動できます。

・ 文字の確定後に  を押すと、改行され「 」が表示されます。全角1文字としてカウントされ
ます。

・ 文字の確定前に  を押すと、その文字に濁点/半濁点を付けます。  を押すと、大文字と
小文字を切り替えます。  を押すと、逆順で切り替わります。

・ 英字モードの場合、直前に入力した文字や  を押して変換した文字の大文字/小文字の状態
が継続されます。
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記号・特殊文字一覧
・ ■は、ｉモード対応以外の携帯電話やパソコンなどに送信すると正しく表示されないことがあ
ります。

■ 全角記号 ■ 半角記号
  



432

付
録
／
外
部
機
器
連
携
／
困
っ
た
と
き
に
は

絵文字一覧
・ 絵文字は、ｉモード対応以外の携帯電話やパソコンなどに送信すると正しく表示されないこと
があります。

・ 一部の絵文字は、相手のｉモード対応携帯電話の機種によっては、正しく表示されないことが
あります。

・ SMSでは「 」「 」「 」以外は半角スペース（空白）になります。

■ 絵文字
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顔文字一覧
「漢字・ひらがなモード」で以下のよみを入力すると、顔文字が入力されます。
・ 顔文字一覧の表示は、実際の表示と見えかたが異なるものがあります。
・ 顔文字は予測タブではなく、絵顔記タブにのみ表示される場合があります。

がーん

かお

かお

かんぱい
きす
きゃー

きゃはは
ぐー

ぐーぐー
くすん
くたばる

さあ
さかな
さざえ
じーっ
しくしく

じと

あいたっ
あくび

あせ

あら
いっぷく

うぃんく
うーん
うひょひょ

うん
えーん
えっ

えと
えへへ
おいおい
おお
おーい

おこる

おねがい
おりゃ

よ み 顔文字 よ み 顔文字 よ み 顔文字
にこにこ

にやり
ねてる
はーい
ばいばい

はずかしい

ぱちぱち
ばんざい

びくっ

ひやあせ

ふぁいと

ぶい

ふっ
ぷんぷん
ぺこり

ぺこり

ほーい

ほし
ぽりぽり

むにゃむにゃ
めがね
めもめも
よしよし
らじゃ

りょうかい

わーい

わーん
わくわく

わたしかな

すみません
たのしい

たら
ちゅっ

つっこみ
てれ
どきっ
どてっ
ながれぼし
なく

なぜ

にげろー
にこにこ

よ み 顔文字 よ み 顔文字 よ み 顔文字
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定型文一覧
 

カテゴリ 定型文
.co.jp .go.jp
.ne.jp @docomo.ne.jp
.com http://
.or.jp https://
.ac.jp www.

　顔文字3

　顔文字2

　顔文字1

　インターネット

　あいさつ おはようございます お疲れさまでした
おやすみなさい お世話になっております
昨日は、どうもありがとうございました こんにちは
行ってきます こんばんは
いってらっしゃい よろしくお願い致します

　ビジネス 直行します 本日の会議は中止となりました
直帰します 出欠をご連絡ください
休暇をとります 次の指示を待ってください
半休します 携帯の電源を切ります
電車遅延のため、遅れます メールで連絡してください

　プライベート 遊びに行こう 先に行きます
飲みにいきませんか？ 先に帰ります
遅れます 時間です
変更します 何してるの？
中止です どこにいるの？

　返事 OKです 今忙しい
NGです 後で連絡を入れます
ありがとう 保留です
ごめんなさい キャンセルです
待ってて！ 時間がありません

　自由定型文
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マルチアクセスの組み合わせ
実行中の動作ごとに、発生/実行する処理が動作できるかどうかを記載します。
・ FOMA端末の状態によっては、次の表に従わない場合があります。
○：実行可能     ×：実行不可能     △：条件により実行可能

現在の
状態

発生/実行する処理
音声
電話

テレビ
電話

プッシュ
トーク

ｉモード フルブ
ラウザ

ｉモード
メール SMS 64Kデー

タ通信
パケット通信
（データ通信）

ソフトウェ
ア更新 スキャン

機能

電話帳お預か
りサービス

Music&
Video
チャネル
ダウンロード発信 着信 発信 着信 発信 着信 送信 受信 送信 受信 発信 着信 発信 着信 通常

起動
予約
起動 送信 受信

音声電話
通話中

△
※1

△
※2 × × × ×

※4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×
※4 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○

テレビ電話
通話中 × ×

※4 ×
×
※4、5 × × × × × × × ○ × ×

※4 × × × × × × × ×

プッシュ
トーク
通信中

× ○
※6 ×

×
※4

×
※7

×
※4 × × × × × ○ × ×

※4 × × × × × × × ×

ｉモード中 ○ ○ ○
※3

○
※8

○
※3

○
※9 × △

※13 ○ ○ ○ ○ ×
※10

×
※4

×
※10 × × × × ○ ○ ×

フル
ブラウザ ○ ○ ○

※3
○
※8

○
※3

○
※9 × × ○

※3 ○ ○ ○ × ×
※4 × × × × × ○

※3 ○ ×

ｉモード
メール
送受信中

○ ○ ○
※3

○
※8

○
※3

○
※9 ○ ○

※14 × ○
※11

○
※11

○
※11 ×

×
※4 × × × × × ○ ○ ×

SMS
送受信中 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※11
○
※11

○
※11

○
※11 ○ ○ ○ ○ × × × × × ○

64Kデータ
通信中 × ×

※4 ×
×
※4 × × × × × × × ○ × ×

※4 × × × × × × × ×

パケット
通信中
（データ通信）

○
※15 ○ × ×

※4 × × × × × × ○ ○ × ×
※4 × × × × × × × ×

ソフトウェア
更新中 × ○ × ×

※4 × × × × × ×
※12 × × × ×

※4 × × × × × × × ×

スキャン
機能通信中 × ○

※3 ×
×
※4 × × × × × ×

※12 × ○ × ×
※4 × × × × × × × ×

電話帳お預
かりサービ
ス通信中

○ ○ ○
※3

○
※8

○
※3

○
※9 ○ ○

※14 × × × × × ×
※4 × × × × × × × ×

Music&Video
チャネルダウ
ンロード中

○ ○ ○ ○
※8 ○

○
※9 ○ × ○ ○ ○ ○ × ×

※4 × × × × × × ○ ×

※1 キャッチホンご契約時、通話中に別の相手に電話をかけることができます。
※2 キャッチホンご契約時、通話中にかかってきた別の電話を受けることができます。
 キャッチホン未契約時、通話中の電話を終了してから、かかってきた別の電話を受けるこ

とができます。
※3 現在の通信動作を終了してから、発着信できます。
※4 着信動作は行わず、着信履歴には不在着信として残ります。
※5 留守番電話サービス、キャッチホン、転送でんわサービスを未契約時は着信履歴に記録さ

れません。
※6 次のいずれかの場合、音声電話着信を通知し、「音声電話へ応答」するか「プッシュトーク通

信を継続」するか選択できます。（その際、選択しない方は終了します）
・ プッシュトーク通信中着信設定が［通常着信］に設定されている場合
・ プッシュトーク通信中着信設定が［留守番電話］または［転送でんわ］に設定されていて契
約されていない場合

次ページにつづく
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※7 お客様がプッシュトーク通信を発信した場合、メンバーを追加するために発信できます。
※8 パケット通信中着信設定で、設定されている動作を行います。

・ ［パケット通信優先］設定時、［留守番電話］または［転送でんわ］に設定されていて契約さ
れていない場合は、パケット通信を継続します。

・ ［テレビ電話優先］設定時は、パケット通信を切断してテレビ電話を受けることができます。
※9 ｉモード通信中着信設定で、設定されている動作を行います。

・ ［ｉモード優先］設定時は、ｉモード通信を継続します。
・ ［プッシュトーク優先］設定時は、ｉモード通信を終了し、プッシュトーク着信を行います。

※10 ｉアプリでｉモード通信している場合は、通信を切断してから発信を行います。
※11 送信どうし、受信どうしは、実行することができません。
※12 接続先選択が［ｉモード（FOMAカード）］の場合は「 」を表示します。
※13 現在の通信動作を終了してから、フルブラウザ通信を行います。
※14 ｉモードからフルブラウザ切替を行ったときは、ｉモード通信を終了してフルブラウザ通

信を行います。
※15 待受画面で電話番号を直接入力して電話をかけることのみできます。
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マルチタスクの組み合わせ
メニュー画面から起動できる機能について、起動できるかどうかを記載します。
・ 各機能の状態によっては、次の表に従わない場合があります。
・ 起動済みであっても、ディスプレイに表示されていない状態では、一時停止となる機能もあり
ます。

○：起動可能     ×：起動不可能     －：メニュー画面から起動不可能

これから起動する機能

現在起動中の機能

音
声
電
話

プ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ク
通
信

テ
レ
ビ
電
話
／
6
4
K
デ
ー
タ
通
信
／

パ
ケ
ッ
ト
通
信

履
歴
／
電
話
帳

ト
ル
カ
／
め
ざ
ま
し
時
計
／

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
／
テ
キ
ス
ト
メ
モ
／
電
卓

メ
ー
ル
／
S
M
S

ｉ
モ
ー
ド
／
フ
ル
ブ
ラ
ウ
ザ

i
ア
プ
リ

デ
ー
タ
B
O
X
／

ラ
イ
フ
タ
イ
ム
カ
レ
ン
ダ
ー

カ
メ
ラ
／
ム
ー
ビ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
プ
レ
ー
ヤ
ー

G
P
S

設
定
／
N
W
サ
ー
ビ
ス
／

赤
外
線
受
信

音声電話通話中 － － － ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ×
プッシュトーク通信中 － － － ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ×
テレビ電話通話中/
64Kデータ通信中/
パケット通信中

－ － － × × × × × × × × × ×

履歴/電話帳 － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
トルカ/めざまし時計/
スケジュール/
テキストメモ/電卓

－ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

メール/SMS － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
ｉモード/フルブラウザ － － － ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ×
ｉアプリ － － － ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ×
データBOX/
ライフタイム
カレンダー

－ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

カメラ/ムービー － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×
ミュージック
プレーヤー － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×

GPS － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×
設定/NWサービス/
赤外線受信 － － － × × × × × × × × × ×
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FOMA端末から利用できるサービス
FOMA端末から利用できるサービス 電話番号

番号案内サービス（有料：案内料＋通話料）
（電話番号の案内を希望されないお客様については案内してお
りません。）

（局番なし）104

電報の発信（有料：電報料） （局番なし）115
時報サービス（有料） （局番なし）117
天気予報（有料） 知りたい地域の市外局番＋177
警察への緊急通報 （局番なし）110
消防・救急への緊急通報 （局番なし）119
海上で事件・事故が起きたときの緊急通報 （局番なし）118
災害用伝言ダイヤル（有料） （局番なし）171
コレクトコール（有料：案内料＋通話料） （局番なし）106

● コレクトコール（106）をご利用の際には、電話を受けた方に通話料と1通話ごとに取り扱い
手数料90円（税込94.5円）がかかります。（2007年12月現在）

● 番号案内（104）をご利用の際には、案内料100円（税込105円）に加えて通話料がかかります。
目や上肢などの不自由な方には、無料でご案内をしております。詳しくは、一般電話から
116番（NTT営業窓口）までお問い合わせください。（2007年12月現在）

● 一般電話の「転送電話」をご利用のお客様で、転送先を携帯電話に指定した場合、一般電話/携
帯電話の設定によって携帯電話が通話中、圏外、セルフモード中、電源を切っているときな
どでも、発信者には呼出音が聞こえることがあります。

● 116番（NTT営業窓口）、ダイヤルQ2、伝言ダイヤル、クレジット通話などのサービスはご
利用できませんのでご注意ください。（一般電話から、FOMA端末へおかけになる際の自動
クレジット通話はご利用できます）

● 本FOMA端末は、「緊急通報位置通知」に対応しております。
 110番、119番、118番などの緊急通報をおかけになった場合、発信場所の情報（位置情報）
が自動的に警察機関などの緊急通報受理機関に通知されます。お客様の発信場所や電波の受
信状況により、緊急通報受理機関が正確な位置を確認できないことがあります。位置情報を
通知した場合には、待受画面に通報した緊急通報受理機関の名称が表示されます。

 なお、「184」を付加してダイヤルするなど、通話ごとに非通知とした場合は、位置情報と電
話番号は通知されませんが、緊急通報受理機関が人命の保護等の事由から、必要であると判
断した場合は、お客様の設定によらず、機関側が位置情報と電話番号を取得することがござ
います。

 また、「緊急通報位置通知」の導入地域/導入時期については、各緊急通報受理機関の準備状況
により異なります。

● FOMA端末から110番・119番・118番通報の際は、携帯電話からかけていることと、警察・
消防機関側から確認などの電話をする場合があるため、電話番号を伝え、明確に現在地を伝
えてください。また、通報は途中で通話が切れないように移動せず通報し、通報後はすぐに
電源を切らず、10分程度は着信のできる状態にしておいてください。

● おかけになった地域により、管轄の消防署・警察署に接続されない場合があります。接続さ
れない場合は、お近くの公衆電話または一般電話からおかけください。
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オプション・関連機器のご紹介
FOMA端末にさまざまな別売りのオプション機器を組み合わせることで、パーソナル
からビジネスまでさらに幅広い用途に対応できます。なお、地域によってはお取り扱
いしていない商品もあります。詳しくは、ドコモショップなど窓口へお問い合わせく
ださい。また、オプション機器の詳細については各機器の取扱説明書などをご覧くだ
さい。

● 電池パック SO02
● リアカバー SO09
● FOMA ACアダプタ 01/02 ※1
● FOMA DCアダプタ 01/02
● FOMA 補助充電アダプタ 01
● FOMA 海外兼用 ACアダプタ 01 ※2
● FOMA 乾電池アダプタ 01
● 卓上ホルダ SO08
● 車内ホルダ 01
● キャリングケースL 01
● 車載ハンズフリーキット 01 ※3
● FOMA 車載ハンズフリー接続ケーブル 01
● FOMA 充電機能付USB接続ケーブル 01/02 ※4
● FOMA USB接続ケーブル ※4
● FOMA 室内用補助アンテナ ※5
● FOMA 室内用補助アンテナ（スタンドタイプ） ※5
● 平型スイッチ付イヤホンマイク P01/02
● 平型ステレオイヤホンセット P01
● スイッチ付イヤホンマイク P001/002 ※6
● ステレオイヤホンセット P001 ※6
● イヤホンターミナル P001 ※6
● イヤホンジャック変換アダプタ P001
● 骨伝導レシーバマイク 01
※1 ACアダプタでの充電方法については、P.40、41をご覧ください。
※2 海外で使用する場合は、渡航先に適合した変換プラグアダプタが必要です。
※3 FOMA SO905iCSをUSB接続/充電するためには、FOMA 車載ハンズフリー接続ケーブル 

01が必要です。
※4 USB HUBを使用すると、正常に動作しない場合があります。
※5 日本国内で使用してください。
※6 イヤホンジャック変換アダプタが必要です。
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動画再生ソフトのご紹介
パソコンで動画（MP4形式のファイル）を再生するには、アップルコンピュータ（株）の
QuickTime Player（無料）ver.6.4以上（またはver.6.3＋3GPP）が必要です。
QuickTimeは下記のホームページよりダウンロードできます。

http://www.apple.com/jp/quicktime/download/
・ ダウンロードには、インターネットと接続しているパソコンが必要です。また、ダウンロード
にあたっては、別途通信料がかかります。

・ 動作環境、ダウンロード方法、操作方法など詳細については、上記ホームページをご覧ください。

Picture Motion Browserで楽しむ
Picture Motion Browserは、保存した画像をカレンダーで管理したり、画像を選ん
で編集したりできるなど、さまざまな利用ができるソフトです。
・ Picture Motion Browserをインストールするには、付属の「FOMA SO905iCS用CD-ROM」
をパソコンにセットし、スタート画面で［エンターテイメントツール］→［Picture Motion 
Browserのインストール］をクリックしてください。画面の指示に従って操作すれば、インス
トールは完了します。

・ Picture Motion Browserを利用するためのパソコンの動作環境は以下のとおりです。
項　目 必要環境

パソコン本体 ・ PC-AT互換機でCD-ROMドライブが使用できる機器
・ microSDメモリーカードに対応したメモリーカードスロットまたは

USBポート（Universal SerialBus Specification Rev1.1準拠）
OS※1 Windows 2000 Professional（SP4）、Windows XP＊（SP2）、

Windows Vista＊（各日本語版）
＊ 64ビット版には対応しておりません。

必要メモリ※2 256MB以上（512MB以上を推奨）
ハードディスク容量
※2

200MB以上の空き容量

ディスプレイ High Color（65,536色）、解像度1024×768ドット以上を推奨

※1 OSアップグレードからの動作およびマルチブート環境での動作は保証の対象外となり
ます。

※2 必要メモリ・ハードディスク容量は、パソコンのシステム構成によって異なることがあり
ます。

・ Picture Motion Browserの機能、操作方法の詳細につきましては、ソフトの［ヘルプ］から
［Picture Motion Browserガイド］をご覧ください。

● Picture Motion Browserについてご不明な点がございましたら、下記のホームページをご
覧ください。

 http://www.sonyericsson.co.jp/support/use_support/pmb/index.html
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カメラで撮影した画像をパソコンに取り込む
・ パソコンに取り込む画像がデータBOXに保存されている場合は、あらかじめmicroSDメモリー
カードに画像を保存してください。（P.312）

例： Windows XPの場合

 1 画像を保存したmicroSDメモリーカードをパソコンのSDカードスロットに差し
込む

・ microSDメモリーカードは、SDメモリーカー
ドサイズに変換するアダプタを装着してから
ご利用ください。

FOMA端末のmicroSDモードを利用する場合
メニューで［設定］→［管理］→［USBモード設
定］→［microSDモード］を選択し、FOMA 充
電機能付USB接続ケーブル 01/02（別売）で
パソコンとFOMA端末を接続してください。
（P.314）

 2 ［新規フォルダに保存する］を選び、［取り込み開始］をクリックする
取り込んだ日付をフォルダ名にしたフォルダが自動的に作成され、画像を取り込みます。
既存のフォルダに取り込む場合
［既存のフォルダに保存する］を選択し、フォルダを指定して［取り込み開始］をクリックし
ます。

● Picture Motion Browserの画像の取り込み画面を利用して画像を取り込んだ場合は、画像
が自動的に登録されます。

● ドコモケータイdatalink（P.408）とFOMA 充電機能付USB接続ケーブル 01/02（別売）を利
用することにより、FOMA端末のデータBOXに保存された画像をパソコンに転送・保管す
ることができます。

次ページにつづく
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画像フォルダを登録する

パソコンに取り込んだ画像をPicture Motion Browserで表示するには、画像フォル
ダの登録が必要です。
 1 Picture Motion Browserのメイン画面で、メニューバーの［ファイル］→［閲覧
フォルダの登録］をクリックする

 2 左側のウィンドウで登録するフォルダを選択し、［登録］→［はい］をクリックする 
フォルダ内の画像情報がデータベースへ登録されます。

画像を見る
パソコンに取り込んだ画像を、撮影した日付ごとにカレンダー形式で表示（カレンダー
ビュー）したり、登録したフォルダごとに表示（フォルダビュー）したりできます。
例： カレンダービューから表示する場合

 1 ［スタート］→［すべてのプログラム］→［Sony Picture Utility］→［Picture 
Motion Browser］をクリックする
Picture Motion Browserのメイン画面が表示されます。

 2 フォルダ/カレンダー切り替えタブで［カレンダー］タブをクリックする
［フォルダ］ ： 登録されているフォルダの一覧

が表示されます。
［カレンダー］ ： 画像のある年および月が一覧表

示されます。
フォルダビューにする場合
［フォルダ］タブをクリックします。

 3 見たい画像を撮影した年→月をクリックする 
カレンダーが表示され、日付のセルにその日に撮影された画像のサムネイルが表示されます。
同じ日に画像が複数ある場合は、セルの画像が切り替わります。
フォルダビューの場合
見たい画像が保存されているフォルダをクリックします。選択したフォルダ内の画像のサ
ムネイルが一覧表示されます。
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 4 見たい日付のセルをクリックする
その日に撮影されたすべての画像のサムネイルが表示されます。

 5 見たい画像のサムネイルをダブルクリックする
画像が拡大表示されます。

画像の撮影場所を地図上で確認する
マップビューを利用すると、位置情報を付加して撮影した画像の撮影場所を地図上に
表示できます。
・ マップビューを利用するには、お使いのパソコンがインターネットに接続されている必要があ
ります。

 1 Picture Motion Browserのメイン画面で、「 」が表示されている画像をクリッ
クする
・ 複数の画像を選択するには、Ctrlキーを押しながら画像をクリックします。

 2 メニューバーの［活用］→［マップビュー］をクリックする

※ 地図および航空写真はGoogleマップによっ
て提供されています。

● 画像の撮影状況によっては、正しい撮影場所に表示されないことがあります。
● マップビューを利用して、画像を地図上に配置して位置情報を付加することができます。
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故障かな？と思ったらまずチェック
まずはじめに、ソフトウェアを更新する必要があるかどうかをチェックし、必要があ
る場合はソフトウェアを更新してください。（P.456）

状　況 原因と対処
FOMA端末の電源が入らない
（FOMA端末が使えない）

・ 電池パックは正しく取付けられていますか。（P.39）
・ 電池切れになっていませんか。（P.42）

FOMA端末が使えない ・ ボタンロックがかかっていませんか。（P.140）
電源ボタンを押しても警告音
が鳴り、電源が切れる

・ 電池残量がありません。充電してください。（P.41）

ダイヤルしたが話中音（ツー
ツー）が鳴り、つながらない

・ 「 」の表示が出ていませんか。（P.30）
・ 市外局番を忘れていませんか。（P.51）
・ 発信音を聞かず、急いでダイヤルしていませんか。（P.51）

「 」の表示が出て話中音（ツー
ツー）が鳴る

・ サービスエリア外か、電波の弱い場所にいませんか。（P.30）

ダイヤルボタンを押しても発
信できない

・ セルフモードを設定していませんか。（P.137）
・ ダイヤル発信制限を設定していませんか。（P.139）
・ ボタンロックがかかっていませんか。（P.140）

真っ暗な画面が表示され何も
操作できない

・ 電源が入っていますか。（P.43）
・ ボタンロックがかかっていませんか。（P.140）

画面に「 」が表示され、何
も操作できない

・ ボタンロックがかかっています。ボタンロックを解除してか
らもう一度操作を行ってください。（P.140）

設定した待受画面ではなく
真っ暗な画面になっている

・ 省電力モードを設定していませんか。（P.122）

英語で表示されている ・ バイリンガルを英語表示（［English］）に設定していませんか。
（P.128）

着信できない、または着信音
が鳴らない

・ 公共モード（ドライブモード）を設定していませんか。（P.69）
・ 着信音量を［OFF］に設定していませんか。（P.109）
・ マナーモードを設定していませんか。（P.116）
・ セルフモードを設定していませんか。（P.137）
・ 着信許可/拒否を設定していませんか。（P.143）
・ 非通知着信拒否を設定していませんか。（P.144）
・ 着信呼出動作設定を設定していませんか。（P.145）
・ 登録外着信拒否を設定していませんか。（P.146）
・ 留守番電話サービスや転送でんわサービスの呼び出し時間を0
秒に設定していませんか。（P.392、393）

・ 番号通知お願いサービスを設定していませんか。（P.395）
・ デュアルネットワークサービスでmova端末を有効にしていま
せんか。（P.395）

メール着信完了音やアラーム
音は鳴るが、電話がかかって
きたときの着信音が鳴らない

・ 着信音量を［OFF］に設定していませんか。（P.109）
・ 着信呼出動作設定の［呼出開始時間］を長い時間（99秒など）に
設定していませんか。短い時間に設定してください。（P.145）

メール着信完了音は鳴ってい
るが、新着メールを受信して
いない

・ 留守番電話サービスの［件数増加鳴動設定］を設定していませ
んか。伝言メッセージの件数が増えた場合、メール着信完了
音でお知らせします。（P.392）
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状　況 原因と対処
電話がかかってきたときに設
定した画像と違う画像が表示
される

・ 音声電話/テレビ電話の着信画像が複数設定されている場合、
次の優先順位で画像が表示されます。（P.96、100、108）
1. 電話帳登録の指定発着信画像
2. グループ設定の指定発着信画像
3. 着信設定の着信画像

 ただし、着信音にｉモーションや着うたフル®を設定したり、
着信画像にｉモーションを設定した場合、優先順位が異なる
ことがあります。

電話がかかってきたときに設
定した着信音と違う着信音が
鳴る

・ 音声電話/テレビ電話の着信音が複数設定されている場合、次の
優先順位で着信音が鳴ります。（P.97、100、109、397、400）
1. 電話番号設定の着信音（マルチナンバーの付加番号に電話が
かかってきた場合）

2. 電話帳登録の指定電話着信音
3. グループ設定の指定電話着信音
4. 2in1のBナンバー着信設定の着信音
5. 着信設定の着信音

 ただし、着信音にｉモーションや着うたフル®を設定したり、
着信画像にｉモーションを設定した場合、優先順位が異なる
ことがあります。

メールを受信したときに設定し
た着信音と違う着信音が鳴る

・ メールの着信音が複数設定されている場合、次の優先順位で
着信音が鳴ります。（P.97、100、109）
1. 電話帳登録の指定メール着信完了音
2. グループ設定の指定メール着信完了音
3. 着信設定の着信完了音

 ただし、着信音にｉモーションや着うたフル®を設定した場合、
優先順位が異なることがあります。

電話がかかってきたときや
メールを受信したときに設定
した色と違う色で着信ランプ
が動作する

・ 音声電話/テレビ電話/メールの着信ランプが複数設定されて
いる場合、次の優先順位で着信ランプが点滅します。（P.97、
100、110）
1. 電話帳登録の指定ランプ色
2. グループ設定の指定ランプ色
3. 着信設定のランプ色

一定周期で着信ランプが点滅
している

・ 不在お知らせを［ON］に設定していませんか。（P.126）

充電ランプが点灯したままに
なっている

・ 常時点灯設定の［充電時］を［ON］に設定していませんか。（P.122）
 この設定の場合、充電完了までに時間がかかることがありま
すが故障ではありません。

・ 充電中にテレビ電話、データ通信、ｉアプリなどを使用して
いませんか。

 この場合、充電完了までに時間がかかることがありますが故
障ではありません。

ボタン確認音が鳴らない ・ ボタン確認音量を［OFF］に設定していませんか。（P.111）
・ マナーモードを設定していませんか。（P.116）

ボタンを押したときの画面の
反応が遅い

・ 端末内に大量のデータが保存されているときなどに起こる場
合があります。

積算料金が増えない ・ FOMAカードの積算料金の上限値（約1,677万円）に達してい
ると増えません。リセットすることにより、0円に戻ります。
（P.370）

データ転送が行われない ・ USB HUBを使用していませんか。USB HUBを使用すると、
正常に動作しない場合があります。
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こんな表示がでたら
・ メッセージと共に、3桁の数字が表示される場合があります。一部の数字は、端末で表示させ
ているドコモの独自のコードとなります。

あ
宛先をご確認ください
・ SMSの 宛 先 が21桁 を 超
えるか、宛先の先頭に
186/184が入力されてい
ます。正しい宛先を入力し
て送信し直してください。
（P.234）

以下の宛先にはメール送信
できませんでした（561）　
Mails could not be sent to 
following address
○○@△△△.ne.jp
※ メールアドレスは、送信先
により表示が異なります。

・ いくつかの宛先にメールを
送信できませんでした。電
波状態のよい場所に移動し
て送信し直してください。

移動できませんでした
・ エラーが発生したため、移
動できませんでした。

今いる場所の確認に失敗しま
した
・ 現在地の測位に失敗しまし
た。電波状態のよい場所に
移動して操作し直してくだ
さい。

遠隔操作可能なサービスは未
契約です
・ 留守番電話サービス、転送
でんわサービスなど遠隔操
作可能なサービスをご契約
されていません。遠隔操作
をご利用になるにはお申し
込みが必要です。

応答がありませんでした（408）
・ サイトやインターネット
ホームページからの応答が
ないため、通信が中断され
ました。しばらく待って操
作し直してください。

オールロック中
・ オールロックが設定されて
います。オールロックを解
除してからもう一度操作を
行ってください。（P.135）

同じサービスを利用するソフ
トがあるためダウンロードで
きません　該当するサービス
を削除しますか
・ 同じサービスを利用するソ
フトがすでにダウンロード
済みのため、ダウンロー
ド/バージョンアップできま
せん。

おまかせロック中
・ おまかせロックが設定され
ています。おまかせロック
設定中は、音声電話/テレビ
電話の着信に対する応答、
電源ON/OFFの操作を除
き、すべてのボタン操作が
ロックされます。（P.136）

か
画像に誤りがあり正しく動作
しません
・ Flash画像に誤りがあるた
め、正しく再生できません
でした。

画像表示設定OFFのためダウ
ンロードできません
・ 画像表示設定が［OFF］に設
定されているため画像を取
得できません。設定を［ON］
にしてから操作し直してく
ださい。

カメラエラーが発生しました　
アプリケーションを終了します
・ エラーが発生したためカメ
ラを終了します。カメラを
続けてご利用になる場合
は、再度起動してください。

カメラエラーが発生しました　
画像を保存してアプリケーショ
ンを終了します
・ エラーが発生したため、画
像を保存してカメラを終了
します。カメラを続けてご
利用になる場合は、再度起
動してください。

カメラエラーが発生しました　
代替画像へ切替ます
・ エラーが発生したため、代
替画像に切り替えます。再
度、カメラ画像に切り替え
てください。（P.51）

起動中の機能が多いため起動
できません
・ マルチタスクで起動してい
る機能が多いため、選択し
た機能を起動できません。
起動中の機能を終了してか
ら操作し直してください。
（P.353）
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次ページにつづく

起動中の機能が多いため実行
できません　他の機能を終了
後再度実行してください
・ メモリが不足しているた
め、選択した機能を起動で
きません。起動中の機能を
終了してから操作し直して
ください。（P.353）

圏外です
・ サービスエリア外、または
電波の届かない場所にい
るため、ｉモードのサービ
スをご利用になれません。
「 」が消える場所まで移動
してください。（P.30）

現在この機能は利用できません
・ 選択した機能は、現在動作
中の機能と同時に利用でき
ません。（P.353）

現在メニューは表示できません
・ メニューを表示できない
機能が実行中のため、メ
ニューを表示できません。

公共モード（ドライブモード）
中です
・ 公共モードが設定されてい
ます。公共モードを解除し
てからもう一度操作を行っ
てください。（P.69）

更新できませんでした
・ エラーが発生したため、パ
ターンデータを更新できま
せんでした。

このカードは認識できません
・ 正しいFOMAカードが挿入
されているか確認してくだ
さい。（P.36）

・ FOMAカードにエラーがあ
ります。ドコモショップな
ど窓口にお問い合わせくだ
さい。

このサイトとのSSL通信は無
効です
・ 証明書に問題があります。

このサイトの安全性が確認で
きません　接続しますか
・ サイトの証明書がFOMA端
末に対応していません。接
続するときは［はい］を、接
続を中止するときは［いい
え］を選択します。

このサイトは安全でない可能
性があります　接続しますか
・ サイトの証明書の有効期間
前か期限が過ぎています。
接続するときは［はい］を、
接続を中止するときは［い
いえ］を選択します。

この接続先の安全性が確認で
きません　接続しますか
・ FOMA端末の証明書の有効
期間前か期限が過ぎていま
す。接続するときは［はい］
を、接続を中止するときは
［いいえ］を選択します。ま
た、日付時刻が間違ってい
る場合にも表示されること
があります。その場合は日
付時刻を設定してくださ
い。（P.44）

この接続先は安全でない可能
性があります　接続しますか
・ サイトの証明書のCN名
（サーバ名）が実際のサーバ
名と一致していません。接
続するときは［はい］を、接
続を中止するときは［いい
え］を選択します。

このソフトは起動できません
・ 2in1のモードがBモードの
場合は、メール連動型ｉア
プリやメールを利用する
ｉアプリは起動できません。

このソフトは現在利用できま
せん
・ ｉアプリのソフトをIP（情
報サービス提供者）が停止
中です。IP（情報サービス
提供者）にお問い合わせく
ださい。

このデータは再生できない可
能性があります
・ ｉモーションデータが不正
なため、再生できない場合
があります。

この番組表は起動できません
・ 2in1のモードがBモードの
場合は、メール連動型や
メールを利用する番組表
ｉアプリは起動できません。

さ
サーバーが混みあっています
・ サーバが混みあっているた
め、ソフトウェア更新がで
きませんでした。しばらく
待って操作し直してくださ
い。（P.459）

サービス未契約です
・ ｉモードをご契約されてい
ません。ｉモードをご利用
になるにはお申し込みが必
要です。

・ ｉモードを途中からご契約
された場合は、FOMA端末
の電源を一度切ってから、
再度電源を入れ直してくだ
さい。

サービス未提供です
・ SMSのサービスが未提供
です。

再生可能回数が終了しました
・ 再生回数制限付きのファイ
ルが再生回数の終了後のた
め再生できません。詳細
情報表示画面で再生可能
回数を確認してください。
（P.322）

再生可能期限が切れました
・ 再生期限制限または再生期
間制限付きのファイルが再
生期間の終了後のため再生
できません。詳細情報表示
画面で期限を確認してくだ
さい。（P.322）
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再生可能日前です　再生でき
ません
・ 再生期間制限付きのファイ
ルが再生期間の開始前のた
め再生できません。詳細情
報表示画面で開始日時を確
認してください。（P.322）

再生制限データに誤りがある
ため取得できません
・ ファイルの再生制限に誤り
があるため、取得できま
せん。

最大番号のファイルがあるた
め撮影できません
・ microSDメモリーカード
に最大のファイル番号
（999-9999）のファイルが
あるため、これ以上保存で
きません。最大ファイル番
号の画像ファイルを削除し
てください。（P.321）

サイトに接続できませんでし
た（403）
・ 何らかの原因でｉモードに
接続できませんでした。も
う一度接続してください。
（P.186）

辞書データに部分エラーを検
出しました
・ 辞書データの一部に誤りが
あるため、保存できなかっ
た語句があります。（保存
できた語句は辞書データと
して使用できます）

指定サイトがみつかりません
（404）
・ サイトやインターネット
ホームページなどが見つか
りませんでした。URLが正
しいかどうか確認してくだ
さい。

指定サイトに表示データがあ
りません（204）
・ 指定したサイトやインター
ネットホームページに表示
データがありませんでした。

指定されたソフトがありません
・ サイトやメール、赤外線通
信から起動するｉアプリ
がFOMA端末内にありま
せん。

指定されたソフトが起動でき
ませんでした
・ サイトやメール、赤外線通
信からFOMA端末内のｉア
プリが起動できませんで
した。

指定したサイトへは接続でき
ませんでした（504）
・ 何らかの原因でサイトやイ
ンターネットホームページ
に接続できませんでした。
もう一度接続してください。

しばらくお待ちください
・ 音声回線/パケット通信設
備が故障、または音声回線
ネットワーク/パケット通
信ネットワークが非常に混
み合っています。しばらく
待って操作し直してくださ
い。110番、119番、118
番には電話をかけることが
できます。ただし、状況に
よりつながらない場合があ
ります。

しばらくお待ちください（パ
ケット）
・ パケット通信設備が故障、
またはパケット通信ネット
ワークが非常に混み合って
います。しばらく待って操
作し直してください。

受信端末が対応機種ではあり
ません
・ 受信側の端末がｉC通信に
対応していません。

受信を拒否されました
・ 相手がSMSの受信を拒否
しているため、送信できま
せんでした。

署名をつけることができません
・ メールの本文と署名の合計
文字数が全角5,000文字/半
角10,000文字を超えるた
め、署名を貼付けることが
できません。本文の文字数
を減らすか、署名を貼付
けずに送信してください。
（P.207、227）

正常に接続できませんでした
（400）
・ 接続先選択で設定した接続
先番号が間違っています。
接続先番号をお買い上げ時
の「ｉモード」に設定してく
ださい。（P.197）

・ 何らかの原因でｉモードに
接続できませんでした。も
う一度接続してください。
（P.186）

セキュリティエラーのため終
了しました
・ ソフトが許可されていない
動作をしようとしたため、
ｉアプリを終了しました。
セキュリティエラー履歴を
確認してください。（P.250）

セキュリティエラーのため
アプリ待受画面を解除しま

した
・ ソフトが許可されていない
動作をしようとしたため、
ｉアプリ待受画面を解除し
ました。セキュリティエ
ラー履歴を確認してくださ
い。（P.250）

接続相手が見つかりません
・ 赤外線通信の接続先の相手
を認識できませんでした。
赤外線ポートがお互いに正
しく向きあっているか、接
続先の相手機器が正常かを
確認してください。（P.327）
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接続できません
・ 接続先選択で設定した接続
先番号が間違っています。
接続先番号をお買い上げ時
の「ｉモード」に設定してく
ださい。（P.197）

・ 電波が弱いため接続できま
せん。電波の強い場所でもう
一度操作を行ってください。

接続できませんでした
・ ネットワークの問題で接続で
きませんでした。しばらく待っ
て操作し直してください。

・ テレビ電話をかけたとき何
らかの理由により接続でき
ませんでした。

接続できませんでした（503）
・ ネットワークの問題で接続で
きませんでした。しばらく待っ
て操作し直してください。

接続できませんでした（562）
・ ｉモードセンターとの接続
に失敗しました。電波状態
のよい場所に移動して操作
し直してください。

設定時間内に接続できません
でした
・ 接続待ち時間設定で設定し
た時間内に接続できません
でした。設定を変更するか、
しばらく待って操作し直し
てください。（P.197）

セルフモード設定中です
・ セルフモードが設定されて
います。セルフモードを解
除してからもう一度操作を
行ってください。（P.137）

送信相手が見つかりません
・ ｉC通信の送信先の相手
を認識できませんでした。
FeliCaマーク「 」が正しく
重ねあわさっているか、送
信先の相手機器が正常かを
確認してください。（P.331）

送信できません　宛先を確認
してください（451）
・ 宛先不明のためメールを送
信できませんでした。正し
い宛先を入力して送信し直
してください。

送信できませんでした
・ メール送信中にエラーが発
生しました。「 」が表示
されていないことを確認の
上、送信し直してください。
再度この表示が出るとき
は、しばらく待って送信し
直してください。（P.213）

・ SMSの宛先が間違ってい
ます。正しい宛先（電話番
号）を入力して送信し直し
てください。（P.234）

送信できませんでした（552）
・ ｉモードセンターまたは

SMSセンター側の問題で
接続できませんでした。し
ばらく待って操作し直して
ください。

送信できませんでした　送信
先のメールがいっぱいです
（551）
・ 相手のメール保管件数が
最大になっている場合は、
ｉモードセンターでそれ以
上メールを保管できませ
ん。相手がメール受信でき
るようになってから、再度
送信してください。（P.213）

送信を拒否されました
・ SMSの送信を拒否されたた
め、送信できませんでした。

そのソフトは最新です
・ すでに最新のｉアプリに
バージョンアップされてい
るため、バージョンアップ
できません。

ソフトに誤りがあります
・ ｉアプリのソフトに必要な
情報が設定されていないた
めダウンロード、バージョ
ンアップできません。

ソフトに誤りがあるためダウ
ンロードできません
・ ソフトのデータにエラーが
あるため、ダウンロードで
きません。

ソフトを起動しICカード内
データを削除後ソフトを削除
してください
・ ICカード内にデータがあ
るため、おサイフケータイ
対応ｉアプリを削除できま
せん。おサイフケータイ対
応ｉアプリを起動して、登
録データを削除してからも
う一度操作を行ってくださ
い。（P.255）

た
対応機種ではありません
・ ダウンロードやバージョン
アップしようとしているソ
フトがFOMA端末に対応し
ていません。

対応していないコンテンツです
・ FOMA端末に対応していな
いデータが含まれています。

対応するサービスがありません
・ 対応しているブログサービ
スが登録されていません。
ご利用のサービスに対応し
ているブログサービスを登
録してください。（P.358）

ダイヤル発信制限がかかって
います
・ ダイヤル発信制限が設定さ
れています。ダイヤル発信
制限を解除してからもう一
度操作を行ってください。
（P.139）



450

付
録
／
外
部
機
器
連
携
／
困
っ
た
と
き
に
は

ダウンロードできませんでした
・ エラーが発生したため、ダ
ウンロードできませんで
した。

ただいま利用制限中のためしば
らくしてからご利用ください
・ ｉモードパケット定額サー
ビスをご利用の場合、通信
が一定時間内に著しく多く
なっています。一定時間接続
できなくなることがありま
すので、しばらくたってから
ｉモードをご利用ください。

ただいまｉモードメールが混
みあっています　しばらくお
待ちください（553）
・ 回線が非常に混み合ってい
ます。しばらく待って操作
し直してください。

中断されました
・ データ通信中にエラーが発
生したため、通信を中断し
ました。

電池不足のためデータ情報を
更新できません
・ 電池残量がほとんど残って
いない場合、microSDメモ
リーカードのマイドキュメ
ントの［移行可能コンテン
ツ］に保存されているPDF
データにｉモードしおり/
マークを追加できません。

同一のトルカが存在するので
取得できません
・ 重複チェック設定が［行な
う］に設定されているとき
は、取得済みのトルカを取
得できません。（P.261）

同時起動できない機能が起動
中です
・ マルチタスクで同時に起動
できない機能です。使って
いない機能を終了してから
もう一度操作を行ってくだ
さい。（P.353）

同時に通話できる人数4人を
超えています
・ 5人以上のメンバーを選ん
で発信した場合に表示され
ます。メンバーを4人以内
に選択し直してから、再度
発信してください。

登録外着信拒否設定中です
・ 登録外着信拒否が設定され
ています。登録外着信拒
否を解除してからもう一
度操作を行ってください。
（P.146）

登録中です　しばらくしてか
らご利用ください（554）
・ ｉモードへのユーザ登録中
です。しばらく待って操作
し直してください。

登録できるサービスがいっぱ
いです　上書きされたサービ
スの楽曲は再生できなくなり
ます　上書きしますか
・ 登録できるうた・ホーダイ
のサービスが上限値を超え
ています。［はい］を選択す
ると再生期限の最も古い
サービスから上書きされま
す。また、上書きされたサー
ビスからダウンロードした
音楽データは再生できなく
なります。

な
入力データまたはURLが長す
ぎます
・ 入力した文字数が多いた
め、送信できません。文字
数を減らしてもう一度送信
してください。

入力データをご確認ください
（205）
・ 入力した内容が間違ってい
ます。入力した内容を確認
してください。

認証タイプに未対応です（401）
・ 認証タイプに未対応のた
め、サイトやインターネッ
トホームページなどに接続
できません。

認証に失敗しました
・ 認証パスワードの照合に失
敗しました。もう一度認証
パスワードを同じに設定し
て操作を行ってください。
（P.329、330、332、333）
・ 赤外線通信、ｉC通信でデー
タを送受信するときに接続
先と認証タイプ（1件/全件）
が違っています。認証タ
イプ（1件/全件）を同じに設
定してください。（P.329、
330、332、333）

は
パーソナルデータロック中です
・ パーソナルデータロックが
設定されています。パーソ
ナルデータロックを解除し
てからもう一度操作を行っ
てください。（P.137）

非対応のmicroSDです
・ FOMA端 末 に 非 対 応 の

microSDメモリーカードが
装着されています。FOMA
端末対応のmicroSDメモ
リーカードを装着してくだ
さい。（P.307）

表示可能なファイルはありま
せん
・ 音楽付スライドショーでは

JPEG画像のみ表示できま
す。JPEG画像を保存する
か、JPEG画像が保存され
ている別のフォルダを指定
してください。

・ 画像にFOMAカード動作
制限機能が設定されていま
す。画像を取得時に挿入し
ていたFOMAカードを挿入
して、もう一度操作を行っ
てください。（P.36）
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次ページにつづく

ファイル番号がいっぱいです　
リセットしてください
・ microSDメモリーカード
に保存するときに付加され
る画像のファイル番号が最
大値（999-9999）に達して
います。ファイル番号リ
セットを行ってください。
（P.181）

フォーマットが必要です
・ microSDメモリーカード
が正しくフォーマットされ
ていません。FOMA端末で
microSDメモリーカード
をフォーマットしてくださ
い。（P.313）

保存期限が過ぎたためファイ
ルを受信できません（492）
・ ユーザ取得型添付ファイル
の保存期限が過ぎたため、
ファイルを取得できません。

保存できませんでした
・ 画像、音楽データ、ｉアプ
リの保存に失敗しました。

・ microSDメモリーカード
への保存に失敗しました。

・ 赤外線通信、ｉC通信やパ
ソコンなどとのデータ通信
時にデータの受信に失敗し
ました。

・ バーコードリーダーで読み
取った画像またはメロディ
の保存に失敗しました。

・ 着うたフル®を［オススメ設
定］で着信音/アラーム音に
設定できるのは10Mバイト
までのｉモーションです。
ｉモーションのサイズが
10Mバイトを超えたため保
存に失敗しました。

保存メールがいっぱいのため
作成できません
・ 保存メールが50件保存され
ているか、メモリの空き容
量がありません。不要な保
存メールを削除してくださ
い。（P.223）

ボタンロック設定中です
・ ボタンロックが設定されて
います。ボタンロックを解
除してからもう一度操作を
行ってください。（P.140）

本体メモリがわずかなため保
存できない場合があります
・ FOMA端 末 の メ モ リ の
空き容量が不足している
ため、編集する画像を保
存できない場合がありま
す。不要な画像を削除する
か、microSDメモリーカー
ドに移動してください。
（P.312、321）

本体メモリに空き容量があり
ません
・ FOMA端末のメモリの空き
容量が不足しているため、
カメラで撮影する画像を保
存できません。撮影画質や
画像サイズを変更するか、
不要な画像を削除してくだ
さい。（P.159、178、321）

・ FOMA端末のメモリの空
き容量が不足しています。
不要なデータを削除して
ください。（P.103、193、
194、223、258、321、
366、373）

本体メモリの空き容量がわず
かです
・ FOMA端末のメモリの空き
容量が不足しています。撮
影画質や画像サイズを変更
するか、不要な画像を削
除してください。（P.159、
178、321）

ま
マイデータBでは利用できま
せん 
・ Bモードの電話番号表示画
面からプッシュトーク発信
はできません。

マナーモード中です
・ マナーモード中のため、音
量を調節できません。マ
ナーモードを解除してから
もう一度操作を行ってくだ
さい。（P.116）

無効なデータを受信しました
（XXX）
・ サイトやインターネット
ホームページなどがｉモー
ドに対応していません。

・ URLが間違っている可能性
があります。

・ 受信データにエラーがある
ため表示できません。

無効な文字を削除しました
・ 郵便番号に数字以外の文字
は登録できないため、削除
しました。

メールアドレスが未登録です
・ 選択したブログサービスで投
稿用メールアドレスが登録さ
れていません。メールアドレス
を登録してください。（P.358）

メールセキュリティ中です
・ メールセキュリティ設定が
設定されています。メール
セキュリティ設定を解除し
てからもう一度操作を行っ
てください。（P.142）

メモリに空きがありません
・ 電話帳を1,000件登録してい
ます。不要な電話帳のデータ
を削除してください。（P.103）

・ スケジュールを300件登録し
ています。不要なスケジュール
を削除してください。（P.366）

・ 赤外線通信、ｉC通信でデー
タを送受信するときに、メ
モリに空きがなくデータを
保存できません。

・ メモリに空きがなく新しい
データを登録できません。
不要なデータを削除してく
ださい。（P.326）
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メモリ不足です
・ メモリが不足したため、処
理を中断します。頻繁に表
示される場合には、一度電
源を入れ直してください。

メモリ不足です　終了します
・ メモリが不足したため、処
理を終了します。

メモリ不足のため実行できま
せん
・ メモリが不足したため、機
能を実行できません。

モード切替できません
・ FOMA 充電機能付USB接
続ケーブル 01/02（別売）で
通信中のため、microSD
モード、MTPモードに切り
替えることができません。

文字数オーバーのため送信で
きません
・ メール本文の文字数がオー
バーしているためメールを
送信できません。文字数を
減らしてください。

や
読取機による携帯電話内トル
カの自動読取機能を利用しま
すか
・ 自動認識設定が［不可］に設
定されています。（P.260）

英数字
FOMAカード情報が一致しな
いため起動できません
・ 挿入しているFOMAカード
とICカードの対応情報が異
なるため起動できません。
おサイフケータイ対応ｉア
プリのダウンロード/初回起
動時に挿入していたFOMA
カードを使用してください。

FOMAカード情報が一致しな
いため削除できません
・ 挿入しているFOMAカード
とICカードの対応情報が異
なるため削除できません。
おサイフケータイ対応ｉア
プリのダウンロード/初回起
動時に挿入していたFOMA
カードを使用してください。

FOMAカード情報が一致しな
いためダウンロードできません
・ 挿入しているFOMAカード
とICカードの対応情報が異
なるためダウンロードでき
ません。おサイフケータイ
対応ｉアプリのダウンロー
ド/初回起動時に挿入してい
たFOMAカードを使用して
ください。

FOMAカード（UIM）がいっぱ
いです
・ FOMAカード内のSMSが
いっぱいです。不要な
SMSを削除してください。
（P.223）

FOMAカード（UIM）が異なる
ためご利用できません
・ FOMAカード動作制限機
能により操作できません。
データやファイルを取得
時に挿入していたFOMA
カードを挿入して、もう一
度操作を行ってください。
（P.36）

FOMAカード（UIM）が異なる
ため指定されたソフトが起動
できませんでした
・ FOMAカード動作制限機
能によりｉアプリを起動で
きませんでした。データや
ファイルを取得時に挿入し
ていたFOMAカードを挿入
して、もう一度操作を行っ
てください。（P.36）

FOMAカード（UIM）が挿入さ
れていないためご利用できま
せん
・ FOMAカードが挿入され
ていないため操作できませ
ん。データやファイルを取
得時に挿入していたFOMA
カードを挿入して、もう一
度操作を行ってください。
（P.36）

FOMAカード（UIM）を挿入し
てください
・ FOMAカードが挿入されて
いません。FOMAカードを
挿入して操作を行ってくだ
さい。（P.36）

ｉアプリの通信回数が多く
なっています　通信を継続し
ますか
・ ｉアプリご利用時の通信回
数が一定時間内に著しく
多い場合に表示されます。
ｉアプリを継続して利用す
るには［はい］、ｉアプリの
通信を終了して継続するに
は［いいえ］、ｉアプリを終
了するには［終了］を選択し
ます。

ｉアプリ利用を継続し通信を
行いますか
・ ｉアプリご利用時の通信回
数が一定時間内に著しく
多い場合に表示されます。
ｉアプリを継続して利用す
るには［はい］、ｉアプリの
通信を終了して継続するに
は［いいえ］、ｉアプリを終
了するには［終了］を選択し
ます。

アプリTo設定されていま
せん
・ ｉアプリTo設定が［許可し
ない］に設定されています。
［許可する］に設定してから
もう一度操作を行ってくだ
さい。（P.241）
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ｉモーション再生サイズを超
えています
・ データ量が最大サイズを超
えたため、取得できません。

ｉモーション再生サイズを超
えました
・ データ量が最大サイズを超
えたため、取得できません。

・ 標準タイプのｉモーション
を再生中に、受信したファ
イルサイズが500KBを超
えたため、取得できません。

ｉモーション最大サイズを超
えています
・ データ量が最大サイズを超
えたため、取得できません。

ｉモーション最大サイズを超
えました
・ ストリーミングタイプの
ｉモーションを再生中に、
受信したファイルサイズが
10MBを超えたため、取得
できません。

ICカードアクセス中のため削
除できません
・ おサイフケータイ対応ｉア
プリのICカード内データに
アクセス中のため、削除で
きません。

ICカード内データがいっぱい
のためダウンロードできませ
ん　いずれかのサービスを削
除しますか
・ おサイフケータイ対応ｉア
プリのICカード内データ
がいっぱいのため、ダウン
ロードできません。［はい］
を選択すると、登録してい
るおサイフケータイのサー
ビス名が表示されます。
サービス名を選択し、おサ
イフケータイ対応ｉアプリ
とICカード内データを削除
してください。

ICカード内データにエラーが
あるため削除できません
・ おサイフケータイ対応ｉア
プリのICカード内データに
エラーがあるため、削除で
きません。

ICカードロック中です
・ ICカードロックが設定され
ています。ICカードロッ
クを解除してからもう一
度操作を行ってください。
（P.262）

microSDエラーです
・ microSDメモリーカードの
アクセス（読み込みなど）に
失敗しています。microSD
メモリーカードを取外して
取付けし直してください。
（P.307） 再度、この表示が
出た場合、microSDメモ
リーカードの故障が考えら
れます。

microSDに空き容量がありま
せん
・ microSDメモリーカード
の空き容量が不足している
ため、カメラで撮影する画
像を保存できません。撮影
画質や画像サイズを変更
するか、不要な画像を削
除してください。（P.159、
178、321）

・ microSDメモリーカード
の空き容量が不足してい
ます。不要なデータを削
除してください。（P.103、
193、194、223、258、
321、366、373）

PINロック解除コードがロッ
クされています
・ PINロック解除コードが
ロックされています。ドコ
モショップ窓口へお問い合
わせください。（P.131）

SMSセンター設定を確認して
ください
・ SMSC指定で設定した接続
先が間違っています。接続先
をお買い上げ時の「ドコモ」に
設定してください。（P.236）

SSL通信が無効です
・ サーバの認証エラーのた
め、接続できません。

SSL通信が無効に設定されて
います
・ SSL証明書が［無効］に設定
されています。SSL証明書
を［有効］に設定してくださ
い。（P.198）

SSL通信を切断しました
・ SSL通信中にサイト証明書
に問題があり、SSL通信を
切断しました。

URLが正しくありません
・ URL入力時、「http://」また
は「https://」が入力されてい
ないか、間違っています。正
しく入力してもう一度操作
を行ってください。（P.191）

・ URLにエラーがあるため、
リンクを表示できません。

URLが長すぎて登録できません
・ URLが半角256文字を超え
ているため、ブックマーク
に登録できません。（P.191）

エラーが発生しました
・ ｉアプリ実行中にエラーが
発生しました。もう一度起
動するか、エラー情報を確
認してください。（P.250）

“○△□.ne.jp”宛のメールが混み
合っているため、送信するこ
とができません（555）
※ ドメイン名は、送信先によ
り表示が異なります。

・ 回線が非常に混み合ってい
ます。しばらく待って操作
し直してください。
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保証とアフターサービス
保証について
● FOMA端末をお買い上げいただくと、保証書が付いていますので、必ずお受け取りください。
 記載内容および「販売店名・お買い上げ日」などの記載事項をお確かめの上、大切に保管してく
ださい。必要事項が記載されていない場合は、すぐにお買い上げいただいた販売店へお申し付
けください。無料保証期間は、お買い上げ日より1年間です。

● この製品は付属品を含め、改良のため予告なく製品の全部または一部を変更することがありま
すので、あらかじめご了承ください。

● FOMA端末の故障・修理やその他お取り扱いによって電話帳などに登録された内容が変化・消
失する場合があります。万が一に備え、電話帳などの内容はメモなどに控えをお取りくださる
ようお願いします。また、FOMA端末の修理などを行った場合、ｉモード、ｉアプリにてダウ
ンロードした情報は、一部を除き著作権法により修理済みのFOMA端末などに移行を行ってお
りません。
※ 本FOMA端末は、電話帳などのデータをmicroSDメモリーカードに保存していただくこと
ができます。

※ 本FOMA端末は、ｉモーション、ｉアプリの利用するデータをmicroSDメモリーカードに
保存していただくことができます。

※ 本FOMA端末は、電話帳お預かりサービス（お申し込みが必要な有料サービス）をご利用いた
だくことにより電話帳などのデータをお預かりセンターに保存していただくことができます。

※ パソコンをお持ちの場合は、ドコモケータイdatalink（P.408）とFOMA 充電機能付USB接
続ケーブル 01/02（別売）またはFOMA USB接続ケーブル（別売）をご利用いただくことによ
り、電話帳などに登録された内容をパソコンに転送・保管していただくことができます。

アフターサービスについて

◎ 調子が悪い場合は
修理を依頼される前に、この取扱説明書の「故障かな？と思ったらまずチェック」をご覧になっ
てお調べください。（P.444）
それでも調子がよくないときは、取扱説明書裏面の「故障お問い合わせ先」にご連絡の上、ご相
談ください。

◎ お問い合わせの結果、修理が必要な場合
ドコモ指定の故障取扱窓口にご持参いただきます。ただし、故障取扱窓口の営業時間内の受付
となります。また、ご来店時には必ず保証書をご持参ください。

◎ 保証期間内は
・ 保証書の規定に基づき無料で修理を行います。
・ 故障修理を実施の際は、必ず保証書をお持ちください。保証期間内であっても保証書の提示
がないもの、お客様のお取り扱い不良による故障・損傷などは有料修理となります。

・ ドコモの指定以外の機器および消耗品の使用に起因する故障は、保証期間内であっても有料
修理となります。

・ お買い上げ後の液晶画面・コネクタなどの破損の場合は有料修理となります。

◎ 以下の場合は、修理できないことがあります。
水濡れシールが反応している場合、試験の結果、水濡れ・結露・汗などによる腐食が発見され
た場合、および内部の基板が破損・変形している場合は修理できないことがありますので、あ
らかじめご了承願います。なお、修理を実施できる場合でも保証対象外となりますので有料修
理となります。
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◎ 保証期間が過ぎた場合は
ご要望により有料修理いたします。

◎ 部品の保有期間は
FOMA端末の補修用性能部品（機能を維持するために必要な部品）の最低保有期間は、製造打ち
切り後6年間を基本としております。ただし、故障箇所によっては修理部品の不足などにより
修理ができない場合もございますので、あらかじめご了承ください。
また、保有期間が経過したあとも、故障箇所によっては修理可能な場合がありますので、取扱
説明書裏面の「故障お問い合わせ先」へお問い合わせください。

◎ お願い
● FOMA端末および付属品の改造はおやめください。
・ 火災・けが・故障の原因となります。
・ 改造が施された機器などの故障修理は、改造部分を元の状態に戻すことをご了承いただい
た上でお受けいたします。ただし、改造の内容によっては故障修理をお断りする場合があ
ります。

 以下のような場合は改造とみなされる場合があります。
- 液晶部やボタン部にシールなどを貼る
- 接着剤などによりFOMA端末に装飾を施す
- 外装などをドコモ純正品以外のものに交換するなど

・ 改造が原因による故障・損傷の場合は、保証期間内であっても有料修理となります。
● FOMA端末に貼付されている銘版シールは、はがさないでください。
 銘版シールには、技術基準を満たす証明書の役割があり、銘版シールが故意にはがされたり、
貼り替えられた場合など、銘版シールの内容が確認できないときは、技術基準適合の判断が
できないため、故障修理をお受けできない場合がありますので、ご注意願います。

● 各種機能の設定や積算通話時間などの情報は、FOMA端末の故障・修理やその他取り扱いに
よってリセット（クリア）される場合があります。お手数をおかけしますが、この場合は再度
設定を行ってくださるようお願いいたします。

● FOMA端末の下記の箇所に磁気を発生する部品を使用しています。キャッシュカードなど、
磁気の影響を受けやすいものを近づけますとカードが使えなくなることがありますので、ご
注意ください。

 使用箇所：受話口部、スピーカー、レンズカバー裏側上部、ジョグの両側
● FOMA端末が濡れたり湿気を帯びてしまった場合は、すぐに電源を切って電池パックを外し、
お早めに故障取扱窓口へご来店ください。ただし、FOMA端末の状態によって修理ができな
いことがあります。

メモリダイヤル（電話帳機能）およびダウンロード情報などについて
● お客様ご自身でFOMA端末などに登録された情報内容は、別にメモを取るなどして保管してく
ださるようお願いいたします。情報内容の変化・消失に関し、当社は何らの義務を負わないも
のとし、一切の責任を負いかねます。

● FOMA端末を機種変更や故障修理をする際に、お客様が作成されたデータまたは外部から取り
込まれたデータあるいはダウンロードされたデータなどが変化・消失などする場合があります。
これらについて当社は一切の責任を負いません。また、当社の都合によりお客様のFOMA端末
を代替品と交換することにより修理に代えさせていただく場合があります。

 本FOMA端末はFOMA端末にダウンロードした画像・着信メロディを含むデータおよびお客様
が作成されたデータを故障修理時に限り移し替えを行います。（一部移し替えできないデータも
あります。また、故障の程度によっては移し替えできない場合があります。）
※ FOMA端末に保存されたデータの容量により、移し替えに時間がかかることや移し替えでき
ない場合があります。
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ｉモード故障診断サイトについて
ご利用中のFOMA端末において、メール送受信や画像・メロディのダウンロードなど
が正常に動作しているかを、お客様ご自身でご確認いただけます。
 TOP画面  テストメニュー一覧画面

画像・メロテ゛ィ・メールなどが正
常に動作しているか確認す
る事ができます。

　　　テストメニュー一覧へ

「ｉモート゛故障診断」につい
てのお問い合せ
※お問い合わせ先及び受付
時間は地域によって異なり
ます。

お問い合わせ先へ

このヘ゜ーシ゛をＢｏｏｋｍａｒｋ登録
される事をお勧めします

↓　　↓　　↓

ハ゜ケット通信料無料！

　　　ｉモート゛故障診断
  

　　　テストメニュー一覧

　　　ＧＩＦ画像表示テスト
　　　ＪＰＥＧ画像表示テスト
　　アニメーション画像表示テスト
　　　メール送受信テスト
　　　画像メール表示テスト
　　　メロテ゛ィメール受信テスト
　　着信メロテ゛ィ再生テスト
　　ｉアフ゜リタ゛ウンロート゛テスト
　　ｉ－ｍｏｔｉｏｎタ゛ウンロート゛テスト

戻る

　　　ｉモート゛故障診断

  

● 「ｉモード故障診断サイト」への接続方法
ｉモードサイト： ［ｉMenu］→［お知らせ］→［サービス・機能］→［ｉモード］

→［ｉモード故障診断］

・ ｉモード故障診断のパケット通信料は無料です。
※ 海外からのアクセスの場合は有料となります。

・ FOMA端末の機種によりテスト項目は異なります。また、テスト項目は変更になることがあり
ます。

・ 各テスト項目で動作をご確認する際は、サイト内の注意事項をよくお読みになり、テストを行っ
てください。

・ ｉモード故障診断サイトへの接続およびメール送信テストを行う際に、お客様のFOMA端末固
有の情報（機種名やメールアドレスなど）が、自動的にサーバ（ｉモード故障診断サーバ）に送信
されます。当社は送信された情報を、ｉモード故障診断以外の目的には利用いたしません。

・ ご確認の結果、故障と思われる場合は、取扱説明書裏面の「故障お問い合わせ先」までお問い合
わせください。

ソフトウェアを更新する 〈ソフトウェア更新〉

ソフトウェア更新について

FOMA端末のソフトウェアを更新する必要があるかどうかをネットワークに接続して
チェックし、必要な場合にはパケット通信を使ってソフトウェアの一部をダウンロー
ドし、ソフトウェアを更新する機能です。
※ ソフトウェア更新を行う場合のパケット通信料は無料です。
ソフトウェア更新が必要な場合は、ドコモのホームページおよびｉMenuの「お知ら
せ」にてご案内させていただきます。
ソフトウェアを更新するには、「自動更新」、「即時更新」、「予約更新」の3つの方法が
あります。
自動更新 新しいソフトウェアを自動でダウンロードし、あらかじめ設定した時間に書換えを行

います。
即時更新 更新したいときにすぐに更新します。
予約更新 更新したい日時を予約すると、予約した日時に自動的にソフトウェアを更新します。
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● ソフトウェア更新中は電池パックを外さないでください。更新に失敗することがあります。
● ソフトウェア更新は、FOMA端末に登録された電話帳、カメラ画像、ダウンロードデータな
どのデータを残したまま行うことができますが、お客様のFOMA端末の状態（故障・破損・
水濡れなど）によってはデータの保護ができない場合がありますので、あらかじめご了承く
ださい。必要なデータはバックアップを取っていただくことをおすすめします。（ダウンロー
ドデータなどバックアップが取れないデータがありますので、あらかじめご了承ください）

ご利用にあたって

・ 接続先選択を［ｉモード（FOMAカード）］以外に設定している場合もソフトウェアを更新できます。
・ ソフトウェアを更新する場合は、電池を十分に充電してください。
・ 以下の場合はソフトウェアを更新できません。

- 日付時刻を設定していないとき - 通話中
- 「 」が表示されているとき - セルフモード設定中
- おまかせロック設定中 - ボタンロック設定中（自動更新、予約更新は可能）
- 電池残量が不足しているとき - FOMAカードを挿入していないとき
- 他の機能が動作中のとき - パソコンなど外部機器と接続中のとき

・ ソフトウェア更新（ダウンロード、書換え）には時間がかかることがあります。
・ ソフトウェア更新中はめざまし時計、スケジュールアラームは動作しません。
・ ソフトウェア更新中は、電話の発信、着信、各種通信機能および、その他の機能を利用できません。
（ダウンロード中は音声着信が可能です）
・ ソフトウェアを更新するときは、サーバ（当社のサイト）へSSL通信を行います。あらかじめ

SSL証明書を［有効］に設定してください。（お買い上げ時：［有効］）（P.198）
・ ソフトウェア更新は、電波が強く、アンテナマークが3本表示されている状態で、移動せずに
実行することをおすすめします。
※ ソフトウェアダウンロード中に電波状態が悪くなったり、ダウンロードが中止された場合は、
再度電波状態のよい場所でソフトウェアを更新してください。

・ すでにソフトウェア更新済みの場合は、ソフトウェア更新のチェックを行った際に「更新は必要
ありません　このままご利用ください」と表示されます。

・ ソフトウェア更新後、表示されていたｉモードセンター蓄積状態表示のアイコンは消えます。
また、メール選択受信を［ON］に設定している場合、ソフトウェア更新中にメールが届くと、
ソフトウェア更新後にメールがあることを通知する画面が表示されないことがあります。

・ ソフトウェア更新の際、お客様のFOMA端末固有の情報（機種や製造番号など）が、自動的にサー
バ（当社が管理するソフトウェア更新用サーバ）に送信されます。当社は送信された情報を、ソ
フトウェア更新以外の目的には利用いたしません。

・ ソフトウェア更新に失敗した場合、「書換え失敗しました」と表示され、一切の操作ができなく
なります。この場合は、大変お手数ですがドコモ指定の故障取扱窓口までお越しいただきます
ようお願いいたします。

・ 海外ではソフトウェア更新をご利用できません。

次ページにつづく
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ソフトウェア更新を自動で行う（自動更新）
新しいソフトウェアを自動でダウンロードし、あらかじめ設定した時間に書換えを行
います。
書換え可能な状態になると、「 」が表示され、書換え時刻の確認を行い、書換え時刻
の変更や今すぐ書換えをするか選択できます。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［ソフトウェア更新］を選び  を押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。

 2 端末暗証番号を入力し、  （OK）を押す
・ 入力した端末暗証番号は「＊＊＊＊」で表示されます。
・ お買い上げ時、端末暗証番号は「0000」に設定されています。

 3 ［自動更新設定］を選び  を押す
自動更新設定

設定　　　　　　　　　
　　　自動で更新
曜日　　　　指定なし
時刻　　　　　　　０９：０５

 4 ［設定］に自動更新を行うかどうかを設定する
［自動で更新］ ： ソフトウェアを自動的に更新します。
［更新の通知のみ］ ： ソフトウェア更新が必要なときに、待受画面に「 」（ソフトウェア更新

通知）を表示します。
［設定しない］ ： ソフトウェアを自動的に更新しません。

 5 ［曜日］にソフトウェア更新を行う曜日を設定する
［月～日］、［指定なし］から選択します。

 6 ［時刻］にソフトウェア更新を開始する時刻を設定する
24時間制で入力します。

 7  （完了）を押す
自動更新設定が設定されます。
自動更新設定を［設定しない］に設定した場合
［はい］を選択します。

ソフトウェア更新情報を受信すると

ソフトウェア更新予告

自動更新設定を［自動で更新］に設定していると、待受画面に「 」（ソフト
ウェア更新予告）の通知情報アイコンが表示されます。
ソフトウェアの更新日時を確認する場合
待受画面で  （リンク）を押し、「 」を選択します。更新日時を変
更したい場合は［時刻変更］を選択します。更新を開始する場合は［今す
ぐ書換え］を選択します。
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ソフトウェア更新通知

自動更新設定を［更新の通知のみ］に設定していると、待受画面に「 」（ソ
フトウェア更新通知）の通知情報アイコンが表示されます。
ソフトウェア更新を起動する場合
待受画面で  （リンク）を押して「 」を選択し、［はい］を選択します。

● ソフトウェア更新の通知情報アイコンは、ドコモから通知があった場合のみ表示されます。

ソフトウェア更新を起動する

 1 メニューで［設定］→［管理］→［ソフトウェア更新］を選び  を押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。

 2 端末暗証番号を入力し、  （OK）を押す
・ 入力した端末暗証番号は「＊＊＊＊」で表示されます。
・ お買い上げ時、端末暗証番号は「0000」に設定されています。

 3 ［更新実行］を選び  を押す

　　ＳＳＬ通信を
　　開始します
　　（認証中）

  

　　　チェック中
 

SSL通信が開始され、ソフトウェア更新が必要かどうかをチェックします。

 4 更新が必要なときは、更新するタイミングを選び  を押す

　更新が必要です

　　今すぐ更新
　　予約
　　更新しない

［今すぐ更新］ ： ソフトウェアの更新を開始します。（即時更新） サーバが
混みあっていると更新できないことがあります。

［予約］ ： ソフトウェア更新を開始する日時を予約します。（予約更新）
［更新しない］ ： ソフトウェア更新を開始しません。
更新の必要がない旨が表示される場合
ソフトウェアの更新は必要ありません。このままご利用ください。

● サーバが混みあっている場合、右の画面が表示されます。予約する場合は、
［予約］を選択して予約日時を設定してください。 サーハ゛ーが

混みあっています

　　予約
　　更新しない

次ページにつづく
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すぐにソフトウェアを更新する（即時更新）

 1 更新方法選択画面で［今すぐ更新］を選び  を押す

　タ゛ウンロート゛します
　音声着信以外は
　ご利用に
　なれません

  

　　　通信中

  

　　ソフトウェア更新
　　ダウンロード中

   

しばらくすると、ダウンロードが開始されます。
・ ダウンロードが開始されると、操作2は操作しなくても自動的に実行されます。
ダウンロードを中止する場合
ダウンロード中に  （中止）を押します。
・ ダウンロードの途中で中止すると、それまでダウンロードしたデータは削除されます。

 2 ダウンロードが終了したら  （OK）を押す

書換え開始します

  
　　　　書換え中

　　　　　　Ｒｅｗｒｉｔｉｎｇ

  
　　書換え完了しました
　　　再起動します
　　Ｒｅｗｒｉｔｉｎｇ　ｉｓ　ｃｏｍｐｌｅｔｅ．
　　　　Ｒｅａｄｙ　ｔｏ　ｒｅｌｏａｄ？

   

ソフトウェアの書換えが開始され、着信ランプが点灯します。書換え完了後、自動的に
FOMA端末を再起動します。
・ ソフトウェアの書換え中は、すべてのボタン操作が無効となります。更新を中止すること
もできません。

● FOMA端末が再起動すると、待受画面に「 」（ソフトウェア更新完了）が表示されます。確認
していただきたい情報がある場合は、「 」（ソフトウェア更新説明あり）が表示されます。ア
イコンを選択して通知情報を確認すると表示が消えます。

日時を予約してソフトウェアを更新する（予約更新）
ダウンロードに時間がかかる場合、サーバが混みあっている場合には、あらかじめソ
フトウェア更新を開始する日時をサーバと通信して設定しておくことができます。
例：ソフトウェア更新を2月13日（水）1:05に予約する

 1 更新方法選択画面で［予約］を選び  を押す
予約候補一覧

２／１３（水）　　１：０５
２／１３（水）　　３：４４
２／１３（水）　　４：１８
２／１３（水）　　４：４４
２／１３（水）　　５：２８
２／１３（水）　　５：５５
２／１３（水）　　６：２３
２／１３（水）　　６：５７
２／１３（水）　　７：１５
２／１３（水）　　７：５０
２／１３（水）　　８：２７
２／１３（水）　　８：５８

サーバと通信を行い、サーバの予約候補一覧を表示します。
・ ソフトウェア更新の予約では、サーバの時刻が表示されます。
その他の日時を選択する場合

 （その他）を押し、希望日、希望時間帯、希望時間を選択します。
希望時間帯選択画面ではサーバの予約空き状況が、「○：空きあり」「△：
空きわずか」「×：空きなし」と表示されます。

予約を中止する場合
 （中止）を押します。
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 2 予約する日時→［はい］を選び  を押す

　２００８／０２／１３（水）
　１：０５に
　予約しますか

　　　はい
　　　いいえ

  

　　　通信中

  

　２００８／０２／１３（水）
　１：０５に
　予約しました

   

サーバと通信を行い、予約を完了します。

予約時刻になると

　ソフトウェア更新を
　開始します

左の画面が表示されます。約5秒後に自動的にソフトウェア更新が開始さ
れ、着信ランプが点滅します。
・ 予約時刻前には、電波の十分届くところで待受画面を表示しておいて
ください。

● 他の機能を使用していると、予約時刻になっても開始しないことがありますのでご注意くだ
さい。

● 予約時刻と同じ時刻にめざまし時計/スケジュールアラームなどを設定している場合、ソフト
ウェア更新が優先され、アラームなどが鳴らないことがあります。

● 予約が完了したあとにデータ一括削除を行ったり、電池パックを外した状態または空の状態
でFOMA端末をしばらく放置すると、日付時刻がリセットされ、予約時刻になってもソフト
ウェア更新は起動しません。再度ソフトウェア更新の予約を行ってください。

予約を確認する

 1 メニューで［設定］→［管理］→［ソフトウェア更新］を選び  を押す
端末暗証番号入力画面が表示されます。

 2 端末暗証番号を入力し、  （OK）を押す

 3 ［更新実行］を選び  を押す

２００８／０２／１３（水）
１：０５に
予約されています

　　　ＯＫ
　　　変更
　　　取消

予約済みの場合は、予約内容が表示されます。
予約を変更する場合
［変更］を選択します。サーバと通信を行い、希望日時を選択します。
予約を取り消す場合
［取消］→［はい］を選択します。サーバと通信を行い、予約を取り消し
ます。
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障害を引き起こすデータから携帯電話を守る 〈スキャン機能〉

まずはじめに、パターンデータの更新を行い、パターンデータを最新にしてください。
サイトからのダウンロードやｉモードメールなど外部からFOMA端末に取り込んだ
データやプログラムについて検知して、障害を引き起こす可能性を含むデータを削除
したりアプリケーションの起動を中止します。
・ チェックのためにパターンデータを使います。パターンデータは新たな問題が発見された場合
に随時バージョンアップされますので、パターンデータを更新してください。（P.463）

・ スキャン機能は、ホームページの閲覧やメール受信などの際に携帯電話に何らかの障害を引き
起こすデータの侵入から一定の防衛手段を提供する機能です。各障害に対応したパターンデー
タが携帯電話にダウンロードされていない場合、または各障害に対応したパターンデータが存
在しない場合、本機能にて障害などの発生を防ぐことができませんので、あらかじめご了承く
ださい。

・ パターンデータは携帯電話の機種ごとにデータの内容が異なります。よって当社の都合により、
端末発売開始後3年を経過した機種向けパターンデータの配信は停止することがありますので、
あらかじめご了承ください。

スキャン機能を設定する
データやプログラムを実行する際、自動的にチェックするかどうかを設定します。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［スキャン機能］→［スキャン機能設定］を選び  
を押す
スキャン機能設定

スキャン機能
　　　　　　　　有効
メッセージスキャン
　　　　　　　　有効

［スキャン機能］ ： スキャン機能を実行するかどうかを設定します。
［メッセージスキャン］ ： スキャン機能が［有効］の場合、SMSにスキャン

機能を実行するかどうかを設定します。

 2 ［スキャン機能］に［有効］を選択する
［有効］ ： スキャン機能を実行します。障害を引き起こすデータを検出した場合、5段階の警

告レベルで表示します。
［無効］ ： スキャン機能を実行しません。
設定を変更した場合
［はい］を選択します。

 3 ［メッセージスキャン］に［有効］を選択する
［有効］ ： SMSにスキャン機能を実行します。本文に電話番号またはURLが含まれる場合、

メッセージが表示されます。
［無効］ ： SMSにスキャン機能を実行しません。
設定を変更した場合
［はい］を選択します。
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パターンデータを更新する

 1 メニューで［設定］→［管理］→［スキャン機能］→［パターンデータ更新］を選び  
を押す

　ハ゜ターンテ゛ータを
　更新しますか

　　　はい
　　　いいえ

 2 ［はい］→［はい］を選び  を押す

　携帯電話情報を
　送信します

　　　はい
　　　いいえ

  

　パターンデータ更新
　ダウンロード中

 

パターンデータが最新の場合
パターンデータの更新は不要です。このままお使いください。

● パターンデータ更新の際、お客様のFOMA端末固有の情報（機種や製造番号など）が、自動的
にサーバ（当社が管理するスキャン機能用サーバ）に送信されます。当社は送信された情報を、
スキャン機能以外の目的には利用いたしません。

● 以下の場合はパターンデータを更新できません。
 - 日付時刻を設定していないとき - 「 」が表示されているとき
 - 通話中 - セルフモード中
 - オールロック設定中 - おまかせロック設定中
 - ボタンロック設定中 - FOMAカードを挿入していないとき
 - 他の機能が動作中のとき - パソコンなど外部機器と接続中のとき
 - 国際ローミング中
● ダウンロードの途中で中止すると、それまでダウンロードされたデータは削除されます。

パターンデータを自動更新するかどうかを設定する
パターンデータの更新を自動的に行うかどうかを設定します。

 1 メニューで［設定］→［管理］→［スキャン機能］→［自動更新設定］を選び  を押す

　ハ゜ターンテ゛ータ
　自動更新設定を
　行います

　　　有効
　　　無効

［有効］ ： パターンデータを自動的に更新します。
［無効］ ： パターンデータを自動的に更新しません。

 2 ［有効］→［はい］→［はい］を選び  を押す
自動更新設定が設定されます。

次ページにつづく
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● 自動更新設定を［有効］に設定した場合、パターンデータの自動更新が完了すると、待受画面
に「 」（パターンデータ更新成功）が表示されます。パターンデータの自動更新に失敗した場
合は、「 」（パターンデータ更新推奨）が表示されます。アイコンを選択して通知情報を確認
すると表示が消えます。

● 電池パックを外した状態または空の状態でFOMA端末をしばらく放置すると、日付時刻がリ
セットされ、自動更新が正しく動作しない場合があります。

スキャン結果の表示について
障害を引き起こすデータを検出した場合、警告画面が表示されます。

■ スキャン結果の表示
警告レベル0 警告レベル1 警告レベル2 警告レベル3 警告レベル4

　正常に動作できない
　場合があります

問題要素検出

　正常に動作できない
　場合があります
　動作を中止しますか

　　　　はい
　　　　いいえ

問題要素検出

　正常に動作できない
　場合があるため
　終了します

問題要素検出

　正常に動作できない
　場合があります
　データを削除しますか

　　　　はい
　　　　いいえ

問題要素検出

　正常に
　動作できないため
　データを削除します

問題要素検出

処理を継続します。処理を中止するか
どうかを確認し
ます。

処理を中止します。処理を中止し、対
象データを削除す
るかどうかを確認
します。

処理を中止し、対
象データを削除し
ます。

■ 検出された問題要素の表示

　ＰａｄＨｔｍｌ０２６．Ｈ
　ＰａｄＨｔｍｌ０２７．Ｈ
　ＰａｄＨｔｍｌ０２５．Ｈ
　ＰａｄＨｔｍｌ０２８．Ｈ
　ＰａｄＨｔｍｌ０３０．Ｈ
　などが
　検出されました

警告画面で  （詳細）を押すと、問題要素の名前が表示されます。
・ 問題要素が6個以上検出された場合は、6個目以降の問題要素名は省略
されます。

パターンデータのバージョンを表示する

 1 メニューで［設定］→［管理］→［スキャン機能］→［バージョン表示］を選び  を
押す

ハ゜ターンテ゛ータのハ゛ーシ゛ョン

１．１

バージョン表示
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次ページにつづく

主な仕様
■ 本体
品名 FOMA SO905iCS
サイズ 高さ113ｍｍ×幅50ｍｍ×厚さ24ｍｍ（閉じているとき）
質量 約145g（電池パック装着時）
連続待受
時間

ネットワーク 3G/GSM切替
FOMA/3G 3G 移動時：約380時間

自動 移動時：約360時間
静止時：約520時間

GSM 自動 静止時：約290時間
連続通話
時間

ネットワーク 3G/GSM切替
FOMA/3G 3G 音声電話時　：約220分

テレビ電話時：約120分自動
GSM 自動 音声電話時：約230分

充電時間 ACアダプタ：約140分
DCアダプタ：約140分

液晶部 方式 ディスプレイ：TFT 1,677万色
サイズ ディスプレイ：約2.7inch
画素数 ディスプレイ：414,720画素（480ドット×864ドット）

撮像素子 種類 インカメラ：CMOS
アウトカメラ：CMOS

サイズ インカメラ：1/10inch
アウトカメラ：1/3.2inch

有効画素数 インカメラ：約32万画素
アウトカメラ：約510万画素

カメラ部 記録画素数 インカメラ：約31万画素 
アウトカメラ：約500万画素

ズーム インカメラ：ズームできません。
アウトカメラ： 最大約48.0倍
 （光学ズーム：約3.0倍×デジタルズーム：約16.0倍）

記録部 静止画記録枚数 約2,500枚（データBOXの場合）※1
静止画連続撮影 4枚
静止画ファイル形式 JPEG
動画録画時間 データBOXの場合：約434秒※2

microSDメモリーカード（64MB）の場合：約60分※3
動画ファイル形式 MP4

音楽再生 連続再生時間 ｉモーション：約420分
着うたフル®：約780分※4
WMA：約840分※4
Music&Videoチャネル：約1,140分（音声）※4、約330分（動画）

保存容量 着うた®/着うたフル® 約300.6MB

※1 画像サイズ：［QCIF（176×144ドット）］　撮影画質：［スタンダード］　ファイルサイズ：
19Kバイト

※2 下記の条件で保存できる動画1件あたりの最大録画時間
 画像サイズ：［sQCIF（128×96ドット）］　撮影種別：［映像＋音声］　
 撮影画質：［スタンダード］　ファイルサイズ制限：メール添付（大）
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※3 下記の条件で保存できる動画1件あたりの最大録画時間
 画像サイズ：［sQCIF（128×96ドット）］　撮影種別：［映像＋音声］　
 撮影画質：［スタンダード］　ファイルサイズ：制限なし
※4 バックグラウンド再生対応

■ 電池パック
品名 電池パック SO02
使用電池 リチウムイオン電池
公称電圧 DC 3.7V
公称容量 870mAh

FOMA端末の保存・登録・保護件数
種　別 保存・登録件数 保護件数

電話帳※1 最大1,000 －
スケジュール 最大300 －
テキストメモ 最大10 －
メール
（ｉモードメールと
SMSの合計）

受信メール※2 最大1,000 最大500
送信メール※2 最大500 最大250
保存メール※2 最大50 －
エリアメール※2 最大30 －
テンプレート※3 最大50 －

メッセージ メッセージR 最大20 最大20
メッセージF 最大20 最大20

ブックマーク ｉモード 最大200 －
フルブラウザ 最大200 －

画面メモ※4 最大100 最大50
ｉアプリ※2※3 最大100（メール連動型ｉアプリ最大5件

を含む） －

画像※2※5 最大2,500 －
Music&Videoチャネル（配信番組）※2 最大2 －
Music&Videoチャネル（再保存番組）※2 最大10 －
動画/ｉモーション※2※6 最大150 －
メロディ※2※6 最大200 －
キャラ電※2※6 最大50 －
PDFデータ※2※3 最大50 －
きせかえツール※2※6 最大50 －
トルカ 最大100 －
ブログ投稿サービス情報ファイル 最大22 －

※1 50件までFOMAカードに保存できます。
※2 実際の保存・登録可能件数は、データにより少なくなることがあります。
※3 お買い上げ時に登録されているデータを含みます。
※4 実際の保存・登録可能件数、保護件数は、データにより少なくなることがあります。
※5 お買い上げ時に登録されているデコメ絵文字、お買い上げ時に［スーパーモンキーボール］フォ

ルダに登録されている画像を含みます。
※6 お買い上げ時に登録されているデータを含みません。
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携帯電話機の比吸収率などについて
★ Mobile Phone GSM/GPRS 900/1800/1900＆UMTS JP/EU

携帯電話機の比吸収率（SAR）について
この機種FOMA SO905iCSの携帯電話機は、国が定めた電波の人体吸収に関する技
術基準に適合しています。
この技術基準は、人体頭部のそばで使用する携帯電話機などの無線機器から送出される電波が人
間の健康に影響を及ぼさないよう、科学的根拠に基づいて定められたものであり、人体側頭部に
吸収される電波の平均エネルギー量を表す比吸収率（SAR：Specific Absorption Rate）につい
て、これが2W/kg※の許容値を超えないこととしています。この許容値は、使用者の年齢や身体
の大きさに関係なく十分な安全率を含んでおり、世界保健機関（WHO）と協力関係にある国際非電
離放射線防護委員会（ICNIRP）が示した国際的なガイドラインと同じものとなっています。
すべての機種の携帯電話機は、発売開始前に、電波法に基づき国の技術基準に適合していること
の確認を受ける必要があります。この携帯電話機FOMA SO905iCSのSARの値は0.424W/kgで
す。この値は、財団法人テレコムエンジニアリングセンターによって取得されたものであり、国
が定めた方法に従い、携帯電話機の送信電力を最大にして測定された最大の値です。個々の製品
によってSARに多少の差異が生じることもありますが、いずれも許容値を満足しています。また、
携帯電話機は、携帯電話基地局との通信に必要な最低限の送信電力になるよう設計されているた
め、実際に通話している状態では、通常SARはより小さい値となります。

SARについて、さらに詳しい情報をお知りになりたい方は、下記のホームページをご参照くだ
さい。
総務省のホームページ
 http://www.tele.soumu.go.jp/j/ele/index.htm
社団法人電波産業会のホームページ
 http://www.arib-emf.org/index.html
ドコモのホームページ
 http://www.nttdocomo.co.jp/product/
ソニー・エリクソン・モバイルコミュニケーションズ株式会社のホームページ
 http://www.SonyEricsson.co.jp/product/SAR/

※ 技術基準については、電波法関連省令（無線設備規則第14条の2）で規定されています。

Radio Wave Exposure and Specific Absorption Rate (SAR) Information

United States & Canada
THIS PHONE MODEL HAS BEEN CERTIFIED IN COMPLIANCE WITH THE 
GOVERNMENT’S REQUIREMENTS FOR EXPOSURE TO RADIO WAVES.

The SO905iCS mobile phones have been designed to comply with applicable safety 
requirements for exposure to radio waves. Your wireless phone is a radio transmitter 
and receiver. It is designed to not exceed the limits* of exposure to radio frequency 
(RF) energy set by governmental authorities. These limits establish permitted levels 
of RF energy for the general population. The guidelines are based on standards 
that were developed by international scientific organizations through periodic and 
thorough evaluation of scientific studies. The standards include a safety margin 
designed to assure the safety of all individuals, regardless of age and health.

次ページにつづく
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The radio wave exposure guidelines employ a unit of measurement known as the 
Specific Absorption Rate (SAR). Tests for SAR are conducted using standardized 
methods with the phone transmitting at its highest certified power level in all used 
frequency bands. While there may be differences between the SAR levels of various 
phone models, they are all designed to meet the relevant guidelines for exposure to 
radio waves. For more information on SAR, please refer to the safe and efficient use 
chapter in the User Guide.

The highest SAR value as reported to the authorities for this phone model when tested 
for use by the ear is 0.62 W/kg*, and when worn on the body is 0.26 W/kg* for speech 
and 0.35 W/kg* for data calls. Body worn measurements are made while the phone 
is in use and worn on the body with a Sony Ericsson accessory supplied with or 
designated for use with this phone. It is therefore recommended that only Ericsson and 
Sony Ericsson original accessories be used in conjunction with Sony Ericsson phones.

**Before a phone model is available for sale to the public in the US, it must be tested 
and certified by the Federal Communications Commission (FCC) that it does not exceed 
the limit established by the government-adopted requirement for safe exposure*. The 
tests are performed in positions and locations (i.e., by the ear and worn on the body) as 
required by the FCC for each model. The FCC has granted an Equipment Authorization 
for this phone model with all reported SAR levels evaluated as in compliance with the 
FCC RF exposure guidelines. While there may be differences between the SAR levels 
of various phones, all mobile phones granted an FCC equipment authorization meet 
the government requirement for safe exposure. SAR information on this phone model is 
on file at the FCC and can be found under the Display Grant section of http://www.fcc.
gov/oet/fccid after searching on FCC ID PY7A3624021 Additional information on SAR 
can be found on the Cellular Telecommunications & Internet Association (CTIA) website 
at http://www.phonefacts.net.

* In the United States and Canada, the SAR limit for mobile phones used by 
the public is 1.6 watts/kilogram (W/kg) averaged over one gram of tissue. The 
standard incorporates a margin of safety to give additional protection for the 
public and to account for any variations in measurements.

** This paragraph is only applicable to authorities and customers in the United 
States.

Europe
This mobile phone model SO905iCS has been designed to comply with applicable 
safety requirements for exposure to radio waves. These requirements are based on 
scientific guidelines that include safety margins designed to assure the safety of all 
persons, regardless of age and health.

The radio wave exposure guidelines employ a unit of measurement known as the 
Specific Absorption Rate, or SAR．Tests for SAR are conducted using standardized 
methods with the phone transmitting at its highest certified power level in all used 
frequency bands.

While there may be differences between the SAR levels of various phone models, 
they are all designed to meet the relevant guidelines for exposure to radio waves.



469

付
録
／
外
部
機
器
連
携
／
困
っ
た
と
き
に
は

For more information on SAR, please refer to the safety chapter in the User’s Guide.

SAR data information for residents in countries that have adopted the SAR limit 
recommended by the International Commission of Non-lonizing Radiation Protection 
(ICNIRP), which is 2 W/kg averaged over ten (10) gram of tissue (for example 
European Union, Japan, Brazil and New Zealand):

The highest SAR value for this model phone tested by Sony Ericsson for use at the 
ear is 1.01 W/kg (10g).

Radio Frequency (RF) Exposure and SAR
Your mobile phone is a low-power radio transmitter and receiver. 
When it is turned on, it emits low levels of radio frequency energy (also known as 
radio waves or radio frequency fields). 

Governments around the world have adopted comprehensive international safety 
guidelines, developed by scientific organizations, e.g. ICNIRP (International 
Commission on Non-Ionizing Radiation Protection) and IEEE (The Institute of 
Electrical and Electronics Engineers Inc.), through periodic and thorough evaluation 
of scientific studies. These guidelines establish permitted levels of radio wave 
exposure for the general population. The levels include a safety margin designed to 
assure the safety of all persons, regardless of age and health, and to account for any 
variations in measurements.

Specific Absorption Rate (SAR) is the unit of measurement for the amount of radio 
frequency energy absorbed by the body when using a mobile phone. The SAR value 
is determined at the highest certified power level in laboratory conditions, but the 
actual SAR level of the mobile phone while operating can be well below this value. 
This is because the mobile phone is designed to use the minimum power required to 
reach the network. 

Variations in SAR below the radio frequency exposure guidelines do not mean that 
there are variations in safety. While there may be differences in SAR levels among 
mobile phones, all Sony Ericsson mobile phone models are designed to meet radio 
frequency exposure guidelines.

Before a phone model is available for sale to the public, it must be tested and 
certified to the FCC that it does not exceed the limit established by the government-
adopted requirement for safe exposure. The tests are performed in positions and 
locations (that is, at the ear and worn on the body) as required by the FCC for each 
model. For body worn operation, this phone has been tested and meets FCC RF 
exposure guidelines when the handset is positioned a minimum of 15 mm from 
the body without any metal parts in the vicinity of the phone or when used with the 
original Sony Ericsson body worn accessory intended for this phone. Use of other 
accessories may not ensure compliance with FCC RF exposure guidelines.

SAR information for this mobile phone model is included with the material that comes 
with this mobile phone. This information can also be found, together with more 
information on radio frequency exposure and SAR, on: 
www.sonyericsson.com

次ページにつづく
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Guidelines for Safe and Efficient Use
 Please read this information before using your mobile phone.

These instructions are intended for your safety. Please follow these guidelines. If the 
product has been subject to any of the conditions listed below or you have any doubt 
as to its proper function make sure you have the product checked by a certified 
service partner before charging or using it. Failure to do so might entail a risk of 
product malfunction or even a potential hazard to your health.

Recommendations for safe use of product (mobile phone, battery, charger and other 
accessories)

□ Always treat your product with care and keep it in a clean and dust-free place.
□ Warning! May explode if disposed of in fire.
□ Do not expose your product to liquid or moisture or humidity.
□ Do not expose your product to extremely high or low temperatures. Do not expose 

the battery to temperatures above +35°C (+95°F).
□ Do not expose your product to open flames or lit tobacco products.

□ Do not drop, throw or try to bend your product.
□ Do not paint your product.
□ Do not attempt to disassemble or modify your product.

□ Do not close your product with an object inserted between keypad and display if 
you have a clamshell phone; this may damage your product.

□ Do not use your product near medical equipment without requesting permission 
from your treating physician or authorized medical staff.

□ Do not use your product when in, or around aircraft, or areas showing the sign “turn 
off two-way radio”.

□ Do not use your product in an area where a potentially explosive atmosphere 
exists.

□ Do not place your product or install wireless equipment in the area above an air 
bag in your car.

□ Caution: Cracked or broken displays may create sharp edges or splinters that 
could be harmful upon contact.

CHILDREN 

KEEP OUT OF CHILDRENS REACH. DO NOT ALLOW CHILDREN TO PLAY WITH 
YOUR MOBILE PHONE OR ITS ACCESSORIES. THEY COULD HURT THEMSELVES 
OR OTHERS, OR COULD ACCIDENTALLY DAMAGE THE MOBILE PHONE OR 
ACCESSORY. YOUR MOBILE PHONE OR ITS ACCESSORY MAY CONTAIN SMALL 
PARTS THAT COULD BECOME DETACHED AND CREATE A CHOKING HAZARD.
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Power supply (Charger)

Connect the AC power adapter only to designated power sources as marked on the 
product. Make sure the cord is positioned so that it will not be subjected to damage 
or stress. To reduce risk of electric shock, unplug the unit from any power source 
before attempting to clean it. The AC power adapter must not be used outdoors or in 
damp areas. Never alter the cord or plug.

Battery

We recommend that you fully charge the battery before you use your mobile phone 
for the first time. A new battery or one that has not been used for a long time could 
have reduced capacity the first few times it is used. The battery should only be 
charged in temperatures between +5°C (+41°F) and +35°C (+95°F).

Use only original batteries intended for use with your mobile phone. Using other 
batteries and chargers could be dangerous.

Talk and standby times depend on several different conditions such as signal 
strength, operating temperature, application usage patterns, features selected and 
voice or data transmissions when the mobile phone is being used.

Turn off your mobile phone before removing the battery. Do not put the battery into 
your mouth. Battery electrolytes may be toxic if swallowed. Do not let the metal 
contacts on the battery touch another metal object. Doing this could short-circuit and 
damage the battery. Use the battery for the intended purpose only.

Personal medical devices

Mobile phones may affect the operation of pacemakers and other implanted 
equipment. Please avoid placing the mobile phone over the pacemaker, e.g. in your 
breast pocket. When using the mobile phone, use it at the ear on the opposite side 
of the body to the pacemaker. If a minimum distance of 22 cm (8.7 inches) is kept 
between the mobile phone and the pacemaker, the risk of interference is limited. If 
you have any reason to suspect that interference is taking place, immediately turn off 
your mobile phone. Contact your medical doctor for more information.

For other medical devices, please consult your physician and the manufacturer of 
the device.

Driving

Please check if local laws and regulations restrict the use of mobile phones while 
driving or require drivers to use handsfree solutions.

For the use of mobile phones in the vehicle, please follow instructions from vehicle 
manufacturers.

Always pay full attention to driving and pull off the road and park before making or 
answering a call if driving conditions so require.

次ページにつづく
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Emergency calls

Mobile phones operate using radio signals, which cannot guarantee connection 
in all conditions. You should therefore never rely solely upon any mobile phone for 
essential communications (e.g. medical emergencies).

Emergency calls may not be possible in all areas, on all cellular networks, or when 
certain network services and/or mobile phone features are in use. Check with your 
local service provider.

Efficient use

Hold your mobile phone as you would any other phone. Do not cover the hinge area 
when the phone is in use, as this affects call quality and may cause the phone to 
operate at a higher power level than needed, thus shortening talk and standby times.

Disposal of old electrical and electronic equipment 

This symbol indicates that all electrical and electronic equipment included shall not 
be treated as household waste. Instead it shall be left at the appropriate collection 
point for recycling of electrical and electronic equipment. By ensuring this product is 
disposed of correctly, you will help prevent potential negative consequences for the 
environment and human health, which could otherwise be caused by inappropriate 
waste handling of this product. The recycling of materials will help to conserve 
natural resources. For more detailed information about recycling this product, please 
contact your local city office, your household waste disposal service or the shop 
where you purchased the product.

Disposing of the battery 

Please check local regulations for disposal of batteries or call your local Sony 
Ericsson Call Center for information.

The battery should never be placed in municipal waste. Use a battery disposal 
facility if available.

Memory Card

If your product comes complete with a removable memory card, it is generally 
compatible with the handset purchased but may not be compatible with other 
devices or the capabilities of their memory cards. Check other devices for 
compatibility before purchase or use. If your product is equipped with a memory 
card reader, check memory card compatibility before purchase or use.

Memory cards are generally formatted prior to shipping. To reformat the memory 
card, use a compatible device. Do not use the standard operating system format 
when formatting the memory card on a PC. For details, refer to the operating 
instructions of the device or contact customer support.
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WARNING:

If your device requires an adapter for insertion into the handset or another device, do 
not insert the card directly without the required adapter.

Precautions on Memory Card Use

□ Do not expose the memory card to moisture.
□ Do not touch terminal connections with your hand or any metal object.
□ Do not strike, bend, or drop the memory card.
□ Do not attempt to disassemble or modify the memory card.
□ Do not use or store the memory card in humid or corrosive locations or in 

excessive heat such as a closed car in summer, in direct sunlight or near a heater, 
etc.

□ Do not press or bend the end of the memory card adapter with excessive force.
□ Do not let dirt, dust, or foreign objects get into the insert port of any memory card 

adapter.
□ Check you have inserted the memory card correctly.
□ Insert the memory card as far as it will go into any memory card adapter needed. 

The memory card may not operate properly unless fully inserted.
□ We recommend that you make a backup copy of important data. We are not 

responsible for any loss or damage to content you store on the memory card.
□ Recorded data may be damaged or lost when you remove the memory card or 

memory card adapter, turn off the power while formatting, reading or writing data, 
or use the memory card in locations subject to static electricity or high electrical 
field emissions.

Protection of personal information

To safeguard your privacy and prevent information being accessible to a third 
party, you should erase all personal data before selling or disposing of the product. 
To delete personal data, perform a master reset, remove the memory card or 
format the media memory. DELETION OF MATERIAL FROM THE PHONE AND 
MEDIA MEMORIES DOES NOT ENSURE THAT SAID INFORMATION CANNOT BE 
RECOVERED BY A SUBSEQUENT USER. DoCoMo/SONY ERICSSON DOES NOT 
WARRANT AGAINST A SUBSEQUENT USER OF THE DEVICE ACCESSING YOUR 
INFORMATION AND DOES NOT ASSUME ANY RESPONSIBILITY FOR SUBSEQUENT 
DISCLOSURE OF SAID INFORMATION EVEN IF A MASTER RESET AND A MEDIA 
MEMORY FORMAT HAS BEEN PERFORMED. If you are concerned about such 
potential disclosure retain your device or secure its permanent destruction.

Accessories

DoCoMo recommends use of DoCoMo’s original accessories for safe and efficient 
use of its products. Use of third-party accessories may decrease performance or 
pose a risk to your health or safety.

次ページにつづく
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LOUDNESS WARNING:

Please adjust the audio volume cautiously when using third-party audio accessories 
to avoid volume levels that may be harmful to your hearing. DoCoMo does not test 
use of third-party audio accessories with this mobile phone. DoCoMo recommends 
using only DoCoMo’s original audio accessories.

FCC Statement
This device complies with Part 15 of the FCC rules. Operation is 
subject to the following two conditions：
(1) This device may not cause harmful interference, and
(2) This device must accept any interference received, including 

interference that may cause undesired operation.

Declaration of Conformity for SO905iCS
We, Sony Ericsson Mobile Communications AB of Nya Vattentornet SE-221 88 Lund, 
Sweden declare under our sole responsibility that our product 

Sony Ericsson type AAD-3624021-BV 

and in combination with FOMA global AC charger 01(MODEL:MAS-BH0008-A 002), 
to which this declaration relates is in conformity with the appropriate standards 
EN 301 511:V9.0.2, EN 301 908-1:V2.2.1, EN 301 908-2:V2.2.1, EN 301 489-24:
V1.3.1, EN 301 489-7:V1.3.1, EN 301 489-3:V1.4.1, EN 302 291-2:V1.1.1, and EN 
60950-1:2006, following the provisions of, Radio Equipment and Telecommunication 
Terminal Equipment Directive 1999/5/EC

Lund, December 2007 

0682
 Signature

Yukio Kubota, Head of Product Business Unit JAPAN 

われわれはR&TTE指令の要求事項を満たしています（1999/5/EC）
We fulfill the requirements of the R&TTE Directive (1999/5/EC)
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輸出管理規制について
本製品および付属品は、日本輸出管理規制（「外国為替及び外国貿易法」およびその関
連法令）の適用を受ける場合があります。本製品および付属品を輸出する場合は、お
客様の責任および費用負担において必要となる手続きをお取りください。詳しい手続
きについては、経済産業省へお問い合わせください。
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索引

索引の引きかた

本索引は「五十音順目次」として利用できます。各用語の下に、関連する用語をまとめています。
画面に表示される機能名称だけでなく、機能をまとめて用語を収録しています。

例： ｉアプリの音量を調節したいとき 
音量調節
効果音設定 ................112
着信音量 ...................109
ボタン確認音量 ..........111
ミュージック .....304, 346
メロディ ...................305
ｉアプリ ...................112
ｉモーション .............296

 
ｉアプリ .......................238
アイコン情報 .............241
個別設定 ...................241
実行 .........................239
自動起動 ...................246
証明書表示 ................240
ソフト音量設定 ..........112
ソフト情報表示 ..........239

あ
アイコン .................30, 154
アイコン設定 .................123
明るさ調節 ....................121
空き容量不足 .................326
アニメーション設定 .......120
アフターサービス...........454
アプリケーション設定 ....373
アラーム
スケジュールアラーム ...365
めざまし時計 .............360
料金上限値通知 ..........371

暗証番号変更 .................132
安全上のご注意 ................12
アンテナ .........................27
イヤホン切替設定...........114
イヤホンスイッチ発信設定

 ................................375
イヤホン設定 .........114, 375
イヤホンマイク ..............374
イヤホンマイク設定 .......376
インターネット ..............191
文字サイズ ................127

英語ガイダンス ..............395
エニーキーアンサー .........67

絵文字 ..........................386
絵文字一覧 ................432

エラーメッセージ...........446
エリアメール .................233
受信 .........................233

エリアメール設定...233, 234
受信設定 ...................233
受信登録 ...................234
ブザー鳴動時間 ..........234
ブザー鳴動設定 ..........234

遠隔操作設定 .................397
応答保留 .........................68
オート着信設定 ..............375
オープン時内容編集 .......354
オールロック .................135
お買い上げ時設定一覧

 ........................378, 420
おサイフケータイ...........254
利用 .........................255
ICカードロック .........262

おサイフケータイ
対応ｉアプリ .............255
起動 .........................255

オプション・関連機器 ....439
オペレータ名表示設定 ....416
おまかせロック ..............136

音楽再生 ...............303, 345
音楽付スライドショー ....291
音声通話品質アラーム ....114
音声電話
アニメーション設定 ....120
エニーキーアンサー ......67
応答保留 .....................68
クイック伝言メモ .........74
ささやき通話 ...............68
着信拒否 .....................65
着信設定 ...................108
着信中オープン動作設定 ...67
通話中クローズ動作設定 ...67
通話中保留 ..................68
テレビ電話切替 ............54
発着信表示設定 ..........121
ハンズフリー ...............53
不在着信 .....................71

音声電話切替 ...................54
音声メモ .................74, 369
音量調節
効果音設定 ................112
受話音量 ...................112
着信音量 ...................109
ボタン確認音量 ..........111
ミュージック .....304, 346
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メロディ ...................305
GPS .........................113
ｉアプリ ...................112
ｉモーション .............296
Music&Videoチャネル ...340

か
カーソル .........................28
海外用サービス ..............418
海外利用
国際ローミング設定

 ....415, 416, 417, 418
電話を受ける .............414
電話をかける .............414

ガイド表示 ..............33, 117
開閉時自動ロック/解除 ...141
顔文字一覧  ...................433
学習情報リセット...........389
各部の名称と機能.............26
画像取得 .......................194
カメラ ..........................150
アイコン ...................154
位置情報自動付加設定 ...171
オートフォーカス設定 ...173
顔検出 ......................162
カメラ切替 ................159
共通再生モード ..........175
グラフィカルメニュー ....157
グリッドライン ..........174
高感度撮影 ................166
サイズ選択 ................159
撮影画質 ...................178
撮影可能時間の目安 ...152, 153
撮影可能枚数の目安 ....151
撮影種別 ...................182
撮影モード ................163
シーンセレクション ....160
自動保存 ...................178
シャッター音 .............180
常時点灯設定 .............121
ズーム調節 ................161
スマイルシャッター ....163
静止画撮影 ................155

セルフタイマー ..........173
測光モード ................176
ダイレクトボタン .......158
調整リセット .............177
デコフォト ................164
デジタルズーム ..........179
手ブレ補正 ................180
動画撮影 ...................170
バーコードリーダー ....183
パノラマ撮影 .............165
ピクチャエフェクト ....176
ビューア ...................353
ファイルサイズ制限 ....181
ファイル番号リセット ...181
フォトライト .............174
フラッシュ ................174
フレーム撮影 .............169
ブログ投稿 ................358
保存先選択 ................177
ホワイトバランス .......175
本体縦横自動判別 .......179
マルチフォーカス設定 ....172
メール添付 ........156, 170
連続撮影 ...................168
BestPic™ ................167
EV補正 .....................162
Picture Motion Browser ...440
SD保存時ミニフォト複製...178

画面/音設定リセット ......125
画面メモ
削除 .........................194
表示 .........................193
保護設定/解除 ............194
保存 .........................193
URL表示 ..................193

カラーテーマ設定...........124
カレンダー ............118, 366
カレンダー /時計表示設定

 ................................118
記号 .............................386
記号・特殊文字一覧 ....431

きせかえ設定 .................123
きせかえツール ......124, 305
一覧表示切替 .............322

移動 .........................320
削除 .........................321
詳細情報 ...................322
ソート ......................321
フォルダ情報表示 .......322
フォルダ操作 .............319

きせかえメニュー...........125
起動メニュー設定...........123
機能メニュー ...................35
キャッシュ ....................188
キャッチホン .................393
キャラ電 .......................302
アクション一覧 ....75, 302
アクション切替 ....75, 303
アクション入力モード ...75
キャラ電設定 .............303
キャラ電発信 .......75, 303
削除 .........................321
詳細情報 ...................322
ソート ......................321
代替画像設定 .............303
DTMF送出モード.........75

緊急速報「エリアメール」
 ................................233

クイック伝言メモ.............74
クイックマニュアル .......490
区点コード ....................388
国番号 ............................60
効果音設定 ....................112
公共モード（電源OFF） .....70
公共モード（ドライブモード）

 ..................................69
コード読み取り ..............183
国際ダイヤルアシスト設定

 ..................................62
国際電話 .........................61
国際プレフィックス .........60
国際ローミング ..............410
国際ローミング設定

 ........415, 416, 417, 418
故障かな？と思ったら ....444
こんな表示がでたら .......446

次ページにつづく
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さ
サービスダイヤル...........396
在圏状態 .......................417
再接続アラーム音.............64
サイト表示 ....................187
ささやき通話 ...................68
サブアドレス設定.............63
シークレットコード .........96
シークレット登録
スケジュール .............364
電話帳 ........................96
電話番号表示 ...............46

シークレット表示...........141
辞書
削除 .........................389
辞書情報表示 .............389
辞書フォルダ .............389
辞書名編集 ................389
ダウンロード .............195
登録 .........................388
並べ替え ...................390

自動設定 .......................121
車載ハンズフリー.............64
充電 ...............................40
充電確認音 ................111
充電時間 .....................40
常時点灯設定 .............121

受信メール ....................219
受話音量 .......................112
仕様 .............................465
上限値通知アイコン消去

 ................................371
常時点灯設定 .................121
省電力モード .................122
証明書

 187, 198, 199, 240, 284
照明設定 .......................121
初期設定 .........................43
ジョグ設定 ....................376
新規メール作成 ..............207
スイッチ付イヤホンマイク

 ................................374
スキャン機能 .................462

自動更新設定 .............463
スキャン機能設定 .......462
バージョン表示 ..........464
パターンデータ更新 ....463

スケジュール
休祝日設定 ................367
削除 .........................366
シークレット表示 .......141
スケジュールアラーム設定 ...365
赤外線送信 ................329
登録 .........................363
登録件数確認 .............368
日付指定表示 .............366
表示 .........................366
保存 .........................312
メール添付 ................212
ｉC送信 ....................332

スケジュール設定...365, 367
スタンダードメニュー ....420
ステレオ・3Dサウンド ...111
静止画編集 ....................292
回転 .........................294
画像効果 ...................294
画像スタンプ .............292
サイズ変換 ................294
ズーム切出し .............293
テキストスタンプ .......293
フレーム ...................292

赤外線通信 ....................327
受信 .........................329
送信 .........................329
リモコン機能 .............331
IrSS™送信................330

積算時間表示 .................369
積算通話料金 .................369
積算リセット .................370
積算料金自動リセット ....370
セキュリティスキャン機能
（スキャン機能） ..........462
設定リセット .................376
リセット一覧 .....378, 420

セルフモード .................137
センター接続先選択 .......200
送信メール ....................219

ソフトウェア更新...........456
更新実行 ...................459
自動更新設定 .............458
即時更新 ...................460
予約更新 ...................460

ソフト音量設定 ..............112
ソフトキー表示 ..............117

た
タイマー（T） ....................54
ダイヤル発信制限...........139
ダイヤルボタンの文字
割り当て一覧 .............430

ダウンロード
画像 .........................194
きせかえツール ..........195
キャラ電 ...................195
辞書 .........................195
着うたフル® ..............344
テンプレート .............195
トルカ ......................195
ブログ投稿サービス情報ファイル ...195
メロディ ...................195
ｉアプリ ...................238
ｉモーション .............201
Music&Videoチャネル ....338
PDFデータ ................195

卓上ホルダ ......................41
端末暗証番号 .................130
変更 .........................132

知的財産権について .........21
着うたフル® ..................344
着信許可/拒否 ................143
着信拒否 .........................65
着信設定 .......................108
着信中オープン動作設定 ...67
着信呼出動作設定...........145
着信履歴 .........................55
削除 ...........................57
詳細情報表示 ...............57
電話帳登録 ..................99
文字サイズ ................127

着もじ ............................58
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電話をかける ...............59
メッセージ作成 ............58
メッセージ表示設定 ......58

追加サービス .................402
通信モード ....................314
ツータッチダイヤル .......104
通知情報表示 ...................32
通知発信/非通知発信 ........60
通話時間表示 .................369
通話中クローズ動作設定 ...67
通話中着信設定 ..............396
通話中着信動作選択 .......396
通話中保留 ......................68
通話料金表示 .................369
定型文 ..........................385
定型文一覧 ................434
編集 .........................386

ディスプレイ ...................30
アイコン .............30, 154
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プレイリスト .........297, 348
プレフィックス ................60
プレフィックス設定 .........61
ブログ投稿 ....................358
閲覧 .........................360
投稿 .........................359
登録 .........................358

ポーズ（P） .......................53
保護件数 .......................466
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添付ファイル保存 .......218
表示  ........................231
保護設定/解除 ............232
マルチタスク中受信設定 ...229
メッセージ自動表示 ....230
ｉモード問合せ ..........231
ｉモード問合せ設定 ....227

メッセージF ..................231
メッセージR .................231
メニュー .........................33
メニュー一覧 .................420
メニュー画面リセット ....124

次ページにつづく



484

索
引
／
ク
イ
ッ
ク
マ
ニ
ュ
ア
ル

メニュー切替 ...................35
メニュー設定 .................123
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再生 .........................304
削除 .........................321
詳細情報 ...................322
赤外線送信 ................329
ソート ......................321
フォルダ情報表示 .......322
フォルダ操作 .............319
ポイント再生 .............305
保存 .........................312
メール添付 ................212
ｉC送信 ....................332

メロディコール設定 .......115
文字サイズ一括設定 .......127
文字サイズ個別設定 .......127
文字サイズ設定 ..............127
文字入力 .......................382
絵文字 ..............386, 432
絵文字・記号モード ....382
カーソル自動移動 .......385
学習情報リセット .......389
記号 .................386, 431
切取 .........................387
区点コード ................388
候補内キー操作 ..........385
コピー ......................388
削除 .........................382
辞書フォルダ .............389
全角/半角切替 ............382
挿入 .........................382
通常辞書編集  ............388
通常変換 ...................384
定型文 ..............385, 434
定型文編集 ................386
電話帳引用 ................387
バーコードリーダー ....387
貼付 .........................387
マイデータ引用 ..........387
文字モード ................382

文字割り当て一覧 .......430
元に戻す ...................383
予測辞書編集 .............388
予測変換 ...................383
予測変換切替 .............384

文字入力設定 ........384, 385, 
386, 388, 389

や
ユーザ証明書操作...........199
優先順位 .......111, 126, 362
優先ネットワーク設定 ....416
輸出管理規制 .................475

ら
ライフタイムカレンダー

 ................................355
想い出自動表示設定 ....358
セキュリティデータ表示 ....358
表示 .........................355
表示設定 ...................358
ライフタイムカレンダー設定 ...357

ライフタイムカレンダー設定
 ................................373

ラストURL ...................187
リセット一覧 .........378, 420
リダイヤル ......................55
削除 ...........................57
詳細情報表示 ...............57
電話帳登録 ..................99
文字サイズ ................127

料金上限値通知設定 .......371
履歴設定 .......................141
履歴表示設定 .................141
留守番電話サービス .......392
ローミングガイダンス設定

 ................................417
ローミング時着信規制 ....417

英数字
＋ ..................................54

186/184.........................60
2in1 .............................398
2in1設定 ......................399
3G/GSM切替 ...............415
ACアダプタ ....................41
AV Phone To機能 .........196
DCアダプタ  ...................41
FeliCa .........................254
おサイフケータイ .......254
おサイフケータイ対応ｉアプリ ...255
ICカードロック .........262

FirstPass .....................199
Flash ...........................189
効果音設定 ................112

FOMAカード ..................36
取付け/取外し ..............36
本体メモリへコピー ....317
FOMAカードへコピー...316
PIN1コード/PIN2コード ...133

FOMAカード機能差分 .....38
FOMAカード設定..........132
FOMAカード電話帳 ........94
登録 ...........................98

FOMAカード動作制限機能
 ..................................37

FOMA端末から利用できる
サービス ...................438

FOMA端末電話帳............94
GPS ............................264
位置情報取得 .............277
位置情報付加 .............277
位置情報利用 .............277
位置提供 ...................270
位置提供可否設定 .......271
位置履歴 ...................276
音/ランプ設定 ............113
現在地確認 ................264
現在地通知 ................274
現在地通知先登録 .......275
サービス利用設定 .......274
接続先設定 ................274
測位モード設定 ..........278
対応ｉアプリ .............265
GPSボタン設定 .........278



485

索
引
／
ク
イ
ッ
ク
マ
ニ
ュ
ア
ル

GPS設定 .............113, 271, 
274, 275, 278

ｉアプリ .......................238
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チャプター一覧 ..........341
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 ................................440
PIN1コード/PIN2コード

 ................................131
PINロック解除 ..........133
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アニメーション設定 ....120
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URL
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履歴 .................191, 283
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索
引
／
ク
イ
ッ
ク
マ
ニ
ュ
ア
ル

クイックマニュアル

クイックマニュアルの使いかた
本書に綴じ込みされているクイックマニュアルは、切取り線で切取り、下記のように
折って携帯してください。
クイックマニュアル「海外利用編」は、海外で国際ローミング（WORLD WING）をご
利用いただく際に携帯してください。

■ 切取りかた
切取り線でクイックマニュアルのページを切取ります。

切取り線

■ 折りたたみかた
表紙面が見えるように、折り線にあわせて折りたたんでお使いください。

1 2 3

表紙

 

表紙

 

表紙



1
2

37
6

5
4

切
取
り
線

  
ク
イ
ッ
ク
マ
ニ
ュ
ア
ル

■
 総
合
お
問
い
合
わ
せ
先

 
〈

D
oC

oM
o イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
〉

 
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
か
ら
の
場
合

 （
局
番
な
し
の
） 151

 （
無
料
）

※
 一
般
電
話
な
ど
か
ら
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

 
一
般
電
話
な
ど
か
ら
の
場
合

 0120-800-000
※

 携
帯
電
話
、PHS か

ら
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

■
 故
障
お
問
い
合
わ
せ
先

 
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
か
ら
の
場
合

 （
局
番
な
し
の
） 113

 （
無
料
）

※
 一
般
電
話
な
ど
か
ら
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

 
一
般
電
話
な
ど
か
ら
の
場
合

 0120-800-000
※

 携
帯
電
話
、PHS か

ら
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

●
 ダ
イ
ヤ
ル
の
番
号
を
よ
く
ご
確
認
の
上
、

お
間
違
い
な
い
よ
う
お
か
け
く
だ
さ
い
。

文
字
入
力

 （
P.382 ）

確
定

絵
／記
文
字

機
能

残
５１０　　

　
　
漢

カナＡａ１２

ＭＥＮＵ　

あ テ
キ
ス
ト
メ
モ
入
力




※
 画
面
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。


 入
力
可
能
な
文
字
の
バ
イ
ト
数

・
 半
角
文
字
は

1 バ
イ
ト
、
全
角
文
字

は
2 バ
イ
ト
に
な
り
ま
す
。


 文
字
モ
ー
ド

/ 絵
文
字
・
記
号
モ
ー
ド

■
 文
字
モ
ー
ド
の
切
替

 （
文
字
）

・
 半
角
の
場
合
：
押
す
た
び
に［
漢
］→［

カナ］
→［

Ａａ］→［
１２］の

順
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

・
 全
角
の
場
合
：
押
す
た
び
に［
漢
］→［
カ
］

→［
Ａ
］→［
１
］の
順
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

■
 絵
文
字
・
記
号
モ
ー
ド
の
切
替

 （
絵

/ 記
）

・
 押
す
た
び
に［
ラ
ン
キ
ン
グ
］→［

絵
文

字
］→［

絵
文
字

D
］→［

記
号
］の
順
に
切

り
替
わ
り
ま
す
。

 ［
絵
文
字

D
］は
メ
ー
ル
本
文
入
力
画
面
、

署
名
編
集
画
面
で
の
み
選
択
で
き
ま
す
。

■
 全
角

/ 半
角
の
切
替

 （
機
能
）→［

全
角

/ 半
角
切
替
］

■
 同じボタンに割り当てられた文字の連続入力

最
初
の
文
字
を
入
力
し
た
あ
と
で

 
 を

押
す
か
、
少
し
待
つ
と
カ
ー
ソ
ル
が
移
動

■
 文
字
の
削
除

・
 

 を
短
く
押
す
と
、
カ
ー
ソ
ル
位
置

の
文
字
が
削
除
さ
れ
ま
す
。
カ
ー
ソ
ル

が
文
末
に
あ
る
と
き
は
、
最
後
の
文
字

が
削
除
さ
れ
ま
す
。

・
 

 を
1 秒
以
上
押
す
と
、
カ
ー
ソ
ル

以
降
の
文
字
が
す
べ
て
削
除
さ
れ
ま
す
。

カ
ー
ソ
ル
が
文
末
に
あ
る
と
き
は
、
す

べ
て
の
文
字
が
削
除
さ
れ
ま
す
。

■
 文
字
の
挿
入

挿
入
す
る
場
所
に
カ
ー
ソ
ル
移
動
し
、
入
力

■
 文
節
の
区
切
り
変
更

 
 で
カ
ー
ソ
ル
移
動

■
 元
に
戻
す

 （
機
能
）→［
元
に
戻
す
］

F
O

M
A
端
末
電
話
帳
登
録

 （
P.95 ）

 1 待
受
画
面
で

 
 （

）→
 

 （新
規
）

 2 ［
本
体
メ
モ
リ
］→

 

　
　０００

　
　　
グ
ル
ー
プ
な
し

　
　　
一
般
電
話

　
　　
携
帯
メ
ー
ル

１ 

　
　ＯＦＦ 

　詳
細

　設
定

　基
本

FO
M

A
カ
ー
ド
電
話

帳
に
登
録
す
る
場
合

［
FO

M
A
カ
ー
ド

（
U

IM
）］を

選
択

し
ま
す
。

 3 基
本
画
面
の
各
項
目
を
登
録

 4 
 →
詳
細
画
面
の
各
項
目
を
登
録

 5 
 →
設
定
画
面
の
各
項
目
を
登
録

 6 
 （
完
了
）

■
 登
録
で
き
る
項
目

：
 名
前（
必
須
）

全
角

16 文
字

/ 半
角

32 文
字
以
内
で
入
力
し
ま
す
。

：
 名
前
の
フ
リ
ガ
ナ

半
角

32 文
字
以
内
で
入
力
し
ま
す
。

：
 メ
モ
リ
番
号

000 ～
999 の

範
囲
で
入
力
し
ま
す
。

：
 グ
ル
ー
プ

20 種
類
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
選
択
し
ま
す
。

：
 電
話
番
号

1 件
の
電
話
帳
に
つ
き

3 番
号
ま
で
、

1 番
号
に
つ
き

26 桁
以
内
で
入
力
し
ま
す
。

：
 電
話
番
号
種
別

9 つ
の
ア
イ
コ
ン
か
ら
選
択
し
ま
す
。

：
 メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

1 件
の
電
話
帳
に
つ
き

3 ア
ド
レ
ス
ま

で
、

1 ア
ド
レ
ス
に
つ
き
半
角
の
英
数

字
・
記
号

50 文
字
以
内
で
入
力
し
ま
す
。

：
 メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
種
別

5 つ
の
ア
イ
コ
ン
か
ら
選
択
し
ま
す
。

：
 シ
ー
ク
レ
ッ
ト
コ
ー
ド

相
手
が
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
電
話
番
号

@
docom

o.ne.jp ）に
登
録
し
て
い
る
シ
ー

ク
レ
ッ
ト
コ
ー
ド
を

4 桁
で
入
力
し
ま
す
。

：
 シ
ー
ク
レ
ッ
ト
登
録

電
話
帳
の
デ
ー
タ
を
表
示
す
る
か
ど

う
か
を
選
択
し
ま
す
。

：
 指
定
発
着
信
画
像

音
声
電
話

/ テ
レ
ビ
電
話
発
着
信
時
、
メ
ー

ル
受
信
直
後
、
電
話
帳

1 件
表
示
時
に
表
示

す
る
画
像
を
選
択
ま
た
は
撮
影
し
ま
す
。

：
 位
置
情
報

位
置
情
報
を
付
加
し
ま
す
。

：
 郵
便
番
号

半
角
数
字

7 桁
以
内
で
入
力
し
ま
す
。

：
 住
所

全
角

64 文
字

/ 半
角

128 文
字
以
内

で
入
力
し
ま
す
。

：
 誕
生
日

1900/01/01
～

2050/12/31 の
範
囲
で
入
力
し
ま
す
。

：
 指
定
代
替
画
像

テ
レ
ビ
電
話
通
話
時
に
送
信
す
る
代

替
画
像
を
選
択
し
ま
す
。

：
 指
定
電
話
着
信
音

音
声
電
話

/ テ
レ
ビ
電
話
着
信
時
に

鳴
動
す
る
着
信
音
を
選
択
し
ま
す
。

：
指
定
メ
ー
ル
着
信
完
了
音

メ
ー
ル
受
信
直
後
に
鳴
動
す
る
着
信

音
を
選
択
し
ま
す
。

：
 指
定
電
話
ラ
ン
プ
色

音
声
電
話

/ テ
レ
ビ
電
話
着
信
時
に
点

滅
す
る
ラ
ン
プ
色
を
選
択
し
ま
す
。

：
 指
定
メ
ー
ル
ラ
ン
プ
色

メ
ー
ル
受
信
直
後
に
点
滅
す
る
ラ
ン

プ
色
を
選
択
し
ま
す
。

電
話
帳
修
正

 （
P.103 ）

 1 電
話
帳
で
デ
ー
タ
を
選
択
→

 
 （修
正
）

 2 各
項
目
を
修
正
→

 
 （
完
了
）



9
10

11 15
14

13
128

切
取
り
線

カ
メ
ラ

 （
P.

15
5、

17
0）

■
 静
止
画
撮
影

 1 
待
受
画
面
で
レ
ン
ズ
カ
バ
ー
を
ス

ラ
イ
ド
し
て
開
く

カ
メ
ラ
モ
ー
ド
に
な
り
ま
す
。

 2 
被
写
体
を
確
認
→

 
 （
半
押
し
）

白
の
フ
ォ
ー
カ
ス
枠
に
あ
わ
せ
て
ピ
ン

ト
が
調
節
さ
れ
ま
す
。
ピ
ン
ト
が
あ
う

と
確
認
音
が
鳴
っ
て
フ
ォ
ー
カ
ス
枠
が

緑
に
変
わ
り
ま
す
。

 3 
シ
ャ
ッ
タ
ー
音
が
鳴
っ
て
静
止
画
が
撮

影
さ
れ
、
保
存
確
認
画
面
が
表
示
さ
れ

ま
す
。

 4 
 （
保
存
）

静
止
画
が
保
存
さ
れ
ま
す
。

■
 動
画
撮
影

 1 
カ
メ
ラ
モ
ー
ド
画
面
で

 
 （
機

能
）→
［
撮
影
モ
ー
ド
］→
［
動
画
撮

影
］→

 
動
画
撮
影
画
面
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

 2 
被
写
体
を
確
認
→

 
撮
影
開
始
音
が
鳴
っ
て
動
画
の
撮
影
が

開
始
さ
れ
ま
す
。

 3 
撮
影
を
終
了
す
る
と
き
は

 
撮
影
終
了
音
が
鳴
っ
て
動
画
の
撮
影
が

終
了
し
、
保
存
確
認
画
面
が
表
示
さ
れ

ま
す
。

 4 
 （
保
存
）

動
画
が
保
存
さ
れ
ま
す
。

音
楽
再
生

 (P
.3

45
)

例
：

 ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
選
ん
で
再
生
す
る

場
合

 1 
メ
ニ
ュ
ー
で［

M
us

ic
］→
［
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
プ
レ
ー
ヤ
ー
］→

 

 2 ［
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
］  
→

 

 3 
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

 →
 ア
ル
バ
ム
を

選
択

 →
 

 4 
音
楽
デ
ー
タ
を
選
択

 →
 

 
（
再
生
）

テ
レ
ビ
電
話

 （
P.

51
、

65
）

■
 テ
レ
ビ
電
話
発
信

 1 
待
受
画
面
で
電
話
番
号
入
力
→

 
 （
テ
レ
ビ
電
話
）

 2 
通
話
を
終
了
す
る
と
き
は

 

■
 テ
レ
ビ
電
話
着
信

 1 
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら

 
 

ま
た
は

 
 （
テ
レ
ビ
電
話
）

 2 
通
話
を
終
了
す
る
と
き
は

 

■
 通
話
中
の
操
作

ボ
タ
ン
操
作

操
　
作

 
（
自
画
像

/代
替
）
カ
メ
ラ
画
像

/代
替
画

像
の
切
替

 
（
カ
メ
ラ
切
替
）
イ
ン
カ
メ
ラ

/ア
ウ
ト

カ
メ
ラ
の
切
替

 （
）

ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
の

O
N

/
O

FF
 / 

ア
ウ
ト
カ
メ
ラ
の
ズ
ー

ム
イ
ン

/ズ
ー
ム
ア
ウ
ト

ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル
作
成・
送
信

 （
P.

20
7）

 1 
待
受
画
面
で

 
 （
メ
ー
ル
）→

［
新
規
メ
ー
ル
作
成
］

０メ
ー
ル
編
集

宛
先

題
名

本
文

入
力
し
た
バ
イ
ト
数

 2 ［
］に
宛
先
を
入
力

半
角
の
英
数
字
・
記
号

50
文
字
以
内
で

入
力
し
ま
す
。

宛
先
を
追
加
す
る
場
合

機
能
メ
ニ
ュ
ー
［
宛
先
追
加
］→
宛
先

種
別（

To
/C

c/
B

cc
）を
選
択
し
ま
す
。

追
加
し
た
宛
先
を
削
除
す
る
場
合

宛
先
に
カ
ー
ソ
ル
を
あ
わ
せ
、機
能
メ
ニ
ュ
ー

［
宛
先
削
除
］→
［
は
い
］を
選
択
し
ま
す
。

 3 ［
］に
題
名
を
入
力

全
角

10
0文
字

/半
角

20
0文
字
以
内
で

入
力
し
ま
す
。

 4 ［
］に
本
文
を
入
力

全
角

5,
00

0文
字

/半
角

10
,0

00
文
字

以
内
で
入
力
し
ま
す
。

 5 
 （
送
信
）

フ
ァ
イ
ル
添
付

 （
P.

21
2）

 1 
メ
ー
ル
編
集
画
面
で

 
 （
機
能
）

→［
添
付
フ
ァ
イ
ル
追
加
］→

 
［
イ
メ
ー
ジ
］、
［
ｉ
モ
ー
シ
ョ
ン
］、
［
メ

ロ
デ
ィ
］、
［
ト
ル
カ
］、
［

P
D

F］
、［
電

話
帳
］、［
マ
イ
デ
ー
タ
］、［
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
］、
［

B
oo

km
ar

k］
、［
そ
の
他
］、
［
カ

メ
ラ
起
動
］か
ら
選
択
し
ま
す
。

 2 
フ
ァ
イ
ル
の
種
類
→
フ
ォ
ル
ダ
→

フ
ァ
イ
ル
を
選
択
→

 
「

」「
」「

」（
緑
）「

」（
橙
）「

」
「

」「
」「

」が
表
示
さ
れ
ま
す
。

 3 
メ
ー
ル
を
作
成
→

 
 （
送
信
）

ｉ
モ
ー
ド
問
合
せ

 （
P.

21
6）

 1 
待
受
画
面
で

 
 （
メ
ー
ル
）（

1秒
以
上
）

問
い
合
わ
せ
結
果
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

メ
ー
ル
自
動
受
信

 （
P.

21
4）

 1 
メ
ー
ル
を
受
信
す
る
と

「
」が
点
滅
し
ま
す
。

 2 
メ
ー
ル
の
受
信
が
終
了

受
信
し
た
メ
ー
ル
の
件
数
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

約
15
秒
経
過
す
る
と
受
信
前
の
画
面
に

戻
り
ま
す
。

マ
ナ
ー
モ
ー
ド

 （
P.

69
、

70
、

11
6）

■
 公
共
モ
ー
ド（
ド
ラ
イ
ブ
モ
ー
ド
）設
定

/解
除

待
受
画
面
で

 
 （

）（
1秒
以
上
）

■
 公
共
モ
ー
ド（
電
源

O
F

F
）

設
定

  
 

 
 

 
 

 ＋
 

解
除

  
 

 
 

 
 

 ＋
 

内
容
確
認

  
 

 
 

 
 

 ＋
 

■
 マ
ナ
ー
モ
ー
ド
設
定

/解
除

待
受
画
面
で

 
 （

1秒
以
上
）



17
18

1923
22

21
20 16

切
取
り
線

メ
ニ
ュ
ー
一
覧

 （
P.33 、

420 ）

■
 メ
ニ
ュ
ー
の
選
び
か
た

 1 
 （

M
E

N
U
）

■
 メ
ニ
ュ
ー
の
切
り
替
え

 （
メ
ニ
ュ
ー
切
替
）を
押
す
た
び
に
、
き

せ
か
え
メ
ニ
ュ
ー
→
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
メ

ニ
ュ
ー
→
マ
イ
セ
レ
ク
ト
の
順
で
切
り
替

わ
り
ま
す
。

■
 ス
タ
ン
ダ
ー
ド
メ
ニ
ュ
ー
一
覧

マ
イ
セ
レ
ク
ト

イ
メ
ー
ジ
ン
グ

カ
メ
ラ

ム
ー
ビ
ー

ブ
ロ
グ
投
稿

音
楽
付
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

待
受
ピ
ク
チ
ャ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ｉ
モ
ー
ド

ｉ
M

enu
B

ookm
ark

画
面
メ
モ

ラ
ス
ト

U
R

L
Internet
ｉ
チ
ャ
ネ
ル

メ
ッ
セ
ー
ジ

R
/F

ｉ
モ
ー
ド
問
合
せ

ｉ
モ
ー
ド
設
定

フ
ル
ブ
ラ
ウ
ザ

メ
ー
ル受信
メ
ー
ル

送
信
メ
ー
ル

保
存
メ
ー
ル

新
規
メ
ー
ル
作
成

W
E

B
メ
ー
ル

S
M

S
作
成

テ
ン
プ
レ
ー
ト
一
覧

ｉ
モ
ー
ド
問
合
せ

S
M

S
問
合
せ

メ
ー
ル
選
択
受
信

メ
ー
ル
設
定

ｉ
ア
プ
リ

ｉ
ア
プ
リ
一
覧

ｉ
ア
プ
リ
設
定

ｉ
ア
プ
リ
実
行
情
報

ｉ
ア
プ
リ
デ
ー
タ（

m
icroS

D
）

電
話電
話
帳

履
歴

プ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ク
電
話
帳

伝
言
メ
モ

デ
ー
タ

B
O

X
マ
イ
ピ
ク
チ
ャ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

M
usic&

Vid
eo チ

ャ
ネ
ル

ｉ
モ
ー
シ
ョ
ン

メ
ロ
デ
ィ

マ
イ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

き
せ
か
え
ツ
ー
ル

キ
ャ
ラ
電

M
usic
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
プ
レ
ー
ヤ
ー

M
usic&

Vid
eo チ

ャ
ネ
ル

お
サ
イ
フ
ケ
ー
タ
イ

IC
カ
ー
ド
一
覧

D
C

M
X

ト
ル
カ

設
定

ｉ
モ
ー
ド
で
探
す

電
話
番
号
表
示

LifeK
it

バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

赤
外
線
受
信

m
icroS

D
カ
メ
ラ

ム
ー
ビ
ー

ラ
イ
フ
タ
イ
ム
カ
レ
ン
ダ
ー

め
ざ
ま
し
時
計

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

テ
キ
ス
ト
メ
モ

電
卓

電
話
帳
お
預
か
り
サ
ー
ビ
ス

G
P

S
設
定画
面
設
定

待
受
画
面
設
定

照
明
設
定

省
電
力
モ
ー
ド

メ
ニ
ュ
ー
設
定

き
せ
か
え
設
定

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
設
定

文
字
サ
イ
ズ
設
定

発
着
信
通
話
着
信
設
定

不
在
お
知
ら
せ

テ
レ
ビ
電
話
設
定

発
着
信
表
示
設
定

発
着
信
補
助

通
話
設
定

通
話
品
質

イ
ヤ
ホ
ン
設
定

セ
ル
フ
モ
ー
ド

メ
ロ
デ
ィ
コ
ー
ル
設
定

ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
設
定

ラ
イ
フ
タ
イ
ム
カ
レ
ン
ダ
ー
設
定

メ
ー
ル
設
定

ｉ
モ
ー
ド
設
定

ｉ
ア
プ
リ
設
定

電
話
帳
設
定

履
歴
設
定

プ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ク
設
定

伝
言
メ
モ
設
定

ト
ル
カ
設
定

IC
カ
ー
ド
通
知
設
定

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
設
定

文
字
入
力
設
定

ロ
ッ
ク

/ セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

オ
ー
ル
ロ
ッ
ク

IC
カ
ー
ド
ロ
ッ
ク
設
定

パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
ロ
ッ
ク

シ
ー
ク
レ
ッ
ト
表
示

ダ
イ
ヤ
ル
発
信
制
限

着
信
許
可

/ 拒
否

登
録
外
着
信
拒
否

非
通
知
着
信
拒
否

管
理

N
W
サ
ー
ビ
ス

日
付
時
刻
設
定

バ
イ
リ
ン
ガ
ル

マ
ナ
ー
モ
ー
ド
設
定

本
体
音
設
定

ジ
ョ
グ
設
定

本
体
ス
ラ
イ
ド
設
定

暗
証
番
号
変
更

FO
M

A
カ
ー
ド
設
定

ス
キ
ャ
ン
機
能

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
更
新

在
圏
状
態

電
池
残
量

本
体
情
報

U
S

B
モ
ー
ド
設
定

リ
セ
ッ
ト

初
期
設
定

留
守
番
電
話
サ
ー
ビ
ス

 （
P.392 ）

■
 サ
ー
ビ
ス
開
始
※

メ
ニ
ュ
ー
で［
設
定
］→［

管
理
］→［

N
W

サ
ー
ビ
ス
］→［

留
守
番
電
話
］→［

留
守
番

サ
ー
ビ
ス
開
始
］→［

開
始
］→［

は
い
］→

 

■
 サ
ー
ビ
ス
停
止
※

メ
ニ
ュ
ー
で［
設
定
］→［

管
理
］→［

N
W

サ
ー
ビ
ス
］→［

留
守
番
電
話
］→［

留
守
番

サ
ー
ビ
ス
停
止
］→［
は
い
］→

 

■
 新
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
再
生
※

メ
ニ
ュ
ー
で［
設
定
］→［

管
理
］→［

N
W

サ
ー
ビ
ス
］→［

留
守
番
電
話
］→［

留
守
番

メ
ッ
セ
ー
ジ
再
生
］→［
は
い
］→

 
※

 2in1 の
モ
ー
ド
が
デ
ュ
ア
ル
モ
ー
ド
の

場
合
、

A
ナ
ン
バ
ー
と

B
ナ
ン
バ
ー
の
選

択
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。



25
26

27 31
30

29
2824

切
取
り
線

キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン

 （
P.

39
3）

■
 サ
ー
ビ
ス
開
始

メ
ニ
ュ
ー
で［
設
定
］→
［
管
理
］→
［

N
W

サ
ー
ビ
ス
］→
［
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
］→
［
キ
ャ
ッ

チ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
開
始
］→
［
は
い
］→

 
■

 サ
ー
ビ
ス
停
止

メ
ニ
ュ
ー
で［
設
定
］→
［
管
理
］→
［

N
W

サ
ー
ビ
ス
］→
［
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
］→
［
キ
ャ
ッ

チ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
停
止
］→
［
は
い
］→

 

転
送
で
ん
わ
サ
ー
ビ
ス

 （
P.

39
3）

■
 サ
ー
ビ
ス
開
始
※

メ
ニ
ュ
ー
で［
設
定
］→
［
管
理
］→
［

N
W

サ
ー
ビ
ス
］→
［
転
送
で
ん
わ
］→
［
転
送
サ
ー

ビ
ス
開
始
］→
［
開
始
］→
［
は
い
］→

 
■

 サ
ー
ビ
ス
停
止
※

メ
ニ
ュ
ー
で［
設
定
］→
［
管
理
］→
［

N
W

サ
ー
ビ
ス
］→
［
転
送
で
ん
わ
］→
［
転
送

サ
ー
ビ
ス
停
止
］→
［
は
い
］→

 

■
 転
送
先
電
話
番
号
の
変
更

メ
ニ
ュ
ー
で［
設
定
］→
［
管
理
］→
［

N
W
サ
ー

ビ
ス
］→
［
転
送
で
ん
わ
］→
［
転
送
先
変
更
］→

転
送
先
電
話
番
号
を
入
力
→［
設
定
］→

 
※

 2i
n1
の
モ
ー
ド
が
デ
ュ
ア
ル
モ
ー
ド
の
場
合
、

Aナ
ン

バ
ー
と

Bナ
ン
バ
ー
の
選
択
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

番
号
通
知
お
願
い
サ
ー
ビ
ス

 （
P.

39
5）

■
 サ
ー
ビ
ス
開
始

メ
ニ
ュ
ー
で［
設
定
］→
［
管
理
］→
［

N
W
サ
ー

ビ
ス
］→
［
番
号
通
知
お
願
い
サ
ー
ビ
ス
］→

［
番
号
通
知
お
願
い
開
始
］→
［
は
い
］→

 
■

 サ
ー
ビ
ス
停
止

メ
ニ
ュ
ー
で［
設
定
］→
［
管
理
］→
［

N
W
サ
ー

ビ
ス
］→
［
番
号
通
知
お
願
い
サ
ー
ビ
ス
］→

［
番
号
通
知
お
願
い
停
止
］→
［
は
い
］→

 

ボ
タ
ン
操
作
一
覧

 （
P.

26
、

27
、

28
）

 
：

 待
受
画
面
で
デ
ー
タ

B
O

Xを
表
示
。

 
：

 待
受
画
面
で
電
話
帳
を
表
示
。

 
：

 待
受
画
面
で
着
信
履
歴
を
表
示
。

 
：

 待
受
画
面
で
リ
ダ
イ
ヤ
ル
を
表
示
。

 
：

 待
受
画
面
で
メ
ー
ル
メ
ニ
ュ
ー
を
表
示
。

 
 
待
受
画
面
で

1秒
以
上
押
す
と
ｉ
モ
ー
ド
問
合
せ
。

 
：

 待
受
画
面
で
ｉ
モ
ー
ド
メ
ニ
ュ
ー
を
表
示
。

 
 
待
受
画
面
で

1秒
以
上
押
す
と
ｉ
ア

プ
リ
フ
ォ
ル
ダ
一
覧
画
面
を
表
示
。

 
：

 メ
ニ
ュ
ー
を
表
示
。

 
：

 待
受
画
面
で
チ
ャ
ネ
ル
一
覧
を
表
示
。

 
 
待
受
画
面
で

1秒
以
上
押
す
と
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
起
動
。

 ：
 待
受
画
面
で

1秒
以
上
押
す
と

IC
カ
ー
ド
機
能
を
ロ
ッ
ク

/解
除
。

 ：
 待
受
画
面
で

1秒
以
上
押
す
と
公
共
モ
ー

ド（
ド
ラ
イ
ブ
モ
ー
ド
）を
設
定

/解
除
。

 ：
 待
受
画
面
で
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
設
定
画
面
を
表
示
。

 
 
待
受
画
面
で

1秒
以
上
押
す
と
マ

ナ
ー
モ
ー
ド
を
設
定

/解
除
。

 ：
 待
受
画
面
で
伝
言
メ
モ
画
面
を
表
示
。

 
 
待
受
画
面
で

1秒
以
上
押
す
と
伝

言
メ
モ
を
設
定

/解
除
。

 ：
 待
受
画
面
で

1秒
以
上
押
す
と
静

止
画

/動
画
を
表
示

/再
生
。

 ：
 カ
メ
ラ
で
撮
影
す
る
と
き
に
押
す
。

FO
MA
端末
から
利用
でき
るサ
ービ
ス  （

P.
43

8）
F

O
M

A
端
末
か
ら

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

電
話
番
号

番
号
案
内
サ
ー
ビ
ス
※

（
有
料
：
案
内
料
＋
通
話
料
）（
局
番
な
し
） 1

04

電
報
の
発
信（
有
料：
電
報
料
）（
局
番
な
し
） 1

15
時
報
サ
ー
ビ
ス（
有
料
）
（
局
番
な
し
） 1

17
天
気
予
報（
有
料
）

知
り
た
い
地
域
の

市
外
局
番
＋

17
7

警
察
へ
の
緊
急
通
報

（
局
番
な
し
） 1

10
消
防
・
救
急
へ
の
緊
急
通
報
（
局
番
な
し
） 1

19
海上
で事
件・
事故
が起
きた
とき
の緊
急通
報（
局
番
な
し
） 1

18
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル（
有
料
）（
局
番
な
し
） 1

71
コ
レ
ク
ト
コ
ー
ル

（
有
料
：
案
内
料
＋
通
話
料
）（
局
番
な
し
） 1

06

※
 電
話
番
号
の
案
内
を
希
望
さ
れ
な
い
お
客
様

に
つ
い
て
は
案
内
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
見
か
た

 （
P.

30
）













～














～





 

/
/

/
：
電
波
受
信
レ
ベ
ル


 
：
ｉ
モ
ー
ド
中

 
：
フ
ル
ブ
ラ
ウ
ザ
中


 

：
圏
外

 
：
セ
ル
フ
モ
ー
ド
設
定
中

 
：
赤
外
線
機
能
実
行
中

/ｉ
C
通
信
中

 
：
赤
外
線
リ
モ
コ
ン
使
用
中


 
：

S
S

Lサ
イ
ト
表
示
中
な
ど


 

/
/
：

 未
読
ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル
あ
り

/
未
読

SM
Sあ
り

/未
読
ｉ
モ
ー

ド
メ
ー
ル
と
未
読

SM
Sあ
り

 
：
ｉ
モ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
に
メ
ー
ル
あ
り

 
：
未
読
エ
リ
ア
メ
ー
ル
あ
り


 

/
：
未
読
メ
ッ
セ
ー
ジ

R
/F
あ
り


 

/
：

G
PS
位
置
提
供
中

/G
PS
測
位
中

 
（
青
） /
（
赤
）：

 
 

 3G
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続
中（
パ
ケ
ッ

ト
通
信
可
） /（
パ
ケ
ッ
ト
通
信
不
可
）

 
/
：

 G
SM
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続
中

/
G

PR
Sネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続
中


 

/
：

 ｉ
ア
プ
リ（
ｉ
ア
プ
リ
待
受
画
面
）

実
行
中

/ｉ
ア
プ
リ

D
X実
行
中


 
：

U
S

B
モ
ー
ド
設
定
が
通
信
モ
ー
ド

 
：

U
SB
モ
ー
ド
設
定
が

m
ic

ro
SD
モ
ー
ド

 
：

US
Bモ
ー
ド
設
定
が

M
TP
モ
ー
ド
で
接
続
中


 
：
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
表
示
を［

O
N
］に
設
定
中


 
：

m
ic

ro
SD
メ
モ
リ
ー
カ
ー
ド
装
着
中

 
 
（
挿
入
時
ア
ク
セ
ス
準
備
中
は
点
滅
）


 

/
/
：

 音
声
通
話
中

/テ
レ
ビ
電
話
通
話

中
/プ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ク
通
信
中


 

/
/
：
起
動
中
タ
ス
ク

1件
/2
件

/3
件
以
上

（ミ
ュー
ジッ
クプ
レー
ヤー
再生
中は

が
にな
りま
す）


 

/
/

/
：
電
池
残
量


 

：
 現
在
時
刻（
待
受
画
面
が
表
示
さ
れ
て

い
な
い
と
き
に

24
時
間
表
示
）


 
：
電
話
着
信
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
設
定
中

 
：
メ
ー
ル
着
信
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
設
定
中

 
：

 電
話
着
信
と
メ
ー
ル
着
信
バ
イ
ブ

レ
ー
タ
設
定
中


 
：
電
話
着
信
音
量

O
FF

 
：
メ
ー
ル
着
信
完
了
音
量

O
FF

 
：
電
話
着
信
と
メ
ー
ル
着
信
完
了
音
量

O
FF


 
：
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
設
定
中（

は
ピ
ン
ク
）


 
：
公
共
モ
ー
ド（
ド
ラ
イ
ブ
モ
ー
ド
）設
定
中


 
：
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
ロ
ッ
ク
設
定
中

 
：
ダ
イ
ヤ
ル
発
信
制
限
設
定
中

 
：

 パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
ロ
ッ
ク
と
ダ

イ
ヤ
ル
発
信
制
限
設
定
中


 
：

IC
カ
ー
ド
ロ
ッ
ク
設
定
中


 
：

M
us

ic
&

Vi
de

oチ
ャ
ネ
ル
予
約
中


 
：
め
ざ
ま
し
時
計
設
定
中

 
：
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ア
ラ
ー
ム
設
定
中

 
：

 め
ざ
ま
し
時
計
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ア
ラ
ー
ム
設
定
中


 
：

 伝
言
メ
モ
設
定
中（
未
再
生
伝
言
メ

モ
あ
り
）（
は
白
、
は
水
色
）


 
：

 テ
レ
ビ
伝
言
メ
モ
設
定
中（
未
再

生
テ
レ
ビ
伝
言
メ
モ
あ
り
）（

は
緑
、
は
水
色
）

：
 ボ
タ
ン
ロ
ッ
ク
設
定
中（
ガ
イ
ド
表

示
に
表
示
）

紛
失
時
な
ど
の
緊
急
連
絡
先

■
 お
ま
か
せ
ロ
ッ
ク

※
 お
ま
か
せ
ロ
ッ
ク
は
有
料
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
た
だ
し
、
ご
利
用
の
一
時
中
断
と

同
時
、
も
し
く
は
一
時
中
断
中
に
申
し

込
ま
れ
た
場
合
は
無
料
に
な
り
ま
す
。

お
ま
か
せ
ロ
ッ
ク
の
設
定

/解
除

 0
12

0-
52

4-
36

0（
24
時
間
受
付
）

■
 そ
の
他
緊
急
連
絡
先

連
絡
先
：

連
絡
先
：

連
絡
先
：

●
 ダ
イ
ヤ
ル
の
番
号
を
よ
く
ご
確
認
の
上
、
お

間
違
い
な
い
よ
う
お
か
け
く
だ
さ
い
。



1
2

37
6

5
4

切
取
り
線

  
ク
イ
ッ
ク
マ
ニ
ュ
ア
ル「
海
外
利
用
編
」

■
 海
外
で
の
紛
失
、
盗
難
、
精
算
な
ど
に
つ
い
て

 
〈

DoCoM
o イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
〉（

24 時
間
受
付
）

ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
か
ら
の
場
合

滞
在
国
の
国
際
電
話

ア
ク
セ
ス
番
号（
表

1 ）-81-3-5366-3114
＊（
無
料
）

＊
 一
般
電
話
な
ど
で
か
け
た
場
合
に
は
、
日
本

向
け
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。

※
 S

O
905iC

S
か
ら
、
ご
利
用
の
場
合
は

＋
81-3-5366-3114 で

つ
な
が
り
ま
す
。

（「
＋
」は「

0 」ボ
タ
ン
を

1 秒
以
上
押
し
ま
す
。）

一
般
電
話
な
ど
か
ら
の
場
合

 
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ナ
ン
バ
ー

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ナ
ン
バ
ー
用

国
際
電
話
識
別
番
号（
表

2 ）
-800-0120-0151

＊

＊
 滞
在
国
内
通
話
料
な
ど
が
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
 主
要
国
の
国
際
電
話
ア
ク
セ
ス
番
号（
表

1 ）
/ ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ナ
ン
バ
ー
用
国
際
電
話
識
別
番
号

（
表

2 ）は
、

P.13 、
14 を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
 海
外
で
の
故
障
に
関
し
て

 
〈
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
〉

 
（

24 時
間
受
付
）

ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
か
ら
の
場
合

滞
在
国
の
国
際
電
話

ア
ク
セ
ス
番
号（
表

1 ）-81-3-6718-1414
＊（
無
料
）

＊
 一
般
電
話
な
ど
で
か
け
た
場
合
に
は
、
日
本

向
け
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。

※
 S

O
905iC

S
か
ら
、
ご
利
用
の
場
合
は

＋
81-3-6718-1414 で

つ
な
が
り
ま
す
。

（「
＋
」は「

0 」ボ
タ
ン
を

1 秒
以
上
押
し
ま
す
。）

一
般
電
話
な
ど
か
ら
の
場
合

 
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ナ
ン
バ
ー

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ナ
ン
バ
ー
用

国
際
電
話
識
別
番
号（
表

2 ）
-800-5931-8600

＊

＊
 滞
在
国
内
通
話
料
な
ど
が
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
 主
要
国
の
国
際
電
話
ア
ク
セ
ス
番
号（
表

1 ）
/ ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ナ
ン
バ
ー
用
国
際
電
話
識
別
番
号

（
表

2 ）は
、

P.13 、
14 を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

海
外
で
利
用
す
る
た
め
の
準
備

■
 ｉ
モ
ー
ド
の
設
定

【
日
本
で
設
定
】

 1 待
受
画
面
で

 
 →［
ｉ

M
enu ］→［

料
金

&
お
申
込
・
設
定
］→［

オ
プ
シ
ョ
ン
設
定
］

→［
海
外
利
用
設
定
］→［

ｉ
モ
ー
ド
利
用
設

定
］→［

利
用
す
る
］→
ｉ
モ
ー
ド
パ
ス
ワ
ー

ド
を
入
力
→［
決
定
］→

 
【
海
外
で
設
定
】

 1 待
受
画
面
で

 
 →［

ｉ
M

enu ］ →［
海

外
利
用
設
定
］→［

ｉ
モ
ー
ド
利
用
設
定
］→

［
利
用
す
る
］→
ｉ
モ
ー
ド
パ
ス
ワ
ー
ド
を

入
力
→［
決
定
］→

 

■
 遠
隔
操
作
の
設
定

【
日
本
で
設
定
】

 1 メ
ニ
ュ
ー
で［
設
定
］→［

管
理
］→［

N
W

サ
ー
ビ
ス
］→［

遠
隔
操
作
設
定
］→［

遠
隔

操
作
開
始
］→［
は
い
］→

 

【
海
外
で
設
定
】

 1 メ
ニ
ュ
ー
で［
設
定
］→［

管
理
］→［

N
W

サ
ー
ビ
ス
］→［

国
際
ロ
ー
ミ
ン
グ
設
定
］

→［
遠
隔
操
作
設
定（
海
外
）］→［

は
い
］→

 

■
 時
計
の
設
定

 1 メ
ニ
ュ
ー
で［
設
定
］→［

管
理
］→［

日
付

時
刻
設
定
］→［

自
動
時
刻
時
差
補
正
］→

［
O

N
］→

 

利
用
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

3G
ロ
ー
ミ
ン
グ

利
用
可
能

G
S

M
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

利
用
可
能

G
P

R
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

利
用
可
能

海
外
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

 （
P.410 ）

通
信
サ
ー
ビ
ス

3G
GSM

GPRS
音
声
電
話

日
本
国
内
で
利
用
し
て
い
る
電
話
番

号
の
ま
ま
、
日
本
や
そ
の
他
の
海
外

へ
の
国
際
電
話
、
滞
在
国
内
へ
の
電

話
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
○

○

テ
レ
ビ
電
話

海
外
の
特
定

3G
通
信
事
業
者
ユ
ー

ザ
や

FO
M

A ユ
ー
ザ
と
国
際
テ
レ
ビ

電
話
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
×

×

ｉ
モ
ー
ド

海
外
で
も
ｉ
モ
ー
ド
を
利
用
で
き
ま
す
。
○

×
○

ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル

日
本
国
内
で
利
用
し
て
い
る
ア
ド

レ
ス
の
ま
ま
、
海
外
で
も
ｉ
モ
ー

ド
メ
ー
ル
の
送
受
信
が
で
き
ま
す
。
○

×
○

S
M

S
日
本
国
内
で
利
用
し
て
い
る
電
話
番
号
の
ま

ま
、海
外
で
も

SM
S の
送
受
信
が
で
き
ま
す
。
○

○
○

ｉ
チ
ャ
ネ
ル

○
○

○
デ
ー
タ
通
信（
パ
ケ
ッ
ト
通
信
）

○
×

○

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
チ
設
定

 （
P.415 ）

例
：

 
接
続
す
る
通
信
事
業
者
を
手
動
で
切
り
替
え
る
場
合

 1 メ
ニ
ュ
ー
で［
設
定
］→［

管
理
］→［

N
W

サ
ー
ビ
ス
］→［

国
際
ロ
ー
ミ
ン
グ
設
定
］→

［
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
チ
設
定
］→

 
［
オ
ー
ト
］：

自
動
的
に
他
の
通
信
事
業
者
に
接
続
し
ま
す
。

［
マ
ニ
ュ
ア
ル
］：

通
信
事
業
者
を
手
動
で
選
択
し
ま
す
。

［
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
検
索
］：

接
続
先
の
通
信
事
業
者
を
再
検
索
し
ま
す
。

［
優
先
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
定
］：

優
先
的
に
接
続
す
る
通
信
事
業
者
を
設
定
し
ま
す
。

 2 ［
マ
ニ
ュ
ア
ル
］→
通
信
事
業
者
を
選
択
→

 

優
先
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
定

 （
P.416 ）

例
：

 
通
信
事
業
者
を
リ
ス
ト
か
ら
登
録
す
る
場
合

 1 メ
ニ
ュ
ー
で［
設
定
］→［

管
理
］→［

NW
サ
ー
ビ
ス
］→

［
国
際
ロ
ー
ミ
ン
グ
設
定
］→［

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
チ

設
定
］→［

優
先
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
定
］→

 

 2 ［
未
登
録
］を
選
び

 
 （
機
能
）

 3 ［
リ
ス
ト
か
ら
登
録
］→
通
信
事
業
者
を
選

択
→

 

 4 ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
方
式
→［
は
い
］→

 

帰
国
後
の
設
定

 （
P.413 ）

お
買
い
上
げ
時
は
、
帰
国
後
に
本

FO
M

A
端
末
の

電
源
を
入
れ
る
と
自
動
的
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
検
索

し
て

FO
M

A
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（

N
TT D

oC
oM

o, 
Inc ）に

接
続
す
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
 手
動
で

F
O

M
A
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（

N
T

T
 

D
oC

oM
o, Inc ）に

切
り
替
え
る
場
合

 1
 メ
ニ
ュ
ー
で［
設
定
］→［

管
理
］→［

N
W

サ
ー
ビ
ス
］→［

国
際
ロ
ー
ミ
ン
グ
設
定
］→

［
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
チ
設
定
］→

 

 2
 ［
マ
ニ
ュ
ア
ル
］→［

N
T

T
 D

oC
oM

o, Inc ］
→

 

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
見
か
た

 （
P.413 ）

海
外
利
用
中
は
、
接
続
し
て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通

信
事
業
者
名
が
待
受
画
面
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
○
○
○
○

　
　
　
　
　
　
　
○
○
○
○

接
続
中
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

通
信
事
業
者
名

メ
イ
ン
時
計

・
 現
地
で
の
現
在
日
時

が
表
示
さ
れ
ま
す
。

サ
ブ
時
計

・
 日
本
で
の
現
在
日
時

が
表
示
さ
れ
ま
す
。

・
 接
続
中
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
次
の
ア
イ
コ
ン
で

確
認
で
き
ま
す
。

ア
イ
コ
ン

ご
利
用
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
青
）

3G
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
パ
ケ
ッ
ト
通
信
対
応
）

（
赤
）

3G
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
パ
ケ
ッ
ト
通
信
非
対
応
）

G
S

M
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

G
P

R
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク



9
10

11 15
14

13
128

切
取
り
線

滞
在
先
で
電
話
を
か
け
る

 （
P.

41
4）

■
 滞
在
国
外（
日
本
を
含
む
）に
電
話
を
か
け
る
場
合

 1
 待
受
画
面
で「
＋
」（

 （
1秒
以
上
））
－

国
番
号
－
地
域
番
号（
市
外
局
番
）－
相
手

先
電
話
番
号
の
順
に
入
力

・
 地
域
番
号（
市
外
局
番
）が
「

0」
で
始
ま
る
場
合

は
、「

0」
を
除
い
て
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

（
た
だ
し
、
イ
タ
リ
ア
の
一
般
電
話
な
ど
に
お

か
け
に
な
る
場
合
は「

0」
が
必
要
で
す
）

・
 日
本
に
国
際
電
話
を
か
け
る
場
合
は
、
国
番

号「
81
」を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

国
番
号
設
定
に
登
録
し
て
い
る
国
に
か
け
る
場
合

待
受
画
面
で
電
話
番
号
を
入
力
→

 
 （
オ

プ
シ
ョ
ン
）→
［
発
信
方
法
］→
［
音
声
電
話
］ /

［
テ
レ
ビ
電
話
］を
選
択
、［
国
番
号
］→
国
番

号
を
選
択
→

 
 （
発
信
）を
押
し
ま
す
。

電
話
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
相
手
に
か
け
る
場
合

電
話
帳
か
ら
相
手
を
選
び

 
 を
押
し
ま

す
。
テ
レ
ビ
電
話
を
か
け
る
場
合
は
、
相
手

を
選
び

 
 を
押
し
、

 （
テ
レ
ビ
電
話
）

を
押
し
ま
す
。
電
話
番
号
の
先
頭
の「

0」
が
、

国
際
ダ
イ
ヤ
ル
ア
シ
ス
ト
設
定
で
自
動
付
加

設
定
し
た
国
番
号
に
自
動
変
換
さ
れ
て
発
信

さ
れ
ま
す
。

リ
ダ
イ
ヤ
ル

/着
信
履
歴
か
ら
か
け
る
場
合

リ
ダ
イ
ヤ
ル

/着
信
履
歴
か
ら
相
手
を
選
び

 
 

ま
た
は

 
 （
テ
レ
ビ
電
話
）を
押
し
ま
す
。

 2
 テ
レ
ビ
電
話
を
か
け
る
場
合

 （
テ
レ
ビ
電
話
）を
押
し
ま
す
。

■
 滞
在
国
内
に
電
話
を
か
け
る
場
合

 1
 待
受
画
面
で
電
話
番
号
を
入
力

・
 同
一
市
内
へ
の
通
話
で
も
、
必
ず
地
域
番
号

（
市
外
局
番
）を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

・
 相
手
が
海
外
で
の「

W
O

R
LD

 W
IN

G
」利

用
者
の
場
合
は
、
同
じ
滞
在
国
内
に
い
て
も

国
番
号「

81
」を
入
力
し
、
日
本
へ
の
国
際

電
話
と
し
て
電
話
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

 2
 テ
レ
ビ
電
話
を
か
け
る
場
合

 （
テ
レ
ビ
電
話
）を
押
し
ま
す
。

電
話
を
受
け
る

 （
P.

41
4）

 1
 電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら

 

テ
レ
ビ
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
場
合

 ま
た
は

 
 （
テ
レ
ビ
電
話
）を
押
し

ま
す
。

 （
代
替
）を
押
す
と
代
替
画
像

で
応
答
で
き
ま
す
。

■
 日
本
か
ら
電
話
を
か
け
て
も
ら
う
場
合

お
客
様
の
電
話
番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル

■
 日
本
以
外
の
国
か
ら
電
話
を
か
け
て
も
ら
う
場
合

国
際
ア
ク
セ
ス
番
号
－

81
－
先
頭
の「

0」
を
除
い
た

お
客
様
の
電
話
番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

海
外
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合

は
あ
ら
か
じ
め
遠
隔
操
作
設
定
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
 ロ
ー
ミ
ン
グ
ガ
イ
ダ
ン
ス
設
定

 （
P.

41
7）

・
 日
本
国
内
で
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

 1
 メ
ニ
ュ
ー
で［
設
定
］→
［
管
理
］→
［

N
W
サ
ー
ビ

ス
］→
［
ロ
ー
ミ
ン
グ
ガ
イ
ダ
ン
ス
設
定
］→

 
■

 ロ
ー
ミ
ン
グ
時
着
信
規
制

 （
P.

41
7）

・
 海
外
の
通
信
事
業
者
に
よ
っ
て
は
、
設
定
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 1
 メ
ニ
ュ
ー
で［
設
定
］→
［
管
理
］→
［

N
W

サ
ー
ビ
ス
］→
［
国
際
ロ
ー
ミ
ン
グ
設
定
］→

［
ロ
ー
ミ
ン
グ
時
着
信
規
制
］→

 
■

 留
守
番
電
話（
海
外
）  （

P.
41

8）
 1

 メ
ニ
ュ
ー
で［
設
定
］→
［
管
理
］→
［

N
W

サ
ー
ビ
ス
］→
［
国
際
ロ
ー
ミ
ン
グ
設
定
］→

［
留
守
番
電
話（
海
外
）］
→

 
■

 転
送
で
ん
わ（
海
外
）  （

P.
41

8）
 1

 メ
ニ
ュ
ー
で［
設
定
］→
［
管
理
］→
［

N
W

サ
ー
ビ
ス
］→
［
国
際
ロ
ー
ミ
ン
グ
設
定
］→

［
転
送
で
ん
わ（
海
外
）］
→

 
■

 ロ
ー
ミ
ン
グ
ガ
イ
ダ
ン
ス（
海
外
）  （

P.
41

8）
 1

 メ
ニ
ュ
ー
で［
設
定
］→
［
管
理
］→
［

N
W
サ
ー

ビ
ス
］→
［
国
際
ロ
ー
ミ
ン
グ
設
定
］→
［
ロ
ー
ミ

ン
グ
ガ
イ
ダ
ン
ス（
海
外
）］
→［
は
い
］→

 

主
要
国
の
国
番
号

国
際
電
話
を
利
用
す
る
と
き
や
国
際
ダ
イ
ヤ
ル
ア
シ

ス
ト
設
定
な
ど
で
利
用
す
る
国
番
号
は
以
下
の
番
号

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。（

20
07
年

12
月
現
在
）

ご
利
用
地
域

国
番
号

ご
利
用
地
域

国
番
号

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

1
中
国

86
イ
ギ
リ
ス

44
ド
イ
ツ

49
イ
タ
リ
ア

39
ト
ル
コ

90
イ
ン
ド

91
日
本

81
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

62
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア

68
7

エ
ジ
プ
ト

20
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

64
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

61
ノ
ル
ウ
ェ
ー

47
オ
ー
ス
ト
リ
ア

43
ハ
ン
ガ
リ
ー

36
オ
ラ
ン
ダ

31
フ
ィ
ジ
ー

67
9

カ
ナ
ダ

1
フ
ィ
リ
ピ
ン

63
韓
国

82
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

35
8

ギ
リ
シ
ャ

30
フ
ラ
ン
ス

33
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

65
ブ
ラ
ジ
ル

55
ス
イ
ス

41
ベ
ト
ナ
ム

84
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

46
ペ
ル
ー

51
ス
ペ
イ
ン

34
ベ
ル
ギ
ー

32
タ
イ

66
香
港

85
2

台
湾

88
6

マ
カ
オ

85
3

タ
ヒ
チ（
仏
領

ポ
リ
ネ
シ
ア
）

68
9

マ
レ
ー
シ
ア

60
モ
ル
デ
ィ
ブ

96
0

チ
ェ
コ

42
0

ロ
シ
ア

7

・
 こ
の
他
の
国
番
号
お
よ
び
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ド

コ
モ
の「
国
際
サ
ー
ビ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

主
要
国
の
国
際
電
話
ア
ク
セ
ス
番
号（
表

1）
主
要
国
の
国
際
電
話
ア
ク
セ
ス
番
号
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。（

20
07
年

11
月
現
在
）

ご
利
用
地
域

番
　
号

ご
利
用
地
域

番
　
号

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

00
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

00
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

01
1

ス
ペ
イ
ン

00
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦

00
タ
イ

00
1

イ
ギ
リ
ス

00
台
湾

00
2

イ
タ
リ
ア

00
チ
ェ
コ

00
イ
ン
ド

00
中
国

00
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

00
1

デ
ン
マ
ー
ク

00
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
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「ドコモeサイト」では、住所変更、料金プラン変更などの各種お手続き、資料請求を承っております。 
ｉモードから ｉMenu ➡ 料金＆お申込・設定 ➡ 各種手続き（ドコモeサイト） パケット通信料無料
パソコンから My DoCoMo（http://www.mydocomo.com/） ➡ 各種手続き（ドコモeサイト）
※ ｉモードからご利用になる場合、「ネットワーク暗証番号」が必要となります。
※ ｉモードからご利用になる場合のパケット通信料は無料です。海外からのアクセスの場合は有料となります。
※ パソコンからご利用になる場合、「DoCoMo ID/パスワード」が必要となります。
※ 「ネットワーク暗証番号」および「DoCoMo ID/パスワード」をお持ちでない方・お忘れの方は取扱説明書裏面の「総合お
問い合わせ先」にご相談ください。

※ ご契約内容により、ご利用になれない場合があります。
※ システムメンテナンスなどにより、ご利用になれない場合があります。

マナーもいっしょに携帯しましょう
FOMA端末を使用する場合は、周囲の方の迷惑にならないように注意しましょう。

こんな場合は必ず電源を切りましょう
● 使用禁止の場所にいる場合
航空機内、病院内では、必ずFOMA端末の電源を切ってください。
※ 医用電気機器を使用している方がいるのは病棟内だけではありません。ロビーや待合室
などでも、必ず電源を切ってください。

● 満員電車の中など、植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器を装着した方が近
くにいる可能性がある場合
植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器に悪影響を与えるおそれがあります。

こんな場合は公共モードに設定しましょう
● 運転中の場合
運転中の携帯電話を手で保持しての使用は罰則の対象となります。
※ やむを得ず電話を受ける場合には、ハンズフリーで「かけ直す」ことを伝え、安全な場所
に停車してから発信してください。

● 劇場・映画館・美術館など公共の場所にいる場合
静かにすべき公共の場所でFOMA端末を使用すると、周囲の方への迷惑になります。

使用する場所や声・着信音の大きさに注意しましょう
● レストランやホテルのロビーなどの静かな場所でFOMA端末を使用する場合は、声の大き
さなどに気を付けましょう。

● 街の中では、通行の妨げにならない場所で使用しましょう。

プライバシーに配慮しましょう

 カメラ付き携帯電話を利用して撮影や画像送信を行う際は、プライバシーなどにご配慮く
ださい。

こんな機能が公共のマナーを守ります

かかってきた電話に応答しない設定やFOMA端末から鳴る音を消去する設定など、便利な
機能があります。
● 公共モード（ドライブモード/電源OFF）（P.69、70）
● マナーモード（P.115）/オリジナルマナーモード（P.117）
● バイブレータ（P.110）
● 伝言メモ（P.72）

この印刷物はリサイクルに配慮して製本されています。不要となった際、回収・リサイクルに出しましょう。



製造元　ソニー・エリクソン・モバイルコミュニケーションズ株式会社

環境保全のため、不要になった電池
パックはNTT DoCoMoまたは代理
店、リサイクル協力店などにお持ち
ください。Li-ion

故障お問い合わせ先

● 紛失・盗難などにあわれたら、速やかに利用中断手続きをお取りください。
● お客様が購入されたFOMA端末に故障が発生した場合は、ご帰国後にドコモ指定の故障取扱窓口へご持参ください。

■ ドコモの携帯電話からの場合

（局番なしの）113（無料）
※一般電話などからはご利用できません。

■ 一般電話などからの場合
0120-800-000

※携帯電話、PHSからもご利用になれます。
● ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いないようお
かけください。

● なお、詳しくはFOMA端末などに添付の「全国サービス
ステーション一覧」でご確認ください。

’08.2 (2版)
3-285-486-02(1)

この取扱説明書は大豆油インキで印刷しています

海外での故障に関して
〈ネットワークテクニカルオペレーションセンター〉（24時間受付）

ドコモの携帯電話からの場合
滞在国の国際電話
アクセス番号（表1） -81-3-6718-1414＊（無料）
＊ 一般電話などでかけた場合には、日本向け通話料がかか
ります。

※SO905iCSから、ご利用の場合は＋81-3-6718-1414
でつながります。（「＋」は「0」ボタンを1秒以上押します。）

一般電話などからの場合
＜ユニバーサルナンバー＞
ユニバーサルナンバー用
国際電話識別番号（表2）  -800-5931-8600＊
＊ 滞在国内通話料などがかかる場合があります。
※ 主要国の国際電話アクセス番号（表1）/ユニバーサルナン
バー用国際電話識別番号（表2）は、取扱説明書のP.412、
413をご覧ください。

■ ドコモの携帯電話からの場合

（局番なしの）151（無料）
※一般電話などからはご利用できません。

■ 一般電話などからの場合
0120-800-000

※携帯電話、PHSからもご利用になれます。
● ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いないようお
かけください。

海外での紛失、盗難、精算などについて
〈DoCoMo インフォメーションセンター〉（24時間受付）

ドコモの携帯電話からの場合
滞在国の国際電話
アクセス番号（表1） -81-3-5366-3114＊（無料）
＊ 一般電話などでかけた場合には、日本向け通話料がかか
ります。

※SO905iCSから、ご利用の場合は＋81-3-5366-3114
でつながります。（「＋」は「0」ボタンを1秒以上押します。）

一般電話などからの場合
＜ユニバーサルナンバー＞
ユニバーサルナンバー用
国際電話識別番号（表2）  -800-0120-0151＊
＊ 滞在国内通話料などがかかる場合があります。
※ 主要国の国際電話アクセス番号（表1）/ユニバーサルナン
バー用国際電話識別番号（表2）は、取扱説明書のP.412、
413をご覧ください。

販売元　NTT DoCoMo グループ
株式会社NTTドコモ北海道
株式会社NTTドコモ東海
株式会社NTTドコモ中国

株式会社NTTドコモ東北
株式会社NTTドコモ北陸
株式会社NTTドコモ四国

株式会社NTTドコモ
株式会社NTTドコモ関西
株式会社NTTドコモ九州

総合お問い合わせ先
〈DoCoMo インフォメーションセンター〉

再生紙を使用しています



パソコン接続マニュアル
データ通信について ............................................................. 1
ご使用になる前に ................................................................ 2
データ転送（OBEX™通信）の準備と流れ ............................... 3
データ通信の準備と流れ ...................................................... 3
パソコンとFOMA端末を接続する ......................................... 4
FOMA通信設定ファイルをインストールする ......................... 4
FOMA PC設定ソフトについて... ......................................... 6
FOMA PC設定ソフトによる通信の設定
 （Windows XP/Windows 2000 Professionalの場合）... .. 7
FOMA PC設定ソフトによる通信の設定
 （Windows Vistaの場合）... .......................................... 13
FOMA PC設定ソフトを使わない通信の設定 ....................... 18
ATコマンド ...................................................................... 23

■ パソコン接続マニュアルについて
本マニュアルでは、FOMA SO905iCSでデータ通信をする際に必要な事項についての説明をはじめ、
CD-ROM内の「FOMA通信設定ファイル」「FOMA PC設定ソフト」のインストール方法などを説明して
います。お使いの環境によっては操作手順や画面が一部異なる場合があります。

’08.1 （1.1版）
A-CUL-100-01（1）
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データ通信について
FOMA端末で利用できるデータ通信は、パケット通信、
64Kデータ通信、データ転送（OBEX™通信）の3つに
分類されます。
・ FOMA端末はRemote Wakeupには対応していません。
・ FOMA端末はFAX通信をサポートしていません。
・ FOMA端末をドコモのPDA「sigmarionⅡ」/「sigmarionⅢ」

/「musea」に接続してデータ通信を行う場合、「sigmarionⅡ」
/「musea」をアップデートしてご利用ください。アップデー
トの方法などの詳細については、ドコモのホームページをご
覧ください。

・ 海外では、パソコンなどと接続して行う64Kデータ通信は利
用できません。パケット通信を行う場合は、IP接続で通信を
行ってください。（PPP接続ではパケット通信できません）

データ転送（OBEX™通信）

画像や音楽、電話帳、メールなどのデータを他のFOMA
端末やパソコンなどとの間で送受信します。

■ 赤外線通信、ｉC通信

FOMA端末

FOMA端末

パソコンなど

■ FOMA 充電機能付USB接続ケーブル 01/02（別売）、
microSDメモリーカード、ドコモケータイdatalink

パソコンなどFOMA端末

パケット通信

送受信したデータ量に応じて通信料がかかる通信形態
です。（受信最大3.6Mbps、送信最大384kbps）
パケット通信は、FOMA端末とFOMA 充電機能付
USB接続ケーブル 01/02（別売）を使ってパソコンと
接続し、各種設定を行うと利用できます。ドコモのイ
ンターネット接続サービス「mopera U」/「mopera」な
ど、FOMAパケット通信に対応したアクセスポイント
をご利用ください。また、FOMAネットワークに接続
された企業内LANにアクセスし、データの送受信をす
ることもできます。
・ パケット通信は、画像を含むサイトやインターネットホーム
ページの閲覧、ファイルのダウンロードなどのデータ量の多い
通信を行うと、通信料が高額になりますのでご注意ください。

・ FOMAハイスピードエリア外では送受信ともに最大384kbps
となります。

・ ドコモのPDA「sigmarionⅢ」、「sigmarionⅡ」、「musea」
でパケット通信をご利用の場合、送受信ともに最大384kbps
となります。ハイスピードエリア対応の高速通信には対応し
ておりません。

64Kデータ通信

接続している時間に応じて、通信料がかかる通信形態
です。
64Kデータ通信は、FOMA端末とFOMA 充電機能付
USB接続ケーブル 01/02（別売）を使ってパソコンと接
続し、各種設定を行うと利用できます。ドコモのイン
ターネット接続サービス「mopera U」/「mopera」など
のFOMA 64Kデータ通信に対応したアクセスポイン
ト、またはISDNの同期64Kアクセスポイントをご利用
ください。
・ 64Kデータ通信は、長時間通信を行うと、通信料が高額にな
りますのでご注意ください。

ご利用時の留意事項

インターネットサービスプロバイダの利用料金

インターネットを利用する場合は、ご利用になるイン
ターネットサービスプロバイダに対する利用料が必要
になります。この利用料は、FOMAサービスの利用料
とは別に直接インターネットサービスプロバイダにお
支払いいただきます。利用料の詳しい内容については、
ご利用のインターネットサービスプロバイダにお問い
合わせください。
ドコモのインターネット接続サービス「mopera U」
/「mopera」をご利用いただけます。
「mopera U」をご利用いただく場合は、お申し込みが
必要（有料）となります。「mopera」をご利用いただく
場合は、お申し込み不要、月額使用料無料です。

接続先（インターネットサービスプロバイダなど）の設定

パケット通信と64Kデータ通信では接続先が異なりま
す。パケット通信を行うときはパケット通信対応の接
続先、64Kデータ通信を行うときはFOMA 64Kデータ
通信、またはISDN同期64K対応の接続先をご利用くだ
さい。
・ DoPaのアクセスポイントには接続できません。
・ PIAFSなどのPHS 64K/32Kデータ通信のアクセスポイント
には接続できません。

ネットワークアクセス時のユーザー認証

接続先によっては、接続時にユーザー認証（IDとパス
ワード）が必要な場合があります。その場合は、通信
ソフト（ダイヤルアップネットワーク）でIDとパスワー
ドを入力して接続してください。IDとパスワードは接
続先のインターネットサービスプロバイダまたは接続
先のネットワーク管理者から付与されます。詳しい内
容については、インターネットサービスプロバイダま
たは接続先のネットワーク管理者にお問い合わせくだ
さい。
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ブラウザ利用時のアクセス認証

パソコンのインターネットブラウザでFirstPass対応
サイトを利用するときのアクセス認証で、FirstPass
（ユーザー証明書）が必要な場合、本CD-ROMから
FirstPass PCソフトをインストールし、設定を行って
ください。詳細は本CD-ROM内の［FirstPassPCSoft］
フォルダ内の「FirstPassManual」（PDF形式）をご覧く
ださい。「FirstPassManual」（PDF形式）をご覧になる
には、Adobe® Reader®（バージョン6.0以上を推奨）
が必要です。お使いのパソコンにインストールされて
いない場合は、本CD-ROM内のAdobe® Reader®を
インストールしてご覧ください。
ご使用方法などの詳細につきましては、「Adobe 
Readerヘルプ」を参照してください。

パケット通信および64Kデータ通信の条件

FOMA端末で通信を行うためには、以下の条件が必要
になります。（日本国内の場合）
- FOMA 充電機能付USB接続ケーブル 01/02（別売）を利用で
きるパソコンであること

- FOMAパケット通信、64Kデータ通信に対応したPDAである
こと

- FOMAサービスエリア内であること
- パケット通信の場合、接続先がFOMAパケット通信に対応し
ていること

- 64Kデータ通信の場合、接続先がFOMA 64Kデータ通信、ま
たはISDN同期64Kに対応していること

ただし、上の条件が整っていても、基地局が混雑して
いる、または電波状態が悪い場合は通信ができないこ
とがあります。

ご使用になる前に

動作環境について
データ通信を利用するためのパソコンの動作環境は以
下のとおりです。

項　目 必要環境
パソコン本体 ・ PC-AT互換機でCD-ROMドライブが使用

できる機器
・ USBポート（Universal Serial Bus 

Specification Rev1.1準拠）
OS※1 Windows 2000 Professional、

Windows XP、
Windows Vista（各日本語版）

必要メモリ※2 Windows 2000 Professional：64MB以上
Windows XP：128MB以上
Windows Vista：512MB以上

ハードディスク
容量※2

5MB以上の空き容量

ディスプレイ High Color（65,536色）、解像度800×600
ドット以上を推奨

※1 OSアップグレードからの動作は保証の対象外となります。
※2 必要メモリ・ハードディスク容量は、パソコンのシステム
構成によって異なることがあります。

・ メニューが動作する推奨環境は以下のとおりです。
Windows XP/Windows 2000 Professionalの場合

Microsoft Internet Explorer 6.0以降です。
CD-ROMをセットしてもメニューが表示されない場合
は、マイコンピュータなどでCD-ROMを参照し、[index.
html]をダブルクリックしてください。

Windows Vistaの場合
Microsoft Internet Explorer 7.0以降です。
CD-ROMをセットしてもメニューが表示されない場合は、
コンピュータなどでCD-ROMを参照し、[index.html]を
ダブルクリックしてください。

● CD-ROMをパソコンにセットすると、下記のような警告
画面が表示される場合があります。この警告は、Internet 
Explorerのセキュリティの設定によって表示されますが、
使用には問題ありません。

 ［はい］をクリックしてください。
※ 画面はWindows XPを使用した場合の例です。お使い
のパソコンの環境によって異なることがあります。

必要な機器について
FOMA端末とパソコン以外に以下のハードウェア、ソ
フトウェアを使います。
・ FOMA 充電機能付USB接続ケーブル 01/02（別売）または

FOMA USB接続ケーブル（別売）
・ 付属のCD-ROM「FOMA SO905iCS用CD-ROM」

● 本マニュアルでは、FOMA 充電機能付USB接続ケーブル 
01/02（別売）の場合で説明しています。

● USBケーブルは専用の「FOMA 充電機能付USB接続ケー
ブル 01/02」または「FOMA USB接続ケーブル」をお買い
求めください。パソコン用のUSBケーブルはコネクタ部
の形状が異なるため使用できません。

● USB HUBを使用すると、正常に動作しない場合があります。

■ 用語解説
● 管理者権限

Windows XP、Windows 2000 Professional、Windows 
Vistaのシステムのすべてにアクセスできる権限。1台のパソ
コンに最低1人は管理者権限を持つユーザーが設定されていま
す。通常、管理者権限を持たないユーザーは、FOMA通信設
定ファイルのインストールができません。管理者権限の設定
については、各パソコンメーカやマイクロソフト社にお問い
合わせください。

● APN（Access Point Name）
パケット通信で接続先のインターネットサービスプロバイダ
や企業内LANを識別する文字列。たとえば「mopera U」の場
合は、「mopera.net」がAPNです。

● cid（Context Identifier）
パケット通信の接続先（APN）をFOMA端末へ書き込むときの
登録番号。FOMA端末では、1から10までの10件を登録でき
ます。
FOMA端末のお買い上げ時のcid登録
登録番号（cid） 接続先（APN）

1 mopera.ne.jp（mopera）
2 未設定
3 mopera.net（mopera U）
4～10 未設定
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● DNS（Domain Name System）
ドメインネーム（例：nttdocomo.co.jp）をコンピュータで使
うIPアドレスに変換するシステム。

● QoS（Quality of Service）
サービスの品質。通信時にユーザーの意図どおりに回線を利
用するための技術。FOMA端末では、接続するときの通信速
度などを設定できます。

● 通信設定最適化
FOMAネットワークでパケット通信を行うときに、TCP/IP
の伝送能力を最大限に生かすための「TCPパラメータ設定
ツール」です。FOMA端末の通信性能を最大限に活用するに
は、このソフトウェアによる通信設定が必要です。

データ転送（OBEX™通信）の
準備と流れ

FOMA 充電機能付USB接続ケーブル 01/02（別売）を
ご利用になる場合には、FOMA通信設定ファイルをイ
ンストールしてください。

データ転送

FOMA通信設定ファイルをダウンロード、インストールする（P.4）

・ 付属のCD-ROMからインストール
または

・ ドコモのホームページからダウンロードし、インストール

データ通信の準備と流れ
パソコンとFOMA端末を接続して、パケット通信およ
び64Kデータ通信を利用する場合の準備について説明
します。

FOMA PC設定ソフト
を使用する場合

パソコンとFOMA端末を接続する（P.4）

インストールしたFOMA通信設定ファイルを確認する（P.5）

接続先を設定する

パケット通信の場合
・ 「mopera U」または
「mopera」（P.9、15）
・ その他のプロバイダ
（P.9、15）

通信を実行する（P.11、17）

ATコマンドをサポートする通信ソフトを起動
する（P.18）

接続先を設定する（P.18）

発信者番号通知/非通知を設定する（P.19）

ダイヤルアップネットワークの設定をする（P.19）

ダイヤルアップ接続する（P.23）

FOMA PC設定ソフト
を使用しない場合

FOMA PC設定ソフトをインストールする
（P.7、13）

64Kデータ通信の場合
・ 「mopera U」または
「mopera」（P.10、16）
・ その他のプロバイダ
（P.11、17）

FOMA通信設定ファイルをダウンロード、インストールする（P.4）

・ 付属のCD-ROMからインストール
または

・ ドコモのホームページからダウンロードし、インストール
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パソコンとFOMA端末を接続する
パソコンとFOMA端末は、電源が入っている状態で接
続してください。
・ FOMA端末のUSBモード設定は［通信モード］に設定してくだ
さい。

 1 外部接続端子カバーを開ける
 2 FOMA端末の外部接続端子にFOMA 充電機能付

USB接続ケーブル 01/02（別売）の外部接続コネク
タを「カチッ」と音がするまで差し込む

 3 パソコンのUSB端子にFOMA 充電機能付USB接
続ケーブル 01/02のUSBコネクタを接続する
パソコンとFOMA端末が接続され、FOMA端末に「 」が表
示されます。

3

2

1

USBコネクタ

外部接続端子

ラベル面を上
にして水平に
差し込む

外部接続コネクタ

FOMA 充電機能付
USB接続ケーブル 01/02（別売）

USB端子

■ 取外しかた

 1 FOMA 充電機能付USB接続ケーブル 01/02は必
ずリリースボタンを押しながら水平に引き抜く
FOMA 充電機能付USB接続ケーブル 01/02を取外すと、
FOMA端末の画面から「 」が消えます。

リリースボタン
無理に引き抜こうとすると
故障の原因となります。

 2 パソコンのUSB端子からFOMA 充電機能付USB
接続ケーブル 01/02を引き抜く

● データ通信中にFOMA 充電機能付USB接続ケーブル 
01/02を取外さないでください。故障などの原因となります。

● FOMA端末に表示される「 」は、FOMA通信設定ファイル
のインストール前には表示されません。

FOMA通信設定ファイルをイン
ストールする

FOMA端末とパソコンをFOMA 充電機能付USB接続
ケーブル 01/02（別売）を使って接続し、データ通信を
行うには、本CD-ROMからFOMA通信設定ファイル
をインストールしてください。
・ パソコンの管理者権限を持ったユーザーでインストールして
ください。

Windows XPの場合

 1 「FOMA SO905iCS用CD-ROM」をパソコンに
セットする

 2 ［データリンクソフト・各種設定ソフト］→FOMA
通信設定ファイル（USBドライバ）の［インストー
ル］をクリックする
「SO905iCS_USB_Driver」フォルダが表示されます。

 3 ［FOMAinst.exe］をダブルクリックする
FOMA SO905iCS USBドライバの使用許諾契約が表示さ
れます。

 4 内容をご確認の上、契約内容に同意する場合は［同
意する］をクリックする
パソコンとFOMA端末の接続確認画面が表示されます。
［同意しない］をクリックした場合
インストールは中止されます。

 5 FOMA端末とパソコンをFOMA 充電機能付USB
接続ケーブル 01/02で接続する
［キャンセル］をクリックした場合
インストールは中止されます。

 6 ［完了］をクリックする
FOMAバイトカウンタをインストールする場合
続けてインストールしてください。

Windows 2000 Professionalの場合

 1 「FOMA SO905iCS用CD-ROM」をパソコンに
セットする

 2 ［データリンクソフト・各種設定ソフト］→ FOMA
通信設定ファイル（USBドライバ）の［インストー
ル］をクリックする
「SO905iCS_USB_Driver」フォルダが表示されます。
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 3 ［FOMAinst.exe］をダブルクリックする
FOMA SO905iCS USBドライバの使用許諾契約が表示さ
れます。

 4 内容をご確認の上、契約内容に同意する場合は［同
意する］をクリックする
パソコンとFOMA端末の接続確認画面が表示されます。
［同意しない］をクリックした場合
インストールは中止されます。

 5 FOMA端末とパソコンをFOMA 充電機能付USB
接続ケーブル 01/02で接続する
［キャンセル］をクリックした場合
インストールは中止されます。

 6 ［完了］をクリックする
FOMAバイトカウンタをインストールする場合
続けてインストールしてください。

Windows Vistaの場合

 1 「FOMA SO905iCS用CD-ROM」をパソコンに
セットする

 2 ［データリンクソフト・各種設定ソフト］→FOMA
通信設定ファイル（USBドライバ）の［インストー
ル］をクリックする
「SO905iCS_USB_Driver」フォルダが表示されます。

 3 ［FOMAinst.exe］をダブルクリックする
ユーザーアカウント制御画面が表示されます。

 4 ［許可］をクリックする
FOMA SO905iCS USBドライバの使用許諾契約が表示さ
れます。

 5 内容をご確認の上、契約内容に同意する場合は［同
意する］をクリックする
パソコンとFOMA端末の接続確認画面が表示されます。
［同意しない］をクリックした場合
インストールは中止されます。

 6 FOMA端末とパソコンをFOMA 充電機能付USB
接続ケーブル 01/02で接続する
［キャンセル］をクリックした場合
インストールは中止されます。

 7 ［完了］をクリックする
FOMAバイトカウンタをインストールする場合
続けてインストールしてください。

インストールしたFOMA通信設定ファ
イルを確認する

FOMA通信設定ファイルが正しくインストールされて
いることを確認します。
・ FOMA端末とパソコンをFOMA 充電機能付USB接続ケーブ
ル 01/02（別売）を使って、あらかじめ接続しておいてください。

Windows XP/Windows 2000 Professionalの
場合

例： Windows XPの場合

 1 ［スタート］→［コントロールパネル］をクリックし、
［パフォーマンスとメンテナンス］→［システム］を
クリックする
Windows 2000 Professionalの場合
［スタート］→［設定］→［コントロールパネル］をクリック
し、［システム］をダブルクリックします。

 2 ［ハードウェア］タブをクリックし、［デバイスマ
ネージャ］をクリックする

 3 各デバイスをクリックし、インストールしたドラ
イバ名を確認する
デバイスの種類 ドライバ名

ポート（COMとLPT） ・ FOMA SO905iCS Command 
Port

・ FOMA SO905iCS OBEX Port
モデム ・ FOMA SO905iCS
USB（Universal Serial 
Bus）コントローラ

・ FOMA SO905iCS

・ COMポート番号は、お使いのパソコンによって異なり
ます。

Windows Vistaの場合

 1 ［スタート］→［コントロールパネル］をクリック
し、［システムとメンテナンス］→［デバイスマネー
ジャ］をクリックする
ユーザーアカウント制御画面が表示されます。

 2 ［続行］をクリックする
 3 各デバイスをクリックし、インストールしたドラ

イバ名を確認する
デバイスの種類 ドライバ名

ポート（COMとLPT） ・ FOMA SO905iCS Command 
Port

・ FOMA SO905iCS OBEX Port
モデム ・ FOMA SO905iCS
ユニバーサルシリアル
バスコントローラ

・ FOMA SO905iCS

・ COMポート番号は、お使いのパソコンによって異なり
ます。
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FOMA通信設定ファイルをアンインス
トールする
・ パソコンの管理者権限を持ったユーザーでアンインストール
してください。

・ アンインストール開始前にパソコンからFOMA端末を取外し
てください。

Windows XP/Windows 2000 Professionalの
場合

例： Windows XPの場合

 1 ［スタート］→［コントロールパネル］をクリックし、
［プログラムの追加と削除］をクリックする
Windows 2000 Professionalの場合
［スタート］→［設定］→［コントロールパネル］をクリック
し、［アプリケーションの追加と削除］をダブルクリック
します。

 2 ［FOMA SO905iCS USB］を選び、［変更と削除］
をクリックする
削除確認画面が表示されます。

 3 ［はい］をクリックする
FOMA通信設定ファイルのアンインストールを開始します。

 4 ［OK］をクリックする

● インストールに失敗したとき、または操作2の画面に
「FOMA SO905iCS USB」が表示されないときは、次の
操作を行ってください。
1. 「FOMA SO905iCS用CD-ROM」をパソコンにセット
する

2. ［スタート］→［マイコンピュータ］をクリックする
3. CD-ROMアイコンを右クリックし、［開く］をクリック
する

4. CD-ROM内の「SO905iCS_USB_Driver」→「Drivers」
→「Win2k_XP」フォルダを開く

5. ［so905icsun.exe］をダブルクリックする

Windows Vistaの場合

 1 ［スタート］→［コントロールパネル］をクリックし、
［プログラムのアンインストール］をクリックする

 2 ［FOMA SO905iCS USB］を選び、［アンインス
トールと変更］をクリックする
ユーザーアカウント制御画面が表示されます。

 3 ［続行］をクリックする
削除確認画面が表示されます。

 4 ［はい］をクリックする
FOMA通信設定ファイルのアンインストールを開始します。

 5 ［OK］をクリックする

● インストールに失敗したとき、または操作2の画面に
「FOMA SO905iCS USB」が表示されないときは、次の
操作を行ってください。
1. 「FOMA SO905iCS用CD-ROM」をパソコンにセット
する

2. ［スタート］→［コンピュータ］をクリックする
3. CD-ROMアイコンを右クリックし、［開く］をクリック
する

4. CD-ROM内の「SO905iCS_USB_Driver」→「Drivers」
→「WinVista32」フォルダを開く

5. ［so905icsun.exe］をダブルクリックする

FOMA PC設定ソフトについて
FOMA端末をパソコンに接続してパケット通信や64K
データ通信を行うには、通信に関するさまざまな設定
が必要です。FOMA PC設定ソフトを使うと、簡単な
操作で以下の設定ができます。FOMA PC設定ソフト
を使わずに、パケット通信や64Kデータ通信を設定す
ることもできます。（P.18）
● かんたん設定
ガイドに従い操作することでFOMAデータ通信用ダイヤル
アップの作成を行い、同時に通信設定最適化の設定などを行
います。

● 通信設定最適化
FOMAパケット通信を利用する前に、パソコン内の通信設定
を最適化します。
通信性能を最大限に活用するには、通信設定の最適化が必要
となります。

● 接続先（APN）の設定
パケット通信に必要な接続先（APN）の設定を行います。
FOMAパケット通信の接続先には、64Kデータ通信と異なり
通常の電話番号は使用しません。あらかじめ接続先ごとに、
FOMA端末にAPNと呼ばれる接続先名を登録し、その登録番
号（cid）を接続先番号欄に指定して接続します。
・ お買い上げ時、cid1にはmoperaの接続先（APN）「mopera.

ne.jp」が、cid3にはmopera Uの接続先（APN）「mopera.
net」が登録されていますが、その他のプロバイダや企業内
LANに接続する場合は、接続先（APN）の設定が必要にな
ります。

● FOMA PC設定ソフトVer.4.0.0以前の古いバージョン（以
後旧FOMA PC設定ソフトと呼びます）がインストールさ
れている場合は、あらかじめ旧FOMA PC設定ソフトをア
ンインストールしてください。
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FOMA PC設定ソフトによる通信の設定（Windows 
XP/Windows 2000 Professionalの場合）

FOMA PC設定ソフトをインストール
する

FOMA PC設定ソフトを使用する場合は、本CD-ROM
からインストールしてください。
・ FOMA PC設定ソフトをインストールする場合は、必ずパソ
コンの管理者権限を持ったユーザーアカウントで行ってくだ
さい。

・ インストール開始前に起動中のプログラムはすべて終了して
ください。

・ FOMA端末のFOMA通信設定ファイルがパソコンに正しく設
定されていることを確認してください。（P.5）

例： Windows XPの場合

 1 「FOMA SO905iCS用CD-ROM」をパソコンに
セットする

 2 ［データリンクソフト・各種設定ソフト］→ FOMA 
PC設定ソフトの［インストール］をクリックする
・ ［インストール］をクリックすると、下記のような警告画
面が表示される場合があります。この警告は、Internet 
Explorerのセキュリティの設定によって表示されます
が、使用には問題ありません。
「ファイルのダウンロード － セキュリティの警告」画面
が表示された場合
［実行］をクリックしてください。

「Internet Explorer － セキュリティの警告」画面が表示
された場合
［実行する］をクリックしてください。

 3 ［次へ］をクリックする
FOMA PC設定ソフトの使用許諾契約が表示されます。

 4 内容をご確認の上、契約内容に同意する場合は［は
い］をクリックする
［いいえ］をクリックした場合
インストールは中止されます。

 5 ［タスクトレイに常駐する］にチェックし、［次へ］
をクリックする

インストール後、タスクトレイに「通信設定最適化」が常駐
します。
・ 「通信設定最適化」の常駐の設定は、インストール後に変
更できます。

 6 インストール先を確認し、［次へ］をクリックする

変更する場合
［参照］をクリックし、任意のインストール先を指定して
［次へ］をクリックします。

 7 プログラムフォルダのフォルダ名を確認し、［次へ］
をクリックする

変更する場合
新規フォルダ名を入力し、［次へ］をクリックします。

 8 ［完了］をクリックする
インストールが完了すると、FOMA PC設定ソフトの操作
画面が起動します。
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FOMA PC設定ソフトをアンインストー
ルする
例： Windows XPの場合

 1 起動中のプログラムを終了する
・ 通信設定最適化ソフトを終了します。ウィンドウ右下の
タスクトレイの［通信設定最適化ソフト］を右クリック
し、［終了］をクリックします。

・ FOMA PC設定ソフトを終了します。FOMA PC設定ソ
フト右下の［終了］をクリックします。

 2 ［スタート］→［コントロールパネル］をクリックし、
［プログラムの追加と削除］をクリックする
Windows 2000 Professionalの場合
［スタート］→［設定］→［コントロールパネル］をクリック
し、［アプリケーションの追加と削除］をダブルクリック
します。

 3 ［NTT DoCoMo FOMA PC設定ソフト］を選び、
［削除］をクリックする

 4 削除するプログラム名を確認し、［はい］をクリッ
クする
アンインストールが実行され、プログラムが削除されます。

 5 ［完了］をクリックする
FOMA PC設定ソフトのアンインストールが終了します。
通信設定が最適化されている場合
下の画面が表示されます。通常は［はい］をクリックして
最適化を解除してください。

各種設定前の準備
FOMA端末でのインターネット接続には、ブロードバ
ンド接続オプションなどに対応した「mopera U」のご
利用をおすすめします。（別途お申し込みが必要です）
また、今すぐに簡単にインターネットに接続したい方
には、「mopera」が便利です。
お客様の選択した「接続方法」および「接続プロバイダ」
の情報に従い、表示される設問に対する選択・入力を
進めていくと、簡単にFOMA用ダイヤルアップを作成
できます。
設定の前にFOMA端末がパソコンに接続され、正しく
認識されていることを確認してください。（P.4、5）

例： Windows XPの場合

 1 ［スタート］→［すべてのプログラム］→［FOMA PC
設定ソフト］をクリックする

Windows 2000 Professionalの場合
［スタート］→［プログラム］→［FOMA PC設定ソフト］を
クリックします。
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かんたん設定（パケット通信）
・ パケット通信は、画像を含むサイトやインターネットホーム
ページの閲覧、ファイルのダウンロードなどのデータ量の多い
通信を行うと、通信料が高額になりますのでご注意ください。

「mopera U」/「mopera」を利用する場合

・ 「mopera」をご利用いただく場合、通信速度は送受信とも最
大384kbpsまでとなります。

 1 FOMA PC設定ソフトを起動し、［かんたん設定］
をクリックする

 2 ［パケット通信（HIGH-SPEED対応端末）］を選び、
［次へ］をクリックする

 3 ［『mopera U』への接続］または［『mopera』への接
続］を選び、［次へ］をクリックする
［『mopera U』への接続］を選択したときは、ご契約の確認
画面が表示されます。ご契約がお済みの場合は［はい］をク
リックしてください。

 4 ［OK］をクリックする
FOMA端末から接続先（APN）設定を取得します。しばら
くお待ちください。

 5 ［接続名］に接続名（任意の名前）を入力し、［次へ］
をクリックする
・ 半角の「¥」「/」「:」「＊」「?」「<」「>」「｜」「”」「!」は入力できま
せん。

・ 「mopera U」または「mopera」をご利用の場合は、発信
者番号通知が必要です。［設定しない（推奨）］または［186
を付加する（通知する）］を選択してください。

・ 「mopera U」は［PPP接続］、［IP接続］両方に対応してい
ます。海外で利用する場合は、［IP接続］を選択し、発信
者番号通知は［設定しない（推奨）］を選択してください。

・ 「mopera」は［PPP接続］のみに対応し、海外で利用する
ことはできません。

 6 使用可能ユーザーを選び、［次へ］をクリックする
［ユーザID］、［パスワード］は空欄でも接続できます。

 7 ［最適化を行う］をチェックし、［次へ］をクリック
する
「HIGH-SPEED対応端末の確認」画面が表示されます。
・ すでに最適化されている場合、最適化を行うための確認
画面は表示されません。

 8 ［はい］をクリックする
 9 設定情報を確認し、［完了］をクリックする

 10 ［OK］をクリックする
・ 操作7～8で最適化を行った場合は、パソコンを再起動す
る必要があります。

その他のプロバイダを利用する場合

 1 FOMA PC設定ソフトを起動し、［かんたん設定］
をクリックする

 2 接続方法に［パケット通信（HIGH-SPEED対応端
末）］を選び、［次へ］をクリックする

 3 接続先に［その他］を選び、［次へ］をクリックする
 4 ［OK］をクリックする

FOMA端末から接続先（APN）設定を取得します。しばら
くお待ちください。

 5 ［接続名］に接続名（任意の名前）を入力する
・ 半角の「¥」「/」「:」「＊」「?」「<」「>」「｜」「”」「!」は入力できま
せん。

・ 接続方式は［PPP接続］を選択してください。
・ 海外で利用する場合は、［IP接続］を選択してください。
・ アクセスポイントの接続方式によっては、接続できない
ことがあります。

・ 発信者番号通知の設定については、ご利用になるプロバ
イダの指示に従ってください。

■ 高度な設定（TCP/IPの設定）
［詳細情報の設定］をクリックすると、［IPアドレス］、［ネー
ムサーバー］の設定画面が表示されます。ご加入のプロバイ
ダや、社内LANなどのダイヤルアップ情報として入力が必
要な場合は、入力指示情報を元に各種アドレスを登録して
ください。

 6 ［接続先（APN）設定］をクリックする
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 7 ［追加］をクリックし、接続先（APN）を設定し、
［OK］をクリックする
cidは2または4～10に設定します。

 8 新しく設定した接続先（APN）を選び、［OK］をク
リックする

 9 ［次へ］をクリックする
 10 使用可能ユーザーを選び、［ユーザID］、［パスワー

ド］を設定し、［次へ］をクリックする
［ユーザID］、［パスワード］の設定は、プロバイダから提供
された各種情報を、大文字・小文字などに注意し、正確に
入力してください。

 11 ［最適化を行う］をチェックし、［次へ］をクリック
する
・ すでに最適化されている場合、最適化を行うための確認
画面は表示されません。

 12 設定情報を確認し、［完了］をクリックする

 13 ［OK］をクリックする
・ 操作11で最適化を行った場合は、再起動の確認画面が表
示されます。［はい］をクリックします。

かんたん設定（64Kデータ通信）

「mopera U」/「mopera」を利用する場合

・ 64Kデータ通信は、長時間通信を行うと、通信料が高額にな
りますのでご注意ください。

 1 FOMA PC設定ソフトを起動し、［かんたん設定］
をクリックする

 2 ［64Kデータ通信］を選び、［次へ］をクリックする

 3 ［『mopera U』への接続］または［『mopera』への接
続］を選び、［次へ］をクリックする
［『mopera U』への接続］を選択したときは、ご契約の確認
画面が表示されます。ご契約がお済みの場合は［はい］をク
リックしてください。

 4 ［接続名］に接続名（任意の名前）を入力し、［次へ］
をクリックする
・ 半角の「¥」「/」「:」「＊」「?」「<」「>」「｜」「”」「!」は入力できま
せん。

・ ［モデムの選択］が［FOMA SO905iCS］になっていない
場合は、［FOMA SO905iCS］を選択します。

・ 「mopera U」または「mopera」に接続するためには、発
信者番号通知が必要です。［186を付加する（通知する）］
を選択してください。

 5 使用可能ユーザーを選び、［次へ］をクリックする
［ユーザID］、［パスワード］は空欄でも接続できます。

 6 設定情報を確認し、［完了］をクリックする
 7 ［OK］をクリックする
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その他のプロバイダを利用する場合

 1 FOMA PC設定ソフトを起動し、［かんたん設定］
をクリックする

 2 接続方法に［64Kデータ通信］を選び、［次へ］をク
リックする

 3 接続先に［その他］を選び、［次へ］をクリックする
 4 ダイヤルアップ情報を入力する

・ 発信者番号通知の設定については、ご利用になるプロバ
イダの指示に従ってください。

［接続名］：
接続名（任意の名前）を入力します。
・ 半角の「¥」「/」「:」「＊」「?」「<」「>」「｜」「”」「!」は入力できま
せん。

［モデムの選択］：
［FOMA SO905iCS］を選択します。

［電話番号］：
プロバイダ接続の電話番号を入力します。
・ プロバイダから提供された情報を正確に入力してくだ
さい。

■ 高度な設定（TCP/IPの設定）
［詳細情報の設定］をクリックすると、［IPアドレス］、［ネー
ムサーバー］の設定画面が表示されます。ご加入のプロバイ
ダや、社内LANなどのダイヤルアップ情報として入力が必
要な場合は、入力指示情報を元に各種アドレスを登録して
ください。

 5 ［次へ］をクリックする
 6 使用可能ユーザーを選び、［ユーザID］、［パスワー

ド］を設定し、［次へ］をクリックする
［ユーザID］、［パスワード］の設定は、プロバイダから提供
された各種情報を、大文字・小文字などに注意し、正確に
入力してください。

 7 設定情報を確認し、［完了］をクリックする
 8 ［OK］をクリックする

設定した通信を実行する
あらかじめ、FOMA端末とパソコンを接続してくだ
さい。

例： Windows XPの場合

 1 デスクトップの接続アイコンをダブル
クリックする
通信が開始されます。
スタートメニューから起動する場合

Windows XP
［スタート］→［すべてのプログラム］→［アクセサリ］→
［通信］→［ネットワーク接続］をクリックします。
Windows 2000 Professional
［スタート］→［プログラム］→［アクセサリ］→［通信］→
［ネットワークとダイヤルアップ接続］をクリックし
ます。

 2 ［ユーザー名］、［パスワード］を入力し、［ダイヤル］
をクリックする
・ 「mopera U」または「mopera」の場合は、［ユーザー名］、
［パスワード］は空欄でも接続できます。
接続が実行されます。

● パソコンに表示される通信速度は、実際の通信速度とは異
なる場合があります。

● 通信中はFOMA端末にアイコンが表示されます。
パケット通信中（データ送受信なし）

パケット通信中

パケット通信中（データ送受信中）

パケット送受信中

64Kデータ通信中

６４Ｋデータ通信中



12

通信を切断する

インターネットブラウザを終了しただけでは切断され
ない場合があります。確実に切断するためには、以下
の操作を行ってください。

 1 タスクトレイのダイヤルアップアイ
コンをクリックする

ダイヤルアップ
アイコン

 2 ［切断］をクリックする
接続が切断されます。

通信設定最適化
通信設定最適化ソフトはFOMAネットワークでパケッ
ト通信を行うときに、TCP/IPの伝送能力を最適化する
ための「TCPパラメータ設定」ツールです。FOMA端末
の通信性能を最大限に活用するには、このソフトウェ
アによる通信設定が必要です。
・ 海外でパソコン接続を行う場合は、通信設定最適化
を解除してからご利用ください。

Windows XPの場合

ダイヤルアップごとに最適化設定が可能です。

 1 FOMA PC設定ソフトを起動し、［通信設定最適化］
をクリックする
タスクトレイから操作する場合
タスクトレイの「 」をクリックします。

 2 ［FOMA HIGH-SPEED対 応 端 末（ 受 信 最
大3.6Mbps）］または［FOMA端末（受信最大
384kbps）］を選び、［最適化を行う］をクリック
する
・ HIGH-SPEED対応のアクセスポイントを利用する
場合は、［FOMA HIGH-SPEED対応端末（受信最大
3.6Mbps）］を選択します。「HIGH-SPEED対応端末の
確認」画面で［はい］を選択すると、すべてのダイヤルアッ
プ設定がHIGH-SPEED用に最適化されます。64Kデー
タ通信など、複数のダイヤルアップ設定がある場合はご
注意ください。

・ HIGH-SPEEDに対応していないアクセスポイントを利
用する場合は、［FOMA端末（受信最大384kbps）］を選
択します。

システム設定が最適化されている場合
FOMA端末以外での通信などの理由から設定を解除する
場合は、最適化を解除する場合（P.12操作2～4）と同じ
操作を行ってください。

 3 最適化するダイヤルアップを選び、［実行］をクリッ
クする

システム設定、ダイヤルアップ設定、それぞれの最適化が
実行されます。

 4 画面に従ってパソコンを再起動する
システム設定が最適化されます。

最適化を解除する場合

例： HIGH-SPEED対応のアクセスポイントを利用している場合

 1 FOMA PC設定ソフトを起動し、［通信設定最適化］
をクリックする
タスクトレイから操作する場合
タスクトレイの「 」をクリックします。

 2 ［最適化を解除する］をクリックする
HIGH-SPEEDに対応していないアクセスポイントを利用
して、全体のダイヤルアップを解除する場合
［システム設定］をクリックし、［最適化を解除する］をク
リックします。

HIGH-SPEEDに対応していないアクセスポイントを利用
して、個別にダイヤルアップを解除する場合
最適化を解除する接続先のチェックを外して、［実行］→
［OK］をクリックしてください。
・ 最適化解除を有効にするために、パソコンを再起動し
てください。

 3 ［OK］をクリックする

 4 画面に従ってパソコンを再起動する
最適化の解除が有効になります。

Windows 2000 Professionalの場合

 1 FOMA PC設定ソフトを起動し、［通信設定最適化］
をクリックする
タスクトレイから操作する場合
タスクトレイの「 」をクリックします。

 2 ［FOMA HIGH-SPEED対 応 端 末（ 受 信 最
大3.6Mbps）］または［FOMA端末（受信最大
384kbps）］を選び、［最適化を行う］をクリック
する
システム設定が最適化されている場合
「現在、FOMA HIGH-SPEED対応端末用に最適化され
ています。」と表示されます。
FOMA端末以外での通信などの理由から設定を解除する
場合は、［最適化を解除する］をクリックしてください。

 3 画面に従ってパソコンを再起動する
システム設定が最適化されます。
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接続先（APN）の設定
パケット通信を行う場合の接続先（APN）の設定をしま
す。あらかじめ、FOMA端末とパソコンを接続してく
ださい。

 1 FOMA PC設定ソフトを起動し、［接続先（APN）
設定］をクリックする

 2 ［OK］をクリックする
FOMA端末から接続先（APN）設定を取得します。しばら
くお待ちください。

 3 接続先（APN）を設定する

接続先（APN）を追加する場合
［追加］をクリックします。
接続先（APN）を編集（修正）する場合
接続先（APN）を選び、［編集］をクリックします。

接続先（APN）を削除する場合
接続先（APN）を選び、［削除］をクリックします。
・ ［cid1］と［cid3］に登録されている接続先（APN）は削
除できません。（［cid3］を選んで［削除］をクリックし
ても、実際には削除されず、［mopera.net］に戻ります）

ファイルへ保存する場合
［ファイル］メニュー→［上書き保存］/［名前を付けて保
存］をクリックします。

ファイルから読み込む場合
［ファイル］メニュー→［開く］をクリックし、保存した
ファイルを選択します。

FOMA端末から接続先（APN）情報を読み込む場合
［ファイル］メニュー→［FOMA端末から設定を取得］をク
リックします。

FOMA端末へ接続先（APN）情報を書き込む場合
［ファイル］メニュー→［FOMA端末へ設定を書き込む］を
クリックします。

ダイヤルアップを作成する場合
接続先（APN）を選び、［ダイヤルアップ作成］をクリック
します。画面の指示に従ってパケット通信用のダイヤル
アップを設定してください。

● 接続先（APN）はFOMA端末に登録される情報のため、異
なるFOMA端末を接続する場合は、再度FOMA端末に接
続先（APN）を登録する必要があります。

● パソコンに登録されている接続先（APN）を継続利用する
場合は、同じ接続先（APN）の登録番号（cid）をFOMA端末
に登録してください。

FOMA PC設定ソフトによる通信
の設定（Windows Vistaの場合）

FOMA PC設定ソフトをインストール
する

FOMA PC設定ソフトを使用する場合は、本CD-ROM
からインストールしてください。
・ FOMA PC設定ソフトをインストールする場合は、必ずパソ
コンの管理者権限を持ったユーザーアカウントで行ってくだ
さい。それ以外のアカウントでインストールを行うとエラー
となります。管理者権限の設定については、各パソコンメー
カやマイクロソフト社にお問い合わせください。

・ FOMA端末のFOMA通信設定ファイルがパソコンに正しく設
定されていることを確認してください。（P.5）

 1 「FOMA SO905iCS用CD-ROM」をパソコンに
セットする

 2 ［データリンクソフト・各種設定ソフト］→ FOMA 
PC設定ソフトの［インストール］をクリックする
・ ［インストール］をクリックすると、下記のような警告画
面が表示される場合があります。この警告は、Internet 
Explorerのセキュリティの設定によって表示されます
が、使用には問題ありません。
「ファイルのダウンロード － セキュリティの警告」画面
が表示された場合
［実行］をクリックしてください。

ユーザーアカウント制御画面が表示されます。

 3 ［続行］をクリックする
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 4 ［次へ］をクリックする
FOMA PC設定ソフトの使用許諾契約が表示されます。

 5 内容をご確認の上、契約内容に同意する場合は［は
い］をクリックする
［いいえ］をクリックした場合
インストールは中止されます。

 6 インストール先を確認し、［次へ］をクリックする

変更する場合
［参照］をクリックし、任意のインストール先を指定して
［次へ］をクリックします。

 7 プログラムフォルダのフォルダ名を確認し、［次へ］
をクリックする

変更する場合
新規フォルダ名を入力し、［次へ］をクリックします。

 8 ［完了］をクリックする
インストールが完了すると、FOMA PC設定ソフトの操作
画面が起動します。

FOMA PC設定ソフトをアンインストー
ルする

 1 起動中のプログラムを終了する
FOMA PC設定ソフトを終了します。FOMA PC設定ソフ
ト右下の［終了］をクリックします。

 2 ［スタート］→［コントロールパネル］をクリックし、
［プログラムのアンインストール］をクリックする

 3 ［NTT DoCoMo FOMA PC設定ソフト］を選び、
［アンインストール］をクリックする

ユーザーアカウント制御画面が表示されます。

 4 ［続行］をクリックする
削除確認画面が表示されます。

 5 削除するプログラム名を確認し、［はい］をクリッ
クする
アンインストールが実行され、プログラムが削除されます。

 6 ［完了］をクリックする
FOMA PC設定ソフトのアンインストールが終了します。

各種設定前の準備
FOMA端末でのインターネット接続には、ブロードバ
ンド接続オプションなどに対応した「mopera U」のご
利用をおすすめします。（別途お申し込みが必要です）
また、今すぐに簡単にインターネットに接続したい方
には、「mopera」が便利です。
お客様の選択した「接続方法」および「接続プロバイダ」
の情報に従い、表示される設問に対する選択・入力を
進めていくと、簡単にFOMA用ダイヤルアップを作成
できます。
設定の前にFOMA端末がパソコンに接続され、正しく
認識されていることを確認してください。（P.4、5）

 1 ［スタート］→［すべてのプログラム］→［FOMA PC
設定ソフト］をクリックする
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かんたん設定（パケット通信）
・ パケット通信は、画像を含むサイトやインターネットホーム
ページの閲覧、ファイルのダウンロードなどのデータ量の多い
通信を行うと、通信料が高額になりますのでご注意ください。

「mopera U」/「mopera」を利用する場合

・ 「mopera」をご利用いただく場合、通信速度は送受信とも最
大384kbpsまでとなります。

 1 FOMA PC設定ソフトを起動し、［かんたん設定］
をクリックする

 2 ［パケット通信］を選び、［次へ］をクリックする
 3 ［『mopera U』への接続］または［『mopera』への接

続］を選び、［次へ］をクリックする
［『mopera U』への接続］を選択したときは、ご契約の確認
画面が表示されます。ご契約がお済みの場合は［はい］をク
リックしてください。

 4 ［OK］をクリックする
FOMA端末から接続先（APN）設定を取得します。しばら
くお待ちください。

 5 ［接続名］に接続名（任意の名前）を入力し、［次へ］
をクリックする
・ 半角の「¥」「/」「:」「＊」「?」「<」「>」「｜」「”」「!」は入力できま
せん。

・ 「mopera U」または「mopera」をご利用の場合は、発信
者番号通知が必要です。［設定しない（推奨）］または［186
を付加する（通知する）］を選択してください。

・ 「mopera U」は［PPP接続］、［IP接続］両方に対応してい
ます。海外で利用する場合は、［IP接続］を選択し、発信
者番号通知は［設定しない（推奨）］を選択してください。

・ 「mopera」は［PPP接続］のみに対応し、海外で利用する
ことはできません。

 6 ［ユーザID］、［パスワード］を設定し、［次へ］をク
リックする
［ユーザID］、［パスワード］は空欄でも接続できます。

 7 設定情報を確認し、［完了］をクリックする
 8 ［OK］をクリックする

その他のプロバイダを利用する場合

 1 FOMA PC設定ソフトを起動し、［かんたん設定］
をクリックする

 2 接続方法に［パケット通信］を選び、［次へ］をクリッ
クする

 3 接続先に［その他］を選び、［次へ］をクリックする
 4 ［OK］をクリックする

FOMA端末から接続先（APN）設定を取得します。しばら
くお待ちください。

 5 ［接続名］に接続名（任意の名前）を入力する
・ 半角の「¥」「/」「:」「＊」「?」「<」「>」「｜」「”」「!」は入力できま
せん。

・ 接続方式は［PPP接続］を選択してください。
・ 海外で利用する場合は、［IP接続］を選択してください。
・ アクセスポイントの接続方式によっては、接続できない
ことがあります。

・ 発信者番号通知の設定については、ご利用になるプロバ
イダの指示に従ってください。

■ 高度な設定（TCP/IPの設定）
［詳細情報の設定］をクリックすると、［IPアドレス］、［ネー
ムサーバー］の設定画面が表示されます。ご加入のプロバイ
ダや、社内LANなどのダイヤルアップ情報として入力が必
要な場合は、入力指示情報を元に各種アドレスを登録して
ください。

 6 ［接続先（APN）設定］をクリックする
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 7 ［追加］をクリックし、接続先（APN）を設定し、
［OK］をクリックする
cidは2または4～10に設定します。

 8 新しく設定した接続先（APN）を選び、［OK］をク
リックする

 9 ［次へ］をクリックする
 10 ［ユーザID］、［パスワード］を設定し、［次へ］をク

リックする
［ユーザID］、［パスワード］の設定は、プロバイダから提供
された各種情報を、大文字・小文字などに注意し、正確に
入力してください。

 11 設定情報を確認し、［完了］をクリックする

 12 ［OK］をクリックする

かんたん設定（64Kデータ通信）

「mopera U」/「mopera」を利用する場合

・ 64Kデータ通信は、長時間通信を行うと、通信料が高額にな
りますのでご注意ください。

 1 FOMA PC設定ソフトを起動し、［かんたん設定］
をクリックする

 2 ［64Kデータ通信］を選び、［次へ］をクリックする

 3 ［『mopera U』への接続］または［『mopera』への接
続］を選び、［次へ］をクリックする
［『mopera U』への接続］を選択したときは、ご契約の確認
画面が表示されます。ご契約がお済みの場合は［はい］をク
リックしてください。

 4 ［接続名］に接続名（任意の名前）を入力し、［次へ］
をクリックする
・ 半角の「¥」「/」「:」「＊」「?」「<」「>」「｜」「”」「!」は入力できま
せん。

・ ［モデムの選択］が［FOMA SO905iCS］になっていない
場合は、［FOMA SO905iCS］を選択します。

・ 「mopera U」または「mopera」に接続するためには、発
信者番号通知が必要です。［186を付加する（通知する）］
を選択してください。

 5 ［ユーザID］、［パスワード］を設定し、［次へ］をク
リックする
［ユーザID］、［パスワード］は空欄でも接続できます。

 6 設定情報を確認し、［完了］をクリックする
 7 ［OK］をクリックする
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その他のプロバイダを利用する場合

 1 FOMA PC設定ソフトを起動し、［かんたん設定］
をクリックする

 2 接続方法に［64Kデータ通信］を選び、［次へ］をク
リックする

 3 接続先に［その他］を選び、［次へ］をクリックする
 4 ダイヤルアップ情報を入力する

・ 発信者番号通知の設定については、ご利用になるプロバ
イダの指示に従ってください。

［接続名］：
接続名（任意の名前）を入力します。
・ 半角の「¥」「/」「:」「＊」「?」「<」「>」「｜」「”」「!」は入力できま
せん。

［モデムの選択］：
［FOMA SO905iCS］を選択します。

［電話番号］：
プロバイダ接続の電話番号を入力します。
・ プロバイダから提供された情報を正確に入力してくだ
さい。

■ 高度な設定（TCP/IPの設定）
［詳細情報の設定］をクリックすると、［IPアドレス］、［ネー
ムサーバー］の設定画面が表示されます。ご加入のプロバイ
ダや、社内LANなどのダイヤルアップ情報として入力が必
要な場合は、入力指示情報を元に各種アドレスを登録して
ください。

 5 ［次へ］をクリックする
 6 ［ユーザID］、［パスワード］を設定し、［次へ］をク

リックする
［ユーザID］、［パスワード］の設定は、プロバイダから提供
された各種情報を、大文字・小文字などに注意し、正確に
入力してください。

 7 設定情報を確認し、［完了］をクリックする
 8 ［OK］をクリックする

設定した通信を実行する
あらかじめ、FOMA端末とパソコンを接続してくだ
さい。

 1 デスクトップの接続アイコンをダブル
クリックする
通信が開始されます。
スタートメニューから起動する場合
［スタート］→［接続先］をクリックし、［表示］に［すべて］
を選びます。接続するダイヤルアップを選び、［接続］を
クリックします。

 2 ［ユーザー名］、［パスワード］を入力し、［ダイヤル］
をクリックする
・ 「mopera U」または「mopera」の場合は、［ユーザー名］、
［パスワード］は空欄でも接続できます。
自分以外のユーザーに接続を許可する場合
［次のユーザーが接続するとき使用するために、この
ユーザー名とパスワードを保存する］をチェックし、
［このコンピュータを使うすべてのユーザー］を選択し
ます。

接続が実行されます。

● パソコンに表示される通信速度は、実際の通信速度とは異
なる場合があります。

● 通信中はFOMA端末にアイコンが表示されます。
パケット通信中（データ送受信なし）

パケット通信中

パケット通信中（データ送受信中）

パケット送受信中

64Kデータ通信中

６４Ｋデータ通信中
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通信を切断する

インターネットブラウザを終了しただけでは切断され
ない場合があります。確実に切断するためには、以下
の操作を行ってください。

 1 タスクトレイのダイヤルアップアイ
コンをクリックする

ダイヤルアップ
アイコン

 2 接続しているダイヤルアップを選び、
［切断］をクリックする
接続が切断されます。

接続先（APN）の設定
パケット通信を行う場合の接続先（APN）の設定をしま
す。あらかじめ、FOMA端末とパソコンを接続してく
ださい。

 1 FOMA PC設定ソフトを起動し、［接続先（APN）
設定］をクリックする

 2 ［OK］をクリックする
FOMA端末から接続先（APN）設定を取得します。しばら
くお待ちください。

 3 接続先（APN）を設定する

接続先（APN）を追加する場合
［追加］をクリックします。
接続先（APN）を編集（修正）する場合
接続先（APN）を選び、［編集］をクリックします。

接続先（APN）を削除する場合
接続先（APN）を選び、［削除］をクリックします。
・ ［cid1］と［cid3］に登録されている接続先（APN）は削
除できません。（［cid3］を選んで［削除］をクリックし
ても、実際には削除されず、［mopera.net］に戻ります）

ファイルへ保存する場合
［ファイル］メニュー→［上書き保存］/［名前を付けて保
存］をクリックします。

ファイルから読み込む場合
［ファイル］メニュー→［開く］をクリックし、保存した
ファイルを選択します。

FOMA端末から接続先（APN）情報を読み込む場合
［ファイル］メニュー→［FOMA端末から設定を取得］をク
リックします。

FOMA端末へ接続先（APN）情報を書き込む場合
［ファイル］メニュー→［FOMA端末へ設定を書き込む］を
クリックします。

ダイヤルアップを作成する場合
接続先（APN）を選び、［ダイヤルアップ作成］をクリック
します。画面の指示に従ってパケット通信用のダイヤル
アップを設定してください。

● 接続先（APN）はFOMA端末に登録される情報のため、異
なるFOMA端末を接続する場合は、再度FOMA端末に接
続先（APN）を登録する必要があります。

● パソコンに登録されている接続先（APN）を継続利用する
場合は、同じ接続先（APN）の登録番号（cid）をFOMA端末
に登録してください。

FOMA PC設定ソフトを使わな
い通信の設定

FOMA PC設定ソフトを使わずに、パケット通信また
は64Kデータ通信を設定する方法について説明します。
設定を行うためには、ATコマンドを入力するための通
信ソフトが必要です。ここでは、Windows標準添付の
「ハイパーターミナル」を使って説明します。

接続先（APN）の設定
パケット通信を行う場合の接続先（APN）を設定します。
・ 64Kデータ通信の場合、パケット通信の接続先が「mopera U」
または「mopera」の場合、設定不要です。

例： Windows XPの場合

 1 FOMA端末とパソコンを接続する

 2 ［スタート］→［すべてのプログラム］→［アクセサリ］
→［通信］→［ハイパーターミナル］をクリックする
ハイパーターミナルが起動します。
Windows 2000 Professionalの場合
［スタート］→［プログラム］→［アクセサリ］→［通信］→
［ハイパーターミナル］をクリックします。

Windows Vistaの場合
Windows Vistaではハイパーターミナルがサポートさ
れなくなりました。他のターミナルソフトを使用して、
同様の操作を行ってください。

 3 ［名前］に任意の名前を入力し、［OK］をクリックする

 4 ［電話番号］に実在しない電話番号（「0」など）を仮入
力し、［接続方法］に「FOMA SO905iCS」を選択
し、［OK］をクリックする
接続画面が表示されます。
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 5 ［キャンセル］をクリックする
 6 接続先（APN）を入力し、を押す

入力形式
AT+CGDCONT=<cid>,“PPP”,“APN”

2、4～10の登録
番号を入力

接続先の名称を“ ”で
囲んで入力

入力したATコマンドが表示されない場合
「ATE1」と入力してください。
接続先（APN）が設定されると、「OK」と表示されます。

 7 ［ファイル］メニュー→［ハイパーターミナルの終
了］をクリックする
ハイパーターミナルが終了します。
・ 「現在、接続されています。切断してもよろしいですか？」
と表示されたときは、［はい］を選択してください。

・ Windows XPの場合、「“XXX”と名前付けされた接続を
保存しますか？」と表示されますが、特に保存する必要
はありません。

・ Windows 2000 Professionalの場合、「セッション
XXXを保存しますか？」と表示されますが、特に保存す
る必要はありません。

接続先（APN）をリセットする場合
入力形式
AT+CGDCONT=（すべてのcidをリセットする場合）
AT+CGDCONT=<cid>（特定のcidのみリセットす
る場合）

現在の接続先（APN）を表示する場合
入力形式
AT+CGDCONT?

発信者番号の通知/非通知の設定
発信者番号は、お客様の大切な情報です。通知する際
には、十分にご注意ください。
・ 「mopera U」または「mopera」を利用する場合は、発信者番
号の通知が必要です。

 1 接続先（APN）の設定（P.18）の操作1～5を行う

 2 パケット通信時の発信者番号の通知/非通知を設定
する
入力形式
AT＊DGPIR=<n>

1：「184」（非通知）を付けます。
2：「186」（通知）を付けます。

入力したATコマンドが表示されない場合
「ATE1」と入力してください。
発信者番号の通知/非通知が設定されると、「OK」と表示さ
れます。

■ ダイヤルアップネットワークでの通知/非通知設定に
ついて

ダイヤルアップネットワークの設定（P.19）でも、接続
先の番号に186（通知）/184（非通知）を付けることがで
きます。
＊DGPIRコマンド、ダイヤルアップネットワークの設
定の両方で設定を行った場合、以下のようになります。
ダイヤルアップネットワー
クの設定（<cid>=3の場合）

＊DGPIRコマンドによる設定
設定なし 非通知 通知

＊99＊＊＊3# 通知 非通知 通知
184＊99＊＊＊3# 非通知
186＊99＊＊＊3# 通知

ダイヤルアップネットワークの設定

Windows XPの場合

 1 ［スタート］→［すべてのプログラム］→［アクセサ
リ］→［通信］→［新しい接続ウィザード］をクリック
する
新しい接続ウィザード画面が表示されます。

 2 ［次へ］をクリックする
 3 ［インターネットに接続する］を選び、［次へ］をク

リックする

 4 ［接続を手動でセットアップする］を選び、［次へ］
をクリックする

 5 ［ダイヤルアップモデムを使用して接続する］を選
び、［次へ］をクリックする

 6 ［モデム - FOMA SO905iCS］をチェックし、［次
へ］をクリックする
・ デバイスの選択画面は、複数のモデムが存在するときの
み表示されます。

 7 ［ISP名］に任意の名前を入力し、［次へ］をクリッ
クする
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 8 ［電話番号］に接続先番号を入力し、［次へ］をクリッ
クする

パケット通信の場合
「＊99＊＊＊<cid>#」を入力します。<cid>には接続先
の登録番号を入力します。

64Kデータ通信の場合
接続先の電話番号を入力します。

 9 ［ユーザー名］、［パスワード］、［パスワードの確認
入力］を入力し、［次へ］をクリックする
・ 「mopera U」または「mopera」の場合は、［ユーザー名］、
［パスワード］は空欄でも接続できます。

 10 ［完了］をクリックする

 11 ［スタート］→［すべてのプログラム］→［アクセサ
リ］→［通信］→［ネットワーク接続］をクリックする

 12 作成した接続先アイコンを選び、［ファイル］メ
ニュー→［プロパティ］をクリックする

 13 ［全般］タブの各項目を確認する
・ パソコンに2台以上のモデムが接続されている場合は、
［接続方法］で［モデム - FOMA SO905iCS］のみに
チェックします。

・ ［ダイヤル情報を使う］のチェックを外します。

 14 ［ネットワーク］タブをクリックし、各項目を確認
し、［設定］をクリックする
・ ［呼び出すダイヤルアップサーバーの種類］は、［PPP:

Windows 95/98/NT4/2000, Internet］を選択します。
・ ［この接続は次の項目を使用します］は、［インターネッ
トプロトコル（TCP/IP）］のみをチェックします。［QoS
パケットスケジューラ］は設定変更ができませんので、
そのままにしておいてください。

 15 すべてのチェックを外し、［OK］をクリックする

 16 ［OK］をクリックする
接続先とTCP/IPプロトコルが設定されます。

Windows 2000 Professionalの場合

 1 ［スタート］→［プログラム］→［アクセサリ］→［通
信］→［ネットワークとダイヤルアップ接続］をク
リックする
ネットワークとダイヤルアップ接続画面が表示されます。

 2 ［新しい接続の作成］アイコンをダブルクリックする
所在地情報画面が表示されます。
・ 2回目以降は、ネットワークの接続ウィザード画面が表
示されます。操作5に進んでください。

 3 ［市外局番］に局番を入力し、［OK］をクリックする
電話とモデムのオプション画面が表示されます。

 4 ［OK］をクリックする
ネットワークの接続ウィザード画面が表示されます。

 5 ［次へ］をクリックする
 6 ［インターネットにダイヤルアップ接続する］を選

び、［次へ］をクリックする

 7 ［インターネット接続を手動で設定するか、または
ローカルエリアネットワーク（LAN）を使って接続
します］を選び、［次へ］をクリックする
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 8 ［電話回線とモデムを使ってインターネットに接続
します］を選び、［次へ］をクリックする

 9 ［インターネットへの接続に使うモデムを選択す
る］が［FOMA SO905iCS］になっていることを確
認し、［次へ］をクリックする
・ お使いになるパソコンの動作環境によっては、画面は表
示されません。その場合は、操作10に進みます。

 10 ［電話番号］に接続先番号を入力し、［詳細設定］を
クリックする
パケット通信の場合
「＊99＊＊＊<cid>#」を入力します。<cid>には接続先
の登録番号を入力します。

64Kデータ通信の場合
接続先の電話番号を入力します。

 11 ［接続］タブの各項目を画面例のように設定する

 12 ［アドレス］タブをクリックし、各項目を画面列の
ように設定する

 13 ［OK］をクリックする

 14 ［次へ］をクリックする

 15 ［ユーザー名］、［パスワード］を入力し、［次へ］を
クリックする
・ 「mopera U」または「mopera」の場合は、［ユーザー名］、
［パスワード］は空欄でも接続できます。

 16 ［接続名］に接続名（任意の名前）を入力し、［次へ］
をクリックする

 17 ［いいえ］を選び、［次へ］をクリックする

 18 ［今すぐインターネットに接続するにはここを選ん
で［完了］をクリックしてください］のチェックを外
し、［完了］をクリックする

 19 作成した接続先アイコンを選び、［ファイル］メ
ニュー→［プロパティ］をクリックする

 20 ［全般］タブの各項目を確認する
・ パソコンに2台以上のモデムが接続されている場合は、
［接続方法］で［モデム - FOMA SO905iCS］のみに
チェックします。

・ ［ダイヤル情報を使う］のチェックを外します。

 21 ［ネットワーク］タブをクリックし、各項目を確認
し、［設定］をクリックする
・ ［呼び出すダイヤルアップサーバーの種類］は、［PPP:

Windows 95/98/NT4/2000, Internet］を選択します。
・ コンポーネントは、［インターネットプロトコル（TCP/

IP）］のみをチェックします。

 22 すべてのチェックを外し、［OK］をクリックする

 23 ［OK］をクリックする
接続先とTCP/IPプロトコルが設定されます。
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Windows Vistaの場合

 1 ［スタート］→［接続先］をクリックする
 2 ［接続またはネットワークをセットアップします］

をクリックする

 3 ［ダイヤルアップ接続をセットアップします］を選
び、［次へ］をクリックする

 4 ［モデム - FOMA SO905iCS］をクリックする
・ デバイスの選択画面は、複数のモデムが存在するときの
み表示されます。

 5 ［ダイヤルアップの電話番号］に接続先番号を入力
する

パケット通信の場合
「＊99＊＊＊<cid>#」を入力します。<cid>には接続先
の登録番号を入力します。

64Kデータ通信の場合
接続先の電話番号を入力します。

 6 ［ユーザー名］、［パスワード］を入力し、［接続名］
に任意の名前を入力して［接続］をクリックする
・ 「mopera U」または「mopera」の場合は、［ユーザー名］、
［パスワード］は空欄でも接続できます。
接続中の画面が表示されます。

 7 ［スキップ］をクリックする
 8 ［接続をセットアップします］をクリックする
 9 ［閉じる］をクリックする

新しいダイヤルアップが作成されます。

 10 ［スタート］→［接続先］をクリックする

 11 作成した接続先アイコンを右クリックし、［プロパ
ティ］をクリックする

 12 ［全般］タブの各項目を確認する
・ パソコンに2台以上のモデムが接続されている場合は、
［接続の方法］で［モデム - FOMA SO905iCS］のみに
チェックします。

・ ［ダイヤル情報を使う］のチェックを外します。

 13 ［ネットワーク］タブをクリックし、［この接続は次
の項目を使用します］に［インターネットプロトコ
ルバージョン4（TCP/IPv4）］がチェックされてい
ることを確認する
・ ご利用になるプロバイダや企業内LANによっては、他
の項目についてもチェックする必要がある場合がありま
す。プロバイダや企業内LANの管理者の指示に従って
チェックしてください。

 14 ［オプション］ タブをクリックし、［PPP設定］をク
リックする

 15 すべてのチェックを外し、［OK］をクリックする

 16 ［OK］をクリックする
接続先とTCP/IPプロトコルが設定されます。
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ダイヤルアップ接続する
あらかじめ、FOMA端末とパソコンを接続します。

例： Windows XPの場合

 1 ［スタート］→［すべてのプログラム］→［アクセサ
リ］→［通信］→［ネットワーク接続］をクリックする

 2 接続先アイコンをダブルクリックする
 3 各項目を確認し、［ダイヤル］をクリックする

・ 「mopera U」または「mopera」の場合は、［ユーザー名］、
［パスワード］は空欄でも接続できます。
接続が実行されます。

● パソコンに表示される通信速度は、実際の通信速度とは異
なる場合があります。

● 通信中はFOMA端末にアイコンが表示されます。
パケット通信中（データ送受信なし）

パケット通信中

パケット通信中（データ送受信中）

パケット送受信中

64Kデータ通信中

６４Ｋデータ通信中

ダイヤルアップを切断する

インターネットブラウザを終了しただけでは切断され
ない場合があります。確実に切断するためには、以下
の操作を行ってください。

 1 タスクトレイのダイヤルアップアイ
コンをクリックする

ダイヤルアップ
アイコン

 2 ［切断］をクリックする
接続が切断されます。

ATコマンド
ATコマンドとは、パソコンでFOMA端末の機能の設定
や変更を行うためのコマンド（命令）です。

■ ATコマンドの入力形式
ATコマンドは、コマンドの先頭に必ずATを付けて入力
します。必ず半角英数字で入力してください。以下に
入力例を示します。

ATD＊99＊＊＊3#

リターンマーク： Enterキーを押します。コマ
ンドの区切りになります。

パラメータ：コマンドの内容
コマンド：コマンド名

ATコマンドはコマンドに続くパラメータ（数字や記号）
を含めて、必ず1行で入力します。1行とは最初の文字
からを押した直前までの文字のことです。

■ ATコマンドの入力モード
ATコマンドでFOMA端末を操作するには、パソコンを
ターミナルモードにしてください。
ターミナルモードとは、パソコンを1台の通信端末（ター
ミナル）のように動作させるモードです。キーボードか
ら入力した文字が通信ポートに接続されている機器や
回線に送られます。
● オフラインモード

FOMA端末が待受の状態です。通常ATコマンドでFOMA端
末を操作する場合は、この状態で操作を行います。

● オンラインデータモード
FOMA端末が通信中の状態です。この状態のときにATコマン
ドを入力すると、送られてきた文字をそのまま通信先に送信
して、通信先のモデムを誤作動させることがあります。通信
中はATコマンドを入力しないでください。

● オンラインコマンドモード
FOMA端末が通信中の状態でも、ATコマンドでFOMA端末
を操作できる状態です。その場合、通信先との接続を維持し
たままATコマンドを実行し、終了すると再び通信を続けられ
ます。

・ 外部機器から、音声電話発信/テレビ電話発信/64Kデータ通信
を行った場合、2in1のモードがAモード、デュアルモードの
ときはAナンバーで発信します。BモードのときはBナンバー
で発信します。

オンラインデータモードとオンラインコ
マンドモードを切り替える

FOMA端末をオンラインデータモードとオンラインコ
マンドモードに切り替えるには、以下の2つの方法があ
ります。
・ 「+++」コマンドまたは「S2」レジスタに設定したコードを入力
します。

・ 「AT&D1」に設定されているときに、RS-232C（※）のER信号
をOFFにします。
※ USBインターフェースにより、RS-232Cの信号線がエミュ
レートされていますので、通信アプリによるRS-232Cの
信号線制御が有効になります。

オンラインコマンドモードからオンラインデータモー
ドに切り替える場合は、「ATO」と入力します。
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ATコマンド一覧
FOMA SO905iCSで使用できるATコマンドです。
［&F］ ： AT&Fコマンドで設定が初期化されるコマンドです。
［&W］ ： AT&Wコマンドで設定が保存されるコマンドです。ATZコマンドで設定値を呼び戻すことができます。

コマンド 概要・パラメータ 入力例
A/ 直前に実行したコマンドを再実行します。 A/
AT%V FOMA端末のバージョンを「Verx.xx」の形式で表示します。 AT%V
AT&C<n> DTEへの回路CD信号の動作条件を選択します。 AT&C1

n=0 CD信号は常にONにします。（パラメータ省略時）
[&F][&W] n=1 CD信号は相手モデムの状態に従って変化します。（お買い上げ時）
AT&D<n> DTEから受け取る回路ER信号がON/OFF遷移したときの動作を選

択します。
AT&D1

n=0 ER信号の状態を無視します。（常にON）（パラメータ省略時）
n=1 ER信号がONからOFFに変化するとオンラインコマンドモードに

なります。

[&F][&W]
n=2 ER信号がONからOFFに変化するとオフラインモードになります。

（お買い上げ時）
AT&E<n> 接続時の速度表示の仕様を選択します。 AT&E1

n=0 無線区間通信速度を表示します。
[&F][&W] n=1 パソコンとFOMA端末間の通信速度を表示します。（お買い上げ時）
AT&F<n> FOMA端末のATコマンド設定値をお買い上げ時の設定にします。

通信中に実行した場合は、通信切断処理を行います。
AT&F0

n=0 n=0のみ指定可能（省略可）
AT&S<n> FOMA端末が出力するDR信号の制御を設定します。 AT&S0

n=0 DR信号は常にONにします。（お買い上げ時、パラメータ省略時）
[&F][&W] n=1 回線接続時にDR信号をONにします。
AT&W<n> 現在の設定値をFOMA端末に書き込みます。 AT&W0

n=0 n=0のみ指定可能（省略可）
AT＊DANTE FOMA端末の電波の受信レベルを「＊DANTE:m」の形式で表示し

ます。
m=0：圏外、m=1～3：FOMA端末に表示されるアンテナの本数
（m=1：0本または1本）

AT＊DANTE
AT＊DANTE=?

AT＊DGANSM=<n> パケット着信呼に対して着信拒否/着信許可を設定します。 AT＊DGANSM=0
AT＊DGANSM?
AT＊DGANSM=?

n=0 着信拒否設定と着信許可設定をOFFにします。（お買い上げ時）
n=1 着信拒否設定をONにします。
n=2 着信許可設定をONにします。

AT＊DGAPL=<n>[,<cid>] パケット着信呼に対して着信許可を行う接続先（APN）を設定しま
す。APNは、「+CGDCONT」で定義された<cid>パラメータを使
用します。
<cid>が省略された場合には、すべてのcidを追加/削除します。

AT＊DGAPL=0,1
AT＊DGAPL?
AT＊DGAPL=?

n=0 <cid>で定義されたAPNを着信許可リストに追加します。
n=1 <cid>で定義されたAPNを着信許可リストから削除します。

AT＊DGARL=<n>[,<cid>] パケット着信呼に対して着信拒否を行う接続先（APN）を設定しま
す。APNは、「+CGDCONT」で定義された<cid>パラメータを使
用します。
<cid>が省略された場合には、すべてのcidを追加/削除します。

AT＊DGARL=0,1
AT＊DGARL?
AT＊DGARL=?

n=0 <cid>で定義されたAPNを着信拒否リストに追加します。
n=1 <cid>で定義されたAPNを着信拒否リストから削除します。

AT＊DGPIR=<n> パケット通信の発着信時の番号通知/非通知を設定します。 AT＊DGPIR=0
AT＊DGPIR?
AT＊DGPIR=?

n=0 APNをそのまま使用します。（お買い上げ時）
n=1 APNに「184」を付けます。
n=2 APNに「186」を付けます。

AT＊DRPW FOMA端末が受信する電波の受信電力指標を「＊DRPW:m」の形式
（m=0～75）で表示します。

AT＊DRPW
AT＊DRPW=?

AT+CEER 直前の通信の切断理由を表示します。（P.28） AT+CEER
AT+CEER=?
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コマンド 概要・パラメータ 入力例
AT+CGDCONT=[<cid>[,“PPP”[,“<APN>”]]] パケット発信時の接続先（APN）を設定します。 AT+CGDCONT=2,“PPP”,“abc”

AT+CGDCONT= ※1
AT+CGDCONT=<cid> ※2
AT+CGDCONT?
AT+CGDCONT=?

cid=1～10 FOMA端末内に登録するパケット通信での接続先（APN）を管理す
る番号です。

APN=任意 接続先を示す接続先ごとの任意の文字列です。

AT+CGEQMIN=[<cid.[,,<n>[,<m>]]] パケット通信確立時にネットワーク側から通知されるQoS（サービ
ス品質）を許可するかどうかの判定基準を登録します。

AT+CGEQMIN=2,,384,3648
AT+CGEQMIN=2,,384
AT+CGEQMIN=2,,,3648
AT+CGEQMIN= ※1
AT+CGEQMIN=<cid> ※2

cid=1～10 FOMA端末内に登録するパケット通信での接続先（APN）を管理す
る番号です。

n=なし/384 FOMA端末と基地局間の上り最低通信速度（kbps）です。
なし：すべて速度を許容します。（お買い上げ時）
384：パケット通信がつながらない場合があります。

m=なし/3648 FOMA端末と基地局間の下り最低通信速度（kbps）です。
なし：すべて速度を許容します。（お買い上げ時）
3648：パケット通信がつながらない場合があります。

AT+CGEQREQ=[<cid>] パケット通信の発信時にネットワークへ要求するQoS（サービス品
質）を設定します。

AT+CGEQREQ= ※1 
AT+CGEQREQ=<cid> ※2

cid=1～10 FOMA端末内に登録するパケット通信での接続先（APN）を管理す
る番号です。

AT+CGMR FOMA端末のバージョンを16桁の数字で表示します。 AT+CGMR
AT+CGMR=?

AT+CGREG=<n> ネットワーク登録状態を通知するかどうかを設定します。 AT+CGREG=1
AT+CGREG? 
AT+CGREG=?

n=0 通知しません。（お買い上げ時）

[&F][&W]

n=1 圏内/圏外の登録状態を「+CGREG:<n>,<stat>」の形式で通知し
ます。
stat=0：圏外、stat=1：圏内（home）、stat=4：不明、stat=5：
圏内（visitor）

AT+CGSN FOMA端末の製造番号を表示します。 AT+CGSN
AT+CGSN=?

AT+CLIP=<n> 64Kデータ通信の着信時に相手の発信者番号をパソコンに表示する
かどうかを設定します。
AT+CLIP?を入力すると、「+CLIP:n,m」が表示されます。
m=0：発信時に相手に発信者番号を通知しないネットワーク設定、
m=1：発信時に相手に発信者番号を通知するネットワーク設定、
m=2：不明

AT+CLIP=0
AT+CLIP?
AT+CLIP=?

n=0 表示しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時）
[&F][&W] n=1 表示します。
AT+CLIR=<n> 64Kデータ通信の発信時に相手に電話番号を通知するかどうかを設

定します。
AT+CLIR?を入力すると、「+CLIR:n,m」が表示されます。
m=0：CLIRは未起動（常時通知）、m=1：CLIRは常時起動（常時
非通知）、m=2：不明、m=3：CLIRテンポラリーモード（非通知デ
フォルト）、m=4：CLIRテンポラリーモード（通知デフォルト）

AT+CLIR=0
AT+CLIR?
AT+CLIR=?

n=0 CLIRサービスの契約の設定に従います。（パラメータ省略時）
n=1 通知しません。
n=2 通知します。（お買い上げ時）

AT+CMEE=<n> FOMA端末のエラーレポートの形式を設定します。（P.28） AT+CMEE=0
AT+CMEE?
AT+CMEE=?

n=0 「ERROR」を表示します。（お買い上げ時、パラメータ省略時）
n=1 「+CME ERROR:xxxx」の形式（xxxxは数字）で表示します。

[&F][&W] n=2 「+CME ERROR:xxxx」の形式（xxxxは文字）で表示します。
AT+CNUM FOMA端末の自局番号を「+CNUM:,“自局電話番号”,type」の形式

で表示します。
type=129：国際アクセスコード+を含まない、type=145：国際
アクセスコード+を含む

AT+CNUM
AT+CNUM?
AT+CNUM=?

AT+CR=<mode> 回線接続時に「CONNECT」を表示する前に、通信の種別を表示す
るかどうかを設定します。

AT+CR=0
AT+CR?
AT+CR=?mode=0 表示しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時）

[&F][&W]
mode=1 「+CR:serv」の形式で表示します。

serv=SYNC：64Kデータ通信、serv=GPRS：パケット通信
AT+CRC=<n> 着信時に拡張リザルトコードを使用するかどうかを設定します。 AT+CRC=0

AT+CRC?
AT+CRC=?

n=0 使用しません。（お買い上げ時）
[&F][&W] n=1 使用します。
※1 すべてのcidをお買い上げ時の設定に戻します。
※2 指定したcidをお買い上げ時の設定に戻します。
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コマンド 概要・パラメータ 入力例
AT+CREG=<n> 圏外/圏内情報を表示するかどうかを設定します。

AT+CREG?を入力すると、「+CREG:<n>,<stat>」の形式で表示
します。
stat=0：圏外、stat=1：圏内（home）、stat=4：不明、stat=5：
圏内（visitor）

AT+CREG=1
AT+CREG?
AT+CREG=?

n=0 表示しません。（お買い上げ時）
[&F][&W] n=1 表示します。
AT+GMI FOMA端末の製造会社名を表示します。 AT+GMI

AT+GMI=?
AT+GMM FOMA端末名を表示します。 AT+GMM

AT+GMM=?
AT+GMR FOMA端末のバージョンを表示します。 AT+GMR

AT+GMR=?
AT+IFC=<n,m> パソコンとFOMA端末間のローカルフロー制御方式を設定します。 

nはDCE by DTEの制御、mはDTE by DCEの制御を設定します。
mを省略すると、DCE by DTEと同じ入力値になります。

AT+IFC=2,2
AT+IFC?
AT+IFC=?

n=0 フロー制御を行いません。
n=1 XON/XOFFフロー制御を行います。
n=2 RS/CS（RTS/CTS）フロー制御を行います。（お買い上げ時）
m=0 フロー制御を行いません。
m=1 XON/XOFFフロー制御を行います。

[&F][&W] m=2 RS/CS（RTS/CTS）フロー制御を行います。（お買い上げ時）
AT+WS46=<n> 発信時にFOMA端末が使用する無線ネットワークを設定します。 AT+WS46=22

AT+WS46?
AT+WS46=?[&F][&W]

n=22 FOMAネットワーク（固定値）

AT¥S コマンドの設定内容とSレジスタを表示します。 AT¥S
AT¥V<n> 接続時に拡張リザルトコードを使用するかどうかを選択します。 AT¥V0

n=0 拡張リザルトコードを使用しません。（お買い上げ時、パラメータ
省略時）

[&F][&W] n=1 拡張リザルトコードを使用します。
ATA FOMA端末が着信したモードに従って着信処理をします。
ATD パケット通信または64Kデータ通信の発信をします。

パケット通信の場合：「ATD＊99＊＊＊cid#」の形式で入力します。
cidを省略すると、cid=1になります。「ATD184＊99」で始まる形
式で入力した場合、指定したcidのAPNに対して184（発信者番号
通知なし）が付加されます。（186も同様です）
64Kデータ通信の場合：「ATD電話番号」の形式で入力します。
リダイヤル発信の場合：「ATDL」または「ATDN」の形式で入力し
ます。

ATD＊99＊＊＊3#

ATE<n> パソコンから送信された文字をエコーバックするかどうかを設定し
ます。

ATE0

n=0 エコーバックしません。（パラメータ省略時）
[&F][&W] n=1 エコーバックします。（お買い上げ時）
ATH パケット通信または64Kデータ通信を切断します。 ATH
ATI<n> 認識コードを表示します。 ATI0

n=0 「NTT DoCoMo」と表示します。（パラメータ省略時）
n=1 FOMA端末名を表示します。
n=2 FOMA端末のバージョンを表示します。

ATO 通信中にオンラインコマンドモードからオンラインデータモードに
移行します。

ATO

ATQ<n> パソコンにリザルトコードを表示するかどうかを設定します。 ATQ1
n=0 表示します。（お買い上げ時、パラメータ省略時）

[&F][&W] n=1 表示しません。
ATS0=<n> FOMA端末が自動着信するまでの呼び出し回数を設定します。 ATS0=0

ATS0?n=0 自動着信しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時）
[&F][&W] n=1～255 呼び出し回数です。
ATS2=<n> エスケープキャラクタを設定します。 ATS2=0

ATS2?n=0～126 43：お買い上げ時、0：パラメータ省略時
[&F] n=127 エスケープ処理を無効にします。
ATS3=<n> ATコマンドの文字列の最後を認識する復帰（CR）キャラクタを設定

します。エコーバックされたコマンド文字列とリザルトコードの最
後に付けられます。

ATS3=13
ATS3?

[&F] n=13 お買い上げ時
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コマンド 概要・パラメータ 入力例
ATS4=<n> 改行（LF）キャラクタを設定します。英文字でリザルトコードを表示

する場合、復帰（CR）キャラクタの次に付けられます。
ATS4=10
ATS4?

[&F] n=10 お買い上げ時
ATS5=<n> ATコマンド入力中に入力バッファの最後のキャラクタを削除する

バックスペース（BS）キャラクタを設定します。
ATS5=8
ATS5?

[&F] n=8 お買い上げ時
ATS6=<n> ダイヤルするまでのポーズ時間（秒）を設定します。このコマンドを

使用しても、レジスタは設定されますが、動作しません。
ATS6=5
ATS6?

[&F] n=2～10 5：お買い上げ時、パラメータ省略時
ATS8=<n> カンマダイヤルするまでのポーズ時間（秒）を設定します。このコマ

ンドを使用しても、レジスタは設定されますが、ポーズ時間は3秒
で固定です。

ATS8=3
ATS8?

[&F] n=1～255 60：お買い上げ時、121～255：120とみなす
ATS10=<n> 自動切断の遅延時間（1/10秒）を設定します。このコマンドを使用し

ても、レジスタは設定されますが、動作しません。
ATS10=1
ATS10?

[&F][&W] n=1～255 1：お買い上げ時、パラメータ省略時
ATS30=<n> 64Kデータ通信時、データの送受信がなかった場合に通信を切断す

るまでの時間（分）を設定します。
ATS30=0
ATS30?

n=0 切断しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時）
[&F] n=1～255 切断するまでの時間（分）です。
ATS103=<n> 64Kデータ通信で、着サブアドレスを付けて発信する場合の区切り

を設定します。
ATS103=0
ATS103?

n=0 ＊（パラメータ省略時）
n=1 /（お買い上げ時）

[&F] n=2 ¥
ATS104=<n> 64Kデータ通信で、発サブアドレスを付けて発信する場合の区切り

を設定します。
ATS104=0
ATS104?

n=0 #（パラメータ省略時）
n=1 %（お買い上げ時）

[&F] n=2 &
ATV<n> リザルトコードの表示方法を設定します。 ATV1

n=0 数字で表示します。（パラメータ省略時）
[&F][&W] n=1 文字で表示します。（お買い上げ時）
ATX<n> ビジートーン検出、ダイヤルトーン検出、通信速度表示を設定し

ます。
ATX1

n=0 ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン検出なし、速度表示なし
（パラメータ省略時）

n=1 ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン検出なし、速度表示あり
n=2 ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン検出あり、速度表示なし
n=3 ビジートーン検出あり、ダイヤルトーン検出なし、速度表示あり

[&F][&W]
n=4 ビジートーン検出あり、ダイヤルトーン検出あり、速度表示あり

（お買い上げ時）
ATZ FOMA端末の設定をAT&Wで記憶させた不揮発メモリの内容にし

ます。通信中に実行した場合は、回線切断処理を行います。
ATZ

+++ FOMA端末をオンラインデータモードからオンラインコマンド
モードに切り替えます。エスケープガード区間は、1秒間の固定です。

+++
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切断理由一覧

■ パケット通信
値 理　由

27 APNが存在しない、または正しくありません。
30 ネットワークより切断されました。
33 パケット通信の契約がされていません。
36 正常に切断されました。

■ 64Kデータ通信
値 理　由

1 指定した番号は存在しません。
16 正常に切断されました。
17 相手側が通信中のため通信できません。
18 発信しましたが、指定時間内に応答がありませんで

した。
19 相手が呼び出し中のため通信できません。
21 相手側が着信を拒否しました。
63 ネットワークのサービスおよびオプションが有効で

はありません。
65 提供されていない処理速度を指定しました。
88 端末属性の異なる端末に発信しました、または着信

を受けました。

エラーレポート一覧

数字表示 文字表示 理　由
10 SIM not inserted FOMAカードがセットされ

ていません。
15 SIM wrong ドコモ以外のSIM（FOMA

カードに相当するICカー
ド）が挿入されています。

16 incorrect password パスワードが間違ってい
ます。

100 unknown 不明なエラーです。

リザルトコード

ATVnコマンド（P.27）がn=1に設定されている場合は
文字表示形式（初期値）、n=0に設定されている場合は
数字表示形式でリザルトコードが表示されます。

■ リザルトコード一覧
数字表示 文字表示 意　味
0 OK 正常に実行しました。
1 CONNECT 相手と接続しました。
2 RING 着信がきています。
3 NO CARRIER 回線が切断されました。
4 ERROR コマンドを受け付けられま

せん。
6 NO DIALTONE ダイヤルトーンが検出でき

ません。
7 BUSY 話中音の検出中です。
8 NO ANSWER 接続完了タイムアウト。
100 RESTRICTION ネットワークが規制中で

す。通信ネットワークが混
雑しています。
しばらくたってから接続し
直してください。

101 DELAYED リダイヤル発信規制中です。

■ 拡張リザルトコード
● &E0のとき

FOMA端末－基地局間の接続速度を表示します。

数字表示 文字表示 接続速度
121 CONNECT 32000 32,000bps
122 CONNECT 64000 64,000bps
125 CONNECT 384000 384,000bps
133 CONNECT 3648000 3,648,000bps

● &E1のとき
FOMA端末－パソコン間の接続速度を表示します。

数字表示 文字表示 接続速度
5 CONNECT 1200 1,200bps
10 CONNECT 2400 2,400bps
11 CONNECT 4800 4,800bps
12 CONNECT 9600 9,600bps
16 CONNECT 19200 19,200bps
17 CONNECT 38400 38,400bps
18 CONNECT 57600 57,600bps
19 CONNECT 115200 115,200bps
20 CONNECT 230400 230,400bps
21 CONNECT 460800 460,800bps

● 従来のRS-232Cで接続するモデムとの互換性を保つため
通信速度の表示はしますが、FOMA端末－パソコン間は
FOMA 充電機能付USB接続ケーブル 01/02（別売）で接続
されているため、実際の接続速度と異なります。

■ 通信プロトコルリザルトコード
数字表示 文字表示 意　味
1 PPPoverUD 64Kデータ通信で接続
5 PACKET パケット通信で接続

■ リザルトコード表示例
● ATX0が設定されている場合
接続完了のときは、AT¥Vコマンド（P.26）の設定にかかわら
ず、「CONNECT」のみ表示します。

文字表示例 数字表示例
ATD＊99＊＊＊3#
CONNECT

ATD＊99＊＊＊3#
1

● ATX1が設定されている場合※
・ ATX1、AT¥V0が設定されている場合
接続完了のときは、「CONNECT<FOMA端末－パソコン間
の速度>」の書式で表示します。

文字表示例 数字表示例
ATD＊99＊＊＊3#
CONNECT 460800

ATD＊99＊＊＊3#
1 21

・ ATX1、AT¥V1が設定されている場合※
接続完了のときは、「CONNECT<FOMA端末－パソコン間
の速度>PACKET<接続先APN>/<上り方向（FOMA端末→
基地局間）の最高速度>/<下り方向（FOMA端末←基地局間）の
最高速度>」の書式で表示します。

文字表示例 数字表示例
ATD＊99＊＊＊3#
CONNECT 460800 PACKET
mopera.net/384/3648

ATD＊99＊＊＊3#
1 21 5

（mopera.netに、上り最大384kbps、下り最大3,648kbps
で接続したことを表します）

※ ATX1、AT¥V1を同時に設定した場合、ダイヤルアップ接続
が正しく行えない場合があります。AT¥V0だけでのご利用を
おすすめします。
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区点コード一覧は、4桁の区点コードを「区点1～3桁目」と「区点4桁目」の組み合わせで
表しています。
例： ★（区点コード「0190」）を入力したい場合は、区点コード一覧で★の位置を確認し、同じ行の「区点1～3桁目」

の数字（ここでは「019」）と同じ列の「区点4桁目」の数字（ここでは「0」）を組み合わせて、区点コード（「0190」）
を決定します。

※ 区点コード一覧の表示は、実際の表示と見えかたが異なるものがあります。

（スーペス）
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